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東條遺跡全景２　古代面（手前より東條・棚田・冠着山）

東條遺跡全景１　古代面（手前より県道長野上田線・東條・棚田）



東條遺跡　古代　SB39 出土土器（7 世紀）

東條遺跡　古代　SB10・SB15（完掘）



東條遺跡全景４　中世面（手前より東條・県道長野上田線・千曲川）

東條遺跡全景３　中世面（東條・棚田・冠着山・右端は県道姨捨停車場線）



SX03（手前）・SX04（奥）の完掘 SK1741 の完掘

刀子と漆器皿の出土 鶴丸紋の漆椀

東條遺跡　中世　SX15（検出）



東條遺跡中世面出土漆器（椀・皿・櫛）

松林紋・皿

菊花紋・椀

秋草紋・皿

秋草紋・椀



峯謡坂遺跡　古代　SB18 出土土器（10 世紀）

峯謡坂遺跡全景（手前より峯謡坂・四十八枚田・冠着山）



東中曽根遺跡・西中曽根遺跡遠景（四十八枚田と中曽根遺跡）

八幡遺跡群遠景（道路建設状況、奥は稲荷山〜篠ノ井方面）



西中曽根遺跡全景（東中曽根・宝録沢川・西中曽根）

東中曽根遺跡全景



はじめに

長野県千曲市は、県都長野と東信そして中信地域との結節点にあたります。市の中心部に

は千曲川が北流し、これに沿って上信越自動車道や長野新幹線、しなの鉄道、篠ノ井線など、

多くの幹線が南北に通過する交通の要衝であります。なかでも国道 18 号線は、東北信を結

ぶ大動脈でありますが、近年の交通量増加に伴う交通渋滞に悩まされています。国土交通省

は、こうした交通障害の緩和策として、上田市から長野市にいたる国道バイパス建設を計画

しました。本書は、その一部である坂城更埴バイパスの建設に伴って実施された埋蔵文化財

包蔵地 ( 遺跡 ) の記録保存の措置に関わる発掘調査報告書です。

発掘調査した遺跡は、千曲川の左岸域に位置し、佐野川により形成された扇状地上に展開

する八幡遺跡群 ( 北稲付遺跡、中道遺跡、大道遺跡、社宮司遺跡 ) と宮川遺跡、さらには姨

捨土石流堆積物により造られた台地端部に立地する峯謡坂遺跡、西中曽根遺跡、東中曽根遺

跡、東條遺跡であります。これら遺跡の所在する「八幡」の地は、古代延喜式神名帳に記載

される武水別神社 ( 通称お八幡さま ) を中心に発達した門前町であり、田毎の月で知られる

名勝姨捨の麓に広がる肥沃な田園地帯でもあります。今回の調査で、八幡遺跡群が古代更級

郡の郡衙関連遺跡であることが再確認され、これについては平成 18 年度に発掘調査報告書

をまとめました。つづく東條遺跡ほかの遺跡群の調査では、弥生時代後期から室町時代にか

けての集落遺跡を発掘し、「八幡」の地域史を説明できる最良の考古学的資料を得ることが

できました。とくに東條遺跡は、更級郡衙の運営を支えた古代の集落遺跡として、また中世

の街道とされる一本松街道の街道筋、武水別神社の門前に発達した中世の集落遺跡として、

今日まで続く「八幡」地区の歴史を解明するに、極めて重要な発見となりました。調査内容

の詳細は本書をご覧いただければと思いますが、この成果が広く「さらしなの里」さらには

長野県の歴史解明の一助となれば、これにすぐる喜びはありません。

最後に、発掘作業から本報告書刊行にいたるまで、深いご理解とご協力をいただきました

国土交通省関東地方整備局、千曲市、千曲市教育委員会、長野県教育委員会をはじめとする

関係機関、地元地権者や関係者の皆さま方に対しまして、厚く御礼を申し上げます。
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例　言

1.	 本書は国道 18 号坂城更埴バイパス線建設事業にかかわる長野県千曲市所在の峯謡坂遺跡、西中曽根

遺跡、東中曽根遺跡、東條遺跡の発掘調査報告書である。

2.	 発掘調査は、国土交通省関東地方整備局長野国道事務所の委託を受けた財団法人長野県文化振興事業

団長野県埋蔵文化財センターが実施したものである。

3.	 遺跡の概要は、県埋蔵文化財センター『年報』22 ～ 27 を始め、第１章第 2 節（4）「資料の報告と公開」

に示す機会等で行ってきた。内容において本書と違いのある場合は、本書をもって正式見解とする。

4.	 本書の図版に使用した地図は、千曲市都市計画図（1：25000）、千曲市遺跡分布図（1：20000）、

国土地理院発行の地形図「稲荷山」（1：25000）である。

5.	 発掘業務は現場設備等請負契約を川中島建設株式会社・中信建設株式会社・更埴建設株式会社と行っ

たほか、現地測量等を株式会社アイシーほか第１章第 2 節 2（1）に記した機関と委託契約を行い実

施した。

6.	 整理業務に関わる出土品の実測（木製品）及び理化学分析は、大成エンジニアリング株式会社及び株

式会社パレオ・ラボほか第１章第 2 節 3（1）に示した機関と委託契約を行い実施した。

7.	 発掘調査を通して、招へい指導をお願いした諸先生の氏名並びにその内容に関しては、第１章第 2 節

2（1）D、3（1）D に記述してある。また県埋蔵文化財センターでの発掘体制（P6 ～ P7）及び整理

体制（P12 ～ P13）、調査の実施経過等についても第 2 節	に記してある。指導者並びに関係者の官職・

所属等は当時のものを記載した。

8.	 発掘調査から報告書の刊行まで、以下の機関より協力と助言、指導を頂きました。

	 国土交通省長野国道事務所　　同所笹平出張所　　千曲市役所建設部建設課　　西部沖土地改良区

	 奈良文化財研究所　　長野県教育委員会文化財・生涯学習課　　長野県立歴史館　　千曲市教育委員

会生涯学習文化財課

9.	 本書は本文編 1 冊、図版編 1 冊、DVD １枚、附図４枚で構成される。添付の DVD には、各遺跡の遺

物観察表と遺構観察表（SK のみ）、科学分析報告書、本書全体の PDF ファイルが含まれる。

10.	 本書で報告した資料及び記録類一式は、平成 23 年度まで長野県埋蔵文化財センターが保管し、以後

長野県立歴史館に移管し保存する予定である。
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凡　例

１．	記述・表記の仕方

	 　記録保存の対象となった遺跡については「○○遺跡の調査」と表記し、調査対象遺跡の範囲確認について

は「○○遺跡隣接地または○○地籍」の調査と表記した。記録保存の内容は、調査期間・調査面積（実面積）・

調査担当を記し、立地と調査結果を記述する形式とした。さらに遺構と遺物の概要を示し、遺跡の総括を小

結として末尾に記述した。

	 　堆積層位の説明は各遺跡ごとに基本土層をⅠ、Ⅱ・・・で表し、遺構の埋土を１、２・・で表した。

	 　出土遺物の表記は、添付 DVD 内の遺物観察表中に示した属性観察のほかに、観察留意点を記述した。遺物

の分類基準は、土器は 2000 年県埋蔵文化財センター「第４章時期区分」『上信越自動車道埋蔵文化財発掘調

査報告書 28　更埴条里・屋代遺跡群』に基づき、時期区分（Piii）と凡例の器種分類図（Piv）のように一部

改変して行った。木製品の分類は　1996 年奈良文化財研究所『木器集成図録　近畿原始篇』に基づく。

２．	掲載図の表示の仕方

１）	 遺構図

	 　遺構図面に関しては原図修正を経た後にデジタルトレースを行った。

	 　縮尺は、土層柱状図 1：40　竪穴住居跡 1：60　掘立柱建物跡 1：60　1：80　土坑ほか 1：40　1：60

　である。凡例は以下のようである。

	 　使用ソフトは Adobe 社　Illustrator10。上場線を 1pt、下場線を 0.25pt で描いた。破線は推定線、1 点破

線は範囲線として使用した。ピットは P ～　で表した。網掛は火床、焼土や炭化物の分布に用いた。遺構図

中の出土遺物は、土器（～）、石器（石～）、木製品（木～）、骨（骨～）で、「～」は取り上げ番号を意味する。

単なる礫は S とする。また竪穴住居跡の埋土の記載は柱穴やカマドの記載と別に観察したため、遺構図中の

層位番号が同じ表記となっている。参照・活用の折には留意願いたい。土坑等で文中に記載のないすべての

遺構属性は添付 DVD 内に収録してある。ただし整理時に土坑から掘立柱建物跡に組みかえたものがあり、こ

れについては、掘立柱建物跡のピットとして掲載したので土坑観察表中にはない。遺構・遺物の取り扱いの

際には気をつけて頂きたい。

２）	 遺物図

	 　遺物図面類は、土器・金属器等の実測図を 1/ ２でトレースし、デジタル化した後、網掛・断面塗りを行っ
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た。すべての遺物は、１：４掲載を原則とし、適宜１：２　１：３　１：６を用いた。柱材など規模の大き

な資料は１：８で示したものもある。木製品は委託実測を中心に行いそれらはすべてデジタルトレースとした。

網掛や土器断面の塗りつぶしは焼き物の種類を示し、赤彩土器、黒色土器、須恵器などを表現した。また炭化物、

木製品の欠損などにも同様な表現を用いた。

３） 掲載写真について

 　写真は調査区の全景、調査状況、土層の状況、また遺構の検出状況、遺物出土状況、断面、完掘状況を可

能な限り掲載した。遺物写真は集合、個別写真ともに委託撮影し、遺構内出土資料のうち、実測図掲載個体

のおよそ 7 割程度を使用し、遺構外についてもほぼ同様に扱った。

 　なお、写真はフィルムからの直接取り込みによりデジタル化し、印刷サイズ 400dpi を保持するように統

一した。使用ソフトは Adobe 社 Photoshop CS3 を用いた。

歴史時代 時期区分 主な特徴 時期区分の対比
( 屋代遺跡群 )

飛 

鳥 

時 

代

7C 前半 古墳Ⅴ期
食膳具の中心は非ロクロ土師器 ( 坏類・高坏・鉢類 ) で、須恵器は坏 H 類と坏蓋 H 類

のみが存在する。貯蔵具に須恵器の甕類があり、煮沸具は土師器の長胴甕と球胴甕、

甑がある。

( 古墳 9 期 )

7C 後半 古代Ⅰ期
食膳具の主体は非ロクロ土師器 ( 坏類・高坏・鉢類 ) である。須恵器坏 A 類 ( ヘラ切り・

箱形 ) と坏蓋 A 類が登場し、須恵器坏 H 類・坏蓋 H 類と共存する。貯蔵具、煮沸具

とも前時期を継承する。

( 古代Ⅰ期前半 )

奈 

良 

時 

代

7C 終末
～

8C 前半
古代Ⅱ期

食膳具に須恵器坏 B 類と坏蓋 B 類が登場し、須恵器坏 H 類、坏蓋 A 類と H 類は消滅

する。合わせて非ロクロ土師器 ( 坏類・高坏・鉢類 ) が消滅に向かう。須恵器坏 A 類

はヘラ切り手法のみが存在する。貯蔵具では須恵器の堤瓶と𤭯が消滅し、平瓶に型

式変化が起こる。煮沸具では土師器長胴甕のケズリとナデ成形の例が消滅傾向に向

かう。

(1 期後半・2 期 )

8C 後半 古代Ⅲ期

食膳具では須恵器坏 A 類に糸切り離し手法が現れ、ヘラ切り手法を凌駕していく。

須恵器高盤や鉢類が消滅に向かう。新たにロクロ成形の黒色土器 A 類の坏類が出現

する。貯蔵具では須恵器甕 D 類 ( 凸帯付四耳壷 ) や長頸瓶が現れ、煮沸具ではケズリ

成形手法の砲弾形の甕や器壁が薄い武蔵型の甕が登場する。

(3 期・4 期 )

平 

安 

時 

代 

前 

期

9C 前半 古代Ⅳ期

食膳具では須恵器坏 A 類が糸切り離し手法のみとなり、軟質のものが次第に主体を

占めていく。須恵器坏 B 類と坏蓋 B 類は消滅に向かう。新たに灰釉陶器の椀・皿類

が登場し、黒色土器 A 類さらには B 類の椀・皿類も現れる。灰釉は黒笹 14 号・90

号窯式がある。貯蔵具では須恵器瓶類が消滅していき、灰釉陶器の瓶類や壷、まれ

に黒色土器 B 類の瓶が登場する。煮沸具では鍋やロクロ成形の小甕が登場する。

(6 期 )

9C 後半 古代Ⅴ期

食膳具は須恵器坏 A 類が消滅に向かい、新たにロクロ成形の土師器坏 A 類・椀・

皿類が登場する。黒色土器が主体を占め、鉢や盤なども現れる。灰釉陶器に耳皿が

出現し、光が丘 1 号窯式が加わる。貯蔵具では須恵器の横瓶や小甕が消滅に向かい、

灰釉陶器の平瓶が姿を消していく。煮沸具では武蔵型の甕が消滅に向かう。

(8 期 )

10C 前半 古代Ⅵ期

食膳具は土師器が主体となり、坏 A 類 ( 口径 12cm 〜 13cm の AⅠ類が次第に小形

化していく ) と盤 B 類が中心を占める。黒色土器坏 A 類と皿類、耳皿は消滅に向かう。

灰釉陶器には大原 2 号窯式が加わる。貯蔵具では須恵器甕 A 類や灰釉陶器広口の瓶、

壷類を残し大半が姿を消す。煮沸具ではハケ調整の甕 A 類が消滅に向かい、砲弾形

の甕とロクロ成形の小甕のみとなる。

(9 期 )

後

　期

10C 後半 古代Ⅶ期

食膳具では土師器坏 A 類に明確な法量分化が現れる。小形化した AⅠ類 ( 口径

10cm 前後 ) に AⅡ類 ( 口径 15cm 前後 ) が加わる。椀や盤 B 類にも大小があり、

高盤が登場する。黒色土器は皿類が消滅に向かい、椀の大小がある。灰釉陶器には

虎渓山 1 号窯式、丸石 2 号窯式がある。貯蔵具では灰釉陶器広口の瓶、壷類のみが

残る。煮沸具では砲弾形の甕が消滅に向かい、新たに羽釜と羽付き甑が登場する。

(12 期・13 期 )

11C 古代Ⅷ期

食膳具は土師器が中心で、坏 AⅠ類は器高を縮め皿様に変化していく。黒色土器の

椀類は消滅へ向かう。灰釉陶器は明和 27 号窯式、西坂 1 号窯式がある。山茶碗へ

の移行期であり、輸入陶磁器 ( 白磁 ) が登場する。貯蔵具は灰釉陶器の壷類、広口

の瓶が消滅に向かう。煮沸具は羽釜と羽付き甑が存続する。

(15 期 )

古代の時期区分と土器の主な特徴
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第１章　発掘調査の経過

第１節　道路建設事業と埋蔵文化財保護の対策

１. 一般国道 18 号線（篠ノ井−上田間）の改築事業の概要

一般国道 18 号線は、群馬県高崎市から新潟県上越市に至る総延長 220km の主要幹線道路で、全長の

約半分（114km の区間）を経過地である長野県が占めている。坂城更埴バイパスの建設は、主に千曲市

杭瀬下交差点付近の交通渋滞を緩和する目的で、平成９年度に全長 19.0km の内の約 3.0km（第 2 工区）

の事業化が図られた。事業計画は、第 2 工区を前半部分と後半部分に分けて施工し、前半の千曲市稲荷山

地区佐野川橋梁から八幡地区宮川橋梁までの 1.5km を平成 17 年 12 月に完了し、後半の宮川橋梁から県

道 77 号線（篠ノ井―上田線）までを平成 20 年３月に供用開始とした。なお事業経過の詳細は、2006 年

刊行の発掘調査報告書（註１）に記述してある。

2．埋蔵文化財の保護措置に至る経過

坂城更埴バイパス建設に係る工事対象用地内の埋蔵文化財包蔵地の保護措置の決定と発掘調査に至る経

過は、2006 年刊行の発掘調査報告書（註 1）にまとめてある。本報告は、第 2 工区後半部分に関する記

録保存の措置についてであり、峯謡坂遺跡（千曲市遺跡番号 105）、西中曽根遺跡（番号 106）、東中曽根

遺跡（番号 89）、東條遺跡（番号 118）を対象としている。ここでは、平成 12 年以降の発掘調査の実施

に関わる事業協定の経過のみを示しておく。

○一般国道 18 号（坂城更埴バイパス）改築工事に伴う埋蔵文化財発掘調査の実施に関する協定

甲）建設省関東地方建設局（現国土交通省関東地方整備局）   乙）長野県教育委員会

丙）財団法人長野県文化振興事業団

・平成 12 年 6 月 １ 日 3 者協定の締結

・平成 17 年 3 月 31 日 3 者協定の内容変更

・平成 21 年２月 27 日 3 者協定の内容変更

註 1）2006.3『一般国道 18 号（坂城更埴バイパス）埋蔵文化財発掘調査報告書 1 −千曲市内その 1 −社宮司遺跡ほか』

国土交通省関東地方整備局　長野県埋蔵文化財センター

平成 14 年度 平成 15 年度 平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度
発掘遺跡 東中曽根遺跡ほか 峯謡坂遺跡ほか 峯謡坂遺跡ほか 東條遺跡ほか 東條遺跡ほか 東條遺跡ほか

八幡遺跡群・残件
発掘面積 16.317 3,960 3,450 1,200 4,350 5,700
試掘面積 22.561 東條遺跡ほか

整理遺跡 社宮司遺跡ほか 社宮司遺跡ほか 報告書刊行 東條遺跡ほか 東條遺跡ほか 東條遺跡ほか 報告書刊行

受託費 14,957,710 93,030,052 81,289,212 42,623,282 72,243,256 81,561,328 35,960,438 41,378,272 39,517,000 4,979,000
( 見込み額 )

第 1 表　埋蔵文化財発掘調査の受託費等

第１節　道路建設事業と埋蔵文化財保護の対策
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第２節　記録保存の措置

1．経過概要

坂城更埴バイパスの建設は、交通渋滞の緩和を目的としたことから、事業の早期完了が望まれ、事業対

象用地の取得と埋蔵文化財の記録保存の措置が併行して進められた。また埋蔵文化財の発掘調査は、用地

取得の進捗状況に合わせ、より合理的な計画が模索され、発掘調査と整理作業を、単一年度内に変則的に

組み込む手法で、間断なく保護業務を遂行することとなった。その結果、調査対象地を広域にかつ一括し

て調査する手法がとれず、調査期間も長期にわたり、調査担当者の一元化が難しいなど、必ずしも保存の

措置として最善の状況を作り出せなかったが、保存措置の大枠は、第 2 工区内の北（前半部分）と南（後

半部分）に分けて捉まえることで、概ね固定的な調査地と調査体制を維持しつつ、概略以下のように実施

することができた。なお、記録保存の対象となった「周知の埋蔵文化財包蔵地」内での実施経過は、本書

第２章内の各節にて個別に詳述する。

（１）発掘作業と整理作業

第 2 工区前半部分内に所在する八幡遺跡群（千曲市遺跡記号 85）ほかの記録保存の措置

発掘作業	 :	 平成 12 年 6 月 1 日より平成 15 年 3 月 31 日

整理作業	 :	 平成 15 年 4 月 1 日より平成 18 年 3 月 31 日（第２工区後半部分の発掘作業と併行）

報告書刊行	 :	 平成 18 年（2006）3 月 31 日

『一般国道 18 号（坂城更埴バイパス）埋蔵文化財発掘調査報告書 1 −千曲市内その 1 −社宮司遺跡ほか』

　国土交通省関東地方整備局　長野県埋蔵文化財センター

第 2 工区後半部分内に所在する峯謡坂遺跡ほか（千曲市遺跡記号 105 ほか）の記録保存の措置

発掘作業	 :	 平成 14 年４月１日より平成 20 年３月 31 日

	 	（平成 17 年 7 月まで第２工区前半部分の整理作業と併行）

整理作業	 :	 平成 20 年４月１日より平成 24 年３月 31 日

報告書刊行	 :	 本書で平成 24 年（2012）３月 21 日に刊行予定

『一般国道 18 号（坂城更埴バイパス）埋蔵文化財発掘調査報告書 3		−千曲市内その 3 −東條遺跡ほか』

　国土交通省関東地方整備局　長野県埋蔵文化財センター

2．発掘作業

（１）発掘と記録の方法

A．記録基準区の設定

遺跡の記録用基準区（グリッド）を国家座標に従い設定する。国土地理院の定める平面直角座標系の原

点（Ｘ＝ 0.000　Ｙ＝ 0.000　長野県第Ⅷ系・等級区分３級）を基点に、200 倍の数値を選んで調査範囲

内のＸ軸・Ｙ軸の測量基準線を設け、これから 200m × 200m の基準区（大々地区）を設定し、これを

40m × 40m の区画（大地区）に分割する。大々地区は発掘対象範囲の北から南へⅠ～Ⅷとローマ字表記

し、大々地区の中に 25 区画入る大地区については、北西から南東方向へ順次Ａ～Ｙのアルファベット記

号を与えて呼称する。大地区は、さらに 8m × 8m ごとの区画（中地区）に分割し、やはり北西から南東

に向けて１から 25 の算用数字で表記する（第 1 図）。つまり、中地区をⅧ R18 区、小地区をⅧ R9-M05

区のように呼称する。この中地区の呼称法が、調査区内の割付平面図（縮尺 1：20）を作成する基準であ

り、単位である。

基準杭の設定並びに絶対高の算出は測量業者に委託し実施した。

第１章　発掘調査の経過
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平成 14 年度 （株）アイシー 〔東條遺跡ほか〕

平成 15 年度 （株）写真測図研究所 〔東條遺跡ほか〕

平成 16 年度 （株）写真測図研究所 〔峯謡坂遺跡と西中曽根遺跡〕

平成 17 年度  日本空間情報株式会社 〔東條遺跡〕

平成 18 年度 （株）新日本航業 〔東條遺跡〕

 （株）写真測図研究所 〔峯謡坂遺跡〕

平成 19 年度 （株）地図測量 〔東條遺跡〕

B．遺跡（遺構）の名称と遺跡（遺構）記号

遺跡の名称は、遺跡台帳に掲載された遺跡名に基づき、それを表す記号はアルファベット３文字の表記

で行う。表記法は、長野県域全体を９地区に分割し、北から南へロ−マ字符号する。千曲市該当区域は「Ｂ」

で、それを頭文字に、次の２文字は遺跡のロ−マ字表記、例えば「東條 HIGASHIJO」の「HJ」を付加して「BHJ」

とする。調査では、遺物への注記を始め、遺構・遺物の実測図に至るまで、すべてに「BHJ」の略号を用い、

例外はない。

遺構についても遺跡記号と同様の観点から、その性格や発見状況により分類化した記号を用いる。記号

は、当センタ−作成の『発掘調査の方針と手順』に規定されたものを原則使用する。

・SB（竪穴住居跡・竪穴建物跡・竪穴状遺構など）は、本来は人間の生活痕跡、ことに恒常的な起居

の痕跡を認める遺構の認定を目的とするが、調査段階では、便宜的に遺構の規模を目安として呼称し

ていく。およそ一辺の大きさが 200cm 以上ある方形または円形状の落ち込み。

・SK（土坑）は、人間の生活痕跡の内、起居以外に起因する遺構の認定を目的とするが、多くの場合

は、認定根拠に乏しく、一辺 200cm 以下の方形あるいは円形状の落ち込みで、ほかの遺構との関連

性が認められない単独例を一括する。これには土器の焼成遺構や粘土等採掘坑、井戸や貯蔵穴、ゴミ

穴、便所、墓などが含まれるが、特に用途が墓と確定できた場合には SM（土壙）の記号を用いる。

SK と類似した遺構には、落ち込み（掘り込み）を伴わない焼土あるいは礫の集中があり SF（焼土跡）、

SH（集石跡）と呼称する。また土器や石器の集中は SQ とし、極端に不整形な落ち込みには、SX の

記号を冠し、遺構として取り扱う。

呼称例

第１図　記録基準杭等の呼称

第２節　記録保存の措置
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・ST（掘立柱建物跡・礎石立建物跡）は、高床式建物と考えられる遺構の認定を目的とする。SK と認

定した落ち込みが規則的な配置、尺取りをもって認められた場合に呼称する。

 ・SD は、細長い溝状を呈する落ち込みを指す。

なお、今回の調査では、遺構記号の後に付加した番号、例えば SB01 等は、対象地内の遺跡単位で個別

に使用しており、番号のみでは遺跡と位置を判別できない。遺跡記号と合わせ読むことで、その所在は理

解される。BHJ.SB01 は、東條遺跡第 1 号竪穴住居 ( 建物 ) 跡と同意である。

C．遺構の発掘法と記録法

遺構と認定した落ち込みは、推定される性格に基づき、発掘法を勘案して進める。遺構番号は、検出・

発見順に符号し、発掘年次が違っても、番号は連番としている。なお、発掘記録とは、図面と写真、所見

記述等からなる。発掘の方法は第 2 工区前半部分にあたる八幡遺跡群と同様に実施しているので、詳細に

ついては 2006 年発掘調査報告書の第２章第３節（註 1）に譲る。

D．発掘の指導

・地形・地質について

平成 16 年 7 月 15 日 赤羽貞幸氏（信州大学）峯謡坂遺跡ほかの地形・地質に関わる指導

・中世の遺構について

平成 18 年 12 月 16 日 井原今朝男氏（国立歴史民俗博物館）中世史に関わる指導

平成 19 年 6 月 25 日 小野正敏氏（国立歴史民俗博物館）東條遺跡中世遺構・遺物の指導

 6 月 26 日 宮本長二郎氏（元東北芸術工科大学）東條遺跡の中世遺構調査に関わる指導

（２）発掘の体制と期間

平成 14 年度体制

所　　　長 ：深瀬弘夫　 副所長（兼管理部長）：原　聖 管理部長補佐：田中照幸

調 査 部 長  ：小林秀夫　 調査第２課長：土屋　積

調査研究員 ：町田勝則　豊田義之　伊藤友久　寺内貴美子　青木一男　西　香子　太田秀保

 （青木以下３名、５月まで）

平成 15 年度体制

所　　　長 ：深瀬弘夫　 副所長（兼管理部長）：原　聖 管理部長補佐：上原　貞

調 査 部 長  ：市澤英利　 調査第２課長：平林　彰

調査研究員 ：豊田義幸　寺内貴美子（４月）　町田勝則（７月まで※）　石上周蔵（６月より）

平成 16 年度体制

所　　　長 ：小沢将夫　 副所長（兼管理部長）：藤岡俊文 管理部長補佐：上原　貞

調 査 部 長  ：市澤英利　 調査第２課長：平林　彰

調査研究員 ：河西克造　山﨑まゆみ

平成 17 年度体制

所　　　長 ：仁科松男　 副所長（兼管理部長）：根岸誠司 管理部長補佐：上原　貞

調 査 部 長  ：市澤英利　 調査第２課長：平林　彰

調査研究員 ：小林秀行　町田勝則（※）

平成 18 年度体制

所　　　長 ：仁科松男　 副所長（兼管理部長）：根岸誠司

調 査 部 長  ：市澤英利　 調査第２課長：平林　彰

主任調査研究員 ：岡村秀雄　 調査研究員： 小林秀行　山﨑まゆみ

第１章　発掘調査の経過
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平成 14 年度
　14 年度は、第 2 工区前半部分の宮川遺跡以北の調査も併

行して実施した。その成果はすでに報告済みであり、ここ

では本書に所収する遺跡の調査にしぼり、発掘経過を以下

に列記する。

 4 月 1 日 14 年度事業締結（国関整道工第 285 号、国土

交通省関東地方整備局、以下長野国道）

 4 月 9 日 国交省と現地確認協議

 4 月 22 日 西中曽根遺跡・東條遺跡の表土掘削・発掘開始

 4 月 26 日 現場プレハブ等周辺施設の設置・準備（東中曽

根と東條遺跡内 2 箇所）

 5 月 9 日 東中曽根遺跡の表土掘削・発掘開始

 6 月 1 日 八幡公民館「さわやか教室」東中曽根遺跡見

学会（60 人参加）

 6 月 6 日 出土品の洗浄・注記作業併行実施

 8 月 1 日 東條遺跡空撮・測量等

 8 月 8 日 八幡上町地区 PTA・育成会の現場見学（児童ほ

か 20 人参加）

 8 月 21 日 東中曽根遺跡・西中曽根遺跡の空撮・測量等

 9 月 18 日 西中曽根遺跡（高位部）発掘終了

 10 月 15 日 外西川原地籍の範囲確認調査

 10 月 28 日 東中曽根遺跡の空撮・測量等

 11 月 25 日 東條遺跡（H14）発掘終了

 11 月 29 日 第 2 工区前半部分（宮川遺跡以北八幡遺跡群）

の発掘完全終了

 12 月 5 日 14 年度調査終了報告及び 15 年度事業分につき

協議（長野国道）

 12 月 10・11 日 西中曽根遺跡（西側斜面・低位部）の範囲

確認調査

 12 月 12 〜 16 日 八日市場地籍の範囲確認調査

 12 月 16 日 東中曽根遺跡発掘終了（完全終了）

 12 月 18 〜 20 日 峯謡坂遺跡（北側斜面）の範囲確認調査

20 日 14 年度調査地の現況復帰と立会い

3 月末まで、冬期間基礎整理作業

平成 15 年度
 4 月 1 日 15 年度事業締結（国関整道工第 281 号、国土

交通省関東地方整備局）

 4 月 10 日 現地確認協議（長野国道）

 4 月 14 日 現場プレハブ等周辺施設の設置・準備（東條遺

跡内）

 4 月 17 日 東條遺跡（H15）の表土掘削・発掘開始

 6 月 26 ・30 日 現地協議（長野国道）

     峯謡坂遺跡の調査について

平成 19 年度体制

所　　　長 ：仁科松男　 副所長（兼管理部長）：根岸誠司

調 査 部 長  ：平林　彰　 調査第１課長：上田典男

主任調査研究員 ：岡村秀雄　 調査研究員：小林秀行　市川桂子

　　（※）第２工区前半部分整理作業と兼務

発掘補助員（平成 15 年度から 19 年度）

岩崎鷹男　宮崎米雄　松林深水　松本晃　柳沢悦子　小松よね　今井節夫　宇都宮義久　池内なつ子　

中沢幸　岡部つる子　田尻勝　清水七郎　西野入金己　牛澤政子　金澤義昭　原田禎二　坂田良人　

祢津春美　松林宣男　塚田徳雄　石浦光子　岡藤清流　宮本宰江　今井せつ子　小林英子　西澤京子　

南沢順造　石浦市郎　市村桂子　臼井高喜　清水満　清水嘉弘　小林多雅ニ郎　中島勝雄　米沢須美子

大内秀子　大田節子　吉沢福治　酒井節子　植野早苗　山﨑静枝　原田美峰子　山﨑忠　山﨑みす江　

小林健郎　朝倉清之　風間夏枝　今井和男　池田豊一　西澤たか子　長澤雄一郎　坂田由宇司　宮坂寿美子

松林貴子　斉藤いづみ　島田米子　三浦正美　中村成志　中山健次　藪一義　西澤貞雄　小林哲三　

高橋元一　岩淵玲子　小野喜代子　高橋貫二　峯村静代　清水幸子　高松美法　中澤克子　鳥羽仁美　

西島典子　宮澤理恵子　望月勝二　鈴岡てる子　滝沢久子　半田純子　木ノ瀬勝男　山崎みな子

宇賀村節子　松本眞行　南澤憲吾　倉島由美子　黒田清男　小林作蔵　水沢邦久

（３）発掘日誌抄

八幡上町地区育成会見学

第２節　記録保存の措置
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 7 月 2 日 更埴市（現千曲市）建設課視察 10 人

 7 月 8 日 峯謡坂遺跡の表土掘削・発掘開始

 7 月 25 日 東條遺跡（H15）発掘終了

 8 月 21 日 馬骨ほか獣骨出土（SD02）

 9 月 16 ・ 17 日 桜井秀雄氏（獨協大）峯謡坂遺跡

     出土獣骨に関わる招へい指導

 9 月 30 日 峯謡坂遺跡空撮・測量等

 10 月 10 日 峯謡坂遺跡（H15）発掘終了

 1 月 26 日 平成 16 年度事業協議（長野国道・県教育委員会）

 3 月末まで第 2 工区前半部分（宮川遺跡以北の八幡遺跡群

の本格整理及び冬期間基礎整理作業

 7 月 15 日 赤羽貞幸氏（信州大）峯謡坂遺跡ほかの地形・

地質に関わる招へい指導

 7 月 29 日 千曲市（旧上山町）文化財調査委員 6 人が遺跡

見学

 8 月 2 日 千曲市立治田小学校 6 年生、遺跡見学

 8 月 17 日 峯謡坂遺跡（H16）発掘終了、西中曽根遺跡（低

位部）発掘終了（完全終了）

 12 月 21 日 現地協議（長野国道・県教委）

     17 年度事業及び協定の見直しについて

 3 月末まで峯謡坂遺跡ほかの基礎整理作業

 3 月 31 日 協定変更

     調査区間及び調査期間等の変更。完了日を平成

21 年 3 月 31 日とする。

平成 17 年度
 4 月 1 日 17 年度事業締結（国関整道工第 276 号、国土

交通省関東地方整備局）

7 月末まで 第 2 工区前半部分の宮川遺跡以北の本格整理

 8 月 18 日 現場プレハブ等周辺施設の設置・準備（東條遺

跡内）

 8 月 30 日 東條遺跡（八日市場地籍）発掘開始

 9 月 13 日 千曲市教育委員会文化財係視察

 10 月 13 日 現地協議（長野国道）

     調査の進捗状況と今後の調査について

 12 月 9 日 東條遺跡（H17）発掘終了

 12 月 13 日 現地協議（長野国道・県教委）

     用地取得状況と次年度の調査について

 3 月 3 日 平成 18 年度事業協議 1（長野国道）

 3 月 22 日 平成 18 年度事業協議 2（長野国道）

 3 月末まで、冬期間基礎整理作業

平成 18 年度
 4 月 1 日 18 年度事業締結（国関整道工第 302 号、国土

交通省関東地方整備局）

 4 月 12 日 現地確認協議（長野国道）

 5 月 1 日 東條遺跡（八日市場地籍）発掘開始

平成 16 年度
 4 月 1 日 16 年度事業締結（国関整道工第 305 号、国土

交通省関東地方整備局）

 4 月 13 日 峯謡坂遺跡の表土掘削・発掘開始

 5 月 12 日 現地確認協議（長野国道）

 6 月 11 日 現地協議（長野国道・県教委）

     用地取得状況と今後の調査について

 6 月 15 日 千曲市教育委員会文化財係の視察

 6 月 26 日 峯謡坂遺跡現地説明会（75 人参加）

     県立歴史館の勾玉づくり教室の実施

 6 月 29 日 西中曽根遺跡（低位部）発掘開始

 7 月 14 日 現地協議（長野国道・県教委）

     峯謡坂遺跡の調査状況と西中曽根遺跡の追加調

査について

西中曽根遺跡の発掘

峯謡坂遺跡の発掘

治田小学校６年発掘体験

第１章　発掘調査の経過
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 5 月 26 日 千曲市立八幡小学校 6 年生遺跡見学

 7 月 27 日 茂原信生氏（京都大学霊長類研究所）東條遺跡

の出土骨に関し招へい指導

     千曲市教育委員会文化財係視察

 7 月 29 日 東條遺跡現地説明会（77 名参加）

 8 月 1 〜 3 日 県立篠ノ井高校生就業体験発掘

 8 月 9 日 東條遺跡の空撮・測量等

 9 月 12 日 現地協議（長野国道）

     東條遺跡・峯謡坂遺跡の調査について

 9 月 12 日 現地協議（長野国道）

     東條遺跡・峯謡坂遺跡の調査について

 9 月 28 日 現地協議（長野国道・県教育委員会）

     東條遺跡・峯謡坂遺跡の調査について

 10 月 10 日 峯謡坂遺跡の発掘開始

 10 月 25 日 峯謡坂遺跡の発掘終了（完全終了）

 11 月 14 日 東條遺跡の空撮・測量等

 11 月 21 日 中世面より「蘇民将来符」木簡が出土

 11 月 29 日 信濃国分寺資料館長の視察

 12 月 15 日 東條遺跡（H18）発掘終了

     18 年度調査地の現況復帰と立会い

 12 月 16 日 井原今朝男氏（国立歴史民俗博物館）中世遺構

調査結果に関する指導

 2 月 14 日 東中曽根遺跡内にて法面として残された部分の

工事立会を実施

 3 月 8・9 日山田昌久氏（首都大学東京）東條遺跡出土の

木製品に関し招へい指導

 3 月末まで、冬期間基礎整理作業

平成 19 年度
 4 月 1 日 19 年度事業締結（国関整道工第 285 号、国土

交通省関東地方整備局）

 4 月 16 日 東條遺跡の表土掘削・発掘開始

 4 月 24 日 現地協議（長野国道）

     東條遺跡の調査について

 5 月 10 日 現地協議（長野国道）

     東條遺跡内の道路改良工事について

 6 月 10 日 現地協議（長野国道）

     新県道長野上田線の改良工事について

 6 月 11・21 日 千曲市教育委員会文化財係視察

 6 月 12 日 東條遺跡の空撮・測量等

 6 月 24 日 東條遺跡現地説明会（97 人参加）

 6 月 25 日 小野正敏氏（国立歴史民俗博物館）東條遺跡の

中世遺構に関し招へい指導

 6 月 26 日 宮本長二郎氏（元東北芸術工科大学）東條遺跡

の中世遺構に関し招へい指導

 7 月 31 日 長野市立篠ノ井西中学生職場体験発掘

 8 月 23 日 現地協議（長野国道・県教育委員会）

     東條遺跡内の新設下水道工事について

 10 月 24 日 東條遺跡の空撮・測量等

 10 月 30・31 日 八日市場地籍仮説道路設置に伴う工事立会

 11 月 5・8 日 八日市場地籍道路工事（水道管埋設等）に

伴う工事立会

 11 月 30 日 東條遺跡発掘終了（完全終了）

 12 月 18 日 東條遺跡内の水道管埋設に関わる工事立会調査

の実施

 12 月 26 日 東條遺跡内の電柱移設に関わる工事立会調査の

実施

 3 月末まで、冬期間基礎整理作業

八幡小学校６年発掘体験

東條遺跡の井戸跡発掘 東條遺跡の竪穴住居跡発掘

第２節　記録保存の措置
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（４）発掘の公開

①平成 14 年度

・6 月 1 日、東中曽根遺跡にて、八幡公民館「さわやか教室」歴史学習会及び遺跡見学会が実施される。

好天に恵まれ、公民館役員と地区の子供たち 60 人の参加があった。

・8 月 8 日、東中曽根遺跡・西中曽根遺跡にて、八幡上町地区ＰＴＡ・育成会の遺跡見学会が実施される。

子供たちは熱心に調査研究員の説明を聞きました。児童ほか 20 人の参加があった。

②平成 16 年度

・6 月 26 日、峯謡坂遺跡現地説明会を実施する。長野県立歴史館の出前教室（勾玉づくり）を併設し、

好天にも恵まれ 75 人の参加があった。

③平成 18 年度

・7 月 29 日、東條遺跡現地説明会を実施する。午後は多少降雨があったが、77 人もの参加があった。

④平成 19 年度

・6 月 24 日、東條遺跡現地説明会を実施する。地元の方々を中心に 97 人もの参加があった。

3．整理作業

（１）記録類の整理方法

発掘記録の３種類（図面・写真・所見記述）は、整理作業の後、各台帳類（図面台帳・遺構台帳・遺物台帳・

写真台帳）とともに収納・保管する。整理の方法は、第 2 工区前半部分の八幡遺跡群と同様に実施するこ

とを原則としたが、発掘及び整理担当者の複数化によって、多少異なって実施された部分もある。整理方

針の骨格は、2006 年発掘調査報告書第 2 章第 3 節（註 1）に負い、ここではそれと違った部分について記す。

A．記録図面類

整理方針は、基礎的な図面修正作業の後、公開または報告書掲載用に２次的な図面を作成することとし

ていたが、本書に収録した遺跡については、大部分がそれを実施していない。また、これに伴い遺構の個

別平面図も、従来は遺物出土状況図・遺構完掘図、さらにはカマドの遺物出土状況図・完掘図等に分けた

別図（紙面）を作成していたが、本書に関わる遺跡では、発掘段階の図面のみが１次図面（原図）として

保管されることになる。このことの主な理由は、紙面として作成していた 2 次的図面をデジタル化した点

にあり、デジタル情報の上では、上記の欠落した 2 次的図面を操作して引き出すことが可能である。ただ

し報告書の作成においては、掲載紙面の分量等を勘案し、複数の情報が盛り込まれた１次図面（原図）の

データをそのまま、あますところなく呈示した。煩雑の感は否めないが、掲載内容を研究目的で活用する

場合には、デジタル化し保管された情報を操作する必要がある。

B．写真類

写真は発掘年次別・遺跡別に収納することを原則とするが、今回の整理作業においては、カラーリバー

サルを遺構ごと（SB や SK などのまとまり）に収納し直している。したがって、35mm のモノクロ写真シー

トとリバーサルシートは対応していない。報告書刊行後の保管・活用の利便性を配慮しての措置である。

C．所見等の記述類

発掘を担当した調査研究員（または調査員等）は、遺構調査の経過や判断根拠を、所見として遺構単位

に「所見カ−ド」として残すことになっている。第 2 工区後半部分の発掘は、発掘の迅速性と記録の方法

を模索しながら実施したこともあり、必ずしも均質化された「所見カード」となっていない。報告書に掲

載した調査経過や観察、所見の事項は、そうした「所見カ−ド」を報告者が判読して記述したが、十分な

記載に至らなかった部分もある。事実に反しない範囲で可能な限り記述し、判断のつかない部分について

は原則として加筆・除筆を行っていない。

第１章　発掘調査の経過
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D．遺物類

遺物の整理作業は、洗浄→遺物台帳作成→注記→分類・属性記録→接合・復元→実測→写真撮影の手順

で実施した。なお「洗浄」から「注記」までは、大部分を各年度の基礎整理（冬期整理）期間内に実施

し、写真撮影は平成 21 年度に（有）田中写真館ルックス、平成 22 年度に西澤印刷（株）に業務委託した。

デジタル撮影を基本に、解像度 400dpi を保持して撮影した。また特別な個体や集合写真に関しては、デ

ジタル撮影のほかに 6 × 7 センチのリバーサルフィルムにて撮影を行っている。出土遺物の理化学的な

分析は、以下に示した内容で実施し、該当する遺跡の末尾に分析の概要と結果を記述し、分析内容の詳細

を本書添付の DVD 内に収録している。

土　器

出土土器の接合は、遺構ごと、遺構外は中地区ごとに実施、重複関係にある遺構あるいは独特な器形・

胎土を示す例については、遺構間等で接合作業を行った。復元は、原則として「補強復元」に留め、実測・

図化に耐えられることを目的とし、展示用復元は特に実施していない。ただし平成 22 年度に報告書刊行

を見据えて整理計画を検討し直した結果、22 年度は遺構内出土土器を中心に最小限の接合を行い、復元

に関しても図化・写真撮影に支障をきたす資料のみに留めることにした。このため、接合・復元の程度に

若干の粗密が生じたが、報告内容には影響していない。分類・選別は、出土したすべての土器を、焼き物

の種類（非ロクロ土師器・ロクロ土師器・黒色土器Ａ・Ｂ・須恵器・灰釉陶器・緑釉陶器等）に分類し、

器の部位と重量、出土点数を記録した。これについても、遺構外出土資料に関して 1 点 1 点の分類と記

録化はできていない。また黒色土器と非ロクロ土師器の判別に関し、平成 21 年度は、それらを区別せず「内

黒」と表記しており、時期差を判別する研究目的で、それらの出土点数等を 2 次的に利用する場合には十

分な注意が必要である。

石器・金属製品・土製品・木製品は、出土資料 1 点ごとに管理番号（年次別・種類別）を付けて観察

し、その結果は本書添付の DVD に「出土遺物観察表」として収録してある。整理手順上、同一個体であっ

ても個別に登録がなされており、同一個体を識別するには、観察表の備考欄にある「2 点 -1」、「2 点 -2」

などの記述を参照する必要がある。個体資料の登録は、年次ごととし、「2」で始まるものは 2002 年度発

掘、「6」で始まるものは 2006 年度発掘のように記号化し、石器には末尾に「S」を、土製品には「D」を、

金属製品には「M」を付けている。また木製品に限り、年次記号の前に「J」漆器、「P」板材、「K」杭、

「T」火付け具、「C」木屑、「W」木器類などの種類名を記号として付けた。たとえば「J5003」は、「漆器・

2005 年度発掘・登録番号 3」を意味する。

石　器

石器石材は、大部分を報告書執筆者が肉眼で鑑定した。判別の難しい資料は、信州大学　原山智氏より

教示を得て鑑定を進めた。なお石材の理化学分析は、峯謡坂遺跡出土の磨製石斧と岩石片、東條遺跡出土

の黒曜石剥片等に関し、平成 14 年度（株）パレオ・ラボに業務委託して蛍光 X 線分析を行った。

木製品

木製品は、発掘で取り上げた後、1 点ごとに登録・保管してある。仮保管はコンテナやタッパーに水漬

けし、年に 2 回の水換えを実施している。樹種の鑑定は、平成 18・20 年度（株）パレオ・ラボ、平成

19 年度パリノサーヴェイ、平成 21 年度（株）古環境研究所に業務委託し、図化等の記録作業は、平成

20 年度と 21 年度に大成エンジニアリング（株）へ委託して実施した。なお、木製品の種類判別や取扱

いに関しては、首都大学東京　山田昌久氏より指導を受けて進めた。

・平成 18 年 3 月 8・9 日 山田昌久氏、東條遺跡出土木製品に関わる指導

・平成 20 年 12 月 2・3 日 山田昌久氏、東條遺跡出土木製品に関わる指導

第２節　記録保存の措置
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金属製品

金属製品は、図化等記録作業に入る前に、県立歴史館にて X 線撮影し、遺存状況を確認したうえで、実

測や計測を実施した。

人骨及び獣骨

峯謡坂遺跡の獣骨の取り扱いに関しては、獨協医科大学　桜井秀雄氏より指導を受けて進めた。

・平成 15 年 9 月 16・17 日 桜井秀雄氏、峯謡坂遺跡の獣骨の取り扱いに関わる指導

峯謡坂遺跡ほかの人骨・獣骨に関して、京都大学霊長類研究所　茂原信生氏と共同研究を実施し、以後

報告書作成まで指導を受けて進めた。

・平成 18 年 7 月 27 日 茂原信生氏、東條遺跡出土骨に関わる指導

・平成 21 年 1 月 29 日 茂原信生氏、東條遺跡出土骨類に関わる鑑定等指導

・平成 22 年 11 月 30 日 茂原信生氏、東條遺跡ほか出土骨類に関わる鑑定等指導

年代測定

放射性炭素年代測定（AMS 法）は、峯謡坂遺跡で主に土壙墓跡の年代を、東條遺跡では 2 面検出した

中世遺構の年代を推定する目的で行った。平成 15 年度、平成 16 年度、平成 18 年度、平成 20 年度に（株）

加速器分析研究所に業務委託した。

珪藻・花粉・プラント・オパール等の分析

峯謡坂遺跡で検出した埋没流路もしくは埋没した湿地状の遺構と考えられる SD02 の性格を追究するた

め、平成 16 年度に（株）パレオ・ラボに分析委託して実施した。

漆器分析

東條遺跡の中世検出面にて出土した漆器製品に関し、製造法を追究する目的で、漆の塗膜数等を判別し

た。平成 18 年度パレオ・ラボに委託して実施。なお東條遺跡出土漆器類 15 点に関しては、記録保存の

ための応急的な措置を（株）吉田生物研究所に委託して実施した。

E．遺構・遺跡等

遺跡の歴史的な意義をまとめるため、学識経験者の招へい等を行い学術的な指導・助言を受けた。

・平成 20 年 ７ 月 24 日　栃木県埋蔵文化財センターより中世遺構に関わる助言

・    　　埼玉県川越市教育委員会より中世出土木製品に関わる助言

・平成 21 年 ２ 月 3 日　宮本長二郎氏（元東北芸術工科大学）東條遺跡の中世遺構に関し指導

・ ３ 月 4 日　井原今朝男氏（国立歴史民俗博物館）東條遺跡周辺の中世史に関して指導

・平成 22 年 3 月 2 日　宮本長二郎氏（元東北芸術工科大学）東條遺跡の中世遺構に関し指導

・ 11 月 10 日　広島県立歴史博物館（草戸千軒町遺跡調査関連）より中世遺構に関わる助言

（２）整理の体制と期間

平成 20 年度体制：遺構図面等の修正とデジタルトレース。出土遺物の観察・接合、木製品の実測

所　　　長 ：仁科松男　 副所長（兼管理部長）：丑山修一

調 査 部 長  ：平林　彰　 調査第 1 課長：上田典男

主任調査研究員 ：岡村秀雄（９月より）　 調査研究員：小林秀行　市川桂子

平成 21 年度体制：遺構図面等のデジタルトレース。遺物の観察・接合・実測、土器以外のトレース

所　　　長 ：仁科松男　 副所長（兼管理部長）：阿部精一

調 査 部 長  ：平林　彰　 調査第 1 課長：上田典男

主任調査研究員 ：岡村秀雄　 調査研究員：市川桂子
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平成 20 年度
 4 月 1 日 20 年度事業締結（国関整道工第 257 号、国土

交通省関東地方整備局）

     東條遺跡（中世面）遺構全体図修正

 4 月 30 日 東條遺跡（中世面）遺構個別図修正

 5 月 15 日 東條遺跡出土木製品の洗浄

 6 月 2 日 東條遺跡土坑（SK）計測表作成

 ６月 13 日 木製品の洗浄終了。観察台帳作成

 8 月 8 日 東條遺跡土坑（SK）計測表作成終了

 8 月 20 日 峯謡坂遺跡の遺構図修正

 9 月 1 日 東中曽根遺跡の遺構図面修正

 9 月 2 日 東中曽根遺跡土坑（SK）計測表作成

 9 月 16 日 東中曽根遺跡の遺構図面修正終了

 9 月 19 日 西中曽根遺跡出土土器の接合

 9 月 22 日 東條遺跡（中世面）出土土器観察

 10 月 17 日 峯謡坂遺跡の遺構図修正終了

 10 月 20 日 西中曽根遺跡出土土器の接合中断

     各遺跡の図面デジタルトレス開始

 10 月 24 日 西中曽根遺跡・峯謡坂遺跡の遺構図面トレス委託

 10 月 21 日 東中曽根遺跡出土土器の接合

 11 月 7 日 東條遺跡出土木製品観察台帳作成終了

 12 月 2・3 日山田昌久氏（首都大学東京）東條遺跡出土木

製品に関し招へい指導

 12 月 18 日 協議（長野国道）

     21 年度以降の事業及び協定の見直しについて

 12 月 22 日 西中曽根遺跡出土土器の接合再開

 12 月 25 日 西中曽根遺跡出土土器の接合終了

     東中曽根遺跡出土土器の接合中断

     東條遺跡（中世面）出土土器観察終了

 1 月 7 日 東中曽根遺跡出土土器の補強復元

     各遺跡出土石器類の観察・台帳作成

 1 月 16 日 東條遺跡出土木製品の委託実測１

 1 月 27 日 東條遺跡出土骨類の観察

 1 月 29 日 茂原信生氏（京都大学霊長類研究所）東條遺跡

出土骨類の鑑定

 2 月 3 日 宮本長二郎氏（元東北芸術工科大学）東條遺跡

の中世遺構に関し指導

 2 月 13 日 各遺跡出土石器類の観察中断

 2 月 16 日 各遺跡出土金属製品の観察・台帳作成

 2 月 27 日 協定変更

     調査区間及び調査期間等の変更。完了日を平成

24 年 3 月 31 日とする。

 3 月 4 日 井原今朝男氏（国立歴史民俗博物館）東條遺跡

周辺の中世史に関して指導

 3 月 19 日 東條遺跡出土木製品の委託実測終了

平成 21 年度
 4 月 1 日 21 年度事業締結（国関整道工第 281 号、国土

交通省関東地方整備局）

 4 月 13 日 東條遺跡（古代面）出土土器観察・接合

     東條遺跡（古代面）土器の補強復元

     各遺跡の図面デジタルトレス継続

     各遺跡出土石器類の実測・台帳作成

平成 22 年度体制： 遺構図面等のデジタルトレースと修正。遺物の観察・接合・実測、土器のトレース。

 報告書原稿の作成と図版等の版組　報告書印刷用の編集（委託）

所　　　長 ：窪田久雄　 副所長（兼管理部長）：阿部精一

調 査 部 長  ：大竹憲昭　 調査第 1 課長：上田典男

主任調査研究員 ：町田勝則　 調査研究員：市川桂子

平成 23 年度体制： 報告書印刷用の編集 ( 委託 )。報告書の印刷。遺物・記録類の収納、保管換えの準備

所　　　長 ：窪田久雄　 副所長（兼管理部長）：阿部精一 　管理課長：窪田秀樹

調 査 部 長  ： 大竹憲昭　 調査第 2 課長：岡村秀雄 　主任調査研究員：町田勝則(H24.1のみ)

整理補助員（平成 20 年度から 23 年度）

大内秀子　坂田恵美子　松本眞行　山下千幸　宮澤理恵子　阿部高子　池田豊一　石田多美子　

市川ちず子　大林久美子　倉島由美子　小池美香　近藤朋子　中村智恵子　西島典子　小林知子　

栁原澄子　山上知也　山崎みな子

（３）整理日誌抄

遺構図面のデジタルトレース
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 5 月 13 日 西中曽根遺跡土器の補強復元

 5 月 19 日 峯謡坂遺跡、西中曽根遺跡、東中曽根遺跡出土

石器実測終了

 6 月 3 日 西中曽根遺跡土器の補強復元終了

 6 月 17 日 東中曽根遺跡土器の補強復元

 7 月 27 日 各遺跡出土土製品の実測・トレス・台帳作成

 7 月 31 日 峯謡坂遺跡、西中曽根遺跡、東中曽根遺跡出土

石器トレス

 8 月 10 日 東條遺跡出土石器実測終了

 8 月 18 日 東條遺跡出土木製品の委託実測 2

 9 月 28 日 各遺跡出土土製品のトレス終了・台帳作成中断

 10 月 1 日 峯謡坂遺跡出土土器の観察・接合

 11 月 11 日 峯謡坂遺跡出土土器の補強復元開始

 11 月 13 日 東條遺跡（古代面）土器の補強復元中断

 11 月 16 日 東條遺跡中世漆器の応急処置委託

 11 月 17 日 東中曽根遺跡土器実測開始

 11 月 26 日 西中曽根遺跡土器実測終了

 12 月 2 〜 11 日 各遺跡出土の金属製品 X 線撮影

 12 月 4 日 東中曽根遺跡土器接合・復元の中断

     峯謡坂遺跡土器接合・復元の中断

 12 月 16 日 東中曽根遺跡土器実測中断

     東條遺跡土器実測開始

 12 月 17 日 東條遺跡出土木製品の委託実測終了

 1 月 21 日 東條遺跡木製品の樹種鑑定委託

 1 月 25 日 各遺跡出土金属製品実測・トレス

 2 月 25 日〜 3 月 3 日　各遺跡出土木製品・石器の写真撮

影（委託）

 3 月 2 日 宮本長二郎氏（元東北芸術工科大学）東條遺跡

の中世遺構に関して指導

 3 月 3 日 東條遺跡中世漆器応急処置委託終了

 3 月 4 日 東條遺跡木製品の樹種鑑定委託終了

平成 22 年度
 4 月 1 日 22 年度事業締結（国関整道工第 264 号、国土

交通省関東地方整備局）

 4 月 5 日 整理業務の計画修正

     接合・補強復元は最小限に留め、観察表・実測

等は遺構内を中心に行う

 4 月 6 日 各遺跡の図面デジタルトレス継続

 4 月 7 日 東中曽根遺跡の原稿執筆

 4 月 12 日 東中曽根遺跡の土器観察・復元等再開

     東中曽根遺跡遺構図修正、東條遺跡土器実測再開

 4 月 14 日 東中曽根遺跡土器実測

 4 月 23 日 東中曽根遺跡遺構図修正終了

     東中曽根遺跡原稿・総括終了

     東中曽根遺跡報告用仮図版作成

 5 月 6 日 東條遺跡、峯謡坂遺跡遺構図修正

     西中曽根遺跡の原稿執筆

 5 月 7 日 東中曽根遺跡の土器観察・復元等終了

 5 月 11 日 東條遺跡（古代）の土器観察・復元等再開

 5 月 24 日 東中曽根遺跡の土器実測終了

 5 月 28 日 西中曽根遺跡の原稿終了

     西中曽根遺跡報告用仮図版作成

 6 月 2 日 東條遺跡の原稿執筆

 6 月 10 日 東條遺跡（古代）の土器観察・台帳終了

 6 月 15 日 東條遺跡（古代）土器の補強復元終了

 6 月 16 日 峯謡坂遺跡の土器観察・接合復元再開

 6 月 25 日 東條遺跡（古代）の土器実測終了

 6 月 28 日 峯謡坂遺跡の土器実測

 7 月 23 日 峯謡坂遺跡の土器観察・台帳作成終了

 7 月 30 日 峯謡坂遺跡の補強復元終了

 8 月 2 日 峯謡坂遺跡の土器実測終了

     西中曽根遺跡出土土器トレス

 8 月 3 日 東條遺跡（中世）遺構図修正終了

 8 月 12 日 東中曽根遺跡出土土器トレス

 8 月 17 日 西中曽根・東中曽根遺跡土器トレス終了

     東條遺跡、峯謡坂遺跡遺構外土器実測

 8 月 18 日 東條遺跡（古代）出土土器トレス

 8 月 20 日 峯謡坂遺跡出土土器トレス

 8 月 27 日 東條遺跡及び、峯謡坂遺跡遺構外土器実測終了

 9 月 6 日 峯謡坂遺跡の報告用仮図版の作成

     東條遺跡（古代）出土土器トレス終了

     東條遺跡（中世）出土土器実測

 ９ 月 7 日 峯謡坂遺跡出土土器トレス終了

 ９ 月 13 日 東條遺跡（古代）の報告用仮図版の作成

 ９ 月 21 日 西中曽根遺跡土器の観察・台帳作成

     各遺跡の遺構写真仮図版の作成

     峯謡坂遺跡の原稿執筆

 ９ 月 22 日 東條遺跡（古代）原稿執筆終了

 ９ 月 28 日 各遺跡出土遺物の仮図版作成

     西中曽根遺跡土器の観察・台帳終了

 10 月 8 日 西中曽根遺跡の総括執筆・終了

 10 月 12 日 東條遺跡（中世）出土土器トレス

     東條遺跡（古代）総括執筆

出土遺物の集計等

第１章　発掘調査の経過
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 10 月 22 日 東條遺跡（中世）出土土器トレス終了

 11 月 1 日 報告用遺物観察表の作成

 11 月 12 日 東條遺跡（古代）報告用仮図版終了

     東條遺跡（古代）総括執筆終了

 11 月 29 日〜 12 月 17 日

     各遺跡出土土器の写真撮影（委託）

 11 月 30 日 茂原信生氏（京都大学霊長類研究所）東條遺跡

出土骨類の鑑定・観察

 12 月 3 日 峯謡坂遺跡の原稿終了・総括の執筆

 12 月 15 日 東條（古代）、峯謡坂遺跡遺構図修正終了

     峯謡坂遺跡の報告用仮図版終了

 12 月 16 日 峯謡坂遺跡の総括執筆終了

 12 月 22 日 範囲確認の原稿・図版等作成・終了

 12 月 27 日 報告書刊行前の編集委託開始

     編集用素材の提出

 1 月 4 日 報告書（1 章ほか）執筆

     東條遺跡（中世）原稿執筆

     編集委託素材の提出準備ほか

 1 月 11 日 全出土遺物の観察表の補足・修正

     報告用 CD の素材作成

 2 月 1 日 編集図版の校正開始

 2 月 7 日 全遺構の観察表の補足・修正

     報告用 CD の素材作成

（４）資料の報告と公開

報　告：

①平成 18 年 1 月 5 日 報道機関への情報提供「蘇民将来符」木簡

 取材 : 信濃毎日新聞社　毎日新聞社　産経新聞社　共同通信社　読売新聞社

朝日新聞社　更埴新聞社　週刊上田新聞社　東信ジャーナル　NHK（日本放

送協会）　信越放送株式会社　長野放送　上田ケーブルテレビ

 １ 月 27 日 県下最古の「蘇民将来符」　週刊上田第 928 号

②平成 19 年 6 月 24 日 「千曲市東條遺跡の調査と蘇民将来符」上田市民講座

 12 月 2 日 「蘇民将来符」第 29 回木簡学会研究集会報告　木簡研究第 29 号

③平成 20 年 4 月 5 日 「発掘から見える中世の社会」長野県立歴史館　ふれあい歴史講座

公　開：

①平成 19 年 1 月   上田市立信濃国分寺資料館　『新春　蘇民将来符展』

②平成 20 年 4 月   千曲市森将軍塚古墳館　『千曲市の遺跡と遺物−よみがえる千曲市の古代』

資料貸出：

①平成 18 年 6 月   （株）新人物往来社「東條遺跡出土の漆器」写真『中世都市研究 12 号

     中世のなかの』

②平成 19 年 8 月   同上　「東條遺跡出土の蘇民将来符」木簡の写真『都市をつなぐ中世史研究 13』

③平成 20 年 1 月   長野県立歴史館「蘇民将来符」木簡の赤外線写真　『ブックレツト 14 号』

 5 月   倉澤正幸「蘇民将来符の呪符木簡の一考察」『千曲』137 号

 6 月   千曲市教育委員会「東條遺跡航空写真ほか」『姨捨棚田の文化的景観歴史的

     調査報告書』

 2 月 10 日 報告書（1 章ほか）執筆終了

 2 月 14 日 東條遺跡（中世）総括執筆

 2 月 16 日 編集原稿の校正開始

 2 月 25 日 東條遺跡（中世）執筆終了

 3 月 10 日 図版編の校正終了

 3 月 18 日 本文編の校正終了、編集業務の完了

平成 23 年度
 9 月 9 日 平成 24 年度分編集委託開始

 12 月 18 日 報告書刊行前の編集委託完了

 1 月 4 日 出土遺物・記録類の保管換え準備

 1 月 27 日 印刷業務委託の開始

 3 月 21 日 印刷完了。発送業務完了。

校正等の編集作業

第２節　記録保存の措置
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 8 月   （株）新人物往来社「東條遺跡出土の笹塔婆」写真『開発と災害−中世の

     都市研究 14』

４．発掘調査報告書の作成

（１）　方　針

記録保存は、開発事業に伴い失われてしまう遺跡の内容を、文字どおり記録に留めて保存する行為であ

る。我々が持つ現代科学の眼をもってしても、ありのままの遺跡の姿をあますことなく記録して、保存・

継承していくことは不可能に近い。しかしながら、いつの時も許容されうる最大限の時間と経費をかけて、

前向きに、そして真摯に発掘調査を行っている。発掘記録は、図と写真、文字によって具体化されるが、

その記録すべてを報告書として掲載することは物理的に難しい。発掘調査報告書の骨子は、記録保存した

情報の種類や中身が適切に整理されているか、そして記録保存した遺跡の歴史的な意義や重要性が、現状

の研究レベルに見合った評価となっているのか、この 2 つの柱をバランスよくまとめあげることが望まれ

る。現状の文化的施策の中において、発掘調査報告書は、永遠に消滅してしまった遺跡を文化資産として

未来に引き継いでゆく唯一の手段と考えられる。

（２）　編　集

報告書の体裁及び刊行計画は、平成 20 年度に決定し整理作業を進めてきた。記録保存の内容は、その

対象となった遺跡ごとにまとめられることが、内容を一見して理解しやすいと考えられる。しかしながら、

平成 22 年度に至り、作業の進捗状況を斟酌し整理計画を見直した結果、遺跡ごとの掲載ではあるが、記

録保存の提示手法を、2 つに分けることにした。ひとつは図面や写真等の記録類を図版編とし、もう一方

の調査所見や評価等の記述を本文編とした。図版編と本文編の編集の骨子は以下のとおりである。

図版編 　：遺構図は平面図（出土遺物や炭化物等の表示含む）と断面図、土層観察を掲載。SB と ST、

SM に関しては全遺構を取り上げ、SK や SF 等は選択して掲載した。遺構写真もこれに準ず

る。遺物図は実測図を遺跡・遺構ごとに作成。遺構の所属時期や性格を追究できる資料を

中心とするが、それ以外の資料も可能な限り掲載し「遺構内より出土した資料の全容」を

理解できることを主旨とした。遺物写真は図化した資料の 7 割程度を掲載できるようした。

本文編 　：遺構記述は掲載した図面に沿うように所見を記述している。所見は前述したように、発掘

記録としての「所見カード」をもとに報告者がまとめた。出土遺物の記述は、作成した遺

物図に沿って観察し記述している。なお掲載遺物に関しては、法量等の属性を観察表とし

て文章の末尾に載せた。また考古学的な評価に関しては、各遺跡文章の最後に、遺構・遺

物のまとめを「小結」として掲載し、歴史的な意義については、成果として別に章立てし、

第３章としてある。

添付 DVD ：図版編・本文編とも PDF ファイルで収録。今回の調査で記録保存されたデータの内、すべ

ての土坑の計測表とすべての出土遺物観察表（土器に関しては遺構内のみ）を掲載してある。

※本書の編集組版の作業は、平成 22 年度・23 年度（有）アルケ−リサ−チに業務委託して実施した。

（３）　執　筆

本書は、主任調査研究員町田勝則と調査研究員市川桂子が執筆し、第 2 章第 4 節東條遺跡（中世）遺

物と時期、中世の小結を岡村秀雄が執筆した。なお、報告書全体を通して、調査第 1 課長上田典男・調査

第 2 課長岡村秀雄が助言し、調査部長大竹憲昭が全体を校閲した。

なお、本文編第 2 章第 1 節 2 峯謡坂遺跡出土人骨に関しては、京都大学名誉教授茂原信生氏より玉稿

を賜っている。記して謝意を申し上げる。
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第 ２ 章 　 発 掘 調 査 の 概 要
 　 ( 1 )  峯 謡 坂 遺 跡 の 調 査

 　 ( 2 )  西 中 曽 根 遺 跡 の 調 査

 　 ( 3 )  東 中 曽 根 遺 跡 の 調 査

 　 ( 4 )  東 條 遺 跡 の 調 査

 　 ( 5 )  遺 跡 範 囲 の 確 認 調 査 概 要

名勝「姨捨の棚田」（初夏）





○遺跡の種類	：集落遺跡、墓跡

○主な時代	 ：古墳時代終末（７世紀後半）

	 	 	 平安時代前半（９世紀〜 10世紀）

△他の時代	 ：弥生時代前期末・後期後半

○遺跡の性格	：

・弥生時代（前期末・後期後半）は墓跡。

・古墳時代後期終末に集落がつくられ、奈良時代の開始前

に集落は移動する。

・平安時代前半に再び集落がつくられ、11世紀前半には

姿を消す。

（ 1 ）峯 謡 坂 遺 跡 の 調 査
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（１）　峯謡坂遺跡の調査

１．調査の概要

（１）調査期間

本発掘調査・・ ①平成 15 年 ７ 月 ８ 日 〜 10 月 10 日

 ②平成 16 年 ４ 月 13 日 〜 ８ 月 17 日

 ③平成 18 年 10 月 10 日 〜 10 月 25 日

 （試掘調査：北側斜面部：平成 14 年 12 月 18 日）

（２）調査面積

 5,190 ㎡

（３）調査担当

本発掘調査・・ ①石上周蔵　豊田義幸

 ②河西克造　山﨑まゆみ

 ③岡村秀雄

 （試掘調査：豊田義幸　寺内貴美子　町田勝則）

２．遺跡の概要

（１）立　地

峯謡坂遺跡は長野盆地南部の千曲市八幡峰地区に位置する。三峯山（1131.3m）の山体崩落による地滑

り性の土石流堆積物で形成された押し出し地形の末端部で、標高 388m 〜 391m にある。遺跡の北側を

流れる宮川付近からは比高 20m と佐野川扇状地上の八幡遺跡群からは一段高い位置にある。基盤となる

土石流堆積物は古期姨捨土石流堆積物（13,550 ± 400 年前 14C）に属し、鮮新世の三峯火山岩や中新世

の桑原火山岩の安山岩溶岩や火山角礫岩などの角礫を多く含む。基質は泥を主とする。

（２）ａ遺跡の範囲と調査区

峯謡坂遺跡は、弥生時代から平安時代の集落遺跡として千曲市遺跡分布図（105）に登載され、既知の

調査事例はない。遺跡の周知化は、字切り図に示された謡坂地籍に相当し、一部は峰地籍を含む。道路新

設事業は、周知化された遺跡範囲のほぼ中央部分が記録保存の対象となり、現況では宅地・畑地、リンゴ

畑となっている。発掘は用地取得とともに随時進められ、3 回（本発掘調査①次から③次）にわたり実施

した。①次に台地頂部及び北側斜面地を、②次で台地頂部を引き続き実施し、③次に台地頂部の残件と南

側斜面地を実施した。北側斜面地と南側斜面地については、試掘調査の結果、遺構・遺物は存在しないと

判断された。

 ｂ基本層序（第２図）

調査時の現況は畑もしくは宅地である。調査の結果、基本層序（A 地点）を以下のとおり確認し

た。Ⅰ層は耕作土である。Ⅱ層は 10Y4/3 にぶい黄褐色土で径 5 〜 15cm 大の角礫を多く含む。Ⅲ層は

10YR3/3 暗褐色細粒砂質粘質土で径 5 〜 10cm 大の礫を含む。弥生時代から平安時代の遺物包含層である。

Ⅳ層は 10YR3/2 黒褐色土で径 3 〜 20cm 大の礫を含む。Ⅴ層は 10YR3/4 暗褐色土で礫を含む。南側斜

面地（B 地点）の層序は以下のとおりで、トレンチ調査の結果、遺物包含層は確認されなかった。1 層は

客土。２層は 10YR3/3 暗褐色土で上部は耕作土、下部はアズキ〜卵大礫を含みしまりよい。３層は 7.5Y4/3

〜 4/6 褐色土でアズキ大の礫、白色ブロック砂、砂粒を含む。粘性あり、しまりよい。2 次堆積土である。

４層は風化礫を多く含む礫層である。

第１節　峯謡坂遺跡の調査
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（３）調査結果

発掘調査の結果、弥生時代前期末から中期初頭の土坑（あるいは土坑群）、弥生後期の土坑（土器棺墓跡）、

古墳時代の終末から平安時代の集落跡（土壙墓群を含む）を確認した。記録保存した遺構は、竪穴住居跡

26 軒、掘立柱建物跡 1 棟、溝跡 2 本、土坑 237 基、土壙墓 6 基、焼土跡 1 基、集石跡 19 基（災害復旧

遺構 14 を含む）、遺物集中 1 箇所で、出土遺物には土器コンテナ 110 箱・土製品 42 点、石器 808 点（砕

片含む）、金属製品 202 点、人骨ほぼ 6 体分、動物骨 135 点がある。集落遺跡としての位置は、7 世紀後

半に設営、奈良時代の断絶を経て、9 世紀から 10 世紀後半まで存続が確認できる。

３．遺構と遺物
①竪穴住居跡（ＳＢ）

ＳＢ０１（第 17 図　ＰＬ 2）

位　置 ： ⅩⅠ C − 02・03

検　出 ： 砂礫まじりの黄褐色土上面にて黒色土の落ち込みを確認した。その大きさや形状から竪穴住居跡

を想定し調査に入る。結果、北側の掘り込みラインは判然としないものの、カマド跡と考えられ

る焼土の集中、床面と考えられる硬化面を認めたことから SB01 と認定する。

規　模 ： 残存長 330cm ×幅 380cm、深さ− 7cm、N66°W、隅丸方形。

埋　土 ： 検出面が床面に近いため埋没土の全体を確認することはできないが、残存した埋没土は黒褐色土

の単純堆積であった。

構　造 ： カマド部に袖や煙道等を確認することはできなかったが、燃焼部に焼土の堆積が認められた。床

面は南側の半分程度が硬化していた。柱穴は 5 基を確認したが、主柱穴の判断はできなかった。

遺物出土状況：埋没土中から土器小破片が出土した。

遺　物 ： 図示可能な大形破片はない。

時　期 ： 不 明。出土土器の種類では、床面上の遺物として黒色土器 A 類の坏と土師器甕形土器の小破片

がある。本跡の時期決定を行える資料はほとんどないため、埋没土に含まれる黒色土器 A 類から、

それの出現する古代Ⅲ期（8 世紀代）以降に位置づけられるのか。
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ＳＢ０２（第 17・18 図、第 37 図、第 46 図　ＰＬ２・14）

位　置 ： ⅩⅠ C − 01、ⅩⅠ B − 05、ⅩＷ− 21、ⅩⅤ− 25

検　出 ： 砂礫まじりの黄褐色土上面にて黒色土の落ち込みを確認した。大きさ・形状から竪穴住居跡を想

定。北側の掘り込みラインは判然としないが、カマド跡と考えられる焼土の集中を認めたことか

ら SB02 と付号し調査に入る。

規　模 ： 残存長（750cm × 560cm）、深さ− 15cm、N66°W、隅丸方形。

埋　土 ： ３層の埋没土が交差堆積する。

構　造 ： 確認時には SB01 同様に北側プランの確認ができなかった。検出面が低く、埋没土はわずかに

10cm ほどであることから、北側部分は耕作等により破壊を受けた可能性がある。西側にカマド

を確認したが、袖部の検出はできなかった。燃焼部及び煙道、煙出し部を検出した。床面は硬化

した平坦面であり、貼り床は認められない。また検出状況を十分に加味しなければならないが、

埋没土調査中に多くの柱穴状の落ち込みを発見した。切り合い関係は確認できなかったことから、

そのすべてを本跡の Pit として調査したが、本跡に伴わない遺構も混在する可能性がある。たと

えば Pit19・Pit42・Pit45・Pit46・Pit2・Pit33・（Pit26）・Pit38・Pit37・Pit7・Pit12・Pit11・

Pit10・Pit32・Pit34、あるいは Pit4・Pit5・Pit6・Pit8・Pit28・Pit24、または Pit18・Pit39・

Pit20・Pit40・Pit1・Pit30・Pit14・Pit7・Pit36・Pit12 などを、別の建物跡として検討する余

地もあるが、基礎整理時にも明確には判断できなかった。

遺物出土状況：土器小破片の出土が多い。床面より土師器や黒色土器の坏類破片が比較的多く出土している。

遺　物 ： 第 37 図 1 と 2 は須恵器坏 A 類。１は Pit2 と Pit12 出土の接合例で 1/2 程度の個体。外面には

ロクロ成形痕を明瞭に留める。口径 14.0cm、器高 3.7cm が測られる。2 は No.6 と No.14 の接

合例で 1/2 程度残存する破損個体（以下、単に○ / ○個体と表記）。軟質で胎土内に絹雲母を含む。

3 は黒色土器 A 類の坏。底部は糸切り離し手法、外面にはロクロ成形痕を留め、ていねいな作り

で仕上げられている。No.2 の出土。4 は黒色土器 B 類の椀、ほぼ完形個体。内外面ともていね

いなミガキ調整仕上げ。No.1 の出土。5 は Pit3No.1 の土師器坏 A 類。2/3 個体で底部付近はヘ

ラケズリ成形し、底部は糸切り離し後、静止ヘラケズリ。6 は灰釉陶器の椀、口縁部破片。口径

16.0cm が測られる。7 はカマド出土の土師器甕の口縁部破片。ロクロ成形痕の残る砲弾型の甕で、

口縁部付近に赤色塗彩様に赤みがかっているが、肉眼では皮膜なのか否かの判断はできなかった。

第 46 図 1 は黒曜石製の有茎式石鏃。No.2 出土で 0.6g が量られる。 

時　期 ： 須恵器の坏 A 類が残ること。土師器坏類が出現していること。黒色土器 A・B 類の存在から、古

代Ⅴ期前後と考えられる。しかしながら、カマド出土の甕はⅢ期・Ⅳ期に多用される形態であり、

出土遺物には時期的な混在が観られる。埋没土中の出土遺物は多量で、それらには複数の時期が

予想されることからも時期決定は少し難しい。上述した要素から古代Ⅴ期前後（9 世紀後半ころ）

と判断しておきたい。

ＳＢ０３（第 19 図、第 37 図　ＰＬ 14）

位　置 ： ⅩⅤ− 18

検　出 ： 当該地区では東西方向に向けて帯状に広がる大規模な黒褐色土の落ち込みを確認した。調査時に、

それを埋没流路 SD01 として推定し、埋没土を掘り下げる調査に入ったところ、色調の違う黒褐

色土のさらなる落ち込みを確認した。別の遺構の存在が想定されたので精査したところ、方形状

を予想させるプランの一部をつかむことができた。確認状況から竪穴住居跡３軒が重複すると予

想し、切り合い関係を把握すべく埋没土の掘り下げをおこなった結果、SB12 と SB11 を SB04

が破壊することが分かった。また SB04 は SB03（本跡）に破壊されると考えて調査を進めたが、

最終的に判断はできなかった。

第１節　峯謡坂遺跡の調査
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規　模 ： 長軸（200cm）×短軸（335cm）、深さ− 12cm、N83°W、隅丸方形。

埋　土 ： 黒褐色土の単純堆積である。

構　造 ： カマドは確認できなかった。床面はやや硬い平坦面をそれと認定した。Pit は北西コーナーより

に 1 基確認したに留まる。

遺物出土状況：埋没土中から 10 〜 20cm ほどの大きさの礫が出土した。これとともに土器小破片が出土し、

床面からは黒色土器 A 類や須恵器坏類の破片が出土している。

遺　物 ： 第 37 図 8 は黒色土器 A の坏 A 類。口径 13.5cm、器高 5.1cm が測られる。No.1 の出土。

時　期 ： 黒色土器 A 類と須恵器坏類の存在から、古代Ⅴ期（9 世紀後半）ころの構築と考えられるか。

ＳＢ０４（第 19 図、第 37 図、第 46 図　ＰＬ 2，14，21）

位　置 ： ⅩⅦⅤ− 18・23

検　出 ： SB03 同様に、当該地区に広がる黒褐色土の落ち込みを認め、竪穴住居跡３軒の重複を確認した。

切り合い関係を把握すべく埋没土の調査を行った結果、SB12 と SB11 を本跡が破壊している可

能性が高いと判断できたが、厳密に断定はできなかった。また SB03 には北側を破壊されている

と観られたが、判断はつかず、出土遺物によれば本跡より新しいと考えるべきかもしれない。

規　模 ： 長軸 465cm ×短軸 380cm、深さ− 45cm、隅丸方形 ?

構　造 ： カマドは西側壁のほぼ中央部分に認められた。袖部は不明瞭であったが、その芯材と思われる礫

が散在して確認できた。火床と考えられる焼土は明瞭に残り、燃焼部と推定できたが、煙道は確

認できなかった。柱穴は 4 基を検出したが、主柱穴か否かは判断がつかなかった。東南コーナー

よりに確認した Pit3 は長楕円形で深さ 51cm が測られる大形の土坑である。

遺物出土状況：埋没土中から10〜20cmほどの礫が数多く出土した。これとともに土器小破片が出土している。

遺　物 ： 第 37 図 9 〜 11 は非ロクロ土師器の坏類。底部付近はケズリ成形し、口縁部及び内面はていね

いにミガキ調整されている。9 は口径 10.6cm、器高 3.7cm、平丸底。No.1 の出土。10 は No.8

出土で丸底。口縁部はていねいに横ナデで仕上げられている。11 は口径 14.1cm、器高 4.5cm、

内面はていねいにミガキ仕上げられ、底部は平底化している。埋没土中の出土。12 は底部を回

転ヘラ切りした須恵器坏 A 類。口径 11.2cm、器高 3.6cm が測られる。埋没土中の出土。13 は

内面黒色処理した高坏の脚部破片。14 は土師器の長胴甕、口縁部の破片。No.9 の出土。第 46

図 2 は平基の黒曜石製石鏃。側辺は鋸歯状に仕上げられ、表裏には摩耗状の痕跡が観られる。

No.1 出土。3 は打製石錐。形態から石錐としたが、表裏面の剥離は平坦で錐身の製作法として

はあまり見かけない。紡錘形の石鏃の一種とも考えられる。No.2 出土でチャート製。4 は石鏃

の未製品か。表皮のある黒曜石材で先端部に平坦剥離を施している。床面直上の出土。5 は剥片。

両極剥離痕が観察でき、楔状の石器である可能性もある。側辺には細かな剥離痕跡が観られるが、

使用痕跡ではないと考えられる。埋没土出土。6 は打製の石包丁状の石器。両側辺には表裏とも

ほとんど剥離加工は施されていない。褐色の凝灰岩材。7 は棒状の敲石。長軸の端部に敲打の痕

跡が残る。硬質な安山岩材で 369.3g が量られる。8 は角柱状の砥石。四面砥石であるが、砥面

は 7 面が形成される。中粒の砂岩材で No.3 の出土。

時　期 ： 非ロクロ土師器の坏類、ヘラ切り離し手法の須恵器坏類の存在から、古代Ⅰ期（7 世紀後半）を

推定できるか。SB03 及び SB12・SB19 との重複関係を考慮すると古代Ⅰ期でも、その末から古

代Ⅱ期ころにかけてと判断できるか。

ＳＢ０５（第 20 図、第 37 図、第 46 図　ＰＬ 3，21）

位　置 ： ⅩＷ− 21・22、ⅨＣ− 01・02

検　出 ： 砂礫まじりの黄褐色土上面にて黒色土の落ち込みを確認した。大きさ・形状から竪穴住居跡を想

定。北側の掘り込みラインは判然としない。
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規　模 ： 長軸 600cm ×短軸 490cm、深さ− 26cm、隅丸方形？

埋　土 ： 黒褐色土の単純堆積である。

構　造 ： カマドは確認できなかった。柱穴は 13 基を確認し、Pit12・Pit13・Pit2・Pit8 が主柱穴か。床

面は硬化した平坦面である。

遺物出土状況：埋没土中より土器破片が出土した。また南壁よりの床面近くより、こも網石と考えられる

棒状礫が一括して出土した（PL3）。

遺　物 ： 第 37 図 15 は外面底部をケズリ成形し、口縁部及び内面をていねいにミガキ調整した高坏の坏

部破片。No.4 出土。16 は須恵器甕の底部破片。埋没土中の出土。第 46 図 10 は扁平片刃石斧。

10.2cm × 6.8cm × 1.9cm、258.6g が測られる。側面の面取りは不明瞭で、2 次的に再使用さ

れた形跡がある。閃緑岩材で No.1 の出土。

時　期 ： 不明。遺構の遺存状況が悪く、出土遺物も小破片のため時期決定は難しい。Pit2 からは黒色土器

B 類と考えられる小破片があり、その出現期である古代Ⅳ期（9 世紀前半）以降に所属すると判

断できるか。

ＳＢ０６（第 20 図、第 37 図、第 48 図　ＰＬ 3，14）

位　置 ： ⅩⅤ− 15・20、W − 11・16

検　出 ： 砂礫まじりの黄褐色土上面にて不整形に広がる黒色土の落ち込みを確認した。大形の遺構を想定

し調査に入る。その結果、北側にカマドと考えられる焼土及び袖部芯材と推定される礫の集中を

確認したことから竪穴住居跡と認定した。

規　模 ： 長軸 580cm ×短軸 355cm、深さ− 32cm、隅丸方形か。

埋　土 ： 2 層の堆積。

構　造 ： カマドはプランの北側に確認した。遺構の全体像は、西側の大半がすでに削平を受けていたこと

から不明瞭でカマド位置も確定できない。燃焼部と推定される部分に焼土の堆積、炭化物の散布、

骨片の出土がある。またその周囲には 20cm 〜 30cm ほどの礫が散在しており、袖部の確認は

ないが、芯材の可能性がある。柱穴は 6 基を確認した。いずれも掘り込みの浅い− 15cm 程度の

Pit であり、主柱穴の特定はできない。床面は特に硬化は認められず、平坦な面をそれと認定する。

遺物出土状況：埋没土中より土器破片及び小礫が出土した。

遺　物 ： 第 37 図 17 〜 20 は黒色土器 A 類の坏 A 類。17 は体部下半を回転ケズリ成形し、口縁部は強い

横方向のナデ仕上げ。器厚があり、ぼってりしている。内面はていねいなミガキ調整。No.1 の出土。

18 は底部付近にケズリ成形を残し、上半はロクロナデ成形。口径 19.8cm、器高 5.1cm が測ら

れる。No.3 出土。19 は体部外面に回転ケズリ成形を施し、口縁部のみ強く横方向にナデ成形し

ている。20 は底部回転糸切り離し手法により、外面はロクロ成形仕上げで部分的にミガキ調整

が施される深い椀形の坏。No.7・16・18、床面の接合資料。21 は須恵器短頸壷の蓋 1/2 破片。

体部の大半をケズリ成形している。No.8・11・22・27・28 の接合資料。22 と 23 は回転糸切

り離し手法による須恵器の坏 A 類。22 は口径 13.6cm、器高 4.0cm が測られる。No.13・19、

埋没土の接合資料。23 は口径 12.8cm、器高 3.5cm、底部径 5.3cm。カマド内 No.1・2 の接合

資料。24 は黒色土器 B 類の短頸壷、口縁部破片。口径は約 4.0cm。埋没土中の出土。25 と 26

は土師器の甕。25 は No.8・11 の接合資料で、体部外面カキメ調整の小型甕。口径 10.0cm、器

高は 9.7cm が測られる。26 はロクロ成形の甕形土器。体部は使用に伴うと考えられる被熱によ

り表面が剥落する。No.6・9・10・14・17・20・23・24・25 の接合資料。第 48 図 1 は鉄釘

で 12.1cm × 2.9cm、57g が測られる。

時　期 ： 黒色土器 A 類の坏、さらには須恵器坏 A 類の諸特徴から古代Ⅳ期（9 世紀代）と考えられる。

第１節　峯謡坂遺跡の調査
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ＳＢ０８（第 21 図、第 37 図　ＰＬ３，14）

位　置 ： ⅩⅤ− 14・15

検　出 ： 砂礫まじりの黄褐色土上面にて、SK10 と重複する方形状に広がる黒色土の落ち込みを確認した。

大きさと形状により竪穴住居跡 2 軒の重複を想定、SB07・SB08 と仮称して調査を継続した。結果、

本跡の 1 軒のみが存在すると判断し SB07 は遺構ではないと判断した。また本跡は SK10 に破壊

されている。

規　模 ： 長軸 505cm ×短軸 420cm、深さ− 20cm、隅丸方形。

埋　土 ： 黒褐色土の単純堆積。

構　造 ： カマドと考えられる施設をプランの北側で確認したが、その大部分が SK10 により破壊されてお

り、全体の状況は不明。本跡の北側プランの外側にカマド部の残骸が認められたが、煙道は確認

できなかった。柱穴は 1 基のみで、それも SK10 に破壊された残存部のみであった。南及び西側

に幅 15cm、深さ− 15cm ほどの周溝を検出したが、床面に硬化は認められなかった。砂礫層の

やや平坦な面を床面と認定した。

遺物出土状況：埋没土中からは、ほとんど土器破片は出土していない。

遺　物 ：第 37 図 27・28 は黒色土器 A 類の坏。27 は内面ていねいなミガキ調整で黒光りしている。口

径 13.9cm、器高 3.2cm が測られ、皿型状。体部下半はケズリ成形仕上げである。埋没土出土。

28 はやや深さのある椀形で、体部外面にロクロ成形痕を留め底部及びその付近を回転ケズリ成

形している。口径 15.9cm、器高 4.4cm。29 は黒色土器 A 類の鉢形土器。口径は 21.0cm ほど

で口縁部は受け口様に作られている。内面はていねいな作りで光沢を帯びている。埋没土出土。

30 は須恵器坏 A 類。体部外面にロクロ成形痕を残し、底部糸切り離し手法、口径 12.0cm、器

高 3.8cm が測られる。埋没土出土。31 は土師器のロクロ成形の甕、口縁部破片。埋没土中の出土。

32 は緑釉陶器の椀形土器。底部はボタン状にケズリ出されている。京都産の可能性があり 9 世

紀ころの所産か。

時　期 ： 不明。本跡を破壊する SK10 が古代Ⅲ期末（8 世紀末〜 9 世紀初頭）と考えられることから、そ

れよりも古いと判断できるか。第 37 図に示した出土遺物は、いずれも埋没土中の出土であり、

土器の特徴から判断して SK10 に関連する遺物の可能性も考えられるか。

ＳＢ０９（第 21 図、第 37 図、第 46 図　ＰＬ 4，14）

位　置 ： ⅩⅤ− 14・19

検　出 ： 砂礫まじりの黄褐色土上面にて、SK43・SK37 ほかと重複して広がる黒色土の落ち込みを確認し

た。大形の遺構ないしは竪穴状遺構を想定し調査に入る。

規　模 ： 長軸 600cm ×短軸 375cm、深さ− 12cm、隅丸方形か。

埋　土 ： 炭化物量の多い黒褐色土の堆積であり、褐色ブロックが混入し人為的な埋め戻しの可能性もある。

構　造 ： カマドは確認できない。本跡とは複数の土坑（SK36・37・39・40・43）が重複関係にある。

この中で、SK37 は段状の構造で本跡に伴う可能性が示唆される。柱穴は 9 基確認したが、別の

建物が重複していた可能性もある。特に径が 30cm 〜 40cm ある柱穴（Pit1・6・7 など）は、

いずれも 20cm 以上の深さがある。床面は砂礫層の平坦な面をそれと認定した。

遺物出土状況：床面直上の遺物はほとんどなく、埋没土中から土器破片が出土した。

遺　物 ： 第 37 図 33 は黒色土器 A 類の椀形土器。高台は高く、内面には「×」印の暗文がある。口径

14.2cm、器高 5.7cm が測られる。34 〜 36 は土師器の坏。いずれも口径 10cm 未満の小型。

34 は No.9 出土、35 は No.3 の出土であり、36 は No.4 の出土例。37 と 38 は灰釉陶器の椀の

口縁部及び底部破片。37 は口径 16.0cm が測られる。埋没土出土。第 46 図 11 は手持ち砥石。

第２章　発掘調査の概要
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1/2 程度の残片であるが、中央部分は端部の 1/2 程度まで使用減りしている。凝灰岩材。

時　期 ： 口径 10cm 未満の土師器坏及び黒色土器 A 類の深椀などの特徴から、古代Ⅶ期（10 世紀後半）

ころと考えられるか。

ＳＢ１０（第 22 図、第 37 図、第 46 図　ＰＬ 4，14）

位　置 ： ⅩⅤ− 20

検　出 ： 砂礫まじりの黄褐色土上面にて、不整形ながら方形状に広がる黒色土の落ち込みを確認する。規

模及び形状から竪穴状の遺構を想定し調査に入る。

規　模 ： 長軸（340cm）×短軸 280cm、深さ− 8cm、隅丸方形か。

埋　土 ： 2 層の堆積。

構　造 ： カマドは本跡の北側ほぼ中央部に認められた。砂質土を主体とする袖部と焼土・炭化物の分布す

る燃焼部がある。カマドの両脇には径 80cm 〜 100cm 規模の土坑状の Pit がある。掘り込みは

浅く、Pit1 が 19cm、Pit2 が 15cm である。東南コーナーよりにも同様な Pit3 がある。本跡は

確認面が低く、南西側についてはほとんど確認がとれなかった。床面は砂礫層の平坦面をそれと

認定した。

遺物出土状況：遺物は極めて少なく、床面からは土師器の甕小破片がわずかに出土した。

遺　物 ： 第 37 図 39 は黒色土器 A 類の深身の坏で 1/3 程度の個体。埋没土の出土。40 は縄文時代晩期

末の氷式土器。浅鉢の口縁部破片で埋没土中より出土。第 46 図 9 は黒曜石製の石鏃未製品。表

裏面の風化が著しく、ほかの石器とは異質である。 

時　期 ： 不明。時期決定のできる資料がないが、埋没土中の黒色土器の特徴は古代Ⅳ期（9 世紀前半）相

当である。

ＳＢ１１（第 22 図、第 38 図、第 45・46 図　ＰＬ 4，15，21）

位　置 ： ⅩⅤ− 23・24、ⅩⅠ B − 03・04

検　出 ： 当該地区に広がる黒褐色土の落ち込みを認め、竪穴住居跡の重複を推定した。切り合い関係を把

握すべく埋没土の調査を行った結果、本跡の北西コーナー部分を SB04 が破壊していることが分

かった。

規　模 ： 長軸 615cm ×短軸 495cm、深さ− 42cm、隅丸方形。

埋　土 ： 黒褐色土の単純堆積。

構　造 ： カマドは本跡の西側ほぼ中央部に認められた。袖部は粘質土を主体に構築されており、天井等は

壊れて残存していない。煙道及び煙出し部分は明瞭に残る。燃焼部は非常によく焼けた火床で焼

土が遺存していた。南側を中心に周溝があり、カマド北の西壁、さらには北壁に沿って部分的に

認められた。柱穴は 11 基を確認し、この内の 4 基 （Pit1 〜 Pit4）が主柱穴と考えられる。いず

れの柱穴も掘り直しと観られる重複があるので、建物全体の建て替えが行われた可能性もある。

柱間は 220cm が測られる。床面は砂礫層の平坦面を認定した。

遺物出土状況：床面から浮いた状態で土器の小破片が出土した。

遺　物 ：第 38 図 1 〜 4 は非ロクロ土師器の坏類。1 は No.26 で床面出土資料。外面底部付近をヘラケ

ズリ成形し、内面は良好にミガキ調整している。底部は平底部を形成し木葉痕がある。口径

12.4cm が測られる。2 は No.2 と No.4 出土の接合例。底部はヘラケズリ成形し内外面ともに

ミガキ調整がなされている。3 は体部上半までケズリ成形痕を留める例で No.26 の出土。口径

10.8cm、底部には線刻が観られる。4 は No.9 出土で口径 15.2cm が測られる。口縁部及び内面

はていねいにミガキ調整し、体部下半はケズリ成形の後、粗くミガキ調整を行っている。底部に

は木葉痕のほかに「×」と観られる線刻がある。5 は No.30 の高坏。脚部端を欠失するがほぼ

第１節　峯謡坂遺跡の調査
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完全な個体。坏部は深い椀形で内外面をミガキ調整し、脚部は縦方向のケズリ成形後にミガキ調

整がある。6 は内面を黒色処理した小型の甕。体部外面は縦方向に細かな工具でハケ調整し、底

部はミガキ調整仕上げされている。作りは甑に似る。口径 14.0cm、器高 10.3cm が測られる。

7 は縦方向のハケ調整の後に粗いミガキ調整を施す球胴の甕。内面は横方向にていねいにミガキ

調整仕上げされている。No.15・16・17 の接合資料。8 と 9 は須恵器の坏蓋。8 は小さな返し

のある形態で径 14.8cm。埋没土 1 層の出土。体部外面 1/3 程度をケズリ成形した後、ナデ仕

上げされている。9 も埋没土出土で、返しは直、つまみ部は扁平で体部は全体をナデ成形してい

る。10 と 11 は底部静止ヘラ起こしの須恵器坏 A 類。10 は No.1 と埋没土の接合例で、やや軟

質。底部に「×」の刻目がある。11 は外面にロクロ成形痕を留め、底部の切り離しはやや雑で

ある。No.20 と No.21 の接合例。第 46 図 12 は黒曜石製の凹基無茎式鏃。片一方の脚部を欠損

する。現存で 0.4g が量られる。13 は敲石。棒状の礫素材で長軸の両端を使用している。安山岩材。

14 は細粒砂岩製の砥石。四面砥石で砥面は 5 面ある。また表裏には凹部が 1 箇所ずつ認められる。

No.7 の出土で 2200g が量られる。第 45 図 20 は土製紡錘車で表面はていねいにミガキ調整仕

上げされている。径 7.2cm、厚さ 4.7cm、282g、No.37 の出土。

時　期 ： 非ロクロ土師器の坏 A 類が主体で、これに高坏、ミガキ調整の球胴甕がある。静止ヘラ起こしの

須恵器坏A類が存在しており、これらの特色から、古代Ⅰ期後半 （7世紀後半ころ）と考えられるか。

ＳＢ１２（第 23 図、第 38 図、第 46 図、第 48 図　ＰＬ 4，15，21）

位　置 ： ⅩⅤ− 17・18・22・23

検　出 ： 当該地区に広がる黒褐色土の落ち込みを精査した結果、竪穴住居跡の重複を確認した。2003 年

度の調査では、本跡の大半が調査区外へ伸びていたため、次年度の用地取得をまって本格的な遺

構調査を実施した。本跡が SB04 のカマドを破壊するとの所見を得たことから、SB04 よりも新

しいと判断できた。また南側に SB19 が重複して存在し、本跡が SB19 を破壊すると判断した。

規　模 ： 長軸（565cm）×短軸 530cm、深さ− 35cm、隅丸方形。

埋　土 ： 2 層の堆積。

SB11 出土の土器集合

第２章　発掘調査の概要
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構　造 ： カマドは本跡西側のほぼ中央部に認められた。煙道は確認できず、地山削り出しと考えられる袖

の一部、そして燃焼部を確認した。焼土及び炭化物の分布があり径 20cm 前後の角礫が散在して

いた。カマドの袖部芯材と考えられるか。柱穴は10基を確認したが主柱穴の判断はつかなかった。

カマド左側（南側）に大形の土坑（Pit10）を確認したが、タライ状で埋没土内より複数の土器

破片が出土した。床面は砂礫層の地山を平坦にして利用しており、硬化面や貼り床などは確認で

きなかった。

遺物出土状況：床面から浮いた状態で土器の小破片が出土した。

遺　物 ： 第 38 図 12 〜 22 はすべて底部糸切り離しの須恵器の坏 A 類。12 は口径 13.7cm、器高 4.2cm

が測られる。Pit7 の出土。13 は Pit3 の No.1 出土で底部径 6.5cm。14 は No.5 出土でほぼ完

形の個体。口径 12.0cm、器高 3.5cm、底部内径 6.0cm が測られる。15 は No.31 出土。16 は

No.30 と埋没土出土の接合個体で、口径 12.0cm、底部径 5.8cm で軟質。17 は No.27 出土の

1/2 個体。18 は No.14 と埋没土出土破片の接合例。口径 12.7cm が測られる。19 は No.67 の

出土で、口径 13.0cm、底部径 6.2cm が測られる。20 は外面に墨書「□」（判読不能）がある。

21 は No.37 出土の軟質須恵器。口径 13.0cm、器高 3.8cm、底部径 5.5cm が測られる。22 は

No.7 出土。23 は須恵器坏 B 類のほぼ完形に近い個体で良好な作り。No.44 と No.45 及び埋没

土の接合資料。口径 14.1cm、器高 4.2cm が測られる。24 は須恵器の坏蓋 B、ほぼ完全な個体。

No.9 の出土。返しは直だが、外面に一本の沈線を施すことで外反様になる。つまみ部は扁平で

体部外面は 1/2 程度をケズリ成形している。25 〜 27 は黒色土器 A 類。25 は底部外面にケズ

リ成形を残し、内面は横方向のていねいなミガキ調整。口径 15.3cm、器高 5.0cm が測られる。

No.32 の出土。26 も 25 とほぼ同様な特徴を持ち、口径 14.5cm、器高 3.7cm の皿形。27 は椀

形土器の底部破片で No.2 の出土。28 と 29 は内面黒色処理したミニチュア土器。29 はロクロ

使用の可能性もある均整な作りで杯形の土器。底部には「𠆢（ひとばしら・やね）」に「井」の

合わせ字あるいは「高床式倉庫の絵か ?」に似た線刻がある。No.42 出土。30 は黒色土器 A も

しくは土師器の坏。口縁部を欠失し推定口径は 10.7cm ほどか。No.1 の出土。31 は土師器の高

盤の盤部破片。非常に緻密で良質、No.3 の出土。32 は須恵器短頸壷の口縁部破片か。埋没土中

出土。33 は須恵器長頸壷の肩部破片。No.28 出土。34 は緑釉陶器の椀。口縁部の破片と底部破片。

埋没土出土。内面に花柄が線刻される。第 46 図 24 は脚部が長く全体形が鍬形の凹基無茎式鏃。

No.1 の出土でチャ−ト製。25 は有茎式鏃で全体は五角形状。安山岩材（下呂石に似る）。No.2

の出土。26 は軽石製品。裏面は使用により摩耗し、表面には穿孔状の凹みがある。Pit7 より出土。

27 は安山岩製の置き砥石。表面は使用により摩耗している。No.70 の出土。第 48 図 2 と 3 は

鉄鏃。2 は 11.5cm × 1.2cm、18.2g、3 は 7.4cm × 1.2cm、27.2g が測られる。4 は鉄製の環。

長さ 2.4cm、厚さ 1.1cm が測られる。

 時　期 ： 底部糸切り離し手法の須恵器坏類が主体を占め、底部内径 6.0cm 内に主体がある。これに黒色

土器 A 類の坏、さらには椀の存在から、古代Ⅳ期（9 世紀代）と考えられる。30 の坏底部は土

師器の可能性のある No.1 出土の資料で、古代Ⅳ期終末ないしはⅤ期まで下るか。 

ＳＢ１３（第 24 図、第 38 図、第 45 図　ＰＬ 5，15，21）

位　置 ： ⅩⅤ− 20・25

検　出 ： 当該地区に広域にわたる黒褐色土の落ち込みを確認し遺構等の存在を想定して精査を行った。Ｖ

− 19 を中心とした範囲に竪穴住居跡と考えられる 2 軒（SB10・SB14）相当のプランを認め、

さらにそれらの南側に複数の土坑状の遺構が重複していることが判明した。調査を進めると、そ

第１節　峯謡坂遺跡の調査
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れらの遺構と重なるようにやや方形状に広がる落ち込みラインを認めたので、それを竪穴状遺構

と想定し調査する。SB14 との切り合い関係は不明である。

規　模 ： 長軸（430cm）×短軸（420cm）、深さ− 35cm、隅丸方形か。

埋　土 ： 4 層の堆積。

構　造 ： カマドは確認できなかったが、東側ラインの南コーナーよりに焼土の集中が見られた。遺跡全

体の中で、東側カマドは 1 例も存在しないことから、カマドの残骸と考えるのは少々難しいか。

柱穴は 3 基を確認したが、いずれも南側コーナーよりであり、主柱穴の判断はつかなかった。

本跡には複数の土坑（SK106・SK128 など）や集石跡（SX9・SX10 など）が重複し、確認時に

は多くの礫が出土している。

遺物出土状況：確認時、拳大の礫が多量に出土し、その礫に混じる状態で土器破片がある。灰釉陶器の破

片類が比較的多く、床面には緑釉陶器の椀底部の破片も出土している。

遺　物 ：  第 38 図 35 は黒色土器 B 類の皿、3/4 個体。内外面ともに良好にミガキ調整されている。口径

12.1cm が測られる。No.1 の出土。36 は灰釉陶器の耳皿。Pit1 出土。37 は緑釉陶器の椀底部破

片で床面出土。被熱を受けている。38 は灰釉陶器の椀でハケ塗り手法。口唇は折縁状で、高台

は三日月形。口径 17.3cm、器高 5.5cm が測られる。Pit3 出土。39 〜 42 は灰釉陶器の長頸壷。

39 は頸部の破片で No.2 の出土。40・41 は広口の口縁部破片。42 は体部 1/2 程度の個体。 第

45 図 21 は土錘で 34.4g が量られる。

時　期 ： 床面から緑釉陶器の椀の破片が出土している。黒色土器皿 B は古代Ⅳ期以降に出現し、灰釉陶器

の耳皿は古代Ⅴ期以降に出現する傾向がある。灰釉陶器の椀類がハケ塗り手法であることと考え

合わせ、本跡は概ね古代Ⅴ期（9 世紀後半）ころと判断できるか。

SB13 出土の土器集合

第２章　発掘調査の概要



− 31 −

ＳＢ１４（第 25 図、第 39 図、第 46 図　ＰＬ 5，16，21）

位　置 ： ⅩⅤ− 19・20・24・25

検　出 ： 当該地区に広がる黒褐色土の落ち込みを確認し精査した結果、不安定ながら方形状に広がる落

ち込みラインを認め、竪穴住居跡を想定し調査に入る。本跡は多くの土坑と重複関係にあり、

SK08・SK09・SK88・SK104・SK105 に破壊される。SK08 と SK118 との切り合い関係は不明

である。

規　模 ： 長軸 650cm ×短軸 555cm、深さ− 58cm、隅丸方形。

埋　土 ： 3 層の堆積。

構　造 ： カマドは北側の壁のほぼ中央部分に確認した。袖部は粘質土で作られ、両袖部分には径 20cm 大

の礫が出土したことから、芯材が礫であった可能性は高い。また煙道の脇部分には礫が埋め込ま

れていた。燃焼部は明瞭で、火床はよく焼けており焼土と炭化物の分布が認められた。柱穴は 6

基を確認したが、Pit1 と Pit2、Pit3 が主柱穴との所見である。

遺物出土状況：埋没土中より拳大の礫が多量に出土し、その礫に混じる状態で土器破片が出土した。滑石

製の管玉は床面より出土している。

遺　物 ：第 39 図 1 〜 4 は非ロクロ土師器の坏。1 は完形に近い個体で底部はやや平底化した丸底。内外

面ともに良好にミガキ調整されている。No.18 の出土。2 〜 4 は法量の小さな類型で、底部外面

付近はヘラケズリ成形し、内外面とも良好にミガキ調整されている。3 はほぼ完全な個体で、口

径 7.8cm、器高 3.5cm が測られる。No.15・19 の接合資料。2 も 3 とほぼ同様な資料であるが、

体部の外面に稜が形成され有段となる形態。埋没土中の出土。4 は口径 5.2cm、器高 2.9cm と

小ぶりだが、底部の作出は明らかな平底。埋没土中の出土。5 と 6 は非ロクロ土師器の鉢形土

器。5 は口縁部がほぼ直行し、口径 13.8cm が測られる。No.12 の出土。6 は No.9 と埋没土の

接合資料で、口縁部は緩やかに外反し底部はやや丸底の形態。7 は土師器の甑と考えられる口縁

部破片。内外面はていねいにミガキ調整されていることから甑と考えたが、現存する形態は長

胴甕に近い。No.7 の出土。8 は土師器ハケ調整の甕、底部破片。No.22 出土。9 と 10 は須恵器

の坏蓋。9 は No.20 出土で、つまみ部がやや扁平な作り。10 はつまみ部が宝珠状で No.1 の出

土。11 は内面に小さな返しのある坏蓋の体部破片。埋没土中の出土。12 〜 15 は須恵器坏 A 類。

12 は底部回転ヘラケズリ手法で、口径 10.2cm、器高 3.7cm が測られる。No.29 出土。13 もほ

ぼ同形態で、口径 9.2cm、器高 2.8cm。14 は焼成が堅緻で口径 11.4cm が測られる。No.25 の

出土。15 は No.28 出土で、底部は切り離し後、藁状の植物質工具でナデ消し調整がある。口径

13.8cm、器高 3.8cm。同様な底部調整は図示していないが取上 No.2 の資料にも観られる。16

は須恵器坏 B 類。No.11 と No.16 の出土で、第 39 図 14 と同質の焼成である。口径 15.0cm、

器高 4.5cm が測られる。17 は須恵器のこね鉢と考えられる器種の底部破片。糸切り離し手法で、

底部径は 9.3cm。破損後に周辺部の破断面を打ち欠き成形しているように観察される。No.21 出

土。18 は須恵器の短頸壷、口縁部破片。口径 5.0cm が測られる。埋没土中の出土。19 は筒形

土器。内面には幅 1.0cm 強の輪積みの痕跡を明瞭に残し、外面はていねいにハケ・ナデ調整し

輪積み痕跡を消している。口径は 7.8cm。第 46 図 15 は凹基の無茎式鏃。黒曜石製で、ぼって

りした感じの作りである。埋没土 3 層出土。16 は黒曜石製の縦長剥片の側辺に片面より剥離加

工で刃付けを施した小形の刃器。4.5cm × 2.7cm × 8.0cm、8.7g が測られる。17 は緑色岩材

の磨製石斧、刃部破片。基部敲打成形の伐採石斧である。18 と 19 は打製石斧。ともに凝灰岩

材で基部を欠損している。18 は側辺に節理面を留め、全体をしゃもじ形に仕上げる例で床面出土。

19 は No.2 出土で刃部には明瞭な摩耗痕が観られる。20 は扁平な礫の長軸端部をタガネ状に使
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用した敲石。安山岩材で埋没土 3 層の出土。21 は大形で扁平棒状の素材を使用した敲石で一方

の端部が使用により剥落している。No.5 の出土で安山岩材。

時　期 ： 非ロクロ土師器の坏と須恵器ヘラ切り調整の坏 A 類が主体であること、内面に返しのある須恵器

坏蓋の残存があり、須恵器坏 B 類の登場が認められる点から、古代Ⅰ期の後半（7 世紀末）相当

と判断される。

ＳＢ１５（第 26 図、第 46 図）

位　置 ： ⅩⅠ B − 12・13

検　出 ： 円形または不整形に広がる土坑状の落ち込みを確認した。数多くの遺構が存在することが予想さ

れたため精査した結果、北側に直線状のプランを認めることができた。規模から竪穴状遺構の一

部と考えられたが、大半は土坑状の落ち込みと重複しているため、全体をつかむことはできなかっ

た。確認状況から竪穴住居跡であるか否かの確証は得られなかった。

規　模 ： 長軸（485cm）×短軸（420cm）、深さ− 8cm、形状不明。

埋　土 ： 2 層の堆積。

構　造 ： カマドは確認できなかった。本跡の北西部コーナーよりに固結した焼土を検出、同様な焼土塊は

南側の土坑密集域にも確認できた。床面は不明瞭で確定できなかった。調査所見では SK211・

SK216・SK217 が本跡の主柱穴と推定するが、遺構の全体像が定まらず、SK として提示する。

遺物出土状況：埋没土がほとんど遺存しておらず、複数の土坑との重複を考えると、本跡に伴う遺物の特

定も難しい状況であった。

遺　物 ： 埋没土中ではあるが、黒色土器 A 類そして B 類の出土がある。第 46 図 22 は扁平片刃石斧の刃

部破片。玄武岩材か ?

時　期 ： 不 明。出土遺物から、黒色土器 B 類の出現する古代Ⅳ期（9 世紀前半）以降の可能性がある。

ＳＢ１６（第 24 図　ＰＬ 5）

位　置 ： ⅩⅠ B − 12

SB14 出土の土器集合
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検　出 ： 当該地区に広がる黒褐色土の落ち込みを確認し精査した結果、調査区西端にて方形状を予想させ

る落ち込みの一部を確認した。落ち込みの大半は調査区外に伸びており、遺構の性格をつかみが

たいが、予想される形状とその規模から竪穴住居跡を想定して調査を行う。

規　模 ： 長軸（345cm）×短軸（125cm）、深さ− 35cm、形状不明。

埋　土 ： 4 層の堆積。

構　造 ： カマド、周溝、柱穴等は確認できなかった。床面は地山を掘り込んでいる。

遺　物 ：出土遺物はほとんどない。

時　期 ： 不 明。

ＳＢ１７（第 26 図、第 39 図、第 46 図　ＰＬ 5，16）

位　置 ： ⅩⅤ− 17・18

検　出 ： 現耕作にともなう破壊が著しいが、かろうじて北側半分程度が残っていた。黒褐色土の落ち込み

の形状が不整形であるが、大きさから竪穴状の遺構と判断し調査を行った。埋没土の調査中に土

壙墓を 1 基（SM16）確認した。

規　模 ： 長軸（570cm）×短軸（305cm）、深さ− 30cm、形状不明。

埋　土 ： 5 層の堆積。

構　造 ： カマドは確認できなかったが、焼土の塊を 2 か所で確認できた。埋没土中には径 20 〜 30cm 大の

礫が集中して出土。周溝及び柱穴は確認できなかった。床面は不明瞭で硬化面等は確認できていない。

遺物出土状況：本跡の北西コーナー部分に土器破片が集中して出土した。

遺　物 ： 第 39 図 20・21 は黒色土器 A 類の坏。いずれも底部径は小さく、糸切り離し手法である。20

は No.1 出土で、21 は No.2 出土。22・23 は埋没土出土の土師器坏、1/2 程度の破損個体。22

は口径 12.6cm、器高 4.2cm が測られる。内外面に赤彩状の付着がある。23 は口径 8.8cm、器

高 2.2cm が測られ、やや後出的な土師器か。24 〜 26 は灰釉陶器。24 は椀形で口径 13.6cm、

ハケ塗り。25 は皿の口縁部破片。口径 13.2cm、26 は底部の破片。第 46 図 23 は手持ち砥石。

凝灰岩材で中央部分は使用減りしている。No.17 の出土。

時　期 ： 黒色土器 A 類の坏を中心とし、埋没土中ながら土師器の坏及び灰釉陶器の出土がある。時期決定

のできる資料は少ないが、概ね古代Ⅴ期前後（9 世紀後半）ころと考えられるか。

ＳＢ１８（第 27 図、第 39 図、第 45 図　ＰＬ 5，16，21）

位　置 ： ⅩＶ− 16

検　出 ： 調査区北よりの当該地区は遺構分布が疎となる。不整形に広がる落ち込みが２か所で確認でき、

それぞれ落ち込みの規模が大きく、東側を SB17、西側を SB18 と仮称し調査に入る。形状から

竪穴状遺構と考えたが南及び西側の大半は削平されており、全体はつかめていない。

規　模 ： 長軸（260cm）×短軸（210cm）、深さ− 6.5cm、形状不明。

埋　土 ： 黒褐色土の単純堆積。

構　造 ： カマドは確認できなかったが、本跡の東側の壁付近に焼土の塊を確認した。袖・煙道等は認めら

れなかった。柱穴は６基確認しているが、その用途は不明である。Pit2 は埋没土中に本跡より

古いと考えられる遺物があり、別の遺構である可能性も考えられる。床面は不明瞭であった。ま

た礫を配列したような遺構を確認しており、所見では土壙墓の可能性が指摘されている。

出土状況：埋没土中で、礫とまじりあって土器破片が出土した。

遺　物 ： 第 39 図 27 〜 29 は黒色土器 A 類の椀。27 は口径 11.0cm、器高 5.1cm が測られる。内面はて

いねいにミガキ調整されている。口縁部外面に煤あるいはタール状の付着物があり、底部の高
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台内には刻書「一」がある。No.10 の出土。28 と 29 は内面に暗紋のある椀。28 は独鈷状の

模様を 2 つ重ねたような暗紋である。底部破片で No.1・2・4・5 の接合個体。29 も 28 同様

な暗紋を持ち、口径 14.6cm、器高 6.0cm が測られる大形品。No.26・28 ほかの接合例。30 か

ら 40 は土師器坏類。30 は口径 9.2cm、器高 2.5cm が測られる完形個体で No.17 出土。31 は

口径 9.1cm、器高 2.1cm の完形個体で Pit1 の No.5 出土。32 は口径 9.4cm、器高 3.0cm が測

られる完形個体で Pit1 の No.3 出土。33 は口径 9.8cm、器高 3.1cm の完形個体で No.15 の出

土。34 は口径 10.0cm、器高 2.8cm を推定する 1/5 個体で No.14 出土。35 は口径 10.2cm、器

高 3.1cm を推定する 1/2 個体で埋没土中の出土。胎土・焼成ともほか資料と異質であり、別時

期もしくは別遺構からの混入の可能性もある。36 は口径 9.9cm、器高 2.5cm が測られる 2/3 個

体で No.18 と No.20 の接合資料。37 は口径 9.9cm が測られ、胴下半を欠失する例で埋没土出

土。38 は口径 10.2cm、器高 3.0cm が測られる完形個体で No.11 の出土。39 は口径 10.2cm、

器高 3.0cm が測られる 1/2 個体で No.21 と埋没土の接合資料。40 は口径 11.7cm、器高 3.6cm

の完形個体で No.4 の出土。41 は埋没土出土の灰釉陶器の椀、口縁部の破片。つけ掛け手法で、

口径 17.0cm が測られる。42 と 43 は土師器の盤 B 類。42 は口径 10.9cm、器高 3.4cm が測ら

れるほぼ完全な個体。No.18 と埋没土の接合資料。43 は口径 8.5cm、器高 3.2cm の完形個体。

No.12 の出土。44 は土師器の羽釜口縁部破片。羽状の掛け部より下位で口縁部を接合した製作

法で口径 18.0cm が測られる。No.19 の出土。45 はロクロ成形の甕、口縁部破片。Pit2 出土。

46 はロクロ成形の小型甕、口縁部破片。No.25 の出土。47 は瓦の小破片。平瓦の破片と考えら

れ、外側には明瞭な布目が観られる。第 45 図 22 は土錘で片方の端部を欠失している。

時　期 ： 土師器の坏類に、口径 9.0cm 〜 9.5cm、器高 2.0cm 〜 2.5cm が測られる形態（A Ⅲ類）が出現し、

坏 A Ⅱ類との法量分化が始まる特徴がある。また 1 点ではあるが羽釜が出土し、その出現期を

加味して古代Ⅶ期（10 世紀後半）以降と判断できる。

ＳＢ１９（第 23 図、第 39 図　ＰＬ 4）

位　置 ： ⅩⅤ− 17・18・22・23

検　出 ： SB12 の確認時に、これと重複する竪穴住居跡の存在を確認した。精査の結果、全体のプランを

つかむことはできたが、本跡の大半は SB12 に破壊されていた。

規　模 ： 長軸（515cm）×短軸（110cm）、深さ− 7cm、隅丸方形か。

埋　土 ： 黒色土の単純堆積。

構　造 ： ほとんど残存部分がなく不明。SB12 と同じ軸線で構築されていた可能性があり、時間差はあま

りないとの所見がある。床面は砂礫層の地山を平坦に加工し利用している。

遺　物 ：ほとんど出土していない。第 39 図 48 は須恵器の坏、口縁部破片。No.2 出土。

時　期 ： 切り合い関係から SB12 よりは古いと判断できる。

ＳＢ２０（第 27 図、第 39 図　ＰＬ 5）

位　置 ： ⅩⅠ B − 06・07、11・12

検　出 ： 当該地区に広がる黒褐色土の落ち込みを確認し、精査した結果、調査区西端にてコーナーがあり

方形状を予想させる SB16 とほぼ同様な落ち込みを確認した。落ち込みの大半は調査区外に伸び

ており、遺構の性格をつかみがたいが、予想される形状から竪穴状遺構を想定し調査に入る。

規　模 ： 長軸（500cm）×短軸（155cm）、深さ− 20cm、形状不明。

埋　土 ： 黒褐色土の単純堆積。

構　造 ： カマド、周溝、柱穴等は確認できなかった。床面は地山を掘り込んでいる。
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遺　物 ： 出土遺物はほとんどない。第 39 図 49 は灰釉陶器の小皿、1/2 個体。No.1 の出土。

時　期 ： 不 明。図示した資料のほかに、埋没土中より須恵器坏の破片 2 点と土師器の甕破片が 1 点出土

している。灰釉陶器の出現する古代Ⅳ期（9 世紀前半）以後か。

ＳＢ２１（第 28 図、第 29 図、第 40 図　ＰＬ 6，17）

位　置 ： ⅩＵ− 19・20・24・25

検　出 ： 当該地区に広がる黒褐色土の落ち込みを確認し、その北側を精査した結果、幅 10m にわたり、

さらなる黒色土の落ち込みを確認した。複数の遺構が重複していることが予想されたため精査し

たところ、方形状に広がる竪穴住居跡と考えられるプランを 2 軒（SB22 及び SB27）確認する。

その北東側にも不明瞭ながら、さらにもう 1 軒を調査中に確認し、それを SB21 として調査する。

規　模 ： 長軸（150cm）×短軸 475cm、深さ− 38cm、N49°E、隅丸方形か。

埋　土 ： 黒色土の単純堆積。

構　造 ： SM05 の土層断面観察から本跡が SB22 を破壊していたと結論づけた。調査は SB22 と同時に掘

り進め、当初 SB22 が本跡を破壊していたと誤認したため、本跡の南側の大部分はプランをつか

むことはできずに掘り下げてしまった。結果、北東側の辺とカマドのみを記録した。カマドは地

山の削り出しによる袖部と焼土の堆積した状況の燃焼部を確認した。燃焼部には拳大の礫と土器

破片が散乱していた。

遺　物 ：第 40 図 1 〜 6 は土師器の坏 A 類で底部回転糸切り離し手法。1 は口径 11.6cm、器高 3.6cm が

測られる完形個体で No.9 の出土。2 は口径 12.2cm が測られるほぼ完形の個体で口縁端部を横

ナデ強調した作り。No.33 の出土。3 も 2 とほぼ同形態で No.30 の出土。4 は口径 12.6cm が測

られる 2/3 程度の個体で No.25 出土。5 は口径 12.5cm、器高 3.7cm、良質な胎土と焼成良好

な例でカマドの出土。6 は口径 11.6cm が測られる No.18 出土資料。7 〜 15 は黒色土器 A 類の

坏。7 は口径 12.3cm が測られるほぼ完全な個体で No.2 出土。8 は口径 12.2cm、器高 3.9cm、

底部径 5.0cm。8 と 11 及び 14 とも内面に「大」の字状の暗紋がある。11 は口径 12.1cm、器

高 4.1cm が測られる例で、カマド出土例。14 は口径 13.0cm、器高 4.6cm で No.31 出土。9 は

口径 16.6cm、器高 5.5cm が測られる大形のタイプで底部回転ヘラケズリ。内面には放射状の暗

紋がある。10 は口径 12.4cm が測られ、内面にはぐるぐる模様の暗紋がある。12 と 13 は内面

に「※」状の暗紋がある。12 は No.26 出土、13 は No.5 出土。15 は内面に刻書のある底部破片。

埋没土出土。16 は黒色土器 A 類の椀。口径 12.4cm が測られ、高台は厚くぼってりした作りで

ある。No.29 の出土。17 は口径 16.2cm、器高 6.7cm が測られる大形の深椀で、外面には墨書「□」

（判読不能）がある。内面は放射状のていねいなミガキ調整がなされている。18 〜 20 は土師器

の椀。18 は口径 12.4cm、器高 4.8cm が測られる小椀、3/4 個体。内外面ともていねいにミガ

キ調整された優品で No.24 出土。19 は口径 14.6cm、器高 5.9cm が測られる。高台のつくりはしっ

かりと作られ、黒色土器の形態である。No.7 の出土。20 は口径 14.3cm、器高 5.2cm で No.6

の出土。胎土や焼成は洗練された作りである。21 は黒色土器 B 類の小壷。埋没土中の出土。22

は須恵器の短頸壷、胴上半の破片。取手は 4 箇所に貼りつけられている。No.12・15・34・35

の接合個体。23 と 24 は灰釉陶器。23 は大形の蓋で体部外面は 2/3 程度を回転ケズリ調整しい

ている。つまみ部は扁平で No.10 の出土。24 は椀の底部破片。三日月形の高台。No.27 の出土。

時　期 ： 土師器の坏及び椀が一定程度あるが、量的に黒色土器を凌駕するものではない。黒色土器 A 類は

坏及び椀があり、ミガキ調整は暗紋様に残る程度のものが中心で、内面の黒色処理が抜けた例も

加わる。須恵器は埋没土内からごく微量に出土しているに留まる。以上の要素から、本跡は古代

Ⅴ期の後半ないしはⅥ期（9 世紀末〜 10 世紀前半）に相当するか。

第１節　峯謡坂遺跡の調査
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ＳＢ２２（第 28 図、第 40 図　ＰＬ 6，17）

位　置 ： ⅩＵ− 19・20・24・25

検　出 ： 当該地区に幅 10m ほどに広がる黒褐色土の落ち込みを確認し、複数の遺構が重複することを予

想し精査。その結果、方形状に広がる竪穴住居跡と考えられるプランを 2 軒確認し、本跡とそ

れを破壊する 1 軒を SB27 として調査した。

規　模 ： 長軸（760cm）×短軸（565cm）、深さ− 40cm、隅丸方形か。

埋　土 ： 黒色土の単純堆積。

構　造 ： カマドは確認できなかったが、南東部分に焼土と炭化物の分布する範囲を確認した。柱穴は 3 基

（Pit1 〜 3）を確認し、それらが本跡の主柱穴と考えられる。床面は地山を利用した平坦面である。

遺物出土状況：埋没土中に多量の土器小破片が含まれていた。

遺　物 ： 第 40 図 25 〜 28 は黒色土器 A 類の坏。25 は口径 15.1cm、器高 5.4cm が測られる。底部は回

転糸切り離し手法。埋没土中の出土。26 と 27 は 25 とほぼ同形態で、27 には内面に放射状の

暗紋がある。いずれも埋没土出土。28 は外面に墨書「□」が確認できるが、破片資料のため判

読はできない。29 は黒色土器 A 類の椀。外面に刻書がある。刻書「□」は文字と考えられるが

判読はできない。1/3 程度の個体で高台は欠損している。30 〜 35 は灰釉陶器。30 はハケ塗り

手法の段皿。31 は椀の底部破片、32 は小椀の底部破片でいずれも三日月形の高台。33 は壷の

肩部小破片。内面には朱墨痕がある。34 は長頸壷の頸部破片で No.2 の出土。35 は長頸壷の底

部、34 と同一の個体か。36 は緑釉陶器、稜椀の体部破片。埋没土中の出土。37 は灰釉陶器の壷、

体部破片。

時　期 ： 黒色土器 A 類の椀と坏、これに灰釉陶器の椀や皿が伴う点から、古代Ⅳ期（9 世紀代）の様相で

ある。SB21（Ⅴ期相当）及び SB27（Ⅳ期末）に破壊されることから、Ⅳ期の前半（9 世紀前半）

ころに該当するか。

SB21 出土の土器集合

第２章　発掘調査の概要
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ＳＢ２３（第 30 図　ＰＬ 6）

位　置 ： ⅩＵ− 25、Ｖ− 21

検　出 ： 当該地区に幅 10m ほどに広がる黒褐色土の落ち込みを確認した。確認当初、自然流路（SD02）

の埋没土として調査を進めたが、B − 01 側にて直線的な落ち込みラインを確認したため、別な

遺構の存在を予想し精査する。結果、確認した直線的な落ち込みラインよりも、さらに西側にも

う一つの落ち込みラインを認めた。この落ち込みは自然流路（SD02）の埋没土 1 層とは区別で

きる土層であり、全体の形状は不明瞭ながら、その規模から竪穴状遺構を推定し調査する。本跡

を SB23 と仮称し、西側の遺構を SB24 とした。埋没土 1 層（SB23 の埋没土）の有無から、本

跡が SB24 を破壊すると判断した。

規　模 ： 長軸（720cm）×短軸（150cm）、深さ− 43cm、隅丸方形か。

埋　土 ： 4 層の堆積。

構　造 ： カマド、柱穴、周溝等の施設は確認できなかった。床面も不明瞭である。

遺物出土状況：埋没土中に多量の土器小破片が含まれていた。

遺　物 ：図示できる程度の資料はない。

時　期 ： 埋没土中より黒色土器 A 類の坏や B 類の椀の破片が出土し、これに須恵器坏や甕破片が伴出し

ている。また調査所見では、SB24 と SB25 を破壊して構築していると判断しており、少なくと

も古代Ⅴ期（9 世紀後半）以後の可能性が高い。

ＳＢ２４（第 30 図、第 41 図　ＰＬ 6，18）

位　置 ： ⅩＵ− 25、Ｖ− 21、Ａ− 05、Ｂ− 01

検　出 ： 当該地区にて幅 10m ほどに広がる黒褐色土の落ち込みを確認した。自然流路（SD02）の埋没土

として調査を進めたが、B − 01 側にて竪穴状遺構と考えられる SB23 を検出、さらに西側にもう

一つの落ち込みラインを認めた。全体の形状は不明瞭ながら、その規模から竪穴状遺構を推定し

SB22 出土の土器集合

第１節　峯謡坂遺跡の調査
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SB24 として調査した。SB23 の埋没土は自然流路（SD02）の埋没土 1 層であり、平面プランで

確認した本跡には、この 1 層が堆積していないことから、SB23 により破壊されていたと推定した。

規　模 ： 長軸（495cm）×短軸（250cm）、深さ− 18cm、N66°E、隅丸方形か。

埋　土 ： 黒褐色土の単純堆積。

構　造 ： カマドは東側の壁よりに認められた。壁に被熱痕跡があり固結した焼土の堆積がある。火床の直

上には、焼土と炭の混合した層が堆積しており、火床周辺部にはカマド袖部の芯材と考えられる

礫が散在して出土した。煙道部分は SB23 に破壊されたものと考えられる。柱穴、周溝は確認で

きなかったが、所見では SK243 及び SK246 が本跡に伴う可能性を示唆する。床面は地山面をそ

のまま使用したと考えられる。

遺物出土状況：埋没土中に多量の土器小破片が含まれていた。

遺　物 ：第 41 図 1 は黒色土器 A 類の椀。1/2 個体で、口径 12.8cm、器高 5.1cm が測られる。カマド

内の出土。2 と 3 は黒色土器 B 類。2 は坏 A 類の底部破片で埋没土の出土。3 は椀の 2/3 個体。

口径 10.0cm、器高 4.2cm が測られる小椀。埋没土出土。4 は土師器の鉢形土器。口径 28.2cm

の大形例で口縁部内面に鋸歯文が一周している。

時　期 ： 時期決定の根拠は希薄であるが、カマドから黒色土器 A 類の椀が出土していることから、それの

出現する古代Ⅳ期（9 世紀代）以降と考えられる。埋没土中から出土した黒色土器 B 類の小椀を

積極的に評価すれば、その組成が明瞭となるⅤ期（9 世紀後半）前後が妥当となるか。遺構の重

複関係から、SB23 に破壊されると判断できる。

ＳＢ２５（第 30 図、第 41 図　ＰＬ 6，18）

位　置 ： Ⅹ V − 25

検　出 ： SB23 及び SB24 の調査中に、これら 2 軒と色調の違う落ち込み土を確認した。確認状況から竪

穴状遺構を想定し調査する。土層断面の観察から SB24 の北側プランが垂直に立ち上がるように

認められ、SB24 に本跡は破壊されると判断した。SB23 と SB24 の切り合いの判断と同様に、自

然流路（SD02）の埋没土が SB23・SB24・SB25 に同一に認められたことから、本跡も SB23 に

破壊されていたものと判断したが、切り合い関係は不明である。

規　模 ： 長軸（360cm）×短軸（185cm）、深さ− 14cm、N11°E。

埋　土 ： 確認時、埋没土は確認できなかったので不明。

構　造 ： カマドは袖と火床を確認したことから、北側の壁に付設されたものと考えられる。ただし本跡の

全体プランが不明瞭であることから、北壁での位置については不明。やや東よりか？柱穴、周溝

は確認できず、床面も不明瞭。

遺物出土状況：埋没土中より土器小破片が出土した。

遺　物 ： 第 41 図 5 は黒色土器 A 類の坏 1/2 個体。内面良好にミガキ調整されるが黒色処理は脱色してい

る。口径 13.6cm が測られ No.2 の出土。6 と 7 は須恵器坏蓋。6 は No.23 出土の完形個体。つ

まみ部は扁平で体部外面は 1/2 程度をケズリ調整する。返しは厚く内傾し全体に焼成時の変形

が認められる。7 は No.24 出土のほぼ完全な個体。つまみ部は扁平で体部外面のケズリ調整は

1/3 程度である。8 は灰釉陶器の椀底部破片。高台は高く残存部から推定するとハケ塗り手法か。

No.1 の出土。9 は灰釉陶器の小椀 2/3 個体。表面の劣化が著しいが、つけ掛け手法と観られるか。

No.26 出土。10 は土師器ロクロ成形の甕、口縁部の破片。カマドの出土で No.39。11 は体部下

半をケズリ成形し、上半部をミガキ調整する甕で 1/2 個体。No.28・30・33 出土の接合個体。

時　期 ： 須恵器の坏蓋と灰釉陶器の存在から、古代Ⅳ期（9 世紀代）ころと考えられるか。ただし第 41 図

9 が大原 1 号窯以降だとすれば古代Ⅴ期以後の遺物も含まれ、所属時期が若干下ることになるか。

第２章　発掘調査の概要
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ＳＢ２６（第 30 図、第 41 図　ＰＬ 6，18）

位　置 ： ⅩＵ− 25

検　出：当該地区に広がる黒褐色土の落ち込みを確認し、埋没土の調査中に 30cm 〜 40cm ほどの礫集中

と固結した焼土、炭化物の分布範囲を確認した。状況から竪穴住居跡のカマドの可能性が高いと

判断できたが、時すでに遅く、全体像を把握することはできかった。結果、カマド想定部分のみ

の記録保存となった。

規　模 ： 不 明。 埋　土：不 明。

構　造 ： カマド部分は焼土塊と炭化物の分布があり、焼土塊には支脚石が原位置のまま出土した。大形の

礫はカマド袖部の芯材と考えられる。

遺物出土状況：カマド周辺から出土した土器破片を本跡に所属する土器と判定した。緑釉陶器破片、金属

製品の出土がある。

遺　物 ： 第 41 図 12 は土師器の坏。口径 13.6cm、器高 4.0cm が測られる。No.4 の出土。13 は土師器

の甕口縁部破片で、内外面ともていねいにナデ調整されている。埋没土中の出土。14 は口縁部

を横ナデ手法で調整し、体部下半は斜め方向のケズリ成形で仕上げられる、ほぼ完全な形になる

甕。No.1 〜 3・8・13 の接合個体。

時　期 ： 土師器坏類の出現があるが、黒色土器 A 類の比率が高く、また須恵器坏類破片も少なくないなど

の傾向から、古代Ⅴ期（9 世紀後半）ころの可能性が高い。

ＳＢ２７（第 28 図、第 41 図　ＰＬ 6，18）

位　置 ： ⅩＵ− 24

検　出 ： 当該地区に幅 10m ほどに広がる黒褐色土の落ち込みを確認し、複数の遺構が重複することを

予想し精査する。その結果、方形状に広がる竪穴住居跡と考えられるプランを 2 軒（SB21・

SB22）確認した。SB22 はさらに別の遺構と重複関係にあり、落ち込みの形状が方形状であった

ことから、それに竪穴住居跡を想定し調査した。本跡が SB22 を破壊する。

規　模 ： 長軸（305cm）×短軸（295cm）、深さ− 25cm、N64.5°E、隅丸方形か。

埋　土 ： 黒色土の単純堆積。

構　造 ： カマドは北東側にその残骸と思われる固結した焼土塊と炭化物の分布を確認した。床面は地山を

利用した平坦面であり、直上に炭化物の分布が濃密に認められたが、炭化材は確認できなかった。

土坑状の柱穴が 1 基確認でき、埋没土内から黒色土器の坏類 2 点、須恵器坏 1 点、須恵器壷 1

点がほぼ完形で出土した。壷内からは微細な骨片が出土し、カエル等小動物の骨と鑑定されている。

遺物出土状況：カマド周辺及び床面近くから、土器破片が比較的多く出土した。

遺　物 ：第 41 図 15 〜 18 は黒色土器 A 類の椀。15 は内面黒色処理が脱色した資料で、縦方向のミガキ

調整が顕著に認められる。口径 12.0cm、器高 3.9cm、カマド No.9 の出土。16・17 も 15 とほ

ぼ同法量。16 は埋没土中の出土で、17 は Pit1 の No.3 出土の完形品。18 は口径 12.4cm、器高

4.6cm が測られる完形品で、内面は良好にミガキ調整されている。Pit1No.1 の出土。19 は黒色

土器 A 類の皿、完形品でカマド No.11 出土。口径 12.4cm、器高 3.3cm が測られる。20 は軟質

の須恵器坏 A 類の完形個体。Pit1 の No.4 出土で、17・18 と共伴。外面に墨書「□」があるが

判読できない。21 と 22 は灰釉陶器。21 はハケ塗り手法で仕上げられた椀で 1/3 程度の破損個

体。口径 15.6cm、器高 5.6cm が測られる。カマド No.8 の出土。22 は段皿でハケ塗り手法。口

径 17.6cm、器高 2.2cm が測られる。埋没土内出土。23 と 24 は須恵器の短頸壷。23 は口唇部

をつまみあげ状に作り出す。カマド No.13 の出土。24 は口径 11.7cm、器高 24.6cm が測られ

る大形例。Pit1 の No.2 出土の完形個体。

第１節　峯謡坂遺跡の調査
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時　期 ： 食膳具には黒色土器 A 類の椀と皿が主体を占め、須恵器をほとんど伴わない。20 の須恵器坏 A

類は軟質例である。灰釉陶器にはハケ塗り手法の椀と段皿がある。これらの特徴から、古代Ⅳ期（9

世紀代）と考えられるが、黒色土器の製作手法に土師器的な要素が認められることから、Ⅳ期終

末からⅤ期（9 世紀終末）に近いのか。

②掘立柱建物跡（ＳＴ）

ＳＴ０１（第 31 図、第 41 図　ＰＬ 6，18）

位　置 ： ⅩⅠ B − 01・02

検　出 ： 砂礫まじりの黄褐色土上面にて、黒色土の落ち込みを確認する。

規　模 ： 長軸（305cm）×短軸（295cm）、深さ− 25cm、N64.5°E、隅丸方形か。

埋　土 ： 黒色土の単純堆積。

構　造 ： 2 間× 3 間。

遺　物 ： 第 41 図 25 は須恵器坏 A 類の底部破片。底部糸切り離し手法による。底部径は 7.0cm が測られる。

Pit2 埋没土内出土。26 は灰釉陶器の皿、底部破片と考えられる。部分的な観察であるが、ハケ

塗り手法と観られる。Pit10 出土。

時　期 ： 不 明。本跡と他の遺構との位置関係から古代Ⅰ期相当か。

③土　坑（ＳＫ）

ＳＫ０４（第 13 図、第 41 図　ＰＬ 18）

位　置 ： ⅩⅠ B − 04

規　模 ： 平面形態はぼ円形。径 20cm、深さ− 24cm。

構　造 ： 断面は砲弾形。

埋　土 ： 黒褐色砂質粘土の単純堆積。

遺　物 ： 第 41 図 27 は埋没土の中位から出土した土師器の椀。体部外面にはロクロ成形痕を明瞭に留める。

SB27 出土の土器集合
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口径 14.0cm、器高 6.0cm が測られる。

時　期 ： 古代Ⅳ期以降

ＳＫ０８（第 14 図、第 42 図、第 48 図　ＰＬ 19）

位　置 ： ⅩⅤ− 19・24

規　模 ： 平面形態はやや不整形な楕円形。長軸 2m74cm ×短軸 1m50cm、深さ− 14cm。

構　造 ： 断面は浅いタライ状。

埋　土 ： 1 層は黒褐色土。2 層は焼土まじりの暗褐色の細粒砂質土。

遺　物 ： 第 42 図１は灰釉陶器の長頸壷の胴部破片。2 は四耳壷の胴部上半の破片。ともに埋没土中の出土。

第 48 図 5 は鉄製の槌あるいは斧か？長さ 27.4cm、重さ 3540g。6 〜 8 は頭部折り曲げ式の鉄釘。

9 と 10 は鉄製の曲板で 4 箇所に留め穴がある。9 は No.4 出土で 26.9g、10 は No.3 の出土で

40.7g が量られる。

時　期 ： 古代Ⅳ期以降か。

ＳＫ０９（第 14 図、第 32 図、第 42 図、第 47 図　ＰＬ 7，19）

位　置 ： ⅩⅤ− 19・20

規　模 ： 平面形態は円形。長軸１m50cm ×短軸１m40cm、深さ− 60cm。

埋　土 ： 黒褐色砂質土を基調とする 3 層の堆積。

構　造 ： 断面はタライ状。検出時に拳大の礫が集中して出土。

遺物出土状況：埋没土上層にて拳大から径 20cm 大の礫とともに土器片が出土した。

遺　物 ： 第 42 図 3 は須恵器の甕形土器。大形品の口縁部破片で No.4・10・32 〜 35 の接合例。第 47

図 1 は加工痕のある剥片。表裏面に平坦剥離を施し石鏃または石錐を製作するものと考えられる。

黒曜石製。

時　期 ： 古代か。

ＳＫ１０（第 10 図、第 32 図、第 42 図、第 48 図　ＰＬ 7，19）

位　置 ： ⅩⅤ− 14・15

規　模 ： 平面形態は円形。長軸 1m70cm ×短軸１m40cm、深さ− 1m60cm。

埋　土 ： 黒褐色粘質土を基調とする 4 層の堆積。

構　造 ： 断面はロウト状。埋没土下層の 4 層を中心に土器が出土した。

遺　物 ： 第 42 図 4 〜 6 は須恵器の坏 A 類。4 は口径 13.0cm、器高 4.0cm が測られ糸切り離し手法で

No.9 の出土。5 は No.24 出土の完形例で外面にはロクロ成形痕を明瞭に留める。口径 14.0cm、

器高 4.0cm、底部内径 6.5cm が測られる。6 は軟質で No.3 の出土。1/2 個体。7 〜 9 は須恵器

の坏 B 類。7 は小型品で埋没土上層（1 〜 2 層）の出土。8 は No.19 出土で、口径 15.0cm が測

られる。9 は No.2 の出土資料で、口径 15.0cm、器高 6.0cm が測られる。10 〜 15 は黒色土器

A 類の坏。10 は No.6 出土で口径 12.0cm が測られる。11 は口径 13.0cm、器高 3.0cm が測ら

れる皿形に近い坏。No.23 の出土。12 と 13 も 11 と同様な個体である。12 は No.13 と No.16

の接合資料で、13 は No.18 の出土。14 は口径 17.0cm の大形で深身の坏、No.22 の出土。15

も 14 と同様な資料で 1/2 個体。16 と 17 は黒色土器 B 類。16 は小椀で、17 は皿である。18

は須恵器の鉢。埋没土下層出土。19 は黒色土器 A 類の坏蓋。外面は 1/2 程度ケズリ成形し、内

面はていねいにミガキ調整されている。かえし部はやや直。埋没土下層（4 層）の出土。20 は

19 と同様な作りの黒色土器 A 類の蓋で口径 26.0cm が測られる。埋没土下層（4 層）の出土。

21 と 22 は土師器の小甕。21 はロクロ成形痕を留める例で 4 層の出土。22 はカキメ調整の甕

第１節　峯謡坂遺跡の調査
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で No.13 の出土。23 と 24 は土師器の高盤で口縁部と脚部の破片。25 と 26 は須恵器長頸壷。

25 は No.1、26 は 4 層の出土。27 は灰釉陶器の短頸壷、大形の個体で口縁部の破片。埋没土下

層（4 層）の出土。第 48 図 11 は鉄釘であろうか。

時　期 ： 黒色土器 A 類の坏が主体で、これに須恵器坏類が共伴する事例。黒色土器 B 類の椀や皿が登場

している点から古代Ⅳ期（9 世紀前半代）と判断できるか。

ＳＫ３５（第 10 図、第 43 図、第 47 図　ＰＬ 7，19，22）

位　置 ： ⅩⅤ− 15

規　模 ： 平面形態は円形。長軸 1m80cm ×短軸１m70cm、深さ− 70cm。

構　造 ： 断面はロウト状。調査所見では井戸跡とするが、遺構の性格認定の根拠は薄い。

遺　物 ： 第 43 図 1 と 2 は軟質須恵器の坏 A 類。1 は口径 13.0cm、器高 4.0cm が測られ、糸切り離し

手法で埋没土中の出土。2 は 1 とほぼ同様な製作手法で作られた坏の口縁部破片。破損し全体

は不明だが、体部外面に「山」の字の墨書がある。3 は土師器坏 A 類の 1/3 程度の個体。口径

11.0cm、器高 2.5cm が測られる。非常に硬質な焼成である。4 は土師器盤の脚部破片。5 は四

耳壷の体部。No.1 の出土。第 47 図 2 は黒曜石製で両極剥離痕のある剥片。3 は黒曜石製の石核。

表裏に自然面が残り、表面に数回の剥離痕がある。8.5g が量られる。

時　期 ： 軟質の須恵器坏が残存し、土師器の坏、そして盤の存在から古代Ⅴ期（9世紀後半）と考えられるか。

ＳＫ３７（第 10 図、第 32 図、第 43 図　ＰＬ 7，20）

位　置 ： ⅩⅤ− 14・19

規　模 ： 平面形態は不整形。長軸 1m10cm ×短軸 90cm、深さ− 57cm。

埋　土 ： 暗褐色の砂質土を基調とする 1 層の単純堆積。埋没土中には小礫が混じる。

構　造 ： 断面はタライ状でやや不整形。埋没土上を中心に土器が集中して出土した。

遺　物 ： 第 43 図 6 〜 12 は土師器の坏 A 類。6 は口径 9.0cm、器高 3.0cm、底部径 4.0cm が測られ、糸

切り離し手法で No.4 の出土。7 は口径 10.0cm、器高 2.7cm、底部径 5.0cm が測られ No.8 の出

土。8 も 7 とほぼ同様な法量の例で No.3 の出土。9 は 6 とほぼ同形態の例で No.6 の出土。10

〜 12 は 7 とほぼ同形態の完形個体。10 は No.10、11 は No.2、12 は No.11 の出土。13 と 14

は土師器の盤で、ともにほぼ完形の個体。13 は口径 13.0cm、器高 6.0cm、高台高 1.7cm が測

SK10 出土の土器集合
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られる。口縁部は外側に強く開く形態で外面にはロクロ成形痕を留める。No.1 出土。14 も 13

とほぼ同形態の No.9 出土。

時　期 ： 口径 10.0cm 程度の土師器坏 A 類に主体があり、これに土師器の盤が伴う。黒色土器 A 類の破

片がわずかに加わり、土師器羽釜と観られる胴部の小破片が埋没土中にある。古代Ⅵ期の末（10

世紀後半）〜Ⅶ期（10 世紀末）と考えられるか。

ＳＫ３９（第 10 図、第 43 図）

位　置 ： ⅩⅤ− 14

規　模 ： 平面形態は円形。長軸 1m30cm ×短軸 96cm、深さ− 10cm。

構　造 ： 断面は浅いタライ状。

遺物出土状況：埋没土中より拳大の礫少量とともに土器片が出土。

遺　物 ： 第 43 図 15 は口径 13.0cm、器高 3.8cm が測られる土師器の坏で、埋没土中の出土。

時　期 ： 埋没土の資料のみが存在し、図示した土師器の坏と黒色土器 A 類の坏口縁部破片は、ともに古代

Ⅴ期（9 世紀後半代）の所産と考えられる。本土坑は、それ以降の構築となろうか。

ＳＫ４３（第 10 図、第 43 図　ＰＬ 7）

位　置 ： ⅩⅤ− 14

規　模 ： 平面形態は円形。長軸 1m70cm ×短軸 1m5cm、深さ− 24cm。

構　造 ： 断面は浅いタライ状。

遺物出土状況：検出時に拳大から径 20cm 大の礫が多量に出土し、これに混じり土器片が出土。

遺　物 ： 第 43 図 16 は口径 10.0cm、器高 3.0cm、底部径 4.0cm が測られる土師器の坏。胎土中には赤

褐色の粒子を中量程度混入する。埋没土中の出土。

時　期 ： 埋没土の資料を中心とし、土師器の椀（取上 No.2）、盤（取上 No.1）、坏（取上 No.4）の出土がある。

それらは古代Ⅴ期（9 世紀後半代）の所産と考えられ、構築はそれ以後となるか。

ＳＫ７４（第９図、第 33 図、第 43 図　ＰＬ 8，20）

位　置 ： ⅩⅤ− 18

規　模 ： 平面形態は円形。長軸 52cm ×短軸 45cm、深さ− 27cm。

構　造 ： 断面はロウト状で遺構検出時に長頸壷を確認した。

遺　物 ： 第 43 図 17 は須恵器の長頸壷の胴部で、検出時にすでに頸部を欠損してしまっていた。

SK37 出土の土器集合
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時　期 ： 本土坑に伴う壷の特徴は、肩がなだらかに垂下する形態であることから、古代Ⅴ期（9 世紀後半代）

ころと考えられる。

ＳＫ７６（第 9 図、第 33 図、第 43 図、第 48 図　ＰＬ 8，22）

位　置 ： ⅩⅤ− 18

規　模 ： 平面形態は不整形。長軸 95cm ×短軸（50cm）、深さ− 29cm。

構　造 ： 断面はタライ状。

埋　土 ： 黒褐色砂質土を基調とする 3 層の堆積。

遺　物 ： 第 43 図 18 と 19 は土師器の坏 A 類。18 は口径 11.0cm、器高 3.0cm、底部径 4.0cm が測られる。

No.1 の出土。19 は口径 12.0cm、器高 3.5cm、底部径 5.5cm が測られる。No.2 出土。第 48 図

12 は雁股式の鉄鏃。19.6cm × 11.0cm、41.9g が測られる。13 は鉄製の鋤先。袋状の装着部

を持つ例で、21.6cm ×（15.4cm）× 2.0cm、482.8g。

時　期 ： 本土坑に伴う土師器の坏は、口径 11.0cm 〜 12.0cm 台であり、概ね古代Ⅵ期（10 世紀前半代）

と考えられる。

ＳＫ７８（第 9 図、第 43 図）

位　置 ： ⅩⅤ− 18

規　模 ： 平面形態は円形。長軸 66cm ×短軸 60cm、深さ− 35cm。

構　造 ： 断面はロウト形。

埋　土 ： 黒褐色土の単純堆積。

遺　物 ： 第 43 図 20 は口径 12.0cm、器高 3.5cm、底部径 5.0cm が測られる。

時　期 ： 図示した資料ほかは、いずれも埋没土中の出土であり、本土坑の時期決定は難しい。土師器坏の

特徴は、古代Ⅵ期（10 世紀前半代）ころと考えられるので、それ以降の構築となるか。

ＳＫ８１（第 9 図、第 33 図、第 43 図　ＰＬ 8，20）

位　置 ： ⅩⅤ− 18

規　模 ： 平面形態は不整円形。長軸 65cm ×短軸 65cm、深さ− 20cm。

構　造 ： 断面はタライ状。

埋　土 ： 黒褐色砂質土を基調とする 2 層の堆積で炭化物粒子を混入する。

遺　物 ： 第 43 図 21 は土師器の坏 A 類。口径 12.0cm、器高 3.5cm、底部径 4.5cm が測られる。ほぼ完

全な個体で No.2 の出土。22 は土師器の椀の高台部。No.1 の出土。

時　期 ： 埋没下層の土師器や椀から、概ね古代Ⅴ期〜Ⅵ期（9 世紀後半〜 10 世紀前半）と考えられる。

ＳＫ１２６（第 10 図、第 43 図  ＰＬ 20）

位　置 ： ⅩⅤ− 25

規　模 ： 平面形態は円形。長軸 1m30cm ×短軸 73cm、深さ− 40cm。

構　造 ： 断面は有段のタライ状。平面及び断面の形状から南側に別の土坑が重複する可能性もあるが、調

査所見では同一のものと判断している。

埋　土 ： 黒褐色砂質土の単純堆積。

遺　物 ： 第 43 図 23 は、No.1 出土の須恵器坏 A 類。ヘラ切り離し手法。焼成時までに全体が紡錘形に歪

み変形している。

時　期 ： 図示した坏は製作上、古い手法だが、同様に埋没土から出土している土器には、黒色土器 A 類及

び B 類があり、本土坑の所属時期は古代Ⅳ期以降である可能性が高いか。

第２章　発掘調査の概要
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ＳＫ１３７（第 10 図、第 47 図  ＰＬ 8，22）

位　置 ： ⅩＷ− 16

遺　物 ： 第 47 図 4 はヒスイ製の勾玉で、本跡の埋没土中より出土。13.7g が量られる。

ＳＫ１５０（第 16 図、第 43 図）

位　置 ： ⅩⅠ B − 13

規　模 ： 平面形態は円形。長軸 90cm ×短軸 86cm、深さ− 45cm。

構　造 ： 断面は深さのあるタライ状。

遺　物 ： 第 43 図 24 は、埋没土出土の軟質の須恵器坏 A 類。口径 14.0cm が測られる。

時　期 ： 図示した坏以外に、埋没土中より黒色土器 A 類の破片がある。本土坑の所属時期は古代Ⅳ期以降

の可能性が高いか。

ＳＫ１９９（第 13 図、第 43 図）

位　置 ： ⅩⅠ B − 03

規　模 ： 平面形態は不整円形。長軸 1m ×（短軸 74cm）、深さ− 24cm。

構　造 ： 断面はタライ状と考えられるが、西側がかく乱により破壊されている。

遺物出土状況：北西側の壁よりの埋没土中より、ほぼ完全に近い土師器坏が 1 点出土。

遺　物 ： 第 43 図 25 は土師器坏 A 類。口径 12.0cm が測られる。

時　期 ： 図示した坏以外に、埋没土中より須恵器坏や黒色土器 A 類の破片がある。本土坑の所属時期は古

代Ⅳ期以降の可能性が高いか。

ＳＫ１８７（第 33 図、第 44 図、第 47 図　ＰＬ 8，20，22）

位　置 ： ⅩⅠ B − 14・15

規　模 ： 平面形態は不整円形。長軸 1m12cm ×短軸 98cm、深さ− 18cm。

構　造 ： 断面はタライ状。

埋　土 ： 黒褐色土を基調とする 3 層の堆積。1 層には炭化物・焼土粒子を混入する。

遺物出土状況：ほぼ完形となる個体（第 44 図 1）のほか、土器小破片、黒曜石の剥片が埋没土中より出

土した。また 1 の土器直下からクルミを中心とする炭化物が比較的多く出土している。

SK187 出土の土器と黒曜石等の石屑
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遺　物 ： 第 44 図 1 は弥生時代前期末（縄文時代晩期終末）あるいは弥生時代中期初頭と考えられる深鉢

形土器。口縁部に小突起が 3 単位つき、口唇部はやや角頭状で、胴部半ばに最大径がある。器

面の調整は、最終的にナデ仕上げがなされるが、成形後には工具による条痕状のケズリ調整が施

されているらしい。2・3 は条痕調整の壷頸部破片。4 は条の細かな例で壷または深鉢の体部で

あろうか。第 47 図 5 は加工痕ある剥片。平坦剥離が表裏に施され鋭角な先端部を作出している

点から、石鏃未製品が想定できるか。6 は凝灰岩材の加工痕ある剥片で、加工の特徴から打製石

斧関連の資料である可能性が高い。7 は扁平片刃石斧の胴部破片であろうか。凝灰岩材か ?  8 は

黒色頁岩材（茶褐色）の縦長剥片。No.7 の出土で 42.1g が量られる。

時　期 ： 出土遺物は、弥生前期末から中期初頭期に所属する土器破片であることから、本土坑の時期は、

該期と考えられるか。土坑内の出土炭化材を用いた炭素年代測定（AMS 法）の結果は 354 ±

40 年 BC 及び 364 ± 40 年 BC の値を得ている。

ＳＫ２３５（第 7 図、第 33 図、第 44 図　ＰＬ 8，20）

位　置 ： ⅩＵ− 20

規　模 ： 平面形態は不整円形。長軸 76cm ×短軸 74cm、深さ− 14cm。

構　造 ： 断面はタライ状。

埋　土 ： 黒褐色土の堆積。検出は SD02 の調査中であり、確認はやや不明瞭であった。土坑からは壷と甕

が出土し、土坑の大きさも、これに一致したものとなっている。

遺物出土状況：壷は口縁部と底部を欠き、甕は胴部上半を欠いている。調査所見では 2 つとも口を北西方

向に向け、壷の底部に甕が重なるような位置関係で出土したが、これらが合わさるように埋めら

れていたかは、検出状況からは推定できなかった。検出時、土器の上面は陥没した状態であった。

遺　物 ： 第 44 図 5 は赤彩のある壷。頸部に波状文が施され、空間部を設けて、以下に櫛歯の横線文がある。

空間部には豆粒状の添付文がある。6 は櫛描き波状文の甕形土器。

時　期 ： 出土土器の特徴から、弥生時代後期中〜後半の土坑と考えられる。

SK235 出土の土器棺
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④土壙墓（ＳＭ）

ＳＭ０１（第 13 図、第 14 図、第 34 図　ＰＬ 9）

位　置 ： ⅩⅠ B − 4

検　出 ： 砂礫まじりの黄褐色土上面にて、黒色土の落ち込みを確認した。その大きさや形状から土坑を想

定し調査に入る。

規　模 ： 長軸 114cm ×短軸 100cm、深さ− 30cm、N47°W、不整円形状。

埋　土 ： 黒褐色土の単純堆積。褐色土のブロック、炭化物粒子を混入する。

構　造 ： 素掘りの土坑で、遺骸は左向き側臥屈葬姿勢で埋葬されていた。遺骸の背面側には人頭大の礫が

列状に検出され石組の施設が予想されたが、同大の礫は人骨の上面からも 2 個発見され、墓壙

の構築に伴い少なくとも遺骸を埋置した後に礫が配されたことが分かった。

人骨の特徴 ： 成人の男性。

遺物出土状況 ： 副葬品は確認できなかったが、埋没土内より須恵器坏 A 類の破片 2 点、黒色土器坏 A 類

の破片 2 点、土師器の坏及び甕の破片が各 1 点出土している。

時　期 ： 埋没土中の資料ではあるが、土師器の坏破片が出土したことから、古代Ⅴ期以降である可能性は高い。

ＳＭ０２（第 6 図、第 34 図　ＰＬ 9）

位　置 ： ⅩＵ− 13・18

検　出 ： SD02 内の黒褐色土の落ち込みを調査中に遺骸を発見した。発見が遅れたことにより、掘り込み

の深さや埋没土の観察などは明確にできなかった。

規　模 ： 長軸 170cm ×短軸 58cm、深さ− 6cm、N19°E、隅丸長方形。

埋　土 ： 黒褐色の砂質粘土の単純堆積と思われる。炭化物粒子を混入する。

構　造 ： 素掘りの土坑と考えられ、遺骸は仰臥伸展葬と考えられるが、頭骨は右向きである。

人骨の特徴 ： 成人、性別不明。

遺物出土状況 ： 副葬品や出土遺物は確認できなかった。本遺骸の周囲より馬骨が散在して出土している。

時　期 ： 不 明。古代の可能性が高い。

ＳＭ０３（第 11 図、第 34 図　ＰＬ 9）

位　置 ： ⅩⅠ A − 5

検　出 ： SD02 内の黒褐色土の落ち込みを調査中に、遺骸を 2 箇所で発見した。発見が遅れたことにより

掘り込みの深さや埋没土の観察などは明確にできなかった。北側の 1 体を SM04 とし、南側の

1 体を SM03 とする。

規　模 ： 不 明、遺骸の主軸は N20°E。

埋　土 ： 不明だが、SD02 と同質の黒褐色土の単純堆積と思われる。

構　造 ： 素掘りの土坑の可能性が高い。遺骸は左向き側臥屈葬姿勢。

人骨の特徴 ： 成人の女性。

遺物出土状況 ： 副葬品や出土遺物は確認できなかった。

時　期 ： 古代の可能性が高い。人骨片を用いた炭素年代測定（AMS 法）の結果は 786 ± 40 年（8 〜 9 世紀）

である。

ＳＭ０４（第 11 図、第 34 図　ＰＬ 9）

位　置 ： ⅩⅠ A − 5

検　出 ： SD02 内の黒褐色土の落ち込みを調査中に、SM03 とともに発見した。発見が遅れたことにより、

掘り込みの深さや埋没土の観察などは明確にできなかった。
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規　模 ： 不 明。遺骸の主軸は SM03 とほぼ同じ方向と思われるが頭骨のみで判然としない。

埋　土 ： 不明だが SD02 と同質の黒褐色シルト。

構　造 ： 素掘りの土坑の可能性が高い。遺骸は頭骨のみを検出したため、埋葬姿勢は不明。人骨の遺存状

況は極めて悪い。

人骨の特徴 ： 子供、性別不明。

遺物出土状況 ： 副葬品や出土遺物は確認できなかった。

時　期 ： 不明。古代の可能性が高い。

ＳＭ０５（第 7 図、第 34 図　ＰＬ 9）

位　置 ： ⅩＵ− 19

検　出 ： SD02 内の黒褐色土の落ち込みを調査中に、SB21 及び SB22 とともに発見した。

規　模 ： 長軸 160cm ×短軸 70cm、深さ不明、N31°W、やや歪な隅丸長方形。

埋　土 ： 黒褐色土の単純堆積と思われる。

構　造 ： 素掘りの土坑で遺骸は仰臥伸展葬と考えられるか。

人骨の特徴 ： 成人、性別不明。

遺物出土状況 ： 副葬品や出土遺物は確認できなかった。

時　期 ： 検出状況の所見では、SB21 の埋没過程に本墓壙が掘られた可能性を示唆することから、古代Ⅴ

期以降と考えられる。人骨片を用いた炭素年代測定（AMS 法）の結果は、1156 ± 40 年（12 世紀）

である。

ＳＭ０６（第 8 図、第 34 図、第 43 図　ＰＬ 10）

位　置 ： ⅩＶ− 17

検　出 ： SB17 の調査中に、長方形状に広がる暗褐色土の落ち込みを確認した。SB17 を破壊する別遺構

と判断できたので土坑（旧 SK210）として調査に入る。結果、人骨の出土を確認したことから

土壙墓と判断した。

規　模 ： 長軸 130cm ×短軸 45cm、深さ− 22cm、ほぼ真北、やや歪な隅丸長方形。

埋　土 ： 暗褐色土の単純堆積と思われる。炭化物粒子を混入する。

構　造 ： 素掘りの土坑で、遺骸は仰臥伸展葬の可能性が考えられるか。

人骨の特徴 ： 成人、性別不明。

遺物出土状況 ： 副葬品は確認できなかった。埋没土中より土器片が出土している。

遺　物 ： 第 43 図 26 は灰釉陶器の椀、口縁部の破片。No.1 の出土。27 は灰釉陶器の長頸壷の底部破片。

時　期 ： 図示した資料以外に、埋没土中より黒色土器 A 類、須恵器坏類の破片がある。検出状況の所見では、

SB21 の埋没過程に本墓壙が掘られた可能性を示唆していることも合わせ考えると、古代Ⅴ期以

降か。人骨片を用いた炭素年代測定（AMS 法）の結果は 1536 ± 30 年（16 世紀）である。

⑤集石跡（ＳＨ）

ＳＨ０１～ＳＨ０５ （第 10 図、第 14 図、第 35 図、第 44 図、第 47 図　ＰＬ 11，22）

位　置 ： ⅩＶ− 20・24・25

規　模 ： 5m50cm × 3m の範囲に拳大の礫が集中して出土した。その範囲の中は、幾つかの礫集中にま

とまるように観られたので、1m 〜 2m 四方を便宜的にまとめて SH01 〜 SH05 とした。

構　造 ： 掘り込み面は確認できず、礫が集中している。SB13 及び SB14 との切り合い関係は不明だが、

SK79 には SH04 は破壊される。

遺物出土状況：礫中より弥生前期の土器破片が出土している。
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遺　物 ： 第 44 図 7 は条痕文の壷形土器、口縁部の破片。口縁には粘土紐貼り付けの凸帯が 1 条ある。

SH03 の No.5。8 は壷口縁部の破片。口縁は折り返し状に比厚し、風化が著しいが単節の原体が

横位方向に施されている。SH04 の No.2 の出土。9 は外面ミガキ調整の鉢形土器口縁部の破片

か。横位方向のミガキ調整と径 0.5 ㎝の一穴がある。SH04 の出土。10 は SH05 の No.1 の土器

で深鉢形の土器か。口縁部には横沈線が走り、口唇近くは斜め方向の沈線が施されている。第

47 図 23 は SH05 出土の打製石斧。先端部に使用による摩耗痕がある。9.0cm × 4.1cm × 1.3cm、

54.3g、凝灰岩材。

時　期 ： 出土土器は、SH03 の埋没土に黒色土器の小破片が 1 点、SH05 に黒色土器と須恵器の小破片が

各 2 点あるのみで、ほとんどが弥生前期の資料である。古代土器は、おそらく SB13 及び SB14

よりの混入と考えられるので、本跡は弥生時代前期に属する可能性が高いと判断できるか。

⑥復旧痕跡（ＳＸ）

ＳＸ０１～ＳＸ０５、ＳＸ１４、ＳＸ１５ （第 13・14 図、第 36 図　ＰＬ 12，13）

位　置 ： ⅩＶ− 23・24・25、ⅩⅠ B − 23、ⅩＶ− 12

検　出 ： 表土層を除去し、遺構検出を実施した際、粒径 10cm 前後の角礫が長方形状に集中する箇所が認

められた。礫の集中は東西方向に 6 箇所が規則的に配置され、まるで土壙墓のように観られた。

SX14 から西へ SX01 と仮称したが、SX01 と SX02 は SB11 を、SX03 は SK124 を破壊し、結

果的には、すべての遺構をこれら SX が破壊していることが判明した。本遺跡では中世の出土遺

物がないことから、近世あるいはそれ以後の構築物である可能性が高いと判断できた。同様な

SX はほぼ同一軸線上に広がり、SX09 や SX10 などが検出できた。以下、規模や構造等の特徴は、

SX01 に代表させて記述する。

規　模 ： 長さ 160cm ×幅 80cm、深さ− 65cm。

埋　土 ： 底部付近には粒径 10cm 〜 20cm 前後の礫を中心に入れ、上部には拳大程度の礫を充填させる。 

構　造 ： 素掘後に礫を充填させる。土砂の埋め込みはないように観られた。

遺物出土状況： 特にない。

性　格 ： 本跡のような遺構は、災害等の復旧に伴う竪穴状掘り込みとして、すでに茅野市御社宮司遺跡等

に報告例がある。時期的には 18 世紀から 19 世紀と判断されている。本遺跡地には水田耕作の

痕跡はないが、以下に記す SD01 や SD02 など、土砂の押し出し痕跡が認められることから、当

該の SX も、災害等に関わる復旧痕跡の可能性を考えることができるか。

参　考） 河西克造 2009『一般国道 20 号改築工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書　御社宮司遺跡　中村・外垣外遺跡』

長野県埋蔵文化財センター

 佐藤貴司 2007「宝永噴火」国立科学博物館ニュース第 464 号

⑦溝　跡（ＳＤ）

ＳＤ０２（第 6・7 図、第 11・12 図、第 43 〜 45 図、第 47 図、第 49 図　ＰＬ 10，11，20，21，22）

位　置 ： ⅩＵ− 12 〜 14・18・19 周辺

埋　土 ： 黒褐色土の堆積。

遺　物 ： 第 43 図 28 と 29 は黒色土器 A 類の坏。28 は口径 12.0cm が測られる坏の口縁部破片。体部に

は逆位で墨書「今」か？が書かれている。29 は口径 12.0cm、器高 4.5cm が測られる。内面は

ていねいにミガキ調整されているが、黒色処理は消失している。30 は黒色土器 A 類の椀。口径

13.0cm、器高 4.5cm で内面は良好にミガキ調整され黒光りしている。31 と 32 は黒色土器 B 類

の皿。31 は風化著しく高台を欠失している。32 は内外面とも良好なミガキ調整で黒光りする。

口縁内面は舌状で有段となる。33 は土師器の坏、小破片。口径 8.0cm、器高 1.7cm が測られる。
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34 はこね鉢の口縁部破片か。35 は須恵器短頸壷の蓋。口径 16.0cm。36 は須恵器坏蓋。つま

み部は扁平で返しは直。37 と 38 は内面を黒色処理した片口の鉢。39 と 40 は緑釉陶器。39 は

皿で口縁は折縁状に緩やかに外傾する形態。口径は 15.0cm が測られる。40 は稜椀の口縁部破片。

41 は灰釉陶器の椀底部破片で、高台は断面三日月形。底部内面に刻書「□」があるが判読でき

ない。第 44 図 11 と 12 は灰釉陶器の皿。11 は漬け掛け手法で口径 13.0cm が測られる。12 は

ハケ塗り手法で高台は三日月形。口径は 15.0cm が測られる。13 は 12 と同様な製作手法によ

る段皿。14 は椀の 1/2 程度の個体。ハケ塗り手法だが胎土が褐色である。15 は灰釉陶器の小

瓶。口縁部を欠損している。16 は円面硯。17 は須恵器の壷 G 類、体部破片。18 は布目瓦。第

47 図 9 と 10 は凹基無茎式鏃。9 は基部が山形に抉られた形状で黒曜石製。10 は赤色の碧玉製

で、長さ 1.5cm、重さ 0.3g が測られる。No.3 の出土。11 〜 13 は有茎式石鏃。11 と 12 は凹

基式で黒曜石製。13 は緑色のチャート材で凸基式。No.2 出土。14 は臼玉。緑色の碧玉製で 0.1g。

15 は加工痕のある剥片で製作手法から石鏃関連の資料と考えられる。16 は両極剥離痕のある剥

片、黒曜石材。17 は磨製石包丁で No.7 の出土。杏仁形で 2 穴式、凝灰岩製である。18 は打製

石斧。無斑晶質の安山岩か。先端部には使用による摩耗痕が観られる。No.10 の出土。19 は緑

色岩材の磨製石斧。基部は敲打痕跡を残し、刃部のみ入念に研磨している。長さ 12.5cm、重さ

266.8g が測られる完形品。20 と 21 は敲石。21 は棒状で 1/2 程度を欠損する。端部に敲打痕

のある安山岩材。22 は軽石製の砥石残欠。手持ちの四面砥石である。埋没土の出土。第 49 図

1 〜 9 は鉄釘。10 〜 14 は鉄製の刀子。12 と 13 は柄の部分である。15 と 16 は鉄製の鏃。17

は馬具の金具と考えられる。No.17 の出土。18 は板状の鉄片で 526g が量られる。No.20 の出

土。19 と 20 は青銅製品であるが、道具の種類を推測できない状態である。19 は No.6、20 は

No.22 の出土である。第 45 図 23 〜 29 は土錘。23 は 67.7g で No.14 出土。24 は 46.9g、25

は縦方向に 1/2 欠損する例、26 は 36.3g、27 は 80.9g、28 は 85.3g で一部わずかに欠損、29

も一部をわずかに欠損し 37.9g が量られる。

時　期 ：不 明

⑧遺構外出土遺物

遺　物 ： 第 45 図 1 は縄文時代晩期氷式土器の鉢、口縁部破片。2 は弥生後期、箱清水式の鉢形土器 1/2

破損個体。赤彩が施されているが、外面は風化により不明瞭。2 穴が対となる穿孔がある。3

も箱清水式の小形の甕形土器。4 はハケ調整の甕底部破片。5 は非ロクロ土師器の坏で 2/3 個

体。底部は丸底でケズリ成形。6 は須恵器坏 A 類の坏 1/2 個体。底部ヘラケズリ成形で口径

10.0cm。7 は須恵器坏 B 類で、口径 10.0cm が測られる。8 は須恵器坏 A 類で、外面にロクロ

成形痕を留める。底部糸切り離し手法で、底部に墨書「山」がある。9 と 10 は黒色土器 A 類の

坏。9 は底部及び底部付近を回転ヘラケズリ成形した資料で、焼成良好で硬質感がある。10 は

底部糸切り離し手法で体部はナデ調整している。11 と 12 は黒色土器 B 類の皿 B。11 は口径

13.0cm ほどで口唇が立ち上がる形状。12 は内外面とも良好にミガキ調整され黒光りしている。

内面は有段。13 は黒色処理のなされていない皿で、内面良好にミガキ調整され、外面は底部及

び底部付近をケズリ成形する。14 〜 16 は灰釉陶器の椀。14 と 15 は漬け掛け手法により、16

はハケ塗り手法である。17 〜 19 は灰釉陶器。17 は長頸壷の口、18 は広口壷の口縁部で、19

は底部の破片である。第 47 図 24 は凹基の無茎式鏃で、基部に装着用と考えられる研磨の施さ

れた部分磨製品である。黒曜石製。25 は平基の無茎式鏃で黒曜石製。26 は黒曜石製の柳葉鏃。

27 は剥片を素材とした石鎌状の大形刃器。裏面には自然面を大きく残す。凝灰岩材か？ 28 は

凝灰岩材の縦長状剥片。29 は凹石。
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４．小　結

峯謡坂遺跡は、高雄山山塊の東麓、千曲川に向けて押し出された姨捨土石流堆積物（土石流台地とも呼

ばれる）の末端、標高 381 ｍ〜 391m に位置する。遺跡の形成は、弥生時代前期末〜中期初頭に造られ

た墓域が初現で、弥生時代後期後半にも墓地としての利用がある。集落遺跡としての形成は 7 世紀終末に

開始されるが短期間で終息し、奈良時代には集落は確認できない。平安時代に入り再び設営が開始され、

集落の廃絶は平安後期の 11 世紀前半と考えられる。出土遺物（土器）から判断される遺構それぞれの所

属時期及び段階は、古代Ⅰ期（屋代遺跡群の古代１期後半　註２）、古代Ⅳ期（屋代の 6 期・7 期）、古代

Ⅴ期（屋代の 8 期）、古代Ⅵ期（屋代の 9 期〜 11 期）、古代Ⅶ期（屋代の 12 期・13 期）である。各時期

の概ねの時代観は以下のとおりである。

弥生時代前期末〜弥生時代中期初頭（紀元前 2 世紀〜）、弥生時代後期中〜後半（2 世紀）

古代Ⅰ期（7 世紀後半）、古代Ⅳ期（9 世紀前半）、古代Ⅴ期（9 世紀後半）、古代Ⅵ期（10 世紀前半）、

古代Ⅶ期（10 世紀後半）

Ａ．集落の構造について

遺構の多くは、掘り込み面上部までの削平を受けており、全体形が不明な例がいくつかある。調査区中

央に 1 箇所（SD01）と北西側に 1 箇所（SD02）、凹地状の黒褐色土の堆積があり、特にこの部分では遺

構の検出が困難で、切り合い関係等が明確ではない例もある。

①遺構数と推定された所属時期

○弥生時代前期末〜中期初頭 ・ 土坑 1 基（土器棺 SK187）。このほか、SK187 と同一箇所（ⅩⅠ B −

12・13）で検出した土坑群の中には、該期の墓壙が含まれている可能性

が高い。

○弥生時代後期中〜後半・・・ 土坑 1 基（土器棺 SK235）

○古代Ⅰ期・・・・・・・・・ 竪穴住居跡 4 軒（SB04・SB08・SB11・SB14）、掘立柱建物跡 1 棟（ST01）

○古代Ⅳ期・ ・・・・・・・・ 竪穴住居跡 5 軒（SB05・SB06・SB12・SB22・SB25）　該期の可能性

高い例（SB10・SB19）、土坑 2 基（SK10・SK126）　該期の可能性高

い例（SK04・SK08）、土壙墓（SM03） 　該期の可能性高い例（SM04）

○古代Ⅴ期・・・・・・・・・ 竪穴住居跡 5 軒（SB02・SB13・SB17・SB24・SB27） 該期の可能性が

高い例 3 軒（SB03・SB20・SB26）、土坑 4 基（SK35・SK39・SK43・

SK74）

○古代Ⅵ期・・・・・・・・・ 竪穴住居跡 2 軒（SB21・SB23）、土坑 2 基（SK76・SK81）

○古代Ⅶ期・・・・・・・・・ 竪穴住居跡 2 軒（SB09・SB18）、土坑 2 基（SK37・SK78）、土壙墓（SM05）

該期の可能性高い例（SM02・SM06?）

○不 明・ ・・・・・・・・・ 竪穴住居跡 3 軒（SB01・SB15・SB16）、土坑 225 基、土壙墓（SM01）、

溝跡 2 本、焼土跡 1 基、集石跡 19 基

②集落の構造解釈

○弥生時代前期末〜中期初頭：（紀元前 2 世紀〜 1 世紀ころ）

【時期区分のポイント：口縁部に山形の小突起のあるミガキ調整の深鉢形土器】

該期は居住施設等の検出はなく、土坑がまとまって発見された。この土坑群の時間的な位置付けは、出

土遺物がなく不明だが、唯一、出土遺物が伴う SK187 をもとに概要を考える。SK187 は大きさ 1m 規模
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の不整形（確認後の深さは 20cm 程度）で坑内からは深鉢形土器 1 点と多量の石屑類、木の実状の炭化物

が出土した。深鉢形土器は、ほぼ完全な個体に近いが底部の一部を残し欠失している。接合破片がないこ

とから、土坑内に埋設した段階で、すでに打ち欠かれていた可能性が高い。伴出した条痕調整の壷形土器

の破片は、いずれも東海地方の系統をひく在地の製作品と考えられる。石屑類には、黒曜石と凝灰岩の 2

種の石材があり、剥片と砕片が混在している。埋没土内からは、クルミ外殻状の炭化物の出土があり、炭

素年代測定の結果から、紀元前 4 世紀ころ（354 ± 40 年 BP と 364 ± 40 年 BP）の値を得ている。単体

の深鉢形土器と石屑類の出土から、何らかの施設であることは疑いのないところであるが、墓跡としての

認定には状況証拠に不足がある。本報告書では周辺で検出された土坑群の存在も視野に、墓跡としての性

格付けを想定しておいたが、ほかの土坑群が同一の時期であり、同じ性格である所見はない。今後、類例

の追跡を含め検討していくべき研究課題である。

○弥生時代後期中〜後半：（2 世紀〜 3 世紀前半ころ）

【時期区分のポイント：櫛描による羽状文をもつ壷形土器と甕形土器】

該期も弥生前期と同様に、居住施設等の検出はなく、土坑が発見されたに留まる。ただし該期の場合は

土坑群を形成せず、単独で 1 基のみを検出した。土坑の大きさは 80cm 前後の円形状（確認時の深さは

14cm 程度）で弥生後期中ごろから後半に位置づけることのできる壷形土器と甕形土器が 2 点出土してい

る。壷は口縁部と底部を欠き、甕は胴部上半を欠失する。状況から土器棺墓の可能性が高いと考えられる

が、人骨等は確認できていない。尾根状の端部に 1 基のみ単独で存在する墓跡は、東條遺跡や外西川原遺

跡等の当該期の集落遺跡との関係、さらには該期の葬送を考える上で重要な資料である。

○古代Ⅰ期： 飛鳥時代（7 世紀後半ころ）

【時期区分のポイント：古代型の須恵器坏類の出現する段階】

峯謡坂遺跡の集落は、発掘対象地内で見る限り 7 世紀後半に集落が形成されたと考えてよい。該期には

古代型の須恵器坏類の生産が開始されているが、本遺跡では在地製作の非ロクロ土師器に中心がある。検

出状況が良好ではないが、SB14 が該期の特徴をよく表している。須恵器坏 A 坏類に加えて坏 B 類の登場

がある。調査区のほぼ中央付近に 3 〜 4 軒が存在し、いずれも一辺 5m を超す中型例で、大型例は確認

されなかった。カマドは北向きが主体か。

○古代Ⅳ期： 平安時代（9 世紀前半）

【ポイント：黒色土器 A 類に高台付きの椀や皿が出現し、黒色土器 B 類や灰釉陶器が登場する段階】

古代Ⅰ期に形成された集落は、Ⅱ期以降 100 年間あまりにわたり集落が断絶する。須恵器坏 A 類は糸

切り離し手法のみとなり、黒色土器 B 類の椀や皿が出現する段階に再び集落が形成される。灰釉陶器の出

土はあまり多くはない。住居跡は SB12 を中心に、東と西にまとまりがあり、中型規模の住居跡に小型の

住居跡（SB10）が加わっている。また土壙墓が発掘区の西側境の付近で検出され、炭素年代測定結果に

よると、土壙墓（SM03）は 786 ± 40 年の値を示している。近接して検出された SM04 も該期に所属す

るものと考えれば、2 基が存在したことになる。SM03 は成人女性、SM04 は子供の遺骸であった。

○古代Ⅴ期： 平安時代（9 世紀後半）

【ポイント：須恵器坏類が消滅傾向に向かい、土師器坏類が登場する段階】

須恵器坏が消滅傾向に向かい土師器坏や椀類が登場するが、土師器製食膳具の出土量は、さほど多くは

なく、黒色土器 A 類の坏が主体である。本遺跡では SB17 や SB27 に好例がある。該期の特徴は、前時期

とほぼ同一場所に同数程度の住居が再建される点で、時代を異にしながらも継続的な集落の形成が伺える。

SB05 から SB02 へ、SB12 から SB17 へ、SB22 から SB27 へ、SB25 から SB24 へと西側に向けて移るも

のと判断できる。住居跡の規模には、一辺６ｍ以上の大形住居跡（SB02）、中型例（SB17・SB24）、小型
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例（SB03）などがある。古代Ⅵ期（10 世紀前半）との関わりについては、出土遺物の検討から明確に時

期比定することはできなかったが、住居跡の切り合い関係等から判断して、集落跡の時間的な推移を考え

た。厳密な評価としての時期決定については検討課題としておきたい。6 基検出した土壙墓は、炭素年代

測定の結果、古代Ⅳ期あるいはⅦ期に振り分けられ、SM01 のみが時期不明となった。該期に所属するも

のであるか否かは判断がつかないが、可能性のひとつとして考えておきたい。ただし SM01 は 1 基のみ

離れた場所に存在している点、取り扱いに注意する必要がある。

○古代Ⅵ期： 平安時代（9 世紀終末〜 10 世紀前半）

【ポイント：須恵器坏類が消滅し、土師器坏類が食膳具の主体となる段階】

須恵器坏が消滅し、食膳具では黒色土器坏にかわり土師器の坏や椀類が主体となる。黒色土器には暗紋

をもつ例が目立つ。本遺跡では前述したように、明確な時期区分が難しい状況にあり、SB21、SB23 の 2

軒に、その可能性を求めた。前時期とほぼ同一場所に再建された例として、SB21（SB27 から）と SB23（SB24

から）があり、いずれも東側に向けて移っている。

○古代Ⅶ期： 平安時代（10 世紀後半〜）

【ポイント：土師器坏の法量分化と黒色土器 A 類の坏が消失する段階】

黒色土器坏 A 類が消滅し、土師器坏に 2 つの法量が現れる。口径 10cm 前後の例と 13cm 前後例であ

る。土師器製食膳具の数量が増大し、黒色土器を凌駕する。また SB18 では盤 B 類と羽釜が出土し、その

登場が分かる。発掘区内では、住居跡 2 軒（SB09・SB18）と土坑 2 基（SK37・SK78）を確認している。

SM06 はⅤ期の SB17 を破壊し、SM05 はⅥ期の SB21 を破壊して造られていることから、これらの墓壙

群は古代Ⅴ期及び古代Ⅶ期のはじめころに所属する可能性が高い。しかしながら人骨の炭素年代測定の結

果は、SM05 で 1156 ± 40 年（12 世紀）、SM06 で 1536 ± 30 年（16 世紀）の値を示し該期よりもさ

らに新しい。古代Ⅶ期以降に設営された集落遺跡が存在するか否かは、今回の発掘区内だけでは判断でき

ないが、ひとつの可能性として、居住地区を違えて存在していることを考えておくべきか。

註 2） 2000 年『上信越自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書 28 – 更埴市内その 6 − 更埴条里遺跡・屋代遺跡群−総論編−』

日本道路公団名古屋建設局　長野県教育委員会　長野県埋蔵文化財センター
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５．自然科学分析

SD02 埋没土の花粉分析・珪藻分析・プラントオパール分析

1. 目的

SD02 は降雨等による一時的な土砂の押し出しと考えられ、時期は出土遺物より平安時代と考えられる。

花粉分析を行い遺構周辺の当時の古植生についての復元、珪藻分析を行い堆積環境の復元、プラントオパー

ル分析を行い稲作の有無やイネ科の植生についての検討を試みた。

2. 分析地点

SD02 のトレンチ３近接地点西壁より採取された 7 試料である。

資料 1： 1 層 10YR3/3 暗褐色シルト　細礫を多く含む　炭化物を少量含む　締りよい

資料 2： 2 層 7.5YR3/2 黒褐色シルト　細礫を全体に含む　炭化物を少量含む　締りよい

資料 3： 5 層 10YR3/3 暗褐色シルト　細礫を全体に含む　径 3cm の亜角礫、炭化物を少量含む　締りよい

資料 4： 6 層 10YR2/2 黒褐色シルト層上部　細礫を全体に含む　径 10cm の亜角礫、炭化物を多く含む

資料 5： 6 層 10YR2/2 黒褐色シルト層下部　細礫を全体に含む　径 10cm の亜角礫、炭化物を多く含む

資料 6： 10 層 10YR2/2 黒褐色シルト層上部　褐色土を含む　硬く締まる

資料 7： 10 層 10YR2/2 黒褐色シルト層下部　褐色土を含む　硬く締まる

3. 花粉化石の特徴

検出された花粉・胞子の分類群数は樹木花粉 13、草本花粉 17、形態分類を含めたシダ植物胞子 4 の総

計 34 である。検鏡の結果、検出個数および検出分類群数ともに少なく、特に樹木花粉は少ない。1 層 2

層 3 層については全検出数が 100 以下なので参考程度であるが、その中でも 2 層はマツ属複維管束亜属（ニ

ヨウマツ類）が比較的多く検出されている。コナラ属コナラ亜属とクルミ属は上部試料で出現率上げてい

る。草本類では下部試料でイネ科が多産している。中央部でアカザ科−ヒユ科がやや高い出現率を示す。

タンポポ亜科は 20 〜 30％を示し、ヨモギ属は上部 2 試料でやや出現率を上げている。その他カヤツリ

グサ科は 10％前後得られ、保存状態も悪く 1 個体のみであるが、ソバ属やベニバナ属が観察された。

4. 珪藻化石群集の特徴

検出された珪藻化石は 44 分類群 19 属 31 種 1 亜種である。これらの珪藻種から設定された環境指標

群は 5 種群であり、出現状況より 2 つの珪藻帯に区分された。

Ⅰ帯（10 層下部）：検出された珪藻殻が少ないながらも陸域環境を示す珪藻種が確認されている。よっ

て陸域環境と考えられる。

Ⅱ帯（10 層上部〜 1 層）：堆積物 1g 中の珪藻殻数は 4.14 × 104 〜 1.75 × 105 個、完形殻の出現率

は約 37 〜 53％となる。Ⅱ帯はⅠ帯と同様に陸域指標群の Hantzschia amphioxys　が特徴的に優占する。

しかしⅠ帯と異なり 1g 中の珪藻殻数が多い。よってⅡ帯の堆積環境はジメジメとした陸域環境であった

と考えられる。

5. プラント・オパール分析

10 層下部の試料を除き、イネ科のプラント・オパールは大量に検出された。通常稲作の検証として 1g

当たり 5000 個という目安があるが、本遺構では 200,000 個と異常な数値を示す。原因は不明だが SD02

からは土器片も多量に検出されており、稲藁の廃棄の場所であった可能性もある。

6. 小結

SD02 とその周辺の古環境を推定する。SD02 は比較的乾いた環境であったと推測される。低い部分に

はヨシ属（ヨシ）が生育し、土手を中心にウシクサ族（ススキ、チガヤなど）やネザサ節型のササ類（ケ

ネザサやゴキダケなど）などのイネ科、カヤツリグサ科、アカザ科−ヒユ科、ヨモギ属、タンポポ亜科、
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シダ植物などの雑草類が生育していた。さらにクワ科、ナデシコ科、キンポウゲ科、アブラナ科などもみ

られたであろう。また樹木類ではクルミ属やハンノキ族が生育していたと推測する。遺構周辺の森林植生

については樹木花粉が少ないので検討しづらいが、SD02 が形成された初期の時期はコナラ亜属を主体と

した落葉広葉樹林が成立していたと推測され、その下草としてチマキザサやチシマザサなどのクマザサ類

が生育していたであろう。その後人間の活発な活動により落葉広葉樹林は縮小したと推測され、跡地にニ

ヨウマツ類やコナラ亜属の二次林が形成されたとみられる。またウシクサ族やネザサ節型のササ類も侵入

したことが考えられる。なおイネのプラント・オパールの大量検出から、遺跡周辺において稲作が行われ

ていた可能性があり、ソバやベニバナの栽培も推察される。

年代測定

1. 目的

遺構の年代の参考にするために、墓 SM03 SM05 SM06( 旧 SK210) から出土した人骨と SK187 から出

土した炭化物を用い年代測定を行った。

2. 分析結果

得られた 14C 年代は以下のとおりである。また暦年較正年代を計算し、時期を示した。SM03 から出土

した人骨（IAAA-41566）が 1220 ± 40yrBP で、平安時代初め頃に相当する。SM05 から出土した人骨

（IAAA-41568）が 850 ± 30yrBP で、平安時代終わり頃に相当する。SM06( 旧 SK210) から出土した人

骨（IAAA-41569）が470±30yrBPで、戦国時代中頃に相当する。SK187から出土した炭化物（IAAA-41570）

が 2370 ± 40yrBP、炭化物（IAAA-41571）が 2360 ± 40yrBP で、いずれも弥生時代に相当する。

3. 小結

発掘調査から古代の土壙墓とした SM の年代測定値結果にはばらつきがみられる。SK187 は出土遺物か

ら縄文終末から弥生前期ととらえており、年代測定結果とは一致する。

獣骨の鑑定

獣骨の出土点数は 135 点で、そのうち 77 点の種名が判明した（第 3 表）。SD02 は多くの骨、歯が出

土した。ウマ・ウマ？の骨が 12 点、歯が 25 点、ウシ・ウシ？の骨が 3 点、歯が 19 点、シカの骨が 5 点、

歯が 7 点であった。確実に同一個体と分かる遺体は少ないので、何個体であったかは分からない。他には

竪穴住居跡の埋土や土坑からもウマ、シカ、イノシシの骨や歯が出土している。SB04 のカマドからは、種・

部位ともに不明であるが焼骨が出土した。
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峯謡坂遺跡（千曲市）出土人骨

茂原信生 *1・姉崎智子 *2

１）はじめに

峯謡坂遺跡は長野県千曲市にある遺跡で、平成 15 年から 18 年にかけて、長野県埋蔵文化財センター

によって発掘・調査された。本報告はその際出土した人骨に関するものである。この人骨の属する年代は

古代のものと考えられている。

骨の計測方法は馬場（1993）に従い、歯の計測方法は藤田（1943）、乳歯の計測方法は杉山・黒須（1964）

にしたがった。

２）出土人骨の特徴

どの個体の保存状態もあまりよくない。歯冠は比較的残っているものの、頭蓋骨や四肢骨で形態が観察

できるものは少ない。遺構順に記載する。

① SM01　成人　男性（写真 1 〜 4）

頭蓋骨

前頭骨、左右側頭骨、左右頭頂骨、後頭骨、左右上顎骨、左右下顎骨が残存する。乳様突起は比較的大きい。

歯

第 2 大臼歯まで萠出が完了しており、第 2 大臼歯はエナメルがわずかに咬耗している。第 3 大臼歯は、

左上顎骨歯槽内でのみ確認されたが、かなり矮小化していた（近遠心径 7.3mm）。第 3 大臼歯は、下顎骨

では先天的な欠歯のようである。上顎小臼歯の頬側（外側）に歯石がみとめられる。また、右上顎第 2 大

臼歯にはエナメル質減形成がみとめられた。

四肢骨

左右肩甲骨、左右鎖骨、左右上腕骨、左右尺骨、左右橈骨、左右寛骨、左右大腿骨、左右脛骨、左右腓

骨、左右足根骨、椎骨が残存する。大腿骨の骨端は残存していたが，そのほかの部位では、骨端が欠損す

るものが多い。寛骨の大坐骨切痕は鋭角で、この個体は男性と推定される。大腿骨の最大長は推定で約

391mm で、藤井（1960）の身長推定式を用いると 151.5 センチである。直接同時代のものと比較するデー

タはないが、平本（1977）による古墳時代の日本人男性の推定身長の平均値 163.06cm より小さく、鎌

倉時代人男性の平均値 159.00cm に比べてもかなり低い身長である。

②　SM02　成人　性別不明

残存するのは遊離歯のみである。上顎では、右第 1、第 2 切歯、右犬歯、左第 1 小臼歯、左右第 2 小臼歯、

左右第 1、第 2 大臼歯がみとめられた。下顎では、左第 1 切歯、左第 2 小臼歯、左右第 1、第 2 大臼歯、

左第 3 大臼歯が残存する。第 3 大臼歯の萠出は完了しており、象牙質の露出もみとめられる。成人であろう。

③ SM03　成人　女性（写真 5・6）

頭蓋骨

前頭骨、頭頂骨、側頭骨、後頭骨、左右上顎骨、左右下顎骨が残存している。眉間隆起の発達は弱く、

乳様突起は若干大きい。オトガイはあまり発達していないことから、女性であると思われる。

歯

第 2 大臼歯まで萠出完了している。第 3 大臼歯は欠歯であると思われる。第 1、第 2 大臼歯の咬耗は

かなり進行していることから成人であると推定される。

第２章　発掘調査の概要
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四肢骨

肩甲骨の一部、左上腕骨骨幹部、左右寛骨、左右大腿骨、左右脛骨、左右腓骨が残存する。大腿骨の後

面の粗線の発達は弱く、骨幹部は直線的である。寛骨の保存状態は不良だが、左右寛骨の大坐骨切痕の形

状はやや開いていることから、女性と推定される。大腿骨は骨端が破損しているので正確な最大長は不明だ

が、推定で約 370mm 前後となる。藤井（1960）の推定式から計算される推定身長は 143.9cm で、平本（1977）

の報告している鎌倉時代の女性の平均値 144.90cm や古墳時代の女性の平均値 151.53cm よりもかなり小さ

い。

④ SM04　子供　性別不明

頭蓋骨と歯のみが残存する。前頭骨、頭頂骨、側頭骨、後頭骨，上顎骨の一部がみとめられた。第 2 乳

臼歯の萠出が完了し，第１大臼歯は未萠出であることから，６歳以下の子供と推定される．

⑤ SM05　成人　男性（写真 7・8）

頭蓋骨

右側頭骨、上顎骨一部、左右下顎骨が残存する。

歯

遊離歯は、上顎左右第 1、第 2 切歯、左右犬歯、左右第 1、第 2 小臼歯、左右第 1 大臼歯、右第 2 大臼

歯がみとめられた。上顎骨には左第 2 大臼歯が植立する。第 3 大臼歯は欠歯のようである。下顎骨では、

左右第 1、第 2 切歯、左右犬歯、左第 1 小臼歯、左右第 2 小臼歯、左右第 1 大臼歯、左第 2 大臼歯、左

右第 3 大臼歯が植立する。上顎では第 2 大臼歯の萠出が完了し、下顎では第 3 大臼歯が前方に傾斜して

植立している。また、下顎の左第 1 小臼歯が外側にむかって傾斜して植立している。大臼歯の咬耗は比較

的進行していることから、成人と推定される。

四肢骨

上腕骨骨幹部、尺骨骨幹部、橈骨骨幹部、左右大腿骨、左右脛骨が残存する。大腿骨の粗線は比較的良

く発達しており、がっしりとしていることから男性だと思われる。大腿骨は骨端が破損しているが、推定

最大長は約 430mm であり、藤井（1960）の男性の身長推定式を用いると 161.1cm となり、古墳時代人

男性の平均値 163.06cm や鎌倉時代人男性の平均値 159.00cm 平本（1977）とほぼ同大である。

⑥ SM06（旧 SK210）　成人　性別不明

頭骨のみが残存する。左右頭頂骨と左側頭骨がみとめられた。矢状縫合の癒合は内側、外側ともに完了

していることから成人と推定される。

上顎歯 下顎歯
遺構 SM01 SM02 SM05 現代日本人

（權田 1959）
SM01 SM02 SM03 SM05 現代日本人

（權田 1959）
♂ 不明 ♂

♂ ♀
♂ 不明 ♀ ♂

♂ ♀
左右 右 右 左 右 左 右 左
第１切歯（I1） 近遠心径 9.1 7.9 9.31 8.67 8.55 6.92 5.48 5.47

頬舌径 7.27 8.16 7.35 7.28 6.86 5.88 5.77
第２切歯（I2） 近遠心径 7.19 6.74 7.48 7.13 7.05 5.98 6.2 6.11

頬舌径 6.08 7.09 6.62 6.51 6.43 6.3
犬歯（Ｃ） 近遠心径 7.46 7.88 9.05 7.94 7.71 6.79 8.21 7.07 6.68

頬舌径 7.81 8.91 8.7 8.52 8.13 6.93 7.97 8.14 7.5
第１小臼歯（P1） 近遠心径 7.01 7.34 7.38 7.37 7.07 7.95 7.31 7.19

頬舌径 8.95 10.39 9.59 9.43 7.29 8.41 8.06 7.77
第２小臼歯（P2） 近遠心径 6.11 7.42 8.15 7.02 6.94 7.04 7 7.87 7.42 7.29

頬舌径 8.39 10.33 10.61 9.41 9.23 8.43 7.52 9.12 8.53 8.26
第 1 大臼歯（M1） 近遠心径 11.23 11.56 10.68 10.47 12.13 11.85 11.63 12.04 11.72 11.32

頬舌径 12.39 12.5 11.75 11.4 10.57 11.46 11.33 12.09 10.89 10.55
第２大臼歯（M2） 近遠心径 10 11.55 9.91 9.74 11.59 12.61 9.84 11.86 11.3 10.89

頬舌径 11.53 12.39 11.85 11.31 9.89 11.02 11.63 10.53 10.2
第３大臼歯（M3） 近遠心径 8.94 8.86 12.19 9.86 10.96 10.65

頬舌径 10.79 10.5 11.24 10.41 10.28 10.02

第２表　峯謡坂遺跡出土人骨の歯の計測値と比較資料（単位は mm）
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３）まとめ

この峯謡坂遺跡から出土した人骨は、6 体で、うち１体は幼児、他は成人と考えられ、男性 2 体、女性

１体、他の 2 体は性別不明である。身長は低めであるが、歯は比較的大きめである。

この人骨は平成 23 年度まで長野県埋蔵文化財センターに保管し、以後長野県立歴史館に移管し保存さ

れる予定である。

1：京都大学名誉教授、*2：群馬県立博物館
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写真１　SM01 出土人骨の右下肢骨
A𦙾骨前面　B：大腿骨前面　C：大腿骨後面　D：脛骨後面

写真２　SM01 出土人骨の左下肢骨
A: 大腿骨後面　B：大腿骨前面　C：𦙾骨前面

中央の線は正中を示す（写真３〜８まで共通）
写真３　SM01 出土人骨の上顎歯咬合面　
写真４　SM01 出土人骨の下顎歯咬合面　
写真５　SM03 出土人骨の上顎歯咬合面

写真６　SM03 出土人骨の下顎歯咬合面
写真７　SM05 出土人骨の上顎歯咬合面
写真８　SM05 出土人骨の下顎歯咬合面

写真３

写真４

写真５
写真７

写真６

写真８

第３図　峯謡坂遺跡　人骨写真

B C

第１節　峯謡坂遺跡の調査



− 60 −

遺構名 取上げ№ 地区 層位 種名 骨名 部位名 左右 歯　上下 歯種 状態 鑑定コメント
Ⅹ V24-J 不明 骨 不明 不明 破片
Ⅹ U18-d 検出面 不明 歯 臼歯 不明 不明 破片

SB02 カマド内 不明 骨 四肢骨片 不明 破片 焼骨
SB06 骨№ 1 Ⅹ V15-P      シカ？ 骨 助骨片 不明 破片 大きさと形からシカと判断
SB06 骨№ 2 Ⅹ V15-P シカ？ 骨 助骨片 不明 破片
SB06 骨№ 3 Ⅹ V15-P シカ？ 骨 助骨片 不明 破片
SB06 骨№ 4 Ⅹ V15-P シカ？ 骨 助骨片 不明 破片

骨№ 1 Ⅹ U18- ｄ 検出面 不明 骨 不明 不明 破片 切痕あり
骨№ 2 Ⅹ U18- ｄ 検出面 ウマ 歯 臼歯 不明 不明 破片
骨№ 3 Ⅹ U18- ｄ 検出面 ウマ 歯 臼歯 左 上 P4 ほぼ完形

SB02 床直 不明 骨 不明 不明 破片
SB11 埋土 シカ 骨 中足骨近位端 左 破片
SK10 シカ 歯 臼歯 不明 不明 破片
SK10 シカ 歯 臼歯 不明 不明 破片
SB04 埋土 不明 骨 頭蓋骨側頭骨耳胞？ 右？ 破片 小型獣の耳胞か
SB04 骨№ 3 カマド内 シカ 骨 橈骨骨幹 不明 破片
SB04 骨№ 5 カマド内 不明 骨 不明 不明 破片 焼骨
SB04 骨№ 6 カマド内 不明 骨 不明 不明 破片 焼骨
SB04 骨№ 8 カマド内 イノシシ 骨 指骨（基節骨） 不明 破片 焼骨
SB04 骨№ 9 カマド内 不明 骨 不明 不明 破片 焼骨
SB04 骨№ 10 カマド内 シカ 骨 指骨（中節骨） 不明 破片 焼骨
SB04 カマド 不明 骨 指骨？ 不明 破片 焼骨
SB04 カマド（ベルト） シカ 骨 指骨（末節骨） 不明 完形 焼骨
SB04 カマド内 不明 骨 不明 不明 破片 焼骨
SB11 埋土 不明 骨 不明 不明 破片 焼骨

Ⅹ V25-o 検出面 不明 骨 不明 不明 破片 焼骨
骨№ 1 Ⅹ W11 不明 骨 不明 不明 破片

SD02 № 4 2 層 ウマ 骨 四肢骨片 不明 破片
SD02 № 5 2 層 シカ 歯 臼歯 不明 不明 不明 破片
SD02 № 6 2 層 ウマ 骨 四肢骨片 不明 破片
SD02 № 7 2 層 ウマ 歯 臼歯 右 上 P4? ほぼ完形
SD02 № 8 2 層 ウマ 歯 臼歯 不明 上 不明 破片
SD02 № 9 2 層 不明 骨 不明 不明 破片
SD02 № 10 2 層 ウマ 歯 臼歯 右 下 不明 破片
SD02 № 11-1 2 層 ウシ 歯 臼歯 右 上 M1 破片
SD02 № 11-2 2 層 ウシ 歯 臼歯 右 上 M2 ほぼ完形
SD02 № 12 2 層 ウマ 骨・歯 下顎体、下顎歯 右 下 M1-M3 歯根 破片 成獣
SD02 № 13 2 層 ウマ 歯 臼歯 右 上 M2 完形 50- １～ 50- ５まで同一個体
SD02 № 13 ウマ 歯 臼歯 右 上 P4? 完形 同一個体
SD02 № 13 ウマ 歯 臼歯 左 上 M2 完形 同一個体
SD02 № 13 ウマ 歯 臼歯 左 上 P4? 完形 同一個体
SD02 № 13 ウマ 歯 臼歯 左 上 M3? 破片 同一個体
SD02 № 13 ウマ 歯 臼歯 左 上 P4 ほぼ完形
SD02 № 13 ウマ？ 骨 四肢骨片 不明 破片
SD02 № 13 ウシ？ 歯 臼歯 不明 不明 不明 破片
SD02 № 13 ウシ？ 歯 臼歯 不明 不明 不明 破片
SD02 № 13 ウシ？ 歯 臼歯 不明 不明 不明 破片
SD02 № 13 ウシ？ 歯 臼歯 不明 不明 不明 破片
SD02 № 13 ウシ？ 歯 臼歯 不明 不明 不明 破片
SD02 № 13 ウシ？ 歯 臼歯 不明 不明 不明 破片
SD02 № 13 ウマ 歯 臼歯 不明 上 不明 破片
SD02 № 14 2 層 ウシ 歯 臼歯 左 上 M1 完形
SD02 № 15 2 層 ウマ？ 骨 大腿骨？骨幹 不明 破片
SD02 № 16 2 層 ウマ？ 骨 四肢骨片 不明 破片
SD02 № 17 2 層 ウマ？ 骨 四肢骨片 不明 破片
SD02 № 18 2 層 ウマ 歯 臼歯 右 下 P4 完形 若い個体
SD02 № 19-1 2 層 ウマ？ 骨 四肢骨片 不明 破片
SD02 № 19-2 2 層 不明 骨 不明 不明 破片
SD02 № 20 2 層 ウシ 骨 中手骨骨幹 右 破片
SD02 № 23 2 層 ウマ 骨 上腕骨骨幹 右 破片
SD02 № 24 2 層 ウマ？ 骨 寛骨（腸骨） 左 破片
SD02 № 26 2 層 不明 骨 四肢骨片 不明 破片
SD02 № 27-1 2 層 不明 骨 不明 不明 破片
SD02 № 27-2 2 層 不明 骨 不明 不明 破片
SD02 № 28-1 2 層 ウシ 歯 臼歯 右 下 M1、Ｍ２ 完形 ２本
SD02 № 28-2 2 層 ウシ 歯 臼歯 左 下 M2 破片
SD02 № 29-1 2 層 ウシ 歯 臼歯 右 上 M2 ほぼ完形
SD02 № 29-2 2 層 ウシ 歯 臼歯 右 上 不明 破片

第３表　峯謡坂遺跡　獣骨観察表
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遺構名 取上げ№ 地区 層位 種名 骨名 部位名 左右 歯　上下 歯種 状態 鑑定コメント
SD02 № 29-3 2 層 ウシ 歯 臼歯 右 上 Ｍ３ ほぼ完形
SD02 № 29-4 2 層 不明 骨 四肢骨片 不明 破片
SD02 № 30-2 2 層 不明 骨 不明 不明 破片
SD02 № 30-3 2 層 不明 骨・歯 不明 不明 不明 不明 破片
SD02 № 31 2 層 不明 骨 不明 不明 破片
SD02 № 32-1 2 層 不明 骨 不明 不明 破片
SD02 № 34 2 層 ウシ 歯 臼歯 右 上 不明 破片
SD02 № 35 2 層 不明 骨 四肢骨片 不明 破片
SD02 № 36 2 層 不明 骨 不明 不明 破片
SD02 № 37 2 層 ウシ 歯 臼歯 左 上 M2、M3 ほぼ完形
SD02 № 38 2 層 不明 骨 不明 不明 破片 焼骨？
SD02 № 39 2 層 不明 歯 臼歯 不明 不明 不明 破片
SD02 № 40 2 層 ウマ 骨 𦙾骨骨幹 左 破片
SD02 № 41 2 層 ウシ？ 骨 上腕骨遠位半 左 破片
SD02 № 42 2 層 シカ 骨 足根骨距骨 左 破片
SD02 № 43-1 2 層 ウマ 歯 臼歯 左 上 不明 破片
SD02 № 44 2 層 不明 骨 不明 不明 破片
SD02 № 45 2 層 ウシ？ 歯 臼歯 右 上 P4 破片
SD02 № 46 2 層 ウマ 歯 臼歯？ 左 上 P2? 破片
SD02 № 47 2 層 不明 歯 臼歯 不明 不明 不明 破片
SD02 № 48 2 層 ウマ 歯 切歯 左 上 I1 ほぼ完形
SD02 № 49 2 層 ウシ 歯 臼歯 左 上 P3 ほぼ完形
SD02 № 50 2 層 不明 骨 不明 不明 破片
SD02 № 1 不明 骨 不明 不明 破片
SD02 № 2 不明 骨 四肢骨片 不明 破片
SD02 № 3 シカ 歯 臼歯 右 上 Ｐ４ 破片
SD02 № 4 不明 骨 不明 不明 破片
SD02 № 6 シカ 骨 中手骨骨幹 右 破片
SD02 № 7 不明 骨 不明 不明 破片
SD02 № 8 シカ 骨・歯 下顎骨・臼歯 左 下 P2-M2 完形 成獣　
SD02 № 8 シカ 歯 臼歯 左 上 M1 完形
SD02 № 9 ウマ 骨 中足骨遠位部欠 右 破片
SD02 № 11 不明 骨 不明 不明 破片
SD02 № 12 不明 骨 不明 不明 破片
SD02 № 13 不明 骨 不明 不明 破片
SD02 № 14 シカ 骨 角 不明 破片
SD02 № 15 不明 骨 四肢骨片 不明 破片
SD02 № 16 不明 骨 不明 不明 破片
SD02 № 17 不明 骨 不明 不明 破片
SD02 № 18 シカ 歯 臼歯 不明 不明 不明 破片
SD02 № 20 シカ 歯 臼歯 不明 不明 不明 破片
SD02 № 21 シカ 歯 臼歯 不明 不明 不明 破片
SD02 № 22 不明 骨 四肢骨片 不明 破片
SD02 № 24 不明 骨 四肢骨片 不明 破片
SD02 № 28 ウシ 歯 臼歯 不明 不明 不明 破片
SD02 № 29 不明 骨 不明 不明 破片
SD02 № 31 不明 骨 不明 不明 破片
SD02 № 32 不明 骨 不明 不明 破片
SD02 № 33 不明 歯 不明 不明 不明 不明 破片
SD02 № 35 不明 骨 四肢骨片 不明 破片
SD02 № 36 不明 骨 四肢骨片 不明 破片
SD02 № 39 シカ 骨 上腕骨遠位部 右 破片
SD02 № 40 不明 骨 不明 不明 破片
SD02 № 41 ウシ 骨 大腿骨遠位半 右 破片
SD02 № 42 不明 骨 四肢骨片 不明 破片
SD02 № 43 不明 骨 四肢骨片 不明 破片
SD02 TR7 不明 骨 四肢骨片 不明 破片
SD02 № 9 の下 シカ 歯 臼歯 左 上 M1 ほぼ完形
SD02 不明 骨 四肢骨片 不明 破片 骨加工品
SD02 Ⅹ A05 不明 骨 四肢骨片 不明 破片 焼骨
SD02 Ⅺ B01 黒色土 ヒト 骨 頭蓋骨 不明 破片 焼骨（頭蓋冠の一部）
SD02 検出面 不明 骨 不明 不明 破片 焼骨
SB18 № 1 ウマ 歯 臼歯 右 下 M1 ほぼ完形
SB22
orSB27 調査区壁 ウマ 歯 臼歯 左 上 M2 ほぼ完形

SB27 № 2 内 P1 不明 骨 肋骨 右 破片 小動物の助骨
SK187 不明 骨 不明 不明 破片
SK197 シカ 歯 臼歯 不明 上 不明 破片
SM03 Ⅺ A05 人骨下 ウマ 骨 橈骨遠位部欠 左 破片

第１節　峯謡坂遺跡の調査



− 62 −

図版№ 写真№ 遺構名 取り上げ
№ 器　種 部　位 残存率 口径

（cm）
底径

（cm）
器高

（cm） 外面色調 備　考

第 37 図  1 SB02　
P1・P12 須恵器坏 A 口縁部～底部 40% <14.0> <6.5> 3.7 5YR5/2 灰褐

第 37 図  2 PL14 SB02 № 6・14 須恵器坏 A 口縁部～底部 50% <13.5> <6.0> 3.8 7.5YR6/4 にぶい橙
第 37 図  3 PL14 SB02 № 2 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 70% 14.2 6.9 4.6 7.5YR7/6 橙
第 37 図  4 PL14 SB02 № 1 黒色土器 B 椀 口縁部～底部 70% 11.2 5.3 5.1 5YR1.7/1 黒
第 37 図  5 PL14 SB02　P3 № 1 土師器坏 A 口縁部～底部 80% 12.5 5.1 4.5 5YR7/4 にぶい橙
第 37 図  6 PL14 SB02 灰釉陶器椀 口縁部 10% <16.0> ― (1.1) 2.5Y6/2 灰黄

第 37 図  7 PL14 SB02　
カマド 土師器甕 口縁部 10% <22.3> ― (9.6) 2.5YR5/4 にぶい赤褐

第 37 図  8 PL14 SB03 № 1 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 30% <13.5> 5.0 5.1 7.5YR6/6 橙
第 37 図  9 PL14 SB04 № 1 非ﾛｸﾛ土師器坏 口縁部～底部 90% <10.6> 4.5 3.7 7.5YR7/4 にぶい橙
第 37 図 10 SB04 № 8 非ﾛｸﾛ土師器坏 口縁部～底部 30% <10.6> ― (5.3) 5YR6/6 橙
第 37 図 11 SB04 埋土 非ﾛｸﾛ土師器坏 口縁部～底部 30% <14.1> 4.0 4.5 7.5YR6/4 にぶい橙
第 37 図 12 PL14 SB04 埋土 須恵器坏 A 口縁部～底部 30% <11.2> <6.0> 3.6 10YR5/1 褐灰
第 37 図 13 SB04 高坏 脚部 30% <11.2> <7.6> (4.3) 7.5YR6/6 橙 
第 37 図 14 SB04 № 9 土師器長胴甕 口縁部 10% <18.7> ― (7.5) 10YR7/4 にぶい黄橙
第 37 図 15 SB05 № 4 高坏　 口縁部～胴部 20% <13.4> ― 4.2 5YR6/6 橙
第 37 図 16 SB05 埋土 須恵器甕 底部 10% ― <14.5> 5.3 5YR.2/1 黒褐
第 37 図 17 PL14 SB06 № 1 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 80% 13.3 5.9 4.0 7.5YR7/4 にぶい橙
第 37 図 18 PL14 SB06 № 3 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 60% 19.8 6.1 5.1 7.5YR7/4 にぶい橙
第 37 図 19 PL14 SB06 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 80% 16.1 6.5 6.3 7.5YR7/6 橙

第 37 図 20 PL14 SB06 № 7・
16・18 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 40% <16.0> 6.8 5.9 7.5YR7/6 橙

第 37 図 21 PL14 SB06 № 8・11・
22・27・28

須恵器短頸壷
蓋 体部 70% <16.4> ― 4.8 10Y6/1 灰

第 37 図 22 SB06 № 13・19 須恵器坏 A 口縁部～底部 30% <13.6> <6.0> 4.0 5YG5/1 ｵﾘｰﾌﾞ灰

第 37 図 23 PL14 SB06 
カマド内 № 1・2 須恵器坏 A 口縁部～底部 70% 12.8 5.3 3.5 10BG4/1 暗青灰

第 37 図 24 PL14 SB06 埋土 黒色土器 B 短
頸壷 口縁部～胴部 10% <4.0> ― (2.3) 7.5YR1.7/1 黒

第 37 図 25 PL14 SB06 № 8・11 土師器甕 口縁部～底部 80% 10.0 5.1 9.7 2.5YR5/6 明赤褐

第 37 図 26 PL14 SB06

№ 6・9・
10・14・17
・20・23
・24・25

土師器甕 口縁部～底部 50% 17.5 <6.7> 18.1 5YR6/4 にぶい橙

第 37 図 27 PL14 SB08 埋土 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 50% <13.9> 6.0 3.2 7.5YR8/4 浅黄橙
第 37 図 28 PL14 SB08 埋土 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 30% <15.9> <7.0> 4.4 10YR8/1 灰白
第 37 図 29 SB08 埋土 黒色土器 A 鉢 口縁部～底部 30% <21.0> ― (8.3) 7.5YR7/4 にぶい橙
第 37 図 30 PL14 SB08 埋土 須恵器坏 A 口縁部～底部 60% <12.0> 7.0 3.8 10Y5/1 灰
第 37 図 31 PL14 SB08 埋土 土師器甕 口縁部～胴部 10% <15.9> ― (6.0) 7.5YR7/3 にぶい橙
第 37 図 32 PL14 SB08 緑釉陶器椀 口縁部   底部 20% <9.4> <7.0> ― 7.5Y8/2 灰白 ・京都産の可能性有り
第 37 図 33 PL14 SB09 黒色土器 A 椀 口縁部～底部 30% <14.2> <7.5> 5.7 5YR6/6 橙 ・暗文有り
第 37 図 34 PL14 SB09 № 9 土師器坏 口縁部～底部 30% <9.6> 4.3 2.6 5YR6/8 橙
第 37 図 35 PL14 SB09 № 3 土師器坏 口縁部～底部 ほぼ完形 9.4 4.6 2.6 7.5YR8/4 浅黄橙
第 37 図 36 PL14 SB09 № 4 土師器坏 口縁部～底部 ほぼ完形 9.9 4.5 2.5 7.5YR8/4 浅黄橙
第 37 図 37 PL14 SB09 埋土 灰釉陶器椀 口縁部～胴部 10% <16.0> ― (3.7) 10YR6/1 褐灰
第 37 図 38 PL14 SB09 埋土 灰釉陶器椀 底部 10% ― <6.0> (2.1) N7/ 灰白
第 37 図 39 PL14 SB10 埋土 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 30% <11.7> <5.2> 5.0 7.5YR7/6 橙
第 37 図 40 PL14 SB10 埋土 鉢 口縁部 10% ― ― ― 7.5YR5/3 にぶい褐 ・縄文晩期・氷式土器
第 38 図  1 PL15 SB11 № 26 非ﾛｸﾛ土師器坏 口縁部～底部 40% <12.4> 4.4 4.2 2.5YR5/8 明赤褐
第 38 図  2 PL15 SB11 № 2・4 非ﾛｸﾛ土師器坏 口縁部～底部 30% <14.2> <4.7> 5.7 5YR6/6 橙
第 38 図  3 PL15 SB11 № 26 非ﾛｸﾛ土師器坏 口縁部～底部 50% 10.8 3.2 3.3 5YR7/6 橙
第 38 図  4 SB11 № 9 非ﾛｸﾛ土師器坏 口縁部～底部 30% <15.2> 5.0 5.2 7.5YR6/6 橙 ・刻線「×」有り
第 38 図  5 PL15 SB11 № 30 高坏　 坏部～脚部 70% 13.4 ― (11.4) 5YR6/6 橙
第 38 図  6 PL15 SB11 小型甕 口縁部～底部 20% <14.0> ― (10.3) 2.5YR5/6 明赤褐

第 38 図  7 PL15 SB11 № 15・
16・17 土師器甕 口縁部～胴部 40% 16.2 ― (20.5) 2.5YR4/8 赤褐

第 38 図  8 SB11　
埋土 1 層 須恵器坏蓋 体部 20% <14.8> ― (2.8) N6/ 灰

第 38 図  9 PL15 SB11 埋土 須恵器坏蓋 体部 50% 12.8 ― 2.9 5PB2/1 青黒
第 38 図 10 PL15 SB11 № 1 須恵器坏 A 口縁部～底部 70% 12.6 7.0 4.8 7.5Y7/1 灰白 ・刻目「×」有り
第 38 図 11 PL15 SB11 No.20・21 須恵器坏 A 口縁部～底部 70% <13.2> ― 3.9 2.5YR4/2 灰赤
第 38 図 12 PL15 SB12　P7 須恵器坏 A 口縁部～底部 90% <13.7> (6.0) (4.2) 10YR4/1 褐灰
第 38 図 13 PL15 SB12　P3 № 1 須恵器坏 A 口縁部～底部 70% 13.4 6.5 3.9 10GY4/1 暗緑灰
第 38 図 14 PL15 SB12 № 5 須恵器坏 A 口縁部～底部 ほぼ完形 12.0 6.0 3.5 5Y5/1 灰
第 38 図 15 PL15 SB12 № 31 須恵器坏 A 口縁部～底部 70% <12.0> 5.4 3.8 N4/ 灰
第 38 図 16 PL15 SB12 № 30 須恵器坏 A 口縁部～底部 50% 12.0 5.8 3.3 2.5Y6/3 にぶい黄
第 38 図 17 SB12 № 27 須恵器坏 A 口縁部～底部 50% <12.7> <6.2> 3.7 5Y5/1 灰

第４表　峯謡坂遺跡　土器観察表

第２章　発掘調査の概要
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図版№ 写真№ 遺構名 取り上げ
№ 器　種 部　位 残存率 口径

（cm）
底径

（cm）
器高

（cm） 外面色調 備　考

第 38 図 18 SB12 № 14 須恵器坏 A 口縁部～底部 完形 12.7 5.8. 4.0 7.5Y6/1 灰
第 38 図 19 SB12 № 67 須恵器坏 A 口縁部～底部 40% <13.0> 6.2 3.8 2.5GY5/1 ｵﾘｰﾌﾞ灰
第 38 図 20 PL15 SB12 須恵器坏 A 口縁部～胴部 10% ― ― ― 10YR5/3 にぶい黄褐 ・墨書有り
第 38 図 21 PL15 SB12 № 37 須恵器坏 A 口縁部～底部 50% <13.0> 5.5 3.8 7.5Y4/1 灰
第 38 図 22 SB12 № 7 須恵器坏 A 口縁部～底部 50% <11.6> <5.8> 4.1 7.5Y6/1 灰
第 38 図 23 PL15 SB12 № 44・45 須恵器坏 B 口縁部～底部 90% 14.1 9.5 4.2 5Y4/1 灰
第 38 図 24 PL15 SB12 № 9 須恵器坏 B 蓋 体部 完形 15.0 ― 3.2 10YR4/1 褐灰
第 38 図 25 PL15 SB12 № 32 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 60% <15.3> <6.6> 5.0 7.5YR8/3 浅黄橙
第 38 図 26 SB12 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 30% <14.5> <6.5> 3.7 10YR8/3 浅黄橙
第 38 図 27 PL15 SB12 № 2 黒色土器椀 底部 30% ― 7.7 (2.9) 5YR6/6 橙
第 38 図 28 PL15 SB12 ﾐﾆﾁｭｱ土器 口縁部～底部 20% 4.7 2.0 2.4 7.5YR7/4 にぶい橙
第 38 図 29 PL15 SB12 № 42 ﾐﾆﾁｭｱ土器坏 口縁部～底部 完形 9.1 5.6 2.9 7.5YR7/4 にぶい橙 ・刻書有り
第 38 図 30 PL15 SB12 № 1 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 40% <10.7> <6.6> 3.5 7.5YR6/4 にぶい橙
第 38 図 31 PL15 SB12 № 3 土師器盤 口縁部 10% <31.9> ― 5.8 7.5YR7/3 にぶい橙
第 38 図 32 PL15 SB12 埋土 須恵器短頸壷 口縁部 10% <7.3> ― (1.3) 5Y6/1 灰
第 38 図 33 SB12 № 28 須恵器長頸壷 胴部 10% ― ― (3.8) 5R6/1 赤灰
第 38 図 34 PL15 SB12 埋土 緑釉陶器椀 口縁部  底部 20% <16.6> 7.3 ― 5Y8/2 灰白 ・花柄線刻有り
第 38 図 35 PL15 SB13 № 1 黒色土器 B 皿 口縁部～底部 60% <12.1> 6.1 2.7 N2/ 黒
第 38 図 36 PL15 SB13　P1 灰釉陶器耳皿 口縁部  30% <5.5> <4.5> 2.9 5Y7/1 灰白
第 38 図 37 PL15 SB13 床面 灰釉陶器椀 底部 10% ― <7.2> (2.1) 7.5Y7/1 灰白
第 38 図 38 PL15 SB13　P3 灰釉陶器椀 口縁部～底部 40% <17.3> <8.2> (5.5) 2.5Y5/1 黄灰
第 38 図 39 PL15 SB13 № 2 灰釉陶器長頸壷 頸部 10% ― ― (3.2) N7/ 灰白
第 38 図 40 PL15 SB13 灰釉陶器長頸壷 口縁部 10% <15.4> ― (1.8) N7/ 灰白
第 38 図 41 PL15 SB13 灰釉陶器長頸壷 口縁部 20% 17.2 ― (6.2) 5Y6/1 灰
第 38 図 42 PL15 SB13 灰釉陶器長頸壷 口縁部～底部 50% ― <8.2> <17.9> N7/ 灰白
第 39 図  1 PL16 SB14 № 18 非ﾛｸﾛ土師器坏 口縁部～底部 90% 11.7 5.0 4.4 7.5YR7/6 橙
第 39 図  2 PL16 SB14 非ﾛｸﾛ土師器坏 口縁部～底部 40% <7.0> <3.4> 3.0 7.5YR7/3 にぶい橙
第 39 図  3 PL16 SB14 埋土 № 15・19 非ﾛｸﾛ土師器坏 口縁部～底部 90% 7.8 ― 3.5 10YR6/4 にぶい黄橙
第 39 図  4 PL16 SB14 埋土 非ﾛｸﾛ土師器坏 口縁部～底部 40% <5.2> <3.9> 2.9 10YR6/3 にぶい黄橙
第 39 図  5 SB14 № 12 非ﾛｸﾛ土師器鉢 口縁部～胴部 20% <13.8> ― (6.2) 7.5YR6/6 橙
第 39 図  6 PL16 SB14 № 9 非ﾛｸﾛ土師器鉢 口縁部～底部 30% <14.6> 5.0 14.0 5YR6/4 にぶい橙
第 39 図  7 PL16 SB14 № 7 土師器甑 口縁部～胴部 10% <19.6> ― (10.4) 5YR6/8 橙
第 39 図  8 PL16 SB14 № 22 土師器甕 胴部～底部 40% ― 9.0 (13.2) 7.5YR7/4 にぶい橙
第 39 図  9 SB14 № 20 須恵器坏蓋 体部 30% ― ― (3.6) 7.5Y4/1 灰
第 39 図 10 SB14 № 1 須恵器坏蓋 体部 30% ― ― (3.4) 5GY4/1 暗ｵﾘｰﾌﾞ灰
第 39 図 11 SB14 埋土 須恵器坏蓋 体部 20% <16.8> ― (2.7) Ｎ 4/ 灰 
第 39 図 12 PL16 SB14 № 29 須恵器坏 A 口縁部～底部 30% <10.2> <6.7> 3.7 10Y4/1 灰
第 39 図 13 PL16 SB14 須恵器坏 A 口縁部～底部 60% 9.2 4.7 2.8 5GY5/1 ｵﾘｰﾌﾞ灰
第 39 図 14 SB14 № 25 須恵器坏 A 口縁部～底部 20% <11.4> <7.6> 3.7 N4/ 灰 
第 39 図 15 PL16 SB14 № 28 須恵器坏 A 口縁部～底部 90% 13.8 6.0 3.8 5GY6/1 ｵﾘｰﾌﾞ灰
第 39 図 16 PL16 SB14 № 11・16 須恵器坏 B 口縁部～底部 60% <15.0> <8.8> 4.5 Ｎ 3/ 暗灰
第 39 図 17 PL16 SB14 № 21 須恵器こね鉢 底部 20% ― 9.3 (3.2) 2.5Y6/3 にぶい黄
第 39 図 18 PL16 SB14 埋土 須恵器短頸壷 口縁部～胴部 30% <5.0> ― (4.6) 10BG4/1 暗青灰
第 39 図 19 PL16 SB14 筒形土器 口縁部～胴部 10% 7.8 ― (7.3) 10YR6/4 にぶい黄橙
第 39 図 20 PL16 SB17 № 1 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 80% 13.0 4.8 4.5 7.5YR6/6 橙
第 39 図 21 PL16 SB17 № 2 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 80% 12.0 4.3 4.5 10YR5/3 にぶい黄褐
第 39 図 22 PL16 SB17 埋土 土師器坏 口縁部～底部 20% <12.6> <6.0> 4.2 10R5/8 赤
第 39 図 23 PL16 SB17 埋土 土師器坏 口縁部～底部 20% <8.8> <5.6> 2.2 10YR7/3 にぶい黄橙
第 39 図 24 PL16 SB17 灰釉陶器椀 口縁部～底部 10% <13.6> <4.8> 3.9 7.5Y7/1 灰白
第 39 図 25 PL16 SB17 灰釉陶器皿 口縁部～胴部 10% <13.2> ― (1.9) 7.5Y7/1 灰白
第 39 図 26 PL16 SB17 灰釉陶器 底部 10% ― <6.0> (1.3) 7.5Y7/1 灰白
第 39 図 27 PL16 SB18 № 10 黒色土器 A 椀 口縁部～底部 90% 11.0 5.8 5.1 10YR7/3 にぶい黄橙 ・刻書「―」有り

第 39 図 28 PL16 SB18 № 1・2・4・
5 黒色土器 A 椀 胴部～底部 30% ― 8.0 (3.3) 7.5YR7/4 にぶい橙 ・暗文「独鈷模様」有り

第 39 図 29 PL16 SB18 № 26・28 黒色土器 A 椀 口縁部～底部 60% <14.6> 7.9 6.0 5YR7/4 にぶい橙
第 39 図 30 PL16 SB18 № 17 土師器坏 口縁部～底部 完形 9.2 4.2 2.5 10YR8/ ３ 浅黄橙
第 39 図 31 PL16 SB18　P1 № 5 土師器坏 口縁部～底部 完形 9.1 4.2 2.1 7.5YR8/3 浅黄橙
第 39 図 32 PL16 SB18　P1 № 3 土師器坏 口縁部～底部 完形 9.4 3.9 3.0 10YR7/ ３ にぶい黄橙
第 39 図 33 PL16 SB18 № 15 土師器坏 口縁部～底部 完形 9.8 4.5 3.1 7.5YR8/2  灰白
第 39 図 34 SB18 № 14 土師器坏 口縁部～底部 30% <10.0> <4.2> 2.8 7.5YR7/ ３ にぶい橙
第 39 図 35 PL16 SB18 埋土 土師器坏 口縁部～底部 40% <10.2> <5.0> 3.1 7.5YR6/4 にぶい橙
第 39 図 36 PL16 SB18 № 18・20 土師器坏 口縁部～底部 60% <9.9> 3.2 2.5 10YR7/4 にぶい黄橙
第 39 図 37 PL16 SB18 埋土 土師器坏 口縁部～胴部 50% 9.9 ― (2.3) 7.5YR7/6 橙
第 39 図 38 PL16 SB18 № 11 土師器坏 口縁部～底部 ほぼ完形 10.2 4.3 3.0 5YR7/6 橙
第 39 図 39 PL16 SB18 № 21 土師器坏 口縁部～底部 60% <10.2> 4.2 3.0 5YR7/6 橙
第 39 図 40 PL16 SB18 № 4 土師器坏 口縁部～底部 完形 11.7 4.9 3.6 7.5YR6/6 橙
第 39 図 41 SB18 埋土 灰釉陶器椀 口縁部～胴部 10% <17.0> ― (5.0) 5Y7/1 灰白
第 39 図 42 PL16 SB18 № 18 土師器盤 B 口縁部～底部 60% 10.9 <5.8> 3.4 10YR6/4 にぶい黄橙
第 39 図 43 PL16 SB18 № 12 土師器盤 B 口縁部～底部 ほぼ完形 8.5 5.1 3.2 7.5YR7/4 にぶい橙

第１節　峯謡坂遺跡の調査
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図版№ 写真№ 遺構名 取り上げ
№ 器　種 部　位 残存率 口径

（cm）
底径

（cm）
器高

（cm） 外面色調 備　考

第 39 図 44 PL16 SB18 № 19 土師器羽釜 口縁部～胴部 10% <18.0>. ― (7.0) 5YR6/6 橙
第 39 図 45 PL16 SB18　P2 土師器甕 口縁部～胴部 10% <22.7> ― (6.8) 5YR6/6 橙
第 39 図 46 PL16 SB18 № 25 小型甕 口縁部～胴部 10% <13.7> ― 5.4 5YR5/6 明赤褐
第 39 図 47 PL16 SB18 瓦 ― ― ― ― ― 10YR6/1 褐灰
第 39 図 48 SB19 № 2 須恵器坏 口縁部～胴部 20% <14.3> ― (3.3) 10Y4/1 灰
第 39 図 49 PL16 SB20 № 1 灰釉陶器小皿 口縁部～底部 60% <8.3> 3.6 2.3 5Y7/1 灰白
第 40 図  1 PL17 SB21 № 9 土師器坏Ａ 口縁部～底部 完形 11.6 4.2 3.6 10YR8/4 浅黄橙
第 40 図  2 PL17 SB21 № 33 土師器坏Ａ 口縁部～底部 90% 12.2 4.4 3.7 7.5YR6/4 にぶい橙
第 40 図  3 PL17 SB21 № 30 土師器坏Ａ 口縁部～底部 80% 12.5 5.0 3.6 7.5YR7/6 橙
第 40 図  4 PL17 SB21 № 25 土師器坏Ａ 口縁部～底部 70% 12.6 5.7 4.0 7.5YR6/4 にぶい橙
第 40 図  5 PL17 SB21 カマド 土師器坏Ａ 口縁部～底部 50% 12.5 5.4 3.7 5YR5/6 明赤褐
第 40 図  6 PL17 SB21 № 18 土師器坏Ａ 口縁部～底部 70% 11.6 <4.9> 3.8 5YR5/4 にぶい赤褐
第 40 図  7 PL17 SB21 № 2 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 ほぼ完形 12.3 5.0 3.8 7.5YR7/4 にぶい橙
第 40 図  8 PL17 SB21 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 ほぼ完形 12.2 5.0 3.9 5YR6/6 橙 ・暗文「大」有り
第 40 図  9 PL17 SB21 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 60% <16.6> 6.0 5.5 7.5YR7/6 橙 ・暗文「放射状」有り
第 40 図 10 PL17 SB21 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 40% <12.4> 4.4 4.0 7.5YR3/2 黒褐 ・暗文「渦巻」有り
第 40 図 11 PL17 SB21 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 60% 12.1 5.4 4.1 7.5YR6/6 橙 ・暗文「大」有り
第 40 図 12 PL17 SB21 № 26 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 30% <12.4> 5.0 3.8 7.5YR7/6 橙 ・暗文「*」有り
第 40 図 13 PL17 SB21 № 5 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 60% <12.6> 5.2 3.9 5YR6/6 橙 ・暗文「*」有り
第 40 図 14 PL17 SB21 № 31 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 80% 13.0 4.6 4.6 7.5YR5/6 明褐 ・暗文「大」有り
第 40 図 15 SB21 埋土 黒色土器 A 坏 胴部～底部 10% ― 5.0 (1.6) 7.5YR4/2 灰褐 ・刻書有り
第 40 図 16 PL17 SB21 № 29 黒色土器 A 椀 口縁部～底部 80% 12.4 6.0 4.8 5YR7/6 橙
第 40 図 17 PL17 SB21 黒色土器 A 椀 口縁部～底部 60% 16.2 8.4 6.7 7.5YR7/4 にぶい橙 ・墨書有り
第 40 図 18 PL17 SB21 № 24 土師器椀 口縁部～底部 50% <12.4> 6.5 4.8 7.5YR6/6 橙
第 40 図 19 PL17 SB21 № 7 土師器椀 口縁部～底部 40% <14.6> 7.7 5.9 7.5YR6/6 橙
第 40 図 20 PL17 SB21 № 6 土師器椀 口縁部～底部 60% 14.3 7.4 5.2 5YR5/6 明赤褐
第 40 図 21 PL17 SB21 埋土 黒色土器 B 小壷 口縁部～胴部 40% <3.8> ― (4.1) 7.5YR １.7/ １ 黒

第 40 図 22 PL17 SB21 No.12・15・
34・35 須恵器短頸壷 口縁部～胴部 10% <11.7> ― (9.1) Ｎ 6/ 灰

第 40 図 23 PL17 SB21 № 10 灰釉陶器蓋 体部 40% ― ― (4.0) 10Y6/1 灰
第 40 図 24 PL17 SB21 № 27 灰釉陶器椀 胴部～底部 20% ― <6.4> (3.0) Ｎ 7/ 灰白
第 40 図 25 PL17 SB22 埋土 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 30% <15.1> <5.8> 5.4 5YR6/8 橙
第 40 図 26 SB22 埋土 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 40% <15.2> <6.5> 5.1 7.5YR6/8 橙
第 40 図 27 PL17 SB22 埋土 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 50% <15.0> 6.5 5.5 2.5YR5/4 にぶい赤褐 ・暗文有り
第 40 図 28 SB22 黒色土器 A 坏 底部 20% ― 6.0 (1.9) 5YR6/6 橙 ・墨書有り
第 40 図 29 PL17 SB22 黒色土器 A 椀 口縁部～底部 20% <15.9> ― 4.2 7.5YR4/3 褐 ・刻書有り
第 40 図 30 PL17 SB22 灰釉陶器段皿 口縁部～底部 30% <13.3> <6.8> (3.0) 5R ７/1 明赤灰
第 40 図 31 PL17 SB22 灰釉陶器椀 胴部～底部 10% ― <7.9. (3.0) 2.5Y7/ １ 灰白
第 40 図 32 PL17 SB22 灰釉陶器椀 底部 20% ― <4.3> (2.0) 2.5Y7/ １ 灰白
第 40 図 33 SB22 灰釉陶器壷 胴部 10% ― ― (1.5) 2.5GY8/1 灰白
第 40 図 34 PL17 SB22 № 2 灰釉陶器長頸壷 頸部 10% ― ― (7.0) 10Y6/1 灰
第 40 図 35 PL17 SB22 灰釉陶器長頸壷 底部 10% ― 6.1 3.7 5R ７/1 明赤灰
第 40 図 36 PL17 SB22 埋土 緑釉陶器椀 底部 10% ― ― (1.1) 7.5Y5/3 ｵﾘｰﾌﾞ灰
第 40 図 37 PL17 SB22 灰釉陶器壷 胴部 20% ― ― (19.2) Ｎ 7/ 灰白

第 41 図  1 PL18 SB24　
カマド 黒色土器 A 椀 口縁部～底部 50% <12.8> 6.5 5.1 5YR6/6 橙

第 41 図  2 PL18 SB24 埋土 黒色土器 A 坏 底部 20% ― <5.0> (1.5) Ｎ 3/ 暗灰
第 41 図  3 PL18 SB24 埋土 黒色土器 B 椀 口縁部～底部 60% 10.0 5.7 4.2 Ｎ 2/ 黒
第 41 図  4 PL18 SB24 土師器鉢 口縁部～胴部 10% <28.2> ― (6.9) 5YR4/6 赤褐
第 41 図  5 PL18 SB25 № 2 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 40% <13.6> <6.4> 4.2 .75YR7/6 橙
第 41 図  6 PL18 SB25 № 23 須恵器坏蓋 体部 ほぼ完形 13.2 ― 4.0 5BG5/1 青灰
第 41 図  7 PL18 SB25 № 24 須恵器坏蓋 体部 90% 14.4 ― 3.2 5GY5/1 ｵﾘｰﾌﾞ灰
第 41 図  8 PL18 SB25 № 1 灰釉陶器椀 胴部～底部 20% ― 8.0 (2.6) 2.5Y8/2 灰白
第 41 図  9 PL18 SB25 № 26 灰釉陶器椀 口縁部～底部 50% 10.6 5.0 4.4 10Y7/1 灰白

第 41 図 10 SB25　
カマド № 39 土師器甕 口縁部～胴部 10% <24.6> ― (7.5) 5YR6/6 橙

第 41 図 11 PL18 SB25 № 28・
30・33 土師器甕 口縁部～胴部 20% <13.4> ― (21.1) 5YR5/4 にぶい赤褐

第 41 図 12 PL18 SB26 № 4 土師器坏 口縁部～底部 70% 13.6 5.0 4.0 5YR5/4 にぶい赤褐
第 41 図 13 PL18 SB26 埋土 土師器甕 口縁部～胴部 10% <12.5> ― (6.8) 7.5YR6/4 にぶい橙

第 41 図 14 PL18 SB26 No.1 ～ 3・
8・13 土師器甕 口縁部～底部 60% 25.2 6.7 26.7 5YR4/6 赤褐

第 41 図 15 PL18 SB27　
カマド № 9 黒色土器 A 椀 口縁部～底部 90% 12.0 5.7 3.9 10YR6/4 にぶい黄橙

第 41 図 16 PL18 SB27 埋土 黒色土器 A 椀 口縁部～底部 80% 12.0 4.8 4.0 5YR5/6 明赤褐
第 41 図 17 PL18 SB27　P1 № 3 黒色土器 A 椀 口縁部～底部 完形 12.0 5.5 4.3 7.5YR5/3 にぶい褐
第 41 図 18 PL18 SB27　P1 № 1 黒色土器 A 椀 口縁部～底部 90% 12.4 6.0 4.6 7.5YR6/6 橙

第 41 図 19 PL18 SB27 
カマド № 11 黒色土器 A 皿 口縁部～底部 完形 12.4 6.0 3.3 2.5YR5/6 明赤褐

第 41 図 20 PL18 SB27　P1 № 4 須恵器坏 A 口縁部～底部 完形 12.4 6.0 3.8 5Y6/1 灰 ・墨書有り

第２章　発掘調査の概要
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図版№ 写真№ 遺構名 取り上げ
№ 器　種 部　位 残存率 口径

（cm）
底径

（cm）
器高

（cm） 外面色調 備　考

第 41 図 21 PL18 SB27　
カマド № 8 灰釉陶器椀 口縁部～底部 30% <15.6> 7.0 5.6 7.5Y8/1 灰白

第 41 図 22 PL18 SB27 埋土 灰釉陶器段皿 口縁部～底部 10% <17.6> 8.0 2.2 5Y7/1 灰白

第 41 図 23 PL18 SB27　
カマド № 13 須恵器短頸壷 口縁部～胴部 10% 11.6 ― (7.0) 10GY5/1  緑灰

第 41 図 24 PL18 SB27　P1 № 2 須恵器短頸壷 口縁部～底部 完形 11.7 10.3 24.6 5GY7/1 明ｵﾘｰﾌﾞ灰
第 41 図 25 PL18 ST01　P2 須恵器坏 A 胴部～底部 20% ― (7.0) (2.2) 10Y6/1 灰
第 41 図 26 PL18 ST01　P10 灰釉陶器皿 底部 10% ― ― (1.5) 5Y8/1 灰白
第 41 図 27 PL18 SK04 埋土 土師器椀 口縁部～底部 80% <14.0> 7.2 6.0 7.5YR7/4 にぶい橙
第 42 図  1 PL19 SK08 埋土 灰釉陶器長頸壷 胴部～底部 20% ― 9.5 (12.0) N7/ 灰白
第 42 図  2 PL19 SK08 埋土 須恵器四耳壷 頸部～胴部 20% ― ― (15.9) N3/ 暗灰

第 42 図  3 PL19 SK09 No4・10・
32 ～ 35 須恵器甕 口縁部～胴部 10% <29.2> ― (19.0) N4/ 灰

第 42 図  4 PL19 SK10 № 9 須恵器坏 A 口縁部～底部 90% 13.0 5.2 4.0 5Y3/1 ｵﾘｰﾌﾞ黒
第 42 図  5 PL19 SK10 № 24 須恵器坏 A 口縁部～底部 ほぼ完形 14.0 6.5 4.0 5Y6/1 灰
第 42 図  6 PL19 SK10 № 3 須恵器坏 A 口縁部～底部 60% <13.1> 5.5 4.1 10YR7/2 にぶい黄橙

第 42 図  7 SK10 埋土 
1 ～ 2 層 須恵器坏 B 胴部～底部 60% ― 5.5 (3.0) 10Y5/1 灰

第 42 図  8 PL19 SK10 № 19 須恵器坏 B 口縁部～底部 25% <15.0> (11.1) (4.1) N4/ 灰
第 42 図  9 SK10 № 2 須恵器坏 B 口縁部～底部 30% <15.0> <8.5> 6.0 10YR4/1 褐灰
第 42 図 10 PL19 SK10 № 6 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 30% <12.0> 5.9 4.4 7.5YR8/4 浅黄橙
第 42 図 11 PL19 SK10 № 23 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 70% 13.0 5.0 3.0 10YR8/3 浅黄橙
第 42 図 12 PL19 SK10 No.13・16 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 80% 14.5 7.2 3.0 10YR8/1 灰白
第 42 図 13 SK10 № 18 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 50% <15.0> 7.0 2.4 10YR8/2 灰白
第 42 図 14 PL19 SK10 № 22 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 60% <17.0> 7.0 5.2 7.5YR8/4 浅黄橙
第 42 図 15 PL19 SK10 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 30% <16.2> 7.2 5.5 10YR8/3 浅黄橙
第 42 図 16 PL19 SK10 黒色土器 B 椀 口縁部～底部 50% <12.3> 6.7 4.7 10YR1.7/1 黒
第 42 図 17 SK10 黒色土器 B 皿 口縁部～底部 80% 11.8 6.2 2.2 10YR1.7/1 黒

第 42 図 18 PL19 SK10 埋
土 下層 須恵器鉢 口縁部～胴部 30% <27.0> ― (12.7) 10Y6/2 ｵﾘｰﾌﾞ灰

第 42 図 19 PL19 SK10 埋土 
下層 4 層 黒色土器坏蓋 体部 20% <13.5> ― 4.1 7.5YR8/4 浅黄橙

第 42 図 20 SK10 埋土 
下層 4 層 黒色土器 A 坏蓋 体部 10% <26.0> ― (4.8) 7.5YR8/3 浅黄橙

第 42 図 21 PL19 SK10 4 層 土師器甕 口縁部～胴部 20% <15.1> ― (7.5) 7.5YR8/4 浅黄橙
第 42 図 22 PL19 SK10 № 13 土師器甕 口縁部～底部 60% <12.4> 7.0 13.8 5YR6/6 橙 
第 42 図 23 SK10 土師器高盤 口縁部 10% <25.8> ― (5.3) 7.5YR8/4 浅黄橙
第 42 図 24 SK10 土師器高盤 脚部 10% ― <23.0> (5.1) 7.5YR8/4 浅黄橙
第 42 図 25 PL19 SK10 № 1 須恵器長頸壷 口縁部～頸部 10% 8.2 ― (8.7) 10Y7/1 灰白
第 42 図 26 PL19 SK10 4 層 須恵器長頸壷 胴部～底部 60% ― <8.2> (15.3) 10BG4/1 暗青灰

第 42 図 27 SK10 埋土 
下層 4 層 灰釉陶器短頸壷 口縁部～胴部 10% <14.0> ― (5.0) 7.5Y7/1 灰白

第 43 図  1 PL19 SK35 埋土 須恵器坏 A 口縁部～底部 50% <13.0> <6.0> 4.0 5Y7/1 灰白
第 43 図  2 SK35 須恵器坏 A 口縁部～胴部 10% <13.2> ― (3.6) N7/ 灰白 ・墨書「山」有り
第 43 図  3 SK35 土師器坏 A 口縁部～底部 20% <11.0> 5.0 2.5 7.5YR6/6 橙 
第 43 図  4 SK35 土師器盤 脚部 10% ― ― (4.6) 5YR7/8 橙 
第 43 図  5 PL19 SK35 № 1 四耳壷 頸部～胴部 20% ― ― (17.0) 7.5R4/2 灰赤 
第 43 図  6 SK37 № 4 土師器坏 A 口縁部～底部 70% <9.0> 4.0 3.0 5YR6/8 橙 
第 43 図  7 PL20 SK37 № 8 土師器坏 A 口縁部～底部 90% 10.0 5.0 2.7 5YR6/6 橙 
第 43 図  8 PL20 SK37 № 3 土師器坏 A 口縁部～底部 90% 9.9 4.5 3.0 5YR6/8 橙
第 43 図  9 SK37 № 6 土師器坏 A 口縁部～底部 80% 9.4 4.0 2.9 2.5YR6/6 橙 
第 43 図 10 PL20 SK37 № 10 土師器坏 A 口縁部～底部 完形 9.6 4.5 2.8 7.5YR7/4 浅黄橙
第 43 図 11 PL20 SK37 № 2 土師器坏 A 口縁部～底部 完形 9.6 4.1 2.9 2.5YR6/6 橙 
第 43 図 12 PL20 SK37 № 11 土師器坏 A 口縁部～底部 完形 10.0 5.0 2.3 7.5YR7/4 にぶい橙 
第 43 図 13 PL20 SK37 № 1 土師器盤 口縁部～底部 90% 13.0 7.8 6.0 5YR7/4 にぶい橙 
第 43 図 14 PL20 SK37 № 9 土師器盤 口縁部～底部 50% 13.2 8.0 5.8 5YR7/6 橙 
第 43 図 15 SK39 埋土 土師器坏 口縁部～底部 30% <13.0> <5.0> 3.8 5YR5/3 にぶい赤褐
第 43 図 16 SK43 埋土 土師器坏 口縁部～底部 40% <10.0> 4.0 3.0 5YR6/6 橙 
第 43 図 17 PL20 SK74 須恵器長頸壷 胴部～底部 50% ― 6.6 (13.0) 2.5Y6/2 灰黄
第 43 図 18 SK76 № 1 土師器坏 A 口縁部～底部 50% 11.0 4.0 3.0 5YR6/6 橙 
第 43 図 19 SK76 № 2 土師器坏 A 口縁部～底部 50% <12.0> 5.5 3.5 5YR4/4 にぶい赤褐
第 43 図 20 SK78 埋土 土師器坏 A 口縁部～底部 30% <12.0> <5.0> 3.5 7.5YR5/2 灰褐
第 43 図 21 PL20 SK81 № 2 土師器坏 A 口縁部～底部 80% 12.0 4.5 3.5 5YR6/8 橙 
第 43 図 22 SK81 № 1 土師器椀 高台部 20% ― 7.5 (2.6) 5YR5/6 明赤褐
第 43 図 23 PL20 SK126 № 1 須恵器坏 A 口縁部～底部 80% 12.5 2.2 4.1 N4/ 灰
第 43 図 24 SK150 埋土 須恵器坏 A 口縁部～底部 70% 14.0 6.4 3.8 7.5Y5/1 灰
第 43 図 25 SK199 土師器坏 A 口縁部～底部 70% 12.0 5.0 3.4 5YR5/8 明赤褐
第 43 図 26 SM06 № 1 灰釉陶器椀 口縁部～胴部 10% <15.0> ― (5.5) 5YR7/1 灰白
第 43 図 27 SM06 灰釉陶器長頸壷 底部 10% ― <9.9> (3.5) N7/ 灰白
第 43 図 28 SD02 黒色土器 A 坏 口縁部～胴部 20% <12.0> ― (4.0) 7.5YR7/4 にぶい橙 ・墨書「今」有り

第１節　峯謡坂遺跡の調査
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図版№ 写真№ 遺構名 取り上げ
№ 器　種 部　位 残存率 口径

（cm）
底径

（cm）
器高

（cm） 外面色調 備　考

第 43 図 29 SD02 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 80% 12.0 5.2 4.5 10YR7/4 にぶい黄橙
第 43 図 30 SD02 黒色土器 A 椀 口縁部～底部 80% 13.0 6.3 4.5 7.5YR6/6 橙
第 43 図 31 SD02 黒色土器 B 皿 口縁部～底部 30% <12.6> ― (2.5) 10YR5/3 にぶい黄褐 
第 43 図 32 SD02 黒色土器 B 皿 口縁部～胴部 30% <14.8> ― (2.4) N1.5/ 黒
第 43 図 33 SD02 土師器坏 口縁部～底部 10% <8.0> <6.8> 1.7 7.5YR8/4 にぶい橙
第 43 図 34 SD02 こね鉢 口縁部 10% <26.2> ― (6.2) 7.5YR7/6 橙
第 43 図 35 PL20 SD02 須恵器短頸壷蓋 体部 70% <16.0> ― 5.3 N3/ 暗灰
第 43 図 36 SD02 須恵器坏蓋 体部 60% 16.5 ― 3.4 7.5YR6/3 にぶい褐
第 43 図 37 PL20 SD02 片口鉢 胴部～底部 40% ― 6.7 (8.2) 10YR5/4 にぶい黄褐 
第 43 図 38 SD02 片口鉢 口縁部～底部 40% <20.7> <8.0> 11.3 7.5YR7/4 にぶい橙
第 43 図 39 PL20 SD02 緑釉陶器皿 口縁部～底部 30% <15.0> (7.0) 3.1 10Y4/2 ｵﾘｰﾌﾞ灰
第 43 図 40 SD02 緑釉陶器椀 口縁部～胴部 10% <14.8> ― (4.3) 5Y8/2 灰白
第 43 図 41 SD02 灰釉陶器椀 底部～高台 10% ― 8.0 (1.1) 5YR6/1 灰 ・刻書有り

第 44 図  1 PL20 SK187　
埋土 深鉢 口縁部～底部 90% 15.5 ― 18.5 7.5YR7/4 にぶい橙 ・弥生前期～中期初

第 44 図  2 SK187 壷 頸部 10% ― ― ― ― ・条痕文
第 44 図  3 SK187 壷 頸部 10% ― ― ― 10YR7/3 にぶい黄橙 ・条痕文
第 44 図  4 SK187 壷 胴部 10% ― ― ― 7.5YR6/4 にぶい橙 ・条痕文・深鉢？
第 44 図  5 PL20 SK235 壷 胴部 70% <13.0> ― (50.4) 2.5YR6/6 橙 ・弥生後期（土器棺）
第 44 図  6 PL20 SK235 甕 胴部～底部 40% ― 9.0 (34.0) 10YR7/4 にぶい黄橙 ・弥生後期（土器棺）
第 44 図  7 SH03 № 5 壷 口縁部 10% ― ― ― 7.5YR5/4 にぶい褐 ・弥生前期
第 44 図  8 SH04 № 2 壷 口縁部 10% ― ― ― 10YR7/3 にぶい黄橙 ・弥生前期
第 44 図  9 SH04 鉢 口縁部 10% ― ― ― 10YR7/3 にぶい黄橙 ・弥生前期
第 44 図 10 SH05 № 1 深鉢 口縁部 10% ― ― ― 7.5YR5/4 にぶい褐 ・弥生前期～中期初
第 44 図 11 SD02 灰釉陶器皿 口縁部～底部 20% <13.0> <7.2> 2.8 2.5Y7/2 灰黄
第 44 図 12 PL20 SD02 灰釉陶器皿 口縁部～底部 80% 15.0 6.5 3.0 5Y7/1 灰白
第 44 図 13 PL20 SD02 灰釉陶器段皿 胴部～底部 10% ― <9.0> (2.8) 7.5Y6/2 灰ｵﾘｰﾌﾞ
第 44 図 14 PL20 SD02 灰釉陶器椀 口縁部～底部 20% <17.3> <8.0> 6.4 10YR7/3 にぶい黄橙
第 44 図 15 SD02 灰釉陶器小瓶 胴部 30% ― ― (6.3) 7.5Y7/1 灰白 
第 44 図 16 PL20 SD02 円面硯 硯部 30% <14.8> ― (3.8) 5R3/1 暗赤灰
第 44 図 17 PL20 SD02 須恵器壷 G 胴部～底部 60% ― <4.4> (11.2) 10G4/1 暗緑灰
第 44 図 18 PL20 SD02 布目瓦 ― ― ― ― ― 2.5Y6/2 灰黄
第 45 図  1 Ⅹ V25 鉢 口縁部 10% ― ― (3.9) 10YR7/4 にぶい黄橙 ・縄文晩期　氷式土器
第 45 図  2 Ⅺ C01 鉢 口縁部～底部 50% <11.9> <5.3> 5.6 10R5/6 赤 ・弥生後期 箱清水土器
第 45 図  3 Ⅹ V20 甕 口縁部～胴部 10% <11.8> ― (11.0) 7.5YR4/4 褐 ・弥生後期 箱清水土器
第 45 図  4 Ⅺ C05 土師器甕 胴部～底部 30% ― ― (5.4) 10YR7/2 にぶい黄橙
第 45 図  5 Ⅹ V25 非ﾛｸﾛ土師器坏 口縁部～底部 60% <11.6> ― 3.9 7.5YR7/4 にぶい橙
第 45 図  6 Ⅹ V25 須恵器坏 A 口縁部～底部 30% <10.0> ― 4.0 N5/ 灰
第 45 図  7 Ⅹ V25 須恵器坏 B 口縁部～底部 30% <10.0> <6.6> 4.2 10YR4/1 褐灰
第 45 図  8 Ⅹ V24 須恵器坏 A 口縁部～底部 30% <14.0> <6.5> 3.6 7.5Y6/1 灰 ・墨書「山」有り
第 45 図  9 Ⅹ V25 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 30% <12.0> <6.0> 4.8 10YR8/2 灰白
第 45 図 10 Ⅹ V18 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 50% <13.4> 6.1 3.9 7.5YR7/4 にぶい橙
第 45 図 11 Ⅹ V25 黒色土器 B 皿 口縁部～底部 10% <13.0> <9.8> 2.0 10YR1.7/1 黒
第 45 図 12 Ⅹ V19 黒色土器 B 皿 口縁部 10% <14.0> ― (1.4) 10YR2/1 黒
第 45 図 13 Ⅹ V19 皿 口縁部～底部 30% <13.7> <7.0> 1.9 7.5YR8/2 灰白
第 45 図 14 Ⅹ V25 灰釉陶器椀 口縁部～胴部 10% <14.0> ― (3.7) 7.5Y7/1 灰白
第 45 図 15 Ⅹ V18 灰釉陶器椀 底部 10% ― 7.1 (1.9) 10YR8/3 浅黄橙
第 45 図 16 Ⅹ V15 灰釉陶器椀 底部 10% ― 7.4 (2.4) 10Y7/1 灰白
第 45 図 17 Ⅹ V24 灰釉陶器長頸壷 口縁部 10% <4.8> ― (3.7) 10Y6/2 ｵﾘｰﾌﾞ灰
第 45 図 18 Ⅹ V25 灰釉陶器広口壷 口縁部 10% <11.0> ― (3.9) N7/ 灰白
第 45 図 19 Ⅹ V25 灰釉陶器壷 胴部～底部 10% ― <9.2> (3.6) N8/ 灰白

図版№ 写真№ 遺構名 取上げ№ 遺物名称 材質 長さ
（cm）

幅
（cm）

高さ
（cm）

重さ
（ｇ） 備　考

第 45 図 20 PL21 SB11 № 37 紡錘車 土 7.2 7.1 4.7 282.0 
第 45 図 21 PL21 SB13　埋土 № 3 土錘 土 2.3 2.6 6.3 34.4 
第 45 図 22 PL21 SB18　P2 土錘 土 2.4 2.5 5.6 27.2 
第 45 図 23 PL21 SD02 № 14 土錘 土 3.3 3.3 6.1 67.7 
第 45 図 24 PL21 SD02　TR1 と 2 の間 土錘 土 3.0 3.1 5.9 46.9 
第 45 図 25 PL21 SD02　サブトレンチ下層 土錘 土 2.1 3.6 6.6 40.8 
第 45 図 26 PL21 SD02　サブトレンチ下層 土錘 土 2.2 2.5 6.7 36.3 
第 45 図 27 PL21 SD02　黒色土 2 土錘 土 3.0 3.2 9.2 80.9 
第 45 図 28 PL21 SD02　TR1 と 2 の間？ 土錘 土 3.5 3.7 7.2 85.3 
第 45 図 29 PL21 SD02 土錘 土 2.3 2.5 7.6 37.9 

第５表　峯謡坂遺跡　土製品観察表

第２章　発掘調査の概要
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図版№ 写真№ 遺構名 取上げ№ 遺物名称 材質 長さ
（mm）

幅
（mm）

高さ
（mm）

重さ
（ｇ） 備　考

第 46 図  1 SB02　埋土 石鏃№ 2 石鏃 黒曜石 19.5 10.5 4.3 0.6 ・打製
第 46 図  2 SB04　東西トレンチ 石鏃№ 1 石鏃 黒曜石 18.2 14.0 3.5 0.5 ・打製
第 46 図  3 SB04　トレンチ埋土 石きり№ 2 打製石錐 チャート 19.2 6.0 3.0 0.5 
第 46 図  4 SB04　床直 石鏃未製品 黒曜石 30.8 18.0 6.2 2.7 
第 46 図  5 SB04　埋土 剥片 黒曜石 28.5 20.5 11.5 5.7 ・2 点 -2
第 46 図  6 PL21 SB04　埋土 石包丁 凝灰岩 103.5 50.0 17.5 88.2 
第 46 図  7 PL21 SB04 № 4 敲石 安山岩 138.0 55.0 33.0 369.3 
第 46 図  8 PL21 SB04 № 3 砥石 砂岩 147.0 67.0 62.0 822.3 ・中粒砂岩
第 46 図  9 SB10 石鏃未製品 黒曜石 21.8 20.5 3.2 1.1 
第 46 図 10 PL21 SB05 石器№ 1 磨製石斧 閃緑岩 102.0 68.0 19.0 258.6 
第 46 図 11 SB09　埋土 砥石 凝灰岩 50.0 46.0 21.3 59.5 
第 46 図 12 SB11　南側ベルト内 石鏃№ 2 石鏃 黒曜石 16.0 12.0 3.5 0.4 ・打製
第 46 図 13 PL21 SB11 № 4 敲石 安山岩 146.0 65.5 50.0 565.2 
第 46 図 14 PL21 SB11 № 7 砥石 細粒砂岩 256.0 100.0 76.0 2200.0 ・細粒砂岩
第 46 図 15 SB14　3 層 石鏃 黒曜石 23.4 21.0 7.2 2.3 ・2 点 -2
第 46 図 16 SB14　3 層 小形刃器 黒曜石 45.0 27.0 8.0 8.7 ・2 点 -1
第 46 図 17 PL21 SB14　埋土 磨製石斧 緑色岩 72.5 41.3 12.3 53.4 
第 46 図 18 PL21 SB14　床面 打製石斧 凝灰岩 99.1 67.2 16.0 143.5 
第 46 図 19 PL21 SB14 № 2 打製石斧 凝灰岩 143.0 83.9 32.0 427.0 
第 46 図 20 PL21 SB14　3 層 敲石 安山岩 110.0 69.0 30.0 295.7 
第 46 図 21 PL21 SB14 № 5 敲石 安山岩 174.0 81.0 42.0 768.1 
第 46 図 22 SB15　埋土 扁片刃石斧 玄武岩？ 39.5 30.0 9.1 18.2 
第 46 図 23 SB17 № 17 砥石 凝灰岩 110.0 54.0 34.0 225.5 
第 46 図 24 SB12　埋土上面 № 1 石鏃 チャート 19.0 16.0 3.0 0.5 ・打製
第 46 図 25 SB12 № 2 石鏃 安山岩 29.0 16.0 9.4 2.1 ・打製・下呂石に似てる
第 46 図 26 SB12　Pit7 軽石 軽石 71.5 46.1 31.8 31.7 
第 46 図 27 PL21 SB12 № 70 砥石 安山岩 230.0 133.0 97.0 3600.0 

第 47 図  1 SK09 両極剥離痕
剥片 黒曜石 20.0 10.3 3.5 0.8 

第 47 図  2 SK35　埋土 剥片 黒曜石 21.2 18.7 6.5 2.3 ・3 点 -3
第 47 図  3 PL22 SK35　埋土 石核 黒曜石 35.3 22.6 11.2 8.5 ・3 点 -1
第 47 図  4 PL22 SK137 № 17 勾玉 ヒスイ 3.1 2.2 1.3 13.7 
第 47 図  5 SK187　土器下 石鏃未製品 黒曜石　 15.0 13.0 3.0 0.4 ・11 点 -8 チップ多数
第 47 図  6 PL22 SK187 石№ 2 剥片 凝灰岩 61.0 58.0 14.4 56.1 
第 47 図  7 SK187 石№ 3 扁平片刃石斧 凝灰岩？ 41.0 39.0 10.8 16.2 
第 47 図  8 PL22 SK187 石№ 7 剥片 黒色頁岩 64.2 41.3 22.0 42.1 ・茶褐色
第 47 図  9 SD02 石器№ 5 石鏃 黒曜石 22.0 16.0 4.5 1.0 ・打製
第 47 図 10 SD02　TR6 石器№ 3 石鏃 碧玉 15.0 11.0 3.1 0.3 ・打製
第 47 図 11 SD02 石鏃 黒曜石　 20.0 16.0 3.0 0.8 ・打製
第 47 図 12 SD02 石器№ 9 石鏃 黒曜石　 22.0 15.0 3.3 0.9 ・打製
第 47 図 13 SD02 石鏃№ 2 石鏃 チャート 32.0 15.0 5.0 1.9 ・打製
第 47 図 14 SD02 石器№ 6 臼玉 碧玉 6.0 6.0 2.7 0.1 
第 47 図 15 SD02 石器№ 1 加工痕剥片 黒曜石　 18.0 14.0 5.0 1.2 

第 47 図 16 SD02　TR1 と 2 の間 両極剥離痕
剥片 黒曜石　 32.0 16.0 7.6 4.5 

第 47 図 17 PL22 SD02 石器№ 7 磨製石包丁 凝灰岩 69.2 57.0 7.9 41.6 
第 47 図 18 PL22 SD02 石器№ 10 打製石斧 安山岩 94.1 42.2 19.2 93.9 
第 47 図 19 PL22 SD02 石器№ 8 磨製石斧 緑色岩 125.0 52.0 28.2 266.8 
第 47 図 20 PL22 SD02　TR2 と 5 の間 敲石 安山岩 124.0 58.0 34.0 398.0 ・4 点 -1
第 47 図 21 PL22 SD02　黒色土 1 敲石 安山岩 107.0 65.0 53.0 650.0 ・残存率 1/2
第 47 図 22 SD02　黒色土 2 砥石 軽石 55.5 48.0 36.3 27.9 ・2 点 -1
第 47 図 23 PL22 SH05 打製石斧 凝灰岩 90.0 41.0 13.0 54.3 
第 47 図 24 Ⅺ C09　検出面 石鏃 黒曜石 4.4 4.0 1.8 0.3 ・打製
第 47 図 25 ⅩＵ 18 石鏃 黒曜石 7.0 3.0 2.7 0.5 ・打製
第 47 図 26 Ⅹ V25 － c　トレンチ内 石鏃 黒曜石 24.0 10.0 2.8 0.6 ・打製・柳葉形
第 47 図 27 PL22 Ⅹ V20　トレンチ 大形刃器 凝灰岩？ 119.0 47.0 19.0 13.7 
第 47 図 28 PL22 Ⅹ V24 －ａ　検出面 剥片 凝灰岩 89.7 36.0 20.0 52.1 
第 47 図 29 PL22 Ⅹ V25　黒色土層　縄文 凹石 花崗閃岩 93.0 80.0 43.6 449.1 

第６表　峯謡坂遺跡　石器観察表

第１節　峯謡坂遺跡の調査
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図版№ 写真№ 遺構名 取上げ№ 遺物名称 材　質 長さ
（mm）

幅
（mm）

高さ
（mm）

重さ
（ｇ） 備　考

第 48 図  1 SB06 釘 鉄 121.0 29.0 27.0 57.0 
第 48 図  2 SB12 № 5 鉄鏃 鉄 115.0 12.0 9.0 18.2 ・4 点 -1
第 48 図  3 SB12 № 4 鉄鏃 鉄 74.0 31.0 12.0 27.2 ・2 点 -1
第 48 図  4 SB12 № 1 環 鉄 24.0 19.0 11.0 5.1 
第 48 図  5 SK08 № 1 斧か槌 鉄 274.0 112.0 72.0 3540.0 
第 48 図  6 SK08 № 5 釘 鉄 55.0 29.0 16.0 13.5 
第 48 図  7 SK08 釘 鉄 72.0 4.0 4.0 4.5 
第 48 図  8 SK08 № 2 釘 鉄 116.0 32.0 22.0 68.3 
第 48 図  9 SK08 № 4 曲板 鉄 64.0 33.0 14.0 26.9 ・4 箇所に留め穴
第 48 図 10 SK08 № 3 曲板 鉄 65.0 36.0 22.0 40.7 
第 48 図 11 SK10　４層 釘 鉄 104.0 7.0 7.0 10.0 
第 48 図 12 SK76　埋土 鉄鏃 鉄 196.0 110.0 120.0 41.9 ・雁股式
第 48 図 13 PL22 SK76　埋土 № 1 鉄鋤 鉄 216.0 （154.0） 20.0 482.8 
第 49 図  1 SD02 № 15 釘 鉄 90.0 11.0 11.0 21.3 
第 49 図  2 SD02 № 23 釘 鉄 103.0 8.0 8.0 23.8 
第 49 図  3 SD02 № 30 釘 鉄 110.0 9.0 9.0 10.9 
第 49 図  4 SD02 № 29 釘 鉄 102.0 9.0 7.0 14.5 
第 49 図  5 SD02 № 31 釘 鉄 85.0 7.0 8.0 11.7 ・2 点 -1
第 49 図  6 SD02　TR3 № 28 釘 鉄 72.0 9.0 7.0 8.9 

第 49 図  7 SD02 № 7 釘 鉄 26.0 ～
58.0

8.0 ～
17.0

3.0 ～
8.0

2.7 ～
3.6 ・3 点 -1

第 49 図  8 SD02 № 26 釘 鉄 64.0 14.0 13.0 13.4 
第 49 図  9 SD02 № 19 釘 鉄 51.0 7.0 9.0 15.4 

第 49 図 10 SD02 № 14 刀子 鉄 26.0 ～
94.0

21.0 ～
22.0

11.0 ～
13.0

6.0 ～
27.7 ・6 点 -1

第 49 図 11 SD02 № 21 刀子 鉄 119.0 24.0 15.0 36.5 ・4 点 -1
第 49 図 12 SD02 № 33 刀子 鉄 83.0 13.0 5.0 8.1 ・柄
第 49 図 13 SD02 サブトレンチ № 37 刀子 鉄 87.0 15.0 15.0 20.1 ・柄・4 点 -1
第 49 図 14 SD02 № 18 刀子 鉄 119.0 33.0 14.0 52.2 ・2 点 -1
第 49 図 15 SD02　TR4 内 № 10 鉄鏃 鉄 80.0 33.0 18.0 42.1 
第 49 図 16 SD02 № 32 鉄鏃 鉄 76.0 10.0 10.0 18.4 
第 49 図 17 SD02 № 17 馬具 青銅 52.0 35.0 7.0 20.4 
第 49 図 18 SD02　TR4 内 № 20 金属 鉄 155.0 120.0 55.0 526.0 ・B72 塗布（土付き）・4 点 -1

第 49 図 19 SD02 № 6 金属 青銅 33.0 ～
39.0 20.0 10.0 ～

12.0
6.6 ～

11.3 ・2 点 -1

第 49 図 20 SD02 № 22 金属 青銅 59.0 35.0 2.0 17.4 

第７表　峯謡坂遺跡　金属器観察表
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○遺跡の種類	：集落遺跡、墓跡

○主な時代	 ：古墳時代前期末〜中期初頭

	 	 	 	 	 （４世紀末〜５世紀前半）

△他の時代	 ：弥生時代後期終末〜古墳前期初頭

○遺跡の性格	：

・弥生時代（後期終末〜）は墓跡。

・古墳時代前期終末ころに集落がつくられ、

	 中期初頭まで続き、その後に姿を消す。

（ 2 ）西 中 曽 根 遺 跡 の 調 査
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（２）　西中曽根遺跡の調査

１．調査の概要

（１）調査期間

本発掘調査・・ ①平成 14 年 ４ 月 22 日 〜 ９ 月 18 日

 ・・ ②平成 16 年 ６ 月 29 日 〜 ８ 月 17 日

 （試掘調査：平成 13 年 12 月 20 日、平成 14 年 12 月 10 日・11 日）

（２）調査面積

 4,401 ㎡

（３）調査担当

本発掘調査・・ ①寺内貴美子　豊田義幸（7 月まで東條遺跡兼務）

 ②河西克造　山﨑まゆみ

 （試掘調査：町田勝則　上田典男（H13 のみ））

２．遺跡の概要

（１）立　地

西中曽根遺跡は長野盆地南部の千曲市八幡に位置する。千曲高原面をつくる旧崩積土（約 10 万年前）

の再移動による土石流堆積物で形成された押し出し地形の末端部で、標高 376m 〜 393m にある。千曲

高原面を開析している谷頭を頂点として北東方向に扇状に広がり、遺跡の北部を流れる宮川付近からは比

高 10m と佐野川扇状地上の八幡遺跡群からは一段高い位置にある。基盤となる土石流堆積物は新期姨捨

土石流堆積物（3,250 ± 260 年前 14C）に属し、淘汰の悪い安山岩（三峯火山岩）の亜角礫から亜円礫を

多量に含み、基質は砂質の泥や粘土である。

（２） ａ遺跡の範囲と調査区

西中曽根遺跡は、弥生時代から平安時代にかけての集落遺跡として千曲市遺跡分布図（106）に登載され、

既知の調査事例はない。遺跡周知化の範囲は、字切り図に示された西中曽根地籍の中央部（全体の 1/3 程

度）、標高 393m が測られる台地の先端部にあたる。今回の道路新設事業においては、周知化された範囲

のほぼ中央部分が記録保存の対象となった。現況の遺跡地は階段状に整地された畑地であり、旧地形は大

幅に改変されている。調査区外壁の崩落や土砂の流失に配慮し、安全帯及び安全勾配を確保した調査区を

設定し発掘を行った。遺跡北側に広がる低地部（水田地）は、試掘の結果、遺構・遺物は存在しないと判

断された。

 ｂ基本層序（第４図）

調査時の現況は畑または水田である。調査の結果、基本層序を以下のとおり確認した。低位部（A 地区）

調査の 379m 付近では、Ⅰ層は盛土。Ⅱ層は 10YR3/2 黒褐色土で現耕作土（畑）である。Ⅲ層からⅤ層

は 10YR3/1 〜 2/3 黒色〜黒褐色土で旧耕作土（水田）である。Ⅵ層は 10YR2/1 黒色粘質土で小礫や細

粒砂を含み、粘性は強い。遺物包含層である。Ⅶ層は 10YR1.7/1 黒色砂質粘土で人頭大の礫や地山の細

粒砂を 30％含む。粘性は強い。ⅩⅡ Q グリッドには分布しているが、高位部（B 地区）では確認されな

い。Ⅷ層は黄褐色粘土質シルトで、礫を含む。粘性は強い。地山である。高位部調査の 389m 付近では、

Ⅰ層は盛土。Ⅱ層は 10YR3/3 暗褐色粘質土で表土である。Ⅲ層は 10YR4/1 褐灰色粘質土で旧耕作土（水

田）である。Ⅳ層は 10YR4/4 褐色土粘質土で礫を含む。Ⅴ層は 10YR3/4 暗褐色粘質土である。Ⅵ層は

10YR3/1 黒褐色土で遺物包含層である。

第２節　西中曽根遺跡の調査
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（３）調査結果

発掘調査の結果、古墳時代前期末から中期初頭に編年することのできる集落跡を確認した。記録保存し

た遺構は、竪穴住居跡５軒、掘立柱建物跡２棟、溝跡３本、土坑 45 基で、出土遺物には土器コンテナ 69 箱・

土製品 1 点、石器 32 点、金属製品 20 点がある。遺物には古墳時代前期初頭に位置づけることのできる

土器が一定量あり、調査区外に該当時期の遺構が存在する可能性もある。前期初頭は、善光寺平の古墳時

代の土器編年で示す 1 段階（3 世紀中ごろ）にあたり、長野市石川条里遺跡（註３）での古墳Ⅰ期 1 段階

の末から 2 段階にかけて、千曲市屋代遺跡群（註２）での古墳 1 期末から 2 期に該当するものと考えられる。

竪穴住居跡等、明瞭な遺構が存在し、本跡の中心となる時期は石川条里遺跡での古墳Ⅱ期 3 段階、屋代遺

跡群での 3 期末から 4 期にほぼ該当する。まさに古墳時代前期の終末から中期の幕開けの時期にあたる。

この間、集落の存続した期間はおよそ 50 年以内と見積もることができる。集落の構造的な評価、出土遺

物の詳細に関しては、4．小結に記す。

３．遺構と遺物

①竪穴住居跡（ＳＢ）

ＳＢ０１（第 57 図、第 61・62 図、第 65 図　ＰＬ 23，26 〜 28）

位　置 ： ⅩⅡ W − 01・02，Ｒ− 21

検　出 ： SB03 を破壊している。土層観察用のトレンチを設定し、土層断面を観察した結果、SB01 の方

が新しいと判断できた。北端は遺跡廃絶後の地形改変のため、検出できなかった。

規　模 ： 平面形態はほぼ方形と推定。主軸は N69°E、長軸 5.68m。

構　造 ： 埋没土に類似した土を床とする。壁はほぼ垂直に立ちあがり、周溝は認められない。Pit6 が位置

や規模から主柱穴と考えられる。ほかに 22 基の柱穴を確認したが、SB03 に所属するものも含

まれている可能性が大きい。出入り口は不明。焼土、炭化物が比較的まとまってみられる箇所が

あるが、炉とするには規模が小さく、量も少ない。

埋　土 ： 黒褐色粘質土の単層。

遺物出土状況：埋没土下半部から床面にかけて破片が多く出土した。特に南西部分に多い。完形品は少ない。

埋没土中から管玉や小型丸底土器が出土している。また Pit13 の底面付近から土製勾玉が出土。

遺　物：  第 61 図１〜７は小型丸底土器（坩）。口縁部と胴部径がほぼ等しく、胴部高が口縁部高と等し

西中曽根遺跡　土層柱状図
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第４図　西中曽根遺跡　土層柱状図
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いか、それを上回る形態が中心である。底部の成形はケズリ後にナデ整形。１は№９出土の完形

個体。胴部下半が下膨れ状で形態はタンポ状。また底部内面にはヘラ調整痕を明瞭に留める。２

は№ 96 出土の胴下半の個体。最大径が胴のやや上半部にある。３は口縁部よりも胴下半のほう

が大きな形態。底部外面にはわずかにケズリ成形痕を留めるが、全体をていねいなナデ整形で仕

上げている。埋没土中の出土。４は№ 31 出土。２とほぼ同様な形態で口縁部を欠損している。

内面には輪積み痕と指頭による成形痕跡が残っている。５は４とほぼ同様な形態。胴部下半の資

料で埋没土中の出土。６は大きく外側に開く口縁部の破片で、外面には縦方向のミガキ調整が施

されている。Pit11 より出土。７はやや大きい丸底の土器で、接合はしないが同一個体と考えら

れる口縁部破片がある。内面には輪積痕を明瞭に残し、胴部下半はケズリ調整で仕上げられてい

る。No.85 出土。８は小型丸底で鉢形状の形態。口縁部高はほとんどなく、外側に開口している。

胴部下半は丸底に仕上げられ、内外面ともミガキ調整のようなていねいなナデ調整が施されてい

る。No.77 出土。９〜 11 は脚部が直線的に開口し、器形全体がツツミ状となる大形の器台。高

坏と類別すべきかもしれないが、形態的特徴から器台とした。９は No.109 と 110 の接合個体

で完形。坏部外面はわずかながら有段を意識した作りとなっている。風化が著しく、調整等は観

察できない。10 は No.125 出土の脚部。11 は No.114・115・117・118 の接合個体でほぼ完

形。坏部は下半部と上半部を内傾に接合して作られ、有段的な効果となるが、縦方向のミガキ調

整により平滑なつくりに仕上げられている。12 〜 19 は有段で屈折脚の和泉式的な高坏。12 は

坏部が緩やかに開く形態で、外面の稜は明瞭ではない。埋没土中の出土。13 は No.12 出土資料

で、脚部端を欠損している。風化が激しく、調整の観察はできない。14 は No.58 ほかの接合資

料で脚部破片。15 と 16 は 12 とほぼ同様な形態を呈する坏部破片。15 は No.37 出土、16 は

No.27 出土である。17 の外面には縦方向のミガキ調整が顕著である。18 は有段部が極めて意識

的に作り出された形態で、口縁部は強く外反している。No.4 の出土で脚部を欠失し風化が著し

い。19 は No.122・133 ほかの接合資料で口縁部の破片。外面は縦方向にていねいなミガキ調

整がなされている。20・21、第 62 図１〜 12 は甕形土器。20 は口縁部がくの字形に強く外反

する形態で底部を欠損している。全体にていねいな作りで、器厚は薄く、内面には幅 1.5cm の

ハケ調整が横方向に施されている。No.38・47・107 の出土。21 は底部を欠損した球胴状の形態。

器壁は厚く、外面はハケ調整・ナデ仕上げされている。No.38・40・50・98・107・109 の出

土で、破片は 20 とほぼ重なって出土している。第 62 図 1 は球胴の甕の口縁部破片。口唇部が

外削ぎ様で角頭状となる。胎土は緻密で焼成も良好。外面のハケ調整もよく残り、目のこまかな

工具を用いていることが観察できる。ほかの甕形土器とは風化度合いが違っている。埋没土の出

土。２〜５は第 61 図 20 と同様な形態の甕。２は No.95 と埋没土の接合資料で、３と同一個体

と観られる。３は No.57・59 と埋没土の接合資料。４は No.20 の出土で、ハケ調整痕を比較的

よく残している。５は床面出土資料と No.107・108 の接合個体で、胴部を欠損している。６〜

９は 21 と同様な形態。６は No.62・75 の接合資料で口縁部破片。７は No.62 出土の小型の甕

で口縁部の破片。８は No.45 と 47 の接合個体で胴部を欠損している。ハケ調整の後、全体をナ

デて仕上げている。９は No.38・39・107・116・118・119 ほか出土の接合個体。口縁部はや

や直立気味で、口唇は緩やかにつまみ上げて作られている。胴部過半は縦方向のハケ調整が観察

できる。10 〜 12 は甕形土器の胴部。10 は No.116 出土で口縁部を欠損する。やや長胴化し卵

形に近い形態で、底部は丸底である。外面はハケ調整の後、全体をナデ仕上げしている。11 は

No.63・66・67・102 ほかの接合資料で、口縁部を欠失している。底部は小さな平底。第 61 図

第２節　西中曽根遺跡の調査
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21 と同様な作りである。12 は No.11 出土。ハケ調整の後、全体をていねいにナデ仕上げしている。

胴部上半を欠失。13 は一穴の有孔鉢（甑形土器）。14 は有段口縁の壷形土器。第 65 図 1 〜３

は打製石鏃である。すべて凹基無茎式鏃で、１と２は黒曜石材、３はチャート材である。縄文時

代のものか。４は黒曜石材の石核。打面の転移は 90 度で、主剥離面には２〜３枚の剥片剥離が

認められる。５はチャート材の小形刃器か。図の右側には細かな剥離が連続して観られる。６は

特殊磨石の 1/2 欠損例で安山岩材。特殊な型式の石器であり、所属時期は縄文時代早期と観ら

れるか。７は土製の勾玉。外面に赤色粉が付着している。大きさは 4.5cm、18.2g が測られる。

８は滑石製の小玉で、９・10 は管玉。９は滑石製で 2.7cm × 0.45cm、0.9g。10 は緑色凝灰岩

製で 4.15cm × 1.2cm、8.8g。

時　期 ： 小型丸底土器は明確に残存（第 61 図１〜６）するものの、小型器台が欠落している。丸底土器

の特徴は、口縁部が胴部とほぼ同程度の大きさ、もしくは小さくなる形態である。高坏はすべて

有段で屈折脚（第 61 図 12 〜 19）であり、外観がツツミ状に近い大型の器台形土器がこれに加

わる。甕は球胴で小さな平底、ハケ調整後に全面をナデ仕上げする特徴（第 62 図 11・12）が

ある。また胴部がやや長胴化し、丸底の形態（第 62 図 10）が出現している。これらの諸特徴

から、古墳時代中期初頭（５世紀初頭〜前半）にほぼ該当すると考えられる。

ＳＢ０２（第 58 図、第 63 図、第 65 図　ＰＬ 24，27，28）

位　置 ： ⅩⅡＲ− 22・23

検　出 ： 北端は遺跡廃絶後の地形改変のため、検出できなかった。

規　模 ： 平面形態はほぼ方形と推定。主軸は N80°W、長軸 6.28m。

構　造 ： 地山の黄褐色土を床とする明瞭な硬化部分を確認した。壁はほぼ垂直に立ちあがり、壁に沿って

幅約 30cm の周溝が認められる。Pit1、Pit2 が主柱穴と推定できる。出入り口は不明。南東隅の

Pit3 では、土器がつぶれた状態で出土し、掘り込みの規模から推定して貯蔵穴のような施設と

考えられる。また床面には、焼土、炭化物の集中している箇所が認められ、東西方向に走る溝を

1 本検出した。その位置関係から間仕切りのような施設の可能性がある。

埋　土 ： 黒褐色粘質土。混入物によって２層に分けた。礫が非常に多く、特に下部には人頭大の礫を多く

含む。南壁際では地山の黄褐色土のブロックの混入がやや目立った。

遺物出土状況：埋没土上部から土器破片の出土が多い。下部になるほど少なくなり、床直上にはほとんど

出土しない。また北東部の埋没土上部より管玉が 1 点出土している。

遺　物 ： 第 63 図１は高坏もしくは小型器台の脚部で体部に穴が４つ穿たれている。遺存状況が悪く調整

等の観察はできない。埋没土の出土。２は有段の高坏形土器。脚部は緩やかに外側に屈折する形

態。埋没土出土。３・４は甕形土器。いずれも風化が著しく、外面の観察は難しい。３は口縁部

の破片で、胴部の器壁は薄い作りである。埋没土中の出土。４は口縁が強く外反する形態の口縁

部小破片。外面には指頭による圧痕が観られる。台付き甕の口縁の可能性もある。Pit2 の出土。

５〜７は台付き甕。５は Pit3 の No.1 出土の台付き甕。接合はしないが同一個体と考えられる胴

下半部がある。口縁部は強く外反し、外面には縦方向及び斜め方向のハケ調整がていねいに施さ

れ、内面はさらにナデによる調整仕上げがなされている。６は５と同様な作りの脚台部の破片。

No.2 の出土。７と 8 は S 字状の口縁をもつ甕の口縁部小破片。埋没土の出土で、ともにほぼ同

様な形態である。第 65 図 11 は鉄石英製の管玉。長さ1.85cm × 0.3cm、2.5g が測られる。

時　期 ： 出土遺物には若干の時期差のある資料が含まれている。小型丸底土器の好例はないが、脚部に穴

のある小型の器台（第 63 図 1）がある。また図示してないが、外面をハケ調整するくの字状口
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縁の甕があり、S 字状口縁の台付き甕（第 63 図 7）に大形で直口口縁の台付き甕（第 63 図 5・6）

が加わる。さらには有段の高坏も存在している。これらを考慮すると、本跡は概ね古墳時代前期

末から中期初頭（４世紀末〜５世紀初頭）に所属するものと考えられる。

ＳＢ０３（第 57 図、第 63 図　ＰＬ 23，27）

位　置 ： ⅩⅡ W − 01・02，Ｒ− 21・22

検　出 ： SB01 に破壊される。北端は遺跡廃絶後の地形改変のため検出できなかった。

規　模 ： 平面形態は方形か ? SB01 と重なり大半が破壊されている。主軸は N75°E。

構　造 ： 壁はほぼ垂直に立ち上がる。南東部から東壁に沿って幅約 20cm の周溝が認められる。SB01 の

柱穴として調査したものの中には、本来は SB03 に属するものもあると思われるが、その判別は

できなかった。出入り口、貯蔵穴、炉などは不明。

埋　土 ： 黒褐色粘質土の単層。壁際は地山の黄褐色土の細かいブロックの混入がやや多くみられた。

遺物出土状況：埋没土中から多く出土した。

遺　物 ： 第 63 図９〜 13 は高坏の脚部。９と 10 は脚部が「ハ」の字状に開く形態。９の脚裾には沈線

様に凹線が一条巡り、有段状となっている。No.8 出土。10 は内面に輪積み痕を明瞭に留め、径

0.5cm の 1 孔が穿たれている。11 と 12 は棒状に近い形態の脚部破片。11 は No.1 出土、12 は

No.2 出土。13 は坏部で、口縁部は外傾に接合されている。内面はていねいにナデ成形し平滑化

するが、外面の接合部分は意識的に粗雑に残し、有段化している。口縁部は縦方向のハケ調整と

ナデで仕上げられている。胎土から在地の製作と考えられる。No.4 出土。14 は有段高坏の坏部

破片。胎土は徴密で混入物もほとんどない。坏部に口縁を内傾に乗せるように接合し、段部が際

立つ良好な作りである。異系統の土器で埋没土よりの出土。図示してないが、丸底で坩形状の小

型壷胴部破片 1/3 個体があり、外面は斜めのハケ調整ナデ仕上げである。No.5 の出土。

時　期 ： 有段の高坏の存在とその形態の多様化、小型丸底土器や小型器台、台付甕等が消滅方向にあると

考えると、本跡は古墳時代中期前半（５世紀前半）にあたる。しかしながら、本跡は SB01 に破

壊されていることから、それの時期、古墳時代中期初頭（５世紀初頭〜前半）よりも古いことは

確実であり、出土遺物には混在も予想される。屈折脚の高坏脚部破片（第 63 図 11・12）など

は古い様相であり、これらが本跡に所属する資料であろうか。前期前半に位置づけるだけの積極

的な根拠は見当たらないことから、SB01 と差ほど時期差のない段階、SB02 とほぼ同様な時期

と考えて、古墳時代前期末から中期初頭（４世紀末〜５世紀初頭）と判断しておきたい。

ＳＢ０４（第 57 図、第 63 図　ＰＬ 24，27）

位　置 ： ⅩⅡＫ− 15・20，Ｌ− 11

検　出 ： 土層断面で確認された。北西部分の大半は近現代の水田造成のため壊されて検出できなかった。

ST01 と重複し、検出状況から SB04 の方が古いと判断できた。

規　模 ： 平面形態はほぼ方形と推定。主軸は N57°E。

構　造 ： 地山の黄褐色土を床とする。南西隅は平坦であるが細かな凹凸や地山の礫の露出がみられ、Pit1

から北端に向かい傾斜する。壁は明瞭に確認できた南西側でほぼ垂直に立ち上がる。南西側壁に

沿って幅約 10cm の周溝がある。Pit1 は SB04 に伴うものと考えられる。P2 ほか直径約 20cm

の柱穴は本跡に伴わない可能性もある。出入り口、貯蔵穴、炉は不明。

埋　土 ： 黒褐色粘質土の単層。

遺物出土状況：埋没土から須恵器坏が出土。Pit1 の西側からは手づくね土器が出土している。

遺　物 ： 第 63 図 15 は手づくね様の小型の丸底土器。底部はケズリ調整されている。口縁部は欠失するが、

胴部よりも口縁部高の高い形態となるか。No.1 出土。16 は埋没土中より出土した須恵器坏Ａ類
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の口縁部小破片。底部の切り離し手法は欠損のため観察できない。本跡の時期決定等には直接関

連はないと考えられる遺物である。

時　期 ： 須恵器の混在もあり、本跡の所属時期は不明である。手づくね様の小型丸底土器（第 63 図 15）

の出土を積極的に評価すると、古墳時代前期（３世紀後半から４世紀代）と推定できるか。

ＳＢ０５（第 58 図　ＰＬ 24）

位　置 ：ⅩⅡＬ− 22

検　出 ： 北東部分の大半は調査区外のため調査できていない。ST01 との切り合い関係は不明。

規　模 ： 平面形態はほぼ方形と推定。主軸は N87°W。

構　造 ： 地山を床面とし、全体的にほぼ平坦だが、細かな凹凸や地山の礫の露出が所々に見られる。壁は

明瞭に確認されたが、耕作により上部は削平されている。南壁に沿って幅約 10 〜 15cm の狭い

周溝がある。掘り方を検出できたが、柱穴、出入り口、貯蔵穴、炉は確認できなかった。

埋　土 ： 黒褐色粘質土の単層。

遺物出土状況：埋土中より土器小破片が出土している。

時　期 ： 時期不明。

②掘立柱建物跡（ＳＴ）

ＳＴ０１（第 59 図  ＰＬ 24）

位　置 ： ⅩⅡＫ− 15，Ｌ− 11

規　模 ： 確認された柱穴が 2 基のため、全体の規模形状は不明である。近現代の水田造成で削平された調

査区北端側と東側調査区外に柱穴が続いていたと想定され、東西方向に長軸をもつ建物と考えら

れる。柱間は約 1m50cm が測られる。

形　態 ： 柱穴の平面形態は方形で、断面観察より柱痕が確認された。

遺　物 : 出土遺物はなし。

時　期 ： 古墳時代か。

ＳＴ０２（第 59 図  ＰＬ 24）

位　置 ： ⅩⅡＬ− 21・22

規　模 ： 7 基の柱穴を確認した。長軸の北東側は近現代の水田造成で削平されて消失している。

形　態 ： 東西方向に長軸をもつ。検出した柱穴から考えると、現況で 1 間× 5 間（400cm × 850cm）と

長大である。Pit3 と Pit6 には礎石であろうか、板状の石が出土している。

遺　物 : 出土遺物はなし。

時　期 ： 古墳時代か。

③土　坑（ＳＫ） 

ＳＫ０１（第 60 図、第 63 図　ＰＬ 24，27）

位　置 ： ⅩⅡＷ− 18・19

規　模 ： 平面形態はやや不整形な楕円形。長軸 98cm、短軸 85cm、深さ− 21cm。

埋　土 ： 黒褐色粘質土。焼土粒子、地山の黄褐色土粒子を少量含む。埋土中には人頭大の礫、底部には小

礫を確認した。

構　造 ： 断面は浅いタライ状。土器の出土状況から、墓などの機能を考えることができるか。

遺物出土状況：甕形土器の大形破片ほかが多出している。

遺　物 ： 第 63 図 17・18 は甕形土器。ともに大形品で胴張りの形態。外面は幅 1.5cm ほどの櫛歯状の

工具で波状文及び横線文を施す。17 の頸部には上下 2 段に重ねて横線文を描いている。No.4・

6・8 の出土。18 は口縁外面に縦方向のハケ調整を施し、その後、同じ工具を用いて櫛描波状文
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と頸部の横線文を描いている。口縁部と胴部はやや角度をもって接合する。No.10・11・15 〜

17・20 〜 25・29 出土の接合資料。

時　期 ： 弥生時代後期後半（５段階相当か）

ＳＫ２０（第 60 図、第 63 図　ＰＬ 25，28）

位　置 ： ⅩⅡＶ− 15，Ｗ− 11

規　模 ： 平面形態は楕円形。長軸 69cm、短軸 50cm、深さ− 19cm。

埋　土 ： 黒褐色粘質土。地山のにぶい黄褐色土粒子を含む。

構　造 ： タライ状の断面で掘り込みは浅い。

遺物出土状況：検出時に赤彩された土器の破片が集中して出土した。

遺　物 ： 第 63 図 19 は椀形高坏の坏部破片。内外面赤色塗彩される。

時　期 ： 弥生時代後期。

ＳＫ３５（第 60 図、第 64 図　ＰＬ 25，28）

位　置 ： ⅩⅡＶ− 20，Ｗ− 16

規　模 ： 平面形態は楕円形。長軸 106cm、短軸 92cm、深さ− 37cm。

埋　土 ： 黒褐色粘質土。地山のにぶい黄褐色土の含有差で 3 層に分層した。

構　造 ： 断面形はロウト状である。

遺物出土状況：南壁側の中段に土器破片が集中して出土した。

遺　物 ： 第 64 図１は器台の受け部。受け部は有段状に屈折して口縁が外反する。胎土は徴密で精錬され

た作りであることから外来系であろうか。２は壷の口縁部破片。口唇の端部は面取り様で角頭状

を呈する。３と４は甕形土器。３は口縁が「くの字」状に強く外反する球胴形の甕。４は外面に

横方向のハケ調整がある。No.1 出土。

時　期 ： 有段の器台とハケ調整で「くの字」口縁をもつ球胴甕の存在から、本跡は古墳時代前期前半（３

世紀代）と考えられるか。

④溝　跡（ＳＤ）

ＳＤ０１（第 51 図、第 64・65 図　ＰＬ 25，28）

位　置 ：  ⅩⅡＶ− 04・05・09・10，Ｗ− 01

検　出 ： 表土を削除した結果、調査区を南北に長く伸びる黒色土の落ち込みを確認した。慎重に埋没土を

掘り下げたが、複数の遺構が重なりあったような状況は見られず、溝状の遺構あるいは土砂の押

し出し、埋没流路等を想定し調査を行った。

規　模 ： 長さ約 20 ｍ×幅約７ｍ。

構　造 ： 埋没土は単純な自然堆積であり、人工的な掘削痕跡が認められない。調査状況から判断して降雨

等に起因する一時的な流路（土砂の押し出し）である可能性を考えておく。

遺物出土状況：埋土中より、小さな土器片（弥生時代後期後半から古墳時代前期にかけて）が大量に出土

した。大半の破片は全体が軽度に磨耗しているが、流水の激しい押し出し等の結果とは考えられ

ない。一時的な流路であっても遺物の大きな流下はなかったものと考えられる。

遺　物 : 第 64 図５は器台の脚部。裾部がスカート状に広がる形態で 1 孔がある。焼成良好でⅩⅡＶ−

05 より出土している。６〜８は高坏。６は有段高坏の坏部破片。外面は横方向のナデ調整仕上

げ。７は脚部片。６・７ともにⅩⅡＶ− 05 の出土。８は脚部が「ハの字」形に開く形態の有段

高坏で、ⅩⅡＶ− 09 の出土。９は口縁部が外反する鉢で 2/3 程度の破片個体。丸底で底部はケ

ズリ成形している。内外面とも風化が激しい。ⅩⅡＶ− 09 出土。10 と 11 は甕の口縁部破片。
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11 は No.18 の出土。第 65 図 13 は黒曜石材の凹基無茎式鏃。14 は珪質の凝灰岩材で主剥離面

側に研磨痕がある。剥片の縁辺部には剥離加工が認められることから、石器製作の途中品であろ

う。器種は判別できない。15 は凹石。やや多孔質の安山岩材で、主面にはロウト状の大きな凹

みがあり、裏面にはアバタ状の敲打部が観察できる。

時　期 ： 図示した器台や屈折脚の有段高坏などの存在から、古墳時代前期前半（４世紀前後）と考えられ

るが、埋没流路の可能性から遺物は数時期のものが混在する。

ＳＤ０３（第 60 図  ＰＬ 25）

位　置 ： ⅩⅡＶ− 15

規　模 ： 幅約 15cm、深さ約 5cm。東西方向に伸びて東端でやや北に曲がる。西端は調査区外に伸びるた

め全体の規模は不明である。

埋　土 ： 黒褐色粘質土の単層。

構　造 ： 隣接遺構に SK21 〜 SK31、SD04 がある。現地形において段々畑の畑間の傾斜地に位置するため、

上面を削平されてしまった竪穴住居跡の残骸部分の可能性も考えられる。

遺物出土状況：図示できる程度の遺物の出土はない。

時　期 ： 不 明。

ＳＤ０４（第 60 図　ＰＬ 25）

位　置 ： ⅩⅡＶ− 15

規　模 ： 幅約 45cm、深さ約 20cm。西端は調査区外にのびるため全体の規模は不明である。

埋　土 ： 黒褐色粘質土の単層。

構　造 ： 隣接遺構に SK21 〜 SK31、SD03 がある。検出状況は SD03 とほぼ同様である。

遺物出土状況：図示できる程度の遺物の出土はない。

時　期 ： 不 明。

⑤遺構外出土遺物

位　置 ： ⅩⅡＶ− 15，旧 SD02 及び SD01 検出面を含む（第 64・65 図、ＰＬ 28）

出土遺物：第 64 図 12 〜 15 は屈折脚の高坏。12 は図示した正面と裏面に穴が穿たれている。ⅩⅡＶ−

08 の出土。13 は有段で脚部が「ハの字」形に開く形態。14 と 15 は脚裾部の破片。14 は脚屈

折部分内面に接合痕を明瞭に留めている。ⅩⅡＶ− 09 出土。15 はⅩⅡＶ− 08 出土。16 〜 21

までは甕形土器の口縁部。16 は内外面に細かなハケ調整がなされ、さらに口縁の内面はミガキ

仕上げされている。台付き甕であろうか。ⅩⅡＶ− 08 の出土。17 〜 19 は口縁部が強く外反す

る「くの字」甕の口縁部破片。17 は外面がやや幅太のハケ調整が施されている。口縁「くの字」

に外反し、口唇部が外折する形態。外面には細かなハケ調整が施されている。20 はナデ調整の

小型の甕形土器。体部下半を欠失するがハケ調整が施されているようである。21 は折り返し口

縁の甕形土器で口縁部の小破片である。22・23 は有段口縁の壷形土器口縁部の破片。22 は口

唇部が外削状に仕上げられている。23 は厚手の口縁部で、有段部は外傾に接合している。口縁

の反りが強く傾く形態で古墳時代前期の古手か。内面はよくミガキ調整されている。24 は壷の

口縁部破片。風化が激しいが外面にハケ調整がわずかに認められる。25 は須恵器高坏の脚部破片。

ⅩⅡＷ− 10、検出面の出土。26 は須恵器坏Ｂ類。底部は回転ヘラケズリ手法で、高台は低く外

面接地である。検出面近くより出土。27・28 は弥生時代後期の土器。27 は台付き甕の口縁部

破片。ⅩⅡＶ− 09 の出土。28 は甕形土器の頸部破片。第 65 図 16 は 1 穴式の磨製石包丁完形品。

刃部は片刃で使用による摩耗が著しい。頁岩材か。8.5cm × 3.25cm × 0.8cm、重さ 34.3g が
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測られる。17 は磨製石包丁の未製品と観られるが研磨痕跡はない。頁岩材で半欠品、ⅩⅡＶ−

09 出土。18 は片側に原礫面を残す大形の刃器と考えられる。小型の打製石斧の可能性もあるが、

図の左側側面が機能部と考えたい。19 は有溝の石錘。敲打により溝を作出している。安山岩材

で 207.4g、ⅩⅡＶ− 08 出土。20 は打欠の石錘でⅩⅡＶ− 08 の出土。安山岩材で 242g が量

られる。21 〜 23 は鉄製の刀子と考えられ、いずれも欠損例である。21 はⅩⅡＶ− 10 の出土、

22 と 23 はトレンチよりの出土例である。

４．小　結

西中曽根遺跡は、高雄山山塊の東麓、千曲川に向けて押し出された姨捨土石流堆積物上の末端に位置す

る。標高 388.5 ｍほどの丘陵状先端の高位部と 376.6 ｍの低位部からなる。古墳時代前期末から中期初

頭に中心をもつ集落遺跡である。出土遺物（土器）から判断される所属時期の段階は、古墳時代前期初頭

にあたる古墳 1 期 1 段階（註２）と、前期末から中期初頭の古墳 2 期 3 段階にほぼ相当している。長野

市石川条里遺跡の中心的時期である古墳 2 期 2 段階は本遺跡で確認できないことから、竪穴住居跡を中

核とする居住空間の形成が古墳 2 期 3 段階に限られて設営されたものと考えられる。調査区内で確認さ

れた遺構は、住居跡が５軒、掘立柱建物跡が２棟、溝跡３本、土坑 45 基がある。

Ａ．集落の構造について

遺構は掘り方深度の深いものを除き、大部分が近現代の可耕地化により削平を受け、遺存状態は良好で

はない。数少ない竪穴住居跡も、その大半が部分的な検出に留まり、全体の形状をつかむことのできる例

は皆無である。このような状況下で遺跡の歴史的な評価を与えることは極めて困難であり、記録保存した

限定的な資料より、集落像の概要をまとめるに留めたい。

①遺構数と推定された所属時期

○弥生後期後半 ・・・・・・・土坑２基（SK01・SK20）

○古墳時代前期初頭 ・・・・・土坑１基（SK35）

○古墳時代前期末〜中期初頭 ・竪穴住居跡４軒（SB01 〜 SB04）

○不 明 ・・・・・・・・・・竪穴住居跡１軒（SB05）、掘立柱建物跡２棟（ST01・ST02）、土坑 42 基

②集落の構造解釈

○弥生時代後期終末から古墳時代前期初頭

長野盆地を中心とした善光寺平南部の弥生式土器編年は、後期を５段階から６段階に区分している（註

４）。西中曽根遺跡で検出した遺構・遺物は、出土土器の特徴より後期の 5 段階前後と判断できる。遺構

は土坑が２基（SK01・SK20）検出されたのみで、住居跡はまったく確認できていない。遺物も土坑内の

出土を除くと出土数は極めて少ない。居住施設を伴う該期の集落遺跡は、宝録沢川を隔てた東側対岸の東

中曽根遺跡で確認されている。宝録沢川は川底との比高差が３〜４ｍほどあるＶ字状の深い沢ではある

が、川幅は５〜６ｍほどで、簡易な架橋で渡河は十分可能となる。本跡で検出した土坑が、東中曽根遺跡

の居住区に関連した施設である可能性は高い。東中曽根遺跡の集落機能の一端を担う、何らかの機能が、

これらの土坑であると考えたい。土坑の規模や形状から、貯蔵穴あるいは墓穴等の施設を想定できるか。

SK01 からは大形の甕の胴部上半が２点（第 63 図 17 と 18）出土しており、これを土器棺の残骸と考え

ると、墓跡の可能性がある。

弥生時代後期の様子は、古墳前期初頭にも当てはめて考えることができる。該期の遺構も土坑（SK35）

が１基のみ検出されている。ハケ調整の球胴甕（第 64 図４）や小型の器台（第 64 図１）がある。深さ

のあるサラダボール形の土坑で、やはり施設の機能としては、貯蔵穴や墓穴等を想定できるか。ただし、

本跡の東に位置する東中曽根遺跡の調査区内にも、該期の居住施設は確認できていないので、今回の記録
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保存の対象地外にそれの存在する可能性がある。

○古墳時代前期末から中期初頭

遺跡は丘陵先端の高位部と低地付近の低位部に位置し、埋蔵文化財包蔵地としては連続している。本跡

で確認された竪穴住居跡５軒（SB05 は不明扱いではあるが）は、すべてが古墳時代前期末から中期初頭

期に所属すると考えられるが、住居跡間に重複関係があり、少なくとも 2 段階にわたる時間差を想定する

必要がある。しかしながら、前述した遺構の遺存状況等の諸条件により、この段階差を時期差として明確

に位置づけることはできなかった。低位部で検出した掘立柱建物跡の所属時期も不明で、ST02 が SB04

を破壊して構築されていること、ST01 と SB05 にも切り合い関係が存在することから、竪穴住居跡と掘

立柱建物跡との関係においても構築段階の差はある。極少量の遺構内出土資料を補完する目的で、調査区

内出土遺物も検討した結果、調査区全体の出土遺物の中心的時期は、古墳時代前期末から中期初頭、石

川条里遺跡の古墳時代２期 3 段階、屋代遺跡群の古墳時代 3 期末から 4 期にほぼ該当している。良好な

出土資料のある SB01 の所属年代は、概ね古墳時代中期初頭（５世紀初頭〜前半）と判断できるので、こ

れに破壊された SB03 はそれ以前の４世紀末〜５世紀初頭ころ、古墳時代中期に限りなく近い時期と考え

られる。SB02 及び SB04 は、出土土器の特徴より SB03 と同じ段階と判断できるか。時期決定の難しい

SB05 は、SB03 あるいは SB01 のいずれかと同時期である可能性が高い。ST01 は SB04（４世紀末〜５

世紀初頭）よりも後出の可能性があり、やはり SB01 と同じ時期ないしはそれ以降である。ST01 と ST02

の時期は古墳時代以外の古代に所属する可能性がまったくないわけではなく、掘立柱建物跡の位置付けに

は注意が必要である。

以上の思考経過から、西中曽根遺跡で検出された遺構をもとに集落跡を捉えてみると、４世紀末〜５世

紀初頭に２〜３棟の竪穴住居が、ひとつの生活の単位を構成し、それが高位部に 1 か所、低位部に 1 か所（こ

のほかに数単位が存在する可能性もあるが）設営されて、集落を構成したものと考えられる。その後、さ

ほどの時期を経ることなく５世紀初頭〜前半の時期に、高位部において住居が継続し、低位部には倉庫（掘

立柱建物）が構築されたと考えることができるか。あるいは低位部にある倉庫の設営段階に時期差を設け

て、各時期に 1 棟ずつの倉庫の配置を考えてみることも可能である。いずれにしても、今回の発掘調査で

記録保存された西中曽根遺跡は、生産的共同体の単位を構成する最小の生活単位を確認したに留まり、共

同体単位の全貌を推測するまでには至らなかった。同じ遺跡包蔵地内で括られた高位部と低位部の生活の

単位は、果たして同一の共同体単位として捉えてよいのか。居住地の立地的な差異を現代的な視覚で同一

視するには少々違和感が残る。このことは、次節で述べる東中曽根遺跡と外西川原遺跡（註 5）との関係

においても課題のひとつであり、当該地域の遺跡構造を評価する上での重要な研究課題である。

註 3） 1977 年『中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘調査報告書 15 – 長野市内その 3 − 石川条里遺跡』日本道路公団名

古屋建設局　長野県教育委員会　（財）長野県埋蔵文化財センター

　 4） 1999 年　99 シンポジウム『長野県の弥生土器編年』　長野県考古学会　弥生部会

　 5） 1990 年『外西川原遺跡』更埴市教育委員会
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図版№ 写真№ 遺構名 取り上げ№ 器　種 部　位 残存率 口　径
（cm）

底　径
（cm）

器　高
（cm） 外面色調 備　考

第 61 図  1 PL26 SB01 № 9 小型丸底 口縁部～底部 ほぼ完形 8.0 ― 7.6 7.5YR7/3 にぶい橙
第 61 図  2 PL26 SB01 № 96 小型丸底 頸部～底部 70% ― 1.7 (5.3) 5YR6/6 橙
第 61 図  3 PL26 SB01 小型丸底 口縁部～底部 50% <7.6> ― 9.7 7.5YR6/4 にぶい橙
第 61 図  4 PL26 SB01 № 31 小型丸底 頸部～底部 40% ― ― (6.3) 5YR7/4 にぶい橙
第 61 図  5 PL26 SB01 小型丸底 頸部～底部 40% ― ― (6.7) 10R5/8 赤
第 61 図  6 SB01 小型丸底 口縁部 10% 11.4 ― (4.2) 2.5YR5/6 明赤褐
第 61 図  7 PL26 SB01 № 85 小型丸底 胴部～底部 40% ― ― (10.2) 7.5YR7/3 にぶい橙
第 61 図  8 PL26 SB01 № 77 鉢 口縁部～底部 80% <8.9> ― 6.1 5YR6/4 にぶい橙
第 61 図  9 PL26 SB01 № 109・110 器台 坏部～裾部 ほぼ完形 14.0 11.6 11.7 7.5YR8/4 浅黄橙

第 61 図 10 PL26 SB01 № 125 器台 脚部～裾部 脚部ほぼ
完形 ― 11.4 (6.8) 7.5YR7/2 明褐灰

第 61 図 11 PL26 SB01 № 114・115
・117・118 器台 坏部～裾部 70% <18.5> 13.5 13.8 2.5YR6/6 橙

第 61 図 12 PL26 SB01 高坏 坏部～裾部 40% <19.6> <13.4> <14.2> 2.5YR6/6 橙
第 61 図 13 PL26 SB01 № 12 高坏 坏部～脚部 40% <19.0> ― (14.5) 7.5YR7/3 にぶい橙
第 61 図 14 PL26 SB01 № 58 高坏 脚部～裾部 脚部 80% ― <14.4> (8.9) 7.5YR7/3 にぶい橙
第 61 図 15 SB01 № 37 高坏 坏部 坏部 70% 17.8 ― (4.7) 7.5YR7/3 にぶい橙
第 61 図 16 SB01 № 27 高坏 坏部 坏部 80% 18.4 ― (4.2) 7.5YR8/4 浅黄橙
第 61 図 17 PL26 SB01 高坏 坏部～脚部 70% 18.8 ― (14.3) 5YR6/6 橙
第 61 図 18 PL26 SB01 № 4 高坏 坏部 坏部 60% 18.9 ― (4.9) 5YR6/6 橙
第 61 図 19 SB01 № 122・133 高坏 坏部 坏部 20% <21.4> ― (5.3) 5YR7/4 にぶい橙

第 61 図 20 PL26 SB01 № 38・47・
107 甕 口縁部～胴部 60% 16.2 ― (24.8) 7.5YR7/3 にぶい橙

第 61 図 21 PL26 SB01
№ 38・40・
50・98・
107・109

甕 口縁部～胴部 40% <16.8> ― (27.3) 7.5YR7/4 にぶい橙

第 62 図  1 SB01 甕 口縁部～胴部 10% <15.0> ― (7.4) 5YR6/6 橙
第 62 図  2 SB01 № 95 甕 口縁部 10% <16.6> ― (3.6) 5YR5/6 明赤褐
第 62 図  3 SB01 № 57・59 甕 胴部～底部 10% ― 5.2 (7.0) 5YR6/6 橙
第 62 図  4 PL26 SB01 № 20 甕 口縁部～胴部 10% 15.6 ― (8.2) 2.5YR6/6 橙
第 62 図  5 SB01 № 107・108 甕 口縁部～胴部 10% 19.2 ― (5.7) 5YR6/6 橙
第 62 図  6 PL26 SB01 № 62・75 甕 口縁部～胴部 10% <16.6> ― (5.5) 5YR6/4 にぶい橙
第 62 図  7 SB01 № 62 甕 口縁部～胴部 10% <12.8> ― (8.0) 10YR8/3 浅黄橙
第 62 図  8 PL27 SB01 № 45・47 甕 口縁部～胴部 10% <17.0> ― (12.4) 5YR5/6 明赤褐

第 62 図  9 PL27 SB01
№ 38・39・
107・116・
118・119

甕 口縁部～胴部 30% <16.6> ― (20.2) 5YR6/4 にぶい橙

第 62 図 10 PL27 SB01 № 116 甕 胴部～底部 30% ― ― (19.2) 7.5YR6/3 にぶい褐

第 62 図 11 SB01 № 63・66・
67・102 甕 胴部～底部 30% ― 4.7 (24.6) 2.5YR5/4 にぶい

赤褐
第 62 図 12 PL27 SB01 № 11 甕 胴部～底部 20% ― 4.0 (12.8) 7.5YR6/4 にぶい橙
第 62 図 13 SB01 有孔鉢 底部 10% ― <7.4> (3.0) 5YR5/3 にぶい赤褐
第 62 図 14 SB01 壷 口縁部～頸部 10% <20.2> ― (6.8) 5YR7/6 橙
第 63 図  1 PL27 SB02 高坏 脚部～裾部 脚部 50% ― 12.0 (6.2) 2.5YR6/4 にぶい橙 器台？
第 63 図  2 SB02 高坏 坏部 坏部 30% <16.8> ― (6.4) 5YR6/4 にぶい橙
第 63 図  3 PL27 SB02 甕 口縁部～胴部 10% <12.8> ― (10.0) 7.5YR7/4 にぶい橙

第 63 図  4 PL27 SB02　P2 甕 口縁部～胴部 10% <11.6> ― (3.8) 2.5YR5/4 にぶい
赤褐

第 63 図  5 PL27 SB02
P3 № 1 台付き甕 口縁部～胴部 10% <15.2> ― (5.8) 5YR5/3 にぶい赤褐

第 63 図  6 PL27 SB02 № 2 台付き甕 脚部～裾部 脚部 90% ― 9.0 (4.3) 5YR6/6 橙
第 63 図  7 PL27 SB02 台付き甕 口縁部～胴部 20% <10.6> ― (3.7) 7.5YR7/4 にぶい橙

第 63 図  8 SB02 甕 口縁部～胴部 10% <11.8> ― (3.4) 10YR7/4 にぶい黄
橙

第 63 図  9 PL27 SB03 № 8 高坏 脚部 脚部 50% ― ― (10.3) 7.5YR7/3 にぶい橙
第 63 図 10 PL27 SB03 高坏 脚部 脚部 70% ― ― (7.6) 7.5YR6/6 橙
第 63 図 11 SB03 № 1 高坏 脚部 脚部 70% ― ― (9.0) 7.5YR6/6 橙
第 63 図 12 SB03 № 2 高坏 坏部～脚部 脚部 40% ― ― (9.0) 2.5YR5/8 明赤褐
第 63 図 13 SB03 № 4 高坏 坏部 坏部 30% <17.8> ― (7.4) 7.5YR8/4 浅黄橙
第 63 図 14 SB03 № 5 高坏 坏部 坏部 10% <22.0> ― (3.9) 5YR6/6 橙

第 63 図 15 PL27 SB04 № 1 手づくね小
型丸底 胴部～底部 80% ― ― (3.7) 7.5YR7/6 橙

第 63 図 16 SB04 須恵器坏 口縁部～底部 10% <11.8> <7.6> 2.5 N7/ 灰白
第 63 図 17 PL27 SK01 № 4・6・8 甕 口縁部～胴部 10% <27.4> ― (17.7) 7.5YR6/4 にぶい橙

第 63 図 18 PL27 SK01
№ 10・11・
15・16・17・
20 ～ 25・29

甕 口縁部～胴部 40% <25.4> ― (30.2) 7.5YR6/4 にぶい橙

第 63 図 19 PL28 SK20 高坏 口縁部～胴部 10% <21.4> ― (8.3) 2.5YR6/6 橙
第 64 図  1 PL28 SK35 器台 受部 40% <10.8> ― (2.7) 5YR7/6 橙
第 64 図  2 SK35 壷 口縁部 10% <14.6> ― (4.3) 5YR6/6 橙

第８表　西中曽根遺跡　土器観察表
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図版№ 写真№ 遺構名 取り上げ№ 器　種 部　位 残存率 口　径
（cm）

底　径
（cm）

器　高
（cm） 外面色調 備　考

第 64 図  3 PL28 SK35 甕 口縁部～胴部 10% <16.4> ― (5.5) 5YR7/3 にぶい橙
第 64 図  4 PL28 SK35 № 1 甕 口縁部～底部 50% 14.8 8.6 24.8 5YR5/6 明赤褐
第 64 図  5 SD01 器台 脚部～裾部 脚部 40% ― ― (8.2) 5YR7/6 橙
第 64 図  6 SD01 高坏 坏部 坏部 50% <15.4> ― (4.0) 5YR7/6 橙
第 64 図  7 SD01 高坏 脚部 脚部 60% ― ― (8.6) 5YR6/6 橙
第 64 図  8 SD01 高坏 坏部～脚部 40% <16.4> ― (10.0) 5YR7/6 橙
第 64 図  9 PL28 SD01 鉢 口縁部～底部 30% <11.6> ― 8.0 5YR6/6 橙
第 64 図 10 SD01 甕 口縁部～胴部 10% <13.8> ― (6.2) 5YR6/6 橙
第 64 図 11 SD01 № 18 甕 口縁部～胴部 10% <16.8> ― (5.3) 7.5YR7/4 にぶい橙
第 64 図 12 Ⅻ V08 高坏 坏部～脚部 60% ― ― (8.9) 5YR6/6 橙
第 64 図 13 PL28 Ⅻ V08 高坏 坏部～脚部 20% ― ― (9.2) 5YR7/6 橙
第 64 図 14 Ⅻ V09 高坏 脚部～裾部 20% ― (14.0) (3.9) 5YR6/6 橙
第 64 図 15 Ⅻ V08 高坏 脚部～裾部 10% ― <11.4> (3.6) 5YR6/4 にぶい橙
第 64 図 16 Ⅻ V08 甕 口縁部～胴部 10% <14.8> ― (4.9) 5YR5/4 にぶい赤褐
第 64 図 17 Ⅻ W10 甕 口縁部～胴部 10% <18.4> ― (6.8) 5YR7/6 橙
第 64 図 18 Ⅻ W10 甕 口縁部～胴部 10% <16.2> ― (7.0) 5YR6/6 橙
第 64 図 19 Ⅻ W10 甕 口縁部～胴部 10% <15.4> ― (5.0) 5YR6/4 にぶい橙
第 64 図 20 PL28 Ⅻ W10 甕 口縁部～胴部 10% <10.8> ― (5.2) 7.5YR7/4 にぶい橙
第 64 図 21 PL28 Ⅻ W10 甕 口縁部 10% <12.8> ― (3.3) 7.5YR7/3 にぶい橙
第 64 図 22 Ⅻ W10 壷 口縁部 10% <21.0> ― (5.7) 5YR7/6 橙
第 64 図 23 PL28 Ⅻ W10 壷 口縁部 10% <23.2> ― (5.0) 7.5YR6/6 橙
第 64 図 24 Ⅻ W10 壷 口縁部～胴部 10% <15.4> ― (6.3) 5YR6/6 橙
第 64 図 25 PL28 Ⅻ W10 須恵器高坏 脚部～裾部 10% ― <10.4> (3.5) 5G2/1 緑黒
第 64 図 26 PL28 Ⅻ V09 須恵器坏 B 胴部～高台 40% ― <8.5> (2.1) Ｎ 7/0  灰白
第 64 図 27 Ⅻ V09 台付き甕 口縁部～胴部 10% <12.4> ― (5.0) 5YR6/3 にぶい橙
第 64 図 28 Ⅻ V09 甕 頸部 10% ― ― (11.3) 5YR6/3 にぶい橙

図版№ 写真№ 遺構名 取上げ№ 遺物名称 材質 長さ
（mm）

幅
（mm）

高さ
（mm）

重さ
（ｇ） 備　考

第 65 図  7 PL28 SB01　P13 勾玉 土 45.0 18.0 21.0 18.2 

図版№ 写真№ 遺構名 取上げ№ 遺物名称 材質 長さ
（mm）

幅
（mm）

高さ
（mm）

重さ
（ｇ） 備　考

第 65 図  1 PL28 SB01　トレンチ　（SE） 石鏃 黒曜石　 29.0 17.0 5.0 1.9 ・打製
第 65 図  2 PL28 SB01 石器№ 2 石鏃 黒曜石　 20.0 15.0 4.5 0.9 ・打製

第 65 図  3 PL28 Ⅻ W01　SB01　覆土　
（NW） 石器№ 1 石鏃 チャート 17.5 8.0 3.0 0.4 ・打製

第 65 図  4 PL28 Ⅻ W01　SB01　覆土　
（NW） 石核 黒曜石　 32.0 25.0 16.0 8.7 

第 65 図  5 PL28 SB01　トレンチ　（SE） 刃器 チャート 60.0 42.0 10.8 32.2 
第 65 図  6 PL28 SB01　トレンチ　(SW) 特殊磨石 安山岩 98.0 69.0 49.0 482.9 
第 65 図  8 PL28 SB01　埋土　（NE） 臼玉 滑石？ 5.0 5.0 1.0 ―
第 65 図  9 PL28 SB01　トレンチ　（SE） 管玉 滑石　 27.0 4.5 4.0 0.9 
第 65 図 10 PL28 SB01　床下 № 7 管玉 緑色凝灰岩 41.5 12.0 12.0 8.8 ・№ 1 と接合
第 65 図 11 PL28 SB02　埋土　（NE） 管玉 鉄石英 18.5 3.0 2.5 2.5
第 65 図 12 PL28 SK39　2 段目 砥石 安山岩 112.0 75.0 35.0 461.6 
第 65 図 13 PL28 Ⅻ V05　SD01　埋土 石鏃 黒曜石　 24.0 16.5 3.0 0.8 ・打製
第 65 図 14 PL28 Ⅻ V09　SD01　検出面 不明 珪質凝灰岩 83.5 42.5 13.0 57.1 
第 65 図 15 PL28 Ⅻ V09　SD01　検出面 № 1 凹石 安山岩 139.0 107.0 64.0 952.0 
第 65 図 16 PL28 Ⅻ V09　包含層 磨製石包丁 頁岩 85.0 32.5 8.0 34.3 
第 65 図 17 PL28 Ⅻ V09　6 層 磨製石包丁 頁岩 102.0 50.5 16.0 123.2 ・未製品
第 65 図 18 PL28 3 段目　6 層黒色土 刃器 珪質岩 106.5 47.0 19.5 72.2 
第 65 図 19 PL28 Ⅻ V08　包含層 石錘 安山岩 68.5 60.5 44.0 207.4 
第 65 図 20 PL28 Ⅻ V08　包含層 石錘 安山岩 89.0 87.0 24.0 242.0 

図版№ 写真№ 遺構名 取上げ № 遺物名称 材質 長さ
（mm）

幅
（mm）

高さ
（mm）

重さ
（ｇ） 備　考

第 65 図 21 Ⅻ V10　検出面 刀子 鉄 31.0 24.6 7.0 7.7 ・2 点 -1
第 65 図 22 トレンチ　（SE） 破片 刀子 鉄 35.5 23.6 10.0 16.9 ・大 1・中 2・小 13・細多数
第 65 図 23 トレンチ　（SE） 刀子 鉄 39.0 21.0 8.0 6.9 ・2 点 -2

第９表　西中曽根遺跡　土製品観察表

第 10 表　西中曽根遺跡　石器観察表

第 11 表　西中曽根遺跡　金属器観察表
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○遺跡の種類	：集落遺跡

○主な時代	 ：弥生時代後期後半〜終末（２世紀後半〜）

	 	 	 	 古墳時代前期前半	（〜３世紀）

○遺跡の性格	：

・弥生時代後期後半に集落がつくられ、古墳時代前期前

半には、居住域を移して集落が営まれる。

（ 3 ）東 中 曽 根 遺 跡 の 調 査
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（３）　東中曽根遺跡の調査

１．調査の概要

（１）調査期間

本発掘調査・・ 平成 14 年 ４ 月 22 日 〜 12 月 16 日

 （試掘調査：平成 13 年 12 月 20 日、工事立会調査：平成 19 年２月 14 日）

（２）調査面積

 5,146 ㎡

（３）調査担当

本発掘調査・・ 寺内貴美子　豊田義幸

 （試掘調査：町田勝則　上田典男、 工事立会調査：岡村秀雄　小林秀行 ）

２．遺跡の概要

（１）立　地

東中曽根遺跡は長野盆地南部の千曲市八幡に位置する。千曲高原面をつくる旧崩積土（約 10 万年前）

の再移動による土石流堆積物で形成された押し出し地形の末端部で、標高 381m 〜 399m にある。千曲

高原面を開析している谷頭を頂点として北東方向に扇状に広がり、遺跡の北側を流れる宮川付近からは比

高 10m と佐野川扇状地上の八幡遺跡群からは一段高い位置にある。基盤となる土石流堆積物は新期姨捨

土石流堆積物（3,250 ± 260 年前 14C）に属し、淘汰の悪い安山岩（三峯火山岩）の亜角礫から亜円礫を

多量に含み、基質は砂質の泥や粘土である。

（２） ａ遺跡の範囲と調査区

東中曽根遺跡は、古墳時代から平安時代の集落遺跡として千曲市遺跡分布図（89）に登載され、既知

の調査事例はない（※附）。遺跡周知化の範囲は、字切り図に示された東中曽根地籍の北側 1/2 程度で、

今回の道路新設事業で周知化された範囲の中央部分が記録保存の対象となった。しかしながら、遺跡現況

は階段状に整地された畑地であり、旧地形は大幅に改変されている。発掘に伴う調査区壁の崩落や土砂の

流失に配慮し、安全帯及び安全勾配を確保し調査を行った。

 ｂ基本層序（第 5 図）

調査時の現況は畑もしくは水田である。調査の結果、基本層序を以下のとおり確認した。Ⅰ層は

10YR5/2 灰黄褐色土で現耕作土である。Ⅱ層は 10YR3/3 暗褐色土で旧耕作土である。Ⅲ層は 10YR2/2

〜 4/4 黒褐色〜褐色の砂質粘土で、礫を多く含む場所もある。遺物包含層である。Ⅳ層は 10YR3/4 暗褐

色土で、Ⅲ層とⅤ層の漸移層である。Ⅴ層は 10YR4/3 にぶい黄褐色土で地山となる。

（３）調査結果

発掘の結果、弥生時代後期後半から古墳時代前期前半にかけての集落跡を確認した。記録保存した遺構

は、竪穴住居跡 13 軒、掘立柱建物跡４棟、溝跡７本、土坑 135 基で、出土遺物は土器コンテナ 111 箱・

土製品１点、石器 68 点、金属製品 48 点がある。調査の結果、集落は概ね 2 つの時期に区分して考える

ことができた。ひとつは弥生時代後期後半で善光寺平の弥生式土器編年が示す５段階（2 世紀ころ）にあ

たる。もうひとつは弥生時代後期終末から古墳時代前期初頭、善光寺平の弥生後期土器の６段階ないしは

古墳時代 1 期の 1 段階（3 世紀ころ） である。まさに弥生時代の終わりから古墳時代の幕開けの時期に該

当している。この間はおよそ 50 年から 100 年と見積もることができ、それぞれの集落の時期は長くて

50 年ぐらいであったと判断できる。出土土器の様相及び集落の構造的な評価に関しては、4．小結に記す。

第３節　東中曽根遺跡の調査



− 86 −

３．遺構と遺物

①竪穴住居跡（ＳＢ）

ＳＢ０１（第 80 図　ＰＬ 30）

位　置 ： ⅩⅢＤ− 14・15

検　出 ： SD02 の検出を進めたところ、それと類似するが色調等が若干異なる黒褐色土の落ち込みを確認

した。落ち込みの形状が方形状を呈することから、住居跡を想定し調査に入る。

規　模 ： 隅丸長方形か？

埋　土 ： 2 層に区分でき、上層の 1 層は黒褐色土、2 層は床下の土層で明黄褐色土。

構　造 ： 東側の約半分程度は、遺跡廃絶後の耕地化により削平を受け消失している。このため、炉跡や主

柱穴数等、不明な部分がある。壁高は 10cm ほどが遺存し、床面はやや不明瞭。柱穴は 11 基が

確認でき、Pit2 及び Pit3 が主柱穴と考えられる。Pit7 〜 10 は断面を図示していないが、いず

れも深さが浅く、− 3cm 〜− 7cm 程度である。

遺物出土状況：床面より弥生土器と考えられる小破片が少量出土した。

遺　物 ： 時期決定できる遺物がほとんどないため、所属時期は不明。

時　期 ： 不 明（他の遺構の所属時期から推定して、弥生時代後期〜古墳時代前期ころか）。

ＳＢ０２（第 80 図、第 95 図　ＰＬ 30，38）

位　置 ： ⅩⅡⅩ− 23・24、ⅩⅢＤ− 03・04

検　出 ： 表土掘削の後、方形状に広がると観られる黒褐色土の落ち込みを確認、住居跡を想定し調査に入

る。結果、方形状の落ち込みの西側は、遺跡廃絶後と考えられるかく乱により大きく破壊され、

東側の遺存箇所は大小 2 つの遺構が重複していることが判明した。大きな遺構を本跡 SB02 とし、

小さなものを SB03 と仮称し調査に入る。

規　模 ： 隅丸方形か ?

埋　土 ： 埋没土は黒褐色土 1 層の単純堆積。2 層は床下の土層で明黄褐色土。

構　造 ： 北西側の大半が耕地化により削平を受け消失している。炉跡や主柱穴数等は不明。壁高は 10cm

ほどが遺存、床面は東側に貼床面がわずかに残る。柱穴は６基を確認し、Pit3 及び Pit5 を主柱

穴として調査した。本跡が SB03 を破壊して構築されている。

遺物出土状況：床面より弥生土器と考えられる破片が少量出土した。

遺　物 ： 時期決定できる遺物がほとんどないため、所属時期は不明。 ただし住居跡の重複関係から SB03

よりも新しいと判断できる。第 95 図 1 は珪質岩の磨石。石槌様で長軸の下面を利用したものと

考えられる。機能面は鏡面のようにツルツルし光沢がある。

時　期 ： 不 明（SB03 との切り合い関係から、弥生時代後期〜古墳時代前期の可能性が高い）。
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第５図　東中曽根遺跡　土層柱状図
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ＳＢ０３（第 80 図、第 89 図　ＰＬ 30，34）

位　置 ： ⅩⅡⅩ− 23・24、ⅩⅢＤ−３・４

検　出 ： SB02 と同時に確認した。重複関係があることから土層観察を先行して行った結果、本跡を SB02

が破壊していることが解った。SB02 を完掘した後、本跡の調査に入る。

規　模 ： 隅丸方形か ?

埋　土 ： 黒褐色土の単純堆積。

構　造 ： 西側の大部分は SB02 により破壊される。このために、Pit2 〜 4 は全体の半分程度が残り、周溝

は東側部分がわずかに残るに留まる。床面は比較的礫の混入が多く、東側に貼り床と考えられる

硬化面が認められた。確認した柱穴は６基あるが、主柱穴は不明。

遺物出土状況：Pit5 は確認時に人頭大の礫を検出し、これを取り除くと高坏（第 89 図 1）が破片の状態

でまとまって出土した。

遺　物 ： 床面近くより古墳時代前期の壷形土器破片及び弥生時代後期の壷形土器、甕形土器の破片が出土

した。第 89 図 1 は弥生後期の椀形口縁の高坏形土器で、ほぼ完全になる個体。脚が短く裾部が

外にやや開く形態。Pit5 の No.1 の礫下部から出土した。

時　期 ： 高坏の特徴から弥生後期後半（4 段階〜 6 段階）ころと考えられる。ただし床面出土の壷形土器

には弥生以後、古墳時代前期前半ころに比定できる資料があり、所属時期に開きがある。弥生時

代後期後半〜古墳時代前期初頭と考えておく。

ＳＢ０５（第 81 図、第 89 〜 91 図 、第 95 図　ＰＬ 30，34 〜 36）

位　置 ： ⅩⅤＡ− 15・20、Ｂ− 11・16

検　出 ： 調査区の北西端にて黒褐色土の落ち込みを確認した。その状況から竪穴式の住居跡を想定し調査

に入る。確認時、北側の約 2/3 程度は遺跡廃絶後のかく乱により破壊されていた。

規　模 ： 隅丸方形？

埋　土 ： 7 層に分層した。すべて粘質土シルトの黒褐色土である。5 層には炭化物を含む。

構　造 ： 北側の 2/3 程度が削平を受け消失している。このため、炉跡や主柱穴数等は不明である。南側の

壁高は 65cm が測られ、東側に周溝を伴う。床面には、南西個所に炭化物が散布していた。Pit1

と Pit2 が主柱穴と考えられる。

遺物出土状況：遺物は埋没土２層に多く、５層での炭化物量は多い。南東隅より弥生後期の壷がつぶれた

状態で出土した。

遺　物 ： 第 89 図 2 は直口口縁の大甕、胴部上半の欠損資料。幅 1.0cm ほどの櫛歯状工具を用い口縁部に

波状文を 4 〜 5 周巡らしている。簾状文は左回りに施文されている。No.2 の出土。3 は 2 と同

形の底部破片で No.15 の出土。4 は口縁部がすぼまる壷形に近い形状の甕で、No.34 と No.35、

埋没土の接合資料。5 はやや受け口状に内傾する口縁の甕。外面の風化が著しく、簾状文の観察

は難しい。6 と 7 は台付き甕と考えられる。6 は台部を欠失している。No.10 と No.14 の出土。

8 と 9 は外面赤色塗彩した壷。8 は底部の破片で、No.34 と No.35 及び埋没土出土の接合資料。

9 は直口口縁の壷で、ほぼ完形に近い個体。第 90 図 1 〜 4 （1/8 で掲載） は直口口縁の大形壷

で、いずれも完全な形に接合できた。1 は口縁部が緩やかに直行し、胴部がやや球胴に張り出す

形態。頸部に 6 単位の T 字文が施されている。外面は風化により赤彩は色落ちし確認が難しい。

No.34 〜 36 と床面及び埋没土出土の接合資料。2 は胴部と底部の屈曲が目立たず、長胴化した

ような形態である。No.17・21・24・34・35 と埋没土の接合資料。3 は No.24・29・35・36

と埋没土の接合資料。4 は No.32・35 〜 37 と埋没土の接合資料。第 91 図 1 は片口の鉢形土器
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でピッチャー形を呈する。No.7 の出土。2 は一穴式の甑。直口の

鉢形。No.44 と埋没土の接合資料。3 は蓋。外面は縦方向にていね

いなミガキ調整がなされている。上部につりさげ用と考えられる一

穴がある。No.20 出土。4 と 5 は有段口縁の大形の高坏。4 は口唇

部が強く反りかえり、後期段階でも形態上はやや後出的な様相か。

No.35 と埋没土出土の接合例。5 は埋没土出土。6 は高坏の脚部破

片で、接合はできないが 5 と同一の個体か。第 95 図 16 は大形の

土錘で No.42 出土。143g が量られる。

  　このほか、埋没土中の土器小破片を接合した結果、甕形土器 2 個

体が復元できた。写真上の個体は最大径が胴部のやや上半にあり、

肩の張らない形態。幅 0.9cm ほどの櫛歯状の工具で波状文を施し、

その後に頸部に簾状の横走文を巡らせる。止めは 4 単位となる。

器高 30cm、口径 22.5cm が測られる。写真下も上とほぼ同様な形

態である。幅 1.2cm ほどの櫛歯状の工具で口縁部から胴部上半に

波状文を施し、その後、頸部に簾状の横走文を止めは 4 単位で巡

らせる。器高 46cm、口径 27cm が測られる。

時　期 ： 本跡には焼失した痕跡を思わせる炭化物層が認められることから、

出土遺物の大部分は住居廃絶後に廃棄された可能性が高い。遺物の

出土位置と床面はさほどの間層を挟まない点から、廃絶後の経過時

間は少ないものと考えられる。このことを踏まえ、本跡の予想され

る所属時期は、弥生時代後期の後半（善光寺平の弥生後期編年の 5

段階）に相当すると考えられる。

ＳＢ０６（第 82 図、第 91 図　ＰＬ 30，36）

位　置 ： ⅩⅤ B − 16・17・21・22

検　出 ： 調査区の東端にて黒褐色土の落ち込みを確認する。その広がりの大きさ・形状から竪穴住居跡等

の大形の遺構を想定し調査に入る。結果、竪穴住居跡との判断に至ったが、北側は大きく削平さ

れ、南側は調査区外に及んでいるため全体形は不明である。

規　模 ： 隅丸長方形？

埋　土 ： 7 層に分層した。いずれも基調は 10YR3/1 の黒褐色土である。

構　造 ： 西側壁の立ち上がり、周溝のみが明瞭。北側及び東側は削平を受けて遺存状況は極めて悪い。

Pit1、Pit2 及び Pit8 が主柱穴か。また南北方向の溝と SD04 及び SD07 に破壊されている。複

数の柱穴が存在することから、掘立柱建物跡が重複している可能性がある。

遺物出土状況：遺物は破片資料が中心で数は少ない。

遺　物 ： 第 91 図 7 は壷口縁部の破片。表面の風化は著しく、器面調整や簾状文など判読が難しい。No.2

出土。8 は甑の底部破片。埋没土中の出土。9 は高坏の脚部。坏部を欠失し全体の器高は不明だが、

裾部はあまり広がらず、高さのある脚と考えられる。7 の壷に反して、赤彩の残りは良好。No.8

出土。10 は小型の甕もしくは坩形土器の口縁部破片。No.6 出土。11 は器台の脚部。受け部と

裾部を欠損している。脚には円形の穴が 4 箇所に穿たれ、全体は受け部内面も含め赤彩されて

いる。No.1 の出土。

時　期 ： 複数の時期が混在して出土している。埋没土中より出土した壷及び高坏の特徴は、概ね弥生時代

SB05 出土の甕形土器（S=1/8）
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後期後半（善光寺平の編年 4 段階ないしは 5 段階）に相当する。器台及び小型甕はそれらより

後出の古墳時代前期初頭と判断できる。したがって本跡の所属時期は、弥生時代後期後半〜古墳

時代前期前半と考えておく。

ＳＢ０７（第 83 図、第 91 図、第 95 図　ＰＬ 31，36，38）

位　置 ： ⅩⅤ B − 07・08・12・13

検　出 ： 調査区のほぼ中央付近に長方形状に広がる規模の大きな落ち込みを確認する。形状から竪穴住居

跡を想定し調査に入る。

規　模 ： 隅丸長方形。

埋　土 ： 検出面が低く、黒褐色（10YR3/1）の粘質土を 1 層のみ確認した。

構　造 ： 北側が一部、削平されているが、ほぼ全体の形状を伺うことのできる住居跡。主柱穴は４本と推

定できるが、北西側の１基は消失し確認できない。Pit1 は断面ロウト状で− 60cm が測られるが、

ほかは 20cm ほどの規模である。炉跡は確認できない。南壁高は 100cm が測られ、幅 30cm、

深さ 20cm ほどの周溝が巡る。東壁側の周溝から西側に向けて、本跡の中央部分に溝（D2）が

走るが、性格は不明である。同様に、南壁からほぼ垂直に溝（D3）がある。空間を区分する間

仕切り的な機能であろうか。床面には特に硬化面は認められなかった。

遺物出土状況：小破片が埋土中より出土したのみで図示できる資料はほとんどない。

遺　物 ： 第 91 図 12 は甕の底部破片で No.42 の出土。風化が著しく内外面の観察は難しい。第 95 図 2

と 3 は敲石。2 は No.3 の出土で黒色頁岩製。長軸の端部及び側面を使用している。ことに端部

は加撃による表皮のはじけが観られる。3 は No.2 の出土でチャート材、1097g。器体の 2 側面

及び長軸の端部を敲いている。

時　期 ： 不 明（他の遺構の所属時期から推定して、弥生時代後期後半〜古墳時代前期ころか）。

ＳＢ０８（第 84 図、第 91・92 図、第 95 図　ＰＬ 31，36，38）

位　置 ： ⅩⅡＹ− 19・20

検　出 ： 表土を掘削し遺構検出を実施した結果、黒褐色土の方形状の落ち込みを確認した。北側は調査区

外となるため追及できなかったが、その形状・規模から住居跡を想定し調査に入る。

規　模 ： 隅丸方形か？

埋　土 ： 2 層に分層できた。黒褐色（10YR2/2）を基調とする粘土質シルト層。

構　造 ： 北側の半分は調査区外であり、現農道により削平を受けて消滅していると考えられる。このため

全体の形状は不明である。ただし南側壁は明瞭で、立ち上がりは約 80cm が測られる。また周

溝も明瞭に確認することができた。床面を精査したところ、形状等をほぼ同じくし、規模にして

ひと回り小さい周溝と柱穴を検出した。調査状況から判断して住居拡張の可能性が高いと考えら

れるが、明確な判別はつかなかった。柱穴は 10 本あり、炉跡は確認できなかった。

遺物出土状況：埋土中より土器片が小破片ながら数多く出土した。床面近くより土器片の集中個所が５箇

所に確認できたが、磨耗の激しい小破片のため、器種とその数量は不明である。また土器破片と

ともに人頭大の礫多数と炭化材の出土を確認している。

遺　物 ： 大型の赤彩壷、特大の甕、甑を中心に、甕や壷破片が多く出土している。第 91 図 13 は壷口縁

部の破片。頸部には幅 2.0cm ほどの櫛歯状工具による帯状の横走模様が施されている。横走模

様は簾状文様の止めを部分的に小刻みに連続する手法で表現されており、同様な模様はそれより

下方の胴上半にも施され、2 対で紋様帯を形成する。紋様体内には同様な工具を用いた綾杉状の

模様を横走させる。弥生後期の壷には極めて珍しい図柄である。No.3 の出土。14 は壷の底部破

第３節　東中曽根遺跡の調査
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片で No.2 の出土。15 は一穴の甑底部破片。胎土中に小石粒が目立つ。No.1 の出土。16 は甕の

口縁及び胴上半部で同一個体と考えられる。口縁部から胴部にかけて緩やかに屈曲する器形であ

る。口縁部には幅 1.0cm ほどの櫛歯状工具で 3 本の波状文を巡らせる。頸部は簾状文が横走し、

8 か所に止めが認められる。胎土中に赤褐色粒子を混入している。第 92 図 1 は小型の壷口縁部

の破片。表面の風化が著しく、赤彩の有無、施文等は判読できない。2 は壷。無文で外面はハケ

成形後にナデ調整されている。頸部がすぼまり、肩がやや張り出す形態である。3 は床面より出

土した甕の口縁部破片。第 95 図 4 は砂岩材の敲石で周溝内より出土している。長軸の下端を面

的に敲き使用している。上端にはわずかな敲打痕跡を観察できる。

時　期 ： 住居跡に拡張と考えられる痕跡が認められるが、壷及び甕の器形から、弥生時代後期後半（善光

寺平の編年 5 段階）ころに相当すると考えられるか。

ＳＢ０９（第 84 図、第 92 図　ＰＬ 31，36）

位　置 ： ⅩⅡＹ− 19

検　出 ： 調査区北端にて表土を掘削し遺構検出を実施、黒褐色土の落ち込みを確認した。北側は調査区外

となるため追及できなかったが、東西方向に比較的広範囲にわたる落ち込みを認めた。その形

状から凹地ないしは複数の遺構を想定し調査に入った。その結果、住居跡と考えられる遺構が 2

箇所に存在することが判明し、西側を本跡 SB09 とし、東側を SB10 と仮称し調査を行う。

規　模 ： 形状は不明。

埋　土 ： 黒褐色（10YR3/1）の粘土質シルトを 1 層のみ確認した。

構　造 ： 北側の大部分が調査区外であることから、住居跡の一部分のみを検出したに留まる。壁に沿っ

て周溝が認められる。全体形は不明。東側の壁よりに深さ− 60cm ほどの柱穴１基を確認して

いる。

遺物出土状況：埋土中から遺物は、ほとんど出土していない。

遺　物 ： 第 92 図 4 は台付き甕。内外面とも風化が著しく、施文・調整・赤彩等は観察できない。脚部に

径 5mm ほどの円孔が 3 箇所に穿たれている。胎土中には小石粒（石瑛が主）が目立つ。No.1

の出土。5 は甕の底部破片。底部外面は櫛歯状工具による縦方向の成形が観られる。埋没土中の

出土。6 は器台の脚部破片。脚部に径 1.0cm の円孔が 3 箇所穿たれる。風化著しく、胎土内に

は小石粒が目立つ。No.2 の出土。

時　期 ： 第 92 図 4 は、おそらく赤彩の施された台付き甕と考えられ、その特徴から弥生時代後期後半（善

光寺平の編年 5 段階）と考えられる。しかしながら、第 92 図 6 の器台はそれよりやや新しい 6

段階相当の資料であり、本跡は弥生後期後半〜古墳前期ころと判断しておくべきか。

ＳＢ１０（第 84 図、第 92 図　ＰＬ 31，36）

位　置 ： ⅩⅡＹ− 18・19

検　出 ： SB09 と同時に検出した。

規　模 ： 形状は不明。

埋　土 ： 黒褐色（10YR3/1）の粘土質シルト 1 層の堆積。

構　造 ： SB09 と同様な状態で確認され、遺存の状況もそれに似る。周溝は南側に残り深さ− 5cm。

遺物出土状況：埋土中から比較的多くの遺物が出土したが、床面のものは少ない。

遺　物 ： 第 92 図 7 は台付き甕の脚部か ?  8 はほぼ全体像の分かる甕である。胴部は上半の肩が張る形態

で、口縁部は強く屈折し胴部に接合する作りである。

時　期 ： 第 92 図 8 の製作的特徴から、弥生時代後期後半（善光寺平の編年 5 段階）ころと考えられる。
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ＳＢ１１（第 85 図  ＰＬ 31）

位　置 ： ⅩⅢＥ− 07・08

検　出 ： 調査区の西南、やや勾配の強い箇所にて黒褐色土の落ち込みを確認した。形状は不整形ながら、

遺構のコーナーと判断できそうな部分が認められたことから、竪穴状の遺構を想定し調査に入る。

規　模 ： 形状は不明。

埋　土 ： 埋没土は良好に遺存しており 3 層に区分できた。

構　造 ： 住居跡と考えられる落ち込みの一部分を確認する。北側の大半は削平により消失しており全体形

は不明である。柱穴は３基を確認したが、周溝は認められない。南側の壁高− 20cm が残存する。

床面は不明瞭。

遺物出土状況：埋土中から遺物がわずかに出土した。1 層は現在の耕作土の影響を受けた堆積層で、2 層

と 3 層が黒褐色の粘土質シルトである。

遺　物 ： 図示できる遺物はない。

時　期 ： 不 明（他の遺構の所属時期から推定して、弥生時代後期後半〜古墳時代前期ころか）。

ＳＢ１２（第 85 図  ＰＬ 31）

位　置 ： ⅩⅡ Y − 17・18・22・23

検　出 ： 表土を掘削中に、不整形に広がる黒褐色土の落ち込みを認めた。何らかの遺構を想定して調査に入る。

規　模 ： 形状は不明。

埋　土 ： 2 層に区分できた。

構　造 ： 住居跡の南東側 1/2 程度が遺存する。壁は残りのよい部分で 30cm 程度である。柱穴は３基を

確認し、この内の Pit1 及び Pit2 が主柱穴と考えられる。

遺物出土状況：埋土及び床面から遺物がわずかに出土した。

遺　物 ： 図示できる遺物はない。

時　期 ： 不 明（他の遺構の所属時期から推定して、弥生時代後期後半〜古墳時代前期ころか）。

ＳＢ１３（第 85 図  ＰＬ 32）

位　置 ： ⅩⅡ Y − 25

検　出 ： 遺構の検出当初、埋没流路 SD02 に隣接する溝跡と考えたが、調査を進めるにあたり、全体が不

整形な広がりをもつ落ち込みであることが判明した。竪穴状の遺構を想定し調査に入る。

規　模 ： 形状は不明である。

埋　土 ： 3 層に区分できた。1 層は耕作土の残りで、2 層が埋没した黒褐色土である。

構　造 ： 住居跡の南側部分を検出した。西側壁よりに柱穴２基を検出した。

遺物出土状況：壁側から遺物がわずかに出土した。

遺　物 ： 図示できる遺物はない。

時　期 ： 不 明（他の遺構の所属時期から推定して、弥生時代後期後半〜古墳時代前期ころか）。

ＳＢ１４（第 85 図  ＰＬ 32）

位　置 ： ⅩⅡ Y − 18・23

検　出 ： 表土を掘削中に、不整形に広がる黒褐色土の落ち込みを認めた。何らかの遺構を想定し調査に入る。

規　模 ： 形状は不明。

埋　土 ： 黒褐色（10YR3/1）の粘土質シルトを 1 層のみ確認した。

構　造 ： 住居跡と考えられる落ち込みの南側部分を確認する。壁高は 50cm が測られ、壁沿いに幅

20cm、深さ− 10cm の周溝を確認する。また西側壁よりに柱穴２基を検出した。

遺物出土状況：周溝中から遺物がわずかに出土した。
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遺　物 ： 図示できる遺物はない。

時　期 ： 不 明（他の遺構の所属時期から推定して、弥生時代後期後半〜古墳時代前期ころか）。

②掘立柱建物跡（ＳＴ）

ＳＴ０１（第 86 図、第 92 図  ＰＬ 32，37）

位　置 ： ⅩⅢＤ− 08・09

検　出 ： SD01 内に設定したトレンチ及び埋土の掘り下げ途中にて、小規模な柱穴程度の円形状の落ち込

み 13 基を確認した。建物跡を想定して精査した結果、１間×２間の掘立柱建物跡と判断できた。

規　模 ： 390cm × 360cm。

構　造 ： Pit1 及び Pit2 の検出面では、人頭大の礫を確認する。

遺物出土状況：すべての柱穴から土器小破片が出土した。時期決定は難しいが、弥生後期後半から古墳時

代前期の土器片と考えられる。

遺　物 ： 第 92 図 9 は「S 字状口縁」の台付き甕。台部を欠損した例。

時　期 ： 不 明（出土した土器破片から推定して、弥生時代後期後半から弥生前期初頭か）。

ＳＴ０２（第 86 図　ＰＬ 32）

位　置 ： ⅩⅣ U − 22

検　出 ： 表土を重機で削平し精査した結果、円形状の落ち込み 12 基を確認した。その配列状況から掘立

柱建物跡を想定し調査を行う。１間×５間の建物跡と考えたが、柱間において東側と西側で均等

を欠くことから、１間×２間の建物跡が２棟存在したと考えることもできるか。

規　模 ： 620cm × 300cm。

構　造 ： Pit1 から Pit3、Pit10 から Pit12 は柱間 50cm から 60cm が測られ、Pit4 から Pit6、Pit7 から

Pit9 は柱間 120cm が測られる。深さは検出面より− 20cm から− 30cm である。

遺物出土状況：Pit1、Pit2、Pit12 から土器片が出土、Pit1 には柱材の残片が検出された。また Pit1、

Pit2、Pit4 から Pit6 では、柱穴検出面にて拳大の礫が認められたが、性格は不明である。

時　期 ： 不 明（出土した土器破片から推定して、弥生時代後期後半か）。

ＳＴ０３（第 87 図  ＰＬ 32）

位　置 ： ⅩⅤＡ− 13・14・18・19

検　出 ： SD03 の埋土掘り下げ後、円形状を呈する黒褐色土の落ち込み６基を確認した。その配列から掘

立柱建物跡を想定し調査を行う。

規　模 ： 350cm × 290cm。

構　造 ： １間×２間の建物で、東側の柱穴は比較的明瞭に遺存している。深さ− 30cm の筒形。

遺物出土状況：Pit6 から土器小破片が出土。

時　期 ： 不 明（出土した土器破片から推定して、弥生時代後期後半か）。

ＳＴ０４（第 87 図  ＰＬ 32）

位　置 ： ⅩⅤＡ−３・４・８

検　出 ： 表土掘削の後、円形状を呈する黒褐色土の落ち込み 10 基を確認した。その配列から掘立柱建物

跡を想定し調査を行う。結果、1 間× 3 間と考えられる建物跡を認めた。調査所見にはないが、

本跡の東側で確認した SK54 と SK67 は、その位置関係から本跡に伴う柱穴の可能性もある。そ

の場合の建物規模は、1 間× 4 間と考えられる。

規　模 ： 450cm × 280cm、もしくは 620cm × 280cm（1 間× 4 間の場合）。

構　造 ： 斜面地にて検出されたため、南側の柱穴は浅く、北側の柱穴は− 40cm ほどの深さで確認できた。

柱穴の形状はいずれも筒形である。
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遺物出土状況：特になし。

時　期 ： 弥生時代後期から古墳時代前期か？

③土坑（ＳＫ）

ＳＫ３１（第 88 図、第 92 図　ＰＬ 32，37）

位　置 ： ⅩⅢＤ− 14

検　出 ： SB01 の調査時に円形状の黒色土の落ち込みを確認した。規模が大きく、SB01 床面より若干低

いレベルにて検出できたことから土坑として扱った。

規　模 ： 40cm × 26cm、深さ 17cm。

構　造 ： 埋没土は２層に区分でき、1 層黒褐色土、2 層はにぶい黄褐色土の堆積である。SB01 の床面よ

り下位で発見されたことから、それよりも古い遺構と判断できる。

遺物出土状況：坑底面に 20cm 程の礫があり、その上部に甕形土器が検出された。

遺　物 ： 第 92 図 10 は小型の甕、2/3 個体。器面は風化し、かなり荒れている。胎土中の赤褐色の微粒

子が目立つ。No.1 の出土。

時　期 ： 弥生時代後期後半（善光寺平の弥生土器編年の 5 段階前後か）。

ＳＫ１３８（第 88 図、第 92 図　ＰＬ 33，37）

位　置 ： ⅩⅢＥ− 07

検　出 ： 表土掘削の後、黒褐色土の円形状の落ち込みを確認した。平面形状と規模から土坑を想定し調査

に入る。埋没土を掘り下げたところ、埋土の中位と坑底面近くにて土器がまとまって出土した。

また底面には灰の薄層が認められた。

規　模 ： 100cm × 80cm、深さ 73cm。

構　造 ： 平面形状は円形で、断面はバケツ形を呈する。

遺物出土状況：上層の中位にて蓋形土器（第 92 図 12）や壷の破片がまとまって出土した。また坑底面

近くから壷形土器の一括個体と一辺 20cm 程の四角形状の礫が出土した。

遺　物 ： 第 92 図 11 は底面付近から出土した壷のほぼ完全に近い個体で No.7 の出土。胴の下半は屈曲せ

ずに緩やかにすぼまる。口唇は直上方向に面取りされている。外面はハケ調整とミガキ調整が片

側ずつ施されている。12 は上層近くで出土した No.1 の蓋形土器。縁端部を欠失する 1/2 程度

の破片個体で、頂部に紐掛けの穴が 1 つ穿たれている。

時　期 ： 埋没土上層の中位から出土した蓋形土器は、編年的に弥生後期内に収まるものと考えられる。杭

底面出土の壷よりも古いので、明らかな混入資料であろう。第 92 図 11 の壷の特徴から、弥生

時代の最終末から古墳時代前期初頭（善光寺平の弥生土器編年 6 段階以後）に位置づけられるか。

④溝　跡（ＳＤ）

ＳＤ０１（第 69 図、第 70 図、第 93 図、第 95 図　ＰＬ 33，37，38）

位　置 ： ⅩⅡＹ− 23 〜ⅩⅢＤ− 14

検　出 ： 表土を削除した結果、南北に長く伸びる幅 13 ｍあまりの黒色土の落ち込みを確認した。慎重に

埋没土を掘り下げたが、複数の遺構が重なりあったような状況は認められず、溝状の遺構を想定

し調査を行う。

規　模 ： 長さ約 20 ｍ×幅約 13 ｍ。

構　造 ： 埋没土は単純な自然堆積であり、人工的な掘削痕跡が認められない。調査状況から判断して降雨

等に起因する一時的な流路（土砂の押し出し）の可能性を考えておきたい。

遺物出土状況：埋土中より、小さな土器片（弥生時代後期後半から古墳時代前期にかけて）が大量に出土
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した。大半の破片は全体が軽度に磨耗しているが、流水の激しい押し出し等の結果とは考えられ

ない。状況としては住居跡内出土土器と遺存状況にさほどの違いはないことから、一時的な流路

であっても遺物の大きな流下、動きはなかったものと考えられる。

遺　物 : 第 93 図 1 は壷の口縁部破片。頸部に T 字文を施し、以下に綾杉状に模様を入れる。SB08 出土

の第 91 図 13 と同様な文様構成をとるのか。No.6 の出土。2 と 3 は壷の底部。2 は大型壷で部

分的に赤彩を観察できる。No.6 の出土。3 は底部に一穴がある。形態及び作りから甑ではない

と考えられるが、焼成前であり、穴もしくは粘土粒等の脱痕か。No.1 の出土。4 は大型甕の底部。

体部下半は縦方向のケズリ調整で、上半にはやや粗い波状文が観られる。No.3 の出土。5 は中

型の甕の口縁部で口唇は外削ぎ様に面取りされている。幅 0.8cm の櫛歯状工具を使い器面に波

状文を念入りに施し、頸部には同じ工具で右回りの横走文を施している。No.6 の出土。6 は小

型甕ないしは台付き甕の口縁部破片。7 は甑の 2/3 程度の個体。砲弾状の形態で一穴式。器面は

風化により調整などは観察できない。No.12 の出土。8 は有段高坏の坏部破片。口縁部はやや立

ち上がり気味に外反する。9 は器台で受け部及び脚部は赤彩されている。10 は器台の脚部破片。

胎土は褐色でほかの土器とは一見して区別できる。No.11 の出土。11 は「S 字状」の口縁をも

つ台付き甕。器面は風化により摩耗し調整等を観察できない。12 と 13 は甕。12 は口縁部の破片。

13 は接合して完形となった個体である。口縁部は「くの字」状に強く外反し、体部の中央部分

に最大径がある。器面はハケ調整の後、全体を万遍なくナデ調整している。No.1 の出土で土器

集中Ⅰと重なる。第 95 図 5 は黒曜石製の小形刃器で欠損品。急角度調整による刃付け加工があ

る。6 は黒色頁岩材の川原石を利用し、刃部のみを研磨仕上げしたノミ状の石器。両刃で頭部に

は敲いた痕跡が認められる。

時　期 ： 第 93 図 1 や 2、8 などは弥生時代後期後半（善光寺平の弥生土器編年 5 段階ころ）に位置づけ

られる。9 の赤彩の器台、11 の「S 字状」口縁の台付き甕など、いずれも古墳時代前期（善光

寺平の古墳時代土器編年Ⅰ期ころ）に比定できる。13 は形態的にやや後出の感を受けるが、口

縁部や器面調整から古墳前期と考えてよいだろう。以上から本跡が形成された時期は古墳時代前

期以後と判断できるか。

ＳＤ０２（第 73 〜 77 図、第 94・95 図　ＰＬ 33，38）

位　置 ： ⅩⅢＥ− 09 〜ⅩⅤ B − 02

検　出 ： 表土を削除した結果、幅 13 ｍあまりある黒色土の落ち込みを確認した。落ち込みは調査区を南

北にわたり、ⅩⅢＤ− 03 〜にて検出した SD01 と同様な状況が予想されたため、溝跡を想定し

て調査を行う。

規　模 ： 長さ約 40m ×幅（北側約 25m・南側約 70m）。

構　造 ： SD01 と同様に、埋没土の堆積状況及び人工的な掘削痕跡は認められず、降雨等に起因する一時

的な流路（土砂の押し出し）と判断できる。

遺物出土状況：埋土中より、弥生時代後期から古墳時代にかけての小さな土器片が大量に出土した。破片

全体が磨耗するが、遺存状況は竪穴住居跡とさほどの違いはない。

遺　物 ： 第 94 図 1 と 2 は壷。１は外面赤彩の底部で No.6 の出土。2 は No.10 出土で口縁部を欠失している。

長胴の形態で、内外面ともハケとナデの調整で仕上げられているが、風化が著しく観察が難しい。

3 は鉢の 2/3 程度の個体。風化が著しく、器面の調整は観察できない。4 は長胴気味の甕で口縁

部を欠損している。波状文は幅 0.8cm の櫛歯状の工具で器面全体にやや雑に施されている。頸

部の横走文は右回りで止めは 9 か所と判断できる。5 と 6 は器台。5 は受け部で内外面とも赤彩
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されている。6 は脚部のやや膨らむ形態で、径 1.2cm の穴が 3 箇所に穿たれている。7 は高坏

の脚部破片。椀形口縁の高坏と推定でき、外面は赤彩が施されている。No.9 の出土。8 は有段

口縁の高坏の坏部。口縁部は緩やかに外反する。9 は縄文時代晩期後半の氷式の鉢、口縁部の破

片である。第 95 図 7 は黒曜石の石核で土器集中の No.1 出土。大形の剥片を素材とし、横長の

剥片を 1 〜 2 枚程度剥取している。表面は風化しており、所属時期については不明。8 は安山

岩の打製石鍬。片面に表皮を残し、全体の形状を撥形に仕上げている。9 は安山岩の敲石。俵状

で長軸の端部を面的に敲き使用している。土器集中Ⅴより出土している。10 は扁平で棒状の安

山岩を用いた敲石。端部はすべて敲き使用している。また表の一面にもアバタ状の敲き部がある。

11 と 14 は砂岩材の置き砥石。表裏面は使用に伴い皿状に窪んでいる。また側面には筋状の砥

面が 2 本ある。15 はセリサイト質凝灰岩の円盤形の石製品。片面側はていねいに磨き成形され

ているが、穴はいびつで粗雑である。17 は鉄製の刀子である。

時　期 ： 第 94 図 1 や 8 は弥生時代後期後半（善光寺平の弥生土器編年 5 段階ころ）に位置づけられる。5

や 6 は赤彩の器台で、古墳時代前期（善光寺平の古墳時代の土器編年Ⅰ期ころ）に比定できる。出

土土器全体の様相は SD01 とほぼ同内容であり、本跡の形成時期も古墳時代前期以降と考えられる。

ＳＤ０３（第 78・79 図、第 94・95 図　ＰＬ 33，38）

位　置 ： ⅩⅢＡ− 10・13 〜 15・18 〜 20，ⅩⅤＢ− 01・02・06・07・11・12

検　出 ： 表土を削除した結果、調査区を南北に走る黒色土の落ち込みを確認した。SD01 及び SD02 と同

様な溝跡と考え調査を行う。

規　模 ： 約 27.6 ｍ× 10.6 ｍ、深さ 50cm。

構　造 ： 埋没土の堆積状況及び人工的な掘削痕跡は認められず、降雨等に起因する一時的な流路（土砂の

押し出し）と考えられる。

遺物出土状況：埋土中より、弥生時代後期から古墳時代前期にかけての土器片が出土した。 

遺　物 : 第 94 図 10 は高坏の脚部。直立気味の脚で裾端部は接地面が平坦である。器面の風化が著し

く調整は観察できない。11 は甕の口縁部破片で No.3 の出土。口縁端部は外削ぎ状の形態であ

る。器面の風化は著しい。台付き甕の可能性もある。12 はやや受け口状の口縁となる中型の

甕で No.6 の出土。幅 0.5cm ほどの櫛歯状工具で波状文を粗雑に施している。頸部は幅 1.5cm

ほどの横走文であり、波状文と同じ工具であれば 3 周回転施文となるか。別の工具を使用した

可能性もあるが判別できない。13 は中型の甕の口縁部破片。口縁端部は若干比厚し（折り返

しではない）端面を形成、波状文が施されている。第 95 図 12 は黒曜石の打製石鏃。凹基無

茎式で、極めてていねいな押圧剥離加工で仕上げられている。弥生後期のものであろうか。13

は珪質岩材の打製石斧か。主剥離面側の剥離加工がほとんど施されておらず、大形刃器の可能

性もある。

時　期 ： 出土遺物は弥生時代後期後半のものであるが、出土遺物全体は SD01 及び SD02 と同様な状況に

あり、本跡の形成時期も古墳時代前期以降と考えてよいか。

ＳＤ０４（第 88 図  ＰＬ 33）

位　置 : ⅩⅤＢ− 16

検　出 ： 表土を削除し遺構の確認のため精査を進めたところ、調査区を南北に走る黒色土の落ち込みを確

認した。北端は遺跡埋没後の耕作により削平を受け消失している。

規　模 ： 約 400cm × 50cm、深さ約 40cm。

構　造 ： 10YR2/2 黒色土の粘土質シルトの単純堆積。
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遺物出土状況： 埋土中に弥生後期後半の土器片を中心に包含している。

時　期 ：  弥生時代後期後半ころか。

ＳＤ０６（第 88 図  ＰＬ 33）

位　置 : ⅩⅤＡ− 12

検　出 ： 調査区を東西方向に走る黒色土の落ち込みを確認した。形状と規模から溝跡を想定し調査に入る。

規　模 ： 約 100cm × 30cm、深さ約 8.0cm。

構　造 ： 10YR3/1 黒色土の粘土質シルトの単純堆積。

遺物出土状況：出土遺物なし。

時　期 ： 不 明（遺跡全体の様相から、弥生時代後期〜古墳時代前期ころか）。

ＳＤ０８（第 88 図  ＰＬ 33）

位　置 : ⅩⅢＤ− 04

検　出 ： SB02 及び SB03 の検出と同時に、北西側に幅 29cm、長さ 230cm ほどの溝状の落ち込みを確認

した。確認時は竪穴住居跡（SB04）の周溝と考えて調査に入ったが、溝状の落ち込み以外に遺

構の痕跡が認められなかったことから、溝跡と判断した。

規　模 ： 約 110cm × 20cm。

構　造 ： 10YR2/2 黒色土の粘土質シルトの単純堆積。

遺物出土状況：埋没土中から土器小破片が出土している。 

時　期 ： 不 明（遺跡全体の様相から、弥生時代後期〜古墳時代前期ころか）。

⑤遺物集中区

ⅩＵ− 23・24，Ａ−１・２を中心に、５箇所（Ⅰ〜Ⅴ）ほど遺物の集中的な出土があった。それらは、

いずれも SD02 埋没土内及びその検出面に位置し、SD02 に伴う出土遺物である可能性が高い。調査所見

では遺物集中箇所として別に記録されたことから、SD02 に関わる出土遺物の可能性を視野に、以下に土

器集中Ⅰについて中心に記述する。

土器集中Ⅰ・Ⅱの出土遺物（第 74 図、第 92 図　ＰＬ 37）

位　置 ： ⅩＵ− 23，Ａ− 01・02

概　要 ：  黒褐色土中に大量の土器破片が出土した。出土状況は一括性のある廃棄や使用時の遺棄とは考

えられず、土器破片がまとまって散在しているような状態であった。周辺には、さらに 2 箇所

の遺物集中があるが、いずれも同様な状態である。SD02 に伴う遺物の集中と判断しておく。

遺　物 ： 弥生時代後期後半の土器片（壷・甕）を若干含むが、主体を占めるのは古墳時代前期初頭ないし

は前半の土器である。甕形土器の破片を主体とし、ハケ甕、口唇面取りした甕などがある。第

92 図 13 は器台の脚部（高坏の脚の可能性もある）破片。やや膨らみのある脚部で、端部は直

立気味に立つ。1.2cm ほどの円孔が 4 箇所に穿たれ、外面はハケとミガキ調整で仕上げられて

いる。14 は口縁が「く」の字状に強く外反する球胴の形態で、口唇は面取り状に整えられる。

外面はタタキ手法で成形される。庄内型の甕と推定できる。15 と 16 は口縁部が強く折れ曲が

る形態で、口唇が面取りされた甕の口縁部破片。16 は器壁が薄く、0.5cm ほどが測られる。内

外面ともに風化が著しく、調整は観察できない。17 は坩形土器の口縁部破片と考えられるか。
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４．小　結

東中曽根遺跡は、西中曽根遺跡と同じ姨捨土石流堆積物の押し出し先端部、標高 381 ｍほどに位置する。

西中曽根遺跡とは宝録沢川を挟んで東側の対岸にあたる。遺跡の時期は、弥生時代後期の後半から古墳時

代前期前半、およそ 2 世紀の終末から 3 世紀に所属すると考えられる。出土遺物（土器）から判断され

る段階は、弥生後期の箱清水式土器 5 段階〜 6 段階（註 4）から古墳時代１期 1 段階（註 2）までに相当

する。善光寺平南部の弥生式土器編年の後期 5 段階と 6 段階は、本跡の中では明瞭に区分することはで

きない。2 段階区分の有効性が首肯されたものとすれば、概ね 5 段階に相当し、6 段階は欠落することに

なる。しかしながら、遺跡は古墳時代 1 期へと継続していくように看取できることから、6 段階の空白を

捉まえて、集落の不連続性を明言することは躊躇される。本跡はあくまでも弥生後期後半から古墳前期初

頭まで継続した集落遺跡と考えておきたい。調査区内で確認された遺構は、竪穴住居跡が 13 軒、掘立柱

建物跡が４棟、溝跡７本、土坑 135 基がある。

Ａ．集落の構造について

遺構は深度のあるものを除き、大部分が近現代の可耕地化により削平を受け、遺存状態は良好とはいえない。

竪穴住居跡は、その大半が部分的な検出に留まり、全体の形状を留めた例は皆無であった。こうした状

況下で、遺跡の考古学的評価を検討することには困難を伴うが、記録保存できた資料より集落像を復元し

てみる。

①遺構数と推定された所属時期

○弥生後期後半・・ 竪穴住居跡 3 軒（SB05・SB08・SB10）、該期の可能性が高い例 4 軒（SB03・SB06・

SB07・SB13）、掘立柱建物跡 3 棟（ST02・ST03・ST04）、土坑 1 基（SK31）

○古墳前期前半・・ 該期の可能性が高い竪穴住居跡 3 軒（SB01・SB02・SB09）、掘立柱建物跡は 1 棟

（ST01）、土坑 1 基（SK138）

○不 明 ・・・・・ 竪穴住居跡 3 軒（SB11・SB12・SB14）、土坑 133 基

②集落の構造解釈

○弥生後期後半

調査区の中央部から東側にかけて施設が検出された。その中央部分には一辺約 9 ｍが測られる長方形状

の大型住居跡（SB07）が一棟ある。出土遺物に恵まれず、性格を推定できる根拠に欠けるが、この SB07

を中心に遺構のまとまりを探ると、それを取り囲むように 3 棟の掘立柱建物跡（ST02・ST03・ST04）が

存在していることがわかる。さらにその外側には竪穴住居跡のまとまりが観られ、西側に 1 群（SB08・

SB10・SB13）、東側に 1 群（SB05・SB06）がある。住居跡の両群は遺存状況が悪いため、それぞれに分

けられた住居跡の内容について、個別に検討するには難がある。両群それぞれが血縁的な関係にある生活

の単位で、集落を構成する基準の単位であると仮定した場合、ひとつの大形住居を中心に、それらがまと

めあげられていたように思考できる。3 棟の倉庫群は、この単位を賄う貯蔵庫等の共同施設と考えるべき

か。東群のまとまりにある SB05 からは、床面より 10cm 程度浮いた状況で赤彩の大形壷 4 点（第 90 図）

が廃棄された状況で出土した。集落の廃絶に伴う事例と考えてみると、廃棄された壷類が SB05 の西側方

向から、つまり大形住居跡 SB07 の側から投棄されていることにも何か大きな意味があるのかも知れない。

また宝録沢川を挟んで西側にある西中曽根遺跡には、墓跡と推定される土坑のみが存在し、ここで仮定し

た生活の単位との強いつながりが予想される。今回の発掘により、居住域としての東中曽根遺跡と墓跡と

しての西中曽根遺跡は、同一の弥生集落である可能性が強まった。２つから３つの住居群のまとまり（※

附）が、血縁的な世帯共同体、つまりは（西と東）中曽根遺跡として存在し、八幡地域にある弥生後期社

会の単位集団を構成していたと考えたい。姨捨土石流堆積物の眼下に広がる低地部、そこで確認された外
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西川原遺跡（A 地点・C 地点）との集団的関係を、今後は積極的に追究していく必要がある。

○古墳時代前期前半

該期に所属する遺構を遺物の出土状況から明確に示すことは難しい。前段階の弥生後期土器をほとんど

含まないか、あるいは埋没土中にわずかに混在する状況のものを当該期として認定した。また弥生時代の

遺構を破壊して構築されている例などは、少なくともそれらの遺構より新しいと判断できるので該期に所

属させて考えた。その結果、該期の竪穴住居跡を 3 軒（SB01・SB02・SB09）、掘立柱建物跡を 1 棟（ST01）

認定できた。遺構は調査区の西側、宝録沢川に近い位置に分布し、弥生期の居住域とは中心がずれている。

SB09 は他の SB との重複関係から該期に含めたため、弥生期の住居群（西群）の中に 1 軒のみ存在している。

検出遺構数が少なく、集落の構造については言及できる素材ではないが、竪穴住居跡の平面形状が弥生期

のものに比べ正方形に近い傾向、住居跡に付随するように 1 間× 2 間の建物跡が存在している点などは

指摘できる。また宝録沢川を挟んで西側にある西中曽根遺跡には、貯蔵跡あるいは墓跡と推定される土坑

のみが存在しており、上述した弥生時代後期と同様に東中曽根遺跡の生活単位と強いつながりが予想され、

同一の遺跡と捉える必要があるといえる。

※附） 1989 年 5 月 8 日〜 7 月 26 にかけて、千曲市教育委員会（当時更埴市）により、外西川原遺跡の発掘調査が実施された。

調査は 3 地区（A・B・C）に分けられたが、この内の B 地区が東中曽根遺跡に隣接した外西川原遺跡であり、今後の

調査状況によっては東中曽根遺跡に含められる可能性がある。今回の調査地とは別にもうひとつ住居群のまとまりが

あると考えてよいか。

 1990 年　更埴市（現千曲市）教育委員会　『外西川原遺跡』

 なお、外西川原遺跡 B 地区を東中曽根遺跡に含めて解釈する見方と、5 号住居跡と 4 号住居跡との誤認関係に関しては、

調査者のひとりである千曲市教育委員会小野紀男氏に助言と教示を求めた。また 1980 年度調査資料の一部を第 6 図

に再掲することに関し、千曲市教育委員会より協力を得ました。記して感謝いたします。
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※附） 外西川原遺跡（B 地区）

１．調査の概要

（１）調査期間・・・平成元年 5 月 8 日〜 7 月 26 日

（２）調査面積・・・2,000 ㎡

（３）調査担当・・・千曲市教育委員会（当時更埴市）　佐藤信之

（４）調査対象地・・県営ほ場整備西部沖工事に伴う埋蔵文化財包蔵地の発掘調査

  外西川原遺跡・宮川遺跡・東中曽根遺跡

（４）発掘調査報告書

  1990 年　更埴市（現千曲市）教育委員会　『外西川原遺跡』

2．遺跡の概要

（１）外西川原遺跡 B 地区の捉え方

「宮川遺跡、東中曽根遺跡では遺構の検出はない。」（P36）との報告がある。外西川原遺跡に関しては、

発掘調査を 3 地区（A・B・C）に分けて実施したが、この内の B 地区が、今回の国道 18 号バイパス建設

に伴う東中曽根遺跡の発掘調査地に隣接する。現行の『長野県千曲市遺跡地図』2008 によれば、外西川

原遺跡 B 地区は、外西川原遺跡（遺跡番号 119）と東中曽根遺跡（遺跡番号 89）の周知化された遺跡範

囲の境界域にあたり、所属がはっきりしない。しかしながら外西川原遺跡 A 地区と C 地区はともに低地

部に位置し、姨捨土石流堆積物の先端部にある B 地区や東中曽根遺跡とは立地を異にする。西中曽根遺跡

も含め、台地上の遺跡と低地上の遺跡との構造的な関連性は説明できていないが、少なくとも現況では外

西川原遺跡 B 地区を東中曽根遺跡に含めて考えておくことが遺跡内容を評価していく上に妥当であると判

断された 。

（２）調査経過（第 6 図）

外西川原 B 地区では、弥生時代後期後半と古墳時代後期前半（6 世紀前半ころ）と考えられる竪穴住居

跡を検出した。

○弥生後期後半・・竪穴住居跡 2 軒（3 号・6 号）

3 号住居址は長軸８ｍが測られる隅丸長方形状の大型例で、6 号住居址は 5 号住居址との重複関係によ

り全体形状が不明な例である。3 号住居址からは、赤彩された壷と高坏、櫛描波状文を施す甕が出土して

いる。壷は胴部下半に最大径があり、稜はやや弱くスマートなプロポーションである。高坏は口縁部が強

く外反する有稜形と鍔縁状の高坏がある。甕は胴中半に最大径をもつ形態である。これら出土土器の特徴

から善光寺平の弥生後期土器編年の4段階から5段階が想定でき、東中曽根遺跡とほぼ同時期と判断できる。

○古墳後期前半・・ 竪穴住居跡 1 軒（4 号）、該期の可能性が高い竪穴住居跡 1 軒（5 号）

5 号住居址（報告では 4 号となるが、所見と出土遺物の説明から 5 号を指すものと考えられる）は弥生

期の 6 号住居址を破壊して構築されており、一辺の大きさが６ｍほどの中型規模の建物である。出土遺物

には内面を黒色処理した非ロクロ土師器の坏（有段坏）を中心に、有稜の高坏、外面ハケ調整の甕類があ

る。出土土器の特徴から、古墳時代Ⅳ期（屋代遺跡群の編年で 7 期に相当）に属すると判断できる。古墳

Ⅳ期は、八幡遺跡群さらには東條遺跡ほかでも確認できない時期であり、段階としては東條遺跡や大道遺

跡の集落形成直前にあたる。当該地域における歴史的な遺跡経過を追究する上には、該期の集落遺跡の全

容を的確に把握する必要がある。今後の考古学的な調査に期待するとともに、重要な研究課題として提起

しておきたい。
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壷のみ

3 号住居址

5 号住居址（4 号住居址）

(1：2) 5cm 0 

(1：4) 10cm 0 

0 10cm (1：10) 

0 20cm (1：20) 

0 10cm (1：5) 

0 10cm (3：4) 

0 2cm (1：1) 

(1：8) 20cm 0 

(1：6) 10cm 0 

(1：3) 5cm 0 

(1：12) 20cm 0 

(2：3) 5cm 0 

(1：3) 10cm 0 

(1：3000) 10m0

(1：2) 5cm 0 

(1：4) 10cm 0 

0 10cm (1：10) 

0 20cm (1：20) 

0 10cm (1：5) 

0 10cm (3：4) 

0 2cm (1：1) 

(1：8) 20cm 0 

(1：6) 10cm 0 

(1：3) 5cm 0 

(1：12) 20cm 0 

(2：3) 5cm 0 

(1：3) 10cm 0 

(1：3000) 10m0

(1：2) 5cm 0 

(1：4) 10cm 0 

0 10cm (1：10) 

0 20cm (1：20) 

0 10cm (1：5) 

0 10cm (3：4) 

0 2cm (1：1) 

(1：8) 20cm 0 

(1：6) 10cm 0 

(1：3) 5cm 0 

(1：12) 20cm 0 

(2：3) 5cm 0 

(1：3) 10cm 0 

(1：3000) 10m0

第６図　外西川原遺跡（B 地区）
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図版№ 写真№ 遺構名 取り上げ№ 器　種 部　位 残存率 口　径
（cm）

底　径
（cm）

器　高
（cm） 外面色調 備　考

第 89 図  1 PL34 SB03　P5 № 1 高坏 坏部～裾部 40% <19.8> <13.2> 15.1 5YR7/4 にぶい橙
第 89 図  2 PL34 SB05 № 2 甕 口縁部～胴部 20% <28.6> — 17.4 7.5YR6/3 にぶい褐
第 89 図  3 SB05 № 15 甕 胴部～底部 10% — 14.4 (10.6) 7.5YR7/6 橙
第 89 図  4 PL34 SB05 № 34・35 甕 口縁部～胴部 50% <26.8> — (30.0) 2.5YR5/6 明赤褐
第 89 図  5 PL34 SB05 甕 口縁部～胴部 20% <18.4> — (9.4) 5YR6/4 にぶい橙
第 89 図  6 PL34 SB05 № 10・14 台付き甕 口縁部～胴部 40% 13.7 — (9.6) 5YR6/4 にぶい橙
第 89 図  7 SB05 台付き甕 坏部～裾部 30% — — (8.2) 5YR6/6 橙
第 89 図  8 PL34 SB05 № 34・35 壷 胴部～底部 30% — 6.4 (15.4) 10R5/6 赤 5YR5/6 橙
第 89 図  9 PL34 SB05 壷 口縁部～胴部 90% 23.6 8.5 44.0 2.5YR6/6 橙

第 90 図  1 PL35 SB05 № 34・35・
36 壷 口縁部～底部 70% 37.3 14.1 69.9 7.5R4/6 赤

第 90 図  2 PL35 SB05 № 17・21・
24・34・35 壷 口縁部～底部 60% 35.6 13.0 75.0 10R4/4 赤褐

第 90 図  3 PL35 SB05 № 24・29・
35・36 壷 口縁部～底部 70% 35.6 <16.5> 75.5 5YR8/2 灰白

第 90 図  4 PL35 SB05 № 32・35
～ 37 壷 口縁部～底部 70% 34.6 13.4 76 10R4/6 赤 5YR7/6 橙

第 91 図  1 PL36 SB05 № 7 片口鉢 口縁部～底部 80% 11.0 9.0. 16.2 5YR6/6 橙
第 91 図  2 PL36 SB05 № 44 甑 口縁部～底部 80% 17.0 4.7 12.2 5YR6/6 橙
第 91 図  3 PL36 SB05 № 20 蓋 受部～裾部 60% 4.2 18.3 8.0 7.5YR7/4 にぶい橙
第 91 図  4 PL36 SB05 № 35 高坏 坏部 坏部 30% <29.2> — (12.4) 10R4/6 赤 
第 91 図  5 PL36 SB05 高坏 坏部 坏部 50% <24.2> — (8.7) 10R4/6 赤 
第 91 図  6 PL36 SB05 高坏 脚部 70% — — (10.2) 10R5/6 赤 
第 91 図  7 PL36 SB06 № 2 壷 頸部 10% — — (9.4) 10YR6/4 にぶい黄橙
第 91 図  8 SB06 甑 底部 10% — <6.4> (2.1) 2.5Y2/1 黒
第 91 図  9 PL36 SB06 № 8 高坏 脚部 40% — <17.0> (14.8) 10R5/6 赤 
第 91 図 10 SB06 № 6 甕 口縁部 20% <11.6> — (4.3) 5YR7/4 にぶい橙
第 91 図 11 PL36 SB06 № 1 器台 脚部 40% — — (6.0) 10R5/6 赤
第 91 図 12 PL36 SB07 № 42 甕 胴部～底部 30% — 6.0 (8.1) 5YR6/6 橙

第 91 図 13 PL36 SB08 № 3 壷 頸部～胴部 10% — — (14.5) 7.5R4/6 赤　
5YR5/6 明赤褐

第 91 図 14 SB08 № 2 壷 胴部～底部 20% — 11.4 (11.6) 5YR6/6 橙
第 91 図 15 PL36 SB08 № 1 甑 胴部～底部 10% — 4.6 (5.4) 5YR6/6 橙
第 91 図 16 SB08 甕 頸部～胴部 30% — — — 5YR5/4 にぶい赤褐
第 92 図  1 PL36 SB08 壷 口縁部～胴部 30% <15.6> — (12.3) 7.5YR7/3 にぶい橙
第 92 図  2 PL36 SB08 壷 頸部～胴部 40% — — 12.2 5YR6/6 橙
第 92 図  3 PL36 SB08 甕 口縁部～胴部 20% <20.9> — (9.9) 7.5YR5/4 にぶい褐
第 92 図  4 PL36 SB09 № 1 台付き甕 口縁部～脚部 80% <13.0> <8.3> 14.8 5YR5/6 明赤褐
第 92 図  5 SB09 甕 胴部～底部 10% — <7.8> (6.5) 10YR6/4 にぶい橙
第 92 図  6 PL36 SB09 № 2 器台 脚部 10% — — (5.7) 5YR7/4 にぶい橙
第 92 図  7 SB10 台付き甕？ 脚部 40% — 6.4 (5.5) 10YR5/1 褐灰
第 92 図  8 PL36 SB10 甕 口縁部～底部 30% <23.4> <7.8> 34.1 5YR7/4 にぶい橙
第 92 図  9 PL37 ST01 S 字甕 口縁部～脚部 10% <15.1> — <4.5> 7.5YR6/4 にぶい橙 
第 92 図 10 PL37 SK31 № 1 甕 口縁部～底部 70% <11.6> 5.9 15.3 10YR7/3 にぶい黄橙
第 92 図 11 PL37 SK138 № 7 壷 口縁部～底部 90% <13.7> 7 24.2 10YR8/3 浅黄橙
第 92 図 12 PL37 SK138 № 1 蓋 体部 60% <5.3> — （5.5） 5YR5/3 にぶい赤褐
第 92 図 13 PL37 土器集中Ⅰ 器台 脚部 30% — <11.7> （6.6) 7.5YR6/6 橙
第 92 図 14 PL37 土器集中Ⅰ 甕 口縁部～胴部 10% <19.8> — 10.0 2.5YR6/6 橙
第 92 図 15 土器集中Ⅰ 甕 口縁部～胴部 10% <20.8> — （3.7) 7.5YR5/3 にぶい褐
第 92 図 16 土器集中Ⅰ 甕 口縁部～胴部 20% <11.8> — （8.0) 5YR5/6 明赤褐

第 92 図 17 土器集中
Ⅰ・Ⅱ

須恵器坩形
土器 口縁部 10% <19.3> — （3.0) 2.5Y5/2 暗灰黄

第 93 図  1 PL37 SD01 № 6 壷 口縁部～頸部 10% <27.6> — (12.7） 7.5YR7/4 にぶい橙

第 93 図  2 PL37 SD01 № 6 壷 胴部～底部 20% — 11.7 （15.8) 10R5/6 赤
7.5YR7/4 にぶい橙

第 93 図  3 SD01 № 1 壷 胴部～底部 10% — 5.4 （7.8) 7.5YR8/3 浅黄橙
第 93 図  4 PL37 SD01 № 3 甕 胴部～底部 20% — 10.2 （18.0) 2.5YR5/4 にぶい赤褐
第 93 図  5 PL37 SD01 № 6 甕 口縁部～胴部 20% <18.0> — （15.9) 10YR6/3 にぶい黄橙
第 93 図  6 SD01 甕 口縁部～胴部 10% <13.4> — （6.8) 7.5YR7/3 にぶい橙
第 93 図  7 PL37 SD01 № 12 甑 口縁部～底部 80% 14.8 2.2 14.2 5YR7/6 橙
第 93 図  8 PL37 SD01 高坏 坏部 坏部 30% <27.2> — （10.7) 10R5/6 赤
第 93 図  9 PL37 SD01 器台 坏部～脚部 20% <8.6> — （4.1) 10R5/6 赤
第 93 図 10 PL37 SD01 № 11 器台 脚部 脚部 90% — 12.3 （5.4) 7.5YR8/3 浅黄橙
第 93 図 11 SD01 台付き甕 口縁部～胴部 10% <13.3> — （3.3) 5YR6/6 橙
第 93 図 12 SD01 甕 口縁部～胴部 10% <22.8> — （8.5) 7.5YR6/3 にぶい褐
第 93 図 13 PL37 SD01 № 1 甕 口縁部～底部 90% 17.1 5.6 26.7 10YR6/3 にぶい黄橙

第 94 図  1 PL38 SD02 № 6 壷 胴部～底部 40% — 10.5 <39.2> 10R ４/6 赤  
5YR7/6 橙

第 12 表　東中曽根遺跡　土器観察表
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図版№ 写真№ 遺構名 取り上げ№ 器　種 部　位 残存率 口　径
（cm）

底　径
（cm）

器　高
（cm） 外面色調 備　考

第 94 図  2 PL38 SD02 № 10 壷　 頸部～底部 40% —  <6.5> （21.5) 7.5YR6/6 橙
第 94 図  3 PL38 SD02 鉢 口縁部～底部 60% <14.2> 4.2 6.3 7.5YR7/4 にぶい橙
第 94 図  4 PL38 SD02 甕 頸部～底部 60% — <8.0> 26.0 2.5YR6/6 橙
第 94 図  5 SD02 器台 受部 30% 9.2 — （2.3) 5YR6/4 にぶい橙
第 94 図  6 PL38 SD02 器台 坏底部～脚部 40% — — （6.1) 10R ４/ ４ 赤褐
第 94 図  7 SD02 № 9 高坏 坏部～脚部 40% — — （10.9) 10R4/6 赤
第 94 図  8 PL38 SD02 高坏 坏部 坏部 20% <28.6> — （7.2) 7.5R4/6 赤 
第 94 図  9 SD02 鉢 口縁部 10% <21.7> — （3.2) 10YR8/3 浅黄橙 ・縄文晩期
第 94 図 10 SD03 高坏 脚部 脚部 90% — 6.7 （6.8) 2.5YR5/6 明赤褐
第 94 図 11 SD03 № 3 甕 口縁部～胴部 10% <14.6> — （8.5) 7.5YR7/3 にぶい橙
第 94 図 12 PL38 SD03 № 6 甕 口縁部～頸部 10% <24.5> — （8.6) 5YR6/6 橙
第 94 図 13 PL38 SD03 甕 口縁部～胴部 10% <23.4> — （14.7) 7.5YR6/4 にぶい橙

図版№ 写真№ 遺構名 取上げ№ 遺物名称 材質 長さ
（cm）

幅
（cm）

高さ
（cm）

重さ
（ｇ） 備　考

第 95 図 16 SB05 土器№ 42 土錘 土 4.5 3.8 10.0 143.2 

図版№ 写真№ 遺構名 取上げ№ 遺物名称 材質 長さ
（mm）

幅
（mm）

高さ
（mm）

重さ
（ｇ） 備　考

第 95 図  1 PL38 SB02　埋土 磨石 珪質岩 114.0 74.0 40.0 313.3 ・石槌
第 95 図  2 PL38 SB07 № 3 敲石 黒色頁岩 137.0 59.0 43.5 425.0 
第 95 図  3 PL38 SB07 № 2 敲石 チャート 173.0 66.0 60.0 1097.0 
第 95 図  4 PL38 SB08　周溝内 敲石 砂岩 112.0 44.0 27.0 187.7 
第 95 図  5 PL38 SD01　土器集中下段 刃器 黒曜石　 19.5 12.0 7.3 1.7 
第 95 図  6 PL38 SD01　下段石器集中 石№ 1 磨製石斧 黒色頁岩 76.5 30.0 12.0 45.6 
第 95 図  7 PL38 SD02　埋土 石核 黒曜石　 60.0 58.0 21.0 57.9 
第 95 図  8 PL38 SD02　埋土 打製石鍬 安山岩 182.5 124.5 38.0 849.4 
第 95 図  9 PL38 SD02　土器集中Ⅴ 敲石 安山岩 117.5 64.0 49.0 523.0 
第 95 図 10 PL38 SD02　トレンチ 敲石 安山岩 177.5 89.0 29.0 518.8 

第 95 図 11 PL38 SD02　ベルト 6 内　
埋土土器集中Ⅳ 置き砥石 砂岩 198.0 125.0 62.0 1550.0 ・残存率 1/2

第 95 図 12 SD03　埋土 打製石鏃 黒曜石　 26.0 15.0 5.8 0.9
第 95 図 13 SD03　埋土 打製石斧 珪質岩 140.0 67.0 19.0 196.3 
第 95 図 14 SD02 置き砥石 砂岩 320.0 188.0 89.0 4330.0 

第 95 図 15 PL38 SD02 石製品№ 1 円盤石製品 セリサイト質
凝灰岩 27.0 28.0 8.0 7.7 

図版№ 写真№ 遺構名 取上げ№ 遺物名称 材質 長さ
（mm）

幅
（mm）

高さ
（mm）

重さ
（ｇ） 備　考

第 95 図 17 SD02　埋土 刀子 鉄 118.0 19.0 7.0 13.8 
第 95 図 18 ⅩⅤ A11　検出面 返りのある鉄板 鉄 72.0 49.0 5.0 58.5 ・大 1・中 5・小・38・細多数

第 13 表　東中曽根遺跡　土製品観察表

第 14 表　東中曽根遺跡　石器観察表

第 15 表　東中曽根遺跡　金属器観察表
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（ 4 ）東 條 遺 跡 の 調 査

○遺跡の種類	：集落遺跡

○主な時代	 ：古墳時代後期〜平安時代中期

	 	 	 	（７世紀〜９世紀）

	 	 	 	 鎌倉時代後期〜室町時代中期

	 	 	 	（13 世紀後半〜 15世紀）

○遺跡の性格	：

・古墳時代後期に大規模な新興集落がつくられ、奈良時

代以後、規模を縮小して平安時代中期ころまで続く。

・鎌倉時代後期に街道と門前集落がつくられ、室町時代

には街道整備と集落が発展する。
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（４）　東條遺跡の調査

１．調査の概要

（１）調査期間

本発掘調査・・ ①平成 14 年 ４ 月 22 日 〜 11 月 25 日

 ②平成 15 年 ４ 月 14 日 〜 ７ 月 25 日

 ③平成 17 年 ８ 月 １ 日 〜 12 月 ９ 日

 ④平成 18 年 ４ 月 ３ 日 〜 12 月 15 日

 ⑤平成 19 年 ４ 月 ２ 日 〜 11 月 30 日

 （試掘調査：平成 13 年 12 月 20 日）

（２）調査面積

 15,666 ㎡

（３）調査担当

本発掘調査・・ ①伊藤友久　豊田義幸（７月まで）　町田勝則（８月より）

 ②豊田義幸　寺内貴美子（４月のみ）　町田勝則（7 月まで）

 　石神周蔵（６月より）

 ③小林秀行　町田勝則（10 月まで）

 ④岡村秀雄　小林秀行　山﨑まゆみ（11 月より）

 ⑤岡村秀雄（10 月まで） 小林秀行　市川桂子

 （試掘調査：上田典男　町田勝則）

２．遺跡の概要

（１）立　地

東條遺跡は長野盆地南部の千曲市八幡に位置する。千曲高原面をつくっている旧崩積土（約 10 万年前）

の再移動による土石流堆積物で形成された押し出し地形の末端部で、標高 367m 〜 399m にある。千曲

高原面を開析している谷頭を頂点として北東方向に扇状に広がり、遺跡の東側は千曲川の氾濫原に接して

いる。基盤となる土石流堆積物は新期姨捨土石流堆積物（3,250 ± 260 年前 14C）に属し、淘汰の悪い安

山岩（三峯火山岩）の亜角礫から亜円礫を多量に含み、基質は砂質の泥や粘土である。

（２）ａ遺跡の範囲と調査区

東條遺跡は、弥生時代から平安時代の集落遺跡として千曲市遺跡分布図（118）に登載されているが、

既知の調査事例はない。遺跡周知化の範囲は、字切り図に示された東條地籍にほぼ相当し、東側は兎沢川

までの範囲を指定する。今回の道路新設事業は、周知化された遺跡範囲のほぼ中央部分が記録保存の対象

となり、現況では標高 367 ｍ付近のみが水田や畑地で、ほかの大部分が宅地となっている。調査は用地

取得とともに随時進められ、結果として 5 回（本発掘調査①次から⑤次）にわたり実施された。③次調査

では、埋蔵文化財の包蔵が知られていない時代（中世遺構）を確認し、その主体部が八日市場地籍に広が

ると予想されたことから、八日市場地籍を含めた記録保存の措置が取られる方向となった。④次調査では、

この中世遺構面の主体部を調査し、さらにその下の古代遺構面の調査を行った。古代遺構面は、東條地籍

からつながっており、それと同一の集落跡であると考え、八日市場地籍は新発見の遺跡地ではなく、東條

遺跡の一部、すなわち遺跡範囲の拡大と判断されて遺跡地図への搭載と周知化が図られた。⑤次調査の結

果、東條遺跡古代遺構面は、八日市場地籍全域ではなく、一部にのみ広がっていることが判明し、中世の

第４節　東條遺跡の調査
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遺構面すべてが東條遺跡古代面と空間的に重複するものではないことが理解された。本報告を受けて、改

めて八日市場地籍に位置する中世遺構面の遺跡周知化については、遺跡名称の再検討を図るべき必要があ

ると考えられる。

 ｂ基本層序

調査時の現況は宅地、畑または水田である。調査の結果、基本層序を以下のとおり確認した。

Ａ・Ｂ・Ｃ地点 

Ⅰ層は 10YR5/1 褐灰色粘土、Ⅱ層は粘質土で、ともに旧耕作土である。水田土壌では鉄分沈着により

分層できる箇所がある（Ⅱ− 1 Ⅱ− 2）。Ⅲ層は 10YR2/1  黒褐色粘質土で古代の遺物包含層である。Ⅳ

層は暗黄褐色土でⅢ層とⅤ層の漸移層である。Ⅴ層は 10YR5/6 黄褐色細粒砂で地山となる。 

Ｄ地点

Ⅰ層は 5Y4/2 灰オリーブ色土で現耕作土である。鉄分の沈着の多少で３層に分かれ硬くしまる。Ⅱ層

は礫層である。上部は 5Y4/2 灰オリーブ色土となる。Ⅲ層は砂礫層。Ⅳ層は 10YR7/1 灰白色粘質シルト

で風化礫を含む。上部は砂層である。これらの砂礫層（Ⅲ層、Ⅳ層）はＡ、Ｂ、Ｃ地点では確認されない。

南西方向からの押し出しの堆積物と考えられる。Ⅴ層は 10YR2/1 黒色土で古代遺物包含層である。礫径

5cm を含む。色調によりⅤ− a、Ⅴ−ｂに分層できる箇所もある。Ⅵ層は 7.5Y7/1 灰白色粘質シルトで

古代検出面である。Ⅶ層は 10YR2/1 黒色土。硬くしまりよい。Ⅷ層は砂礫層である。

東條遺跡遺跡　土層柱状図
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第７図　東條遺跡　土層柱状図
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Ｅ地点

Ⅰ層は道路構築土。Ⅱ層はかく乱。Ⅲ層は 5BG2/1 青黒色土で拳大〜アズキ大の礫を含む。粘性としま

りあり。Ⅳ層は 10YR3/3 暗褐色礫層である。人頭大〜卵大の礫を含む。粘性なし、しまり弱い。Ⅴ層は

10YR3/2 黒褐色土で遺物包含層である。礫を含む。Ⅵ層は 5BG2/1 青黒色砂質〜粘質土で古代検出面で

ある。粘性あり、しまり弱い。

Ｆ地点 

Ⅰ層は現耕作土。Ⅱ層は旧耕作土。Ⅲ層は 7.5YR3/2 黒褐色土で遺物包含層である。アズキ大〜拳大の礫、

炭化物を含む。粘性弱い。Ⅳ層は 7.5YR4/3 褐色砂質〜シルトで中世第１検出面である。アズキ大の礫多く、

帯状に含む。粘性、しまり弱い。Ⅴ層は 10YR2/3 黒褐色土で、Ⅳ層と同じ中世第１検出面である。アズキ

大の礫、炭化物粒子を含む。粘性弱く、しまりよい。Ⅵ層は 10YR3/2 黒褐色砂礫層で中世第２検出面である。

粘性弱く、しまりよい。Ⅶ層は 10YR2/3 黒褐色礫層。基質はシルト〜粘土で、古代遺物包含層である。人

頭大〜拳大の礫を含む。粘性、しまり強い。Ⅷ層は 7.5YR3/2 黒褐色土で古代検出面である。粘性ややある。 

G 地点

Ⅰ層は現耕作土。Ⅱ層は黄色砂質シルトで、上面は中世第１検出面である。Ⅰ層とⅡ層の間に包含層が

あったと考えられるが、耕作土により削平されていると思われる。Ⅲ層は 10YR3/4 暗褐色砂質シルトで、

中世第２遺物包含層である。拳大の礫を含む。粘性あり、しまり弱い。Ⅳ層は 10YR3/2 黒褐色土まじり

砂礫層で、上面は中世第２検出面、下面は古代検出面である。

（３）調査結果

発掘調査の結果、古墳時代後期終末から戦国時代にわたる集落跡を確認した。記録保存した遺構は、竪

穴住居跡 75 軒、掘立柱建物跡 51 棟、溝跡 31 本、土坑 2670 基、土壙墓３基、焼土跡 14 基、集石跡 5 基、

遺物集中 17 箇所で、出土遺物には土器コンテナ 400 箱・土製品 232 点・石器 549 点・金属製品 694 点（銭

363 点）・木製品コンテナ 146 箱・動植物遺存体 209 資料がある。遺跡は時間的に 7 世紀前半から 10 世

紀初頭までの古代と 13 世紀から 16 世紀までの中近世、２つの時期に分けて考えることができた。

東條遺跡古代面

遺構の調査所見と出土遺物を分析した結果、集落は概ね 6 つの時期に区分して考えることができた。古

墳時代後期（古墳Ⅴ期）、古代Ⅰ期〜古代Ⅴ期である。古代集落の中心的な時期は平城京遷都以前にあり、

古墳時代後期（竪穴住居跡 18 軒と掘立柱建物跡 1 棟）、古代Ⅰ期（竪穴住居跡 13 軒）、古代Ⅱ期（竪穴

住居跡 13 軒と掘立柱建物跡 5 棟）である。奈良時代以後（古代Ⅲ期以後）は、竪穴住居跡 3 〜 4 軒程度

が集落内に一定の間隔をあけて配置され存続していく状況となる。

東條遺跡中世面

発掘調査の結果、遺跡の形成期は鎌倉・室町時代にあることが分かった。調査所見と出土遺物を整理し

た結果、集落は概ね 2 つの時期に区分して考えることができた。鎌倉時代後期から室町時代前期（中世第

2 検出面相当）と室町時代中期から戦国時代 （中世第 1 検出面相当）である。前者は掘立柱建物跡と井戸

跡により集落構成がなされ、後者はそれらに加え新たに方形竪穴建物跡や敷き石遺構が施設され集落構成

が図られている。

３．遺構と遺物（古代）

（１）古墳時代から古代

①竪穴住居跡（ＳＢ）

ＳＢ０１（第 128 図、第 181 図　ＰＬ 43，68）

位　置 ： ⅩⅨ A − 09

検　出 ： 黒色土の掘り下げ中、バレーボール大の礫を数個確認した。その状況がカマド袖石の配列に似る

第４節　東條遺跡の調査
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ことから、住居跡の存在を想定し調査に入る。

規　模 ： 残存長（296cm × 244cm）、全体形状は不明。

埋　土 ： 黒色土。

構　造 ： カマド想定部分以外は、全体形状を推定できる痕跡は確認できなかった。ただし礫周辺部分に焼

土粒が散在する面を確認したことから、そこを床面と認定した。遺物の出土状況から判断して、

北側の礫がカマド燃焼部あるいはカマド本体にあたる。

遺物出土状況：カマド本体と考えられる北側の礫内より、甕形土器一個体分が壊れた状態で出土した。ま

たカマド南側の礫集中（カマド崩壊の残骸か）にて黒色土器の坏（１〜３・６）と皿（６）がま

とまって出土した。

遺　物 ： 第 181 図１〜６は黒色土器Ａ類の坏。すべて底部回転ヘラきり、体部下半を回転ヘラケズリ成

形する。1 は No.2、3 は No.6 の出土で、ともに口径 13.0cm。2 は No.3 出土で口径 16.2cm が

測られる。4 と 5 は No.8 出土で、器高 5.0cm 未満、口径 15.0cm。カマド部より出土している

ためか、内面の脱色・剥落がある。6 は No.1 出土で浅い皿様の坏。7 は No.4 出土で、黒色土器

Ｂ類の皿形土器Ｂ形態に相当する。口径 12.4cm。8 はコの字形口縁の武蔵型甕の一括個体でカ

マド本体中の No.8 出土。9 は須恵器甕形土器Ａ類の口縁部破片で埋没土中の出土。

時　期 ： 黒色土器Ａ類にＢ類の皿形土器、武蔵型甕の存在、土師器坏類の不在などの特徴から古代Ⅳ期（９

世紀前半）に該当する。

ＳＢ０２（第 128 図　ＰＬ 43）

位　置 ： ⅩⅨ A − 09・10

検　出 ： 自然流路と考えられる SD02 の埋没土掘削中に、それとは形状のことなる直線的なラインの黒色

土の落ち込みを確認した。SD02 よりも古いと考えられる住居跡を想定し調査に入る。

規　模 ： 残存長（470cm × 140cm）、深さ− 40cm、形態不明。

埋　土 ： 黒色土の単純堆積。

構　造 ： 確認時の南側プランのみを検出。壁に沿って幅 10cm 程の周溝が巡る。床面は平滑な面をそれと

認定したが、硬化の度合いは弱く判然としない。

遺物出土状況：埋土中より土器の小破片が出土しているが、本跡の時期を決定できるほどの資料はない。

遺　物 ： 土器の小破片。

時　期 ： 不 明。

ＳＢ０３（第 128 図、第 181 図　ＰＬ 43，68）

位　置 ： ⅩⅨＢ− 13・18

検　出 ： 自然流路と考えられる SD04 の埋没土掘削中に、カマド袖石と考えられる礫を確認した。さらに

この礫の東および西側に直線的な住居プランを想定できる色調の違いを認めたことから、住居跡

を想定して調査に入る。

規　模 ： 残存長（508cm × 428cm）、深さ− 14cm、主軸方向 N67°W、形態不明。

埋　土 ： 黒色土の単純堆積。

構　造 ： カマド部の遺存状況では、両袖石及び燃焼部が良好に残る。住居の輪郭では西側が明瞭に残り、

東もやや明瞭。南北ラインは残存していない。床面には本跡に伴うと考えられる柱穴が６基（Pit1

〜 Pit6）ある。

遺物出土状況：埋没土中より土器小破片が出土。カマド内及びその周辺部にほぼ完形に近い土器が出土した。

遺　物 ： 第 181 図 10 〜 12 は非ロクロ土師器。10 は屈折した口縁部をもつ坏形土器で、内外面ていね

いにナデ調整仕上げされている。No.7 出土の完形個体。口径 12.6cm、器高 4.4cm。11 は掘り

第２章　発掘調査の概要
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方出土の坏。外面はケズリ成形の後、ナデ調整される。口径 13.0cm、器高 4.3cm が測られる。

12 は内外面ていねいにミガキ調整した深い鉢型の坏。器高 6.1cm が測られる。13 は埋没土出

土の黒色土器Ａ類の坏。底部回転ヘラ切り離し、体部下半は回転ヘラケズリ調整である。口径

14.7cm が測られる。14 も埋没土内出土。須恵器坏Ａ類、ヘラ切り離しで口径 14.1cm。15 は

須恵器の坏蓋。体部表面はケズリ調整。埋没土出土。16 は高坏形土器の完形個体で No.1 出土。

坏部は椀形で口径 14.4cm。17 はバケツ形をした小型の甕。No.6 出土。18 〜 22 は長胴甕。18

と 19 はナデ調整の甕Ａ類。18 は口縁部破片で、No.8 と No.6 の出土片が接合する。19 は No.5

の出土。20 は No.4 出土。21 と 22 はハケ調整の甕 B 類。21 は No.9 出土。22 は埋没土内出土。

23 は内外面を横方向のミガキ調整をした甕形土器。No.10 出土のほぼ完形個体。

時　期 ： 黒色土器Ａ類の存在と、ナデ調整の甕 A 類、ヘラ切り須恵器坏Ａ類が存在するなどの特徴から古

代Ⅲ期（８世紀後半）に該当する。

ＳＢ０４（第 129 図、第 181 図　ＰＬ 43）

位　置 ：ⅩⅨＢ− 13

検　出 ： SB03 の床面を精査中に確認するが切り合い関係の新旧は確認できなかった。北側は SB05 を破

壊して構築されている。

規　模 ： 残存長（460cm × 200cm）、深さ− 10cm、隅丸方形か？

埋　土 ： 黒色土の単純堆積。

構　造 ： カマドは検出できず。床面の調査時に確認した SK141、SK146 ないしは SK147 が主柱穴と考え

られる。

遺物出土状況：遺物は埋没土中より土器の小破片が出土したが、検出状況が悪く、本跡に伴い時期決定の

判断根拠となる遺物は得られていない。

SB03 出土の土器集合

第４節　東條遺跡の調査
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遺　物 ： 第 181 図 24 はハケ調整の土師器長胴甕、口縁部の破片。埋没土中の出土。

時　期 ： 時期不明だが、SB05 との切り合い関係から、それよりも新しい古代Ⅰ期（7 世紀後半）以降と

判断でき、SB03 と同時に検出したものの、それが古代Ⅲ期（８世紀後半）であることから、す

くなくともⅢ期以外のどこかということになる。

ＳＢ０５（第 129 図、第 182 図、第 200 図　ＰＬ 43，68）

位　置 ： ⅩⅨＢ− 08・13

検　出 ： 複数の土坑により破壊を受け南側は SB04 により壊される。埋没土の大部分は自然流路の SD04

により削り取られている。確認状況は良好ではないが、床面と考えられる平坦面の存在から住居

跡を想定した。

規　模 ： 残存長（484cm × 232cm）、深さ− 18cm、隅丸方形か？

埋　土 ： 黒色土の単純堆積。

構　造 ： 南側壁のラインは明瞭。床と考えられる平坦面がある。カマドは確認できない。本跡に伴う柱穴

も不明である、複数の柱穴が存在することから、掘立柱建物跡が重複している可能性がある。

遺物出土状況：遺物は破片資料が中心で、数は少ない。

遺　物 ： 第 182 図 1 は No.1 出土の須恵器模倣の坏でドーム形の蓋状の形態である。風化著しいが、内面

は黒色処理をしている。底部はヘラケズリ調整である。口径 11.0cm、器高 3.5cm が測られる。

2 と 3 は非ロクロ土師器の坏類。2 は埋没土 1 層の出土で、1 の形態に近い。口径 13.0cm が測

られる。3 は No.2 出土で口径 13.0cm、器高 3.8cm。底部は平底で全体はバケツ形である。ま

た南壁に近い床面から棒状礫が 13 点出土しており、こも編み石と考えられる。第 200 図 1 は

安山岩材の敲石で下端の敲打痕がある。1200.0g が量られ No.15 の出土。2 は打ち欠きの石錘。

安山岩材で 1/2 残欠。

時　期 ： 非ロクロ土師器の坏類が主体を占め、須恵器の出土量は少ない。須恵器模倣の坏（第 182 図 1）

ほかの特徴から判断して、古墳時代の終末ころに比定できる。本跡の検出状況から厳密な時期決

定は難しいが、古墳時代Ⅴ期（7 世紀前半）と考えておく。

ＳＢ０６（第 129 図、第 182 図　ＰＬ 43，44）

位　置 ： ⅩⅨＢ− 19

検　出 ： 自然流路と考えられる SD04 の埋没土掘削中に、方形状を想定できる直線的な落ち込みを確認し

た。形状と落ち込みの規模から住居跡を想定し調査に入る。

規　模 ： 残存長（268cm × 248cm）、深さ−８cm、隅丸方形か？

埋　土 ： 黒色土の単純堆積。

構　造 ： カマドは検出できなかった。本跡に伴うと考えられる柱穴は、SK211 と SK210 である。床面の

硬化は認められないが、平坦な面があり、そこを床と判断した。住居の輪郭では南側及び西側の

一部が残るのみ。

遺物出土状況：埋没土中より土器小破片が出土。

遺　物 ： 第182図4は南側の壁よりの床面にまとまって出土した個体No.1で、ミガキ調整の壷形の甕である。

時　期 ： 内外面をていねいにミガキ調整した甕の存在から、古代Ⅱ期以前と考えられる。遺構内の出土遺

物は検出状況から本跡に伴う可能性は低いものばかりであるが、須恵器坏類がごくわずかである

ことから、概ね古墳時代終末から古代Ⅰ期前後と想定できるか。

ＳＢ０７（第 129 図、第 182 図　ＰＬ 44）

位　置 ： ⅩⅨＧ− 13

検　出 ： 基本土層（Ⅳ層）の除去後、精査により方形状の落ち込みを確認した。やや規模は小さいが竪穴
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住居跡を想定し、調査に入る。

規　模 ： 残存長（140cm × 100cm）、深さ− 14cm、隅丸方形か？

埋　土 ： 黒色土の単純堆積。

構　造 ： カマドや柱穴などは確認できない。規模から判断して、住居ではなく、竪穴状の遺構と考えるべきか。 

遺物出土状況：埋没土からも出土遺物はほとんどない。

遺　物 ： 第 182 図 5 は床面出土の土師器長胴甕の底部破片。外面は劣化が著しく、調整の特徴は観察で

きない。

時　期 ： 時期決定は難しい。

ＳＢ０８（第 130 図、第 182 図、第 200 図　ＰＬ 44，68）

位　置 ： ⅩⅨＧ− 12・13

検　出 ： 基本土層（Ⅳ層）の除去後、精査により方形状の落ち込みを確認する。形状とその規模から竪穴

住居跡を想定して調査に入る。 

規　模 ： 残存長（456cm × 404cm）、深さ− 20cm、隅丸方形。

埋　土 ： 黒色土の単純堆積。

構　造 ： カマド及び柱穴は検出できなかった。掘り込み以外の施設が確認できていない点から、竪穴住居

を認定するには無理がある。何らかの機能をもった竪穴状遺構と考えるべきか。

遺物出土状況：埋没土中より土器の微小な破片が出土している。

遺　物 ： 第 182 図 6 は須恵器盤脚部。No.8 出土。7 は須恵器坏蓋、1/2 程度の破損個体。つまみ部は宝

珠状の低い山形で、体部外面は 1/3 程度をケズリ調整で仕上げている。返しはほぼ直。No.51 出土。

8 は須恵器坏 A 類の完形個体。底部回転糸切り離しで、口径 13.0cm、器高 4.5cm、No.25 出土。

SB24 出土例（第 186 図 5）と類似した資料。第 200 図 3 は砥石 1/2 欠損品。凝灰岩材。ほか

に三脚盤の足であろうか、土製で角状をした破片資料が 1 点（取り上げ No.5）出土している。

時　期 ： 床面直上より須恵器の坏 A 類（糸切り離し）底部破片が出土していること、No.25 の坏 A 類から、

古代Ⅲ期（８世紀後半）と判断できるか。ことに No.25（第 182 図 8）が、同時期と判断した

SB24 出土資料とほぼ同形の坏である。両住居間の同時性あるいは関係性を示唆する。

ＳＢ０９（第 130 図、第 182 図、第 200 図　ＰＬ 44，68）

位　置 ： ⅩⅨＧ− 02

検　出 ： 表土を掘削し遺構の検出を行った結果、黒褐色土がほぼ方形状に落ち込むのを確認した。北側お

よび西側は生活道路域となるため、次年度以降の調査対象とした。形状・規模から住居跡を想定

し調査に入る。

規　模 ： 残存長 624cm ×（304cm）、深さ− 36cm、隅丸方形か？

埋　土 ： ３層ある。

構　造 ： カマドは検出できない。未調査区の北側に存在する可能性が高い。床面は良好で主柱穴と考えら

れる柱穴 2 基と、その中間に直径 45cm 程の土坑（Pit2）が 1 基存在している。

遺物出土状況：埋土中の土器片は少量である。

遺　物 ： 第 182 図 9 は主柱穴と考えられる Pit3 の埋没土中から出土した。非ロクロの土師器坏 C 類であ

る。外面はケズリ調整後、口縁部付近をナデ仕上げし、内面はていねいにミガキ調整される。口

径 11.5cm、器高 4.7cm が測られる。第 200 図 4 は磨製石包丁。杏仁形で 2 穴式。1/2 欠損例

で No.2 の出土。珪質岩材。このほか、黒曜石製の石核 33.2g、No.7 出土と石鏃の未製品 No.1

出土がある。

時　期 ： Pit3 出土土器の特徴から、古墳時代Ⅴ期（7 世紀前半）ころと推定できる。

第４節　東條遺跡の調査
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ＳＢ１０（第 131 図、第 182 図、第 200 図　ＰＬ 44，45，68）

位　置 ： ⅩⅨＧ− 04

検　出 ： 基本土層（Ⅴ層）の下面に多量の土器小破片を確認した。黄褐色砂層面にてⅤ層と同質の黒褐色

土の方形状の落ち込みを認めたため、住居跡を想定して調査に入る。

規　模 ： 長軸 590cm ×短軸 472cm、深さ− 30cm、主軸方向 N65°E、隅丸方形。

埋　土 ： ３層に区分。

構　造 ： カマドは燃焼部を残し崩落・破壊した状態。煙道部は明瞭に認められ、焚口部からは約 150cm

が測られる。床面は比較的良好に遺存していた。西側にはカマド燃焼部に認められたような炭化

物・焼土粒の分布が確認された。主柱穴は４基がある。

遺物出土状況：埋土中から比較的多くの遺物が出土したが、床面のものは少ない。

遺　物 ： 第 182 図 10 は非ロクロ土師器の坏で No.22 出土。口縁部はやや外反する鉢形の形態。11 は内

面黒色処理した高坏。脚の高さが低く、器高も 8.45cm 程度である。12 〜 15 は須恵器の坏 A 類。

12 は No.19 出土。ヘラ切り放し後、粗雑にナデ調整。口縁はやや外反する。13 〜 15 は外面に

ロクロ成形痕を明瞭に留め、底部やや凸気味で底部切り離し後、ナデ調整で仕上げられている。

13 は検出面の出土。14 は No.11 出土、15 は No.13 出土である。16 と 17 は須恵器坏蓋。16

は扁平のつまみ部で体部外面は 1/2 弱をケズリ仕上げ。返しは短く直に立つ。No.21 出土。17

もほぼ同様な調整手法で仕上げられているが、つまみ部は山形で体部中央は厚みがある。No.42

出土。図示してないが、No.10 出土もほぼ同形態である。18 と 19 は須恵器坏 B 類。18 はやや

軟質な感があり、口径 12.5cm、器高 4.3cm が測られる。底部やや凸で、ヘラ切り離し後、てい

ねいなナデ調整仕上げ、No.12 出土。19 は回転ヘラ切り離し、底部には「×」印がある。良好

な焼成で硬質、No.19 の出土。20 は円面硯。No.18 出土で、1/10 程度の破片。側面に窓状に透

かしが入るが、破片のため形状は不明。このほかに埋土中から、須恵器の高盤の脚、土師器のナ

デ調整の長胴甕（No.3）の出土がある。第 200 図 5 は黒曜石製の石錐で床面出土。先端部には

明瞭な摩耗痕が観られる。6 は使用痕のある砕片。黒曜石材で埋没土出土。7 と 8 は磨石。7 は

長さ 2.0cm ほどの球状を呈する安山岩材で、一端が極度に摩耗し平滑化している。No.34 出土。

8 は安山岩材で表面が摩耗し、側辺の一端は剥落している。No.2 出土。9 は多孔質の安山岩材で、

表面にアバタ状で− 0.5cm ほどの凹部がある。715g が量られる。No.1 の出土。10 は砥石 1/2

残欠品。表裏は面的に使用されており、端部に断面 V 字状の使用痕（溝跡）がある。11 は軽石

でカマド内より出土している。12 は打ち欠きの石錘。砂岩材で No.23 の出土。

時　期 ： 非ロクロ土師器の坏と黒色処理の高坏がわずかに残存し、須恵器坏 A 類はいずれもヘラ切り離し

手法である。また須恵器坏 B 類の伴出があり、須恵器の高盤の脚の存在、坏蓋は体部外面の削

りが多く、折り返しが垂直となるなどの特徴がある。古代Ⅰ期後半〜Ⅱ期（7 世紀終末から 8 世

紀初頭）と考えられる。

ＳＢ１１（第 131 図、第 182 図　ＰＬ 45，69）

位　置 ： ⅩⅨＧ− 03・08

検　出 ： 基本土層（Ⅳ層）を除去し遺構検出の精査を行った。その結果、方形状で上面に遺物の散布を認

める落ち込みを確認し、竪穴状遺構を想定し調査に入る。

規　模 ： 長軸 412cm ×短軸 332cm、深さ− 14cm、隅丸方形。

埋　土 ： 暗褐色土の単純堆積。

構　造 ： 住居跡を認定するに値する根拠はない。すなわちカマドや柱穴、平坦な硬化した床面の検出はな

い。全体の形状や規模から、調査時の所見どおり、何らかの機能をもつ竪穴状遺構と考えられる。
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遺物出土状況：埋土中から遺物が極少量出土した。

遺　物 ： 第 182 図 21 は非ロクロ土師器の坏 D 類。外面の遺存状況は悪く、調整は判断できないが、内

面は黒色処理し、良好なミガキ調整で仕上げられている。No.6 出土。22 は非ロクロ土師器の鉢

口縁部の破片。No.1 の出土。23 は土師器の長胴甕の口縁部破片。口唇は厚くやや外反、頚部は

少していねいな横ナデにより整形される。内面には輪積み痕を残す。

時　期 ： 出土遺物が極めて少量であり時期の判定は難しい。少ない資料から判断すると非ロクロ土師器の

坏類の存在から、古墳時代終末から古代Ⅰ期（7 世紀代）と判断できるか。

ＳＢ１２（第 132 図、第 182 図　ＰＬ 45，69）

位　置 ： ⅩⅨＧ− 13・14

検　出 ： 基本土層（Ⅳ層）を除去し、遺構検出の精査を行った結果、方形状で煙突状の突出部をもつ落ち

込みを確認した。竪穴住居跡を想定し調査に入る。

規　模 ： 長軸 452cm ×短軸 376cm、深さ− 18cm、主軸方向 N63°E、隅丸方形。

埋　土 ： ２層の自然堆積。

構　造：住居跡の平面形状全体を検出した。カマド煙突部は残存するが、袖部および燃焼部の遺存状況は

不明瞭。燃焼部に相当する部分に焼土粒の散布が認められたに留まる。柱穴はなく、床面はやや

硬化した平坦面で、床下に掘り方が明瞭に認められた。

遺物出土状況：埋土中をはじめ、ほとんど出土していない。

遺　物：第 182 図 24 は、高盤の盤状部分で脚部を欠損する。床面より若干浮いた位置（No.1）で出土した。

ロクロ成形後、ていねいなナデ調整により仕上げられている。

時　期：須恵器の高盤は、古代Ⅰ期からⅢ期ころまで存続する。埋没土の出土遺物には、非ロクロ土師器

は少なく須恵器破片が多いなどの傾向を考慮すると、概ね古代Ⅱ期（8 世紀初頭ころ）であろうか。

ＳＢ１３（第 132 図、第 182 図　ＰＬ 45，69）

位　置 ： ⅩⅨＧ− 03

検　出 ： 基本土層（Ⅳ層）を除去し、遺構の検出を進めた結果、ふたつのコーナーをもつ方形状を予想さ

せる落ち込みを確認した。東側は畑造成時のコンクリート壁で破壊されており、確認できなかった。

規　模 ： （長軸 308cm ×短軸 124cm）、深さ− 20cm、隅丸方形か？

埋　土 ： 暗褐色土の単純堆積。

構　造 ： カマドや柱穴、床と考えられる平坦な硬化面は検出できず、住居跡を認定できる根拠はない。全

体の形状や規模から、調査時の所見どおり、何らかの機能をもつ竪穴状遺構と考えられる。

遺物出土状況：埋土中からも、ほとんど出土していない。

遺　物 ： 第 182 図 25 は、ミガキ調整の甕形土器で、口縁部は強く外側に屈曲し如意形である。No.2 の出土。

時　期 ： 25 は本跡の床面より若干浮いた状態で出土しており、これをよりどころとして時期を推定する

と、概ね古代Ⅱ期（7 世紀後半）以前と判断できる。少ない出土資料中には歴史的須恵器の坏類

の出土がないことから、古墳時代終末を中心に、古代Ⅰ期ころに収まると考えられる。

ＳＢ１４（第 132 図、第 182 図　ＰＬ 46，69）

位　置 ： ⅩⅨＡ− 17

検　出 ： 基本土層（Ⅲ層）を除去し、Ⅳ層上面にて方形状をした落ち込みラインを確認し、調査に入る。

規　模 ： （長軸 396cm ×短軸 392cm）、深さ− 18cm、隅丸方形。

埋　土 ： 暗褐色土中に黄褐色のブロック土を混じる土層の単純堆積。

構　造 ： 掘り込みは深く、地山面を掘削して構築されている。カマドや柱穴は検出できず、床は平坦である。

周溝と考えられる溝が巡るが北西コーナーから北側にかけて不明瞭となる。
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遺物出土状況：埋土中から、ほとんど出土していない。

遺　物 ： 第 182 図 26 と 27 は非ロクロ土師器の坏類。両資料とも内面ていねいなミガキ調整がなされる。

26 は口径 10.2cm が測られ埋没土内出土。27 は口縁部がやや外反する器形で、口径 13.8cm、

器高 6.4cm が測られ、No.1 出土。28 と 29 は須恵器坏類でいずれも埋没土中より出土。28 は

底部に回転ヘラケズリ調整が施された坏。立ち上がりは強く内傾し、受け部はやや溝状。口径

10.8cm、器高 4.0cm が測られる。29 も 28 とほぼ同形態である。30 は須恵器の坏蓋。口径

10.8cm、器高 2.4cm が測られる。天井部外面には刻目で「一」が記される。屈曲部は削りによ

り凹線状となる。31は須恵器の鉢。口径16.8cmを測る大形なタイプで、胴部下半に最大径がある。

口唇部は角頭状で体部は横方向のナデ調整、底部は回転ケズリ成形で仕上げられている。胎土中

には黒色の不純物を多く含有している。

時　期 ： 非ロクロ土師器の存在と返しのある須恵器坏 H 類及び椀形の蓋から、古墳時代Ⅴ期（7 世紀後半）

ころを想定できる。

ＳＢ１５（第 131 図　ＰＬ 45）

位　置 ： ⅩⅨＧ− 04

検　出 ： SB10 の調査時に、カマド側に拡張もしくは別の住居を思わせる埋没土の堆積を認める。SB10

のカマド主体部を大きく上回る範囲（煙道部に突出する）であり、別の住居の切りあいを想定し

調査に入る。

規　模 ： 隅丸方形か ? 形態不明。

埋　土 ： ２層の単純堆積。

構　造 ： 調査の結果、該当部分は、SB10 の床面より下位まで掘り込まれていたが、SB10 カマドとの重

複は確認できず、平面プランにも北側以外に重複は認められない。このことから別の住居である

との明確な根拠は得られず、SB10 の建て替えもしくは何らかの付属施設と考えるべきか。カマ

ドの重複や切り合いがなく、SB10 の輪郭のほうが、本跡の輪郭よりも小さいことから、建て替

えであれば、規模の縮小ということになる。カマド側に敷設された施設と考えるのが、状況から

一番妥当であるか。ただし、その機能については不明である。

遺物出土状況： 埋没土より土器破片が極く少量出土。

遺　物 ： SB10 のカマド内のから高温加熱を受けた土師器坏 B 類の口縁部破片が出土している。

時　期 ： SB10 のカマド内の土師器坏 B 類が本跡に関わる遺物であれば、古代Ⅱ期（7 世紀終末から 8 世

紀初頭）ころと考えられ、SB10 とも大差がないことになる。

ＳＢ１６（第 133 図、第 134 図、第 183 図、第 200 図　ＰＬ 46，69）

位　置 ： ⅩⅦＥ− 19

検　出 ： 基本土層（Ⅵ層）上面にて黒色土の落ち込みを確認する。形状と規模から住居跡を想定し調査に

入る。

規　模 ： 長軸 800cm ×短軸 736cm、深さ− 44cm、隅丸方形。

埋　土 ： ４層に区分でき、いずれも単純堆積と考えられる。

構　造 ： カマドは北側のほぼ中央に施設される。カマドは崩壊が著しく、袖部及び焚口部は判然としない。

構造材と考えられる礫が複数散乱した状態で確認された。火床は明瞭に遺存し硬化している。主

柱穴は４本が確認でき、深さ 40cm 〜 50cm、断面の形はバケツ形である。幅 20cm、深さ６cm

の周溝は、カマドの付設されている北側を除いて設けられている。床面は硬化し、部分的に貼り

床が認められた。
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遺物出土状況：大部分の遺物は、埋没土に拳大の小礫とともに包含されていた。特筆すべきは小形の珠紋

鏡の出土が１層中にあった。住居廃絶の後、廃棄された遺物が大半を占めるものと考えられる。

遺　物 ： 第 183 図 1 から 3 は非ロクロ土師器の坏類。1 は平底に近く、やや浅い形状の坏。内面のミガ

キ調整は顕著で、前段階の有稜を意識するかのように 1 本の沈線（凹線）が走る。埋没土出土。

2 は深さのある丸底、厚手の坏でほぼ完形。No.16 出土。3 は外面に横方向のケズリ調整痕を顕

著に残し、内面は有稜でミガキ仕上げ。埋没土出土。4 は非ロクロ成形の高坏の坏部破片。外面

も黒色化しており、一部に「＜」状の焼成前の刻み ? が認められる。No.2 出土。5 と 6 は非ロ

クロの鉢形土器。5 は内面黒色処理がなされ、横方向のミガキ調整仕上げ。No.15 の出土。6 は

内外面をていねいにミガキ調整した壷形状の例で No.7 出土。7 は須恵器高坏の蓋。天井部は回

転ヘラケズリで仕上げられ、口縁部は外側をナデによりやや外反させるが、口唇端部は丸状で

ある。No.12 出土。8 は須恵器の坏身。底部はやや平らで、体部は半分程度を回転ケズリ調整す

る。蓋受け部は平坦で幅広く、立ち上がりは直立気味である。

No.7 出土。9 と 10 は土師器の甕。9 は外面調整が縦方向の

ケズリ、内面はていねいに研磨仕上げされる小型の甕である。

埋没土出土。10 は内外面ともにていねいなミガキ調整で仕

上げられた広口の甕で、No.13 出土。第 200 図 13 は打ち欠

きの石錘。川原石の長軸の端部を打ち欠いて製作している。

また埋没土出土の珠紋鏡は 1/2 程度を破損し、全体が変形し

ている。出土状況から判断して廃棄されたものと考えられる。

時　期 ： 非ロクロ土師器の坏類を中心とし、これに高坏や鉢、ミガキ調整の甕の出土がある。これら土器

の特徴は、古墳時代終末から古代Ⅰ期にかけての様相である。須恵器高坏の蓋の時間的な位置付

けは定かにできないが、返しのある須恵器坏も軟質系で器高が低く、返し部の特徴から、古墳

終末から古代 1 期ころと考えられる。須恵器坏 A 類さらには B 類の出土がほとんどない点から、

古代Ⅰ期よりも古い段階である可能性が高いが、出土資料の大半が埋没土中であり、本跡の時間

的な位置付けは、出土資料と同時期あるいは、それ以前を考える必要があるか。古墳時代終末Ⅴ

期（7 世紀前半）を考えておきたい。

ＳＢ１７（第 134 図、第 183 図、第 200 図　ＰＬ 46，69）

位　置 ： ⅩⅦＥ− 24・25、J − 04・05

検　出 ： 基本土層（Ⅵ層）上面にて、幅約 8m にわたってＬ字状に広がる黒色土の落ち込みを確認した。

全体の形状から竪穴状の遺構３基が重複していると推定し精査をおこなった結果、３軒の重複と

考えられる土質の違いを認め、切り合い関係の最も新しいと判断できる本跡から調査に入る。

規　模 ： 長軸 580cm ×短軸 506cm、深さ− 40cm、主軸方向 N28°W、隅丸方形。

埋　土 ： 黒褐色土の単純堆積。

構　造 ： カマドは北西側の辺に付設されている。崩落が著しいが砂と粘土で構築された袖部をわずかに確

認した。礫等で袖の芯材とした痕跡は確認できていない。火床部付近は、後出の SK636 により

破壊を受けている。煙道は残存していない。また本跡に確実に伴うと判断できる柱穴は認められ

なかった。床面は硬化した平坦面である。

遺　物：第 183 図 11 と 12 は非ロクロ土師器の坏類。ともに底部の破片であり、11 は鉢、12 は小型

甕の底部の可能性もある。底部を中心に外面ケズリ成形後にミガキ調整にて仕上げられている。

11 は No.14 出土で 12 は No.11 の出土。13 〜 15 は須恵器坏類。13 は坏 H 類で、体部外面の

SB16 出土の珠文鏡（S=1/2）
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半分程度を回転ケズリ成形している。蓋受け部は凹線状の表現で小さく、立ち上がりは短くやや

内傾している。本跡の床下（掘り方）より出土。14 は外面にロクロ目を顕著に残し底部はヘラ

切り離し手法。口径 12.4cm、器高 4.2cm が測られる。No.7 出土。15 は軟質で大形の坏 A 類で

底部ヘラ切り離し。口径 14.7cm、器高 4.3cm が測られる。No.2 及び No.3 出土。16 は須恵器

坏 B 類の完形品で No.12、カマド内の出土。高台は四角状で平面設置。口径 11.5 ㎝、器高 6.8

㎝が測られ深い。17 は須恵器坏 B 類。底部は回転ヘラ切り離し後に高台貼り付け。高台は外面

接地。口径 14.0cm、器高 4.0cm が測られる。No.17 出土。18 は須恵器坏蓋。外面は半分程度

回転ヘラケズリ。折り返しは内傾し外側に屈曲する形態。No.4 出土。19 は土師器甕体部の破

片。内外面はていねいなハケ調整がなされる。No.13 出土。第 200 図 14 は打ち欠き石錘。15

は No.1 出土の棒状の敲き石。上端部は敲き痕跡が残り、下端部は剥離状に欠損している。

漆紙様付着物について（写真）

 本跡の埋没土上層にて出土した須恵器坏 A 類（取り上げ No.1）の内面に漆紙様の付着物が確認

された。肉眼観察で有機質と判断したが科学的な分析は実施できなかった。漆紙の可能性が高い

ことから、赤外線カメラで表裏面を観察した結果、明らかな墨痕や文字等は認められなかった。

しかしながら判別の難しい部分もあり、県立歴史館へ観察協力を求めたところ、資料の裏面に文

字らしき痕跡のある点の指摘を得た（※）。

 赤外線写真の中央部に縦位方向に 2 〜 3 文字が存在する可能性もあるが、文字らしき痕跡の大

きさが 1.0cm ほどで、その並びも不揃いなこと、痕跡の濃淡が不自然なこと、資料の観察方向

により確認できなくなることなどから、文字の可能性は低く、それの判別・判読は難しいとの結

果に至った。

 ※ 長野県立歴史館考古資料課水沢教子氏、同館総合情報課福島正樹氏・傳田伊史氏よりご指摘

を受けました。

時　期 ： 非ロクロ土師器の坏類がごくわずかに組成し、あるいは消滅の段階にあり、須恵器坏類は A そし

て B がある。須恵器坏には糸切り底が登場していないことから、概ね古代Ⅱ期（7 世紀末から８

世紀前半）からⅢ期（8 世紀代）と判断できる。ただし SB19 及び SB20（古代Ⅰ期〜Ⅱ期の初頭）

との切り合い関係から、古代Ⅱ期を想定しておきたい。

SB17 出土 No.1 の須恵器坏 A 類と漆紙様付着物 漆紙様付着物の赤外線写真
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ＳＢ１８（第 135 図、第 183・184 図、第 200 図　ＰＬ 46，47，69，70，80）

位　置 ： ⅩⅦ J − 04・05・09・10

検　出 ： 基本土層（Ⅵ層）上面にて、南北方向に一辺約５ｍの方形状に広がる黒褐色土の落ち込みを確認

した。全体の形状から竪穴住居跡を想定し調査に入る。

規　模 ： 長軸 456cm ×短軸 476cm、深さ− 35cm、主軸方向 N46°Ｅ、隅丸方形。

埋　土 ： 黒褐色土の単純堆積。

構　造 ： カマドは北東側の辺に付設されている。崩落が著しいが、砂質土により構築された袖部が明瞭に

残る。また煙道部分は先端の大半を SB19 に破壊されるが、カマド側は良好に遺存していた。ま

た本跡に伴うと考えられる柱穴は５基確認でき、コーナーに３基と中央部分に２基認められる。

遺物出土状況：遺物は小破片が多いが、床面直上の中央部分に甑と𤭯が入れ子状に出土した。取り上げ番

号は、No.6・No.7・No.8 である。

遺　物 ： 第 183 図 20 から 24 は非ロクロ土師器の坏類。20 は No.14 出土のほぼ完形の個体。外面ケ

ズリ調整によりていねいに仕上げられている。口径 11.3cm、器高 3.7cm が測られる。21 〜

24 はすべて埋没土中の出土。21 は丸底でやや深い例、22・23・24 と次第に平底傾向が強く

なる。25 は筒型の土器底部破片。全体の形状は不明である。底部付近の器厚は 1.0cm、底部

の器厚は 1.3cm 強が測られる。26 と 27 は高坏。脚部は中空で棒状。26 は No.17 出土。27

は埋没土出土。28・29 は須恵器坏蓋。28 は外面の約 1/2 程度に回転ヘラケズリ調整し、屈

曲部分は沈線様になる。径 10.1cm、器高 3.2cm が測られる。No.12 出土。29 は幅 1.0cm ほ

どのつまみ状の宝珠がつく。先端頂部がすぼまり指でつまむことが難しいことから、形骸化し

たものか。外面は半分以上に回転ケズリ調整がなされる。径 10cm、器高 3.2cm が測られる。

埋没土中の出土。30 は須恵器の鉢形土器。焼成時点で全体が大きく変形する。丸底からの口

縁立ち上がりは長い。No.11 出土。31 と 32 は須恵器の短頸壷。ロクロ成形痕を残し、底部

には回転ヘラケズリ調整痕が観られる。口部径が広く、短頸壷と考えられるが、𤭯であれば注

ぎ口部分で欠損したものか。31 は、わずかだか 30 と同様に焼成前の変形がある。33 は須恵

器の壷、No.9 の出土。底部はやや尖り気味の丸底で外面は板状工具による敲き締め成形。体

部中央付近には凹線が一条巡る。口縁部形状は第 184 図 12 と同様な作りである。第 184 図

1 〜 3 は小型甕。1 は外面ミガキ調整仕上げ。No.3 出土。2 は外面ハケ調整で No.4 の出土。

3 は 9 とほぼ同形・同容量の小型甕。4 〜 6 は土師器長胴甕。ハケ目調整仕上げ。4 と 6 は埋

没土中の出土。5 は No.2 の出土。7 はミガキ甕の底部。No.16 出土。8 〜 10 は土師器の甑。

8 と 10 は一穴式。8 は口径 14.5cm、器高 7.8cm が測られ No.8 の出土。9 は多孔式（8 穴）。

内外面ともていねいにナデ仕上げされている。器高 13.1cm、口径 17.4cm が測られる。10

は口径 16.7cm、器高 11.0cm で No.6 の出土。11 は須恵器の甕。12 は須恵器の横瓶。鼓状

の体部は輪積みの後、片側を蓋状に接合させて作る手法。内面は円形のオサエ具で青海波状に、

外面は板状工具により敲き締められている。体部中央には 3 本の沈線がめぐる。第 200 図 16

は大型の凹石。埋没土出土で 4450g が量られる安山岩材。凹部は径 7.0cm で深さ 1.0cm ほ

どの大きさである。このほか、土師器甕 ? の体部破片を利用した円盤が 1 点ある。埋没土出

土で 8.5g が量られる。

時　期 ： 非ロクロ土師器の坏類と高坏、須恵器坏蓋の特徴から古墳時代終末から古代Ⅰ期が想定される。

須恵器坏 A 類及び B 類の出土が埋没土中にわずかに存在するものの、大部分は古墳時代終末期

の様相を示す土器であることから、本跡は古墳時代の終末（7 世紀前半）と考えておきたい。 
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ＳＢ１９（第 135 図、第 185 図、第 200 図　ＰＬ 47，70，80）

位　置 ： ⅩⅦ J − 04・05、E − 24・25

検　出 ： 基本土層（Ⅵ層）上面にて一辺約５ｍの方形状に広がる黒褐色土の落ち込みを確認した。全体の

形状から竪穴住居跡を想定し調査に入る。

規　模 ： 長軸 560cm ×短軸 512cm、深さ− 20cm、隅丸方形。

埋　土 ： 黒褐色土の単純堆積。

構　造 ： カマドは確認できなかったが、北東側に径 20cm ほどの礫及び粘土まじりの砂質土を確認したこ

とから、その周辺部にカマドが存在した可能性がある。床面は平滑であり、小礫混じりの地山層

を考えると、砂質土による簡単な床構築があったものか。柱穴は 4 基を確認し、その内の 2 基（Pit1

及び Pit4）が主柱穴と考えられる。

遺物出土状況：南側から南東側にかけて小礫が出土した。状況から埋没土としての流れ込みと考えられ、

包含される遺物も少ない。

遺　物 ： 第 185 図 1 と 2 は須恵器坏 A 類。1 は底部に回転ヘラケズリ調整痕を留める丸底の坏。底部が

やや平滑なため坏身と考えたが、蓋の可能性も残る。胎土に白色の粒子を多く混入するが、焼

成は良好。口径 10.9cm、器高 4.1cm が測られる。No.9 の出土。2 は底部ヘラケズリ調整で体

部と底部が屈折状となる形態。にぶい褐色（7.5YR5/4）で外面にはロクロ成形痕が明瞭に残る。

No.25 の出土だが、その位置は SB20 との重複部分であり、所属は厳密には不明である。3 は須

恵器坏 B 類。回転糸切り手法で高台は平接地。胎土に白色粒子を混入するが、洗練された生地

土で焼成も良好である。No.1 の埋没土上層出土である。4 は土師器のミガキ甕。頸部の極めて

短い壷形である。第 200 図 17 と 18 は凹石。17 は安山岩材で、表面にアバタ状の凹部（径 3.0cm、

深さ−0.3cm）がひとつある。No.2 の出土。18 は大型で表面に凹部がひとつある。凹部は径 6.0cm、

深さ− 1.5cm が測られる。5380g で No.1 出土。19 は砥石。表裏面に面的な使用と V 字ないし

は U 字状の使用溝が観られる。

時　期 ： 出土資料は良好ではなく、遺物からの時期決定が困難である。住居跡の切り合い関係があり、そ

れより判断すると SB21（古代Ⅳ期）さらには SB19（古代Ⅱ期）よりも古いと考えられる。お

そらくは古代Ⅰ期（7 世紀後半）からⅡ期の初期ころ、SB20 とほぼ同時期の所属であろうか。

SB18 出土の土器一括（甑 2 点に短頸壷が入れ子状態で出土）
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ＳＢ２０（第 136 図、第 185 図　ＰＬ 47，70）

位　置 ： ⅩⅦ E − 20・25

検　出 ： 基本土層（Ⅵ層）上面にて方形状に広がる黒褐色土の落ち込みを確認した。一辺 5m ほどの規模

であることから竪穴住居跡を想定し調査に入る。

規　模 ： 長軸 504cm ×（短軸 436cm）、深さ− 28cm、隅丸方形。

埋　土 ： 黒褐色土の単純堆積。

構　造 ： 本跡は調査の初期段階でトレンチを設定した箇所で、北東側の立ち上がりは部分的に消失してし

まっている。トレンチで失われた部分にカマドが存在したか否かは定かではないが、トレンチ近

くの北西壁付近に焼土の残骸が確認できたことから、北東側にカマドが遺存していた可能性はあ

る。床面は平滑であり砂質土による簡単な床構築が推定される。柱穴は 5 基を確認した。ST07

との切り合い関係もあり、柱穴のすべてが本跡に伴うか判断のつかないとの所見がある。Pit6

と Pit7 が主柱穴であろうか。

遺物出土状況：埋没土中にほとんど遺物はない。

遺　物 ： 第 185 図 5 は非ロクロ土師器坏。口縁部は直上し、やや深さのある器形で、外面底部付近はヘ

ラケズリ調整で仕上げられている。No.8 の出土。6 は須恵器坏 B 類。回転ヘラ切り離し手法で、

高台は断面三角の貼り付けで外側接地。口径 14cm、器高 3.5cm が測られる。硬質でにぶい橙色

（5YR6/4）。埋没土中の出土。7 は高坏の脚部。坏部内面は良好にミガキ仕上げされる。No.10 出土。

8 は口縁部外反する壷形のミガキ甕。埋没土中の出土である。

時　期 ： 本跡の出土遺物は少ない。No.8 と No.10 が床面直上の遺物である。製作手法から考えると古墳

時代末から古代 1 期ないしは 2 期にあたる。埋没土中の須恵器坏 B 類は古代 1 期相当であり、

球胴化したミガキ調整の甕もほぼ同時期であることから、床面出土遺物の位置付けも、それらと

差ほど時期差を考えなくてもよいと思われる。本跡を破壊して構築された SB17 の所属時期が、

古代Ⅱ期（7 世紀終末〜 8 世紀初頭）と判断できることから、それよりも古い段階となり、古代

Ⅰ期（7 世紀後半）もしくはⅡ期のはじめころと考えられる。

ＳＢ２１（第 136 図、第 185 図、第 201 図、第 205 図　ＰＬ 47，71）

位　置 ： ⅩⅦ J − 05、ⅩⅨ F − 01

検　出 ： 基本土層（Ⅵ層）上面にて、方形状に広がる黒褐色土の落ち込みを認め、形状と規模より竪穴住

居跡を想定し調査に入る。確認時点で、埋没土の観察から SB19 及び SB29 を破壊していること

が理解された。

規　模 ： 長軸 428cm ×短軸 504cm、深さ− 24cm、隅丸方形。

埋　土 ： 黒褐色土の単純堆積。

構　造 ： カマドは確認できない。南東側の床面近くを中心に焼土と炭化物の分布がある。床面は砂質土で平

坦、硬化している。また床面にはアメーバー状に細長い溝状の落ち込みがあり、鍛冶関連あるいは

床暖房等の付帯施設を想定し埋没土を掘り下げるが、性格を診断できる根拠は得られなかった。

遺物出土状況：埋没土中にほとんど遺物はない。中央の炭化物分布付近より板材（No.1）が 1 点出土し、

南東側の炭化物付近より図化した土器が比較的まとまって出土した。

遺　物 ： 第 185 図 9 〜 18 は黒色土器Ａ類の坏類。9 は底部回転糸切りで、内面の黒色処理は色落ちした

様な状態である。口径 12.2cm、器高 4.0cm が測られる。No.10 出土。10 も 9 とほぼ同形で、

口径 12.1cm、器高 4.2cm。No.26 出土。11 は No.14 出土で、口径 14.3cm、器高 3.3cm が測

られる。黒色処理の色落ちは著しい。12 と 13 は外面にカキメ様にロクロ成形痕を残す。13 は
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No.28 出土で口径 12.3cm、器高 3.9cm、14 は No.6 出土で口径 12.5cm、器高 4.1cm が測られ

る。15 は口径 13.1cm、器高 4.7cm。口縁部がやや型崩れして歪んでおり、縁部の内面には燈

明痕のような煤状の付着物がある。No.38 出土。16 は No.15 出土で口径 16.3cm、器高 4.4cm

が測られる。風化著しく、内面の黒色処理はほとんど色落ちしている。17 は No.24 出土で口径

14.5cm、器高 5.3cm が測られる。18 は口径 14.0cm、器高 4.3cm。16 同様に黒色処理の色落

ちは著しい。No.4 の出土。19 は須恵器坏Ａ類。底部糸切り離しで口径 13.3cm、器高 4.0cm。

灰白色でやや軟質か。No.25 の出土。20 と 21 は黒色土器Ａ類の椀形土器。No.32 出土で口径

15.4cm、器高 4.9cm が測られる。21 は No.35 出土で、口径 14.5cm、器高 5.5cm。高台は高

く 1.5cm が測られる。22 は黒色土器Ａ類の皿形土器。口径 13.1cm、器高 3.4cm が測られる。

No.15 の出土。23 は灰釉陶器の皿。高台は三日月状で口径 14.5cm、器高 3.1cm。埋没土中の出土。

24 は土師器の小甕胴部破片。外面にロクロ成形痕を残す。No.36 の出土。25 と 26 は土師器の

ケズリ甕。外面には明瞭にケズリ調整痕（幅 3.0cm ほどの工具）を残し、内面ハケ調整。25 は

No.15・34、26 は No.10・16・18・30・床面・埋没土中の接合個体。第 201 図 1 と 2 は敲石で、

集石状に出土した。1 は砂岩材で端部が平坦になるほど使用されている。74.9g で No.7 の出土。

2 は棒状の安山岩材の端部を使用している。基部は欠損しており、両端使用か否かは不明。No.6

の出土。3 〜 8 は打ち欠き石錘。いずれも角礫状素材（地山の混入礫）の長軸中央部付近の両

端を抉入状に剥離している。3 は 330g、4 は 272g、5 は 389g、6 は 360g、7 は 257g、8 は

432g が量られる。第 205 図 1 と 2 は大きさが 2.0cm ほどある青銅製品で、留め穴が 2 つある。 

時　期 ： 黒色土器Ａ類の坏Ａ類が充実している点、椀形土器の組成から古代Ⅳ期（9 世紀前半）に位置づ

けられる。このことはロクロ使用の土師器が存在しない点からもほぼ妥当と考えられる。埋没土

中ではあるが、灰釉陶器の皿が 1 点出土しているが、時期的な変差とはならない。

ＳＢ２２（第 137 図、第 185 図、第 201 図　ＰＬ 47，71）

位　置 ： ⅩⅦＥ− 14・19

検　出 ： 調査区に設定した排水用トレンチの断面にて、黒褐色土の落ち込み（立ち上がり）を認め、平面

精査の結果、竪穴住居跡を想定し調査に入る。

規　模 ： 長軸 480cm ×短軸 468cm、深さ− 26cm、隅丸方形。

埋　土 ： 黒褐色土の単純堆積。

構　造 ： カマドは北東コーナーよりに存在したと考えられる。カマドの残骸を推定させる礫（30cm 〜

SB21 出土の土器集合
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40cm）と炭化物の集中がある。炭化物集中箇所には焼土も混じる。柱穴あるいは土坑と判断で

きる落ち込みを 3 基確認した。南東側の床面近くに焼土と炭化物の分布がある。

遺物出土状況：埋没土中に多量の小礫が混入しており、土器片等はほとんどない。

遺　物 ： 第 185 図 27 は須恵器坏蓋。胎土に黒色粒状の不純物を少量混入する。全体形はドーム形で内

外面ともていねいな作りである。直径は 10.6cm、器高はおよそ 3.5cm が測られる。No.1 の出

土。28 〜 30 は須恵器坏類。28 は底部平底、蓋の受け部は大きく明瞭で立ち上がりは内傾。口

径 10.4cm、器高 4.0cm が測られる。埋没土中の出土。29 は全体形が釜形で底部にヘラ切り離

し痕を明瞭に留める。蓋受け部は大きく、凹線様に仕上げられる。立ち上がりは内傾し、長さ1.2cm

ほどある。No.8 出土。口径 12.4cm、器高 4.9cm。30 は底部を平坦に静止ヘラケズリ成形した

坏Ａ類。口径 12.2 ㎝、器高 3.8 ㎝が測られる。埋没土出土。31 は一穴式の甑底部破片。No.8

の出土。32 は土師器長胴甕。外面は縦方向のハケ調整で、内面は横方向のミガキ調整で仕上げ

られている。No.6 出土。33 は須恵器長頸壷の底部。埋没土の出土。第 201 図 9 は安山岩材の

川原石を打ち欠いた石錘。No.16 出土で 320g。10 は No.7 出土で 315g が量られる。砂岩材の

川原石を素材としている。

時　期 ： 厚手づくりの須恵器坏 H 類、坏蓋があり、古墳時代終末から古代 1 期にかけての時期が推定さ

れる。埋没土出土ではあるが、ヘラ切り離し調整の坏 A 類が出現している可能性も高い。切り

合い関係のある SB23 の位置付けも定かではないが、本跡が SB23 を破壊していることは事実で

あり、相対的な判断として古代Ⅰ期（7 世紀後半代）ころの可能性が考えられるか。

ＳＢ２３（第 137 図、第 186 図、第 201 図　ＰＬ 48，71，80）

位　置 ： ⅩⅦＥ− 14・19

検　出 ： SB22 確認時の平面精査により、それと切り合う方形状の落ち込みを確認した。形状そして規模

より竪穴住居跡を想定し調査に入る。

規　模 ： 長軸（256cm）×短軸（354cm）、深さ− 24cm、隅丸方形。

埋　土 ： 黒褐色土の単純堆積。

構　造 ： カマドは確認できない。SB22 に北西側を破壊される。本跡に伴うと考えられる柱穴は 2 基ある。

遺物出土状況：土器片等の遺物は少なく、大部分が埋没土中の出土である。

遺　物 ： 第 186 図 1 は非ロクロ土師器の坏で完形品。厚手で内面は黒色処理し、外面はていねいにナデ

調整されている。No.1 の出土で北東側の壁よりから 3 とともに出土している。2 は高坏の皿部。

内面はていねいにミガキ調整され、外面はケズリそしてナデ仕上げしている。脚部以下を欠損

する。No.3 の出土。3 は須恵器坏蓋の完形個体。外面は約 1/2 程度回転ケズリ調整により仕上

げ、頂部に「×」印が刻まれている。胎土中に黒色の不純物を混入する。No.2 出土で 1 と伴出

している。第 201 図 11 〜 15 は打ち欠き石錘。いずれも川原石の側辺両端を抉入状に剥離して

いる。11 は No.2 出土の閃緑岩材で 645g、12 は No.4 出土の安山岩材で 918g、13 は No.3 出

土で 715g、14 は No.1 出土で 589g、15 は No.6 出土で 839g が量られる。

時　期 ： 非ロクロ土師器を中心とし、これに須恵器坏類の蓋が加わる。須恵器坏 A 類等古代型須恵器の出

土がないなどの特徴から、古墳時代終末ころと判断できる。SB22 に破壊されており、SB22 よ

りも確実に古い。古墳時代Ⅴ期（7 世紀前半）を考えておきたいが、SB16 と至近の位置にあり、

それと同時期に存在したものか否か、疑問も残る。

ＳＢ２４（第 138 図、第 186 図　ＰＬ 48，71）

位　置 ： ⅩⅦＥ− 13・14

検　出 ： 調査区北壁近くを掘削し、遺構の確認を行ったところ、長さ 200cm 程度と小規模ではあるが、
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方形状の落ち込みを認める。竪穴状の遺構を想定し調査に入る。

規　模 ： 長軸 238cm ×短軸 236cm、深さ− 18cm、隅丸方形。

埋　土 ： 黒褐色土の単純堆積。

構　造 ： 東側の辺は土坑により破壊を受けており不明瞭であるが、残存部分から判断しカマドは確認でき

ない。本跡に伴うと考えられる柱穴は直径 35cm の Pit1 が 1 基あるのみ。床面は平坦面をそれ

と認定するも、硬化はさほど認められない。

遺物出土状況：土器片等の遺物は少なく、埋没土中には流れ込みと考えられる拳大より大きな礫が多数混

入して確認された。

遺　物 ： 第 186 図 4 は須恵器坏蓋の 1/4 程度の破片。つまみ部は扁平で体部外面の 1/2 以上を回転ケズ

リ調整している。返しは端部を強く外反させ、やや玉縁状となる。No.2 の出土。5 は須恵器坏

A 類完形個体。No.1 の出土で、底部、回転糸切り離し手法である。内面には燈明痕が残る。口

径 13.0cm、器高 4.1cm、底部内径 7.5cm が測られる。

時　期 ： 回転糸切り手法の須恵器坏 A 類、扁平つまみの坏蓋等から、古代Ⅲ期（8 世紀前半代）以降の構

築と考えられる。

ＳＢ２５（第 138 図　ＰＬ 48）

位　置 ： ⅩⅦＥ− 12・13

検　出 ： 調査区の北西隅近くに方形状と推定される黒色土の落ち込みを認めた。竪穴状の遺構を想定し調

査に入るが、大半が未買収地隣接部であり買収後の再調査に完掘をゆだねることとした。しかし、

2006 年度の調査では、水路確保等の事情により本跡への調査が及ばず、残り部分については検

出できていない。

規　模 ： 長軸 288cm ×短軸 160cm、深さ− 20cm、隅丸方形。

埋　土 ： 黒褐色土の単純堆積。

構　造 ： 2003 年度調査では、カマド及び柱穴等の設備は確認できなかった。

遺物出土状況：出土遺物はほとんどない。 

時　期 ： 不 明。

ＳＢ２６（第 138 図、第 186 図　ＰＬ 48，71）

位　置 ： ⅩⅦＥ− 09・14

検　出 ： 調査区の北壁近くにて黒色土の落ち込みを認めた。形状と規模から竪穴状遺構の一部を想定し調

査に入る。落ち込みの大半は、調査区外に伸びていたため、全体規模の 1/3 程度を調査したに

留まった。

規　模 ： 長軸（360cm）×短軸（160cm）、深さ− 16cm、隅丸方形か ?

埋　土 ： 黒褐色土の単純堆積。

構　造 ： カマドは確認できない。本跡に伴うと考えられる柱穴 4 基を確認した。

遺物出土状況：調査範囲は少なかったが、Pit3 周辺部から土器がまとまって出土した。取り上げ No.1 〜

No.4 はそれぞれが重なり合った状態で出土した。

遺　物 ： 第 186 図 6 〜 10 は非ロクロ土師器の坏でほぼ完形品。いずれも内面をすこぶるていねいにミ

ガキ調整している。6 は全体が浅い鉢状で丸底。内面は体部と底部との境に稜のように明瞭な変

化をつけている。底部外面を中心にケズリ成形痕を残し、口縁部は横方向のナデ調整仕上げ。口

径 12.5cm、器高 4.2cm が測られる。No.2 の出土。7 と 8 は丸底形で、口縁部を除く体部の大

半をケズリ成形仕上げしている。7 は完形で口径 11.4cm、器高 4.1cm、No.4 の出土。8 は口径
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11.7cm、器高 3.7cm、No.7 の出土。9 は深さのあるボール形。口径 17cm、器高 5.7cm が測られる。

No.3出土。10は内外面ともにていねいにミガキ調整した平底・鉢形の坏。口径12.5cm、器高4.8cm、

No.1 の出土。11 と 12 は土師器甕形土器。内外面ともていねいにミガキ調整される。11 は体部

を全体的にミガキ成形し、口縁部は横ナデで仕上げている。小型品で器高 14.3cm が測られる。

No.6 の出土。12 は器高 18.3cm が測られる中形品の壷型。体部は良好にミガキ調整されている。

No.5 出土。

時　期 ： 非ロクロ土師器を中心としており、坏そして甕がある。須恵器の伴出例はないが、坏 F 類の存在

を始め全体の様相から、古墳時代Ⅴ期（7 世紀前半）と考えられる。

ＳＢ２７（第 139 図　ＰＬ 48）

位　置 ： ⅩⅦＥ− 17・18

検　出 ： 調査区の北西隅近くに設定した排水トレンチの断面に、黒色土の落ち込みを認めた。遺構の存在を

推定し精査する。落ち込みの全体は未買収地へ伸びており、形状や規模は不明であるが、何らかの

遺構（竪穴状遺構）である可能性が高いと考えられたので調査に入る。SB25 同様に、2006 年度

の調査では水路確保等の事情により本跡への調査が及ばず、残り部分については検出できていない。

規　模 ： 長さ（164cm）×幅（140cm）、深さ− 20cm、不明。

埋　土 ： 黒褐色土の単純堆積。

構　造 ： カマド及び柱穴等の設備は確認できなかった。

遺物出土状況：出土遺物はほとんどない。

時　期 ： 不 明。

ＳＢ２８（第 139 図、第 186 図　ＰＬ 48，49）

位　置 ： ⅩⅨＦ− 01、Ａ− 21

検　出 ： 基本土層（Ⅲ層）下面にて、黒褐色土の落ち込みを確認した。形状と規模から竪穴住居跡を想定

するが、東側は暗渠排水により破壊されていた。また SB29 との切り合い関係は判然としないが、

調査所見では本跡が SB29 を切ると判断している。

SB26 出土の土器集合
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規　模 ： 長軸 404cm ×短軸（272cm）、深さ− 10cm、隅丸方形。

埋　土 ： 黒褐色土の単純堆積。

構　造 ： 北側にはカマドの残骸と考えられる焼土及び炭化物の堆積が認められた。柱穴は４基確認するが、

Pit4 以外はいずれも西側の周溝と重複する。床面は砂質土で平坦面となっている。

遺物出土状況：土器片等の出土は少ない。

遺　物 ： 第186図13は須恵器坏B類の底部破片。高台は平面接地であり、底部回転ヘラ切りか? No.3の出土。

時　期 ： 出土遺物が少なく、時期決定は難しい。埋没土中に須恵器坏 B 類があり、黒色土器 A 類の坏破

片も少なからず存在する。灰釉陶器の出土はない。また SB29 との切り合いから、それよりも新

しいと判断できる。これらのことから、本跡は灰釉陶器の現れるⅣ期以前で、SB29 よりも新し

い時期である可能性がある。古代Ⅱ期〜Ⅲ期（8 世紀代）を想定しておく。

ＳＢ２９（第 140 図、第 186 図、第 201 図　ＰＬ 49，72）

位　置 ： ⅩⅨＦ− 01・06

検　出 ： 基本土層（Ⅲ層）下面にて、SB28 さらには SB34 と重なる黒褐色土の落ち込みを確認した。竪

穴住居跡を想定したが、確認部分の大半が東側の生活道路にかかるため、道路の切りまわしの後

に追加して再調査することとした。

規　模 ： 長軸 328cm ×短軸 540cm、深さ− 36cm、N18°E、隅丸方形。

埋　土 ： 黒褐色土の単純堆積。

構　造 ： 北側にカマドと考えられる焼土及び炭化物の堆積が認められ、燃焼部であることが判明した。柱

穴は 11 基を確認した。Pit3、Pit6、Pit4 が主柱穴と考えられ、4 本柱の建物跡が推定できる。

SB28 及び SB34 に切られて構築されている。

遺物出土状況：カマド周辺部を中心に出土している。

遺　物 ： 第 186 図 14 は非ロクロ土師器の坏でほぼ完形。底部は平底様に成形され、口径 16.7cm、器

高 5.5cm が測られる。No.1 の出土。15 と 16 は須恵器坏類。15 は坏 H 類の 1/2 個体。底部は

1/2 以上に回転ケズリ調整痕を残す。胎土中には黒色不純物を混入している。受け部は小さく、

立ち上がりはやや直である。No.6 の出土。16 は須恵器坏 A 類で回転糸切り離し手法。No.4 で

埋没土上層中の出土。17 は須恵器高坏の坏部。外面は回転ケズリ・ナデ成形仕上げで沈線様の

凹線が 2 本入る。床掘り方の出土。18 は須恵器の鉢口縁部破片である。口縁内面に 1 本沈線が

入る。外面はカキ目様で、やはり沈線が 2 条入る。埋没土中の出土。19 〜 21 は土師器長胴甕。

いずれも細かなハケ調整痕が内外面に施されている。19 と 20 は No.8 の出土、21 は No.3 の出

土である。第 201 図 16 は棒状の安山岩材で両端部を使用した敲石。Pit7 の出土で 1020g。17

は安山岩材の川原石の端部を打ち欠いた石錘。No.1 出土で 725g が量られる。

時　期 ： 須恵器坏 H 類と高坏、非ロクロ土師器の坏類がある。埋没土中には古代型須恵器の破片も少な

からず存在しているため、正確な時期決定は難しい。ただし本跡は SB28 と SB21 に破壊される

ことから、概ね古代Ⅰ期以前に所属する可能性がある。古墳時代終末のⅤ期〜古代Ⅰ期（7 世紀

代）を想定しておきたい。

ＳＢ３０（第 141 図、第 186 図　ＰＬ 49，72）

位　置 ： ⅩⅦＥ− 9・10・14・15

検　出 ： 基本土層（Ⅳ層）上面にて、広い範囲に及ぶ黒褐色土の落ち込みを確認した。複数の竪穴住居

跡が重複していることを想定しトレンチを設定して断面から観察した結果、住居跡と考えられ

る遺構３基が重なり存在していることが判明した。切り合い関係から北側を SB31 とし、南側を

SB32 と仮称し調査に入る。
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規　模 ： 長軸 832cm ×短軸 720cm、深さ− 40cm、N71°E、隅丸方形。

埋　土 ： 3 層の堆積層がある。

構　造 ： 東側辺の中央部分にカマド 1 基が存在する。粘土材を用い、礫等を芯材としていたと考えられる。

カマド周辺部には長さ 20cm 〜 40cm 前後までの礫が散乱して出土した。燃焼部には焼土と炭

化物が散在して認められ、煙道は長く約 190cm が測られる。煙道の先端には拳大の礫が落ち込

むように出土した。床面は硬く踏み固められたような状況であった。また床面には中央部分を中

心に比較的広い範囲に炭化物の分布が認められた。間仕切りと考えられる施設が西側の壁下にて

確認された。主柱穴は 4 基、Pit1、Pit2 、Pit3、Pit4 がそれにあたり、そのほかに Pit10、Pit6

の 2 基を確認している。

遺物出土状況：住居跡の規模に比して、出土遺物量は少ない。

遺　物 ： 第 186 図 22 は非ロクロ土師器の高坏の坏部 1/6 程度の破片。体部下半は回転ケズリ調整し、

内面は黒色処理を行う。形状から坏の可能性もあるか。埋没土中の出土。23 は一穴式甑の底

部片で検出面の出土。24 〜 26 は、土師器甕。24 は体部ケズリ調整の甕で、口縁部は横ナデ。

Pit10 の出土。25 も 23 同様な手法で仕上げられた甕形土器の口縁部破片。No.2 出土。26 はハ

ケ調整後に全面をナデ消す甕で、胎土中に絹雲母を多量に含む。

時　期 ： 非ロクロ土師器を主体とし、これに土師器長胴甕が加わる。埋没土中からも古代型の須恵器坏類

が出土していない点から古代Ⅰ期より前と判断できる。古墳時代Ⅴ期（7 世紀前半）を考えてお

きたい。

ＳＢ３１（第 142 図、第 186 図　ＰＬ 50，72）

位　置 ： ⅩⅦＥ− 9・10・14・15

検　出 ： 基本土層（Ⅳ層）上面にて、SB30 及び SB32 とともに確認し調査に入る。確認時の埋没土の色

調等から、本跡が SB30 を破壊して構築されていると考えられた。

規　模 ： 長軸 308cm ×短軸 294cm、深さ− 18cm、隅丸方形。

埋　土 ： 2 層の堆積層がある。

構　造 ： カマドは確認できなかったが、調査所見からカマドは破壊を受けて消失したと考えるよりも、存

在しなかった可能性が高い。北壁の一部に長さ約 180cm、深さ− 15cm ほどの周溝が巡る。床

面の硬化は認められず平坦面をそれと認定した。直上には炭化物の分布がある。柱穴は 3 基を

確認した。

遺物出土状況：出土遺物はほとんどないが、床面より 1 点須恵器坏が出土した。

遺　物 ： 第 186 図 27 は須恵器坏 A 類。ほぼ完全な個体で、底部ヘラ切り離し後、ていねいにナデ調整

されている。口径 14.9cm、器高 4.4cm が測られる。胎土中に黒色不純物等を多く混入する。

時　期 ： 出土遺物が少ないため時期の推定は困難であるが、床面出土の須恵器坏 A 類を評価して、それの

出現する古代Ⅰ期以降で、それの消滅する古代Ⅲ期以前の可能性がある。また本跡は SB30 を破

壊している点から、それよりも新しいと判断できる。本跡の所属年代は、古代Ⅰ期（7 世紀後半）

以降と考えておく。

ＳＢ３２（第 142 図、第 186 図　ＰＬ 50，72）

位　置 ： ⅩⅦＥ− 15

検　出 ： 基本土層（Ⅳ層）上面にて SB30 とともに確認した。確認時の埋没土の色調等から、本跡が

SB30 を破壊して構築していると判断した。

規　模 ： 長軸 376cm ×短軸 328cm、深さ− 20cm、隅丸方形。

埋　土 ： 2 層の堆積層がある。
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構　造 ： カマドは確認できなかったが、本跡上に設定したトレンチの断面上に、焼土や炭化物を確認した

ことから、カマドは北東側の辺に存在した可能性が高い。また本跡に伴う柱穴は認められないが、

ST09 の柱穴と重複していれば、判断できなかったことも考えられる。

遺物出土状況：出土遺物はほとんどない。

遺　物 ： 第 186 図 28 は、非ロクロ土師器短頸壷の口縁部破片。内外面ていねいにナデ調整される。口縁

部に刻書と観られる痕跡を確認できるが、破損のため文字の可否も含め判読できない。床面直上

の出土遺物。29 は小型の鉢形土器で、ほぼ完形の資料。口縁部は特にていねいにミガキ調整さ

れている。No.2 出土。

時　期 ： 出土遺物が少ないため時期の推定は困難である。SB30（古墳時代Ⅴ期相当）を破壊することから、

それよりも新しいと判断できる。非ロクロ土師器に主体があるが、埋没土中にわずかながら古代

型須恵器の坏 A 類が出土している点を評価して、古代Ⅰ期（7 世紀後半）以降と考えられるか。

ＳＢ３３（第 142 図、第 187 図　ＰＬ 50，72）

位　置 ： ⅩⅨ A − 16

検　出 ： 基本土層（Ⅳ層）上面にて黒色土の落ち込みを確認した。その形状が不整形であり、遺構の可能

性は低いとも判断されたが、竪穴状の遺構を想定して調査に入る。結果、周溝が存在する点、柱

穴内に柱材が残るなどの点から、何らかの機能を有した竪穴状遺構と判断した。

規　模 ： 長軸 348cm ×短軸 296cm、深さ− 24cm、不正長方形。

埋　土 ： 黒色土の単純堆積で、多くの小礫を混入する。

構　造 ： カマドは確認できなかった。周溝は西側と南側に巡る。南東隅に 150 × 140cm、深さ 23cm の

大形土坑が 1 基認められる。

遺物出土状況：出土遺物はほとんどない。

遺　物 ： 第 187 図 1 は土師器の小形甕。外面は細かなハケ調整で仕上げられている。

時　期 ： 出土遺物が少ないため時期の推定は困難である。ハケ調整の小型甕は概ね古代Ⅱ期までは組成す

ることから、それ以前の所属である可能性も考えられる。

ＳＢ３４（第 140 図）

位　置 ： ⅩⅨ F − 01

検　出 ： SB29 の調査時に黒色土の落ち込みを確認した。SB29 と切り合う別の遺構と判断したが、大部

分が生活道路直下であり、道路切りまわしの後、再調査に入ることとし、部分的な発掘を実施した。

規　模 ： 計測不能。

埋　土 ： 黒色土の単純堆積と考えられる。

構　造 ： 不 明。

遺　物 ： 出土遺物なし。

時　期 ： 不 明。

ＳＢ３５（第 143 図、第 187 図、第 202 図、第 205 図　ＰＬ 50，72）

位　置 ： ⅩⅦ H − 08・09

検　出 ： 基本土層（Ⅷ層及びⅨ層上面）にて黒褐色土の落ち込みを確認し、全体が長方形状を呈したこと

から、住居跡を想定し調査に入る。

規　模 ： 長軸 590cm ×短軸 520cm、深さ− 24cm、隅丸方形。

埋　土 ： 2 層の堆積層がある。

構　造 ： カマドは確認できなかった。床面は砂質土で、ところどころ堅緻な箇所がある。主柱穴は 4 基を
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確認した。南西の主柱 Pit3 付近には炭化物の分布が認められた。

遺物出土状況：埋没土からは小礫にともない多くの出土遺物があった。

遺　物 ： 第 187 図 2 は非ロクロ土師器坏。内外面ともに良好なミガキ調整がなされている。口径

13.2cm、器高 4.7cm が測られる。埋没土出土。3 は黒色土器 A 類の坏。体部過半から底部にヘ

ラケズリ調整を施している。器高3.2cmで口径14.3cmほどの浅い皿形の器形である。No.10出土。

4 と 5 は須恵器の坏類。ともに回転糸切り離し手法による坏で墨痕がある。4 は口径 12.0cm で

埋没土出土、5 は口径 14.1cm で No.2 と 8 の出土。6 は多孔式の甑で底部破片。埋没土の出土。

7 はバケツ形のハケ調整甕。埋没土出土。8 は器厚の薄い精巧なつくりの「砲弾型」の甕。口縁

部は「コ」の字状となっている。埋没土中の出土。9 は須恵器の甕 E 類。胎土に黒色不純物を微

量混入する。硬質で鈍い褐色（7.5YR6/3）。埋没土中の出土。10 は土師器カキ目調整の甕でほ

ぼ完全な個体。口縁部は「く」の字形に強く外反する形態。底部は静止糸切り離し手法である。

No.1，No.9 及び埋没土出土。第 202 図 1 は凹石。安山岩材で表面に 1 穴（径 4.0cm、深さ 0.6cm

ほど）がある。No.4 出土。第 205 図 3 は青銅製の帯金具。3.0cm × 2.4cm × 1.0cm、4.7g。

時　期 ： 糸切り底の須恵器坏 A 類にしぼられ、底部径内径は 6.5cm から 7.0cm ほどである。浅い器形の

黒色土器 A 類坏の存在、土師器坏類は埋没土中も含め 1 点も存在しないなどの特徴から、古代

Ⅳ期（9 世紀前半）ころに比定できるか。

ＳＢ３６（第 143 図、第 187 図、第 202 図　ＰＬ 50，72）

位　置 ： ⅩⅦ H − 04・09

検　出 ： 基本土層（Ⅷ層及びⅨ層上面）にて、粘性・しまりのある黒褐色土の落ち込みを確認、全体が長

方形状を呈したことから住居跡を想定し調査に入る。

規　模 ： 長軸 520cm ×短軸 472cm、深さ− 24cm、N35°W、隅丸方形。

埋　土 ： 2 層の堆積層がある。

構　造 ： カマドは確認できなかったが、北東側に焼土及び炭化物の分布を検出し、その部分にカマドが設

置されていた可能性がある。砂質土であり、炭化物の混じる堅緻な床部分を認めたことから、床

の構築があったものと考えられるが、掘り方は不明瞭であった。本跡には柱穴状の掘り込み 7

基があり、Pit6 は大きな土坑状の施設と考えられる。Pit1 と Pit2 は主柱穴か。

遺物出土状況：埋没土からは小礫にともない多くの出土遺物があった。

遺　物 ： 第 187 図 11 は非ロクロ土師器坏。内面は細かなミガキ調整により仕上げられ、内面の底部には

若干の有稜が観られる。口径 14.7cm・器高 3.7cm と浅い皿形の器形で No.3 の出土だが、古代

Ⅰ期の所産である。12 〜 17 は黒色土器 A 類の坏 A で、すべて糸切り離し手法。12 は外面に墨

痕を留める。口径 11.8cm、底部径 5.5cm が測られる。13 は口径 13.2cm、底部径 5.5cm が測

られ、外面に墨書「一」らしき痕跡が観察できる。No.7 の出土。14 は口縁部に漆が付着する。

口径 13.0cm、器高 4.0cm が測られる。15 〜 17 は非常にていねいな作りの坏で内面よくミガ

キ調整されている。いずれも外面には「万」の墨書がある。15 は No.4 出土の 1/3 程度の口縁

部破片。口径 12.0cm、器高 3.2cm。16 は口径 12.4cm、底部径 5.0cm で、No.4 と No.9 の接合

資料。17 は No.11 出土で正位に墨書が記されている。18 は須恵器の坏で、外面にロクロ成形

痕をカキメ状に留める。口径 14.0cm、器高 4.0cm が測られる。外面には墨書があるが、欠損し

て判読できない。19 から 21 は土師器甕。19 は非常に細かなハケ調整の甕、口縁部の破片。埋

没土の出土。20 と 21 はロクロ成形痕を留める砲弾型の甕。20 はナデ調整仕上げの甕口縁部破

片で、埋没土の出土。21 は内面ていねいなハケ調整で、外面は下半を縦方向にケズリ仕上げ、

口縁部は回転ナデ調整で仕上げられている。器厚も薄く精巧な作りである。No.36 出土例。この
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ほか、須恵器の底部破片を利用した円盤が 1 点ある。埋没土出土で 26.0g が量られる。第 202

図 2 は砥石 1/2 残欠。長方形状の手持ち砥石。埋没土出土。

時　期 ： 黒色土器 A 類の坏が食膳具の中心を占める。坏 A は口径が概ね 13.0cm 前後で、底部径は 5.5cm

と狭い。図示してないが床面及び床面直上からは黒色土器 B 類の破片の出土があり、埋没土中

には土師器坏の破片が少なからず出土している。よって本跡の所属時期は、古代Ⅴ期（9 世紀後

半）と考えておきたい。 

ＳＢ３９（第 144 図、第 187 〜 189 図、第 202・203 図、第 205 図　ＰＬ 51，72 〜 74，80）

位　置 ： ⅩⅦ C − 20

検　出 ： 基本土層（Ⅷ層）にて黒褐色土の落ち込みを確認し、形状と規模から住居跡を想定し調査に入る。

墓壙（SM03）と重複関係にあるが、確認が遅れたことから新旧関係はつかめず、同時に調査する。

規　模 ： 長軸 414cm ×短軸 324cm、深さ− 36cm、隅丸方形 ?

埋　土 ： 3 層の堆積がある。

構　造 ： カマドは北東側の辺の中央部分に認められる。崩壊しているが燃焼部を中心に袖石が散在して出

土した。石組・粘土材による構築で袖石の据え付け痕を明瞭に留める。床面は砂質土の平坦面で

貼り床や柱穴は確認できない。

遺物出土状況：カマド周辺部から、ほぼ完形の坏類が出土している。

遺　物 ： 第 187 図 22・23 は非ロクロ土師器の坏。いずれも内面をていねいなミガキ調整で仕上げられ

ている。本跡を確認した時点でカマド周辺から出土した。22 の例は No.13（住居ライン外）と

No.22（住居跡内）の接合関係があり、本跡に関連する遺物として取り上げた。内面の底部に有

稜の名残（沈線様）を留め、底部平底化した器形である。口径 12.2cm、器高 3.6cm が測られ

る。23 は No.24 出土で丸底の鉢、完形品。口径 10.8cm、器高 4.6cm が測られる。24 は丸底

の坏形土器。口径 14.1cm、器高 5.0cm。埋没土出土。25 は非ロクロの皿形土器 2/3 ほどの個体。

口縁部及び内面をていねいにミガキ、外面の下半は弧を描くようにミガキ調整がなされている。

口径 18.1cm と大形である。No.10 ほかの接合資料。26 は須恵器坏 H 類の完形個体。蓋受け部

は小さく V 字状にえぐれ、立ち上がりは強く内傾している。口径 9.6cm、器高 3.6cm。胎土中

に黒色の不純物を混入する。No.9 出土。27 は須恵器坏類。底部回転ヘラケズリ調整で「の」字

状に沈線が入る。体部はていねいにナデ仕上げされている。口径 8.9cm、器高 3.8cm。埋没土出土。

28 は須恵器坏 B 類。底部回転ヘラケズリ後に外側設置様の高台を貼り付ける。口径 15.7cm、

器高 3.9cm が測られる。29 は須恵器無頸壷 1/2 個体。底部は回転ヘラケズリ後に高台を内側設

置様に貼り付けている。口径 7.5cm が測られる。30 は須恵器の壷体部破片。31 は大形の高坏で、

内面はていねいにミガキ調整し黒光りしている。坏部の口径は 23.2cm が測られる。残念ながら

脚部は欠失している。埋没土出土。第 188 図 1 は鉢形土器。体部外面はケズリ調整し、口縁部

は横方向のミガキ仕上げ。No.10 の出土。2 は小型の甕形土器。体部外面はケズリ調整で仕上げ、

口縁部及び内面はナデ調整がなされている。No.12 出土。3 は口縁が内側に直口し無頸壷様とな

る鉢形の土器。外面はケズリ調整仕上げ。4 は一穴式の甑。内外面ともによくミガキ調整されて

いる。5 は多孔式の甑。内外面よくミガキ調整されている。No.5 の出土。6 と 7 は土師器長胴

甕。6 は No.5 の出土、7 は No.2 の出土。8 から 12 は内外面ていねいにハケ調整される球胴の

甕形土器。8 は No.10 出土で、第 187 図 28 と重なって出土した。9 は No.10 と No.11 の接合

個体。10 は No.23 出土。11 は No.11 と No.17 の接合個体。12 は No.10 と No.11 の接合個体。

第 189 図 1 はミガキ調整の球胴の甕形土器。ほぼ 2/3 ほどの個体。埋没土中の出土。2 は須恵
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器甕底部ないしは横瓶の体部破片。内面には青海波文が明瞭に残り、外面は板状工具によるたた

き締め痕が充填されている。埋没土出土。第 202 図 3 〜 5 は磨石。3 と 4 は安山岩材で片面に

摩耗痕があり、端部を部分的に敲き使用している。ともに埋没土中の出土。5 は片面の欠損した

端部に摩耗痕があり、表面にはアバタ状の凹みが一か所にある。第 205 図 4 は銀メッキ製の耳

環。2.8cm、18g が測られる。第 203 図 16 は長さ 2.0cm ほどで、形状からミニチュア土器の取っ

手と考えられるか ? このほか、鉢 ? の体部破片を利用した円盤が 1 点ある。19.9g が量られる。

時　期 ：古代Ⅰ期（7 世紀代）と考えられる。

ＳＢ４０（第 145 図、第 189 図　ＰＬ 51，74）

位　置 ： ⅩⅦ C − 24・25

検　出 ： 基本土層（Ⅷ層）にて黒褐色土の落ち込みを確認した。不整形に広がる状態で遺構の重複を想定

したが、全体形をつかめぬまま調査に入った。調査を進める段階で、竪穴住居跡が 3 軒（本跡・

SB41・SB42）重複していることが判明したが、新旧関係を判断できなかった。遺物の出土状況

や遺物の時期から、本跡が SB41 を破壊して構築されたものと推定した。

規　模 ： 長軸（314）cm ×短軸 220cm、深さ− 32cm、N23°Ｅ、隅丸方形 ?

埋　土 ： 3 層の堆積層がある。

構　造 ： カマドは北東側の中央部分に認められる。崩壊しているが燃焼部に焼土が認められ、袖石が散在

して出土した。石組・粘土材による構築と考えられる。床は砂礫混じりの平坦面。柱穴は確認で

きないが、カマド東側に貯蔵穴と考えられる土坑が１基存在する。

遺物出土状況：カマド周辺部から、ほぼ完形の長胴甕と小型甕が出土した。

遺　物 ： 第 189 図 3 と 4 は、非ロクロ土師器の鉢。3 は内外面ともに良好なミガキ調整により仕上げら

れている。底部は丸底に近いが、直径 4.0cm ほど平坦な底部形成が観られる。No.3 出土。4 は

口縁部を横ナデにより表出した鉢形土器で完形。底部は明瞭に平底化する。No.2 出土。5 は小

型の甕。外面ケズリ調整さらにはハケ調整を施したのちナデ仕上げされている。特に口縁部外

SB39 出土の土器集合
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側は強い横ナデがある。No.4 出土。6 は土師器の長胴甕。内外面をハケ調整仕上げしている。

No.1 の出土。

時　期 ： 非ロクロ土師器が主体を占め、須恵器坏類はほとんど出土していない。ハケ調整の長胴甕は口縁

に最大径のある形態で、これに小型甕が伴う。出土資料には恵まれないが、出土土器の特徴から

古代Ⅰ期（7 世紀後半）ころを推定しておきたい。

ＳＢ４１（第 145 図　ＰＬ 51）

位　置 ： ⅩⅦ C − 19・24

検　出 ： SB41 とともに長方形状に広がる黒色土の落ち込みを確認し、調査途中で本跡を決定した。調査

を進めた結果、すでに床面近くまで掘削しており、埋没土 5cm 以内を掘り下げたに留まった。

南東側で落ち込みラインに沿うように周溝と考えられる溝跡が発見され、かつ主柱穴と考えられ

る 4 基の柱穴が確認できた。検出状況が極めて悪いが、SB40 に北東コーナーを破壊されたとの

所見を得た。

規　模 ： 長軸 624cm ×短軸 508cm、深さ− 5cm、隅丸方形。

埋　土 ： 黒褐色土の単純堆積である。

構　造 ： カマドは確認できなかったが、北側の柱穴（Pit5・6）内の埋没土に炭化物の混入が観られるこ

とから、北側に存在した可能性もある。柱穴は 6 基確認でき、主柱穴は 4 基（Pit1 〜 4）と考

えられるが、平面配置からみると 6 本の配列のようでもある。周溝は幅 20cm、深さ 4cm ほどで、

住居跡東壁際にある。床面は不明瞭ながら、礫面上層の平坦面をそれと考えた。

遺物出土状況：極めて少量の出土。

遺　物 ： 床面近くから、非ロクロ土師器の鉢及び土師器甕の破片が出土したが小破片である。

時　期 ： 不 明。SB40 及び SB42 との切り合い関係から、古代Ⅰ期ころ（7 世紀後ころ）と判断できるか。

SB40 出土の土器集合
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ＳＢ４２（第 145 図、第 189 図、第 202 図　ＰＬ 51，74）

位　置 ： ⅩⅦ C − 23・24

検　出 ： SB42 と同様、SB41 を確認調査中に方形状に広がる黒色土の落ち込みを認め、その規模から住

居跡を想定し調査に入った。すでに埋没土は北東側で 8cm 程度しか残存せず、北西側は落ち込

みラインが不明瞭であったため、十分に全体像は把握できていない。SB41に北東側を破壊される。

規　模 ： 長軸 504cm ×短軸 472cm、深さ− 8cm 〜− 30cm、隅丸方形 ?

埋　土 ： 3 層の堆積層がある。

構　造 ： カマド・周溝・柱穴等は認められない。床面は砂質土の平坦面。

遺物出土状況：出土数量は極めて少ない。西側のコーナー部分に拳大の礫が集中して出土し、その下位か

ら炭化材が出土した。焼土などは認められない。

遺　物 ： 埋没土中から非ロクロ土師器の坏類、ヘラ切り離しの須恵器坏類など小破片が出土した。西側の

コーナー部分から須恵器の甕胴部破片、さらには土師器甕の小破片が出土した。第 189 図 7 は

土師器の甕形土器。No.7 の出土。第 202 図 6 は滑石製の紡錘車。

時　期 ： 時期等判断できる程度の出土遺物には恵まれず、ほかの住居跡等との切り合い関係から判断して、

古代Ⅰ期ころ（7 世紀後半ころ）の可能性が高い。しかしながら、SB40 ほかも含め時期決定は

極めて難しい。

ＳＢ４４（第 146 図、第 189 図　ＰＬ 52，74）

位　置 ： ⅩⅦＥ− 11・12

検　出 ： SB45 と同時に確認。広範囲にわたる黒色土の落ち込みを認め、住居跡を想定し調査に入った。

調査時、現況で使用中の用水路があり、これの切りまわしに伴い、十分な遺構検出ができなかっ

た。SB45 との新旧関係は不明である。

規　模 ： 長軸（336cm）×短軸（248cm）、深さ− 8cm 〜− 30cm、隅丸方形 ?

埋　土 ： 黒褐色土の単純堆積。

構　造 ： カマドは北東の辺のほぼ中央にある。燃焼部は明瞭で、火床・支脚（抜き取り痕）を確認した。

袖部は石組・粘土構築。カマド手前には 20cm 〜 40cm 大の大形礫が出土している。カマドの左

右には貯蔵穴と考えられる土坑があり、左より No.5 の甕形土器が出土、右からは No.1 の甕形土

器が出土した。柱穴等は認められない。床面はカマド燃焼部から想定した砂質土の平坦面とした。

遺物出土状況：出土数量は極めて少ない。カマド燃焼部付近より高坏形土器の脚部 No.3 が出土している。

カマド両脇の土坑からは甕形土器が出土している。

遺　物 ： 第 189 図 8 は高坏の脚部破片で No.3 出土。9 は須恵器坏 B 類。口径 15.2cm、器高 4.5cm が

測られる。10 は須恵器の鉢、口縁部破片。口径 14.3cm。11 〜 13 は土師器甕。11 は No.1 と

No.2 のハケ目調整の長胴甕でカマド右の土壙墓内より出土。12 は内外面ともていねいなハケ調

整の観られる例で No.5 の出土。13 は No.4 出土のミガキ調整仕上げの球胴甕で、カマド左の土

坑より出土。

時　期 ： 須恵器坏 B 類と鉢の登場があり、埋没土中からは糸切り底の坏類がない点、ミガキ調整の広口の

甕などの存在から、古代Ⅰ期から古代Ⅱ期（7 世紀終末から 8 世紀初頭）と考えられる。

ＳＢ４５（旧 SB43）（第 146 図、第 189 図　ＰＬ 52，74）

位　置 ： ⅩⅦＥ− 11

検　出 ： 遺物包含層を掘削したところ、広範囲にわたる黒色土の落ち込みを認めた。規模から住居跡を想

定し調査に入るが、現況で使用中の用水路があり、それの移設に伴い前後 2 回にわたり調査を行っ
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た。全体の形状は不明確で、当初は 2 軒が切り合うものとして調査に入ったが、切り合いの根

拠はなく 1 軒と判断した。調査状況がすこぶる悪く、本跡の構造は不明瞭である。

規　模 ： 長軸（508cm）×短軸（472cm）、深さ− 8cm 〜− 20cm、隅丸方形か ?

埋　土 ： 黒褐色土の単純堆積がある。

構　造 ： カマド・周溝・柱穴等は認められない。床面は砂質土で本跡の中央部分が硬化していた。

遺物出土状況：出土数量は極めて少ない。

遺　物 ： 埋没土中から須恵器の𤭯が口縁部を欠失するものの、ほぼ完全な個体で出土した。第 189 図

14。注口部がやや突出し注ぎ部の頸は細く長い形態。体部及び頸部には櫛歯状工具による刺突

文帯が走る。

時　期 ： 不明。埋没土出土ではあるが、𤭯の年代は、概ね古代Ⅰ期（7 世紀後半）ころと推定できる。

ＳＢ４６（第 144 図、第 190 図、第 202 図　ＰＬ 52，74）

位　置 ： ⅩⅦ D − 11・16

検　出 ： 黒褐色土の落ち込みを認め、その規模も大きく土器片も数多く混入していたことから、住居跡を

想定し調査に入る。

規　模 ： 長軸 380cm ×短軸 272cm、深さ− 10cm、（N46°E）、隅丸長方形。

埋　土 ： 黒褐色土の単純堆積。

構　造 ： カマドは確認できないが北東側に火床と考えられる焼土を検出できた。柱穴は 3 基認められ、カ

マド推定部に近い北東コーナーよりの例は、規模も大きく土坑と考えられる。貯蔵施設等の機能

を想定できるか。炭化物を多く含む埋没土である。床面は不明瞭ながら砂質土の平坦面をそれと

認定した。

遺物出土状況：出土数量は調査当初に想定したほどではなく、むしろ少ないか。床面近くから、比較的大

形な破片（No.3・6・7・9）が出土した。

遺　物 ： 第 190 図 1 は非ロクロ土師器の坏、完形個体。手づくね様に小さく、口径 8.8cm、器高 2.9cm

が測られる。内外面とも良好にミガキ調整され、底部は平底。No.8 出土。2 は非ロクロ土師

器の坏で、ほぼ完形に近い個体。内外面とも良好にミガキ調整され底部は平底化する。口径

15.7cm、底部径 7.5cm、器高 4.6cm が測られる。No.1 出土。3 は土師器のハケ及びケズリ調整

の長胴甕。4 は須恵器の甕で無頸壷状の形態、口縁部破片。胎土に不純物をほとんど含まない。

外面は板状工具によるタタキ締め。No.2 出土。第 202 図 7 は棒状の閃緑岩材で両端部を使用し

た敲石。埋没土中の出土。

時　期 ： 出土遺物が少なく時期の決定は難しい。古代型須恵器の破片資料がなく、非ロクロ土師器坏類の

存在から、古墳時代Ⅴ期（7 世紀前半）ころか。

ＳＢ４７（第 144 図　ＰＬ 52）

位　置 ： ⅩⅦ D − 06・11、C − 10・15

検　出 ： SB46 と同様に黒褐色土の落ち込みを認め、その規模から竪穴状の遺構を想定し調査に入る。大

半は掘削外へ伸びており、次年度に調査する予定であったが、調査工程上、追跡調査はできなかっ

た。遺構全体の 1/2 〜 1/3 程度を記録保存した。

規　模 ： 不 明。

埋　土 ： 黒褐色土の単純堆積。

構　造 ： カマド・柱穴・周溝は認められない。床面上には炭化物が多く、藁状のものも集中して検出できた。

遺物出土状況：極めて少ない。
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遺　物 ： 図示できる資料がない。

時　期 ： 不 明。

ＳＢ４８（第 147 図、第 190 図、第 203 図　ＰＬ 52，53，74，80）

位　置 ： ⅩⅦ H − 04・05

検　出 ： 砂礫層上面にて不整形に広がる黒色土の落ち込みを確認した。その規模から住居跡等の大形遺構

が複数存在する可能性を認め精査した結果、方形状の竪穴状遺構が 2 基（本跡と SB51）存在す

ることを確認した。しかしながら、土層等から切り合いの新旧関係をつかむことはできなかった。

規　模 ： 長軸 496cm ×短軸 430cm、深さ− 44cm、N24°W、隅丸方形。

埋　土 ： 6 層の堆積である。

構　造 ： カマドは北西側の辺中央にあり、燃焼部及び袖部を確認できた。左の袖部には拳大の亜角礫が存

在しており、礫を芯材とした粘土構築と考えられる。明確な周溝は確認できないが、南東・南西

コーナー付近に溝状の掘り込みを検出している。柱穴は 2 基が存在し、本跡の中央部分に大形

の土坑 1 基（長さ 195cm × 90cm、深さ− 15cm）を確認した。床面は部分的に硬化が認められた。

遺物出土状況：埋没土中から比較的多くの遺物が出土している。

遺　物 ： 第 190 図 5 は、非ロクロ土師器の鉢で 1/2 個体。内外面ともミガキ調整仕上げで、底部はボ

タン状の形態。6 は須恵器盤の脚部破片。埋没土中の出土。7 は須恵器坏 B 類 1/2 個体。口径

14.2cm、器高 3.6cm が測られる。埋没土中の出土。8 はハケ調整の長胴甕、口縁部破片。外

面は縦方向、内面は横方向に調整されている。胎土中にガラス質の微小片を中量程度混入する。

No.2 出土。 第 203 図 17 は柱状の土製品で形状から土馬の脚と考えられるか？

時　期 ： 不 明。埋没土出土の須恵器坏 B 類の存在から、古墳時代Ⅴ期〜古代Ⅰ期（7 世紀代）と考えら

れるか。

ＳＢ４９（第 148 図、第 190 図　ＰＬ 53，75）

位　置 ： ⅩⅦ J − 12

検　出 ： 基本土層（Ⅲ層）を掘削し、砂礫層上面にて方形状に広がる黒色土の落ち込みを確認、竪穴住居

跡を想定し調査に入る。南側は生活道路内に続いており、多少の追加調査をしたものの、住居跡

全体をつかむまでには至らなかった。

規　模 ： 長軸（476cm）×短軸 592cm、深さ− 32cm、N44°W、隅丸方形。

埋　土 ： 黒褐色土の単純堆積である。

構　造 ： カマドは北西側の辺中央にある。燃焼部・袖部及び煙道部を確認した。袖部は拳大の亜角礫を芯

材とし、黄褐色砂礫と粘性シルト土により構築される。周囲には 40cm 前後の礫の出土があり、

カマド材に関連するものか。右袖部には長胴甕が据えられたように出土しており、調査所見では

芯材と考えている。周溝は北西側のカマド左側にのみ認められる。柱穴は 5 基確認したが、こ

の内の 3 基は東側の辺に沿ってあり周囲には焼土が 2 か所ある。いずれも主柱穴と考えられる

性格の遺構ではない。床面は小礫まじりの黄褐色土が硬化して認められた。

遺物出土状況：カマド周辺部、ことに右袖部分と焚口部分に完形に近い甕形土器数個体が出土している。

右袖部には所見で芯材とされる長胴甕 No.1 が 2 個体と No.24 甑 1 個体が出土している。セット

状況から判断すると、煮炊き具一式と考えられそうだが、それらをまとめて芯材としたものか。

焚口部では No.11 の坏や No.14・16 の小型甕が出土している。

遺　物 ： 第 190 図 9 〜 12 は非ロクロ土師器の坏。9 の口縁端部は使用により著しく摩耗する。口径

12.2cm、器高 4.5cm が測られる。No.11 出土。10 は内面の胴部と底部の境に沈線を残す完形個体。

第４節　東條遺跡の調査
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黒色処理の程度が弱いか、肉眼では観られない。No.2 出土。11 は No.3 出土。12 は No.18 出

土の皿形の例。13 は須恵器の坏 ?、1/4 個体。口径 23.2cm が測られる大形品。胎土も良質で焼

成も良好、搬入品であろうか、高坏あるいは蓋の可能性がある。No.32 出土。14 はほぼ完全な

形に近い甑。No.6・No.10・No.24・埋没土出土の接合資料。口縁部横ナデ、体部はていねいな

ミガキ成形で多孔式。15 と 16 は小型の甕形土器。15 は外面底部付近にハケ調整及びケズリ成

形が残る。全体はナデ仕上げか。No.16 出土。16 は球胴の甕形土器で底部は平底。外面はミガ

キ調整により、内部はヘラケズリ成形。No.14 出土でほぼ完形。17・18 は土師器長胴甕。とも

に右袖部分より出土。17 は No.1 出土のハケ調整の略完形個体。18 は No.1 と No.13 ほかの接

合個体で、ケズリ成形の甕下半部。

時　期	：	須恵器坏類の出土がない。ミガキ調整の進んだ非ロクロ土師器の坏、土師器甕類を主体とする点

から、古墳時代Ⅴ期（7 世紀前半）ないしは古代Ⅰ期ころと考えられる。

ＳＢ５０（第 149 図　ＰＬ 53）

位　置	：	ⅩⅦ J − 11、Ⅰ− 15

検　出	：	基本土層（Ⅲ層）を掘削し、砂礫層上面にて不整形に広がる黒色土の落ち込みを確認した。その

規模から、住居跡等の大形遺構が複数存在する可能性を認め精査する。結果、方形状の竪穴状遺

構が 2 基存在することを確認したが、切り合い関係はつかめなかった。両者をそれぞれ SB48 と

SB51 と仮称し調査に入る。

規　模	：	長軸（356cm）×短軸（184cm）、深さ−9cm、形状は不明。

埋　土	：	黒褐色土の単純堆積である。

構　造	：	カマド・周溝は確認できなかった。柱穴は 4 基を検出したが、主柱穴等の構造を推定できる根拠

は得られなかった。床面は砂礫層を基盤とする平坦面であった。

SB49 出土の土器集合
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遺物出土状況：遺物の出土量は極めて少ない。

遺　物 ： 埋没土中から、非ロクロ土師器の坏類や鉢形土器、土師器甕等の小破片が出土しているが、図示

できるものはない。 

時　期 ： 須恵器坏類の出土がなく、非ロクロ土師器の坏や鉢、さらには土師器甕類の破片が目立つ点から、

古墳時代Ⅴ期（7 世紀前半）ころと考えられるか。

ＳＢ５１（第 147 図、第 190 図　ＰＬ 52，75）

位　置 ： ⅩⅦ C − 24・25、H − 05

検　出 ： 砂礫層上面にて不整形に広がる黒色土の落ち込みを確認した。その規模から住居跡等の大形遺構

が複数存在する可能性を認め精査に入った。結果、方形状の竪穴状遺構が 2 基存在することを

確認したが、切り合い関係はつかめなかった。両者をそれぞれSB48とSB51と仮称して調査に入る。

規　模 ： 長軸 464cm ×短軸 476cm、深さ− 30cm、N35°E、隅丸方形。

埋　土 ： 黒褐色土の単純堆積である。

構　造 ： カマドは北東側の辺中央にある。燃焼部・袖部を確認した。袖部は礫を芯材とし、右側では直立

した状態で、左側では礫はないが抜き取り痕が確認できた。袖部芯材に挟まれた燃焼部には焼

土がたまり、天井石と考えられる礫が割れた状態で出土した。またカマド内からは、甕形土器 2

点がつぶれた状態で出土した。周溝は認められない。柱穴は 6 基確認したが、この内の 4 基（Pit1

〜 3・5）がその配列から主柱穴と考えられる。床面は小礫まじりの黄褐色土の平坦面。

遺物出土状況：カマド内から甕形土器 2 個体（No.2）が、カマド周辺部からは土器破片が多量に出土した

遺　物 ： 第 190 図 19 は非ロクロ土師器の坏。口縁部は横方向の強いナデ、体部はケズリ成形仕上げ。

20 は須恵器の坏蓋、1/4 個体。21 は土師器の鉢形土器。口縁部は緩く外反し、内外面ともヘラ

ケズリ調整がなされている。口径 24.6cm が測られる。埋没土中の出土。22 と 23 は土師器長

胴の甕。ともに右袖部分より出土。22 は全体をケズリ成形仕上げする甕。23 はハケ調整の小型

甕。胎土中にガラス質の微細片を混入する。24 は甑の取手、小破片。

時　期 ： 須恵器の出土量は少なく、非ロクロ土師器の出土量が多い。埋没土中には 1 点糸切り離し手法の

坏 A 類破片がある。取っ手付きの甑（24）破片も埋没土中の出土である。時期決定できる資料が

少ないが、切り合い関係のある SB48（古墳時代Ⅴ期〜古代Ⅰ期）と差ほどの時期差は出土遺物で

は認められないが、第 190 図 20 の須恵器坏蓋や甑の存在から、多少なりとも古い可能性があるか。

ＳＢ５２（第 150 図、第 151 図、第 202 図、第 205 図　ＰＬ 60）

位　置 ： ⅩⅦ J − 07・08・12・13

検　出 ： 基本土層（Ⅲ層）を掘削したところ、砂礫層上面にて不整形に広がる黒色土の落ち込みを確認し

た。その規模、形状から住居跡等の大形遺構が複数存在する可能性を認め精査に入った。しかし

ながら、平面精査では落ち込み部分の形状（遺構のプラン）をつかむことはできず、トレンチを

設定し、土層断面より確認に入る。結果、本跡のほか 4 軒（SB76・SB53・SB77・SB54）の切

り合いを確認した。最も新しいと判断した SB54 の調査の後、本跡の調査に入る。SB76 との切

り合いは不明。また SB53 は本跡が破壊している。

規　模 ： 長軸 516cm ×短軸 524cm、深さ− 36cm、隅丸方形。

埋　土 ： 黒褐色土の単純堆積である。

構　造 ： カマド・周溝等の施設は確認できない。柱穴は 2 基を確認したが、その性格は不明。

遺物出土状況：ほとんど出土していない。

遺　物 ： 図示できる土器はないが、第 202 図 8 は安山岩材の凹石。表面にアバタ状の凹部（2.5cm 程度）
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がある。埋没土中の出土。第 205 図 8 は鉄鏃の茎部分と考えられる。

時　期 ： 不 明。遺構の切り合い関係から、SB54（古代Ⅴ期〜Ⅵ期）よりも古く SB53 よりも新しいと判

断できる。

ＳＢ５３（第 150 図、第 151 図、第 191 図、第 202 図、第 205 図　ＰＬ 53，60，75）

位　置 ： ⅩⅦ J − 07・08

検　出 ： 砂礫層上面にて不整形に広がる黒色土の落ち込みを確認した。その規模、形状から、住居跡等の

大形遺構が複数存在する可能性を認め精査に入る。しかしながら、平面精査では落ち込み部分の

形状（遺構のプラン）をつかむことはできず、トレンチを設定し、土層断面より確認に入る。結

果、本跡のほか 4 軒（SB76・SB52・SB77・SB54）の切り合いを確認した。最も新しいと判断

した SB54、それに破壊される SB52 及び SB76 の調査後、本跡の調査を行う。

規　模 ： 長軸 384cm ×短軸（200cm）、深さ− 40cm、隅丸方形 ?

埋　土 ： 黒褐色土の単純堆積である。

構　造 ： カマド・周溝は確認できない。北東側コーナーよりに焼土の分布と土器の集中を確認したことか

ら、この付近にカマドの存在を予想できるか。柱穴は 3 基確認した。北西コーナーよりに確認

した Pit1 は 100cm × 100cm，深さ 20cm の大形土坑であるが、その性格は不明。本跡の下に

検出した SB78 との関連が課題だが、焼土及び遺物集中箇所が SB78 カマド部分に該当しており、

それらの比高差 5cm 〜 10cm 内の重複であることから、同一遺構の可能性も考えられるか。

遺物出土状態：北東側コーナーに認められた遺物集中以外は、出土数量は少ない。

遺　物 ： 第 191 図 1 は黒色土器 A 類の深い鉢形の坏、1/2 個体。外面の底部付近を手持ちヘラケズリ調

整し、内面はていねいにミガキ調整して黒光りしている。口径 17.4cm、器高 6.2cm が測られる。

2 〜 4 は須恵器坏 A 類、すべて底部糸切り離し手法。2 は口径 12.2cm で埋没土の出土。3 と 4

は底部径が大きく、口縁部がやや急に立ち上がる形態。3 は口径 12.8cm で No.2 出土、4 は口

径 13.2cm。5 は土師器の椀口縁部破片。形態から灰釉陶器を模して製作したものと考えられるか。

埋没土出土。6 と 7 は土師器のハケ調整の甕。6 は小型でやや粗雑な調整がなされている。埋没

土出土。第 202 図 9 は安山岩材の川原石を利用した磨石で、部分的に摩耗がある。No.2 出土。

第 205 図 7 は鉄釘。

時　期 ： 須恵器坏 A 類は糸切り離し手法で、底部径の大きな逆台形の形態が主体である。黒色土器の坏類

は、口径 17.0cm ほどの大形例が組成している。埋没土 2 層からは、灰釉陶器を模したと考えら

れる土師器椀の口縁部破片が出土している。また本跡は SB52 と SB54（古代Ⅴ期〜Ⅵ期）に破

壊されており、それらよりも古いと判断できる。したがって本跡の所属時期は、黒色土器の出現

する古代Ⅴ期（9 世紀前半）と判断できるか。

ＳＢ５４（第 152 図、第 191 図、第 202 図、第 203 図、第 205 図　ＰＬ 53，60，75，80）

位　置 ： ⅩⅦ J − 07・08

検　出 ： 基本土層（Ⅲ層）を掘削したところ、砂礫層上面にて不整形に広がる黒色土の落ち込みを確認し

た。その規模、形状から、住居跡等の大形遺構が複数存在する可能性を認め精査に入る。しかし

ながら、平面精査では落ち込み部分の形状（遺構のプラン）をつかむことはできず、トレンチを

設定し、土層断面より確認に入る。結果、本跡のほか 4 軒（SB76・SB53・SB77・SB52）の切

り合いを確認した。最も新しいと判断した本跡より調査に入る。

規　模 ： 長軸 516cm ×短軸 420cm、深さ− 56cm、不整の隅丸方形。

埋　土 ： 6 層の堆積である。
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構　造 ： カマド・周溝は確認できない。柱穴は 12 基確認した。この内の 4 基（Pit2・4・6・7）がそ

の配列から主柱穴の可能性を考えることができる。また本跡の中央部分に大形の土坑を 1 基

（195cm × 168cm，深さ− 10cm 弱）確認したが、性格は不明である。床面に硬化面を確認でき

ない。南側壁及び西側壁には 20cm 〜 30cm 大の礫が、壁を押さえつけるように列状をなして

検出された。形状から中世面の遺構に似るが、機能に関しては不明である。

遺物出土状況：検出面にて土器小破片が出土し、埋没土中からの遺物が多い。

遺　物 ： 第 191 図 8 〜 10 は須恵器坏 A 類。すべて回転糸切り離し手法。8 は底部径が 7.0cm と広く、

口縁部の立ち上がりはやや急な作り。口径 12.6cm、器高 4.0cm が測られる。口縁部内外面とも

著しく研磨様に磨かれており、転用硯等の再利用品か。No.3 出土。9 は内外面にロクロ成形痕

を明瞭に留めた例で、口径 12.8cm、器高 4.0cm が測られる。底部内径は 6.0cm ほど。No.6 出土。

10 もロクロ成形痕を明瞭に留める作りで、口径 12.6cm、底部内径は 5.7cm が測られる。埋没

土出土。11・12 は須恵器坏蓋。11 は扁平な宝珠で、外面 1/2 以下をケズリ調整し返しはやや

鋭角に折れ曲がる。No.10 出土。12 は返し部が強く外反した形態で No.4 出土。13 は須恵器坏

B 類の 1/3 程度の個体。口径 15.2cm、高台部に摩耗痕があり、再利用品か？ 14 は灰釉陶器の

小壷の蓋破片。15 は須恵器の短頸壷の蓋か。1/5 程度の小破片であるが、内面は著しく研磨様

に摩耗している。16 は土師器の椀の底部。内面著しく摩耗しており、転用硯のような再利用品

なのか？埋没土中出土。17 と 18 は土師器の甕形土器。17 は細かなハケ調整の小甕、口縁部破

片。18 は外面に回転ロクロ目を残すナデ成形の甕。No.7 出土の 2/3 個体。第 202 図 10 は安

山岩材の磨石で埋没土出土。11 は方柱状の砥石で 1/3 程度の残欠品。埋没土出土。第 205 図 5

は鉄製の刀子。6 は鉄製の鎌。第 203 図 18 は棒状の土製品。種類は推定できないが、両端が扁

平状になっていることから、何らかの土製品の一部であろう。

時　期 ： 6 軒の切り合いの中で最も新しい段階の住居跡である。検出状況が良好でなかったこともあり、

出土遺物には若干の混入が予想される。食膳具では須恵器坏 A 類が底部糸切り離し手法で、ロ

クロ目を顕著に残す成形法であること、坏 B 類がほとんど存在しないこと、ロクロ目の土師器

小甕の存在などから、古代Ⅴ期（9 世紀後半）と考えられる。ただし埋没土中ではあるが、土師

器椀の底部破片が出土しており、古代Ⅵ期（9 世紀終末）までの時間幅は考慮しておくべきか。

ＳＢ５５（第 149 図、第 191 図、第 203 図　ＰＬ 54，80）

位　置 ： ⅩⅦ J − 02

検　出 ： 砂礫層上面にて方形状に広がる黒色土の落ち込みを確認した。その形状と規模から、竪穴住居跡

を想定し調査に入った。西側は落ち込みラインが不明瞭であったが、SK2879 と切り合うことが

判明した。

規　模 ： 長軸 404cm ×短軸 392cm、深さ− 26cm、隅丸方形。

埋　土 ： 2 層の堆積である。

構　造 ： カマドの袖部及び煙道部などは確認できなかったが、焼土の集中を認めた。所見からカマド燃焼

部の残骸と考えられ、大きさ 30cm ほどの亜角礫が 4 点散在していた。周溝は認められず、柱

穴を 2 基確認した。南側にある Pit2 は、掘り込みが浅く皿状である。床面は小礫まじり平坦面で、

床下− 10cm ほどの掘り方が認められた。掘り方内は砂礫混じりの土層であった。

遺物出土状況：埋没土中より小礫に混じり、土器小破片が出土した。

遺　物 ： 第 191 図 19 は非ロクロ土師器の坏。底部は平丸底の浅い形態で内面はていねいにミガキ調

整されている。埋没土出土。20・21 は須恵器坏 A 類で、外面にロクロ成形痕を明瞭に留め底
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部はヘラ切り離し手法。20 は No.4 出土で口径 13.4cm、器高 4.2cm。21 は埋没土出土で口

径 14.0cm、器高 4.5cm。22 は須恵器短頸壷の蓋、1/4 程度の破片。つまみ部は欠失する。口

径 12.0cm、カマド内の No.1 出土。第 203 図 19 は土製の紡錘車。径 3.2cm で厚さ 1.5cm、

18.3g。20 は 1/2 欠損した紡錘車で、径 6.0cm で厚さ 4.5cm。

時　期 ： 須恵器坏類はヘラ切り離し手法で、これに非ロクロ土師器の坏が組成する。埋没土内には糸切り

離し手法の須恵器坏 A の小破片 3 点があるが、本跡に伴うものではないと考えられる。坏 B 類の

伴出はないことから、古代Ⅱ期以前の可能性が高く、概ね古代Ⅰ期（7 世紀代）ころを想定できるか。

ＳＢ５６（第 153 図、第 191 図　ＰＬ 54，75）

位　置 ： ⅩⅦＩ− 07・08

検　出 ： 基本土層（Ⅲ層）を掘削し、砂礫層上面にてほぼ方形に広がる黒色土の落ち込みを確認したが、

南側は掘削した法面内となり、さらには現況で生活用水路が存在することから追跡調査はできな

かった。遺構の約半分程度を記録保存した。

規　模 ： 長軸（296cm）×短軸 396cm、深さ− 16cm、隅丸方形か？

埋　土 ： 黒褐色土の単純堆積である。

構　造 ： カマドは不明瞭であったが、東側の辺の中央付近より炭化物、焼土の分布が認められ、カマドの

残骸と推定できた。袖や燃焼部は確認できなかった。柱穴は認められないが、本跡のほぼ中央付

近に大形の土坑（大きさ 85cm）が 1 基検出できた。周溝は確認できない。

遺物出土状況：カマド推定部分に集中して認められた。

遺　物 ： 第 191 図 23・24 は須恵器坏 A 類。ともに外面に明瞭なロクロ成形痕を留める。23 は口縁部の

破片であるが、体部に墨書があるが小破片のため文字を判読はできない。炭化物分布内より出土。

24 はほぼ完全な個体に復元可能な例で回転糸切り離し手法。口径 12.4cm、器高 3.5cm が測ら

れる。底部内径は 5.5cm で No.4 と No.8 の接合資料。25 は黒色土器 B 類の皿。内外面良好にミ

ガキ調整されている。口径 11.8cm、器高 2.4cm。26 と 27 はナデ調整の甕形土器。いわゆる砲

弾型の甕。26 は No.5 出土、27 は No.5 出土。

時　期 ： 須恵器坏A類は糸切り離し手法が中心でヘラ切り手法はない。黒色土器B類の皿B類の出現がある。

土師器甕はロクロ成形砲弾型の形態であるなどの諸要素から、古代Ⅳ期（9 世紀代）と考えられる。

ただし土師器坏類の出現は確認できないことから、9 世紀でも中葉の前後と考えられるか。

ＳＢ５７（第 153 図、第 191 図　ＰＬ 54）

位　置 ： ⅩⅦ D − 21・22

検　出 ： 砂礫層上面にて不整形に広がる黒色土の落ち込みを確認した。精査の結果、全体は三角形状をし

ており、竪穴住居跡の残骸もしくは大形の遺構を想定して調査に入る。

規　模 ： 長軸（224cm）×短軸（344cm）、深さ− 12cm、N123°E、隅丸方形か？

埋　土 ： 黒褐色土の単純堆積である。

構　造 ： カマドは南東側に、その残骸と考えられる焼土を確認した。焼土堆積部分には皿形の掘り込みが

あり、火床・燃焼部と判断した。周辺部には加熱を受けた砂礫が分布していた。周溝はカマド想

定部の南側コーナーに認められたが、部分的なものであった。柱穴は確認できなかった。北側は

自然的な営力により破壊を受けていた。

遺物出土状況： 埋没土中より、土師器甕形土器等の小破片が少量出土した。

遺　物 ： 第 191 図 28 は須恵器坏 H 類で軟質。受け部の幅は広く、立ち上がりは緩やかに内傾する。口

径 13.4cm が測られる。 
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時　期 ： 本跡は残像状況が悪く、大半が削平されている。このため所属時期を決定するに十分な情報がな

い。所属時期不明と考えるべきであるが、埋没土中の資料に 28 があり、この資料は古墳時代Ⅴ

期から古代Ⅰ期（7 世紀代）に位置づけられる。

ＳＢ５８（第 153 図、第 191 図、第 202 図　ＰＬ 54）

位　置 ： ⅩⅦⅠ− 05、D − 25

検　出 ： 砂礫層上面にて方形状に広がる黒色土の落ち込みを確認した。形状から住居跡を想定し調査に入る。

規　模 ： 長軸 300cm ×短軸 314cm、深さ− 18cm、W6°N、隅丸方形。

埋　土 ： 2 層の堆積である。

構　造 ： 本跡の西側にカマド施設と考えられる焼土が確認できた。明瞭な袖部及び煙道は認められない。

焼土もわずかであり、燃焼状況も弱い。直下には浅い凹部があり、燃焼部の残骸か？周溝は確認

できない。床面は砂質土の平坦面であるが硬化は弱い。柱穴は 5 基確認した。Pit1・3・4 が主

柱穴であろうか。

遺物出土状況： 埋没土中より土器等の小破片が少量出土した。また床面より砥石が 1 点出土している。

遺　物 ： 第 191 図 29・30 はハケ調整の長胴甕。No.2 ほかの接合資料。胎土中にガラス質の微細片を混

入する。第 202 図 12 は砥石。砂岩材で No.5 の出土。

時　期 ： 不 明。埋没土の遺物も小破片のみで時期決定は難しい。長胴甕は胴部中央付近の張りがやや緩

む形態であり、埋没土中にも糸切り手法の須恵器坏 A 類がなく、1 点のみ坏 B 類の破片がある

ことを加味すれば、古代Ⅰ期（7 世紀後半代）を想定できるか。

ＳＢ５９（第 154 図、第 191 図　ＰＬ 55）

位　置 ： ⅩⅦＪ− 01

検　出 ： 砂礫層上面にて方形状に広がる黒色土の落ち込みを確認し、竪穴住居跡を想定して調査に入る。

規　模 ： 長軸 372cm ×短軸 408cm、深さ− 14cm、真北、隅丸方形。

埋　土 ： 2 層の堆積である。

構　造 ： 検出時点で埋没土の大半を失っており、特に北側では床面直上の調査となった。カマドは本跡の

北側にて確認した焼土から、その場所を認定したが、袖や煙道は確認できなかった。また燃焼部

の掘り込みも明瞭ではなかった。周溝は北側以外の各辺に確認できた。柱穴は 4 基を確認した。

Pit2 〜 4 が主柱穴か。床面は砂質土の平坦面であり、硬化は弱い。

遺物出土状況： 埋没土中より、土器の小破片が出土した。

遺　物 ： 第 191 図 31 は須恵器坏蓋。つまみ部は山形で外面 1/3 程度にケズリ成形痕を留める。返しは

やや丈が短く直に立つ。32・33 は須恵器坏 B 類。32 は口径 15.0cm、器高 4.9cm、高台は底部

外側につく。埋没土出土。33 は埋没土出土で、口径 12.8cm、器高 3.4cm が測られる。高台は

底部の外側に「ハ」の字状につく。34 は須恵器短頸壷。底部を欠失している。埋没土の出土。

35 はハケ調整の長胴甕。胎土中にガラス質の微細片を混入する。No.6 出土。

時　期 ： 須恵器坏蓋は返しが緩やかに立つ形態で、坏 B 類は高台径のやや大きなタイプである。時期の決

定は難しいが、埋没土中の須恵器坏類に糸切り離し手法が認められない点などを考慮すれば、古

代Ⅰ期からⅡ期（7 世紀後半〜 8 世紀前半）に相当してくるか。

ＳＢ６０（第 154 図、第 191 図　ＰＬ 55）

位　置 ： ⅩⅦ G − 20・25

検　出 ： 砂礫層上面にて小礫が集中し、かつ方形状に広がる黒色土の落ち込みを確認した。その形状から

竪穴住居跡もしくは大形の遺構を想定し調査に入る。
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規　模 ： 長軸 332cm ×短軸 324cm、深さ− 24cm、N27°W、隅丸方形か ?

埋　土 ： 黒褐色土の単純堆積である。

構　造 ： カマドは本跡北西側の辺に確認した。礫を芯材とした砂質土による袖の残骸と燃焼部である。燃

焼部には焼土が残り、凹凸のある掘り方を確認した。周溝及び柱穴は確認できなかった。床面は

砂質土による平坦面で硬化は認められない。

遺物出土状況： 埋没土中より、土器の破片が出土した。

遺　物 ：第 191 図 36 は須恵器坏Ａ類、ほぼ完形。No.1 の出土。底部回転糸切り離し手法。外面にはロ

クロ成形痕を留める。口径 12.7cm、器高 3.5cm、底部内径 6.5cm が測られる。

時　期 ： 本跡の所属を出土遺物から特定することは難しい。提示した須恵器坏の特徴から判断すれば、古

代Ⅳ期（9 世紀代）と考えることが可能か。

ＳＢ６１（第 154 図　ＰＬ 55）

位　置 ： ⅩⅦ G − 25

検　出 ： 基本土層（Ⅲ層）を掘削し砂礫層上面にて長方形状に広がる黒色土の落ち込みを確認した。落ち

込みの南側は調査区境の法面下に伸びており、調査できていない。竪穴住居跡もしくは大形の遺

構を想定し調査に入る。

規　模 ： 長軸 256cm ×短軸（158cm）、深さ− 10cm、N69°W、隅丸方形か ?

埋　土 ： 黒褐色土の単純堆積である。

構　造 ： カマドを想定できる焼土の集中が東側の辺近くにて検出できた。袖及び煙道部に関しては確認で

きなかった。また周溝及び柱穴も確認できていない。床面は砂質土による平坦面。

遺物出土状況：埋没土中より、土器の破片が少量出土した。

遺　物 ： 図示できる資料なし。

時　期 ： 不 明。

ＳＢ６２（第 155 図、第 192 図　ＰＬ 55，56，75）

位　置 ： ⅩⅦ E − 21、Ｊ− 01

検　出 ： 砂礫層上面にて方形状に広がる黒色土の落ち込みを確認、竪穴住居跡を想定し調査に入る。

規　模 ： 長軸 454cm ×短軸 398cm、深さ− 24cm、N10°W、方形。

埋　土 ： 2 層の堆積である。

構　造 ： 本跡の北側にカマドと考えられる焼土を検出した。燃焼部の左右には炭化物を含む凹部があり、

袖石の抜き取り痕とも考えられる。焼土と炭化物の分布内より拳大より大きな礫が３・4 点出土

した。周溝及び柱穴は確認できていない。床面は砂質土による平坦面で、部分的に硬化面が認め

られた。柱穴は３基確認できた。

遺物出土状況：カマド想定部付近より、土器の破片が出土した。

遺　物 ： 第 192 図 1 〜 3 は非ロクロ土師器の坏類で、ともに平丸底。1 は外面底部をケズリ成形し、体

部はナデ調整、内面はていねいにミガキ調整されている。口径 11.3cm、器高 4.2cm が測られる。

2 は 1 とほぼ同様な作りで、口径 11.4cm、器高 3.4cm が測られる。3 は No.2 の出土。4・5 は

高坏の脚部。4 は坏部が非常に薄い作りの例で、5 はやや厚みがあり脚はケズリ成形と細いハケ

調整がなされている。残念ながら口縁部等坏部を欠失している。6 はハケ調整の長胴甕、口縁部

破片。ロクロ目を強く残し、胎土内にガラス質の微細片を混入する。

時　期 ： 非ロクロ土師器の坏には、いずれも平底化が観られる。高坏は古代特有の形態的特徴があり、埋

没土中からは時期の判定できない須恵器坏類の小破片が少量出土している。土師器ハケ甕は胴が

あまり張らない形態であり、古代Ⅰ期〜Ⅱ期の初頭（7 世紀後半）ころが推定できる。
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ＳＢ６３（第 155 図、第 192 図、第 202 図　ＰＬ 56，75）

位　置 ： ⅩⅦ D − 25

検　出 ： 砂礫層上面にて広範囲に広がる黒色土の落ち込みを確認した。竪穴住居跡あるいは大形の遺構が

複数存在する可能性を考え、精査し土層観察用のトレンチを設定、調査に入る。結果、本跡の西

側に 1 軒（SB64）、東側に 1 軒（SB68）の住居跡の存在することが判明した。

規　模 ： 長軸 468cm ×短軸 442cm、深さ− 22cm、N166°W、隅丸方形。

埋　土 ： 2 層の堆積である。

構　造 ： 本跡は SB64 及び SB68 を破壊する。カマド、周溝、柱穴は確認できない。床面は粘土をブロッ

ク的に含む砂質土で貼り床の可能性が高い。

遺物出土状況：カマド想定部付近より、土器の破片が出土した。

遺　物 ： 第 192 図 7 は非ロクロ土師器の坏類。内面はていねいにミガキ調整し、外面はヘラケズリ成形

を留めている。黒色処理は消失してしまったか、肉眼では観察できない。No.10 の出土で、口径

15.8cm が測られる。8 は須恵器坏 A 類。底部はヘラ切り離し手法。口径 12.8cm、器高 3.1cm

が測られる。9 は非ロクロ土師器椀形の鉢。内外面、ていねいにミガキ調整仕上げされている。

口径 17.5cm、器高 7.1cm。No.1 の出土。均整のとれた作りでミガキもていねいな点からロクロ

成形の可能性もある。10 はハケ調整の小型甕。No.7 の出土。第 202 図 13 は砥石 1/2 残欠で、

掘り方から出土している。

時　期 ： 須恵器坏類はヘラ切り離し手法の古代型の須恵器が存在する。非ロクロ土師器の坏類も少なから

ずある。図示してないが、カマド 2 層より須恵器坏 B 類の底部小破片があることから、古代Ⅰ

期後半〜Ⅱ期（7 世紀終末）以降の可能性は高い。糸切り離し手法の須恵器坏 A 類の出土はない

が、第 192 図 8 の製作的特徴は古代Ⅲ期（8 世紀後半）ころと考えられる。この土器とロクロ

成形の可能性ある鉢が床面近くの出土例であることから、古代Ⅲ期（8 世紀後半）前後に位置づ

けることができるのか。

ＳＢ６４（第 156 図、第 192 図　ＰＬ 56，57，76）

位　置 ： ⅩⅦ D − 24・25

検　出 ： 砂礫層上面にて広範囲に広がる黒色土の落ち込みを確認した。竪穴住居跡あるいは大形の遺構が

複数存在する可能性を考え、精査し土層観察用のトレンチを設定、調査に入る。結果、本跡の東

側に 2 軒（SB63・SB68）の住居跡の存在することが判明した。本跡と SB63 の切り合い関係を

つかむことはできなかった。

規　模 ： 長軸 444cm ×短軸 376cm、深さ− 12cm、N25°E、隅丸方形。

埋　土 ： 2 層の堆積である。

構　造 ： 本跡の北側の壁付近にて焼土を確認した。袖や煙道部分は確認できなかったが、焼土下に、皿状

の掘り込み面を認め、これを燃焼部と判断した。周溝は確認できず、柱穴を 1 基のみ確認した。

床面はややしまりのある硬化面を認め、そこを床と判断した。

遺物出土状況：カマド想定部付近より、土器破片が出土した。

遺　物 ： 第 192 図 11 は黒色土器 A 類の坏、完形品。口径は 13.7cm、器高 4.7cm が測られる。外面は

ていねいにケズリ調整され、底部は平底。底径 7.2cm。12・13 はハケ調整の土師器長胴甕。

12 は No.1・No.2・No.3・No.16・No.18、埋没土出土の接合資料。13 は No.5・No.8・No.9・

No.11・No.14・No.16、埋没土出土の接合資料。

時　期 ： 本跡床面の焼土塊に近接して出土した黒色土器 A 類の存在とハケ調整の長胴甕の特徴から、古代
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Ⅲ期（8 世紀後半）以後と判断できる。このことから SB63 との新旧関係は本跡が新しい可能性

も考えられる。

ＳＢ６５（第 156 図、第 192 図　ＰＬ 57，76）

位　置 ： ⅩⅦＪ− 06、I − 10

検　出 ： 砂礫層上面にて方形状に広がる黒色土の落ち込みを確認した。規模と形状から竪穴住居跡を想定

し、調査に入る。

規　模 ： 長軸 484cm ×短軸 504cm、深さ− 40cm、E ６°N、隅丸方形。

埋　土 ： 3 層の堆積である。

構　造 ： 本跡西側の壁付近にて焼土を確認した。袖や煙道部分は確認できなかったが、焼土下に、皿状

の掘り込み面を認め、これを燃焼部と判断した。周溝は確認できなかった。柱穴は 14 基を確認

し、その内の 4 基（Pit2・Pit12・Pit10・Pit14）に配置上から主柱穴の可能性があるか。ただ

し Pit3 や Pit5、Pit4 や Pit11 など掘立柱建物跡とも考えられそうな配置もあり、14 基の性格は

判然としない。床面は砂礫の平坦面を認め、床として判断した。燃焼部には土坑 2 基（SK2404・

SK3041）が別に存在し、本跡を破壊するが、その性格は不明である。

遺物出土状況：カマド想定部付近より、土器破片が出土した。

遺　物 ： 第 192 図 14 は非ロクロ土師器の坏。底部は平底で体部下半をケズリ成形している。内面はミ

ガキと考えられるが風化が著しく観察できない。口径 14.2cm が測られ埋没土中の出土である。

15 は高坏の脚部破片。No.1 の出土。16 は須恵器坏蓋。つまみ部は欠損、体部外面は 1/2 以上

にケズリ成形痕を留める。返しは端部を強く外反する。埋没土出土。17 は須恵器坏 A 類。底部

ヘラケズリ手法で、口径 11.6cm、器高 3.1cm が測られる。埋没土出土。18 は土師器ハケ調整

の長胴甕。胎土中にガラス質の微細粒を混入する。埋没土中の出土。

時　期 ： 非ロクロ土師器の坏や高坏が主体。須恵器坏 A 類は深さのある箱形で、ヘラケズリ手法である。

これに須恵器坏蓋 B 類が伴うことから、本跡の所属時期は概ね古代Ⅰ期（7 世紀後半）ころと考

えられるか。

ＳＢ６６（第 157 図、第 192 図、第 203 図　ＰＬ 57，76，80）

位　置 ： ⅩⅦ H − 11・12・16・17

検　出 ： 砂礫層上面にて方形状に広がる黒色土の落ち込みを確認し、形状から住居跡を想定し調査に入る。

規　模 ： 長軸 480cm ×短軸 440cm、深さ− 20cm、N48°W、隅丸方形。

埋　土 ： 2 層の堆積である。

構　造 ： カマドは本跡西側に確認した。袖は確認できなかったが、煙道煙出し部分と考えられる掘り込み

があった。ただし SK2955 が重複して存在する箇所であり煙道の構造等はつかめていない。燃

焼部には灰と焼土が残存し、皿形の掘り込みがある。付近からは拳大の礫と灰（掻きだしか ?）

が認められた。幅 20cm から 30cm の周溝がほぼ全周している。柱穴は 6 基を確認した。床面

近くにて検出した土坑（SK3001 および SK3006）は、その配置から本跡に伴う主柱穴の可能性

が高いと考えられる。床面は砂礫混じりの平坦面で、特に硬化していない。

遺物出土状況：埋没土中より多量の土器破片が出土した。また床面より土製の紡錘車が 1 点出土した。

遺　物 ： 第 192 図 19 〜 21 は非ロクロ土師器の坏。19 は口縁部の小破片であり高坏の坏部の可能性も

ある。調整等は風化著しく観察できない。口径 12.0cm で埋没土中の出土である。20 及び 21

は口径が 13.8cm ほどで器高 5.5cm が測られる深い椀形である。22 は黒色土器 A 類の椀の底部

破片か ?　埋没土中の出土。23 は須恵器坏蓋。完形個体で宝珠は扁平、全体形はやや山形に盛
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り上がり、返しは小さく直。体部のケズリ調整は 1/2 程度か。No.2 の出土。24 はヘラ切り離し

手法の坏 A 類。外面にはロクロ調整痕を明瞭に留める。口径 14.0cm、器高は 4.0cm が測られる。

25 は内外面ハケ調整の後、ナデ仕上げされた甑。一孔式か？ No.5 の出土。26 は須恵器の短頸

壷の一括個体。明るい灰色系。体部過半は部分的に破片が欠落し接合できない。第 203 図 21

は土製紡錘車。No.4 出土。径 7.3cm、厚さ 3.5cm、195.5g。このほか、土師器甕 ? の胴部破片

を利用した円盤が 1 点ある。埋没土出土で 13.1g が量られる。

時　期 ： 非ロクロ土師器の坏類が主体を占め、これにヘラ切り離し手法の須恵器坏類が伴う。埋没土中に

坏 B 類底部破片はあるが、糸切り底の坏 A 類は存在しない。以上の点から古代Ⅰ期後半から古

代Ⅲ期（7 世紀終末から 8 世紀前半）ころと考えられる。

ＳＢ６７（第 158 図、第 193 図、第 205 図　ＰＬ 57，76）

位　置 ： ⅩⅦ E − 21・22

検　出 ： 砂礫層上面にて方形状に広がる黒色土の落ち込みを確認した。形状と規模から竪穴住居跡を想定

し調査に入る。

規　模 ： 長軸 540cm ×短軸 452cm、深さ− 16cm、真北、隅丸方形。

埋　土 ： 2 層の堆積である。

構　造 ： 明確にカマドと考えられる構築物は確認できなかった。北側の壁近くには焼土および炭化物の分

布があり、それがカマドを推定できる唯一のものである。袖や燃焼部等は施設として認められな

い。周溝は確認できなかった。柱穴は 6 基を確認したが主柱穴の判断はつかなかった。床面は

部分的に硬化した部分が認められた。

遺物出土状況：埋没土中より耳環 1 点が出土した。

遺　物 ： 第 193 図 1 は土師器長胴甕。内外面ともハケ調整。No.3 の出土。2 はハケ調整の後、全面をナ

デ仕上げした小形の甕形土器。第 205 図 10 は埋没土出土の銀環。

時　期 ： 不 明。

ＳＢ６８（第 157 図、第 193 図　ＰＬ 58，76）

位　置 ： ⅩⅦ D − 25、E − 21

検　出 ： 砂礫層上面にて広範囲に広がる黒色土の落ち込みを確認した。竪穴住居跡あるいは大形の遺構が

複数存在する可能性を考えて精査し、土層観察用のトレンチを設定、調査に入る。結果、本跡の

西側に 2 軒（SB63・SB64）、東側に 1 軒（SB62）の住居跡の存在することが判明した。

規　模 ： 長軸（416cm）×短軸（404cm）、深さ− 8cm、N79°W、隅丸方形。

埋　土 ： 2 層の堆積である。

構　造 ： 本跡は SB62 に東側を、SB63 に西側を破壊される。カマドは西側の SB63 に破壊された部分に

認められ、わずかながら燃焼部の焼土が残る。袖および煙道等は確認できなかった。また周溝も

認められない。床面はしまりのよい硬化面であり、これを除去した時点で柱穴 5 基を確認した。

Pit2・Pit3・Pit4 が本跡に伴う主柱穴と考えられるが、床下の検出である。

遺物出土状況：カマド想定部付近より、土器の破片が出土した。

遺　物 ： 第 193 図 3 は須恵器の𤭯または短頸壷の胴部破片。埋没土中の出土。4 は輪積み痕を明瞭に残

した小型甕。全体をハケ調整の後、ナデ仕上げしている。No.1 と No.2 の接合資料。

時　期 ： 出土遺物が十分でなく、本跡の所属時期を決めることは困難である。SB62（古代Ⅰ期）に本

跡は破壊されており、それよりも古いと判断できる。古墳時代Ⅴ期から古代Ⅰ期の前半相当（7

世紀前半）か。
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ＳＢ６９（第 158 図、第 193 図　ＰＬ 58，76）

位　置 ： ⅩⅦ H − 12・17

検　出 ： 砂礫層上面にて長方形状に広がる黒色土の落ち込みを確認した。南側は調査区外に及んでおり、

落ち込みラインは不明瞭であった。形状から竪穴住居跡を想定し調査に入る。

規　模 ： 長軸（328cm）×短軸（2724cm）、深さ− 24cm、隅丸方形か ?

埋　土 ： 検出時にすでに床面直上であり、堆積土層は黒褐色土の単純堆積を確認したのみ。

構　造 ： 本跡は SK2999、ST42 を破壊する。カマド及び周溝は確認できない。柱穴は 2 基を確認した。

本跡に伴う主柱穴であるか否かは不明である。床面は明確には確認できなかった。すでに検出レ

ベルが低かった可能性もある。

遺物出土状況：埋没土中より土器の小破片が出土。

遺　物 ： 第 193 図 5 は須恵器坏 A 類、糸切り離し手法で外面にはロクロ成形痕を明瞭に留める。口径

13.0cm、器高 3.8cm、底部内径 6.0cm が測られる。埋没土中の出土。6 は羽釜の口縁部破片か。

7 はナデ調整の土師器甕の口縁部破片。

時　期 ： 本跡の所属時期を決定することは難しい。埋没土中から出土した須恵器坏 A 類は糸切り手法であ

り、底部内径等の諸特徴から古代Ⅳ期に比定できる。また同じく埋没土中ではあるが、黒色土器

B 類の破片が 3 点あり、やはり古代Ⅲ期以降の所産である。これらのことから、本跡は古代Ⅲ期

あるいはⅣ期の可能性を考えることもできるか。

ＳＢ７０（第 159 図、第 193 図、第 202 図　ＰＬ 58，76）

位　置 ： ⅩⅦ E − 16

検　出 ： 砂礫層上面にて不整形に広がる黒色土の落ち込みを確認した。その広がりの様子から、竪穴状の

遺構が複数重複している可能性を予想し、平面の精査後に調査に入る。結果、SB71 との切り合

いを確認できた。本跡が SB71 に破壊される。

規　模 ： 長軸 492cm ×短軸 366cm、深さ− 8cm、W5°N、隅丸方形か ?

埋　土 ： 黒褐色土の単純堆積である。

構　造 ： 東側の壁中央近くに焼土を確認した。明瞭な掘り方、加熱を受けた地面の様子から、そこにカマ

ドが存在した可能性が高い。しかしながら、袖、煙道等の施設は認められなかった。周溝は南壁

から西壁にかけて確認できた。柱穴は 6 基があり、この内の 3 基（Pit1・2・4）は断面の形状・

深さが類似しているが、主柱穴か否かは配置からは判断できない。床面は明確ではなく、砂質土

の平坦面をそれと認定した。

遺物出土状況：埋没土中より土器破片が出土している。

遺　物 ： 第 193 図 8・9 は須恵器の坏 A 類。ともに底部ヘラ切り離し手法で、「×」様の記号があ

る。8 は箱形で口径 11.2cm、器高 4.0cm が測られる。No.3 と No.6 とカマド No.1 の接合

資料。9 は口径 13.1cm、器高 3.9cm、No.2 出土。10 は須恵器の坏蓋。つまみ部分を欠失す

る。体部外面は 1/2 程度回転ケズリ調整し、返しは直。やや軟質。11 は須恵器坏 B 類。口径

15.9cm 、器高 4.7cm が測られる。底部に「×」記号があり、胎土中には赤褐色の粒子を混じる。

高台は底部の外側に貼り付き平接地。12 は須恵器長頸壷の頸部。No.3・No.5・No.6・No.7

の接合資料。13・14 は土師器甕形土器。13 は底部破片、14 は口縁部の破片。15 は No.4 出

土の円筒形土器。外面は縦方向にミガキ・ナデ調整し、内面は横方向のハケ調整。第 202 図

14 は安山岩材の凹石で、径 1.0cm ほどの凹部が表面にひとつある。埋没土の下層より出土し

ている。
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時　期 ： 須恵器坏類はいずれもヘラ切り離し手法で、口径の小さな箱形例がカマドより出土している。須

恵器坏 B 類は口径の大きなものが組成し、坏蓋 B 類もある。以上の特徴から、古代Ⅰ期〜Ⅱ期（7

世紀終末〜 8 世紀前半）に推定可能か。

ＳＢ７１（第 159 図、第 193 図　ＰＬ 58，76）

位　置 ： ⅩⅦ E − 11・16

検　出 ： 砂礫層上面にて不整形に広がる黒色土の落ち込みを確認した。その広がりの様子から、竪穴状の

遺構が複数重複している可能性を予想し、平面の精査後、調査に入る。結果、SB70 との切り合

いが確認できた。本跡が SB70 を破壊する。

規　模 ： 長軸 516cm ×短軸 484cm、深さ− 28cm、N3°E、隅丸方形。

埋　土 ： 2 層の堆積である。

構　造 ： 北側の壁中央近くに焼土を確認した。明瞭な掘り方や加熱を受けた地面の様子から、そこにカマ

ドが存在した可能性が高い。袖、煙道等の施設は認められなかった。周溝は南壁から西壁にかけ

て、コーナー部分に確認できた。柱穴は 7 基があり、この内の 3 基（Pit1・3・4）が主柱穴で

ある可能性が高い。

遺物出土状況：カマド推定部より土師器の甕と坏類がまとまって出土した。

遺　物 ： 第 193 図 16 は古墳時代の有稜の坏類。口径 12.7cm が測られる。胎土中にはほとんど混入物

のない洗練された粘土で焼かれており搬入品と考えられる。17 と 18 は黒色土器 A 類と観られ

る。17 は底部にケズリ成形痕を留め、底部平底。風化著しく、ミガキ調整の様子は観察できな

いが、均整のとれた形態やその作りはロクロ成形と考えられる。No.2 の出土。18 は底部にケズ

リ成形痕を留める、口縁外面は強い横ナデで仕上げられている。内面の黒色処理はほとんど脱色

している。底径は 4.3cm と小さく、口径 14.3cm が測られる。Pit3 出土。19・20 は非ロクロ土

SB71 出土の土器集合
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師器の坏類。19 は平底で小ぶりの坏で、口径 9.4cm、器高 4.8cm。内面の黒色処理は脱色して

いる。No.2 の出土。20 は浅い皿形で、口径 12.7cm、器高 4.1cm が測られる。カマド No.12 出

土。21 と 22 は高坏形土器、同一の個体か？ 21 は No.9、Pit2 及びカマド No.2 ほかの接合資料。

22 は脚部の破片で Pit2 の出土。23 は甑の底部。内外面とも縦方向のていねいなミガキ調整が

ある。多孔式。24 と 25 は土師器の甕。24 はカマド内出土で No.2 出土。

時　期 ： 非ロクロ土師器の坏類があり、須恵器坏類は小破片ながら伴出、内面黒色処理された高坏形土器

が存在する。カマド周辺の遺物の特徴は、古代Ⅰ期相当と思われるが、北東壁に近い床面付近か

ら出土した第 193 図 17 及び Pit3 より出土した第 193 図 18 はロクロ使用の黒色土器 A 類の可

能性が高いので、それらが最も新しい遺物と判断できる。本跡が SB70 を破壊していたとの所見

があり、SB70 の所属年代（古代Ⅰ期後半）をさかのぼることはできない。したがって、本跡の

所属時期は古代Ⅱ期あるいは黒色土器 A 類の出現する古代Ⅲ期（8 世紀後半）以後と考えておく

べきである。

ＳＢ７２（第 160 図、第 194 図　ＰＬ 59，77）

位　置 ： ⅩⅦ E − 16・17・21・22

検　出 ： 砂礫層上面にて方形状に広がる黒色土の落ち込みを確認し、竪穴住居跡を想定して調査に入る。

規　模 ： 長軸 376cm ×短軸 408cm、深さ− 26cm、真北、隅丸方形。

埋　土 ： 2 層の堆積である。

構　造 ： 北側の壁中央近くに焼土と土器の集中を確認した。掘り方も明瞭であることから、カマド燃焼部

と推定した。袖、煙道等の施設さらに周溝、柱穴は確認できなかった。

遺物出土状況：カマド燃焼部の上部より、円筒形土器破片が一括出土した。

遺　物 ： 第 194 図 1 は円筒形土器。内面には明瞭な輪積み痕が残り、外面は縦方向の細かなハケ調整が

観られる。2 は多孔式の甑で完形品。口縁部外面は強い横ナデにより仕上げられている。口径

18.0cm、器高 10.0cm が測られる。

時　期 ： 所属時期を決定するには出土遺物が十分ではない。多孔式の甑の存在から古代Ⅰ期相当の可能性

が高く、埋没土の下層から須恵器坏 B 類の小破片 2 点があることを加味し、古代Ⅰ期後半〜Ⅱ期（7

世紀終末）ころと推定できるか。

SB72 出土の土器（甑と円筒形土器）
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ＳＢ７３（第 161 図、第 194 図、第 202 図　ＰＬ 59，77）

位　置 ： ⅩⅦ E − 17・22・23

検　出 ： 砂礫層上面にて不整形に広がる黒色土の落ち込みを確認した。規模が大きく、竪穴住居跡または

大形の遺構を想定し精査する。結果、方形状に広がる落ち込みは、遺構 3 基が重複するものと

判断できた。その形状から竪穴住居跡を想定し、埋没土の土層差から SB73、SB74、SB75 を仮

称し調査に入る。

規　模 ： 長軸 516cm ×短軸 568cm、深さ− 16cm、N17°E、隅丸方形。

埋　土 ： 黒褐色土の単純堆積である。

構　造 ： カマドは本跡の北側壁中央付近に確認できた。焼土および灰の分布をそれと認めたが、袖及び煙

道等の施設は確認できなかった。焼土の両側には袖部芯材の抜き取り痕と考えられる凹みが認め

られた。また焼土下には皿状の掘り込み面があり、燃焼施設と考えられる。検出当初、本跡が

最も新しいと判断したが、床面を精査したところ、本跡の硬化面が SB74 のところまでで、断ち

切られた状況が見られたため、本跡を SB74 が破壊すると結論づけた。柱穴は 8 基（床下から 3

基 Pit6 〜 Pit8）を確認したが、主柱穴はその配置からは判断できない。

遺物出土状況：埋没土中より土器破片が出土した。カマドの西側に甕形土器が一括して出土した。

遺　物 ： 第 194 図 3 は古墳時代の有稜の坏、口縁部破片。体部外面はケズリ成形し、内面はケズリ後、

ていねいにナデ調整されている。口径 11.6cm、器高 4.3cm が測られる。No.5 出土。4 〜 7 は

非ロクロ土師器の坏類。4 と 5 はともに口縁部が内傾気味に直立し、底部丸底の坏 B 類で、体

部下半はケズリ成形し、内面はていねいにミガキ調整された内黒。4・5 ともに No.4 出土。4 は

口径 10.5cm、器高 3.8cm、5 は口径 11.8cm、器高 4.8cm が測られる。6 は内面ていねいにミ

ガキ調整した内黒で丸底。No.4 出土。7 は底部が平底化した形態で底部には「−」記号がある。

口径 10.5cm、底径 5.6cm が測られる。8 は須恵器坏蓋あるいは坏身か。内外面とも回転ナデ調

SB73 出土の土器集合
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整され、天井部はやや平坦で、坏身の底部を思わせる形状である。9 はハケ調整の土師器長胴甕。

胎土中にはガラス質の微細片を混入する。No.2 の出土。10 〜 12 は内外面ミガキ調整された球

胴の甕形土器。10 は小形例で No.5 の出土。11 は No.7 の出土、12 は No.1 の出土。第 202 図

15 〜 17 は Pit7 より一括して出土した磨石。15 は安山岩材で表面及び側面にアバタ状の凹部が

ある。16 と 17 は片面に摩耗面が観られる。

時　期 ： 古墳時代Ⅴ期。

ＳＢ７４（第 161 図、第 194 図、第 203 図　ＰＬ 59）

位　置 ： ⅩⅦ E − 22、J − 02

検　出 ： 砂礫層上面にて不整形に広がる黒色土の落ち込みを確認した。規模が大きく、竪穴住居跡また

は大形の遺構を想定し精査する。結果、方形状に広がる落ち込みは、遺構 3 基が重複するもの

と判断できた。埋没土の土層差から SB73、SB74、SB75 を仮称し調査に入ったところ、本跡が

SB73 を破壊していることが確認できた。

規　模 ： 長軸 358cm ×短軸 336cm、深さ− 16cm、W9°N、隅丸方形。

埋　土 ： 黒褐色土の単純堆積である。

構　造 ： カマドは東側の壁中央付近にて検出した焼土部分とした。袖及び煙道、燃焼部掘り込み等の施設

は確認できなかった。カマド周辺部の床面は硬化があり、焼土粒子が散在して認められた。柱穴

は 1 基を床下にて確認したが、性格は不明。

遺物出土状況：埋没土中より土器破片が出土した。

遺　物 ： 第 194 図 13 は須恵器の長頸壷の底部破片。第 203 図 22 は黒色土器 B 類で蓋のつまみ部分に

似るが、つまみ部は空洞で壷形のようである。器種は推定できない。検出面の出土である。

時　期 ： SB73 を本跡が破壊することから、それの所属時期である古墳時代Ⅴ期よりも新しいと判断でき

るが、厳密に所属時期を特定できない。

ＳＢ７５（第 160 図、第 194 図　ＰＬ 60，77）

位　置 ： ⅩⅦ E − 22・23

検　出 ： 砂礫層上面にて不整形に広がる黒色土の落ち込みを確認した。規模が大きく、竪穴住居跡または

大形の遺構を想定し精査する。結果、方形状に広がる落ち込みは、遺構 3 基が重複するものと判

断できた。埋没土の土層差から SB73、SB74、SB75 を仮称し調査に入る。3 軒のうち、堆積土層

の観察から本跡が最も新しいと考えられ、SB74 そして SB73 と時代が古くなることが予想できた。

規　模 ： 長軸 508cm ×短軸（500cm）、深さ− 18cm、W1°N、隅丸方形。

埋　土 ： 黒褐色土の単純堆積である。

構　造 ： 検出面がすでに床面に近い状態であった。カマドは東側の壁中央付近の焼土部分を認定した。袖

及び煙道、燃焼部掘り込み等の施設は確認できなかった。煙道が設置されたと考えられる部分は

不明瞭で、崩落後の状態を確認できなかったことによるか。柱穴は 1 基を南側壁付近で確認し

たが、性格は不明。確認状況では上位からの掘り込み、土坑の可能性を所見とする。

遺物出土状況：埋没土中より土器破片が出土し、須恵器の破片が目立つ。

遺　物 ： 第194図14は黒色土器A類の坏。内面ていねいにミガキ調整した内黒。底部は平底でケズリ調整。

口径 11.8cm、器高 4.4cm、底部径 4.4cm を測る。No.2 出土。15 は黒色土器 A 類の鉢もしくは坏。

口縁部は大部分を欠損する。底部はケズリ調整。口径 19.0cm、器高 6.7cm、底部径 6.0cm が測

られる。No.3 出土。16 は須恵器の坏 A 類。口径 13.2cm、器高 4.0cm、底部内径は 5.5cm が測

られる。No.1 の出土。
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時　期 ： 須恵器と黒色土器 A 類が主体を占める。須恵器坏 A 類は、糸切り離し手法でヘラ切り手法の破

片は確認できない。坏 A の底部内径が 5.5cm ほどであることから、概ね古代Ⅳ期（9 世紀前半）

に該当すると考えられる。しかし灰釉陶器の出土はみられないが、埋没土中から土師器坏の可能

性ある口縁部破片資料が 2 点出土しており、それの出現する古代Ⅴ期（9 世紀後半）までの時間

幅は考慮しておくべきか。

ＳＢ７６（第 150 図、第 151 図、第 194 図、第 205 図　ＰＬ 60，77）

位　置 ： ⅩⅦ J − 8

検　出 ： 砂礫層上面にて不整形に広がる黒色土の落ち込みを確認した。その規模、形状から、住居跡等の

大形遺構が複数存在する可能性を認め精査に入る。しかしながら、平面精査では落ち込み部分の

形状（遺構のプラン）をつかむことはできず、トレンチを設定し、土層断面より確認に入る。結

果、本跡のほか 4 軒（SB52・SB53・SB54・SB76）の切り合いを確認した。SB52 〜 SB54 を調

査した後、本跡の調査に入る。

規　模 ： 長軸（224cm）×短軸 394cm、深さ− 10cm、隅丸方形 ?

埋　土 ： 黒褐色土の単純堆積である。

構　造 ： カマドは東側の辺、中央部分にて確認できた、袖部は粘質土により構築され、左右の袖部に焼土

が認められる。火床と考えられる部位には焼土等は確認できなかった。左袖部に柱穴 1 基が認

められたほか、計 5 基の柱穴を確認した。床面に硬化面を確認できない。また南壁と東壁には

SB54 同様に、大形の礫で壁を押えるような構築がなされていた。

遺物出土状況：埋没土中から多くの遺物が出土し、土師器坏の破片も少量ながら存在する。またカマド埋

没土中から小破片ながら黒色土器 B 類の出土がある。

遺　物 ： 第 194 図 17 は黒色土器 A 類の坏、ほぼ完形個体。No.6 の出土。浅い形態で皿形に近い。口径

12.6cm、器高 3.1cm、底部径 5.5cm が測られる。18 は須恵器坏。回転糸切り離し後にナデ調整。

口径 13.8cm、器高 4.0cm。調査時は Pit1 出土として取り上げた資料だが、その所属時期は古代

Ⅲ期と考えられる。19 は黒色土器Ａ類の椀もしくは盤か。口径 15.4cm、器高 6.0cm が測られる。

No.5 の出土。20 は灰釉陶器の壷口縁部破片。21 はハケ調整の土師器甕、口縁部破片。第 205

図 9 は針状の鉄製品。

時　期 ： 食膳具の中心は黒色土器となり、カマド内から黒色土器 B 類の出土もある。埋没土中ではあるが、

土師器坏類や灰釉陶器の破片の出土もあり、本跡の所属時期は概ね古代Ⅴ期（9 世紀後半）ころ

と考えられる。

ＳＢ７７（第 150 図、第 151 図、第 194 図　ＰＬ 60）

位　置 ： ⅩⅦ J − 03・08

検　出 ： 砂礫層上面にて不整形に広がる黒色土の落ち込みを確認した。その規模、形状から、住居跡等の

大形遺構が複数存在する可能性を認め精査に入る。しかしながら、平面精査では落ち込み部分の

形状（遺構のプラン）をつかむことはできず、トレンチを設定し、土層断面より確認に入る。結

果、本跡のほか 4 軒（SB52・SB53・SB54・SB76）の切り合いを確認した。SB52 〜 SB54 を調

査し、SB76 の調査に入るが、調査中に本跡との重複を認め、別遺構として調査を行う。

規　模 ： 長軸（290cm）×短軸 360cm、深さ− 9cm、隅丸方形 ?

埋　土 ： 黒褐色土の単純堆積である。

構　造 ： カマドは認められないが、北側の辺付近の床面より焼土の集中分布を確認した。硬化した状況か

ら、そこがカマド火床と考えられる。袖部及び煙道部は確認できていない。周溝はない。柱穴 1
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基と左コーナー側に大形土坑 1 基（70cm × 55cm，深さ− 15cm）を確認した。床は黒褐色土で、

硬化は認められない。

遺物出土状況：検出面から埋没土上層にて、多くの遺物が出土した。

遺　物 ： 第 194 図 22 は須恵器坏 A 類、回転糸切り離し手法で、外面にはロクロ成形痕を明瞭に留める。

口径 12.3cm、器高 4.0cm、底部内径 5.8cm が測られる。カマド直下ほかの接合資料。23 はケ

ズリ調整の土師器甕形土器の口縁部破片。Pit1 出土。24 はハケ調整の甕、口縁部破片。No.1 出土。

時　期 ： カマド直下より出土した須恵器坏の特徴は、古代Ⅲ期の後半（8 世紀末）〜Ⅳ期（9 世紀前半）

ころと判断できる。ほかの住居跡との切り合い関係から、本跡が最も古いと考えられ、SB53（古

代Ⅴ期，9 世紀前半）よりは古い構築時期と判断できるか。

ＳＢ７８（第 162 図、第 205 図　ＰＬ 60）

位　置 ： ⅩⅦ J − 07・08

検　出 ： SB53 調査時に床面にて別の落ち込みラインを認めた。SB76 と SB77 を調査時にも、その落ち込

みに関連すると考えられる落ち込みラインを確認。それら重複した住居跡を調査した後、本跡の

調査を行う。

規　模 ： 長軸（632cm）×短軸（496cm）、深さ− 18cm、N4°W、隅丸方形か ?

埋　土 ： 黒褐色土の単純堆積である。

構　造 ： カマドは北側の辺の中央部にて検出した。袖部は確認できず、火床と煙道部がある。火床には明

瞭な焼土跡が残る。周溝は確認できず、柱穴 1 基と大形の土坑 2 基が認められた。

遺物出土状況：カマド周辺部から、土器片が多く出土した。

遺　物 ： 埋没土を中心に黒色土器 A 類ほか、土器小破片が出土している。

時　期 ： 不明。重複した別の住居跡との切り合い関係を明確にすることはできなかったが、別の住居跡を

確認中に本跡の落ち込みラインを確認していることから、最も新しい住居跡の可能性もある。

②掘立柱建物跡（ＳＴ）

ＳＴ０１（第 163 図　ＰＬ 61）

位　置 ： ⅩⅨ B − 07・12

検　出 ： Ⅳ層上面で、平面形の整った土坑群を検出したが、その配列より掘立柱建物跡と判断した。

規　模 ： 柱穴の配置は 3 間（186cm・148cm・186cm）× 2 間（228cm・258cm）の 10 本柱であり、

主軸は N10°W、桁行 520cm、梁間 486cm の寸法を測り、床面積 25.27 ㎡である。柱穴は深

く明瞭な掘り込みである。

重複関係：Pit9（旧 SK29）は SK56 に切られる。

埋　土 ： 基本土層Ⅲ層を基調とする黒褐色粘質土を埋土とする。この埋土に褐灰色土のブロックを含むも

のもある。柱穴内より巨礫の出土がある。

遺　物 ：柱穴の埋没土中より須恵器坏類、非ロクロ土師器の坏類等の破片が出土している。

時　期 ：須恵器坏類にはヘラ切り離し手法を中心に糸切り離し手法も伴う。古墳時代Ⅴ期以降と考えられる。

ＳＴ０２（第 163 図、第 195 図　ＰＬ 61，77）

位　置 ： ⅩⅨ G − 07・08・12・13 

検　出 ： 基本層序Ⅳ層中で土坑群を検出したが、平面状の規則性より掘立柱建物跡と判断した。

規　模 ： 柱穴の配置は 3 間（210cm・206cm・188cm）× 3 間（190cm・172cm・174cm）の 11 本柱

と考えられるが 2 本を欠く。主軸は N25°W、桁行 604cm、梁間 536cm の寸法を測り、床面

積 32.37 ㎡である。いずれの柱穴も深く明瞭な掘り込みである。

第２章　発掘調査の概要
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重複関係：南西隅は SB08 により切られる。Pit6（SK255）と Pit11（SK245）は切り合い関係がある。

埋　土 ： 基本層序Ⅲ層を基調とする黒褐色粘質土。Pit6（SK255）は細粒砂混じりである。

遺　物 ：第 195 図 1 は須恵器坏 B 類の底部。高台は角頭状でやや内設置型。高台径は 8.0cm が測られる。

底部に「×」記号がある。

時　期 ：坏 B 類の製作の特徴から古代Ⅲ期〜Ⅳ期（8 世紀後半〜 9 世紀前半）ころと考えられるが、埋没

土 1 層の出土であり、混入の可能性もある。SB08 と切り合い関係があり、新旧は調査所見とし

て得られていないが、古代Ⅳ期と考えることもできる。

ＳＴ０３（第 164 図　ＰＬ 61）

位　置 ： ⅩⅨ G − 08・13・14

検　出 ： 基本層序Ⅳ層中で土坑群を検出したが、平面形の規則性より掘立柱建物跡と判断した。

規　模 ： 柱穴の配置は 2 間（216cm・196cm）× 1 間（390cm）の 6 本柱であり、主軸は N25°W、桁行

412cm、梁間 390cm の寸法を測り、床面積は 16.07 ㎡である、柱穴は深く明瞭な掘り込みである。

重複関係：なし

埋　土 ： 基本層序Ⅲ層を基調とする黒褐色粘質土。

遺　物 ：須恵器坏類の破片が中心に出土している。

時　期 ： 糸切り離し手法の須恵器坏類を中心とする。黒色土器 A 類の坏破片が 1 点出土していることから、

それの出現する古代Ⅲ期（8 世紀後半）以降の可能性が高い。西側に ST02 が、南側は SB12 が

隣接する。その距離からみて時期差があると考えられる。

ＳＴ０４（第 164 図、第 195 図　ＰＬ 61，77）

位　置 ： ⅩⅦ E − 24、J − 04

検　出 ： 古代遺構検出面において、黒褐色土の円形の落ち込みを検出した。規模は小さいが、規則的な配

列から掘立柱建物跡を想定し、調査を行った。

重複関係：ST05 と重複関係にある。新旧関係は不明であるが、ST05 より古い可能性がある。また Pit4

には切り合い関係がある。

規　模 ： 柱穴の配置は 2 間（160cm・182cm）× 1 間（252cm）の 6 本柱であり、主軸は N16°W、桁

行 342cm、梁間 252cm の寸法を測り、床面積 8.62 ㎡である。

埋　土 ： 黒色粘土の単層。

遺　物 ：第 195 図 2 は土師器椀の完形個体。口径 13.3cm、器高 4.7cm、高台径 7.0cm。内外面とも風

化著しく調整は観察できない。胎土にφ 2mm の赤褐色粒子を混入する。

時　期 ：土師器椀の存在から古代Ⅴ期（9 世紀後半）以降と判断できる。

ＳＴ０５（第 165 図　ＰＬ 61）

位　置 ： ⅩⅦ E − 24、J − 04

検　出 ： 古代遺構検出面において、黒褐色土の円形の落ち込みを検出した。規則的な配列から掘立柱建物

跡を想定し調査を行った。ただし西側は、今回の調査区外にあり全体は不明である。

重複関係：ST04 と重複関係にある。新旧関係は不明だが ST04 より新しい可能性がある。

規　模 ： 柱穴の配置は 2 間（160cm・202cm）× 1 間（260cm）の 6 本柱のうち 3 本を検出、3 本は壁

の断面で確認した。主軸は N18°W、桁行 362cm、梁間 260cm の寸法を測り、床面積 9.41 ㎡

である。いずれの柱穴も規模が約 100cm × 85cm、深さ約 40cm の明瞭な落ち込みである。

埋　土 ： 黒褐色粘質土。

遺　物 ：Pit1 〜 Pit3 より黒色土器 A 類と考えられる土器破片が出土している。須恵器坏類の破片が最も多い。

時　期 ：出土遺物から、古代Ⅲ期以降と考えられるか。

第４節　東條遺跡の調査
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ＳＴ０６（第 165 図、第 195 図、第 203 図、第 205 図　ＰＬ 61，62，77，80）

位　置 ： ⅩⅨ F − 01

検　出 ： SB21・ SB28 の検出時に平石を数基確認し、出土位置から礎石建物跡を想定し調査。礎石の上部

及び下部に掘り方等は検出できなかった。

重複関係：SB21、SB28、SB29 より新しい。

規　模 ： 礎石の配置は 2 間（252cm・144cm）× 2 間（88cm・80cm）の総柱の可能性もあるが、6 つ

の礎石が確認されたのみである。主軸は N24°W、桁行 400cm、梁間 220cm の寸法を測り、床

面積 8.8 ㎡である。

遺　物 ： 第 195 図 3 は Pit2 出土の須恵器坏 A 類 1/2 個体。底部糸切り離し手法で、口径 13.2cm、底部

内径 7.5cm が測られる。軟質須恵器。4 は Pit1 出土の須恵器坏 B 類 1/5 個体底部を欠失する。

口径 12.1cm が測られる。第 205 図 12 は鉄斧。第 203 図 23 はおちょこ形のミニチュア土器。

手づくねで、口径 4.0cm、器高 2.5cm が測られる。No.1 の出土。24 は土製紡錘車。径 7.6cm、

厚さ 2.3cm、重さ 177g。

時　期 ：礎石立ちの建物で、Pit2 より出土した須恵器坏 A 類の特徴から古代Ⅲ期（8 世紀後半）の可能性

もあるが、調査所見で SB21（古代Ⅳ期相当）を破壊すると判断されており、それよりも新しい

古代Ⅴ期（9 世紀後半）以降と判断できる。

ＳＴ０７（第 166 図、第 195 図、第 203 図）

位　置 ： ⅩⅦ E − 20・24・25

検　出 ： 東西方向に掘削した試掘トレンチ内を精査したところ柱状の落ち込み部分を認めた。トレンチ以外

は砂礫層面にて円形状の落ち込み、さらに SB17 検出面にて同様の落ち込みを確認した。

重複関係：SB16、SB17、SB20 より新しい。

規　模 ： 柱穴の配置は 3 間（214cm・240cm・230cm）× 2 間（232cm・204cm）の総柱の可能性もあ

るが、10 本の柱が検出されたのみ。主軸は N68°E、桁行 684cm、梁間 436cm の寸法を測り、

床面積 29.82 ㎡である。

埋　土 ： 黒褐色粘質土を主とする。

遺　物 ：第 195 図 5 は Pit4 出土の須恵器坏 A 類の 1/5 程度の破片。外面には特徴的なロクロ成形痕を

留める。ヘラ切り離し後にナデ調整。口径 12.4cm が測られる。第 203 図 25 は羽口の破片。

時　期 ：須恵器の特徴は古代Ⅲ期（8 世紀後半）ころと考えられる。しかしながら、SB16（古代Ⅰ期）、

SB17（古代Ⅱ期）、SB20（古代Ⅱ期）を破壊するとの所見があり、古代Ⅲ期よりも新しい可能

性が高い。古代Ⅳ期（9 世紀前半）以降なのか。

ＳＴ０８（第 166 図）

位　置 ： ⅩⅦ E − 24・25

検　出 ： SB17 の埋土掘り下げ時に検出した。柱穴の形状と規模が ST07 の柱穴とほぼ同様で位置も近い

ことから、単独の土坑ではないと推定し、位置関係から 2 基のみであるが、ST と判断した。

重複関係：SB17 より新しい。

規　模 ： 柱心間の距離は 180cm、方向は N65°E である。確認されたのは 2 基のみであるが、対になる

柱穴が存在した可能性もある。ST07 の建替えも予想される。

埋　土 ： 黒褐色土を主とする。

遺　物 ：土師器甕の小破片が出土。

時　期 ：不 明。
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ＳＴ０９（第 167 図　ＰＬ 62）

位　置 ： ⅩⅦ E − 15・20、ⅩⅨ A − 11

検　出 ： SB30 を検出し、埋土の掘り下げ時に、明らかに住居跡の埋土と異なる非常に柔らかい部分があり、

形状、規模から ST とした。

重複関係：SB30、SB31、SB32 より新しい。Pit2 は土坑として単独に重複関係がある。

規　模 ： 柱穴の配置は 4 間（150cm・170cm・150cm・142cm）× 3 間（134cm・204cm・70cm）で

総柱建物跡の可能性があるが、柱穴は 14 本検出されたのみである。試掘トレンチで破壊され

てしまった可能性がある。主軸は N52°E、桁行 476cm、梁間 412cm の寸法を測り、床面積は

19.61 ㎡である。

埋　土 ： 黒〜黒褐色土を主とする。

遺　物 ：Pit2 と Pit7 より黒色土器 A 類の破片が出土し、Pit9 にはさらに黒色土器 B 類の皿破片の出土がある。

時　期 ：古代Ⅳ期（9 世紀後半）以降と考えられるか。

ＳＴ１０（第 167 図）

位　置 ： ⅩⅦ E − 14・19・20

検　出 ： SB16 の検出時において、SK も同時に検出した。形状、規模から 9 基を ST10 の柱穴と認定した。

重複関係：SB16 や SB23 より新しい。

規　模 ： 柱穴の配置は 3 間（4 間）（96cm・196cm・184cm）× 1 間（412cm）である。主軸は N52°E、

桁行 476cm、梁間 412cm の寸法を測り、床面積 19.61 ㎡である。

埋　土 ： 黒褐色土の単純堆積。

遺　物 ：出土遺物なし。

時　期 ：不明だが、SB16 及び SB23 より新しいことから、古代Ⅱ期以降と判断できる。

ＳＴ１１（第 168 図、第 202 図　ＰＬ 80）

位　置 ： ⅩⅦ E − 14・19

検　出 ： SB16 の検出時において土坑も同時に検出した。形状、規模から 7 基を ST11 の柱穴と認定した。

なお Pit2 は旧 SK477 である。

重複関係：SB16 や SB23 より新しい。

規　模 ： 柱穴の配置は 2 間（3 間）（160cm・250cm）× 1 間（344cm）のである。主軸は N10°W、桁

行 410cm、梁間 344cm の寸法を測り、床面積 14.1 ㎡である。

埋　土 ： 黒〜黒褐色土。

遺　物 ： 第 202 図 19 は溶岩のくぼみ石で Pit2 の出土。凹部は底部まで貫通している。19.5cm ×

18.5cm × 12.6cm、2350g。

時　期 ：不明だが、SB16 及び SB23 より新しいことから、古代Ⅱ期以降と判断できる。

ＳＴ１５（第 104 図、第 107 図）

位　置 ： ⅩⅦ H − 03・08

検　出 ： 基本層序Ⅷ層を掘削後、古代検出面において遺構検出を行ったところ、円形状の複数の落ち込み

を検出した。建物跡を想定し ST15Pit1 〜 Pit3 をつけたが、規則的な配置な見られなかった。

規　模 ：柱穴の配置は 1 間× 1 間（115cm × 115cm）か。

埋　土 ： 黒色粘土。

遺　物 ： 出土遺物なし。

時　期 ： 不 明。
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ＳＴ１６（第 107 図）

位　置 ：ⅩⅦ H − 08・13

検　出 ： 古代検出面において遺構検出を行ったところ、複数の落ち込みを検出した。建物跡を想定し

ST16Pit1 〜 Pit3 をつけたが、規則的な配置な見られなかった。

重複関係：ST43 と切り合うと考えられるが、出土遺物では ST43 が古い。

規　模 ：柱穴の配置は 1 間× 1 間（125cm × 90cm）か。

埋　土 ： 黒色粘土。

遺　物 ： 柱穴内より須恵器坏 A 類及び B 類の破片が出土しているほか、Pit3 より灰釉陶器椀の小破片ある。

時　期 ： 灰釉陶器の出現する古代Ⅳ期（9 世紀前半）以降と考えられるが、隣接する SB35 が古代Ⅳ期で

あり、同時存在はしないか。

ＳＴ１７（第 168 図、第 195 図　ＰＬ 62，77）

位　置 ： ⅩⅦ H − 13・14

検　出 ： 基本層序Ⅷ層を掘削後、遺構検出を行ったところ、円形の複数の落ち込みを検出した。掘立建物

跡を想定し、それぞれの配置から ST17 を想定した。

重複関係：ST20 と重複関係にあるが切り合いは認められないため、新旧関係は不明である。

規　模 ： 柱穴の配置は 2 間（144cm・100cm）× 1 間（250cm）の 6 本柱のうち 5 本を検出した。主軸

は N42°W、桁行 244cm、梁間 250cm の寸法を測り、床面積 6.1 ㎡である。

埋　土 ： 黒色粘土。

遺　物 ：第 195 図 6 は Pit1 出土の須恵器坏 B 類の底部破片。高台は外接地型。ほかに Pit1 から須恵器

坏 A 類の底部が出土している。ヘラ切り離し手法である。

時　期 ：須恵器の特徴は、古代Ⅱ期〜Ⅲ期（8 世紀代）と考えられ、それ以後の構築の可能性が高い。

ＳＴ１８（第 168 図、第 195 図　ＰＬ 62，77）

位　置 ： ⅩⅦ H − 13

検　出 ： 基本層序Ⅷ層を掘削後、遺構検出を行ったところ、円形の落ち込みを複数検出した。建物跡を想

定し、3 基のみであるが形状や規模から ST18 を想定した。

重複関係：Pit1 は SK705 と重複するが新旧関係は不明である。SK2965 より新しい。

規　模 ： 柱心間の距離は、154cm・146cm、方向は N50°W である。対になる柱穴はない。

埋　土 ： 黒色粘土。

遺　物 ： 埋没土中からは糸切り離し手法の須恵器坏類を中心に出土している。黒色土器の出土はない。 

第 195 図 7 は Pit1 出土の須恵器坏 A 類の 1/5 程度の口縁部破片。軟質で内面にはカキメ状に

ロクロ調整痕を留める。

時　期 ：須恵器の特徴から古代Ⅳ期ころと考えられるが、黒色土器の出土がないため、時期決定は不明。

ＳＴ１９（第 107 図）

位　置 ：ⅩⅦ H − 13・18

検　出 ： 古代検出面において遺構検出を行ったところ、円形状の複数の落ち込みを検出した。建物跡を想

定し ST19Pit1 〜 Pit4 をつけたが、規則的な配置な見られなかった。

規　模 ： 柱穴の配置は不明。柱穴が一列に並ぶ（東から 65cm・150cm・115cm が測られる ）。

埋　土 ： 黒色〜褐灰色粘土。

遺　物 ： 出土遺物なし。

時　期 ： 隣接する ST20 とほぼ同方向に並ぶ点から、それと同時期の古代Ⅳ期（9 世紀前半）ころか。
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ＳＴ２０（第 169 図）

位　置 ： ⅩⅦ H − 09・13・14

検　出 ： 基本層序Ⅷ層を掘削後、遺構検出を行ったところ、円形の複数の落ち込みを検出した。建物跡を

想定し ST20 とした。

重複関係：ST17 と重複関係にある。新旧関係は不明である。Pit6 は土坑として単独の重複関係がある。

規　模 ： 柱穴の配置は 3 間（188cm・184cm・188cm）× 1 間（358cm）の 8 本柱で、この内の 6

本を検出した。主軸は N44°E、桁行 560cm、梁間 358cm の寸法を測り、床面積 19.94 ㎡で

ある。

埋　土 ： 黒色粘土。

遺　物 ：埋没土中より、須恵器坏類と土師器甕類の破片が出土している。

時　期 ：不 明。

ＳＴ２７（第 169 図　ＰＬ 62）

位　置 ： ⅩⅦ C − 18・23

検　出 ： 古代検出面の砂礫層において円形の複数の落ち込みを検出した。形状や位置関係より建物跡を想

定し ST27 とした。

重複関係：なし。

規　模 ：柱穴の配置は 2 間（238cm・216cm）× 1 間（430cm）の 6 本柱である。主軸は N70°W、桁

行 454cm、梁間 430cm の寸法を測り、床面積 19.52 ㎡である。いずれの柱穴も深く明瞭な掘

り込みである。

埋　土 ： 黒色土。

遺　物 ： Pit1 より鉢の破片が 2 点、Pit4 からは土師器甕の破片が 1 点出土している。

時　期 ：不 明。

ＳＴ３１（第 170 図　ＰＬ 62）

位　置 ： ⅩⅦ C − 17・18・22・23

検　出 ： 古代検出面の砂礫層において円形の複数の落ち込みを検出した。形状や位置関係より建物跡を想

定し ST31 とした。

重複関係：Pit6、Pit7 はかく乱によって破壊されている。

規　模 ： 柱穴の配置は 4 間（120cm・152cm・126cm・150cm）× 2 間（200cm・208cm）の 12 本

柱のうち 11 本を検出した。桁行 556cm、梁間 410cm の寸法を測り、主軸は N34°E、床面積

22.8 ㎡である。いずれの柱穴も深く明瞭な掘り込みである。

埋　土 ： 黒色土。

遺　物 ：Pit8 と Pit10 から非ロクロ土師器の坏類の破片がある。

時　期 ：出土土器から、古墳時代Ⅴ期〜古代Ⅰ期ころと判断できるか。

ＳＴ３３（第 170 図　ＰＬ 62）

位　置 ： ⅩⅦ C − 13・14

検　出 ： 古代検出面の砂礫層において円形の複数の落ち込みを検出した。形状や位置関係より建物跡を想

定し ST33 とした。

重複関係：なし。

規　模 ： 柱穴の配置は 2 間（184cm・196cm）× 2 間（180cm・190cm）の 8 本柱である。主軸は N25°E、

桁行 380cm、梁間 370cm の寸法を測り、床面積 14.1 ㎡である。いずれの柱穴も深く明瞭な掘

り込みである。
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埋　土 ： 黒色土。

遺　物 ：Pit7 から非ロクロ土師器の坏類の破片、須恵器の可能性ある微小破片がある。

時　期 ：出土土器から、古墳時代Ⅴ期〜古代Ⅰ期ころと判断できるか。

ＳＴ３４（第 171 図　ＰＬ 62）

位　置 ： ⅩⅦ C − 08・13

検　出 ： 砂礫層において円形の複数の落ち込みを検出した。形状や位置関係より建物跡を想定しST34とした。

重複関係：なし。

規　模 ： 柱 穴 の 配 置 は 4 間（126cm・132cm・116cm・142cm） × 3 間（136cm・114cm・126cm）

の 14 本柱であり。主軸は N35°E、桁行 516cm、梁間 376cm の寸法を測り、床面積 19.4 ㎡で

ある。いずれの柱穴も深く明瞭な掘り込みである。

埋　土 ： 黒色土。

遺　物 ：出土遺物なし。

時　期 ：ST33 との近接した関係から、それとは同時に存在しないと考えられる。時期は不明。

ＳＴ３５（第 171 図　ＰＬ 63）

位　置 ： ⅩⅦ C − 04・09

検　出 ： 砂礫層において円形の複数の落ち込みを検出した。形状や位置関係より建物跡を想定しST35とした。

重複関係：Pit4 は SK1437 と重複するが新旧関係は不明である。

規　模 ： 柱 穴 の 配 置 は 4 間（5 間 ）（146cm・154cm・156cm・160cm） × 3 間（182cm・152cm・

176cm）の 15 本柱である。主軸は N16°E、桁行 616cm、梁間 510cm の寸法を測り、床面積

31.42 ㎡である。いずれの柱穴も深く明瞭な掘り込みである。

埋　土 ： 黒色土。

遺　物 ：Pit8・10・12 より土師器甕の小破片が出土している。

時　期 ：不 明。

ＳＴ３６（第 172 図　ＰＬ 63）

位　置 ： ⅩⅦ C − 09・10・15

検　出 ： 古代検出面の砂礫層において円形の複数の落ち込みを検出した。形状や位置関係より建物跡を想

定し ST36 とした。北東側は調査区外にあり全体を検出できなかった。

重複関係：なし

規　模 ： 柱 穴 の 配 置 は 5 間（150cm・138cm・154cm・138cm・132cm） × 3 間（180cm・154cm・

246cm）の 16 本柱と想定できるが、そのうちの 13 本を検出した。主軸は N36°E、桁行

714cm、梁間 592cm の寸法を測り、床面積 42.27 ㎡である。いずれの柱穴も深く明瞭な掘り込

みである。

埋　土 ： 黒色〜黒褐色土。

遺　物 ： Pit8 より非ロクロ土師器の坏破片 1 点がある。Pit13 からは須恵器甕破片 1 点のほか黒色土器の

可能性がある小破片 1 点がある。

時　期 ： 古代Ⅲ期以降であろうか。

ＳＴ３９（第 172 図　ＰＬ 63）

位　置 ： ⅩⅦ H − 16

検　出 ： 砂礫層において円形の複数の落ち込みを検出した。形状や位置関係より建物跡を想定しST39とした。

重複関係：なし。
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規　模 ： 柱 穴 の 配 置 は 2 間（184cm・186cm） × 2 間（168cm・156cm） の 8 本 柱 で あ り、 桁 行

370cm、梁間 310cm の寸法を測り、主軸は N35°W、床面積 11.47 ㎡である。

埋　土 ： 黒色〜黒褐色土。

遺　物 ： 出土資料は土器小破片が中心である。Pit3（旧 Pit17）より黒色土器 A 類の坏破片が 1 点ある。

時　期 ： 古代Ⅲ期以降か。隣接する SB66 と同一方向の主軸を持ち、同時期の可能性もある。

ＳＴ４０（第 173 図　ＰＬ 63）

位　置 ： ⅩⅦ G − 19・20・24・25 

検　出 ： 古代検出面の砂礫層において円形の複数の落ち込みを検出し SK とした。さらに形状や位置関係

より建物跡を想定し ST40 とした。

重複関係：SB60 と切り合う。Pit5（SK2897）と対になる柱穴が SB60 内で検出できないため、SB60 よ

り古い可能性がある。

規　模 ： 柱穴の配置は 2 間（220cm・210cm）× 2 間（210cm・190cm）の 9 本柱の内の 8 本を確認した。

主軸は N36°W、桁行 430cm、梁間 400cm の寸法を測り、床面積は 17.2 ㎡である。

埋　土 ： 黒褐色土。

遺　物 ： 出土遺物なし。

時　期 ： 不明。SB60 を破壊して構築されていた可能性が高いことから、その時期（古代Ⅳ期）よりも古いか。

ＳＴ４１（第 172 図）

位　置 ： ⅩⅦ H − 16

検　出 ： 砂礫層において円形の複数の落ち込みを検出した。形状や位置関係より建物跡を想定しST41とした。

重複関係：ST39 とほぼ 90°ずれをもって重複関係にある。新旧関係は不明である。

規　模 ： 柱穴の配置は 3 間（164cm・176cm・122cm）× 1 間（250cm）の 8 本柱を想定し、その内の

7 本を認めた。主軸は N59°E、桁行 474cm、梁間 250cm を測り、床面積 11.85 ㎡である。

埋　土 ： 黒〜黒褐色土。

遺　物 ： 出土遺物なし。

時　期 ： 不明。ST39 が古代Ⅲ期以降と考えられるので、その前後の時期であろうか。

ＳＴ４２（第 173 図）

位　置 ： ⅩⅦ H − 12・13・17

検　出 ： 砂礫層において円形の複数の落ち込みを検出し SK とした。また SB69 の柱穴は、その配置から

掘立柱建物跡の柱穴の可能性が考えられ、形状や位置関係より建物跡を想定し ST42 とした。

重複関係：SB69 と重複する。新旧関係は不明瞭だが、SB69 の検出時に Pit5（SB69P4）、Pit6（SB69P1）

は見つかっていないことから SB69 より古い可能性もある。Pit2（SK3002）と Pit3（SK2964）

は重複があるが新旧は不明である。

規　模 ： 柱穴の配置は 2 間（270cm・200cm）× 1 間（336cm）の 6 本柱である。P2、P3 はいずれか

が ST42 の柱穴の可能性がある。主軸は N50°W、桁行 470cm、梁間 336cm の寸法を測り、床

面積 15.79 ㎡である。

埋　土 ： 黒褐色土。

遺　物 ： 出土遺物なし。

時　期 ： SB69 が古代Ⅳ期の可能性が高いことから、それよりも古いと判断できる。

ＳＴ４３（第 174 図　ＰＬ 63）

位　置 ： ⅩⅦ H − 07・08・12・13
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検　出 ： 砂礫層において円形の複数の落ち込みを検出した。形状や位置関係より建物跡を想定しST43とした。

重複関係：Pit5（SK3012）は SK2982 に切られ、Pit8（SK2970）は SK2969 を切ると推定される。

規　模 ： 柱穴の配置は 3 間（244cm・242cm・214cm）× 3 間（2 間）（150cm・164cm・116cm）の 11

本柱である。主軸は N54°W、桁行 700cm、梁間 414cm の寸法を測り、床面積 28.98 ㎡である。

埋　土 ： 黒〜黒褐色土。

遺　物 ： 出土遺物なし。

時　期 ： ST42 等との軸方向の同一性を考慮すれば、それと同じ時期の可能性も考えられるか。

ＳＴ４４（第 174 図）

位　置 ： ⅩⅦ H − 09・10

検　出 ： 砂礫層において円形の複数の落ち込みを検出し土坑として調査した。形状や位置関係より建物跡

を想定し、整理時に ST44 とした。

重複関係：SB36、ST45 と重複関係にある。Pit2（SK723）と SB36 の切り合いは不明瞭なため、また

ST45 との切り合いは認められないため、新旧関係は不明である。

規　模 ： 柱穴の配置は 3 間（210cm・164cm・226cm）の 4 本柱であり、方向は N29°E である。柱穴

は深く明瞭な掘り込みであるが、対になる柱穴は検出されていない。

埋　土 ： 暗灰色土。

遺　物 ： 出土遺物なし。

時　期 ： 不 明。

ＳＴ４５（第 174 図）

位　置 ： ⅩⅦ H − 09・10

検　出 ： 砂礫層において円形の複数の落ち込みを検出し土坑として調査した。形状や位置関係より建物跡

を想定し ST45 とした。

重複関係：ST44 と重複関係にある。切り合いは認められないため、新旧関係は不明である。

規　模 ： 柱穴の配置は 4 間（160cm・160cm・170cm・170cm）の 5 本柱であり、方向は N43°E。

埋　土 ： 暗灰色土。

遺　物 ： 出土遺物なし。

時　期 ： 不 明。

ＳＴ４６（第 175 図　ＰＬ 63）

位　置 ： ⅩⅦ D − 20

検　出 ： 古代検出面の明黄褐色シルト層において円形の複数の落ち込みを検出し SK とした。さらに形状

や位置関係より建物跡を想定し ST46 とした。

重複関係：ST47、ST48 と重複関係にある。切り合いは認められないため、新旧関係は不明。

規　模 ： 柱穴の配置は 2 間（310cm・156cm）× 2 間（190cm・190cm）の 8 本柱である。主軸は N16°W、

桁行 466cm、梁間 380cm の寸法を測り、床面積 17.48 ㎡である。

埋　土 ： 黒褐色シルト。

遺　物 ： 出土遺物なし。

時　期 ： 不 明。

ＳＴ４７（第 175 図　ＰＬ 63）

位　置 ： ⅩⅦ D − 20・25、E − 16

検　出 ： 古代検出面の明黄褐色シルト層において円形の複数の落ち込みを検出し SK とした。さらに形状
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や位置関係より建物跡を想定し ST47 とした。

重複関係：ST46、ST48 と重複関係にある。切り合いは認められないため、新旧関係は不明。

規　模 ： 柱穴の配置は 2 間（220cm・300cm）× 1 間（290cm）の 6 本柱のうち 5 本を認めた。主軸は

N60°E、桁行 520cm、梁間 290cm の寸法を測り、床面積 15.08 ㎡である。

埋　土 ： 黒褐色シルト。

遺　物 ： 出土遺物なし。

時　期 ： 不 明。

ＳＴ４８（第 175 図　ＰＬ 63）

位　置 ： ⅩⅦ D − 20・25、E − 21

検　出 ： 古代検出面の明黄褐色シルト層において円形の複数の落ち込みを検出し SK とした。さらに形状

や位置関係より建物跡を想定し ST48 とした。

重複関係：ST46、ST47 と重複関係にある。切り合いは認められないため、新旧関係は不明である。

SB64 より新しい。Pit4（SK2854）は SK2853 と、Pit8（SK2927）は SK2928 と重複する。

規　模 ： 柱穴の配置は 3 間（128cm・136cm・164cm）× 1 間（370cm）の 8 本柱のうち 6 本を認めた。

また Pit7（SK3034）は棟持柱を想定した。主軸は N72°E、桁行 478cm、梁間 370cm の寸法

を測り、床面積 17.69 ㎡である。

埋　土 ： 黒〜黒褐色シルト。

遺　物 ： 出土遺物なし。

時　期 ： 不 明。

ＳＴ４９（第 176 図）

位　置 ： ⅩⅦ E − 16・21

検　出 ： 古代検出面において円形の複数の落ち込みを検出し SK とした。整理時に形状や位置関係より建

物跡を想定し ST49 とした。

重複関係：SB70、SB72 より新しい。SB71 とも重複関係にあるが、切り合いは認められないため新旧関

係は不明。Pit5（SK2838）は SK2837 より古い。

規　模 ： 柱穴の配置は 2 間（260cm・170cm）× 2 間（170cm・130cm）の 8 本柱のうち 6 本を認めた。

主軸は N55°W、桁行 430cm、梁間 300cm の寸法を測り、床面積 19.2 ㎡。

埋　土 ： 黒褐色シルト。

遺　物 ： 出土遺物なし。

時　期 ： SB70、SB71 の時期差が約 50 年と短いので、その間に ST 50 が建っていたと考えるよりも、

SB70、SB71 より新しいと考える方が妥当であろうか。

ＳＴ５０（第 176 図）

位　置 ： ⅩⅦ I − 04・05

検　出 ： 古代検出面において円形の複数の落ち込みを検出した。位置関係より建物跡を想定し ST50 とした。

重複関係：SB58 と重複関係にあるが、切り合いは認められないため新旧関係は不明である。Pit3（SK2523）

は SK2525 と重複関係にあり、Pit5（SK2554）は SK2555 より新しい。

規　模 ： 柱穴の配置は 2 間（184cm・296cm）× 1 間（440cm）の 6 本柱のうち 5 本を認めた。主軸は

N56°W、桁行 480cm、梁間 440cm の寸法を測り、床面積 21.12 ㎡である。

埋　土 ： 黒褐色シルトと灰黄褐色シルトのブロックを埋土とする。

遺　物 ： 出土遺物なし。

時　期 ： SB58 の時期が不明であることから本跡も不明。
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ＳＴ５１（第 177 図）

位　置 ： ⅩⅦ D − 25、E − 21、I − 05、J − 01

検　出 ： 古代検出面において円形の複数の落ち込みを検出し SK とした。形状や位置関係より建物跡を想

定し、整理段階で ST 51 とした。

重複関係：SB62 と重複関係にあるが、切り合いは認められないため新旧関係は不明である。

規　模 ： 柱穴の配置は 3 間（190cm・160cm・200cm）× 2 間（140cm・120cm）の 10 本柱の内、8

本を認めた。桁行 550cm、梁間 260cm の寸法を測り、主軸は N70°E、床面積 14.3 ㎡である。

埋　土 ： 黒褐色シルトと灰黄褐色シルトのブロックを埋土とする。

遺　物 ： 出土遺物なし。

時　期 ： 不 明。

ＳＴ５２（第 177 図）

位　置 ： ⅩⅦ J − 02・03

検　出 ： 円形状の落ち込みを複数検出した。また Pit1（旧 SB55P3）は SB55 の掘り下げ中に検出したも

のである。形状や位置関係より建物跡を想定し ST52 とした。

重複関係：SB55 と重複し、Pit1 が SB55 を切ることから新しい。

規　模 ： 柱穴の配置は 2 間（222cm・218cm）× 2 間（258cm・162cm）の 8 本柱のうち 7 本を認めた。

主軸は N5°W、桁行 440cm、梁間 420cm の寸法を測り、床面積 18.48 ㎡。

埋　土 ： 黒色粘土質シルトを主とする。

遺　物 ： 出土遺物なし。

時　期 ： 不 明。

ＳＴ５３（第 178 図　ＰＬ 63）

位　置 ： ⅩⅦ J − 06・07

検　出 ： 古代検出面において円形状を呈する複数の落ち込みを検出した。形状や位置関係より建物跡を想

定し ST53 とした。

重複関係：SB65、ST55 と重複するが、切り合いはないため新旧関係は不明である。

規　模 ： 柱穴の配置は 3 間（190cm・230cm・300cm）× 1 間（314cm）の 8 本柱のうち 7 本を認めた。

主軸は N64°W、桁行 720cm、梁間 314cm の寸法を測り、床面積 22.61 ㎡。

埋　土 ： 黒色粘土質シルトを主とする。

遺　物 ： 出土遺物なし。

時　期 ： 不 明。

ＳＴ５４（第 178 図　ＰＬ 63）

位　置 ： ⅩⅦ J − 07・12

検　出 ： 古代検出面において円形の複数の落ち込みを検出した。形状や位置関係より建物跡を想定し

ST54 とした。

重複関係：ST53 と重複するが、切り合いはないため新旧関係は不明である。

規　模 ： 柱 穴 の 配 置 は 3 間（222cm・162cm・194cm） × 1 間（254cm） の 8 本 柱 で あ り、 桁 行

578cm、梁間 254cm の寸法を測り、主軸は N5°W、床面積 14.68 ㎡である。

埋　土 ： 黒色粘土質シルトを主とする。

遺　物 ： 出土遺物なし。

時　期 ： 不 明。
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③土坑（ＳＫ）

ＳＫ４１

位　置 ： ⅩⅨ A − 15・20

規模形状：平面は南北に長軸を持つ楕円形。長軸 37cm、短軸 30cm、深さ 49cm、断面は東に偏って V

字形に尖る。

埋　土 ： 1 層　細粒砂混じりの暗褐色土。

遺　物 ： 第 203 図 27 は土玉。

時　期 ：不 明。

ＳＫ８５（第 179 図、第 195 図、第 205 図　ＰＬ 64，77，80）

位　置 ： ⅩⅨ B − 17・22

規模形状：主軸は N25°E、約 1.8m のほぼ方形状で底面は楕円形状の平面である。断面形は上半部が上

に開き、下半部が一部テラスを持つロウト状である。深さ 76cm が測られる。形状から井戸と

とらえた。SK87 と切り合うが、新旧不明。

埋　土 ： 2 層に分かれる。下部は暗褐色の粘質土で木器や巨礫を含み、上部は褐灰色粘土で黄褐色粘土の

ブロックを含む。埋め戻されたものと思われる。

遺　物 ： 第 195 図 8 は灰釉陶器の椀、完形個体。釉はハケ塗りと観られ、底部高台は断面三日月状で、

底部外面に「生」の墨書がある。口径 13.8cm、器高 4.1cm が測られる。第 205 図 17 は丸太材

の端部。径 14cm が測られる。18 と 19 は建築部材を井戸枠に転用したもの。

時　期 ： 古代Ⅳ期（9 世紀前半）ころか。

ＳＫ１９９（第 195 図  ＰＬ 64）

位　置 ： ⅩⅨ B − 18

規模形状：平面は主軸を N20°W に持つ方形で、南部は調査区外に延びる。残存で長軸 38cm、短軸

35cm、深さ− 10cm、断面はタライ形、底面は方形状の平面である。

埋　土 ： 1 層　粘性のある暗褐色土。炭化物を含む。

遺　物 ：第 195 図 9 は非ロクロ土師器の椀形の坏。小型の手づくね様で、口径 8.3cm、底径 5.5cm が測

られる。2/3 程度の破損個体。

時　期 ： 古墳時代Ⅴ期〜古代Ⅰ期（7 世紀代）ころか。

ＳＫ２５０（第 203 図　ＰＬ 80）

位　置 ： ⅩⅨ G − 13

規模形状：平面は主軸を北東方向に持つ楕円形。長軸40cm、短軸33cm、深さ38cm、断面はタライ形である。

埋　土 ： 1 層　粘性のある暗褐色土。黄褐色土のブロックをやや北側に集中して混入する。

遺　物 ：第 203 図 29 は土製紡錘車。表面は非常にていねいにナデ調整して仕上げられている。径 4.5cm、

厚さ 2.7cm、62.7g が量られる。

時　期 ：不 明。

ＳＫ２６２（第 202 図）

位　置 ： ⅩⅨ G − 07

規模形状：平面は主軸を北西方向に持つ楕円形。長軸36cm、短軸30cm、深さ42cm、断面はタライ形である。

ST03 と重複するが、切り合いはないため新旧関係は不明である。

埋　土 ： 1 層　細粒砂質の黒褐色土。

遺　物 ： 第 202 図 18 は安山岩材の凹石。表面にはアバタ状の凹部がひとつある。12.3cm × 10.0cm ×

4.0cm、485g が量られる。
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時　期 ：不 明。

ＳＫ３７７（第 195 図　ＰＬ 77）

位　置 ： ⅩⅨ G − 04

規模形状：平面は径 26cm の円形。深さ 23cm、断面はタライ形である。SB10、SB15、SK376 より新しい。

また SK389 よりは古い。

埋　土 ： 1 層　黒色粘土。

遺　物 ： 第 195 図 10 は須恵器坏 H 類の 1/2 個体。受け部はやや凹み、立ち上がりは矮小化し緩やかに

内傾する。口径 10.3cm、器高 3.6cm が測られる。

時　期 ： 古墳時代Ⅴ期〜古代Ⅰ期（7 世紀代）ころか。

ＳＫ３７８（第 195 図）

位　置 ： ⅩⅨ G − 04

規模形状：平面は径 24cm の円形。深さ 33cm、断面は北側に偏って V 字状に尖る。

埋　土 ： 1 層　黒色粘土。

遺　物 ： 第 195 図 11 は小型の甕形土器。風化が著しく、内外面の調整は観察できない。

時　期 ： 古代Ⅱ期（8 世紀前半）前後か。

ＳＫ４００（第 203 図　ＰＬ 64，80）

位　置 ： ⅩⅦ E − 18

規模形状：長軸 108cm、短軸 90cm の不整形。深さ 15cm。

埋　土 ： 上部は砂質の褐色土、下部は炭化物を含む黒色の粘質シルトの 2 層に分かれる。

遺　物 ：第 203 図 30 は土製紡錘車の 1/2 欠損例。手づくね仕上げで、径 4.3cm、厚さ 3.1cm が測られる。

時　期 ：不 明。

ＳＫ５１１（第 202 図）

位　置 ： ⅩⅦ E − 09

規模形状：平面は長さ 82cm、幅 90cm、の不整形。深さ 20cm。

埋　土 ： 1 層　黒色シルト褐灰色土のブロックを多く含む。炭化物を含む。

遺　物 ： 第 202 図 20 は安山岩材の敲石。端部には激しく敲いた痕跡が残る。18.3cm × 9.2cm × 9.4cm、

1280g。No.1 の出土。

時　期 ： SB31 より古いことから古墳Ⅴ期の遺構か。

ＳＫ５７９（第 195 図　ＰＬ 64，77）

位　置 ： ⅩⅦ E − 09・14

規模形状：平面は北東方向に主軸を持つ楕円形。長軸 56cm、短軸推定 50cm、深さ 24cm、断面はタラ

イ形である。SK580 に切られる。

埋　土 ： 1 層　黒褐色粘質シルト。礫を含み、しまり弱くもろい。

遺　物 ： 第 195 図 12 は須恵器の蓋か。体部外面は 1/3 程度をケズリ成形し、内面の天井部にナデ消し

状の痕跡が残る。2/3 程度の破損個体。やや軟質である。

時　期 ： 不 明。

ＳＫ６１５（第 179 図、第 195 図　ＰＬ 64，77）

位　置 ： ⅩⅨ A − 21

規模形状：平面は北東方向に主軸を持つ不整形。長さ 158cm、幅 74cm、深さ 15cm。SK612 と切り合うが、

新旧関係は不明である。
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埋　土 ： 1 層　黒褐色土。粘性、しまり強い。

遺　物 ： 第 195 図 13 と 14 は黒色土器 A の坏類。いずれも外面にロクロ成形痕を留め、内面はていね

いにミガキ調整されている。13 は No.1 と No.5 の接合個体。口径 12.6cm、器高 3.9cm 底部径

5.0cm が測られる。14 は口径 12.6cm、器高 3.5cm、底部径 6.0cm が測られる。No.2 出土。15

と 16 は黒色土器 A 類の椀。15 は No.4 出土のほぼ完形個体。口径 16.0cm、器高 6.0cm。16

は No.12 と埋没土出土資料の接合した 2/3 個体。口径 17.8cm、器高 5.5cm が測られる。

時　期 ： 黒色土器 A 類の坏 A と椀の存在から、古代Ⅳ期（9 世紀前半）と考えられる。

ＳＫ６２７（第 195 図　ＰＬ 64）

位　置 ： ⅩⅦ E − 15

規模形状：平面は主軸を N75°E に持つ楕円形。長軸 36cm、短軸 32cm、深さ 20cm。断面はタライ形である。

埋　土 ： 1 層　黒褐色粘質シルトに褐灰色土のブロックを含む。炭化物を含む

遺　物 ： 第 195 図 17 は須恵器坏 A 類。口径 13.0cm、器高 3.5cm が測られ、底部は糸切り離し手法である。

外面にロクロ成形痕を留め、浅身で体部は緩く外傾している。

時　期 ： 出土須恵器の特徴から、古代Ⅲ期（8 世紀後半）ころと推定される。

ＳＫ６６５（第 195 図　ＰＬ 77）

位　置 ： ⅩⅦ H − 13

規模形状：平面は径約 24cm のほぼ円形。深さ 79cm、断面は U 字状である。

埋　土 ： 1 層　黒褐色土。粘性やや強く、しまり強い。

遺　物 ： 第 195 図 18 は須恵器坏 A 類、ほぼ完形個体。口径 12.3cm、器高 3.4cm、底部内径は 6.5cm が

測られる。19 は黒色土器 A の坏、ほぼ完形の個体。外面底部付近にケズリ成形痕を留める。口

径 15.8cm、器高 5.1cm が測られる深椀形。

時　期 ： 須恵器坏 A 類の特徴及び黒色土器 A 類の坏から古代Ⅳ期（9 世紀前半）と考えられる。

ＳＫ７１４（第 205 図）

位　置 ： ⅩⅦ H − 09

規模形状：平面は径 22cm の円形。深さ 17cm、断面は U 字状。

埋　土 ： 1 層　黒色土。粘性やや弱く、しまり強い。

遺　物 ： 第 205 図 20 は建築材と考えられる柱材。径 9.3cm が測られる。 

時　期 ： 不 明。

ＳＫ２６４９（第 203 図）

位　置 ： ⅩⅦ H − 12

規模形状：北東方向に主軸を持つ隅丸の方形状。長軸 1.7m、短軸 1.6m、深さ 98cm。断面はすり鉢状。

埋　土 ： 1 層　黒褐色土。

遺　物 ： 第 203 図 28 は臼玉状を呈する土製の玉。径 1.3cm、厚さ 1.1cm、1.6g。

時　期 ：不 明。

ＳＫ２９０２（第 179 図、第 195 図　ＰＬ 64，77）

位　置 ： ⅩⅦ E − 22

規模形状：平面は不整形。長さ 70cm、幅 64cm、深さ 3cm、断面は浅いタライ形。SB67 より新しい。

埋　土 ： 黒褐色土。

遺　物 ： 第 195 図 20 〜 22 は須恵器坏 A 類。いずれも外面にロクロ成形痕を留め、口径 13cm 大である。

20 はヘラ切り離し手法で No.2 の出土。底部に「−」記号がある。21 も底部に「―」ないしは「×」
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記号があるが 1/2 個体のため判別できない。ヘラ切り離し手法で No.1 と No.8、No.9 の接合個体。

22 は外面に墨書が確認できるが、該当部分が欠損しおり、文字の全体像は不明。No.3 の出土。

時　期 ： 出土須恵器の特徴から、古代Ⅲ期（8 世紀後半）ころと推定される。

ＳＫ２９６５（第 195 図　ＰＬ 65）

位　置 ： ⅩⅦ H − 13

規模形状：平面は不整形。長さ 60cm、幅 44cm、深さ 12cm、断面は U 字形である。

埋　土 ： 黒色土。径 5 〜 10cm の礫を含む。ST18P1 より古い。

遺　物 ： 第 195 図 23 は土師器の坏？おちょこ形を呈するが、「手づくね様」ではなく、全体をていねい

に作り上げ、外面にはハケ調整がなされている。口径 5.0cm、器高 3.0cm が測られる。

時　期 ： 不 明。

ＳＫ３０００（第 195 図　ＰＬ 65）

位　置 ： ⅩⅦ H − 12

規模形状：平面は不整形。長さ 116cm、幅 90cm、深さ 19cm、断面はタライ状で底面は凹凸がある。

SK3015 と切り合う。新旧関係は不明。

埋　土 ： 黒褐色土。細粒砂〜小礫を含む。

遺　物 ： 第 195 図 24 は須恵器坏蓋。体部外面は 1/3 程度をケズリ調整している。つまみ部は扁平で、

返しは退化し、わずかに折れ曲がる程度。25 は土師器のハケ調整の長胴甕、口縁部破片。内外

面ともていねいに調整されている。

時　期 ： 不 明。

ＳＫ３０２６（第 195 図　ＰＬ 65）

位　置 ： ⅩⅦ J − 06

規模形状：平面はほぼ東西方向に主軸を持つ楕円形。長軸 48cm、短軸 40cm、深さ 51cm、断面はすり

鉢状である。SB65 と切り合う。古代以降の時期に所属する可能性がある。

埋　土 ： 黒褐色土。炭化物を含む。

遺　物 ： 第 195 図 26 は非ロクロの土師器の坏 ? 口径 11.6cm、器高 3.0cm が測られる。外面はていねい

にハケ調整し、内面はミガキ調整されている。

時　期 ： 古墳時代Ⅴ期〜古代Ⅰ期（7 世紀代）ころか。

ＳＫ３０５１（第 179 図　ＰＬ 65）

位　置 ： ⅩⅦ D − 25

規模形状：平面はほぼ北東方向に主軸を持つ楕円形。長軸 66cm、幅 56cm、深さ 7cm、断面は浅い皿状で、

底面の一部に焼土がある。SB64 より古い。

埋　土 ： 黒褐色土を主とし、焼土、灰、炭化物を含む。

時　期 ： 出土遺物もなく、時期は判断できない。

④集石跡（ＳＱ）

ＳＱ０１（第 180 図、第 195 図　ＰＬ 67，78）

位　置 ： ⅩⅨ G − 06

検　出 ： 基本土層Ⅱ層を掘り下げ中に土器が出土した。

規模形状：東西方向に約 70cm、南北方向に約 50cm の範囲に分布する。南東方向に隣接して同様な

SQ02 がある。

埋　土 ： 基本層序Ⅱ層（10YR6/6 明黄褐色土に細粒砂や暗褐色土のブロック、小礫を多量に含む）。
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遺　物 ： 第 195 図 27 は高坏の脚破片。脚の長い形態で外面はていねいに縦方向のミガキ調整で仕上げら

れている。にぶい橙色で異系統の土器か。

時　期 ： 出土遺物が希少であり判断は難しい。長脚の高坏は 9 世紀前半代であろうか。

ＳＱ０２（第 180 図、第 195 図　ＰＬ 67，78）

位　置 ： ⅩⅨ G − 06

検　出 ： 基本層序Ⅱ層（10YR6/6 明黄褐色土に細粒砂や暗褐色土のブロック、小礫を多量に含む）。

規模形状：110cm 離れて南北 2 カ所にまとまる。

遺　物 ： 第 195 図 28 はハケ調整の長胴甕。南の集中では土師器の甕が押しつぶされた状態で出土した。

時　期 ： 不 明。甕の形態的な特徴は古代Ⅱ期〜Ⅲ期ごろであろうか。

ＳＱ０３（第 180 図）

位　置 ： ⅩⅦ C − 15

検　出 ： 古代検出面。

規模形状：南北に 90cm、東西に 20cm の帯状にまとまる。

遺　物 ： 出土遺物なし。

時　期 ： 不 明。

ＳＱ０４（第 180 図）

位　置 ： ⅩⅦ C − 15

検　出 ： 古代検出面。

規模形状：北西に 70cm、南東に 20cm の帯状にまとまる。北方向に約 1m 隣接して同様な SQ03 がある。

遺　物 ：出土遺物なし。

時　期 ： 不 明。

ＳＱ０５（第 180 図、第 195 図、第 196 図　ＰＬ 67，78）

位　置 ： ⅩⅦ J − 07・08

検　出 ：SB53 調査時、完形の土器が集中する箇所がみられた。明確な床面はないため埋土中と判断し、

SQ05 として調査を行った。SB53 より新しい。東に隣接して同様に検出された SF21 がある。

規模形状：北東方向に約 2m、南西方向に約 1m の帯状に広がる。

遺　物 ： 第 195 図 29 〜 34 は黒色土器 A の坏類。29 は No.22 の出土で、口径 12.3cm、器高 3.6cm

が測られる。内面は縦方向に密なミガキ調整で仕上げられている。30 は No.9 と No.38 の接

合個体。底部は回転ヘラケズリ調整で、内面の黒色は風化により脱色している。31 は No.1

出土で口径 12.8cm、器高 3.8cm が測られ、浅身の形態。32 と 33 は埋没土中の出土で 1/2

個体。ともに風化著しい。34 は No.4 と No.35 及び埋没土中の接合資料で、口径 13.8cm、器

高 5.3cm が測られる深身の形態。35 と 36 は須恵器坏 A 類で糸切り離し手法。35 は No.12

と埋没土中の接合資料で軟質、口径 12.2cm、器高 3.2cm が測られ、ロクロ成形痕はナデ消さ

れている。36 は No.10 と埋没土中の接合資料で軟質。口径 12.9cm、器高 4.2cm、内外面に

明瞭にロクロ成形痕を留めている。第 196 図 1 は黒色土器 A 類の坏 A。内面はていねいにミ

ガキ調整され黒色処理を行わないか、ほとんとど消失しまっている。口径 12.8cm、器高 3.4cm

が測られる。No.11 出土。2 は須恵器の短頸壷、口縁部破片。埋没土中の出土。3 は口縁部「コ」

の字形の小型甕で体部器面は横及び斜め方向のケズリ調整。4 と 5 は土師器甕形土器。ロクロ

成形の砲弾型で、ほぼ同様な作りだが、口縁部の高さに差がある。外面はていねいなナデ調整

仕上げ、内面は横方向のハケ調整である。4 は埋没土出土、5 は No.8 の出土。6 と 7 は土師
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器のハケ調整の甕形土器。6 は埋没土と SB76 出土破片との接合資料。7 は幅 1.5cm ほどで目

の細かな工具により外面縦方向にハケ調整し、内面は横方向にナデ成形で仕上げられている。

No.33 出土。

時 　期 ： 食膳具は黒色土器 A 類が中心となり、坏 A 類は口径 13.0cm ほどの小形例が主体である。須恵

器坏類は軟質でロクロ成形痕を留める糸切り手法の例である。煮沸具には小型甕、砲弾型のロク

ロ甕がある。これらの特徴から、概ね古代Ⅳ期（9 世紀前半）に該当するか。

⑤焼土跡（ＳＦ）

ＳＦ０１（第 180 図）

位　置 ： ⅩⅨ B − 18

検　出 ： 古代検出面。SK160 に切られる。

規模形状：北東方向に約 1.8m、北西方向に約 1m の範囲に炭化物が分布する。掘り込みは確認できない。

時　期 ： 古代。詳細は不明。

ＳＦ１７（第 180 図　ＰＬ 66）

位　置 ： ⅩⅦ E − 22

検　出 ： 古代検出面。SB67 の検出時に焼土の広がる箇所を検出した。SB67 よりは新しいと考えられる。

規模形状：1 辺の長さ約 50cm の不整円形状。掘り方の深さは 8cm ほどである。その表面に明褐色の焼

土が 30cm × 25cm の範囲に広がる。厚さは 4cm ほどである。

遺　物 ：須恵器坏破片、土師器甕の破片が出土している。

時　期 ： 不 明。

ＳＦ１８（第 180 図　ＰＬ 66）

位　置 ： ⅩⅦ E − 17

検　出 ： 古代検出面。SB72 の東側に位置する。

規模形状：主軸 N22°E。 長軸 75cm、短軸 45cm の不定形で帯状。中心部分は焼土ブロックと炭化物か

らなり、外側に暗赤灰色・黄橙色・橙色の焼土がみられる。さらにその周りに焼土ブロックと炭

化物が分布する。深さ 10 〜 18cm ほど掘り込まれるが、底面には凹凸がある。

遺　物 ：須恵器坏、土師器甕の小破片が出土している。

時　期 ： 古代。詳細は不明。

ＳＦ１９（第 180 図、第 196 図、第 203 図　ＰＬ 66，80）

位　置 ： ⅩⅦ E − 22

検　出 ： 古代検出面。SB73 の検出時に特に遺物の集中する範囲がみられた。また SB73・74・75 の南北

トレンチからは、灰や焼土、炭化物を含む掘り込みがあり、遺物はこの層に含まれることが確認

されたため SF19 と認定した。この時点で平面プランは明確ではなかったため、遺物を記録して

取り上げ、少しずつ下げながらプランを確定した。全体の状態は不明である。SB73 よりは新しい。

規模形状：現存では主軸は東西長さ 1.1m、幅最大 80cm の不定形な楕円である。深さは約 20cm である。

東側が不明であるがトレンチの東側では検出されないため、長さは最大でも 1.4m 以下と考えら

れる。底面はほぼ平らである。堆積土層は 5 つに区分でき、細かい焼土や炭化物を含む黒褐色

〜褐灰色のシルトと灰層、焼土層からなる。

遺　物 ： 遺物は 1 層、2 層中から多く出土する。破片が主であり完形品はない。第 196 図 8 は円筒形土

器の体部。外面は縦方向のハケ調整で内面は輪積み痕を明瞭に留める。直径 11cm、残存する高

さは 9cm である。焼土の脇に立った状態（No.14）で出土した。このほか、ハケ調整の甕、大
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形破片がある。形態は口縁部直下の肩部に最大径をもち、器面は縦方向のハケ調整である。第

203 図 26 は土馬で頭部と体部は 10cm ほど離れて見つかった。

時　期 ： 円筒形土器の存在、ハケ甕の形態的特徴から、古代Ⅳ期（9 世紀前半）ころと推定できるか。

ＳＦ２１（第 180 図　ＰＬ 66）

位　置 ： ⅩⅦ J − 08

検　出 ： 古代検出面。SB53 検出時に焼土の分布がみられた。西側には同様に検出された SQ05 がある。

SB77 より新しい。また付近にある SB52・53・54・76・77・78 よりも新しいと考えられる。

規模形状：長軸 50cm、短軸 45cm の不定形な円形である。焼土の厚さは最大で 8cm で地面が直接焼け

ている。西側に SQ05 が位置するので関連が予想される。

遺　物 ： 焼土の上から 1 点土器が出土している。

時　期 ： 不 明。

⑥土壙墓（ＳＭ）

ＳＭ０２（第 179 図　ＰＬ 65）

位　置 ： ⅩⅦ C − 09

検　出 ： 古代検出面。礫を伴う SK1488 とその南西に骨片の分布を検出したことから、土壙墓を想定して

調査を行った。検出時の礫と骨片以外に掘り込み等は確認できなかった。

重複関係：なし。

規模形状：東西 1.2m、南北 1.4m の範囲の中に歯、骨片、土器、礫が分布する。

埋　土 ： SK1488 とした礫の周りには掘り込みがみられるが、全体としては確認しずらい。

骨の特徴：歯はウマの臼歯、骨片の種類は不明である。

遺　物 ：出土遺物はなし。

時　期 ： 不 明。

ＳＭ０３（第 179 図　ＰＬ 65）

位　置 ： ⅩⅦ C − 20・25

検　出 ： SB39 掘り下げ時に骨粉を確認し、周辺を精査したところ人骨の足骨を確認した。SM03 のプラ

ンと SB39 のプランと誤認した結果によるもので、再検出した結果、南プランは認められたが、

その他は不明。

重複関係：土層断面から確認はできなかったが、人骨の遺存状況より SB39 より新しいと判断した。

規模形状：南側のプランの残存形より推定した。主軸 N60°W、長さ 2m、幅 1m、深さ 25cm の人骨 1

体分を中心とした長楕円形。

埋　土 ： 黒色シルトを主とする。2 層に分層した。

人骨の特徴：人骨はスポンジ状の骨で、形は残るが非常にもろかった。頭部は調査の中でほとんど残せな

かった。手足の末端は形が不明瞭であり太い骨のみを図化した。遺物は少ない。SB39 の掘り下

げ時に周辺で銀環が見つかったが、出土レベルから SM03 に伴う可能性もある。

遺　物 ：須恵器と土師器甕の小破片が各 1 点のみ出土。

時　期 ： SB39 が古墳時代Ⅴ期に推定できることから、本跡はそれ以降と考えられる。

⑦溝　跡（ＳＤ）

ＳＤ０１（第 196 図　ＰＬ 78）

位　置 ： ⅩⅨ B − 06・12・13

検　出 ： 基本層序Ⅱ層での検出において、砂層が溝状に落ち込むのを確認し、溝跡と判断した。

重複関係：ほかの遺構との切り合い関係はない。
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規模形状：溝の幅は東側で広く約 90cm、北側へいくほど狭くなる。検出面上で約 70cm、深さは最大で

約 30cm が測られる。北側の調査区境の断面において上部が緩やかに開き、現耕作土直下では

幅 2.3m ほどに広がる様子が確認された。段を持つ構造であるか、本来砂層はもう少し厚く堆積

したものの耕作土により削平された可能性がある。

埋　土 ： 明褐色細粒砂の単層。

出土遺物： 東側に片寄って埋土中からごくわずかに出土した。第 196 図 9 は須恵器坏口縁部の 1/4 破片。

底部は小破片だが、ヘラ切り離し手法。口径 12.9cm、器高 3.6cm が測られる。10 は灰釉陶器の椀、

口縁部破片。縁は外側に緩く折れる形態。口径は 18cm 前後となるか。9 世紀後半ころか、近世

遺物の出土はない。

時　期 ： 古代Ⅲ期〜Ⅳ期（8 世紀後半〜 9 世紀前半）の資料が混在する。

ＳＤ０２（第 196・197 図、第 203・204 図、ＰＬ 78，79）

位　置 ： ⅩⅨ A − 09・12・13・14・17・18・19・20・23・24・25 

検　出 ： 基本層序のⅢ層を掘削し、Ⅳ層上面の検出面において黒色土の落ち込みを観察した。慎重に埋没

土を掘り下げたが、複数の遺構が重なりあったような状況は見られず、溝状の遺構を想定し調査

を行った。

重複関係：東縁北側に SB01 と SB02 を確認する。SB01 は新しく、SB02 は古いと判断できた。

規模形状：N20°E 方向に延びる。幅は最大で約 18m、長さ約 25m、深さ最大で 43cm。東縁は内側に湾

曲する。西縁はⅩⅨ A − 17 グリッドでは明確に検出できたが、その北側と南側のラインははっ

きりとしなかった。

埋　土 ： 巨礫から小礫まで多量に含む黒色粘質土。自然堆積であり、降雨等に起因する一時的な土砂の押

し出しであると考えられる。

遺　物 ： 第 196 図 11 は非ロクロ土師器の坏、1/4 程度の破片個体。内面はていねいにミカギ調整し、底

部には稜がある。外面はナデ仕上げ。埋没土中出土。12 〜 14 は黒色土器 A の坏類。12 は埋没

土出土で口径 13.1cm、器高 3.5cm が測られる。13 は No.1 の出土で、口径 12.2cm、器高 4.2cm、

底部径 6.0cm。14 は埋没土出土で、口径 13.3cm、器高 4.4cm、底部径 5.5cm が測られる。15

は高坏の脚部。埋没土出土。16 は黒色土器 A 類の椀。内面の口縁部は横方向のミガキ調整仕上

げで、口径 16.3cm、器高 5.4cm が測られる。埋没土出土。17 〜 19 は須恵器坏類。17 は糸切

り離し手法の坏 A 類、口径 13.6cm、器高 4.4cm。18 は 17 同様の坏 A 類底部の破片。19 は底

部に鉢巻き状に紐状の高台を貼りつけた坏 B 類、完形個体。底面はほぼ中央が接地し、高台の

機能はあまり感じられない。口径 14.7cm、器高 4.1cm。埋没土中の出土。20 と 21 は須恵器坏

蓋。20 は扁平のつまみと体部外面は 1/2 程度のケズリ成形。返しは直に立つ形態。21 は宝珠

様のつまみを持つ。返しは緩やかに外に折れる。22 は甑の底部破片。多孔式で埋没土出土。23

は小型の甕形に近い鉢形土器。内面は黒色処理。24 は須恵器の壷形を模した土師器。埋没土出土。

25 は内外面ハケ調整された鉢もしくは鍋形の土器口縁部破片。調整等製作技法は甕型土器と同

様で、口径 33.0cm が測られる。26 はロクロ成形痕を明瞭に留める甕型土器口縁部破片。27 は

外面カキメ調整のある小型甕のほぼ完形個体。第 197 図 1 と 2 はハケ調整の土師器長胴甕。3

と 4 は外面がナデ調整仕上げされた土師器長胴甕でほぼ完形個体。5 は須恵器の鉢形土器口縁部

破片。埋没土出土で口径 34.6cm。6 と 7 は須恵器の壷。6 は取手付きの長頸壷。7 は四耳壷の

体部破片。8 は須恵器甕の口縁部破片。第 203 図 1 は紡錘車。滑石製で 1/2 残欠。埋没土中の

出土で 9.4g。第 204 図 1 は鉢形に作られた手づくねの土器で、口径 4.5cm、器高 2.0cm が測ら
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れる。2 は土鈴。手づくねで、全体形はイチジク状に仕上げられ、空洞で内部に土玉（径 1.0cm.0.9 

g 図中の右下）が入る。ほぼ完全な形だが、頂部を欠失する。埋没土出土で 55.0g が量られる。

3 〜 7 は羽口の破片。

時　期 ： 非ロクロ土師器の坏や高坏（古墳時代後期終末）、須恵器坏 B 類に鉢 A 類、軟質須恵器の坏 A 類、

ロクロ調整の甕など古代Ⅳ期（9 世紀前半）にかけての遺物が混在して出土している。

ＳＤ０３（第 197 図、第 203 図、第 204 図）

位　置 ： ⅩⅨ A − 10・14・15・20・25、B − 06・11・16・21

検　出 ： 基本層序のⅢ層を掘削し、Ⅳ層上面の検出面において SD02、SD03 の東側に同様に南北に延び

る黒色土の落ち込みを観察した。慎重に埋没土を掘り下げたが、複数の遺構が重なりあったよう

な状況は見られず、溝状の遺構を想定し調査を行った。

重複関係：黒色土を掘り下げた底面部で SK 群を検出する。本跡と SK 群との新旧関係は判然としないが、

検出経過から SK 群は古いと考えられる。

規模形状：SD02 と平行して「く」の字形に延びる。幅は最大で約 12m、長さは約 25m、深さは最大で

35cm が測られる。西縁はほぼ明確たが、東縁は北側部分のみ明確で、南部分のラインははっき

りとしなかった。

埋　土 ： 礫を多量に含む黒色粘質土。自然堆積であり、降雨等に起因する一時的な土砂の押し出しである

と考えられる。

出土遺物：第 197 図 9 は黒色土器 A 類の坏、1/3 個体。外面にロクロ成形痕を明瞭に留める。第 203 図

2 は石鏃の先端部破片で基部を欠損している。表面の風化が著しいが安山岩材であろうか。3 は

大型の紡錘車で断面はカマボコ形。埋没土 1 層の出土で 228.0g。このほか黒曜石製の石核が 1

点出土している。第 204 図 8 はミニチュア土器で鉢形。

時　期 ：不 明。

ＳＤ０４（第 197・198 図、第 203・204 図　ＰＬ 79）

位　置 ： ⅩⅨ B − 06・07・08・11・12・13・16・17・18・19・22・23

検　出 ： 基本層序のⅢ層を掘削し、Ⅳ層上面の検出面において、SD02 と平行して東側に延びる黒色土の

落ち込みを観察した。慎重に埋没土を掘り下げたが、複数の遺構が重なりあったような状況は見

られず、溝状の遺構を想定し調査を行った。

重複関係：黒色土を掘り下げた底面部で SB、SK 群を検出する。状況より SB、SK 群は古いと考えられる。

規模形状：西縁の北部は検出できたが、南部ははっきりとしない。幅は最大で約 20m、長さ約 25m、深

さは最大で 40cm が測られる。

埋　土 ： 礫を多量に含む黒褐色粘質土。自然堆積であり、降雨等に起因する一時的な土砂の押し出しであ

ると考えられる。

出土遺物：第 197 図 10 〜 12 は非ロクロ土師器の坏類。10 は内面に稜を持つ形態でていねいにミカギ

調整仕上げしている。本遺跡中でも比較的古い形態的特徴を示す資料である。埋没土出土でほ

ぼ完形個体。11 は 10 よりも内面の有稜が退化し平底化した形態。12 は内面に稜はなく、浅い

丸底の坏。13 は高坏の脚部破片。14 と 15 は黒色土器 A 類の坏。14 は口縁部がやや緩く外反

する形態。15 は深さのある椀状の形態。16 は黒色土器 B 類の皿。口径 13.6cm、器高 2.9cm

が測られる。17 は黒色土器 A 類の深い坏の形態であるが、観察の限り、内面の黒色処理・ミ

ガキ調整は消失してしまっている。18 と 19 は須恵器坏。18 は底部ヘラ切り離し手法で、口

径 13.0cm、器高 4.0cm が測られる。19 は口径 13.6cm を推定する坏口縁部破片で、外面に風
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構えに方「　」の墨書がある。20 は須恵器盤の皿部。口径

17.0cm が測られる。第 198 図 1 〜 4 は須恵器の蓋。1 は宝

珠様のつまみ部で体部外面は 1/2 程度をケズリ成形してい

る。返しは強く折れ曲がり直に立つ。埋没土中の接合個体。

2 はつまみ部を欠失している。径 21.1cm の大形の蓋。返し

は直に立つ。3 は体部外面 1/2 程度をケズリ成形し、返し部

は非常に小さく形骸化の感がある。完形個体で内面に墨書が

2 文字ある。墨痕が薄く判読は難しいが、「食所」または「倉

所」か ?（赤外線写真）。4 はつまみ部が扁平で凹状に作られ、

体部も扁平で板状である。口径 17.9cm が測られる。5 はナ

デ調整の球胴の甕形土器口縁部の破片。6 はハケ調整の長胴甕の口縁部破片。5 と 6 ともに埋没

土出土。第 203 図 4 は平基有茎式石鏃で先端を欠損している。側辺は細かな鋸歯状で材質は安

山岩か。5 はチャート材の平基有茎式石鏃で先端を欠損している。第 204 図 9 と 10 は羽口の破片。

11・12 は椀形の滓。

時　期 ： 内面に稜を有する非ロクロ土師器坏の出土があり、黒色土器 A 類の坏、さらには須恵器の坏蓋や

坏、黒色土器 B 類皿などの出土がある。古墳時代後期終末から古代Ⅳ期（9 世紀前半）の遺物が

混在する。

ＳＤ０５（第 198 図　ＰＬ 79）

位　置 ： ⅩⅨ A − 14

検　出 ： 基本層序のⅣ層上面で検出した。SD02 と SD03 に挟まれ、両者をつなぐ溝状の遺構を想定し調

査を行った。

重複関係 ：SK44 を破壊する。

規模形状 ：幅は SD02 側で 85cm、SD03 側で 44cm。深さは最大で 25cm、SD02 側から SD03 側へ向かっ

て傾斜する。

埋　土 ： 基本層序Ⅲ層を基調とする暗褐色土の単層である。炭化物や小礫を含む。

出土遺物：第 198 図 7 は非ロクロ土師器の坏底部破片。底部はやや平底化した丸底形態。8 は高坏の坏

部破片か。9 は外面縦方向のケズリ成形の長胴甕、口縁部破片。

時　期 ：出土遺物は、摩滅を受けた状況のものが多く、時期を推定するのは困難。

ＳＤ０９（第 180 図）

位　置 ： ⅩⅨ B − 24、ⅩⅨ G − 04

検　出 ： 古代検出面。基本層序Ⅴ層下面にて精査中に溝状の落ち込みを確認した。

重複関係：SB10 の煙道に破壊されるので SB10 よりは古い。また SK380 よりも古いと考えられる。

規模形状：ほぼ南北に延びる。幅 20 〜 30cm、深さ約 20cm。断面は U 字形である。SB10 煙道南側では

検出されなかったこと、調査区北側へ延び、全体は不明である。

埋　土 ： 黒色粘土の単層。

遺　物 ： 出土遺物なし。

時　期 ： 不 明。

ＳＤ１０（第 180 図、第 198 図　ＰＬ 67，79）

位　置 ： ⅩⅨ G − 05

検　出 ： 古代検出面。基本層序Ⅴ層下面にて精査中に溝状の落ち込みを確認した。

第 198 図 3 の蓋内面の墨書

第２章　発掘調査の概要



− 171 −

重複関係：検出時にいくつかの遺構が重複していると考えられたが、検出面での判断はできなかった。調

査の結果 SK336 は SD10 より古い。SK340、SK346、SK373 について、新旧関係は不明である。

規模形状：主軸は N40°W、 長さ約 7m、幅約 60cm、深さ 10 〜 15cm である。断面形は浅くタライ状である。

埋　土 ： 黒色粘土の単層。

遺　物 ：第 198 図 10 は非ロクロ土師器の坏類、口縁部の破片で内面には稜を有するが、風化が著しく調

整等の観察は難しい。11 は手づくねのミニチュア土器。12 は口縁部「コ」字状の甕で No.3 出土。

体部はケズリ調整。13 はナデ調整の球胴の甕形土器、口縁部破片。No.1 の出土。

時　期 ：古墳時代後期終末の非ロクロ土師器から土師器砲弾型甕の古代Ⅲ期（8 世紀後半）またはⅣ期の

初頭までの遺物が混在する。

ＳＤ３２（第 180 図　ＰＬ 67）

位　置 ： ⅩⅦ I − 09

検　出 ： 古代検出面の砂礫層を精査中に黒色土の帯状の落ち込みを確認した。

重複関係：なし。

規模形状：主軸はほぼ南北の直線となる。長さ 6.6m、幅 40 〜 50cm、深さは検出面より 40cm である。

断面は U 字形である。

埋　土 ： 黒色シルト層である。明確に分層はできないが、下部は上部に比べ粘性がある。

遺　物 ：須恵器の微小破片が 1 点ある。

時　期 ： 南北の軸方向を考えると、西側に隣接する古代の SB56 より、東側の古墳〜奈良期の集落の軸に

合致している。何らかの区画溝と考えられるか。

ＳＤ３３（第 180 図　ＰＬ 67）

位　置 ： ⅩⅦ I − 03・08

検　出 ： 古代検出面の砂礫層を精査中に、黒色土の帯状の広がりを確認した。

重複関係：なし。

規模形状：くの字状に屈曲する。長さは南北方向に約 6m、北東方向に約 4.3m である。幅は 20 〜

30cm、深さは 8 〜 15cm と浅く断面は U 字形である。

埋　土 ： 古代遺物包含層を基調とした黒色シルト層である。

遺　物 ： 土師器の甕や鉢の小破片が出土している。

時　期 ： 不 明。

ＳＤ３６（第 180 図　ＰＬ 67）

位　置 ： ⅩⅦ H − 11・12

検　出 ： 古代検出面において精査中に黒褐色土の帯状の落ち込みを確認した。SK3016 より新しい。

規模形状：主軸は N45°W、長さは 4m、幅は 30 〜 40cm である。深さは 10cm 以下と浅く、断面形は

タライ状である。傾斜方向に対して長軸は直交して延びるため北東側の立ち上がりはなだらかで

ある。また底面の一部はテラス状になる。

埋　土 ： 褐灰色シルトの単層。

時　期 ： 不 明。

ＳＤ３７（第 180 図　ＰＬ 67）

位　置 ： ⅩⅦ H − 11・12

検　出 ： 古代検出面において精査中に黒褐色土の帯状の落ち込みを確認した。SD36 と同様、性格不明の

遺構である。SD36 とほぼ直角に交わる。
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重複関係：なし。

規模形状：主軸は N30°E、長さは 3.1m、幅は 20 〜 30cm である。深さは 6cm と浅く、断面形はタラ

イ状である。傾斜方向に長軸は延びている。

埋　土 ： 黒褐色シルトの単層。

遺　物 ：黒色土器 A 類の坏破片が 8 点出土している。

時　期 ：不 明。

遺構外出土（グリッド）

出土遺物

土　器 ： 第 198 図 14 〜 17 は非ロクロ土師器の坏。14 は微細破片の接合資料で体部外面に「井」状の

刻み記号がある。ⅩⅦ E − 17 出土。15 は有段口縁で平丸底の形態。底部から体部外面にかけ

てヘラケズリ成形し、口縁部は横ナデ、内面はていねいにミガキ調整されている。ⅩⅦ D − 14

出土。16 は浅身で、底部は平丸底。内面は底部を一方向に、口縁部を横方向にミガキ調整して

いる。ⅩⅦ D − 19 出土。17 は大型で浅身の鉢形の形態で底部は平づくりである。ⅩⅦ E − 25

出土。18 は須恵器坏。返し部は強く反り上がり、蓋の受け部もやや幅広い。底部はケズリ成形

で凸状。ⅩⅦ E − 18 出土。19 と 20 は須恵器の蓋。19 はつまみ部が宝珠状で返しは小さく突

き出る。返し内径は 6.5cm ほど。天井部がせり上がる形態。ⅩⅨ A − 11 出土。20 はつまみ部

が宝珠状で、天井部は平坦で返しは力強く立ち上がる。ⅩⅦ E − 20 出土。21 と 22 は須恵器高坏。

21 は返しが高く内傾して立ち上がり、蓋受け部もしっかりと作られている。脚部は欠損するが、

透かし部の存在を明瞭に確認できる。ⅩⅦ E − 9 出土。22 は脚部破片であるが、2 条の凹線と

直下に透かし部が 3 単位入る。ⅩⅦ A − 13 出土。23 は須恵器の短頸壷、胴部破片。底部には「井」

状の刻み記号がある。ⅩⅦ E − 22 出土。24 〜 26 は須恵器坏 A 類。ともに底部ヘラ切り離し

手法と観られるが、ていねいにナデ調整されている。体部が強く立ち上がる箱形である。24 は

底部に発泡状のコブがあり、形状もゆがんでいる。ⅩⅦ E − 25 出土。25 は 24 に比して良好な

作りで、体部外面にはロクロ成形痕を留める。ⅩⅦ E − 19 出土。26 は底部切り離し時に、ヘ

ラにより渦巻き形に痕跡を留めた例で、本跡の中でも唯一特殊な手法である。完形個体でⅩⅨ A

− 23 出土。全体にゆがみがある。27 は須恵器坏蓋 B 類。返しは小さく強く内傾する。体部外

面は 1/2 程度ケズリ成形し、つまみ部は平。完形個体で返し内径は 12.5cm が測られる。ⅩⅨ A

−15出土。28と29は須恵器坏B類。28は口縁部がやや外傾して立ち上がる形態で、器高は3.3cm

ほどである。ⅩⅦ E − 25 出土。29 は口径 18.0cm、器高 3.5cm が測られる大形品。口唇端部

は強く外側につまみ出される。高台は角頭状。ⅩⅨ A − 14 出土。30 は須恵器盤で脚部を欠失

している。口径 27cm ほどの例でⅩⅦⅠ− 8 出土。31 〜 39 は体部外面に墨書が認められる資

料だがいずれも体部の欠損した小破片のため判読は難しい。31 は土師器の坏 A 類。ⅩⅦ G −

05 出土。32 〜 39 は須恵器坏 A 類。32 は軟質で糸切り離し手法、底部内径 7.0cm が測られる。

墨書は欠損のため判読は難しいが 35 などと同じ文字か。ⅩⅨ A − 20 出土。33 の墨書は「北」か。

34 は軟質の底部糸切り離し手法。口径 13.0cm、器高 4.0cm、底部内径は 5.0cm ほどで、内外

面にロクロ成形痕を明瞭に留める。墨書は正位で風構えに方「　」。ⅩⅨ B − 18 の出土。35 と

36 も 34 とほぼ同様な個体で、墨書も同じ。35 はⅩⅨ A − 14 出土、36 はⅩⅨ B − 11 の出土。

37 と 38 は判読できない。39 は軟質の糸切り離し手法の坏。口径 12.0cm、器高 3.5cm、底部

内径は 5.0cm。34 と酷似した製作法で作られている。墨書は体部外面に正位で「得」か。ⅩⅨ

A − 14 出土。第 199 図 1 は黒色土器 A 類の坏、完形個体。底部糸切り離しで、口径 13.0cm、

第２章　発掘調査の概要



− 173 −

器高 4.2cm、底部径 5.5cm が測られる。ⅩⅨ A − 14 Ⅲ層出土。2 は土師器椀の底部破片。ⅩⅦ

G − 5 と B − 25 出土の接合資料。3 と 4 は灰釉陶器の椀。3 は口縁部破片で釉薬はほとんど消

失している。口径 18.0cm ほどの大形例である。ⅩⅨ A − 14 出土。4 は椀の底部。高台径 8.2cm

が測られる。ⅩⅦ C − 10 の出土。5 は灰釉陶器の皿。ⅩⅦ H − 15 出土。6 は灰釉陶器の平瓶

の取手。ⅩⅦ H 出土。7 は灰釉陶器の耳皿、体部破片。高台は三日月形。ⅩⅨ B − 11 出土。8

と 9 は甑。8 は多孔式でⅩⅦ J − 04 のⅢ層出土の 1/2 個体。9 はⅩⅦ E − 14 のⅤ層出土の接

合例だが、体部下半は欠失後、割れ口に研磨の痕跡があり再利用など意識的な加工があると考

えられる。10 と 11 は土師器の甕。10 は球胴形で外面は縦方向のミガキ調整で仕上げられてい

る。ⅩⅦ E − 25 出土。11 は長胴形で口唇直下に細い沈線様の凹線があり、外面は縦方向のミ

ガキ調整がなされている。ⅩⅦ D − 14 出土。12 〜 14 は須恵器の壷。12 と 13 は同一個体と

考えられるが、13 は意図的な破損のように割れ口がギザギサ波打つように欠損し胴上半部と接

合しない。12 と 13 ともにⅩⅦ D − 15 の出土。14 は口縁部の破片でⅩⅦ E − 24 出土。15 と

16 はこね鉢と推定できる器種の底部。15 は須恵質。底面は貫通しない多孔で摩耗している。体

部外面には「↑」の記号がある。ⅩⅨ A − 11 Ⅲ層出土。16 は土師質で底部の厚さは 4.0cm が

測られる。底面は貫通しない多孔。ⅩⅦ G − 15 出土。17 は須恵器坏蓋 B 類。径 14.0cm、体

部外面に「井」状の刻み記号がある。ⅩⅨ A − 20 の出土。18 は土師器ハケ甕の底部。特殊な

刻み記号がある。ⅩⅦ H − 13 出土。19 は弥生時代中期前半の鉢形土器。口縁は 8 単位の小波

状で底部には網代痕がある。地文に縄文（風化が激しく明瞭ではないが、LR と RL2 種の原体 ?）

を施し、口縁部には 2 本の横走する沈線が同様な工具で体部に四角形の枠どりを 3 単位施文する。

2 区の検出面にて伏せた状態で出土した。

石　器 ： 第 203 図 6 はチャート材の凹基無茎式鏃で片方の脚部を欠損している。ⅩⅨ A − 23 Ⅴ層下の

出土。7 は扁平片刃石斧。完存品で石墨片岩材。6.4cm × 4.7cm × 1.0cm、47.5g。8 は磨製石

包丁の残欠を再加工した例で、器種は推定不能。一穴の周囲側面を磨き成形しているが、図左側

の側面は欠損している。ⅩⅨ B − 6 の出土。9 は紡錘車。1/3 程度の残欠品。滑石製か。ⅩⅨ A

− 20 の出土。10 は滑石製の臼玉。1.6cm × 1.2cm × 0.65cm、0.9g。ⅩⅦ C − 14 出土。11

は安山岩材の磨石。表裏がわずかに摩耗している。ⅩⅨ G − 04 の出土。12 〜 15 は凹石でも

いずれも安山岩材。12 の凹みは径 3.5cm、深さ− 1.2cm。ⅩⅨ A − 14 の出土。13 は径 4.0cm、

深さ− 1.6cm。ⅩⅦ E − 18 出土。14 はきめの細かな材で機能部が浅い皿形に凹む例。径 2.2cm、

深さ− 0.3cm。ⅩⅦ E − 19 出土。15 は表裏に凹みのある例。表面は径 5.0cm、深さ− 1.5cm、

裏面は径 3.0cm、深さ− 0.6cm。ⅩⅦ E − 09 の出土。

土製品 ： 第 204 図 13 と 14 は土製紡錘車の 1/2 欠損例。15 〜 19 は土錘。15 は 7.4g、16 は 14.7g、

17 は（13.2g）、18 は（9.1g）、19 は 9.5g が量られる。20 はツツミ形の土製品と考えたが、盤

などの脚の破片部分の可能性もある。21 と 22 は土器の体部破片を利用した円盤。21 は須恵器

蓋のつまみ部分で 24.6g、22 は 7.5g が量られる。

金属器 ： 第 205 図 13 〜 15 は耳環。13 は劣化著しくメタル部分のみ残る。径 2.6cm、8.4g。SD02 埋没

土 1 層トレンチより出土。14 は銀メッキ製で径 2.0cm、7.5g。ⅩⅦ H − 06 の出土。15 はメッ

キが剥がれて芯材部分のみの例で径 2.8cm，10.3g。ⅩⅦ D − 25 出土。16 は鉄製の楔で 8.2cm

× 5.0cm × 1.7cm、32.1g が測られる。ⅩⅨ B − 25 の出土。
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 古墳時代Ⅴ期（7 世紀前半）、古代Ⅰ期（7 世紀後半）、古代Ⅱ期（7 世紀終末〜 8 世紀初頭）、
 古代Ⅲ期（8 世紀代）、古代Ⅳ期（9 世紀前半）、古代Ⅴ期（9 世紀後半）

４．小　結（古代）

東條遺跡は、東に傾斜した標高 367 ｍから 399 ｍにわたる姨捨土石流台地末端部に位置する。遺跡の

形成時期は、古墳時代終末期から平安時代前半期、そして鎌倉・室町時代にある。遺構の分布域と検出層

位の差異から古代以前と中世は明確に区別できるので、それらを分けて報告を行う。以下、まず古代に関

する部分をまとめる。出土遺物（土器）から判断される遺構それぞれの所属時期及び段階は、古墳時代後

期終末のⅤ期（屋代遺跡群の古墳時代 8 期〜 9 期　註 2）、古代Ⅰ期（屋代の古代 1 期前半）、古代Ⅱ期（屋

代の古代１期後半〜 2 期）、古代Ⅲ期（屋代の古代 3 期〜 5 期）、古代Ⅳ期（屋代の古代 6 期・7 期）、古

代Ⅴ期（屋代の古代 8 期）である。年代の相対的な位置付けは、概ね以下のとおりとなる。

Ａ . 集落の構造について

遺構の多くは重複関係にあり、遺構掘り込み面の上部は削平を受けている。また調査区西側の八日市場

地籍では、古代面と中世面がおよそ 100cm の間層を挟んで重なる状況にあり、時代として明瞭に区別さ

れる。調査は用地取得の進捗とともに部分的に進められた経過もあり、集落跡全体の構造的な整合が十分

進められなかった箇所もある。ことに竪穴住居跡（建物跡）群と掘立柱建物跡群等との年代的な位置付け

には課題が多く残った。したがって、集落構造の把握という重要な側面において、出土遺物がある程度に

保証された竪穴建物跡を中心に検討する結果となったが、これも調査精度の観点で細かな段階区分を行う

までに至っていない。限定された情報の中で当該遺跡の集落像復元を試みることにする。

①遺構数と推定された所属時期

○古墳時代後期終末・・竪穴住居跡 17 軒（SB05・SB09・SB11・SB13・SB14・SB16・SB18・SB23・SB26・

SB29・SB30・SB42・SB46・SB49・SB50・SB51・SB73）、該期の可能性が高い例

1 軒（SB06）、該期の可能性高い掘立柱建物跡 1 棟（ST01）、土坑 4 基（SK199・

SK377・SK511・SK3026）

○古代Ⅰ期・・・・ 竪穴住居跡 13 軒（SB22・SB31・SB32・SB39・SB40・SB41・SB45・SB48・SB55・

SB57・SB58・SB65・SB68）

○古代Ⅱ期・・・・ 竪穴住居跡 13 軒（SB10・SB12・SB15・SB17・SB19・SB20・SB33・SB44・SB59・

SB62・SB66・SB70・SB72）、該期の可能性高い掘立柱建物跡 5 棟（ST11・ST17・

ST31・ST33・ST35）、 土坑 1 基（SK378）、集石跡 1 基（SQ02）

○古代Ⅲ期・・・・ 竪穴住居跡７軒（SB03・SB08・SB24・SB28・SB63・SB64・SB71）、該期の可能性

高い掘立柱建物跡９棟（ST03・ST05・ST27・ST34・ST36・ST39・ST40・ST42・

ST43）、土坑 2 基（SK627・SK2902）、該期の可能性高い溝跡 1 基（SD10）

○古代Ⅳ期・・・・ 竪穴住居跡８軒（SB01・SB21・SB35・SB56・SB60・SB69・SB75・SB77）、掘立

柱建物跡 2 棟（ST02・ST18）　該期の可能性高い例 4 棟（ST19・ST20・ST52・

ST54）、土坑 3 基（SK85・SK615・SK665）、集石跡 1 基（SQ05）、焼土跡 1 基（SF19）

○古代Ⅴ期・・・・ 竪穴住居跡５軒（SB36・SB52・SB53・SB54・SB76）、掘立柱建物跡 4 棟（ST04・

ST06・ST07・ST09）該期の可能性高い例 2 棟（ST10・ST45）

○不 明 ・・・・・ 竪穴住居跡 11 軒（SB02・SB04・SB07・SB25・SB27・SB34・SB47・SB61・SB67・

SB74・SB78）、掘立柱建物跡 12 棟（ST08・ ST15・ST16・ST41・ST44・ST46 〜

ST51・ST53）、土坑 1116 基、土壙墓 2 基、溝跡 9 本、集石跡 3 基、焼土跡 4 基
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②集落の構造解釈

○古墳時代Ⅴ期： （7 世紀前半ころ）

東條遺跡を調査区内で見る限り、該期以前の遺構は存在していない。したがって古墳時代後期の 7 世紀

前半になり集落が形成されたと考えてよい。当該期は陶邑窯跡群のⅢ型式期（およそ625年ころ）にあたる。

古代型の須恵器坏の生産が開始されたころをもって、前半と後半に便宜的に区分すれば、東條遺跡はその

後半期に位置づけることができる。この段階の東條遺跡は在地製作の非ロクロ土師器が中心であり、いま

だ古代型の須恵器坏は出現していない。古代Ⅰ期との区別は、この古代型須恵器坏の出現の有無をひとつ

の基準としたが、東條遺跡の場合は、須恵器の出土数が極めて少ないので、在地製作の坏や高坏等の型式

変化も判断の根拠とした。

調査区全体で該期に相当すると考えられる住居跡の位置を検討すると、調査区中央のⅩⅦ E・J 区を中

心に一か所、その東のⅩⅨ B・G 区に一か所、西のⅩⅦ C 区に一か所のまとまりが認められる。空間的に

は 3 か所にまとまりがあると観られる。それぞれのまとまりの中で、調査区中央部にある一群は、一辺が

7m50cm ほどの大型住居跡 3 軒（SB16・SB30・SB29）とその周囲に 1 軒ないしは 2 軒の一辺 4m から

4m50cm 規模の小型住居跡が存在する。このような観点で東の一群を観ると、一辺 6m ほどの中型の住

居跡（SB09・SB05）と、やはり小型と観られる一辺 4m 程度の住居跡（SB11・SB06）が存在している。

西では一辺 6m ほどの中型例（SB49・SB73・SB57?）、さらにそれより一回り小さい一辺 5m ほどの例（SB42・

SB51）の 2 者があり、これに小型例（SB50・SB46）がある。東の一群も西の一群も中型例 1 軒に小型

例 1 軒ないし 2 軒が組み合わさって単位が構成されているように観える。こうした住居跡の空間的な概

観をもとに、個別の住居跡構造や内部施設に目を向けると、大型住居跡（SB30 ほか）は軸の揃う規則的

な 4 本以上の主柱穴をもち、構造的にしっかりしたカマドが設置されている。中型の住居跡は、主柱穴に

規則的配置が観られそうな例（SB18 など）もあるが、大部分は不規則なものでカマドの設置は大型住居

跡同様に認められる。しかし一方で、小型例は主柱穴が確認できず、カマドそのものが不明瞭で焼土痕跡

が認められる程度の例が少なくない。

以上から、古墳時代後期終末の集落構造は、大型住居跡を中心とした一群の単位 1 箇所と中型の住居跡

を中心とした一群の生活単位 2 箇所ないしは 3 箇所が存在し、それらを統合して、ひとつの集落が構成

されていたと判断できそうである。大型そして中型の住居跡は日常居住の施設であると考えられ、これに

付随した小型住居の性格が課題だか、今回の調査内容から、これについての追究はできなかった。

○古代Ⅰ期： 飛鳥時代（7 世紀後半ころ）

【時期区分のポイント：古代型の須恵器坏類の出現する段階】

古墳時代後期終末に形成された集落は、古代型の須恵器坏類の出現以降も基本的には継続されたと考え

られる。しかしながら東條遺跡の場合、須恵器坏類の出土が極めて少なく、該期とそれ以前、さらには次

期との区別が難しい。在地土器の特徴から編年的研究の再検討が望まれるが、十分な研究史的成果が蓄積

されておらず厳密な基準は今のところない。したがって、以下に示す時期別の区分が多少なりとも前後す

る場合もあることを念頭に置いて記述する。

調査区全体で住居跡の位置関係について検討すると、調査区中央に一か所、その西に一か所のまとま

りが認められる。東地区の一群は SB13 を除くと、該期相当の例は確認できない。中央地区では前時期に

存在した一辺が 7m50cm ほどの大型住居跡はすでになく、一辺 5m ほどの中型例（SB22・SB65）と一

辺 3m ほどの小型例（SB31・SB58・SB68）に限られてくる。西地区にある住居跡のまとまり（SB41、

SB39 と SB48）が、該期における住居あるいは生活の単位を表現しているものと考えられるか。中央地

区の大型住居跡とそれに関連する住居跡が消滅した姿に集落構造に現れた社会的な背景を読み取ることが

できるか。
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○古代Ⅱ期： 飛鳥時代終末から奈良時代初頭（7 世紀終末から 8 世紀初頭ころ）

【ポイント：須恵器坏と蓋 A 類は消滅し、古代型須恵器坏 B 類と蓋 B 類の出現する段階】

古代の開始期は、古代型須恵器坏 A 類の出現と坏 B 類及び坏蓋 B 類の出現により、前半期と後半期に

区分して考えることができる。また古墳時代からの系統をもつ須恵器有稜坏や坏蓋 A 類は、概ね 7 世紀

の終末までには終了してくる。東條遺跡では、須恵器有稜坏等の出土が極めて少ないが、須恵器坏 B 類の

出現期に須恵器有稜坏等が明瞭に伴出した遺構はない。古代型須恵器坏 A 類が出現した段階に、須恵器有

稜坏等も消失傾向が強まり、坏 B 類の出現期には消失した可能性を指摘できる。そこで、屋代遺跡群の編

年で古代 1 期前半と 1 期後半に区分した後半期を、次期の古代 2 期と合わせ、古代Ⅱ期として集落像を

捉えてみた。調査所見により住居跡の新旧が判明しても、出土遺物では時期区分できない遺構もあり、結

果としてⅡ期に所属すると判断した住居跡間に近接した位置関係の例（SB70 と SB72 など）が生じてし

まった。これらは同時には存在しないと考えられるので、居住時期には確実に時間差がある。このこと

から古代Ⅱ期には、屋代遺跡群の編年基準を用いないまでも、やはり 2 つの段階を用意しておく必要が

あるのかもしれない。古代Ⅰ期からの継続も含め古代Ⅱ期の前半と考えられる例は 5 軒（SB10・SB19・

SB20・ SB33・SB62）、前半から後半に位置づけられると考えられる例が 6 軒（SB12・SB44・SB59・

SB66・SB70・SB72）ある。住居跡の位置関係を検討すると、調査区中央に再び住居跡がまとまる傾向が

ある。西の地区は 2 軒に減少し、東の地区では SB10 を中心に新たに 4 軒が現れる。調査区全体を俯瞰す

ると、住居跡の軸が北東に 20 度ほど傾く一群とほぼ南北軸をとる一群の 2 者が存在していることが解る。

時期区分の段階に合わせ考えると、前半期の住居跡が前者に相当し、前半から後半にかけてのものが後者

に当たると考えられるが厳密なものではない。また前半期の住居跡は、一辺 5m ほどの中型例（SB10・

SB19・SB20）と一辺 3m ほどの小型例（SB12・SB33）で構成され、古代Ⅰ期に想定した居住の単位と

同じであるが、後半期の例は一辺 4m 規模の方形指向の小型住居跡（SB59・SB70 など）に統一されてい

るように観える。さらには西地区の空間地に、掘立柱建物跡（ST31・ST33・ST35 など）が施設されて

くるのも、この時期の特徴（前半期か後半期かは不明）と考えられるか。該期はまさに奈良時代への移行

期であるだけに、住居の設営さらには集落形成に関わる政治的な意図が働いた結果があるのだろうか、さ

らなる類例の検証が望まれる。

○古代Ⅲ期： 奈良時代（8 世紀代）

【ポイント：非ロクロ土師器は消滅し、黒色土器 A 類が登場する。古代型須恵器には糸切り離し手法が

 出現し、ヘラ切り手法と交代していく段階】

該期は奈良時代全般にかけての時期を設定しており、他の時期とは同等に扱えない。時期区分の指標と

なる土器編年が相対的、傾向的なものであり、当遺跡での適応が難しく、出土遺物の整理段階で多くの遺

構が判別できなかったことにも起因している。このような中で大まかに該期の集落を観てみると、住居跡

の軸方向では北東側に傾くものが古い傾向にあり、南北軸の一群が新しい時期まで継続しているように観

える。これまで中央区を中心に設営された住居群は、西地区では消滅し東地区でも 2 軒程度となる。中

央地区には一辺 6m の大型住居跡が 1 軒（SB17）と一辺 5m ほどの中型例が 1 軒（SB71）あり、これに

小型例が組み合わさるような構成をとる。ただし SB17 や SB28 は古代Ⅱ期から該期にかけてのもので、

SB71 や SB24 よりは多少古いと考えられる。この意味では、中央地区も SB71 を中心とする居住の単位

ひとつで構成されていたものであろうか。約 70 年近い期間に対して、古と新を合わせてもわずかに 9 軒

の検出は、集落としてはまさに最小単位の一群を捉えたに過ぎない感がある。集落としては衰退傾向を示

すのか。

この時期で特筆すべき点は、西地区の空間地が掘立柱建物群で（ST39 〜 ST43 ほか）構成される点にある。
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古代Ⅱ期にその萌芽が現れたとすれば、計画的な集落設営が奈良時代を通して進められたことになるか。

ただし建物跡の所属時期に関しては推定の域を出ないため、積極的な集落構造については課題が残る。

○古代Ⅳ期： 平安時代（9 世紀前半）

【ポイント：高台付きの椀や皿が出現し、黒色土器 B 類や灰釉陶器が登場する段階】

古代型須恵器の坏は、糸切り離し手法のみとなり、黒色土器 B 類の椀や皿が出現する。椀類や皿の登

場は認められるものの、東條遺跡では灰釉陶器の出土が極めて少ない。古代Ⅲ期は 70 年ほどの期間を設

定しているため、実際にはその中の小期では、3 〜 4 軒程度の住居跡の単位が 1 〜 2 箇所程度しか存在

していないと考えられる。この意味では、該期も前時期の集落形成をほぼ継続したものと考えられるが、

特徴的な点は住居跡 1 軒 1 軒が距離を置いて設置されているように観えることである。古代Ⅲ期には住

居跡間は 10m 内の至近の位置に 3 軒ほどのまとまりが認められたが、該期ではいずれも 10m 以上の間

隔を隔てて設置されている。このことは住居跡 1 軒（一辺 5m 規模）の自立性が高く、これに掘立柱建

物跡を伴うかたちで生活の単位となり、これが 4 箇所程度（SB21・SB35・SB53 ？・SB75）で集落を構

成しているように観える。住居の構造は、主柱穴を持たずカマドも上部構造が判然としない例が中心で、

中型規模の例は一辺 5m ほどの大きさで、小型例（SB01・SB56・SB60・SB69）は一辺 3m 前後の大き

さである。

○古代Ⅴ期： 平安時代（9 世紀後半）

【ポイント：須恵器坏類は消滅し、土師器坏・椀類が登場する段階】

須恵器の坏が消滅に至り、土師器坏・椀類が登場する。東條遺跡では、土師器製食膳具の出土がほとん

どなく、幾つかの住居跡埋没土内より破片が数点出土したに留まっている。遺跡内では、竪穴住居跡が 4

軒と該期の可能性ある掘立柱建物跡が 5 棟存在するだけである。住居跡はいずれも中型規模の例である。

ただし、SB54 と SB76 は建物跡の構造が酷似しており、重複方向も同じであること、壁際の礫敷き列が

同一の施設と考えられそうな点から、同じ建物跡である可能性も指摘できる。同一の建物跡と考えると、

一辺 6m50cm 程度の長方形の大型ないしは中型の建物跡が想定できる。こうした壁に礫敷き列をもつ建

物跡は、千曲川を挟んで対岸の五輪堂遺跡にも確認されており、その所属時期はやはり 9 世紀後半と考え

られている。五輪堂遺跡では、こうした建物跡を堂跡と想定しており、東條遺跡例の比較資料となる。こ

のように考えると、該期での竪穴住居跡は SB36 の 1 軒のみとなる。
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５．遺構と遺物（中世）

（１）中世の遺構検出面

中世の調査は土層の堆積と検出された遺構、出土した遺物の状況を検討しながら進めた。

平成 18 年度調査では、青磁、古瀬戸などの陶磁器類を包含する層（暗褐色砂質シルト）を鍵層とした。

遺構は、この包含層より上で検出（中世第 1 検出面）される遺構群と、包含層を剥ぎ取って検出（中世第

2 検出面）される遺構群がある。地点よってはこの包含層が存在しない場所があり、これらについては中

世検出面としてまとめて認識し調査を進めた。

平成 19 年度の調査では、中世第 1 検出面は場所により、さらに 2 段階に細分されたため、中世遺構の

検出面は少なくとも 3 段階あることを検証し、調査を進めた。

各検出面の遺構の帰属する時期は出土する陶磁器類を参考に次のようにまとめた。

①　中世検出面（以下、中世面）：鎌倉時代後期から戦国時代。

②　中世第 2 検出面（以下、中世第 2 面）：鎌倉時代後期から室町時代前期。

③　中世第 1 検出面（以下、中世第 1 面）：室町時代中期から戦国時代。

 2 段階細分 ③− 1　室町時代中期。

  ③− 2　室町時代末から戦国時代。

各検出面の調査区内での状況は、東側が部分的に砂礫層と水田土壌のような土に覆われ、中世第 2 面以

降の検出面が確認できない。西側では、部分的に中世第 1 面の上に戦国時代（16 世紀頃）の遺構が検出

できる層が被覆している。これを細分すると中世第 1 検出面③− 2 にあたる。近世以降は、耕作による

水田土壌や、宅地造成のための礫の投げ込みなどの痕跡が認められた。

（２）鎌倉時代後期から室町時代前期（中世第 2 面）

①土坑（ＳＫ）

ＳＫ１８８６（第 257 図　ＰＬ 91）

位　置 ： ⅩⅦＧ− 13

検　出 ： 井戸 SK1814 の断ち割り調査時に、断面を確認した。切り合いはない。

規　模 ： 平面形態は円形で、天場石での内径は 110cm、下部の内径は 60cm、深さ 270cm を測る。

埋　土 ： 褐色砂質土で、下部では褐灰色土にグライ化している。径 35cm 大の礫が投げ込まれていた。

構　造 ： 石組み井戸。水溜は曲物が埋設される。断面は漏斗状から円筒形を呈す。水溜に曲物を用いた井

戸は SK1400 がある。

遺物出土状況：遺物は少なく、石鉢の破損品、常滑系の焼物などが出土した。

遺　物 ： 第 275 図１は溶岩製の凹石の破損品、第 285 図１は井戸水溜の曲物で樹種がヒノキである。

ＳＫ２２２２（第 257 図　ＰＬ 92）

位　置 ： ⅩⅦＧ− 13・14

検　出 ： 中世第 1 面での調査後、古代面調査時に検出された。中世第 2 面が土石流堆積等によって削られ、

古代面での確認となった。中世第 2 面の遺構と同時期の井戸と考える。切り合いはなし。

規　模 ： 平面形態は円形で、検出面での礫内径は径 90cm、深さ 60cm を測る。

埋　土 ： 径 35cm 大の礫が投げ込まれていた。基質は水分を多く含む泥である。

構　造 ： 石組み井戸。底に直径 50cm の大きな亜円礫を敷いている。石組みは底から徐々に内径を広げる。

遺　物 ： なし。

ＳＫ２７４４（第 257 図、第 275 図、第 279 図、第 286 図　ＰＬ 92，93，111）
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位　置 ： ⅩⅦＧ− 04

検　出 ： 礫が弧を描くような配列を認めた。埋土は礫主体で礫間の土はほとんどない。切り合いはなし。

規　模 ： 平面形態は検出面での礫内径が 125 × 110cm とやや南北に扁平な楕円形で、深さ 230cm を測る。

埋　土 ： 1 層は礫のみで間隙が多いが土壌の充填はほとんどない。長軸 85cm、短軸 57cm の半円形の礫

が井戸の蓋のように平におとし込まれている。2 層は褐灰色シルト〜粘土で泥状を呈し、自然埋

没と考える。3 層は水溜内の埋土で黒褐色から褐灰色の粘質土。平石が底部に置かれていた。

構　造 ： 石組み井戸。断面形は円筒形を呈する。水溜は深さ 30cm を測る。掘り方が確認でき、直径

271cm の円形で、断面形は上縁部になるに従ってラッパ状に開く。基礎の礫には、80 ㎝大

の礫を用いて土台石としている。このような土台石を用いている井戸は、SK2744、SK2222、

SK1814、SK1741 があり、本遺跡での井戸構造の特徴といえよう。また、井戸の立ち割り時の

観察からは、掘り込まれている井戸の地山が井戸の左右で異なり、西側は砂礫層で、東側は何層

かの地層で形成されていた。井戸が設置される場所は、このような地層の境を選んでいた可能性

が考えられる。

遺物出土状況： 1 層より内耳土器、3 層から板状木製品（釣瓶の側板）、柄付き刀子の柄の部分など木製

品が出土した。

遺　物 ： 第 275 図 12、13 は溶岩製の凹石である。第 279 図 16 は鉄製の火打金である。第 286 図 9 は

漆塗りの柄付き小刀で樹種がモクレン属である。10 は漆器椀で樹種がカツラ属である。11 は釣

瓶で樹種がヒノキである。12 は釣瓶の側板で樹種はサワラである。13 はマツ属複維管束亜属の

節を利用した掛け具と思われる。14 は曲物側板で樹種はヒノキ科である。

時　期 ： 埋土中の炭化物の 14C 年代測定からは 11 世紀後半〜 12 世紀前半の数値が出ている。

ＳＫ２７４５（第 257 図、第 275 図、第 286 図　ＰＬ 93，111）

位　置 ： ⅩⅦＧ− 09

検　出 ： 古代面まで重機で掘削中に礫がまとまっている地点が確認された。よって、検出は古代面で行っ

た。切り合いはなし。

規　模 ： 平面形態は円形で、検出面における礫内径は 70 × 80cm、深さ 50cm を測る。

埋　土 ： 褐灰色の泥質土、径 3cm 大の礫を含む。

構　造 ： 石組み井戸。掘り方で 140 × 145cm の円形である。

遺物出土状況：イヌの骨、網かご、曲物の薄板材、土器片が 3 点が出土した。

遺　物 ： 第 275 図 14 は溶岩の凹石である。第 286 図 15 は曲物の側板で樹種がヒノキである。16 は網

代状のかごで樹種がヒノキである。

時　期 ： 埋土中の炭化物の 14C 年代測定から 15 世紀の結果を得ている。近接する SK2744 を考慮すると、

SK2744 を埋めて、新たに本井戸を構築したことも推測される。

ＳＫ２１９７（第 257 図、第 270 図　ＰＬ 93，105）

位　置 ： ⅩⅦＢ− 23・24

検　出 ： ST38 調査時のトレンチ断面で確認された遺構で、SK2197 の埋没後に ST38 がつくられたこと

が土層堆積から理解できた。中世第 2 面の砂礫層上面においては黒色土の落ち込みとして検出

した。

規　模 ： 平面は不整形な楕円形で、274 × 150cm、深さ 45cm、長軸は N58 °E を測る 。

埋　土 ： 3 層に分層される。

構　造 ： 壁は凹凸がある。底面は船底形を呈する。周辺には同様の遺構はない。骨片の出土からは墓的な
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機能も考えられるか。

遺物出土状況：1 層より骨片、青磁片が出土した。

遺　物 ： 第270図27は青磁碗でB0類、31も青磁碗でB1類である。骨の鑑定は小片で鑑定はできなかった。

その他の土坑

ⅩⅦＢ区は南西―北東方向へ傾斜しており、SK2197、SK2286 以外は径 40 〜 80cm の楕円形〜円形

の土坑を主とし、径 30cm 以下の土坑もある。深さは 20cm 前後のものが多い。

ＳＫ２３２９（Ｂ− 24、Ｇ− 04）：平面楕円形、断面は階段状、深さ 12cm。遺物は第 279 図 3 鉄製の釘。

ⅩⅦＧ区は南西―北東方向へ傾斜している。そのうちＧ− 02、03、07、08、12、13 の

土坑は切り合いを持ち、径 40cm 以上の土坑と径 30cm 以下の土坑に大きく分かれる。深

さは 20 〜 30cm ほどが多く、掘り込みも明確である。形態の類似する土坑を組み合わせ

ると方形の配置になるものがあり、掘立柱建物が建つ可能性が高い。

ＳＫ１８７８（Ｇ− 07）：平面楕円形、断面Ｖ字状、深さ 29cm。遺物は第 282 図 1 銭、至道元寶である。

ＳＫ１８８４（Ｇ− 03、08）：平面円形、断面皿状、深さ 30cm。遺物は第 278 図 1 羽口である。 

ＳＫ１９７０（Ｇ− 03）：平面不整形、断面階段状、深さ 30cm。遺物は第 282 図 2 銭、政和通寶である。

ＳＫ２０１４（Ｇ− 08）：平面楕円形、断面Ｕ字状、深さ 50cm。遺物は第 279 図 1 鉄製の刀子である。

ＳＫ２０８１（Ｇ− 07）：平面円形、断面Ｕ字状、深さ 19cm。遺物は第 270 図 28 青磁碗である。

ＳＫ２１３１（Ｇ− 12、13）：平面　楕円形、断面階段状、深さ 21cm。遺物は第 275 図 2 軽石である。

ＳＫ２２１５（Ｇ− 03）：平面不整形、断面中央が凹む階段状、深さ 10cm。遺物は第 283 図 3 銭、元

祐通寶である。

ＳＫ２２１６（Ｇ− 08）：平面楕円形、底面は凹凸、深さ 32cm。遺物は第 279 図 2 鉄滓と考えられる。

ＳＫ２３３１（Ｇ− 04）：平面楕円形、断面Ｕ字状、深さ 12cm。遺物は第 270 図 32 青磁碗である。

ＳＫ２５０７（Ｇ− 15、20　Ｈ− 11、16）：平面不整形、底面は凹凸、深さ 18cm。遺物は第 270 図

33 かわらけである。

ⅩⅦＨ区の土坑は径 30cm 以下の土坑と径 40cm 以上の土坑に分かれる。掘り込みの明確な土坑はその

配置から掘立柱建物が建つ可能性がある。

ＳＫ２５１７（Ｈ− 16）：平面楕円形、断面Ｖ字状、深さ 37cm。遺物は第 270 図 36 かわらけである。

ＳＫ２６４８（Ｈ− 11、12）：平面楕円形、断面皿状、深さ 67cm。遺物は第 270 図 37、38 が甕で、

38 は中津川の甕である。

ＳＫ２６４９（Ｈ− 12）：平面楕円形、断面段を持つＵ字状、深さ 98cm。遺物は第 270 図 34 中津川以

外の甕である。

ＳＫ２６５１（Ｈ− 06）：平面楕円形、断面Ｖ字状、深さ 34cm。遺物は第 270 図 39 青磁の皿である。

ＳＫ２６６２（Ｈ− 11）：平面楕円形、断面皿状、深さ 49cm。遺物は第 270 図 40 古瀬戸の水滴合子である。

ＳＫ２７５８（Ｈ− 01）：平面楕円形、断面Ｕ字状、深さ 35cm。遺物は第 275 図 4 砂泥互層岩の硯である。

ＳＫ２７７０（Ｈ− 01）：平面楕円形、断面皿状、深さ 30cm。遺物は第 275 図 3 凝灰岩の砥石である。

②溝跡（ＳＤ）

ＳＤ２９（第 232 図、第 266 図　ＰＬ 101）

位　置 ： ⅩⅦＧ− 04・05

検　出 ： 浅い窪み状の溝である。切り合いはない。検出時に黒褐色土を掘り下げた。

規　模 ： 長軸は N60°W。東側はトレンチで破壊される。　残存長は 2.5m、幅は 60 〜 80cm、深さ

12cm。中世第 2 面で検出される溝は浅く、一部のみが確認される程度である。溝の上部を削り
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取られた可能性も考えられる。

構　造 ： 断面は浅い皿状を呈す。井戸に伴う溝か。

ＳＤ３４（第 235 図、第 266 図、第 269 図　ＰＬ 101，105）

位　置 ： ⅩⅦＨ− 07・08

検　出 ： SH12 調査終了後、グライ化した青灰色土を掘り下げ、黄褐色砂質層を検出中、黒褐色土の落ち

込みを伴う帯状のプランを検出した。切り合いはなし。

規　模 ： 長軸はＮ 30°Ｅ、長さ 4.3m、幅約 1.5 〜 1.9m、深さ 18cm。

埋　土 ： 黒褐色土に礫の流れ込みが含まれ、自然埋没である。

構　造 ： 断面は浅い皿状で、SD35 と連続することも考えられる。

遺物出土状況： 埋土よりかわらけ出土。

遺　物 ： 第 269 図 17 はかわらけである。

ＳＤ３５（第 236 図、第 266 図　ＰＬ 101）

位　置 ： ⅩⅦＨ− 07・08・12・13

検　出 ： SH12 調査終了後、グライ化した青灰色土を掘り下げ、黄褐色砂質層を検出中、黒褐色土の落ち

込みを伴う帯状のプランを検出した。切り合いはなし。

規　模 ： 長軸はＮ 50°Ｗ。西側は検出できない。残存長 3.3m、幅約 1m、深さ 14cm。

埋　土 ： 黒褐色土に礫の流れ込みが含まれ、自然埋没である。

構　造 ： 断面は浅い皿状で、溝底部には凹凸がある。SD34 と連続することも考えられる。

遺物出土状況：かわらけ片が出土している。

③遺構外出土遺物

第 279 図 6 はＣ− 16 出土の鉄製品、第 282 図 4 がＣ− 16 出土の銭で元祐通寶である。

第 275 図 5 はＧ− 07 出土の砂泥互層岩の硯で、第 278 図 2 はＧ− 07 出土の羽口である。

第 279 図 4 はＧ− 08 出土、5 はＧ− 07 出土の鉄製の釘である。

第 282 図 5 はＧ− 05 出土の銭、開元通寶である。6 はＧ− 07 出土の咸淳元寶である。7 は 6 の裏面

である。8 はＧ− 12 出土の銭、治平元寶である。

（３）室町時代中期から戦国時代（中世第１面）

①礎石・掘立柱建物跡（ＳＴ）

ＳＴ３７（第 252 図、第 269 図、第 279 図、第 282 図　ＰＬ 87，105，110）

位　置 ： ⅩⅦＧ− 05　Ｈ− 01

検　出 ： 中世第 1 面において遺構検出中に径 30 〜 40cm の平石が 6 基認められ、配置から礎石建物と想

定した。各礎石は ST21 や ST38 と比べやや小ぶりである。SK2765、SK2767 とは重複すると

考える。

規　模 ： 礎石配置は 2 間（200cm・200cm）× 2 間（ 205cm）の 9 基の総柱建物の様相であるが、全体

像は不明である。S2 は S1 と S3 の間に位置し、総柱とすれば外れた位置である。主軸は N33 °E、

桁行 400cm、梁間 390cm を測り、床面積 15.6 ㎡である。けがき線が確認できないので厳密な

柱間は不明である。

埋　土 ： いずれの礎石も掘り方をもつ。

構　造 ： 礎石を置くための造成などの痕跡は調査では認められなかった。傾斜地を平坦に削り、その上

に礎石を置いた可能性がある。建物の北東側には、桁行に平行して径 10 〜 30cm の亜角礫が
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並ぶように認められた。同様に SD31、直交して SD30 が位置する。SD30 の北西、南東脇には

SH16、SH17 が検出された。これらの一連の遺構は ST37 の付属施設とも考えられるが、機能

は不明である。礎石が小ぶりであるので、簡易な建物であった可能性もある。

遺物出土状況：礎石掘り方内から、若干出土している。

遺　物 ： 第 269 図 4 は青磁碗、8 は黄釉の鉄彩で、第 279 図 7 は名称不明の鉄製品である。第 282 図 9

は銭で景祐元寶②塩野篆書である。10 は元豊通寶である。

ＳＴ３８（第 253 図、第 254 図、第 269 図、第 276 図、第 279 図　ＰＬ 87，105）

位　置 ： ⅩⅦＢ− 23・24

検　出 ： 重機で表土をはいだところ径 40 〜 100cm の平石や角礫の石の並びが認められ、精査を行った。

S1、 S2、 S3 と SX11 は当初１つの遺構として調査を始めたが、SX11 の床下を調査するなかで、

礎石がさらに西側に延びることが判明し、結果として SX11 より古い遺構となった。周辺の土層

堆積からみると、SX11 検出面の土が ST38 中央付近まで被っていたことにより、SX11 の遺構

範囲を確認する中で ST38 も同時に検出したことになったと考える。また、本遺構の検出面より

下層で SK2197 が検出されている。このことから、少なくとも一帯では、中世の遺構検出面は 3

段階あり、本遺構はその 2 段階目の遺構といえる。なお、いくつかのピット的な SK と重複関係

にあると考えられる。

規　模 ： 本 体 と な る 礎 石 の 配 置 は、3 間（158cm・190cm・200cm） × 2 間（190cm・190cm ） の

12 基の総柱建物で、そのうち 8 基を検出した。2 間× 3 間の長方形で、主軸は N64 °E、桁行

54.8cm、梁間 380cm をはかり、床面積 20.9 ㎡である。S7 と S8 以外はけがき線が確認できな

いので厳密な柱間は不明である。

埋　土 ： 礎石に掘り方がある。

構　造 ： 平面の石の配列等から、ST38 を整理しておく。

　　ア　本体となる礎石の配置は、2 間× 3 間の長方形である。しかしながら、さらに、S7、S8 の西側

には S10、S11 があり、柱の位置からみると本体に付属する礎石といえる。この場合、S9 に対

応する礎石が検出されなかったが、柱が通っていたと仮定すれば、2 間× 4 間の総柱建物も考え

られる。一方で、西側の一間がとび出る構造の建物であった可能性もある。

　　イ　本体の西側には、2 列の礫の並びがあり、S10、S11 に沿うように屈曲して検出されている。調

査の中、2 列の礫間には砂質分の強い黄褐色土が確認され、また S6 と S10 の間には幅約 50cm

の溝状の落ち込み SD28 がある。これらは、本遺構に関連する施設、たとえば雨水を流す付属施

設とも考えられる。本遺構北側にある SH18 はその範囲が本遺構の長軸に沿ってあり、傾斜地の

低い方向にある。このことから、本遺構の土台面の造成に関連する遺構（土留めなど）の可能性

があるが、根拠となる土層観察結果は得られていない。

　　ウ　S1、S2 の付近には本遺構の礎石と比べて小ぶりな礫が並ぶようにある。別建物の礎石の可能性

や ST38 の立替えなども推測される。

　　エ　礎石を置くための造成などの痕跡を調査で確認できなかった。傾斜地を平坦にして、その上に礎

石を置いたと考えられる。

遺物出土状況：かわらけ、中世陶器片等が出土した。磁器類は出土していない。

遺　物 ：  第 269 図 5 は中津川の片口鉢である。6 はかわらけである。7 は中津川の四耳壷である。第

276 図 14 は安山岩製のすり石である。第 279 図 8 〜 11 は鉄製の釘で、12 は鉄製の刀子である。
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②土坑（ＳＫ）

ＳＫ１６７９（第 256 図、第 270 図　ＰＬ 90，105）

位　置 ： ⅩⅦＧ− 03

検　出 ： 砂礫層上面まで重機で掘り下げ精査したところ、径 30cm 大の礫のまとまりが検出された。その

中に円弧を描く礫の並びが認められ井戸跡とした。切り合いはない。南側は砂礫とシルトの堆積、

北側は厚い砂礫の堆積がみられ、地層の境に構築された遺構である。

規　模 ： 平面形態は円形、上縁で 100 × 110cm、底部で 60 × 50cm、深さ 280cm を測る。

埋　土 ： 深さ 150cm 以下では基質はなく礫のみで埋められている。中層は径 10 〜 30cm 大の礫からなり、

基質は黒褐色土。上縁部は黒褐色土を主とする。炭化物、砂粒、径 20cm 大の礫を多く含む大

礫が 3 個置かれている状態で、人為的埋没状況を示していた。

構　造 ： 石組み井戸。断面の上半部はゆるやかな漏斗状で、下半部は円筒状である。掘り方は不明瞭であ

るが、地山に比べて黒色の円弧、直径約 200cm が確認された。また井戸の北側から北西方向に

かけて礫の広がりが認められ、SH13 とした。

遺物出土状況：掘り方埋土から銭貨、かわらけ、内耳土器片が出土ている。

遺　物 ： 第 270 図 11 は掘り方出土のかわらけで灯明皿である。

時　期 ： SK1680 と同じ。14C 年代測定では江戸時代まで下る結果が出ている。埋没時の年代を示すものか。

ＳＫ１６８０（第 256 図　ＰＬ 90）

位　置 ： ⅩⅦＧ− 08

検　出 ： 砂層上面まで重機で掘り下げ精査したところ、径 30cm 大の礫のまとまりが検出された。その中

に円弧を描く礫の並びが認められ井戸跡とした。また SK1678 は検出時に確認され、SK1680 埋

没後に掘られ新しいものと判断できる。

規　模 ： 平面形態は円形、上縁部は径 110 × 105cm、下部は径 50 × 65cm、深さ 220cm を測る。

埋　土 ： 黄褐色砂礫。自然埋没と考えられる。

構　造 ： 石組み井戸。水溜はピット状に掘りくぼめられていた。掘り方は検出面において径 265cm の円

形が推定される。断面形は漏斗状で、検出面より約 100cm の深さから円筒状になる。掘り方内

は礫を裏込めとし井戸側石組みを支えている。上縁から数えて 3 段目の礫までは径 20 〜 30cm

大の亜角礫が用いられている。4 段目以下から下部までは土台の礫を除き厚さ 4cm ほどの平石

を積みあげている。上半部のみを作り直した可能性も考えられる。北側上縁部に大きめの平石が

組み込まれている。上縁の高さは一定ではないため井戸枠設置のための平石ではなく、足場とし

ての機能があると考えられる。石組に平石を用いた井戸は SK1680 のみである。

遺物出土状況：青磁片１点が出土している。

ＳＫ１７４１（第 256 図、第 270 図、第 275 図、第 285 図　ＰＬ 90，91，105，111）

位　置 ： ⅩⅦＤ− 21・Ｉ− 01

検　出 ： 直径 30cm の礫が散在する中世第 1 面において、径 30cm 大の礫のまとまりが検出された。切

り合いはなし。

規　模 ： 平面形態は隅丸方形。長軸 N45°E、上縁部の規模は 115 × 125cm、下部は 75 × 90cm、深さ

220cm を測る。

埋　土 ： 径 10 〜 40cm の礫が多量に埋没する。基質のグライ化の差よって 2 層に分層した。

構　造 ： 石組み井戸。水溜はピット状に掘りくぼめられていた。井戸側礫は 9 〜 11 段積み上げられている。

下部礫は径 50cn の亜円礫を 1 辺に配置し基礎を作っているため隅丸方形状を呈する。上部の礫
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もこの影響を受ける。北東方向に礫のまとまりがみられ、足場の機能が考えられる。

遺物出土状況：かわらけがまとまって出土し、内耳土器片が見られた。木製品では底部近くから曲物の側

板と底板が破損した状態で出土した。笹塔婆は深さ 178 ㎝のところで出土している。遺物の出

土深度は凡そ 190cm、130cm、100cm の 3 つのグループに分けられそうであるが、時間差が

どの程度あるかは不明である。

遺　物 ：  第 270 図 12 〜 15、17 〜 23 はかわらけである。第 275 図 9 は安山岩製の臼である。第 285

図 5 は容器で曲物の底板である。樹種はヒノキである。6 は祭祀具で木簡、笹塔婆である。形態

は圭頭状である。表に「梵字　迷故三」　裏に「南無」と書かれている。「迷故三」は「迷故三界

城」（まようがゆえにさんかいはしろなり）の一部と考えられ、庶民信仰の資料として注目される。

時　期 ： 14C 年代測定では 16 世紀後半〜 17 世紀前半の結果となった。内耳土器片が出土していることか

ら、年代は埋没時を示すものか。

ＳＫ１８１４（第 256 図、第 270 図、第 275 図　ＰＬ 91，105）

位　置 ： ⅩⅦＧ− 13

検　出 ： 中世第 1 面において径 20 〜 30cm 大の礫の円形の広がりが確認された。上面の礫を取り除き井

戸側の上縁礫およびその下部に組まれた石組を確認し、井戸跡と判断した。切り合いはなし。北

側に SK1680、西側に SK1886、SK2222 が隣接しているため、これらの 4 基の井戸が同一時期

に存在した可能性は低い。

規　模 ： 平面形態は円形、上縁部の規模は径 93 × 90cm、下部は径 70cm、深さ 250cm を測る。

埋　土 ： 底部の 3 層は自然埋没、2 層、1 層は礫を多量に含む人為的な埋め立てと考えられる。

構　造 ： 石組み井戸。ほぼ円筒形に石は組まれている。最下部の礫は長径 50cm 前後の大きな礫を基礎と

して配置しており、積み上げる礫との区別をしていることがうかがわれる。水溜はピット状であ

る。最下部の井戸側礫の下場より 50cm の深さを測る。掘り方は検出面において 255 × 210cm

の不整円形を呈する。断面は深さ 80cm まですり鉢状に掘り込まれ、その下部から円筒形に掘

り込まれている。径 10 〜 15cm 大の礫が井戸側礫の裏に込められている。

遺物出土状況：埋土 1 層よりすり鉢が 3 点、底から 70cm 上で火鉢が出土している。

遺　物 ：  第 270 図 26 は火鉢である。第 275 図 10 は安山岩製の砥石である。

時　期 ： 埋土中のモモ核の 14C 年代測定では 13 世紀後半から 14 世紀前半の値が得られた。火鉢も 14

〜 15 世紀に属すると考えられる。本遺構は礫を埋めることによる、井戸の機能を終焉させ、

SK1680 などに作り替えたことも考えられる。

ＳＫ２３１５（第 257 図、第 285 図、第 286 図　ＰＬ 92，111）

位　置 ： ⅩⅦＨ− 01・02・06・07 

検　出 ： 重機により中世第 1 面まで掘り下げ、円形に並ぶ礫群を検出し、井戸跡と確認した。北東に傾斜

する検出面からは礫が帯状にまとまっており、本跡との連続性が考えられる。切り合いはなし。

規　模 ： 平面形態は円形、上縁部は径 110 × 100cm、底部は径約 60cm、深さ 275cm を測る。

埋　土 ： 上部 1、2 層は淘汰のよい黄褐色砂、小礫まじりで上方細粒化のセットが互層となり深さ 2m ま

で達する。下部 3、4、5 層はグライ化した灰色粘質土で特に 4 層は植物遺体の堆積が著しい。

使用時における自然堆積状況を示していると考える。

構　造 ： 石組み井戸。水溜りはない。掘り方はやや不整形ではあるが、190 × 170cm のほぼ円形で、わ

ずかに上縁部が広がる。ほぼ円筒形に底部まで掘り下げられ、底部の規模は 110 × 115cm であ

る。礫間の隙間は少なく、掘り方も、数 cm 大きめに掘った後に大礫を並べ組んでいるのが観察
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できる。裏込めも認められるが、SK1679 より顕著ではない。本遺構から北に延びる礫は、溝状

に窪んでいるため、排水溝の機能があった可能性もある。

遺物出土状況：上部の砂礫層からは遺物の出土なし。下部からは木簡、鉄製小刀、漆皿が出土した。小刀

は柄がないもののほぼ完形である。井戸を鎮める祭祀具とも考えられる。灰色泥質堆積物からは

漆塗りの隅丸方形の曲物底板の半分とやや湾曲気味の 15 × 10cm 台形状の鉄板が出土、最下層

の礫混じり褐色土上面からは木製の杓と陶磁器が出土した。有機物を含む自然堆積層の遺物は井

戸廃棄後、その下位の遺物は井戸使用時のものと考えられる。

遺　物 ： 第 279 図 17 は板状の鉄である。18 は鉄製の刀子である。第 285 図 8 は容器、曲物の底板で樹

種はヒノキである。9 は容器、曲物の底板で樹種はスギである。第 286 図 1 は容器、漆製品の

底蓋板で樹種はサワラである。2 は調理加工具の杓子で樹種はヒノキである。3 は用途不明品の

棒状製品でさいばし状である。樹種はヒノキである。4 は形態が木簡状であるが、文字などは確

認されない。薄板状で樹種はスギである。5 は用途不明品の板状の屑材である。樹種はツガ属で

ある。6 は容器で漆器皿、樹種はカツラである。7 は容器で漆器椀、樹種はケヤキである。8 は

その他の削片で棒状の燃えさしである。樹種はマツ属複維管束亜属である。

時　期 ： 14C 年代測定では 15 世紀の数値を得ている。

ⅩⅦＢ区の土坑は ST38 の周辺に分布する。径 10 〜 20cm の小さい円形の土坑が主で、他にいくつか

の径 30 〜 70cm の楕円形の土坑がある。ST38 とは重複関係にあるが、礎石建物との関連性がうかがえる。

ＳＫ２１２０（Ｂ− 23、24）：平面円形、断面階段状、遺物は第 270 図 29 青磁碗である。

ⅩⅦＣ区の土坑はＨ区と連続して北東―南西方向の直線的な並びがみられる。径 20 〜 40cm の円形の

土坑が主で、他に径 50cm ほどの楕円形の土坑もある。柱根をもつ土坑もあり、なんらかの建物または施

設の可能性があるだろう。

ＳＫ１７２６（Ｃ− 25）：平面楕円形、断面円筒形で柱根を持つ。SK1727 より古い。遺物は第 285 図 3

建築部材で芯持ち材、柱根である。形態は丸木材鋭角で樹種はコナラ属コナラ節である。

ⅩⅦＧ区の土坑は SX15、SX15 と SK1679 の間、SK1680、ST37 の周辺に分布する。径 50cm のやや

大きい円〜楕円形の土坑を主とし、径 40cm 以下の土坑がある。特に他の遺構との関連性はうかがえない。

ＳＫ１７７８（Ｇ− 03）：平面円形、断面は浅い皿状で深さ 9cm。遺物は第 279 図 15 棒状の鉄製品である。

ＳＫ１７９４（Ｇ− 09）：平面円形、断面はＵ字状で深さ 15cm。遺物は第 270 図 30 青磁の碗である。

ＳＫ２１７７（Ｇ− 03）：平面楕円形、断面は階段状の浅い凹みで深さ 7cm。遺物は第 279 図 13 鉄板。

ＳＫ２３３４（Ｇ− 21）：鍋が出土。SK として取り上げたが、掘り込みは確認できなかった。遺物は第

269 図 25 である。

ⅩⅦＨ区の土坑はＣ区と連続して北東―南西方向の直線的に並ぶ、径 40 〜 50cm の円形〜楕円形を主

とするもので、SK1661 は大きく 240 × 130cm の楕円形で深さ 33cm である。

ＳＫ１７０４（Ｈ− 05）：掘り方の平面は楕円形、断面Ｕ字状で深さ 40cm。遺物は第 285 図 2 建築部材、

芯持ち材で柱根である。形態は角材で平底、樹種はクリである。

ＳＫ１７０６（Ｈ− 05）：柱根であるが、掘り方は確認されなかった。遺物は第 285 図 4 建築部材、芯

持ち材で柱根である。形態は角材で平底、樹種はモモである。

ⅩⅦＩ区の土坑は径 15 〜 25cm の小さい土坑と径 40cm ほどの土坑、100 〜 180cm 大の土坑に分か

れる。比較的集中しているため、組み合わせはできないが、建物があったことは想定できる。

ＳＫ１７３５（Ｉ− 01）：平面楕円形、断面Ｕ字状、深さ 13cm。遺物は第 275 図 8 安山岩製の臼である。

ＳＫ１８４４（Ｉ− 08）：平面円形、断面Ｕ字状、深さ 24cm。遺物は第 285 図 7 連歯下駄で樹種はケヤキ。
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ＳＫ１９３６（Ｉ− 08・13）：平面不整形、断面は皿状で底面凹凸あり。深さ 30cm。遺物は第 275 図

11 安山岩製の臼である。

③方形竪穴建物跡（ＳＸ）

ＳＸ１１（第 259 図、276 図　ＰＬ 94）

位　置 ： ⅩⅦＢ− 18・23・24

検　出 ： 表土を重機によって除去し、砂礫を主体とした層を掘り下げ中、径 20 〜 30cm ほどの礫のまと

まりが検出された。礫の範囲を把握するために平面的に掘り下げ、柱穴などの遺構検出を行いな

がら、礫出しを行い、範囲をつかんだ。東側には明らかに礎石と思われる礫（ST38）と考えら

れる石が 2m の間隔を持って 3 基配置されており、当初はその一部と考えていた。礫のまとま

りをみてトレンチを入れ土層観察したが、落ち込みや土の堆積の変化は明確ではなく、中世の地

山の可能性や何らかの埋没礫の可能性が考えられた。その中で５つの礫が、南北方向に列をなし、

礫の面を西側にそろえていることから、他の礫を伴う方形の竪穴状の遺構が西側に広がると判断

した。

 　ST38 との関係は面的に 1 面高く、本遺構のほうが新しい。検出面が傾斜していたことから、傾

斜上部では SX11 が検出され、傾斜下部ではその面が除かれその下層にある ST38 が現れた状況

となった。このため、本遺構東側の壁は確認ができていない。

規　模 ： 360 × 240cm、長軸 N36°E

埋　土 ： 黒褐色土、砂礫が多く混じる。

構　造 ： 方形に礫をめぐらせ壁としている。掘り方は不明である。炭化物を伴うP1が北東壁際に位置する。

これを火床とするなら入口は南側である。SX12・15 と同様な性格を持った竪穴である。

遺　物 ： 第 276 図 18、19 は溶岩製の凹石であろうか。

時　期 ： ST38 よりは新しいため、室町時代後半〜戦国時代。

ＳＸ１２（第 259 図、第 283 図　ＰＬ 94，110）

位　置 ： ⅩⅦＢ− 22・23

検　出 ： 南東隅部分を形成する石の並びや、南西隅部分の石の一部、西側の一部の礫の並びを検出した。

地山に含まれる自然堆積の礫とは分布の状況が異なる。切り合いはない。

規　模 ： 平面形態は方形。残存部から推定で、330 × 270cm を測る。長軸 N20°E。

埋　土 ： 黒褐色砂礫まじりシルト。粗粒砂〜小礫の混入目立つ。床面は灰褐色粘土質シルトの貼り床が認

められた。

構　造 ： 柱穴として SK1690、SK1691、SK1692、SK1693 を想定した。掘り込みはしっかりしているが、

方形の並びはみられない。床面は貼り床で明褐色の斑紋のため全体に橙色に見える。貼り床は 2

〜 3cm の厚さを持ち壁となる礫の内側に貼りつけられている。また壁に沿って並べられた礫は、

全体に 1 段だが、一部 2 段のところもある。礫の大きさがそろわないところは小さめの礫で込

められている。また礫の抜けた痕跡も確認できた。SK1682 を火床とするなら南側が出入口の可

能性が高い。

遺物出土状況：埋土および床面からの出土はない。

遺　物 ： 第 283 図 12 は永楽通寶で、SK からの出土である。

時　期 ： 隣接する SX11 と同時期の室町時代後半〜戦国時代と考えるが、近接しているため、両者が同時

期に利用されたとは考えにくい。

ＳＸ１３（第 260 図、第 271 図　ＰＬ 94，106）
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位　置 ： ⅩⅦＢ− 17

検　出 ： 地山と類似するがやや色調の暗いシルトを基質とする砂礫を方形に検出した。また東、西、南側

の南北・東西の礫の並びが一部検出された。切り合いはなし。

規　模 ： 平面形態は方形。残存部から推定で、300 × 320cm、長軸 N14°E。

埋　土 ： 黒褐色砂礫層。基質は同色の中粒砂〜シルト、礫は径 2mm 〜 3cm、5cm の円〜亜円礫の安山

岩を主体とする。壁にめぐらされたやや大きめの亜角礫を多く含む部分、基質主体の部分、砂礫

主体の部分など一様ではないが、分層はできなかった。

構　造 ： 検出面より約 10cm 下でやや締まりのよい面が認められたため床面としたが、基質はシルト〜中

粒砂で地山と差はない。北側の中央部に床面が直接焼け、その上位に炭化物の広がりが認められ

た（旧 SF15）。位置から SX13 の炉と推定した。壁は径 10 〜 15cm 程度の平な石が一段で並ぶ。

埋土中にも類似した石が含まれるため、2 段以上積まれていた可能性がある。南壁の中央の一部

の礫が途切れ、炉との位置からも出入り口部分ではないかと推定される。

遺　物 ： 礫の下から第 271 図 6 はかわらけがでている。

時　期 ： SX11 検出土層面と同様であることから、室町時代後半〜戦国時代とした。

ＳＸ１４（第 259 図　ＰＬ 95）

位　置 ：  ⅩⅦＢ− 12・13

検　出 ： コの字状の直線的な礫の並びを検出した。周囲に同様な角礫は分布せず、また礫の並びが明確な

ため、礫を残し周囲は礫の下場まで掘り下げて形を明らかにした。切り合いはなし。

規　模 ： 平面形態は方形と推定。コの字の残存長 300 × 140cm。長軸は N20°E。

埋　土 ： 黒褐色砂礫層。基質は同色の中粒砂〜シルト、礫は径 2mm 〜 3cm、5cm の円〜亜円礫の安山

岩を主体とする。

構　造 ： 明確な床面、焼土、柱穴は確認できない。礫の並びは明らかであるが、礫の形状が不揃いで、亜

円礫を使うなど、南側のコの字の並びは他の SX12、 13、15 とは異なる。

遺　物 ： なし。

時　期 ： SX11 検出土層面と同様であることから、室町時代後半〜戦国時代とした。

ＳＸ１５（第 260 図、第 271 図　ＰＬ 95，106）

位　置 ： ⅩⅦＧ− 01・02・06・07

検　出 ： 大きさが類似した礫が方形に並ぶようすが確認された。トレンチを入れ断面観察の後、石積みの

下場の位置を床面ととらえた。方形内部の礫は、床面から浮いているものを外し、それ以外のも

のも形状を見ながら、使用時にないと推定されるものは外し掘り下げた。床面は明確ではないが、

精査時に炭化物の広がりがみられ、その下位に炭化物、灰を多く含む P1 を確認した。

規　模 ： 平面形態はほぼ方形。300 × 310cm、長軸は N23°E、深さ 20 〜 30cm である。

埋　土 ： 褐灰色細粒砂〜細礫混じり粘土質シルト。炭化物、礫の含有の多少、橙色鉄分集積など部分的に

違いが見られる。

構　造 ： 礫を並べるための掘り方がある。一部 2 段、3 段に積まれていて高さや内側のラインが揃ってい

る。類似した礫が埋土中にも見られるため、本来はもう何段か礫が積まれていたと推定される。

P1 が炉に相当する可能性があるが、焼土は検出されていない。P1 の反対側、北壁の中央の一部

が途切れ、開口部がある。やや外側に凸のふくらみを持ち、階段状の出入口であった可能性もある。

遺　物 ：  破片のみ数点で、埋土より出土。第 271 図 7 はかわらけである。

時　期 ： SX11 検出土層面と同様であることから、室町時代後半〜戦国時代とした。
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④配石（ＳＨ）

ＳＨ１３（第 222 図、第 256 図、第 280 図　ＰＬ 97）

位　置 ： ⅩⅦＧ− 03

検　出 ： 重機により表土層、砂礫層を除去し、黄褐色砂層で検出したところ礫の頭がみえ、傾斜に沿って

礫が帯状に分布するのを確認した。礫の一端は SK1679 の礫に連なる。切り合いはなし。

規　模 ： 平面規模は 300 × 200cm の範囲にやや散漫な状況に広がる。SK1315、 SK1680、 SK1741 も同

様な礫の広がりがみられる。

埋　土 ： 礫間には黒色土が入り込んでおり周辺の砂質土とはやや異なる。

構　造 ：  掘り方はない。SK1679 の井戸に繋がることが推測されることから、同井戸の付属施設の可能性

がある。

遺　物 ： 第 275 図 15 は凝灰岩製の砥石、16 は砂岩製の砥石である。第 280 図 4 は鉄製の釘である。

ＳＨ１４（第 264 図）

位　置 ： ⅩⅦＢ− 25 

検　出 ： 平らな礫のまとまりを検出した。

規　模 ： 平面規模は 420 × 280cm の範囲に不整形に礫がまとまる。

構　造 ： 掘り方はない。周辺遺構との関連は不明である。 人為的なものか判断は難しい。

遺　物 ： なし。

ＳＨ１６・１７（第 224 図　ＰＬ 97）

位　置 ： ⅩⅦＨ− 01

検　出 ： ST37 検出時になだらかに北側に傾斜する面から礫のまとまりを検出した。切り合いはなし。

規　模 ： 90 × 60cm の範囲に礫がまとまる。

構　造 ： SD30 をはさんで SH17 と対峙した位置にある。

遺　物 ： なし。

ＳＨ１８（第 228 図、第 253 図、第 254 図）

位　置 ： ⅩⅦＢ− 18・19・24

検　出 ： 中世第 1 面で確認した部分と、SX11 を削平後の ST38 検出時に確認した部分がある。当初一帯

が現石垣の下位にあたり石垣の根石と判断したが、区画を示す可能性も考え調査を行った。

規　模 ： 径 10 〜 30cm 大の礫を帯状に配している。

構　造 ： 西側は直線的で、東側はやや広がる。ST38 関連遺構と考える。

遺　物 ： なし。

⑤焼土跡（ＳＦ）

ＳＦ１６（第 265 図　ＰＬ 98）

位　置 ： ⅩⅦＨ− 06・07

検　出 ：  SK2315 井戸跡の検出時に炭化物、骨粉の広がりを確認し精査した。赤みを帯びた焼土粒、炭化

物層、粘性のある灰色灰層を検出した。切り合いはなし。

規　模 ： 平面形態は不整形で径 120 × 90cm、長軸 N41°E を測る。

構　造 ： 浅い皿状の掘り方を持つ。

遺　物 ： ヒトの大腿骨、指骨（中節骨、末節骨）、臼歯歯根、切歯歯冠が出土した。他に種類は不明であるが、

四肢骨片などが出土している。全て焼骨である。
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⑥溝跡（ＳＤ）

ＳＤ２８（第 228 図　ＰＬ 101）

位　置 ： ⅩⅦＢ− 23

検　出 ： SX11 を除去し ST38 を検出中に砂質土の帯状の落ち込みを検出した。SX11 より古い。

規　模 ： ST38 の礎石 6 と礎石 7 を結ぶ位置にある。長軸 N66°W、残存長 170cm、断面は浅いＵ字形で、

幅約 60cm である。

埋　土 ： 炭化物粒を含む黒褐色土。

構　造 ： ST38 に伴う場合は雨水対策の溝と考えられるか。

遺　物 ： なし。

ＳＤ３０（第 224 図）

位　置 ： ⅩⅦＨ− 01

検　出 ：  ST37 検出中に砂礫が帯状に広がるのを検出した。SD31 より古い。

規　模 ： N52°W の傾斜方向に延びる。長さ約 220cm 、断面は皿状で、幅約 50 〜 70cm。

埋　土 ： 砂礫。

構　造 ： 断面は浅い皿状で、両脇に SH16、SH17 がある。

遺　物 ： なし。

ＳＤ３１（第 224 図）

位　置 ： ⅩⅦＣ− 21　Ｈ− 01

検　出 ：  ST37 検出中に砂礫が帯状に広がるのを検出した。SD30 より新しい。

規　模 ： N55°W の傾斜に平行して延びる。長さ約 550m、断面は浅い皿状、幅は約 60 〜 120cm である。

埋　土 ： 砂礫。

構　造 ： 断面は浅い皿状　SD30、 SD31、 SH16 、SH17をまとめてST37の付属施設の可能性も考えられる。

遺　物 ： なし。

⑦遺構外出土遺物

第 271 図 23 はＢ− 17・18 出土の内耳土器口縁〜胴部、24、25 はＢ− 18 出土の天目後期Ⅱ、29 〜

31 はＢ− 23 出土のかわらけ、32 はＢ− 23 出土の古瀬戸の平碗である。

第 272 図 1 はＢ− 23 出土のすり鉢、2、3 はＢ− 24 出土のかわらけ、4 はＢ− 25 出土の古瀬戸の梅

瓶の底部である。

第 276 図 3 はＢ− 24 出土の凝灰岩製の砥石である。

第 280 図 19 はＢ− 25 出土の鉄製の鎌、20 はＢ− 23 SX11 ベルト内出土の鉄製の鎌である。

第 281 図 1 はＢ− 18 出土の鉄製の楔である。

第 282 図 13 はＢ− 18 出土の銭、治平元寶、14 はＢ− 19 出土の銭、景徳元寶、15 はＢ− 22 出土の銭、

祥符元寶である。16 はＢ− 23 出土の銭、開元通寶、17 は 16 の裏面である。18 はＢ− 23 出土の銭、

聖宋元寶である。19 はＢ− 24 出土の銭、政和通寶である。

第 276 図 10 はＣ− 25 出土の砂泥互層岩製の硯、12 はＣ− 25 出土の凝灰岩質砂岩製の五輪塔である。

第 280 図 16 は C − 21 出土の鉄製の刀子と考える。11 は鉄製の釘である。

第 274 図 7 はＧ− 02 出土の古瀬戸の水注、8 はＧ− 03 出土の火鉢、9 はＧ− 02 出土のかわらけ、

10 はＧ− 03、04 出土の山茶碗 5 型式である。11 はＧ− 05 出土のかわらけ、13 はＧ− 04 出土の尾張

片口鉢Ⅰ類、14 はＧ− 17 出土、15 はＧ− 20 出土、16 はＧ− 13 出土の中津川片口鉢Ⅰ類である。17

はＧ− 04 出土の古瀬戸の底卸目皿、19 はＧ− 17 出土のすり鉢、20 はＧ− 15 出土の白磁皿Ⅴ類、21
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はＧ− 20、Ｈ− 16 出土の青磁碗である。22 はＧ− 12 出土、23 はＧ−１5 出土のかわらけである。

第 276 図 1 はＧ− 04 出土、2 はＧ− 08 出土の安山岩製の凹石、4 はＧ− 21 出土の凝灰岩製の砥石、

5 はＧ− 07 出土の安山岩製の凹石、6 はＧ− 24 出土の溶岩製の凹石、7 はＧ− 11 出土の砂泥互層岩製

の完形の硯、8 はＧ− 04 出土の砂泥互層岩製の完形の硯、9 はＧ− 20、Ｈ− 16 出土の砂泥互層岩製の

硯で接合資料、11 はＧ− 12 出土の緑色凝灰岩製の管玉である。

第 278 図 4 はＧ− 03 出土の土錘である。第 280 図 7 はＧ− 3 出土、8 はＧ− 12 出土、9 はＧ− 11

出土の鉄製の釘、21 はＧ− 12 出土の銅製のはばき、22 はＧ− 08 出土の鉄製の金具である。

第 281 図 2 はＧ− 12 出土の鉄製の金具、4 はＧ− 20 出土の鉄滓である。

第282図20はＧ−07出土の銭で、唐国通寶、21はＧ−07出土の銭、熙寧元寶、22はＧ−11出土の銭、

天聖元寶、23 はＧ− 11 出土の銭、元豊通寶、24 はＧ− 12 出土の銭、祥符通寶、25 はＧ− 16 出土の銭、

塩野篆書の皇宋通寶である。

第 274 図 28 はＨ− 13 出土の青白磁の小壷、31 はＨ区出土の青磁碗Ａ 2 類である。

第 280 図 10 はＨ− 01 出土の鉄製の釘、12 はＨ− 02 出土の、13 はＨ− 01 出土の鉄製の釘、15 は

Ｈ− 01 出土の鉄製の刀子、17 はＨ− 17 出土の鉄製の刀子、18 はＨ− 11 出土の鉄製の鎌である。

第 281 図はＨ− 17 出土の鉄板である。第 282 図 26 はＨ− 01 出土の銭、開元通寶、27 はＨ− 01 出

土の銭、紹聖元寶、28 はＨ− 02 出土の銭、淳化元寶である。

第 278 図 3 はトレンチＣ出土の土錘である。

（４）鎌倉時代から戦国時代（中世検出面）

①礎石・掘立柱建物跡（ＳＴ）

ＳＴ１２（第 248 図、第 287 図　ＰＬ 86）

位　置	：	ⅩⅦＨ− 08・09

検　出	：	黄褐色砂礫層上面において、径 20 〜 40cm の円形の落ち込みが複数認められ検討した結果

200cm 前後の間隔で配置することが分かったため掘立柱建物とした。切り合いはなし。

規　模	：	柱穴の配置は 2 間（336cm・（320cm））× 2 間（136cm・180cm）の 9 本柱の総柱建物と想定され、

そのうち 8 本を検出した。主軸は N25°E、桁行 336cm、梁間 316cm を測り、床面積 10.62 ㎡

である。いずれの柱穴も掘り込みは浅い。

埋　土	：	黒褐色から褐灰色土。

構　造	：	Pit5、Pit10、Pit11 は総柱の配置からは外れているが、ST12 を構成する柱穴と考える。

遺物出土状況：柱穴からの出土である。

遺　物	：	第 287 図 1 は Pit2 出土の建築部材で芯持ち材の柱根である。形態は角材鈍角で樹種はアスナロ

である。Pit11 からはチャート製の剥片が出土した。

時　期	：	ST13 と同時期、室町時代中期頃か。

ＳＴ１３（第 216 図、第 269 図　ＰＬ 105）

位　置	：	ⅩⅦＨ− 13・14

検　出	：	表土掘削後南北方向に石列を発見、東側を検出するが、他に礫はない。検出レベルをやや下げた

ところで 17 基のピットを確認したが、西側の調査では、これに関連するような礫、ピットの検

出はみられなかった。柱穴の配置に規則性がみられないが、これらをまとめて ST13 とした。

埋　土	：	黒褐色土、暗褐色土、灰褐色土、褐色土、にぶい黄橙色砂質土の単層である。

遺　物	：	第 269 図 1 は黄瀬戸卸皿で接合資料である。
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時　期：出土遺物からは室町時代中期頃か。

ＳＴ１４（第 248 図　ＰＬ 86）

位　置 ： ⅩⅦＨ− 09・10

検　出 ： 黄褐色砂礫層上面において、径 20 〜 40cm の円形の落ち込みが複数認められ、ほぼ規則的に配

列することが分かった。12 基のピットをまとめて掘立柱建物とした。切り合いはなし。

規　模 ： 柱穴の配置は 2 間（176cm・202cm）× 2 間（176cm・202cm）の 9 本柱であり、主軸は N55°W、

桁行 378cm、梁間 316cm を測り、床面積 11.88 ㎡である。いずれの柱穴も掘り込みは浅い。

埋　土 ：  10YR4/1、10YR2/1、N3/0 の黒褐色から褐灰色土である。

構　造 ： 総柱建物になるか。

遺　物 ： なし。

時　期 ： ST12 と同時期の室町時代中期頃か。

ＳＴ２１（第 249 図、第 269 図、第 276 図　ＰＬ 86，105，109）

位　置 ： ⅩⅦＣ− 11・16・21

検　出 ： 重機にて表土剥ぎ中に大きな石が見つかったため、周辺を高めに削平したところ平石が見つかっ

た。その後精査をおこない、9 基の礎石を確認した。重機による撤去が考えられるため石の配置

の確認できないものもある。切り合いはない。

規　模 ： 礎石の配置は 3 間（204cm・200cm・194cm）× 3 間（206cm・182cm・203cm ）の 16 基

のうち 9 基を確認した。けがき線が観察できないので厳密な柱間は不明である。主軸は N 27°E

で地形の傾斜に沿う。桁行 608cm、梁間 596cm を測り、床面積 36.24 ㎡である。

埋　土 ： 掘り方は確認できた。黒褐色土で炭化物を含む。

構　造 ： 3 間× 3 間の総柱建物で、御堂のような建物が考えられる。また、建物内で黄褐色砂礫の面的な

まとまりが認められたが、造成土かは判断できなかった。

遺物出土状況：建物範囲内で検出中に少量出土した。

遺　物 ： 第 269 図 2、3 はかわらけ、第 276 図 13 は砂泥互層岩製の完形の硯である。他に銭の破片と○

元通寶が出土している。

時　期 ： 14C 年代測定では、礎石掘り方埋土の炭化物からは、15 世紀前半、12 世紀中ごろの値を得てい

る。本遺構検出面の下の層には、陶磁器片を含む包含層が認められ、それを剥いだ面が中世第 2

面となる。このことから、本遺構は中世第 1 面相当と考えられ、室町時代中期頃と考える。

ＳＴ２２（第 248 図　ＰＬ 86）

位　置 ： ⅩⅦＢ− 15・20、Ｃ− 11・16

検　出 ： 黄褐色砂層を下げた面において、径 20 〜 40cm の円形の落ち込みが複数認められ、SK とした。

その後、配置から掘立柱建物と認定した。切り合いはなし。隣接する ST21 とは距離が近いので、

同時期に存在した可能性は低いと考えられる。

規　模 ： 柱 穴 の 配 置 は 1 間（263cm） × 1 間（250cm） の 4 本 柱 で あ り、 主 軸 は N50 °E、 桁 行

290cm、梁間 256cm を測り、床面積 7.42 ㎡である。いずれの柱穴も深く明瞭な掘り込みである。

中央部はかく乱により破壊されている。

埋　土 ： Pit3 は黒褐色土で炭化物粒を多く含む。Pit2 は暗オリーブ褐色土。Pit1、Pit5 は黒褐色土でしま

りよく炭化物を含む。

構　造 ： Pit4 は他のピットと異なり直径 97cm と大きい。

遺物出土状況：建物範囲内で小破片が出土した。
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時　期 ： ST12 と同様な形態であり、同時期の室町時代中期頃と考える。

ＳＴ２３（第 250 図　ＰＬ 86）

位　置 ： ⅩⅦＣ− 10・15、Ｄ− 06・11

検　出 ： 本遺構の所在する地点は、傾斜地としては低い場所にあたる。ST21 のある傾斜地でも高い場所

ととは異なり、湧水が出る場所にある。検出面は砂礫層上面で、周囲にも礫は広がっているもの

の礫径 30 〜 40cm とやや大きく平石であることから礎石建物とした。SK1299 より新しい。建

物範囲内と重複する SK がある。

規　模 ： 礎石の配置は 1 間（640（710）cm）× 2 間（164cm・186cm）の 6 本柱のうち 5 基を検出し

た。けがき線が確認できないので厳密な柱間は不明である。主軸は N37°E、桁行 680cm、梁間

350cm を測り、床面積 23.8 ㎡である。

埋　土 ： 掘り方は確認できなかった。

構　造 ： 桁行が 6m と長いので、重複する SK が柱穴である可能性もある。本遺構の立地は湧水のみられ

る場所であるため、本遺構の利用に際しては地盤の強化等が考えられるが、明確な造成痕跡を観

察できなかった。しかしながら、湧水レベルの低下などの要因で、当時は水はけのよい環境であっ

たことも考えられる。

遺　物 ： 遺物なし。

時　期 ： 本遺跡における礎石建物の利用時期は室町時代中期頃であり、同様の時期と推測する。

ＳＴ２４（第 248 図　ＰＬ 86）

位　置 ： ⅩⅦＣ− 13・14

検　出 ： 砂礫層上面において検出中、径 30 〜 50cm の円形の落ち込みを認められ SK とした。その後検

討し、配置から掘立柱建物跡と認定した。切り合いはなし。

規　模 ： 柱穴の配置は 1 間（404cm）× 1 間（280cm）の 4 本柱であり、主軸は N88°W、桁行 404cm、

梁間 280cm を測り、床面積 11.31 ㎡である。いずれの柱穴も深く明瞭な掘り込みである。

埋　土 ： 黒褐色土。

構　造 ： Pit1、Pit2、Pit4 は底部に礫が認められる。特に Pit4 は平石である。

遺物出土状況：建物周辺で青磁片が出土しているが、本遺構に伴うか判断しがたい。

時　期 ： ST12 と同様な形態であり、同時期の室町時代中期頃と考える。

ＳＴ２５（第 250 図）

位　置 ： ⅩⅦＣ− 19・20・24・25

検　出 ： 径 30cm 前後の円形の落ち込みが認められ、配置検討のうえ掘立柱建物跡とした。

  中央部を南北に暗きょで破壊されている。切り合いはなし。

規　模 ： 柱穴の配置は 1 間（350cm）× 1 間（214cm）の 4 本柱であり、主軸は N52 °E、桁行 350cm、

梁間 214cm を測り、床面積 7.49 ㎡である。いずれの柱穴も明瞭な掘り込みである。やや菱形

を呈する。

埋　土 ： Pit1、Pit2 は黒褐色土、Pit3 は黒色土、Pit4 は黒褐色土と柱痕が極暗褐色土。

遺　物 ： なし。

遺　物 ： ST12 と同様な形態であり、同時期の室町時代中期頃と考える。

ＳＴ２６（第 251 図　ＰＬ 86）

位　置 ： ⅩⅦＣ− 17 ・21・ 22

検　出 ： ST21 の調査後に中世第 2 面まで表土剥ぎをしたところ、径 100cm ほどと径 40cm の円形の落
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ち込みが複数認められ SK とし、その後の検討で掘立柱建物跡とした。切り合いはなし。

規　模 ： 柱穴の配置は 2 間（208cm・168cm）× 1 間（240cm）の 6 本柱であり、主軸は N23°E、桁行

335cm、梁間 260cm を測り、床面積 8.71 ㎡である。いずれの柱穴も深く明瞭な掘り込みである。

埋　土 ： 黒褐色土。Pit1 の上部は黄褐色土混じりで炭化物を含む。Pit2、Pit3、Pit4 は酸化鉄のブロック

を含み、しまりややよわい。

構　造 ： Pit1、Pit2、Pit5 は直径がやや大きく不整形である。ピットの規模に差がある。

時　期 ： 中世第 2 面相当の鎌倉時代後期から室町時代前期。

ＳＴ５５（第 251 図、第 287 図、第 288 図）

位　置 ： ⅩⅦＣ−０３

検　出 ： 砂礫層上面において、径 20 〜 50cm の円形の落ち込みと柱根が複数認められ SK とし、周辺を

精査の結果ほぼ規則的に配列することが分かったため、9 基を掘立柱建物跡とした。1 基はかく

乱で破壊されたと思われる。切り合いはなし。

規　模 ： 柱穴の配置は 3 間（170cm・200cm・110cm）× 2 間（190cm・200cm）の 10 本柱のうち 9

本を検出した。主軸は N10°E、桁行 480cm、梁間 390cm を測り、床面積 18.72 ㎡である。

埋　土 ： 灰色土で粘性、しまりあり。Pit4、Pit7、Pit8 は灰色砂質土である。

構　造 ： Pit9 を除き、いずれも柱根をもつ。

遺　物 ： 第 287 図 4 は Pit1（旧 SK748）出土の建築部材で芯持ち材の柱根である。形態は角材鈍角で樹

種はクリである。7 は Pit4（旧 SK772）出土の建築部材で芯持ち材の柱根である。形態は丸木

材で樹種はカキノキ属である。8 も Pit4 出土の建築部材の分割材で、樹種はクリである。11 は

Pit7（旧 SK775）出土の建築部材で芯持ち材の柱根である。形態は丸木材鈍角で樹種はカツラ

である。第 288 図 4 は Pit6（旧 SK782）出土の建築部材で芯持ち材の柱根である。形態は丸木

材鈍角で樹種はカエデ属である。8 は Pit8（旧 SK795）出土の建築部材で芯持ち材の杭で形態

は丸木材鋭角で樹種はクリである。16 は Pit5（旧 SK824）出土の建築部材で芯持ち材の柱根で

ある。形態は丸木材鈍角で樹種はクリである。

時　期 ： 中世第１面相当で、室町時代中期か。

②土坑（ＳＫ）

ＳＫ８４４（第 255 図、第 269 図、第 289 図　ＰＬ 88，105，111）

位　置 ： ⅩⅦＣ− 02・03・07・08

検　出 ： SD12 砂礫層を取り除いたところ、円形に回る礫が検出されたため井戸とした。SK844 の断面観

察において脱色した SD12 埋土の砂粒の落ち込みを確認でき、SD12 が新しいと判断した。

規　模 ： 平面形態楕は円形。検出面における礫内径は 130 × 140cm、下部 100 × 115cm、深さ 90cm

を測る。

埋　土 ： 黒褐色粘質土を主とする。水分を多く含み、灰色粘質土、暗灰黄色粘質土、砂礫のレンズ状の堆

積が観察されることから、これらは次第に埋没していったと思われる。径 20cm 大の亜円礫は

井戸側の石組と大きさが類似しており、上縁部の礫の崩落も考えられる。

構　造 ：  石組み井戸。

遺物出土状況：植物遺体を多く含み、多数の木製品が出土した。箸、下駄、漆器、曲物などである。上部

からは編物籠が出土した。常滑の甕、山茶碗、灯明皿も出土した。

遺　物 ： 第 269 図 22 はかわらけである。第 289 図 2 は小刀の柄で樹種はヒノキ、3、4、6 は曲物側板

で樹種はヒノキ、5 は曲物底板で樹種はサワラ、7 は漆器椀で樹種はコナラ節、8 は漆器皿で樹
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種はクリ、9 は漆器椀で樹種はコナラ節、10 は連歯下駄で樹種はハリギリ、11 〜 13 は箸で 13

の樹種はヒノキ、14 は棒状の削片で燃えさし、樹種はマツ属複維管亜属である。15 は用途不明

品で筒状、樹種はウツギ属である。16 は琴似形の形代と考えら、樹種はサワラである。17 は用

途不明品の加工材の残材、形態は積木状で樹種はスギである。18 は折敷で樹種はヒノキである。

19 は何らかの部材の残材で、樹種はヒノキである。

時　期 ： 漆器などの出土遺物から、中世第 2 面相当の鎌倉時代後期から室町時代前期。

ＳＫ１０２１（第 255 図　ＰＬ 88）

位　置 ： ⅩⅦＢ− 10・15

検　出 ： 周囲の SK と比べグライ化した土が目立っていたため掘り下げ、半裁し断面観察を行った。灰色

土と石組の落ち込みが認められたため井戸とした。切り合いはなし。

規　模 ： 平面形態は楕円形。検出面における礫内径は 30 × 40cm、下部で 25cm、深さ 40cm を測る。

井戸としてはかなり小型である。水を汲み取ることのほか、水をためるための施設かもしれない。

埋　土 ： 粘質が強いグライ化した灰色土。

構　造 ： 石組み井戸。底部に 5cm ほどの浅い水溜がある。周囲には径約 130cm の掘り方をもつ。

遺　物 ： なし。

時　期 ： 中世第 1 面相当か。

ＳＫ１１０５（第 255 図）

位　置 ： ⅩⅦＣ− 11

検　出 ： 弧を描くような径 20cm ほどの礫の並びを検出したため井戸とした。切り合いはなし。

規　模 ： 平面形態は隅丸方形。検出面における礫内径は 50 × 50cm、深さ 40cm を測る。

埋　土 ： 石組が崩れたものか、礫が埋まっているのを確認した。

構　造 ： 石組み井戸。SK1021 と類似している。

遺　物 ： なし。

時　期 ： 中世第 1 面相当か。

ＳＫ１１１１（第 255 図、第 290 図　ＰＬ 88，112）

位　置 ： ⅩⅦＣ− 09

検　出 ： 黒色土層上面まで掘り下げたところ径 30cm 程大の礫が 4m 四方に広がっていた。礫間に充填し

ている土は水分が多く含まれ泥状態の黄灰色粘土である。調査は 2 段階に分けて、上部の礫の

みを取り上げて礫の状況を確認し、黒色土層の下位の砂礫層（地山）に弧を描くような石の並び

を調査した。切り合いはなし。

規　模 ： 平面形態はほぼ円形。検出面における礫内径は約 120cm、下部は 40cm、深さ 140cm を測る。

埋　土 ： 上部は黄灰色粘土で石組の崩れた礫を含む。下部は灰褐色粘土。投げ込まれたものと考えられる

径 30cm 大の亜円礫を 50％含む。

構　造 ： 石組み井戸。断面は漏斗状で水溜ピットはない。

遺物出土状況：先端部を尖頭状に削りこんでいる棒状木製品が出土。石組の間には常滑系の甕の破片、埋

土からは内耳土器片を出土した。

遺　物 ： 第 290 図 9 棒状製品で加工のある材である。樹種はクリである。

時　期 ： 中世第 1 面相当の室町時代中期から戦国時代。

ＳＫ１１２３（第 255 図、第 270 図、第 291 図、第 292 図、第 293 図　ＰＬ 88，89，105，112）

位　置 ： ⅩⅦＣ− 23
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検　出 ： 砂礫層上面まで掘り下げたところ径 30cm 大の礫のまとまりを検出した。礫間に充填している土

は水分が多く含まれ泥状態のグライ化した灰色粘質土であった。点在する礫の間に弧を描く礫の

並びが認められ、その連続性から井戸の上縁部とした。SK1400 より新しい。

規　模 ： 平面形態は円形。上部の礫内径は 120cm、下部は 80cm、深さ 160cm を測る。

埋　土 ： 黒褐色粘質土。上部はグライ化し灰色を呈し、径 30cm 大の礫を 40％含む。下部には礫が少なく、

上部に行くに従って量が多くなる。石組の自然崩落の可能性が高い。

構　造 ： 石組み井戸。最下部礫下には 5 × 5 × 85cm の角材が方形に組まれる木枠（根太）が構築され

ている。さらに砂層中に掘り込まれた底部には直径 40cm、深さ 30cm の円形プランの水溜があ

る。最下部には径 50cm 大の大きい礫を配置し、その上に順次石を組んでいる。

遺物出土状況：遺物は上部に少なく、中部、下部に集中する。水溜からはかわらけ片と板材を出土した。

井戸構築した直後の遺物であることから、祭祀関係の可能性もある。中部、下部からは曲物、白

木皿、漆皿、漆椀、杭、木札、多数の箸など多くの木製品が出土した。このほか井戸の祭祀とし

て考えられる形代や削り痕を持つ長さ 10cm ほどの火付け具が出土している。

遺　物 ： 第 270 図 9、10 はかわらけである。第 291 図 7 は工具の柄、8 は刀子さやで樹種はサワラ、9

は祭祀具で刀子形の形代、樹種はサワラ、10 は曲物側板、樹種はヒノキ、11 は曲物底板、樹種

はサワラ、12、13 は曲物側板で樹種はヒノキである。14 は曲物側板で樹種はスギ、15 は挽物

皿で樹種はクリである。16、17 は白木の皿で樹種はブナ属である。第 292 図 1 は曲物底板で

樹種はヒノキ、2、3 は曲物側板で樹種はサワラ、4 は漆器椀、5 〜 7 は漆器皿で樹種はクリ、9

は漆器椀で樹種はケヤキである。8、10 は用途不明の加工材で折敷？、樹種は 8 はヒノキ、9 は

ヒノキ科である。11 〜 28 は箸、樹種が 11、12 は不明、20 がツガ属、22、27 がヒノキ、25

がサワラ、28 がモミ属でその他はすべてスギ、29 は棒状製品でさいばし状で樹種はスギである。

第 293 図 1 は下駄で樹種はオニグルミ、2 は櫛で樹種がイスノキ、3 は圭頭状の塔婆で樹種は

サワラ、4 は形代で樹種はマツ属複維管束亜属、軸はサワラである。5 〜 8 は形代で樹種は 5、6、

8 がサワラ、7 はモミ属である。9 は板状製品で竹とんぼ状、樹種はサワラである。10、11 は

棒状の削片で燃えさし、樹種はマツ属複維管束亜属である。12 は棒状木製品で樹種はスギ、13

は丸半に裂いた残材で樹種はスギ、14 は角柱状の棒状製品で樹種がスギである。15 は板状製品

で樹種はサワラである。16 は容器の結合補助具で樹皮製品、17 は加工材の積木状の残材、樹種

はヒノキである。18 は井戸の側板材で樹種はモミ属である。第 294 図 1 〜 4 は井戸の角材の根

太材、樹種はツガ属である。

時　期 ： 埋土の杭の 14C 年代測定から 13 世紀〜 14 世紀の年代を得ている。中世第２面相当である。

ＳＫ１３９９（第 255 図　ＰＬ 89）

位　置 ： ⅩⅦＣ− 11

検　出 ： 砂礫層上面まで重機で下げたところ径 30cm 大の礫が南西から北東方向へ帯状に検出された。全

体に徐々に礫を取り上げながら掘り下げ、礫のまとまりを認めた。切り合いはなし。

規　模 ： 平面形態は楕円形。長軸 N21°E。検出面での礫内径は 60 × 90cm、下部で 45 × 70cm、深さ

120cm を測る。

埋　土 ： 基質は黒褐色の粘質土で径 30cm 大の亜円礫を 50％含む。上部はグライ化して灰色を呈し水分

多く含み泥状態である。下部はやや礫が少なく 20％含む。礫の混入が顕著なことから自然崩落

ではなく、礫を投げ込んで埋め戻した状況が考えられる。

構　造 ： 最下部には径 30cm 大の礫を配置し、その上に順次石を組んでいる。断面は漏斗状。本遺構北に
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は SD12 − 1 が存在し、位置関係から、排水路的な本遺構と関連する施設と考えられる。

遺　物 ： なし。

時　期 ： SD12 と本遺構が関連するとして、SD12 が SK844 より新しい遺構であることから、中世第 1 面

相当と考えられる。室町時代中期から戦国時代。

ＳＫ１４００（第 255 図、第 298 図　ＰＬ 89，113）

位　置 ： ⅩⅦＣ− 23

検　出 ： SK1123 の重機による断ち割り中、SK1123 北側に井戸の木枠らしい角材を検出した。断面観察

を行い、SK1123 に切られた掘り込みを確認したため、井戸跡とした。

規　模 ： 平面形態は円形。水溜埋設部分で径 55cm、深さ 58cm を測る。掘り方は方形で残存長 80cm、

南西の辺は SK1123 に破壊されている。

埋　土 ： 水溜の埋土は黒色砂質土で黒色粘質土や中礫、木製品を多く含む。水溜の下部はグライ化し灰褐

色を呈する。分層が認められないことからほぼ同一時期に埋めもどしたものと考えられる。大礫

の混入がない。

構　造 ： 調査区内の中世で唯一の素掘井戸。木枠が 4 辺中 2 辺分の 2 本の角材が確認された。木枠の外

側に立てる板材の破片が埋土とともに押しつぶされた状況がうかがえた。底部中央部より曲物が

埋設された状況（水溜）で検出された。水溜の構造は異なるが、木枠（根太）を設置する構造は

類似することから、SK1400 を構築途中、石組を行う前に廃棄し、埋め戻した後に SK1123 につ

くり直したと考える。

遺物出土状況：曲物ピット内の泥状堆積物の中から、曲物、漆塗りの櫛、絵馬状木製品、など祭祀的な遺

物を出土した。井戸の構築時か埋め戻し時の遺物と考えられる。

遺　物 ： 第 298 図 1 は井戸の水溜の曲物で樹種はヒノキ、2 は漆塗りの横櫛で樹種はイスノキ、3 は井

戸の根太材で形態は角材、樹種はモミ属である。4 は井戸の側板材で樹種はモミ属である。5 は

祭祀具で板状の絵馬状木製品、樹種はサワラである。6 は加工材の板材で用途は不明、樹種はモ

ミ属である。7 は井戸の板材の井戸側で樹種はモミ属、8 は井戸の根太材で形態は角材、樹種は

モミ属である。

時　期 ： 鎌倉時代後期から室町時代前期。SK1400 より古い。

ＳＫ１４２０（第 255 図　ＰＬ 89，90，113）

位　置 ： ⅩⅦＤ− 11・16

検　出 ： 砂礫層を取り除いた古代検出面において、礫が円形に回る状況が検出され、状況から井戸跡とし

た。切り合いはなし。

規　模 ： 平面形態は楕円形。検出面での礫内径は 130 × 110cm、底部では径 60cm、深さの推定は中世

検出面から 140cm を測る。

埋　土 ： 黒褐色粘質土。径 20cm 大の亜円礫を含む

構　造 ： 石組み井戸と考えてよいか。

遺物出土状況：埋土より曲物の底板と蓋が出土した。

遺　物 ： 第 299 図 2 〜 4 は曲物底板である。2 は木釘付きで樹種はサワラ、3、4 は樹種がヒノキである。

5 は加工材の竹材で用途は不明である。

時　期 ： 検出は古代面となったが、中世面調査時の見落としで、中世の遺構と考える K1679、SK1680

と同様の中世第 1 面相当と推測した。ⅩⅦＣ区には多数の土坑が分布する。径 30 〜 60cm、径

1m 以上の土坑や、杭または柱根をもつ土坑、打ち込まれた杭などがある。類似する規模の土坑
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が方形に並ぶことから、掘立柱建物が建つ可能性がある。

ＳＫ７４１（Ｃ− 03）：第 287 図 2 建築部材で芯持ち材の柱根である。形態は角材鋭角で樹種はクリ。

ＳＫ７４４（Ｃ− 03）：平面円形、断面Ｕ字状、深さ 10cm の掘り方をもつ。遺物は第 287 図 3 建築部

材で芯持ち材の杭である。形態は丸木材鋭角で樹種はマンサクである。

ＳＫ７４９（Ｃ− 03）：平面円形、断面Ｕ字状、深さ 9cm の掘り方をもつ。遺物は第 287 図 5 建築部材

で分割材の杭状である。形態は板材で樹種はスギである。

ＳＫ７５８（Ｃ− 02）：平面不整形、断面皿状、深さ 12cm の掘り方をもつ。遺物は第 287 図 9 漆器椀

で樹種はクリである。

ＳＫ７６０（Ｃ− 03）：平面楕円形、断面皿状、深さ 4cm の掘り方をもつ。遺物は第 287 図 6 建築部材

で分割材の杭状である。形態は角柱状鋭角で樹種はスギである。

ＳＫ７６７（Ｃ− 03）：平面円形、断面Ｕ字状、深さ 10cm。遺物は第 281 図 5 鉄製の釘である。

ＳＫ７７４（Ｃ− 02・03）：平面不整形、底面凹凸で、深さ 19cm の掘り方をもつ。遺物は第 287 図 10

建築部材で芯持ち材である。樹種はクリである。

ＳＫ７７７（Ｃ− 03）：平面楕円形、断面皿状、深さ 22cm。平石が柱穴底部に置かれている。遺物は第

287 図 12 建築部材で芯持ち材の柱根である。形態は丸木材鈍角平底で、樹種はカエデ属

である。13 は曲物の蓋で樹種はヒノキである。

ＳＫ７７８（Ｃ− 03）：平面円形、断面皿状、深さ 7cm の掘り方をもつ。遺物は第 288 図 1 建築部材で

芯持ち材の杭である。形態は丸木平底で樹種はクリである。

ＳＫ７８０（Ｃ− 03）：平面円形、断面皿状、深さ 8cm の掘り方をもつ。SD12 より古い。遺物は第 288

図 2 建築部材で芯持ち材の杭である。形態は丸木材鋭角で樹種はケヤキである。

ＳＫ７８１（Ｃ− 03）：平面円形、断面Ｕ字状、深さ 8cm。SK838 と重複する。遺物は第 288 図 3 漆器

椀の蓋である。高台痕があり底部は楕円である。樹種はケヤキである。

ＳＫ７８５（Ｃ− 02）：平面楕円形か、断面皿状、深さ 24cm。炭化物が広がる。遺物は第 288 図 5 曲

物底板で、樹種はサワラである。

ＳＫ７８６（Ｃ− 03）：平面楕円形、断面皿状、深さ 9cm。遺物は第 288 図 6 漆器椀、樹種はブナ属である。

ＳＫ７９０（Ｃ− 03・08）：平面楕円形、断面皿状、深さ 17cm。遺物は第 269 図 18 古瀬戸の平碗である。

ＳＫ７９１（Ｃ− 02）：第 288 図 7 用途不明の板状の製品である。形態は板材で方形の穴が 2 か所開い

ている。樹種はスギである。

ＳＫ８０２（Ｃ− 07）：平面円形、断面浅い皿状の掘り方をもつ。第 288 図 9 建築部材で芯持ち材の柱

根である。形態は丸木材鈍角で樹種はコナラ節である。

ＳＫ８０３（Ｃ− 03）：平面円形、断面Ｕ字状、深さ 17cm。遺物は第 288 図 10 漆器椀で、樹種はブナ

属である。

ＳＫ８０４（Ｃ− 03）：平面楕円形、断面Ｕ字状、深さ 26cm。遺物は第 269 図 19 青磁の碗である。

ＳＫ８１３（Ｃ− 03）：第 288 図 11 建築部材で分割材の杭、形態は角柱材鋭角で樹種はスギである。

ＳＫ８１４（Ｃ− 03）：第 288 図 12 建築部材で分割材の杭、形態は角柱状鋭角で樹種はスギである。

ＳＫ８１５（Ｃ− 03）：第 288 図 13 建築部材で分割材の杭、形態は角柱状鋭角で樹種はスギである。

ＳＫ８２１（Ｃ− 03）：平面円形、断面浅い皿状の掘り方をもつ。遺物は第 288 図 14 建築部材で分割材

の杭、形態は角材鋭角で樹種はブナ属である。

ＳＫ８２２（Ｃ− 03）：第 288 図 15 建築部材で芯持ち材の柱根、形態は丸木材鋭角で樹種はクリである。

ＳＫ８２５（Ｃ− 08）：第 288 図 17 建築部材で芯持ち材の柱根、形態は丸木材鈍角で樹種はヌルデである。
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ＳＫ８２８（Ｃ− 03）：第 288 図 18 建築部材で芯持ち材の柱根、形態は丸木材鈍角で樹種はクリである。

ＳＫ８２９（Ｃ− 03）：第 289 図 1 建築部材で芯持ち材の柱根、形態は丸木材鋭角で樹種はカエデ属。

ＳＫ８７５（Ｃ− 04）：第 289 図 20 建築部材で芯持ち材の柱根、形態は丸木材鈍角で樹種はブナ属である。

ＳＫ８８０（Ｃ− 04）：第 290 図 1 建築部材で芯持ち材の柱根、形態は丸木材鋭角で樹種はマツ属複維

管束亜属である。

ＳＫ８８７（Ｃ− 04）：第 290 図 2 建築部材で芯持ち材の杭、形態は丸木材鋭角で樹種はクリである。

ＳＫ９３４（Ｃ− 10）：第 290 図 4 建築部材で芯持ち材の柱根、形態は丸木材鈍角で樹種はマツ属である。

ＳＫ９４０（Ｃ− 10）：第 290 図 5 建築部材で芯持ち材の柱根である。形態は丸木材鋭角で樹種はミツ

バウツギである。

ＳＫ９５１（Ｃ− 04）：遺物は第 290 図 6 漆器椀で樹種はクリである。

ＳＫ９６０（Ｃ− 09）：平面楕円形、断面Ｕ字状、深さ 18cm。遺物は第 269 図 21 火鉢の口縁部である。

ＳＫ９６３（Ｃ− 09）：平面楕円形、断面Ｕ字状、深さ 20cm の掘り方をもつ。SD14 より古い。遺物は

第 290 図 7 建築部材で芯持ち材の柱根である。形態は角材平底で樹種はツガ属である。

ＳＫ９６８（Ｃ− 05）：平面楕円形、断面Ｕ字状、深さ 17cm。遺物は第 269 図 20 かわらけである。

ＳＫ９７０（Ｃ− 10）：平面円形、断面Ｕ字状、深さ 22cm。遺物は第 290 図 8 曲物底板で樹種はヒノ

キである。

ＳＫ９７４（Ｃ− 10）：第 290 図 10 建築部材で杭、樹種はツガ属である。

ＳＫ１１００（Ｃ− 19）：平面楕円形、断面Ｕ字状、深さ 20cm。遺物は第 290 図 11 建築部材で分割材

の柱根である。形態は角材平底で樹種はヒノキである。

ＳＫ１１４５（Ｃ− 06）：平面円形、断面Ｕ字状、深さ不明の掘り方をもつ。SH07 と重複する。遺物は

第 276 図 16 凝灰岩製の砥石である。第 290 図 12 は建築部材で芯持ち材の柱根、形態は

丸角材で樹種はブナ属である。

ＳＫ１１４７（Ｃ− 06）：平面円形、断面Ｕ字状、深さ 36cm の掘り方をもつ。遺物は第 291 図 1 建築

部材で芯持ち材の柱根である。形態は丸木材平底で樹種はヒノキである。

ＳＫ１１７５（Ｃ− 07）：平面楕円形、断面Ｕ字状、深さ 49cm の掘り方をもつ。SD12 より古い。遺物

は第 291 図 2 建築部材で芯持ち材の柱根、形態は丸木材鈍角で樹種はヒノキ科である。

ＳＫ１１７８（Ｃ− 07）：平面楕円形、断面Ｕ字状、深さ 14cm の掘り方をもつ。SD12-1 より古い。遺

物は第 291 図 3 建築部材で芯持ち材の柱根である。形態は丸木材鋭角で樹種はクリである。

ＳＫ１１９２（Ｃ− 07）：平面不整形、底面凹凸の掘り方をもつ。遺物は第 291 図 4、5 が建築部材で芯

持ち材の柱根である。形態は 4 が丸木材平底で樹種はツガ属、5 は丸木材鋭角で樹種はブ

ナ属である。

ＳＫ１１９６（Ｃ− 07）：平面不整形、底面凹凸、深さ 14cm の掘り方をもつ。遺物は第 291 図 6 建築

部材で分割材の柱根である。形態は角材平底で樹種はクリである。

ＳＫ１１９９（Ｃ− 07）：平面不整形、底面凹凸、深さ 21cm の掘り方をもつ。遺物は第 295 図 1 建築

部材で分割材の柱根である。形態は角材平底で樹種はクリである。

ＳＫ１３１６（Ｃ− 02、07）：平面楕円形、断面Ｕ字状、深さ 23cm の掘り方をもつ。遺物は第 295 図

2 建築部材で芯持ち材の柱根である。形態は丸木材平底で樹種はクリである。

ＳＫ１３１７（Ｃ− 01）（ＰＬ 93）：SD12 凹地内で礫間より検出された。上部で井戸の痕跡が検出さ

れなかったことから、この凹地内での水溜の施設であると考えた。平面楕円形で径 44 ×

38cm を測る。埋土は黒褐色土で炭化物を 20％含み、粘性、しまりあり。遺物は第 295 図
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6 が出土した水溜の曲物である。二重の側板を持ち樹種はヒノキ科である。7 は円形の木

製品で栓である。形態は積木状で樹種はコナラ属コナラ節である。8 は曲物の底板で樹種

はヒノキである。

ＳＫ１３２０（Ｃ− 01）：平面楕円形、断面Ｕ字状、深さ 50cm。遺物は第 295 図 3、4 が建築部材で芯

持ち材の柱根である。形態は 3 が丸木材鈍角で樹種はモミ属、4 は角材鋭角である。

ＳＫ１３２２（Ｃ− 01）：掘り方は不明確である。遺物は第 295 図 5 建築部材で分割材の柱根である。

形態は角材平底で樹種はツガ属である。

ＳＫ１３２４（Ｃ− 01）：掘り方は不明確である。遺物は第 295 図 9 建築部材で芯持ち材の柱根である。

形態は丸木材鋭角で樹種はコナラ属コナラ節である。

ＳＫ１３２８（Ｃ− 02）：平面楕円形、断面Ｕ字状、深さ 44cm の掘り方をもつ。遺物は第 295 図 10 建

築部材で芯持ち材の柱根である。形態は丸木材鋭角で樹種はイヌシデまたはアサダである。

ＳＫ１３２９（Ｃ− 02）：第 295 図 11 建築部材で芯持ち材の柱根である。形態は丸木材鋭角で樹種はモ

ミ属である。

ＳＫ１３３１（Ｃ− 02）：第 295 図 12、13 は建築部材で芯持ち材の柱根である。形態は 12 が丸木材平

底で樹種はモクレン属である。13 は丸木材鈍角で樹種はカツラ属である。

ＳＫ１３３４（Ｃ− 02）：掘り方不明確である。遺物は第 296 図 1 建築部材で芯持ち材の柱根、形態は

丸木材平底で樹種はクリである。

ＳＫ１３３７（Ｃ− 02）：第 295 図 14 建築部材で芯持ち材の柱根である。形態は角材鈍角で樹種はクリ。

ＳＫ１３３９（Ｃ− 02）：平面円形、断面Ｕ字状、深さ 68cm の掘り方をもつ。遺物は第 296 図 2 建築

部材で芯持ち材の柱根である。形態は丸木材鋭角で樹種はハシバミ属である。

ＳＫ１３４０（Ｃ− 02）：掘り方不明確。遺物は第 296 図 3 建築部材で芯持ち材の柱根である。形態は

丸木材鈍角で樹種はサクラ属である。

ＳＫ１３４３（Ｃ− 02）：第 296 図 4 角柱状の棒状製品である。樹種はスギである。

ＳＫ１３４６（Ｃ− 02）：平面円形、断面Ｖ字状、深さ 41cm の掘り方をもつ。遺物は第 296 図 5 建築

部材で芯持ち材の柱根である。形態は丸木材鈍角で樹種はクリである。

ＳＫ１３４７（Ｃ− 01）：平面不整形、断面皿状、深さ 16cm の掘り方をもつ。遺物は第 296 図 6 建築

部材で芯持ち材の柱根である。形態は丸木材鈍角で樹種はモミ属である。

ＳＫ１３４９（Ｃ− 07）：平面楕円形、断面Ｕ字状、深さ 29cm の掘り方をもつ。遺物は第 296 図 7 8

建築部材で分割材の柱根である。形態は角材平底で樹種はハリギリである。

ＳＫ１３５０（Ｃ− 02）：第 296 図 9 建築部材で分割材の柱根である。形態は角平底で樹種はコナラ属

コナラ節である。

ＳＫ１３５１（Ｃ− 02）：第 296 図 10 建築部材で芯持ち材の柱根、形態は丸木材平底で樹種はクリである。

ＳＫ１３５５（Ｃ− 06）：平面楕円形、断面皿状、深さ 17cm。遺物は第 296 図 11 建築部材で分割材の

柱根である。形態は角材平底で樹種はクリである。

ＳＫ１３５６（Ｃ− 06）：平面楕円形、断面皿状、深さ 38cm の掘り方をもつ。SK1372 より古い。上部

に焼土が見られる。遺物は第 297 図 1 建築部材で芯持ち材の柱根で、形態は丸半鈍角で樹

種はツガ属である。

ＳＫ１３５７（Ｃ− 01）：平面円形、断面皿状、深さ 18cm の掘り方をもつ。遺物は第 297 図 2 建築部

材で分割材の柱根である。形態は角材鈍角で樹種はヒノキ科である。

ＳＫ１３６０（Ｃ− 07）：平面円形、断面Ｕ字状、深さ 34cm の掘り方をもつ。遺物は第 296 図 12 建築
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部材で芯持ち材の柱根、形態は丸木材平底で樹種はクリである。

ＳＫ１３６３（Ｃ− 07）：第 297 図 3 建築部材で芯持ち材の柱根である。形態は丸木材鈍角で樹種はコ

ナラ属コナラ節である。

ＳＫ１３６４（Ｃ− 06）：平面円形、断面Ｕ字状、深さ 37cm の掘り方をもつ。遺物は第 297 図 4 建築

部材で芯持ち材の柱根である。形態は角材鈍角で樹種はキハダである。

ＳＫ１３６７（Ｃ− 06）：平面楕円形、断面Ｕ字状、深さ 24cm の掘り方をもつ。遺物は第 297 図 5 建

築部材で芯持ち材の柱根である。形態は丸木材鈍角で樹種はヒノキ科である。

ＳＫ１３７０（Ｃ− 06）：平面円形、断面Ｕ字状、深さ 44cm の掘り方をもつ。遺物は第 297 図 6 建築

部材で芯持ち材の柱根である。形態は角材平底で樹種はアスナロである。

ＳＫ１３７５（Ｃ− 07）：平面円形、断面Ｕ字状、深さ 35cm の掘り方をもつ。遺物は第 297 図 7 建築

部材で芯持ち材の柱根である。形態は角材鈍角で樹種はキハダである。

ＳＫ１３７８（Ｃ− 01）：第 297 図 8 建築部材で分割材の柱根である。形態は角材鋭角で樹種はモミ属。

ＳＫ１３９６（Ｃ− 02）：平面楕円形、断面Ｕ字状、深さ 25cm の掘り方をもつ。SK1335 より古い。遺

物は第 297 図 11 建築部材で芯持ち材の柱根である。形態は丸木材平底で樹種はマツ属複

維管束亜属である。

ＳＫ１４０１（Ｃ− 01）：平面円形、断面Ｕ字状、深さ 29cm。遺物は第 298 図 9 建築部材で丸半の棒状。

ＳＫ１４０２：第 297 図 12 建築部材で芯持ち材の柱根である。形態はやや角材で樹種はモミ属である。

ＳＫ１４０６（Ｃ− 06）：平面円形、断面Ｕ字状、深さ 38cm の掘り方をもつ。遺物は第 299 図 1 建築

部材で分割材の柱根である。形態は角材平底で樹種はクリである。

ＳＫ１６０５（Ｃ− 06）：平面楕円形、断面Ｕ字状、深さ 23cm の掘り方をもつ。遺物は第 299 図 6 建

築部材で芯持ち材の柱根である。形態は角材平底で樹種はクリである。

ＳＫ１６３２（Ｃ− 02）：第 299 図 7 建築部材で芯持ち材の柱根である。形態は丸木材鋭角で樹種はコ

ナラ属コナラ節である。

ⅩⅦ B 区には、径 20cm ほどの土坑と径 50cm ほどの不整形な土坑が分布する。

ＳＫ１００１（Ｂ− 20）：平面隅丸方形、断面皿状、深さ 29cm。遺物は第 283 図 1 銭で、開元通寶である。

2 は 1 の裏面である。

ＳＫ１０２０（Ｂ− 20、Ｃ− 16）：平面不整形、断面Ｕ字状、深さ 17cm。遺物は第 269 図 23 青磁碗である。

ＳＫ１０３０：平面不整形、深さ 37cm。遺物は第 269 図 24、第 270 図 1 〜 6、16 はかわらけである。

ＳＫ１０８２（Ｂ− 15）：平面隅丸方形、断面皿状、深さ 18cm。遺物は第 270 図 7 中津川の片口鉢Ⅰ

類である。

ⅩⅦＤ区の土坑は径 1 〜 3m の黄褐色の砂が被る大きな土坑（窪み）と径 50cm 以下の土坑、掘り方は

なく柱根のみの SK が分布する。ⅩⅦ C-05・10 の ST23、SH11、SD22 周辺から連続する土坑である。

ＳＫ９２５（Ｄ− 06）：平面楕円形、断面Ｖ字状、深さ 31cm の掘り方をもつ。遺物は第 289 図 21 建築

部材で芯持ち材の柱根である。形態は丸木材鋭角で樹種はクリである。

ＳＫ９２３（Ｄ− 06）：建築部材で分割材の柱根である。形態は角材平底で樹種はツガ属である。

ＳＫ１０８８：形態不明。遺物は第 270 図 8 かわらけである。

ＳＫ１２８８（Ｄ− 11）：平面不整形、底面凹凸、深さ 36cm。遺物は第 276 図 15 砂岩製の砥石である。

ＳＫ１３８８（Ｄ− 06）：第 297 図 9 建築部材で芯持ち材の杭である。形態は丸木材鋭角で樹種はブナ属。

ＳＫ１３８９（Ｄ− 01・06）：第 297 図 10 建築部材で芯持ち材の柱根である。形態は丸木材鈍角で樹

種はヤナギ属である。
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③方形竪穴建物跡（ＳＸ）

ＳＸ０３（第 258 図、第 271 図、第 276 図　ＰＬ 94，106）

位　置 ： ⅩⅦＢ− 23・24

検　出 ： 重機で掘削中に石の並びを確認し、精査を行った。中世遺物包含層より上で検出されたが、同一

検出面が調査区全体に及んでいるわけではない。位置的に SX04 より新しいか。

規　模 ： 地形の傾斜に合わせて南東側は不明瞭であるが、隅丸方形と推測される。長軸 N60°W、残存長

（390 × 360cm）、深さ 20cm を測る。

埋　土 ： 4 層に分層された。多くの礫が投げ込まれ、下位ほど炭化物粒を多く含む。

構　造 ： 石を壁際に並べ、内部はコの字状に区画された竪穴状の遺構で、掘り方を持つ。床面で灰溜まり

とピットが 2 基確認された。炭化物を多く含み、作業小屋的な利用も考えられる。今回の調査では、

内部に区画を持つ方形竪穴建物跡は本遺構のみである。

遺物出土状況：埋土中から少量出土している。

遺　物 ： 第 271 図 2 は天目茶碗の底部、第 276 図 17 は安山岩製の臼である。

時　期 ： 室町時代末から戦国時代。

ＳＸ０４（第 258 図、第 271 図　ＰＬ 94，106）

位　置 ： ⅩⅦＢ− 14

検　出 ： SX03 と同様に、検出面で礫の並びを確認した。傾斜に合わせて深く掘り下げて壁をつくった部

分のみ検出した。地形的に傾斜が低くなる東側は明瞭ではなく、SX03 が近接する。本遺構と

SX03 が同時期に存在したものか、重複するかは調査の中では判断できなかった。

規　模 ： 平面形態は南東側が不明であるものの、他の同様の遺構を考慮すると隅丸方形と考えられる。長

軸 N50°W、残存長（350 × 200cm）、深さ 40cm を測る。

埋　土 ： 暗褐色土の単層。多くの礫が投げ込まれていた。炭化物粒を含む。

構　造 ： 石を壁際に並べた竪穴状の遺構である。掘り方を持ち、西壁は石が 3 段に積まれ、中央部に礫の

ない空間があり、入口部と考えたい。床面よりピットが確認された。埋土中に焼粘土塊が見られ、

壁土の焼けたものと考えると、礫を土台にした土壁が立っていた上屋構造が想定できる。

遺物出土状況：焼粘土塊、中世土器片が出土している。

遺　物 ： 第 271 図 3 は中津川の甕である。

時　期 ： 室町時代末から戦国時代。

ＳＸ０５（第 258 図、第 271 図　ＰＬ 94，106，110）

位　置 ： ⅩⅦＢ− 10

検　出 ： 中世遺物包含層より上の面で検出した。中世第 1 面相当である。北側はトレンチ、東側はかく乱

により破壊された。切り合いはなし。

規　模 ： 残存するのは、竪穴隅の一か所で、残存長（330 × 300cm）である。

埋　土 ： 地山の流入があり壁の礫も動いていると考えられる。

構　造 ： 円礫を壁際に並べた竪穴状の遺構である。礫を並べるための掘り方がある。SX03 、04 と同様

の遺構と考える。

遺物出土状況：中世土器片等が少量出土した。

遺　物 ： 第 271 図 4、5 はかわらけ、第 283 図 11 は銭、皇宋通寶である。

時　期 ： 室町時代末から戦国時代。

ＳＸ０６（第 215 図　ＰＬ 94）
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位　置 ： ⅩⅦＣ− 24

検　出 ： 砂礫層の上面で一定の範囲に礫が長方形状に分布していた。南北方向に入る暗きょによって破壊

されている。礫を残して下げていったが、特に明確な壁立は見つからなかった。切り合いはなし。

規　模 ： 礫は 460 × 310cm の隅丸方形の範囲に広がる。

形　状 ： 竪穴状の遺構の底部の可能性がある。掘り方は確認されない。

遺物出土状況：土器片数点出土。

時　期 ： 室町時代末から戦国時代か。

ＳＸ０８（第 258 図）

位　置 ： ⅩⅦＣ− 12

検　出 ： 礫層中に東西に配列された石列が認められた。

規　模 ： N82°E、長さ 275cm を測る。

構　造 ： 亜角礫径 10 〜 50cm が一列に並ぶだけなので詳細は不明であるが、壁際に一辺に配置された礫

の可能性もある。

遺　物 ： なし。

時　期 ： 室町時代末から戦国時代か。

④柵列（ＳＡ）

ＳＡ０１（第 261 図　ＰＬ 95）

位　置 ： ⅩⅦＣ− 05

検　出 ： SD14 の東縁に沿って検出された杭列で、SA01-1 から SA01-4 が認められる。

規　模 ： 主軸は N32°E、長さ 150cm を測る。

構　造 ： 杭は直径 3 〜 5 ㎝の芯持材の丸材を用いている。長さ 20 〜 36cm で先端の加工は簡便に一方向

からの切り出し面のみで尖らせているものもある。周囲にも同様の打ち込まれた杭が検出されて

いるが、同一の杭列として認識できなかった。4 本以外にも連続する可能性もある。

遺　物 ： 第 299 図 8 は芯持ち材の杭である。形態は丸木材鋭角で樹種はコナラ属コナラ節である。

時　期 ： 中世第 1 面相当で、室町時代中期から戦国時代。

ＳＡ０２（第 261 図、第 299 図　ＰＬ 95，113）

位　置 ： ⅩⅦＣ− 10、Ｄ− 06

検　出 ： 径約 10 〜 30cm の亜角礫の間から杭の頭を検出した。切り合いはなし。

規　模 ： 主軸　N35°E、長さ 180cm を測る。

構　造 ： 北 か ら SA02-4、SA02-5、SA02-11（5 × 3cm）、SA02-6、SA02-7、SA02-16、SA02-8（6 ×

3cm）、  SA02-9（4 × 2cm）、SA02-15（3 × 1cm）の 9 本が並ぶ。長さ 15 〜 55cm、板状の角

材を本体とし、先端を尖らせて杭にしてある。板の向きに規則性はみられない。周囲にも同様な

杭が検出され列としては認められないが、杭の加工の状態が類似しているので、同じ SA として

取り上げた。

遺　物 ： 第 299 図 9 は建築部材で芯持ち材の柱根である。形態は丸木材鈍角で樹種はマツ属複維管束亜

属である。10 は建築部材で分割材の杭である。形態は角材鋭角で樹種はクリである。11 は建築

部材で芯持ち材の杭である。形態は丸木材鋭角で樹種はブナ属である。12 は建築部材で分割材

の杭である。形態は三角板材鋭角で樹種はサクラ属である。

時　期 ： 中世第 1 面相当で、室町時代中期から戦国時代。

ＳＡ０３（第 261 図　ＰＬ 95）
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位　置 ： ⅩⅦＣ− 10

検　出 ： 黒褐色土を掘り下げ中に礫が検出され、精査中に横位の木製品が見つかった。その後、杭の頭が

検出され、杭と横位の木器との組み合わせが明らかになった。切り合いはなし

規　模 ： 主軸はほぼ東西方向、長さ 100cm、幅 20cm を測る。

構　造 ： 杭は長さ 40 〜 53cm である。溝の側壁を護岸する構造として考える。SD15、16 は本遺構に向

かうが、プランは確認できず、関係は不明である。

遺物出土状況：横木に用いている木製品は柄つきの角材で、SK1123 の井戸の根太材に用いられているよ

うな、建築部材である。

時　期 ： 中世第 1 面相当で、室町時代中期から戦国時代。

⑤敷石遺構（ＳＨ）

ＳＨ０２（第 262 図　ＰＬ 96）

位　置 ： ⅩⅦＣ− 01 ・02

検　出 ： 表土を重機で掘り下げ中に、数点の平石を検出した。平石は 10 数点規則的な配列でまとまって

並ぶことが確認できた（SH02 上）。この平石の並べられている黄褐色砂層の下にも同様な平石

の並びが検出された（SH02 下）。下の平石は SH02 上の整然さと比べて乱れている状況が観察

される。同様な平石を用いて面的に広がる状況から同一遺構として扱った。

規　模 ： SH02 上の平石の配石範囲は 185 × 160cm で、SH02 下の平石の配石範囲は 185 × 190cm で

ある。

埋　土 ： SH02 上は水田土壌を除去後に検出したもの。SH02 下は灰褐色粘質土と黄褐色粘質土・砂質土

の互層が覆う。堅致なたたき締めが伺われ、何らかの構造物の土台としたものか。また黄褐色砂

礫にも覆われるが、こちらはしまりがなく自然堆積の可能性もある。

遺　物 ： なし。

時　期 ： 中世第 1 面相当で、室町時代中期から戦国時代。

ＳＨ０３（第 262 図　ＰＬ 96）

位　置 ： ⅩⅦＣ− 02

検　出 ： 水田層の除去後 SH02 上と同一検出面にて検出した。平石を配列する整然さは SH02 ほど認めら

れないものの、ある程度のまとまりをもっていた。平石の板状の亜角礫は黒褐色土上に配された

と考えられ、その下部には黄褐色砂が層状に堆積している。切り合いはなし

規　模 ： 厚い板状の亜角礫が 110 × 115cm の規模でまとまっている。

構　造 ： 礫の縁がそろった状態ではないが、意図的に配した様子が見てとれる。掘り方はない。SH02 の

南 0.6m 地点に位置する遺構である。同一面上からは SH02、 03 以外の遺構はない。

遺　物 ： 礫間からの遺物の出土はないものの、周辺の同一検出面から、すり鉢、かわらけの破片が出土し

ている。

時　期 ： 中世第 1 面相当で、室町時代中期から戦国時代。

ＳＨ０４（第 262 図　ＰＬ 96）

位　置 ： ⅩⅦＣ− 06・07

検　出 ： にぶい黄褐色の礫混じり砂質土をやや掘り下げた面から平石がまとまって検出された。これより

北側で検出された SH02 、03 と同様のものと判断した。切り合いはなし。

規　模 ： 平石のまとまりは 140 × 115cm の範囲に広がる。礫径は最大 30cm、厚さ 4 〜 5cm である。

構　造 ： 平石は敷き詰められていた可能性がある。20cm ほど掘り下げた褐色土層面から SH05 が検出さ
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れたが SH04 と連続性が見られないため、別遺構とした。古い順に SH05―SD12-1―SH04 と考

えられる。

遺　物 ： なし。

時　期 ： 中世第 1 面相当で、室町時代中期から戦国時代。

ＳＨ０５（第 262 図、第 270 図、第 278 図、第 283 図　ＰＬ 96，105，110）

位　置 ： ⅩⅦＣ− 07

検　出 ： SH04 の調査終了後、その下を掘り下げ中に、礫混じりの黒褐色土層において、粗粒の砂礫が充

填する SD12-1 を検出した。その縁辺部より亜角礫のまとまりを確認し、SD12-1 の縁辺部に沿っ

て礫が見られることから、SD12-1 は SH05 より新しいと判断した。本遺構の北側は、トレンチ

より失われている。SK1110 に切られる。

規　模 ： 全容不明。方形に囲む礫は立てた様子で、平石は平らに配置する。

埋　土 ： 礫に囲まれた内側は黒色土で周囲に比べて比較的礫を含まない。

形　状 ： 石組の竪穴状の遺構と考えられる。コの字形に配列された礫の並びが確認できる。北側は確認ト

レンチで削られていたが、四角形に囲まれていた可能性も考えられる。

遺物出土状況：かわらけや銭貨 8 枚が礫間から出土している。

遺　物 ： 第 270 図 41 〜 44 はかわらけ、第 278 図５は土錘である。第 283 図 3 は銭、塩野草書の至道元寶、

4 は嘉裕通寶、5、6 は熙寧元寶、7 は大観通寶である。

時　期 ： 中世第 1 面相当で、室町時代中期から戦国時代。

ＳＨ０６（第 262 図、第 270 図、第 283 図　ＰＬ 97，105，106、110）

位　置 ： ⅩⅦＣ− 06・07

検　出 ： SD12 杭列の南側に接するように平石のまとまりが検出された。断面観察より SD12 杭列は杭の

打ち込み後、横木を構築し、柵に用いた後、構築粘土材で補強し側面を整えた様子がみられる。

その構築粘土材が SH06 の平石を切っていることから SD12 より新しいと判断した。

規　模 ： 径 10 〜 30cm、5 〜 20cm、厚さ 5cm の亜角礫の平石を 240 × 130cm の範囲に配石している。

埋　土 ： 平石は一部黄褐色砂で被覆されている。下位は黒褐色土。

構　造 ： 掘り方を確認していないが、直下の土層の状況は黒褐色土の下位に黄褐色の粘質土が薄く貼られ

ており、基盤つくりなどの整地が行われている可能性がある。

遺　物 ： 第 270 図 45 は青磁碗、46、48 は白磁皿である。第 283 図 8 は銭、祥符元寶、9 は天聖元寶、

10 は元豊通寶である。

時　期 ： 中世第 2 面相当で、鎌倉時代後期から室町時代前期。

ＳＨ０７（第 262 図）

位　置 ： ⅩⅦＣ− 01・06

検　出 ： 褐色土を掘り下げると SD12 凹地を取り囲む南辺側の礫に連なって礫の面的な広がりが捉えられ

た。他の配石遺構と異なり平石は用いられていない。10 〜 20cm 下位の黒褐色土中より杭が 3

本で検出された（SK1365・ 1366・1142）が、直接の切り合いはない。

規　模 ： 亜角礫が 185 × 180cm の範囲に広がる。

埋　土 ： 黄褐色砂質土中に礫がのる。その下位には黒褐色土、褐灰色土の堅致な層が基盤としてあり、構

築時の整地の意図がうかがえる。

構　造 ： SD12 の杭列内に配された礫と連続することから整地遺構の一部と考えられる。

遺　物 ： なし。　
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時　期 ： 鎌倉時代後期から室町時代前期。

ＳＨ０８（第 277 図　ＰＬ 97，109）

位　置 ： ⅩⅦＣ− 01・06

検　出 ： SH07 を検出中、黄褐色土層上面に人頭大の平石のまとまりが検出された。ⅩⅦ C − 01・02 に

トレンチを入れる際、何点かの平石を遺失した可能性があるが、全面に広がるような配石範囲に

はならないと判断した。切り合いはなし。

規　模 ： 115 × 90cm の範囲に配石している。水平性はやや欠くものの SH02、SH04、SH06 と同様な平

石を選別して敷きつめている。

埋　土 ： 平石直下の層は黒褐色土、その下位は黄褐色砂礫層、その下位は黒褐色土である。構築時の整地

と考えられるかもしれない。

遺物出土状況：平石の礫間より漆製品の腐食した木胎部分が出土した。取り上げ不能であったが、漆膜も

確認できた。

遺　物 ： 第 277 図 1 は砂泥互層岩製の硯である。

時　期 ： 鎌倉時代後期から室町時代前期。

ＳＨ０９（第 264 図）

位　置 ： ⅩⅦＣ− 06

検　出 ： SX05 の調査後、重機にて下位の黒褐色土まで掘り下げる途中、礫の頭のまとまりが見つかった。

  結果、SX01 と SH05 の間に人頭大の礫がまとまっていたが、礫面はそろっておらず、礫は亜角

礫で選択されたもののようには見えなかった。その後、比較的小さめの礫を外していくと列をな

すようなまとまりがみとめられた。

規　模 ： 160 × 70cm の範囲に東西に２列に礫が並ぶ。全容は不明である。

構　造 ： 礫に共通性がみられないことから、他の敷石遺構とは性格が異なると考えられる。

遺物出土状況：礫間より漆器片、漆塗膜が出土した。

時　期 ： 鎌倉時代後期から室町時代前期。

ＳＨ１０（第 264 図　ＰＬ 97）

位　置 ： ⅩⅦＣ− 04

検　出 ： ⅩⅦ C04 周辺を重機で掘り下げ中、SK 検出面の 5 〜 10cm 下がった灰褐色砂礫層より平石の配

列が検出された。切り合いはなし。

規　模 ： 75 × 75cm の範囲に 12 点の平らな礫を上下に重なることなく敷き詰めて並べている。

埋　土 ： 掘り方は確認できない。

構　造 ： SK1194 と同様な SK の可能性もあったが、掘り込みはみられなかったため配石として扱った。

平石を配列する点は他の SH と類似する。

遺　物 ： なし。

時　期 ： 鎌倉時代後期から室町時代前期

ＳＨ１１（第 263 図、第 264 図　ＰＬ 97）

位　置 ： ⅩⅦＣ− 15  Ｄ− 11

検　出 ： SD22 と同じ中世検出面。検出面に散在する礫の中から一定の列をなす平石を残したところ、全

体の分布が判明した。SD22 より新しい。

規　模 ： 長軸 N54°W、330 × 60cm の範囲で平石が並び、その北東側にやや大きめな礫が間隔をあけて

並ぶ。
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埋　土 ： 掘り方は確認できない。

構　造 ： SD22 と石列のセットで「溝と建物址」、平石の並びと周囲 SK1310、SK1305、SK1613、SK

  1289、SK1621 との組み合わせで「建物と道」とも捉えられるが、明らかでない。

遺物出土状況：中世土器の小破片。

時　期 ： 中世第 1 面相当で、室町時代中期から戦国時代。

⑥焼土跡（ＳＦ）

ＳＦ０２（第 265 図）

位　置 ： ⅩⅦＣ− 04

検　出 ： 黒褐色土上面で炭化物の広がる範囲を検出した。焼土は伴わないので、本来なら焼土跡といえな

いが、ここでは SF として扱う。切り合いはなし。

規　模 ： 主軸 N71°W、長さ 66cm、幅 40cm、厚さ 2cm を測る。

周辺には炭化物の集中する範囲が検出され、SF03、SK945、SK947、SK899 では焼骨が見られる。

時　期 ： 室町時代中期から戦国時代。

ＳＦ０３（第 265 図）

位　置 ： ⅩⅦＣ− 05

検　出 ： SF02 と同様で、黒褐色土上面で炭化物の広がる範囲を検出した。焼土は伴わない。ここでは SF

として扱う。切り合いはなし。

規　模 ： 主軸 N64°W、長さ 68cm、幅 60cm、厚さ 4cm を測る。

時　期 ： 室町時代中期から戦国時代。

ＳＦ０５（第 265 図　ＰＬ 98）

位　置 ： ⅩⅦＣ− 13・14

検　出 ： 中世検出面とした黄褐色砂層まで掘り下げる途中、礫とともに焼土、炭化物層の広がりを確認し

た。切り合いはなし。他の遺構より 10cm ほど検出面が高い。

規　模 ： 95 × 85cm の範囲に広がる不整形な平面形状である。角礫を伴う。

遺　物 ： なし。

時　期 ： 室町時代中期から戦国時代。

ＳＦ０６（第 265 図　ＰＬ 98，106）

位　置 ： ⅩⅦＢ− 14

検　出 ： SX03、04 と同様で中世遺物包含層より上位で炭化物と焼土塊の広がりを検出した。切り合いは

なし。

規　模 ： 長軸 N20°E、70 × 80cm ほどの範囲に分布する。炭化物、焼土を取り除くとピットが検出され

た。ピットは円形で径 30cm、断面皿状、深さ 10cm を測る。

埋　土 ： 黒褐色土。炭化物が混じる。灰も多く混じる。しまりやや弱い。焼土塊が若干混じる。

構　造 ： 近接して SF07、SF08 がある。

遺　物 ： 第 271 図 8 はかわらけである。

時　期 ： 室町時代中期から戦国時代。

ＳＦ０７（第 265 図　ＰＬ 98）

位　置 ： ⅩⅦＢ− 14

検　出 ： SF06 と同じ。

規　模 ： 長軸 N57°E、100cm ほどの不整形な範囲に焼土、炭化物が分布する。焼土を取り除くとピット
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が検出された。ピットは断面不整形で、深さ 30cm を測る。

埋　土 ： 黒褐色土で炭化物、焼土粒を含む。

遺　物 ： なし。

時　期 ： 室町時代中期から戦国時代。

ＳＦ０８（第 265 図　ＰＬ 98）

位　置 ： ⅩⅦＢ− 10・14

検　出 ： SF06 と同じ。 

規　模 ： 長軸 N25°W、径 85 × 55cm ほどの楕円形の範囲に分布する。炭化物を取り除くとピットが検

出された。ピットは円形で径 30cm、断面円柱状、深さ 36cm を測る。

埋　土 ： 赤褐色土で炭化物、粘土塊が混じる。壁は焼けていない。ピットからは焼土塊が出土した。焼土

塊は近接する、SX04 でも出土していることから、SX04 との関係が注目される。SF06 〜 08 は、

近接していることから、何らかの関連があると考えられる。

時　期 ： 室町時代中期から戦国時代。

ＳＦ０９（第 265 図　ＰＬ 98）

位　置 ： ⅩⅦＢ− 15

検　出 ： SX02 〜 04 の調査終了後、下層を掘り下げ中に、黒色礫混じり層で焼土および炭化物層の面的

な広がりを確認した。切り合いはなし。周辺では遺構を確認していない。

規　模 ： 100 × 75cm の範囲に不整形に広がる。断面は浅い皿状で深さ 3cm を測る。

埋　土 ： 炭化物、焼土が層状をなす。掘り方はない。

遺　物 ： なし。

時　期 ： 中世第 2 面相当か。鎌倉時代後期から室町時代前期。

ＳＦ１１（第 265 図　ＰＬ 98）

位　置 ： ⅩⅦＣ− 06

検　出 ： 黒褐色土上面で焼土の広がる範囲を検出した。SH06 の礫が広がる同一面である。

規　模 ： 長軸 N70°E。SD12-2 に破壊されるため全容は不明であるが、平面形態は楕円形と推定される。

  残存する範囲で 80 × 65cm で、焼土の厚さは 15cm を測る。

埋　土 ： 明黄褐色土、褐色土、黒褐色土からなる。焼土、灰、炭化物を含む。

遺　物 ： なし。

時　期 ： 鎌倉時代後期から室町時代前期

⑦溝跡（ＳＤ）

ＳＤ１１（第 266 図　ＰＬ 99）

位　置 ： ⅩⅦＨ− 13

検　出 ： 中世検出面で検出した。SK664 より古い。

規　模 ： 長軸 N75°W、長さ 280cm、幅 20cm、深さ 2cm を測る。

埋　土 ： 茶黒褐色土。

構　造 ： 断面形は浅い皿状、底面はほぼ平らである。

遺物出土状況：土器片が数点ある。

時　期 ： 中世第 1 面相当、室町時代中期から戦国時代。

ＳＤ１２（第 209 図、第 210 図、第 267 図、第 269 図、第 283 図、第 299 図、第 300 図、第 301 図

　ＰＬ 99，100，105，110，113）
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位　置 ： ⅩⅦＣ− 01・02

検　出 ： 表土を重機によって掘り下げ黒褐色土に包含される炭化物層面にて検出をおこなった。井戸跡

SK844 を切って東西に直線的に延びる帯状の黄褐色砂層と傾斜に沿って延びる 2 本の帯状の黄

褐色砂層を確認した。直線的な溝を SD12、分岐してやや湾曲して延びる溝を SD12-1　SD12-2

とした。

規　模 ： 東西方向に約 11m 延びる。断面はＵ字形、溝幅は約 200cm を測る。

埋　土 ： 上から黄褐色砂礫層、にぶい黄褐色土、黒色土の３層に大きく分かれる。

構　造 ：  SD12 を検出するきっかけとなった埋土の黄褐色砂は、SD12-1　SD12-2 からの流れ込みであり、

ⅩⅦ C02 東半分より東側でのみ確認された。この砂層を除去後は、にぶい黄褐色土が検出され、

杭の頭が見え始める。その後、結果ⅩⅦ C01、02 の SD12 の南縁に沿って東西に杭列が並び、

横木を柵状に組み、さらに構築材で覆い補強した状況が観察できた。傾斜下方に当たる北縁には

杭はなく、拳大〜やや大きめな亜円礫で覆われている状況であった。この礫は SD12 底部に向かっ

て落ち込んでいく様子が見られることから、杭による護岸と礫の積み上げによる護岸の両方が行

われていた可能性がある。ここでは、これらの杭等を護岸材として扱う。礫を取り除くと黒色土

が検出され、黒色土中からは多くの木質遺物が検出され、SD12 凹地の埋土と判断した。SD12

凹地は西側が亜角礫を内側に押しつけるように配してあり、最後は礫の配石のみとなる。

遺物出土状況：黒色土からは木質遺物などが多量に出土している。

遺　物 ： 第 269 図 9 は中津川以外の甕口縁部、11 は中津川の甕の胴部から底部である。14 は杭列構築

土内で青磁碗である。 第 283 図 13 〜 17 は銭 13 は開元通寶、14 は熙寧元寶、15 は元裕通寶、

16、17 は咸淳元寶である。第 299 図 13 は曲物底板で樹種はサワラ、14、15 は漆器椀で樹種

はケヤキである。16 は糸巻きの部材でかせと考えられる。形態は断面長方形の棒状で樹種はス

ギである。17 は円形の薄板状製品で用途は不明、樹種はヒノキである。18 は棒状製品で用途

は不明、面取りがしてあり樹種はスギである。第 300 図 1 は棒状の部材でかせと思われ、樹種

はヒノキである。同図 2 〜 15、第 301 図 1 〜 11 はＳＤ１２杭列の杭で護岸材である。形態の

特徴は第 300 図 2、5、8、第 301 図 1、11 は角材鋭角、第 300 図 3、4、6、9、10、第 301

図 8 は板材鋭角、第 300 図 7、12、14、第 301 図 3、4、6、は三角材鋭角、第 300 図 11、

第 301 図 5、9、10 は丸木材鋭角、第 300 図 13 は丸 1/8 鋭角、第 300 図 15 は 1/4 鋭角、第

301 図 2 は板状丸 1/4 鋭角、第 301 図 7 は三角材である。樹種は同定していない 300 図 12、

15、301 図 1、2、10 を除きすべてクリである。また 301 図 12 〜 14 はＳＤ１２護岸材のう

ち自然木で樹種は全てマツ属複維管束亜属である。

時　期 ： 中世第 2 検出面相当の鎌倉時代後期から室町時代前期か。

ＳＤ１２－１（第 209 図、第 210 図、第 266 図、第 269 図　ＰＬ 99，105）

位　置 ： ⅩⅦＣ− 02・03・06・07・08・11・12 

検　出 ： 中世検出面で検出した。SD12 より新しい。SH06 を切る。

規　模 ： 南から北方向にやや湾曲して延びる。長さ約 10.5m、幅約 80 〜 120cm、断面はＵ字形、深さ

30cm を測る。

埋　土 ： 黄褐色の砂と小礫からなる。

構　造 ： 南から SD12 に向かって砂礫の流れ込みがあったと考える。

遺物出土状況：黄褐色砂礫からの出土はほとんどない。

遺　物 ： 第 269 図 15 はかわらけである。
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時　期 ： 中世第 1 面相当の室町時代中期から戦国時代か。

ＳＤ１２－２（第 209 図、第 210 図、第 266 図、第 277 図　ＰＬ 99，109）

位　置 ： ⅩⅦＣ− 01・06

検　出 ： SD12-1 と同じ。SF06 を切る。

規　模 ： 南から北方向に延びる。長さ約 6m、幅約 100 〜 130cm、断面は浅い皿状、深さ 15cm を測る。

埋　土 ： SD12-1 と同じ。

遺　物 ： 第 277 図 2 は砂泥互層岩製の硯である。

時　期 ： 中世第 1 面相当の室町時代中期から戦国時代か。

ＳＤ１３（第 211 図、第 212 図、第 266 図、第 269 図、第 283 図　ＰＬ 100，105，110，113）

位　置 ： ⅩⅦＣ− 04・05、Ｄ− 01・06

検　出 ： 中世検出面で検出した。北東側は調査区外に延びるため溝全体は検出できなかった。SD14 より

古い。

規　模 ： 調査区境に沿って北西―南東方向に残存長で約 22m 延びる。溝幅は約 120cm、断面はＵ字状と

推定、深さ 20cm を測る。

埋　土 ： 褐色砂質土で砂礫を含む部分もある。

構　造 ： SD16 が分岐している。全体像は不明だが、流路として主要な位置を占めていた可能性がある。

遺　物 ： 第 269 図 16 は白磁碗である。第 283 図 18 〜 19 は銭、18 が景祐元寶。19 が治平元寶である。

第 301 図 15 は曲物底板で樹種はヒノキ、16 は漆器皿で樹種はトネリコ属、17 は木簡状で樹種

はヒノキである。18 は木札状の薄板状製品で用途は不明、樹種はヒノキ、19 は角柱状の棒状製

品で樹種はカバノキ属である。第 302 図 1 は下駄で樹種はケヤキである。

時　期 ： 中世第 2 面相当の中世第 2 検出面相当の鎌倉時代後期から室町時代前期。

ＳＤ１４（第 211 図、第 266 図　ＰＬ 100，105，113）

位　置 ： ⅩⅦＣ− 05・08・09・10 

検　出 ： 黒褐色の中世検出面において砂が帯状に広がるのを検出した。SD13 より新しい 。

規　模 ： 北東―南西方向に残存長で約 6m、C10 グリッド付近で屈曲し東西方向に西へ約 11m 延びる。

溝幅は約 40 〜 100cm、断面形は皿状、深さ 18cm を測る。

埋　土 ： 赤〜黄褐色のやや粗粒な砂からなる。溝の底部に残された砂粒と考えられる。

構　造 ： SD13 に向かって流れている。明確な検出はできなかったが、SD12-1 と連続する可能性もある。

遺　物 ： 第 269 図 13 は古瀬戸の瓶子である。第 269 図 12 は（SD12 − 3）SD14 の可能性があるが珠

洲の壷である。第 301 図 20 は曲物底板で樹種はスギである。

時　期 ： 中世第 1 面相当の室町時代中期から戦国時代。

ＳＤ１５（第 211 図、第 212 図、第 266 図　ＰＬ 100）

位　置 ： ⅩⅦＣ− 09・10

検　出 ： 黒色土を掘り下げ中に帯状に延びる砂の分布を検出した。SD16 に合流する可能性もあるが、不

明である。

規　模 ： 北東―南西方向に残存長で約 5m、C10 グリッドで屈曲し東西方向に西へ約 3m 延びる。溝幅は

約 40 〜 85cm、断面形は片寄ったＶ字状、深さ 12cm を測る。

埋　土 ： 赤〜黄褐色のやや粗粒な砂からなる。溝の底部に残された砂粒と考えられる。

構　造 ： SK1111 の井戸に共伴し、排水路的な可能性がある。

遺　物 ： なし。
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時　期 ： 中世第 1 面相当の室町時代中期から戦国時代。

ＳＤ１６（第 211 図、第 212 図、第 266 図）

位　置 ： ⅩⅦＣ− 05

検　出 ： 黒色土を掘り下げ中に帯状に延びる砂の分布を検出した。SD13 から分岐する切り合いは不明で

ある。

規　模 ： SD13 と並行して北西―南東方向に延び、残存長は約 5m。溝幅は約 25 〜 30cm、断面はゆるや

かなＶ字状、深さ 8cm を測る。

埋　土 ： 赤〜黄褐色のやや粗粒な砂からなる。溝の底部に残された砂粒と考えられる。

構　造 ： SA03 の礫に絡んだ杭および横木のあり方は護岸材の可能性を示すことから SD16 は SA03 に吸

収される遺構の可能性がある。

遺　物 ： なし。

時　期 ： 中世第 1 面相当で、室町時代中期から戦国時代。

ＳＤ１８（第 210 図、第 266 図　ＰＬ 100）

位　置 ： ⅩⅦＣ− 02

検　出 ： 中世検出面で検出した。切り合いはなし。

規　模 ： 南北方向から南東方向へゆるやかに弧を描く。北側は調査区外へ延びると推定される。残存長は

約 5m、溝幅は 25 〜 30cm、断面は皿状で深さ 20cm を測る。

埋　土 ： 黒褐色土。

構　造 ： 埋土が砂でないことから流路としては機能していなかった可能性もある。

遺　物 ： なし。

時　期 ： 中世第 1 面相当で、室町時代中期から戦国時代。

ＳＤ２１（第 215 図、第 266 図　ＰＬ 100）

位　置 ： ⅩⅦＣ− 20

検　出 ： 周辺はやや高く、中世遺物包含層が明確でない地点である。検出面は鉄分集積が目立ち、砂礫の

落ち込みが帯状に広がる。北東側を暗きょによって破壊されている。

規　模 ： 北東―南西方向に延び残存長は約 3m、溝幅は約 30cm、断面は浅いＵ字状で、深さ 5cm を測る。

埋　土 ： 暗オリーブ褐色土。砂礫を多く含む。

構　造 ： 土石流の流れの北東方向に沿う配置であり、自然流路の可能性もある。

遺　物 ： なし。

時　期 ： 中世第 1 面相当で、室町時代中期から戦国時代。

ＳＤ２２（第 212 図　ＰＬ 101，105）

位　置 ： ⅩⅦＤ− 11・12

検　出 ： 一帯は微高地上でやや高く、宅地の造成を受けていたため、土層を把握しにくい。SK1288、

SH11 より古い。

規　模 ： 北東―南西方向に軸を持ち東側は市道に、西側は宅地にかく乱を受けている。残存長は約 6.5m、 

溝幅は 30 〜 150cm、断面はＵ字状、深さ 25cm を測る。

埋　土 ： 黒褐色粘質土。

構　造 ： 隣接遺構の SH11 とは軸方向が直交し、区画性を持つ。何らかの建物、道と溝という関連もうか

がえる。

遺　物 ： 第 269 図 10 はすり鉢である。第 302 図 2 は曲物の底板で樹種はヒノキである。
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時　期 ： 中世第 1 面相当で、室町時代中期から戦国時代。

ＳＤ２４（第 209 図、第 266 図　ＰＬ 101）

位　置 ： ⅩⅦＢ− 05、Ｃ− 01

検　出 ： 黄褐色砂が混じる堅致な面での検出。礫の頭が帯状に並ぶ様子が捉えられた。黄褐色砂を掘り

下げると、礫間には黒色土が充填した礫の石列を検出した。礫は人頭大の亜角礫で、平面的に 2

列に直線状に配置している。北側を意識した礫の面合わせになっている。下流部（東北東）にな

るほど礫の崩れが著しい。切り合いはなし。

規　模 ： 傾斜面に沿った西南西―東北東方向に軸を持つ。傾斜の比高は 90cm。石列は西側では収束し、

東側は調査区外に延びる可能性が高い。残存長で約 12m、礫間の距離は約 75cm を測る。

埋　土 ： 黒褐色土が泥状に充填する。自然木の混入が著しい。

構　造 ： 掘り方はわずかな掘り込みである。水路の可能性も考えられる。

遺　物 ： 第 277 図 3 は軽石である。第 302 図 3 は曲物底板で樹種はヒノキである。

時　期 ： 本遺構の検出面では内耳土器が検出されていることから、中世第 1 面相当の室町時代中期から戦

国時代。

⑧遺構外出土遺物

第 283 図 20 はＷ− 22 出土の銭、景徳元寶である。21 はＷ− 23 出土の銭、開元通寶である。

第 271 図 13 はＢ− 10 出土の内耳土器で接合資料である。14 はＢ− 05 出土のすり鉢、15 はＢ− 14

出土の内耳土器、16 はＢ− 15 出土の内耳土器、17 〜 19 はＢ− 14 出土のかわらけ、20、22 はＢ−

15 出土のかわらけ、21 はＢ− 15 出土の青磁碗である。26 はＢ− 20 出土のかわらけ、27 はＢ− 20 出

土の古瀬戸の折縁深皿、28 はＢ− 20 出土の古瀬戸の鉄釉仏花瓶である。

第 277 図 4 はＢ区出土の軽石、5、6 はＢ区出土の砂泥互層岩製の硯である。

第 281 図 6 は B − 14 出土の青銅製の銅鏃、11 は B − 10 出土の鉄製の短刀、14 は B − 23 出土の鉄

製斧である。

第 283 図 22 はＢ− 05 出土の銭、元豊通寶である。23 はＢ− 05 出土の銭、聖宋元寶である。24 は

Ｂ− 15 出土の政和通寶である。

第 272 図 5 はＣ− 01 出土のすり鉢で接合資料、6、11、12、15 〜 17 はＣ− 01 出土、33 はＣ− 06

出土のかわらけである。7 はＣ− 01 出土、28 はＣ− 03 出土の山茶碗６型式である。8 はＣ− 01 出土

の青磁碗である。9 はＣ− 01 出土の青白磁の小品、10 はＣ− 01 出土の山茶碗片口鉢Ⅰ類、13 はＣ−

01 出土の古瀬戸の底卸目皿である。14 はＣ− 02 出土の青磁碗、18、19、21 はＣ− 02 出土の青磁碗

である。22 はＣ− 02 出土の古瀬戸、20、23 はＣ− 02 出土の古瀬戸の卸皿である。24 はＣ− 02 出土

の青磁の同安碗である。25 はＣ− 02・03 出土の古瀬戸の平碗、26 はＣ− 03 出土の青磁の同安皿、27

はＣ− 03 出土の白磁皿Ⅳ類、29 はＣ− 04 出土の珠洲のすり鉢である。30 はＣ− 02 出土のすり鉢、

31 はＣ− 06 出土の青磁碗Ｂ 1 類である。32 はＣ− 06 出土の青磁碗Ａ類、34 はＣ− 07 出土の青磁碗

Ａ 2 類、35 はＣ− 08 出土の尾張片口鉢Ⅰ類である。36 はＣ− 09 出土の内耳土器、37 はＣ− 09 出土

の珠洲、38 はＣ− 10 出土の青磁碗Ａ類底部である。39 はＣ− 10 で古瀬戸の合子、40 はＣ− 10 出土

の白磁の合子である。

第 273 図 1 はＣ− 10 出土の古瀬戸の折縁小皿、2 はＣ− 10 出土、12 はＣ− 11 出土、17、18、20

〜 22 はＣ− 12 出土、25 はＣ− 07 出土、26 はＣ− 13 出土、30、31 はＣ− 14 出土、36、37 はＣ−

22 出土、40 はＣ− 25 出土のかわらけである。3、4 はＣ− 10 出土の火鉢、8、9 もＣ− 10 出土の火鉢で、

接合資料である。5 はＣ− 11 出土の青磁花瓶、6 はＣ− 10 出土の青磁同安皿、7 はＣ− 10 出土の青磁
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碗Ｂ 1 類である。10 はＣ− 10 出土の山茶碗 5 形式である。11 はＣ− 10 出土の手づくね土器、13 はＣ

− 13 出土の把手付小皿である。14 はＣ− 10 出土の尾張片口鉢Ⅰ類、15 はＣ− 10 出土のすり鉢である。

16 はＣ− 10 出土の中津川壷である。19 はＣ− 11 出土の古瀬戸の平碗、23 はＣ− 12 出土の青磁碗Ｂ 1 類、

24 はＣ− 08 出土の中津川片口鉢Ⅰ類、27、28 はＣ− 14 出土の内耳土器である。29 はＣ− 13 出土の

中津川甕、32 はＣ− 07 出土の天目茶碗後期Ⅱで接合資料である。33 はＣ− 14 出土の青磁碗Ａ類の底

部の接合資料である。34 はＣ− 18 出土の青磁碗Ａ 2 類、35 はＣ− 18 出土の青磁碗Ａ 4 類、38 はＣ−

25 出土のかわらけである。39 はＣ− 01 出土の白磁皿Ⅸ類、第 274 図 34 はＣ区出土の青磁小型夜学型

器台である。

第 277 図 7 はＣ− 01 出土の凝灰岩製の砥石、8 はＣ− 01 出土の砂泥互層岩製の硯、9、10 はＣ−

02 出土の凝灰岩製の砥石である。11 はＣ− 02 出土の安山岩製の臼、12 はＣ− 02 出土の溶岩製の凹石、

13 はＣ− 02 出土の砂泥互層岩製の硯、14 はＣ− 02 出土の砂岩製の硯である。15、16 はＣ− 03 出土、

17 はＣ− 07 出土、18、19 はＣ− 10 出土の凝灰岩製の砥石、20 はＣ− 10 出土の砂泥互層岩製の硯で

ある。21 はＣ− 10 出土の溶岩製の凹石である。

第 281 図 7 は C − 03 出土の鉄製品、8 は C − 18 出土、9 は C − 02 出土、10 は C − 03 出土の鉄製

の釘である。13 は C − 02 出土の鉄製の鎌と思われる。15 は C − 23 出土の鉄製の鎹である。

第 283 図 25 はＣ− 01 出土の銭、祥符元寶である。26 はＣ− 01 出土の銭、皇宋通寶、27 はＣ− 01

出土の銭、聖宋元寶、28、29 はＣ− 02 出土の銭、開元通寶、30 はＣ− 02 出土の銭、咸平元寶、31

はＣ− 02 出土の銭、元祐通寶、32 はＣ− 02 出土の銭、元符通寶、33 はＣ− 06 出土の銭、元豊通寶、

34 はＣ− 06 出土の銭、元祐通寶である。

第 284 図 1 はＣ− 06 出土の銭、紹聖元寶、2 はＣ− 07 出土の銭、開元通寶、3 はＣ− 07 出土の

銭、皇宋通寶、4 はＣ− 07 出土の銭、治平元寶、5 はＣ− 07 出土の銭、元豊通寶、6 はＣ− 07 出土の

銭、元祐通寶、7 はＣ− 07 出土の銭、元符通寶、8 はＣ− 07 出土の銭、④塩野篆書　政和通寶、9 はＣ

− 09 出土の銭、皇宋通寶、10 はＣ− 09 出土の銭、紹聖元寶、11 はＣ− 10 出土の銭、元祐通寶、12

はＣ− 11 出土の銭、熙寧元寶、13 はＣ− 11 出土の銭、元豊通寶、14 はＣ− 12 出土の銭、太平通寶、

15 はＣ− 15 出土の銭、治平通寶、16 はＣ− 21 出土の銭、開元通寶、17 は 16 の裏面である。18 はＣ

− 24 出土の銭、淳熙元寶、19 はＣ区出土の銭、景徳元寶である。

第 302 図 4 はＣ− 01、02 出土の柄杓の柄、形態は棒状で先端が尖り、樹種はブナ属である。5 はＣ

− 03 出土の漆器皿で、樹種は 5 がコナラ属コナラ節、6 はＣ− 05 出土の漆器皿で、樹種はクリである。

7 はＣ− 04 出土の漆器碗で、樹種はケヤキ、8 はＣ− 02 出土の漆器椀で、樹種はコナラ属コナラ節であ

る。9 はＣ− 01、02 出土の棒状の削片で燃えさしで、樹種はマツ属複維管束亜属である。10 〜 14 はＣ

− 02 出土の箸、樹種は 11 がスギ、12 はヒノキ、13 はツガ属、14 はヒノキ科である。15、16 はＣ−

02 出土のさいばし状の棒状製品で用途は不明である。樹種は 15 がヒノキ、16 がツガ属である。17 はＣ

− 02 出土のさいばし状の棒状製品で用途は不明である。樹種はヒノキである。18 はＣ− 01、02 出土の

木簡である。形態は板状で樹種はスギである。19 はＣ− 01、02 出土の板状木製品で、用途は不明である。

樹種はサワラである。20、21 は加工材で板状組み合わせ具部材である。22 は 20 と 21 を組み合わせた

もので、用途は不明である。樹種はスギである。

第 303 図 1 〜 3 はＣ− 01 出土の曲物の底板で、樹種は 1 はヒノキ、2、3 はヒノキ属である。4、5

はＣ− 01 出土の漆器椀で樹種はクリである。6 はＣ− 01 出土の横櫛で樹種はイスノキである。7 はＣ−

01 出土の下駄で樹種はケヤキである。8 はＣ− 01 出土の木簡である。表面には「蘇民将来子孫□」と書

かれ、裏面には五芒星のマークがある。樹種同定は行っていないが、針葉樹と思われる。9 はＣ− 01 出
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土の板状の不明品で樹種はモミ属である。10 〜 12 はＣ− 01 出土の燃えさしで樹種はマツ属複維管束

亜属である。13、14、17 〜 20 はＣ− 02 出土の曲物の底板である。樹種は 13 がスギ、14 がサワラ、

17、19、20 がヒノキ、18 がヒノキ属である。15、16 はＣ− 02 出土の曲物の側板である。15 はヒノキ、

16 はツガ属である。

第 304 図 1 はＣ− 02 出土の折敷で樹種はヒノキである。2 はＣ− 02 出土の漆器椀で内面、外面とも

菊が描かれている。樹種はトネリコ属である。3 はＣ− 02 出土の漆器の破片で樹種はケヤキである。内

外面に描かれている模様はスタンプで押されたものだと思われる。4 〜 6 はＣ− 02 出土の漆器皿である。

樹種は 4 がトネリコ属、5 がブナ属、6 がクリ属である。7 〜 9 はＣ− 02 出土の漆器椀で樹種は 7 がハ

リギリ、8 がケヤキ、9 がコナラ属コナラ節である。10、11 はＣ− 02 出土の箸で樹種は 10 がヒノキ、

11 がスギである。12 はＣ− 02 出土の棒状製品でさいばし状である。用途は不明で樹種はモミ属である。

13 はＣ− 02 出土の横櫛で樹種はイスノキである。14 〜 18 はＣ− 02 出土の下駄である。18 は先端部

のみ残存している。樹種は 14 がトネリコ属、15 がケヤキ、16 がサワラ、17 がヒノキ、18 がサクラ属

である。19 はＣ− 02 出土の棒状製品で用途は不明である。樹種はモミ属である。20 はＣ− 20 出土の

祭祀具で刀形の形代である。樹種はマツ属複維管束亜属である。21 はＣ− 02 出土の加工材で薄板状の

へぎ材である。用途は不明で樹種はヒノキ科である。

第 305 図 1 はＣ− 02 出土の棒状製品で用途は不明である。樹種はカエデ属である。2 はＣ− 02 出土

の板状製品で用途は不明、樹種はサワラである。3 はＣ− 02 出土の加工材で積木状の残材である。用途

は不明で、樹種はスギである。4 はＣ− 02 出土の加工材で六角柱状の木製品である。用途は不明で、樹

種はクマシデ属である。5 はＣ− 02 出土の用途不明の残材で、樹種はサワラである。6、7 はＣ− 03 出

土の曲物の底板で樹種は 6 はサワラ、7 はヒノキである。8 はＣ− 03 出土の側板？である。板状で樹種

はヒノキである。9 はＣ− 03 出土の曲物の側板で、樹種はサワラである。10 〜 12 は折敷で樹種はヒノ

キである。13 は縁のある加工材で折敷または櫛の原材？である。樹種はヒノキである。14 はＣ− 03 出

土の漆器皿で樹種はブナ属である。15 は漆器椀で樹種はケヤキである。

第 306 図 1、2 はＣ− 03 出土の漆器皿で、樹種は 1 がクリ、2 がコナラ属コナラ節である。3 はＣ−

03 出土の漆器椀で樹種はクリである。4 はＣ− 03 出土のさじで樹種はサワラである。5 はＣ− 03 出土

の下駄で樹種はケヤキである。6 はＣ− 03 出土の横櫛で、樹種はイスノキである。7 はＣ− 03 出土の祭

祀具で陽物の形代である。樹種はマツ属複維管束亜属である。8 はＣ− 03 出土の下駄で樹種はハリギリ

である。9 はＣ− 03 出土の連歯下駄で、樹種はケヤキである。10 はＣ− 03 出土の圭頭状の塔婆で、樹

種はヒノキである。11 はＣ− 03 出土の祭祀具で刀形の形代で、樹種はサワラである。12 はＣ− 03 出

土の祭祀具で形代、樹種はツガ属である。13、14 はＣ− 03 出土の分割材で 13 は板材、14 は割材の棒

状製品である。15、16 はＣ− 03 出土の削片で棒状の燃えさしである。樹種はマツ属複維管束亜属である。

17、18 はＣ− 03 出土の端材で 17 は木端、18 は積木状で樹種はサワラである。19 はＣ− 04 出土の曲

物底板で樹種はサワラである。20 はＣ− 04 出土の祭祀具で舟形の形代、樹種はヒノキである。21 はＣ

− 04 出土の漆器椀で樹種はケヤキである。22 はＣ− 04 出土の棒状製品で用途は不明、樹種はマツ属複

維管束亜属である。

第 307 図 1 はＣ− 05 出土の曲物底板で樹種は 1 がヒノキ、2 はサワラである。3 はＣ− 05 出土の漆

器皿で樹種はクリである。4、5 はＣ− 05 出土の祭祀具で形代、樹種はサワラ、6 はＣ− 05 出土の祭祀

具で陽物の形代、樹種はマツ属複維管束亜属、7 はＣ− 05 出土の分割材で角材、樹種はヒノキ、8、9 は

Ｃ− 05 出土の部材で板状製品、用途は不明で樹種はスギ、10 はＣ− 05 出土の分割材で形態は板材、棒

状製品である。11、12 はＣ− 06 出土の漆器皿で樹種は 11 がケヤキ、12 は広葉樹である。13 はＣ−
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06 出土の漆器椀で樹種はクリ、14 はＣ− 06 出土の加工材で圭頭状、用途は不明、樹種はサワラ、15 は

Ｃ− 07 出土の漆器椀で樹種はコナラ属コナラ節、16 はＣ− 07 出土の漆器皿でトネリコ属である。17

はＣ− 07 出土の曲物底板で、樹種はサワラ、18 はＣ− 07 出土の曲物で、樹種はヒノキである。19 は

Ｃ− 07 出土の厚手板状の端材で、樹種はスギである。

第 308 図 1 はＣ− 07 出土の編物で用途は不明、2 はＣ− 07 出土の分割材で割材の棒状製品、3 はＣ

− 08 出土の曲物底板で樹種はサワラ、4 〜 6 はＣ− 10 出土の曲物底板で樹種はヒノキ、7 はＣ− 10 出

土の曲物の底板か蓋で、樹種はスギ、8 はＣ− 10 出土の曲物底板で樹種はヒノキである。9、10 はＣ−

10 出土の漆器椀で樹種は 9 がクリ、10 がカツラである。11 はＣ− 10 出土の工具の柄で樹種はガマズミ属、

12 はＣ− 10 出土の箸で樹種はスギ、13 はＣ− 10 出土の横櫛で樹種はイスノキである。

第 309 図 1 はＣ− 10 出土の加工材で用途不明の角柱状の木製品、樹種はスギである。2 はＣ− 15 出

土の曲物底板で樹種はヒノキ、3 はＣ− 15 出土の部材で用途は不明、樹種はヤナギ属である。

第 274 図 1 はＤ− 06 出土の青磁香炉、2 はＤ− 06 出土、3 〜 5 はＤ− 11 出土のかわらけである。

第 277 図 22 はＤ− 06 出土の溶岩製の凹石、23 はＤ− 11 出土の溶岩製の凹石である。

第 284 図 20 はＤ− 06 出土の銭、天禧通寶、21 はＤ− 11 出土の元豊通寶である。

第 309 図 4 はＤ− 06 出土の漆器皿で樹種はケヤキ、5 はＤ− 06 出土の柄杓曲物の底板で、樹種はヒ

ノキ、6、7 はＤ− 06 出土の曲物底板で樹種は 6 がスギ、7 がサワラである。8 はＤ− 06 出土の折敷？

で樹種はヒノキである。9 はＤ− 06 出土のさいばし状の棒状製品で樹種はツガ属、10 はＤ− 06 出土の

竹製品で用途は不明、樹種はマダケ属、11 はＤ− 06 出土の棒状製品で用途は不明、樹種はサワラである。

12 はＤ− 06 出土の部材で残材である。樹種はヒノキである。

第 274 図 6 はＦ− 10 出土の古瀬戸の燭台である。

第 284 図 22 はＧ− 03 出土の銭、嘉祐元寶、23 はＧ− 03 出土の銭、聖宋元寶、24 はＧ− 03 出土の銭、

嘉定通寶、25 はＧ− 07、12 の銭、洪武通寶、26 はＧ区出土の銭、紹聖元寶である。

第 274 図 24 はＨ区出土の珠洲の甕、25 はＨ区出土の中津川の甕、26 はＨ区出土の中津川以外、27

はＨ区出土のかわらけ、30 はＨ区出土の青磁碗Ｂ 1 類である。

第 277 図 24 はＨ− 13 出土の滑石製の臼玉である。

第 284 図 27 はＨ− 13 出土の洪武通寶である。28 は 27 の裏面である。

第 309 図 13 はＨ− 10 出土の薄板状の製品で用途は不明、樹種はサワラである。14 はＨ− 14 出土の

建築部材の分割材で柱根である。形態は角材で樹種はスギである。

第 281 図 12 は鉄製の鏃と思われる。

第 309 図 15 はＷ− 23 出土の先端尖状の加工材で木釘である。樹種はヒノキである。16、17 はＷ−

23 出土の箸で、樹種は 16 がヒノキ、17 はツガ属である。

第 274 図 29 はかわらけである。32 は青磁の皿Ａ類である。33 は古瀬戸の平碗である。

第 284 図 29 は銭、乹元重寶、30 は銭、聖宋元寶、31 は銭、宣和通寶である。

第２章　発掘調査の概要



− 215 −

（５）戦国時代～

中世遺構検出面より上の層で検出された遺構等をここで扱う。特に調査区西側の斎ノ森神社側では、近

世以降の宅地造成等の盛土・整地跡や土坑が検出されている。出土遺物は染付破片など少量であった。

①土坑（ＳＫ）

ＳＫ１０００（Ｂ− 4・9）：平面不整形、断面皿状、深さ 33cm。北側は近年の造成により削られている。

遺物は小破片がみられ、第 270 図 35 はかわらけである。

ＳＫ１６６６（Ｇ− 15）：平面不整形、断面方形、深さ 52cm。遺物は第 275 図 6 軽石である。

ＳＫ１８２６（Ｇ− 11）：平面不整形、底面は凹凸、深さ 41cm。遺物は第 282 図 11 銭、皇宋通寶である。

ＳＫ１６６７（Ｈ− 11）：平面楕円形、断面皿状で深さ 66cm。遺物は第 275 図 7 溶岩製の凹石である。

②墓壙（ＳＭ）

ＳＭ０１（第 268 図　ＰＬ 102）

位　置	：	ⅩⅦＣ− 14

検　出	：	ⅩⅦ C-01 ～ 10 は低湿地状で黒色粘質土が堆積しているが、その南側部分は様相が異なり、現

在の地割に沿って青灰色粘質土が見られた。この青灰色粘質土を重機により 20cm ほど掘り下

げたところ、木の板が検出され、箱型の板材を確認した。骨粉がみられたことから、棺と仮定し

て調査を進めた。北側は現在の水田造成により削り取られていた。切り合いはなし。

規　模	：	平面形態は長方形。長軸 N20°E、北側は欠損し残存長（115cm）、幅 72cm、深さ 25cm を測る。

埋　土	：	掘り方埋め土は灰褐色砂質土、木棺内部の覆土は灰色の粘質土。いずれも骨粉と思われる白色の

粒子を多く含む。また黒褐色の植物根の混入が多い。

構　造	：	木棺部の長さ（約 95cm）、幅 47cm、深さ 18cm。断面形はタライ状、壁はやや開いて立ち上が

る。底面はほぼ平ら。側板は土圧で内側に 20 ～ 26°傾いている。木棺部は天井板、下左右側板、

底板からなる。天井板は一枚板で端部は切断されている。表裏面とも腐食で工具による削り痕は

不明瞭。南西隅の部分に板状に残存しているのみ。大きさは約 60 × 10cm、厚さ 2cm。底板は

約 90cm × 45cm 厚 2cm 以下と薄い。側板は柾目のサワラ材 ? を用いている。木棺を伴った墓

は本調査区内では SM01 のみである。

遺物出土状況：木棺内の南端部に骨が 3 点まとまって底板から浮いた状態で検出された。位置から人骨の

脚部と思われるが、残存状況は悪い。副葬品は発見されなかった。

時　期	：	14C 年代測定では 10 世紀後半～ 11 世紀前半の結果を得ているが、検出の状況を考慮すると、現

在の水田面と中世検出面の間の時期と推測される。近世以降と考えられる。

③溝跡（ＳＤ）

ＳＤ０１（第 247 図、第 268 図　ＰＬ 102）

位　置	：	ⅩⅨＢ− 06	・12	・13

検　出	：	基本層序Ⅱ層で検出。砂の溝状の落ち込みを確認し、溝跡と判断した。切り合いはなし。

規　模	：	溝の幅は東側で広く約 90cm で、北側へいくほど狭くなる。検出面上で約 70cm、断面は皿状で、

深さ最大約 30cm を測る。

埋　土	：	明褐色細粒砂の単層。

構　造	：	北側の調査区境の断面において上部がゆるやかに開き、現耕作土直下では幅 230cm ほど広がる

様子が確認された。段を持つ構造であるか、本来砂層はもう少し厚く堆積したものの耕作土によっ

て削平されされたかは不明である。

遺物出土状況：埋土より出土。
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遺　物 ： 第 196 図 9 は須恵器坏口縁部の 1/4 破片。底部は小破片だが、ヘラ切り離し手法。口径

12.9cm、器高 3.6cm が測られる。10 は灰釉陶器の碗、口縁部破片。縁は外側に緩く折る形態。

口径は 18cm 前後となるか。東側に片寄って覆土中からごくわずかに出土した。近世遺物はない。

時　期 ： 古代Ⅲ期〜Ⅳ期（8 世紀後半〜 9 世紀前半）の資料が混在する。覆土の砂層は戌の満水時の洪水

砂に相当するものと推定すれば近世か。

ＳＤ１７（第 242 図、第 268 図　ＰＬ 102）

位　置 ： ⅩⅦＣ− 12

検　出 ： 切り合いなし。西側に SX09 が隣接するが、新旧関係は明確でない。

規　模 ： ゆるやかな弧を描き、南北方向に約 6m 延びる。溝幅 30 〜 40cm、断面は浅い皿状で、深さ

5cm を測る。

埋　土 ： やや粗い赤〜黄褐色砂からなる。流れに沿って溝の底部付近に残されたものか。

構　造 ： 自然流路か。

遺　物 ： なし。

ＳＤ２０（第 242 図、第 268 図　ＰＬ 102）

位　置 ： ⅩⅦＢ− 10、Ｃ− 06

検　出 ： 東西南北を意識した L 字状の平面形を確認した。切り合いなし。

規　模 ： 南北方向に約 2 ｍ、東西方向に 4 約ｍ延びる。溝幅 20 〜 35cm、断面は皿状で、深さ 50cm を測る。

埋　土 ： 暗オリーブ褐色シルト質砂からなる。

構　造 ： 区画の溝か。

遺　物 ： なし。

④畝状遺構（ＳＬ）

ＳＬ０１（第 245 図、第 268 図　ＰＬ 102）

位　置 ： ⅩⅦＨ− 11・16・ 17

検　出 ： 中世検出面より上位の砂礫層の上面で検出した。上を覆った砂層を除去し、黒い帯の凹凸を認め、

形状から畑の畝と判断した。切り合いなし。周辺の SK 類との関係は畝跡のほうが新しい。

規　模 ： 南西―北東へ黒色シルトの帯が長さ 2.5m、ⅩⅦＨ− 16 南半分は検出面が平坦になり、畝は検

出されない。また北東側も傾斜が急になり一部検出されたのみである。 

埋　土 ： 黄褐色〜褐色の砂礫に覆われる。

構　造 ： 黒色粘土シルトの部分は畝で、高さは 5 〜 10cm、畝の間隔は 40 〜 50（最大 60cm）を測る。

遺物出土状況：畝埋土砂礫より少量出土。

遺　物 ： 第 271 図 9、10 はかわらけ、第 280 図 1 は鉄製の釘である。

⑤方形竪穴建物跡（ＳＸ）

ＳＸ０１（第 241 図下、第 268 図　ＰＬ 103）

位　置 ： ⅩⅦＢ− 04・09

検　出 ： 近世以降につくられた盛土面で検出した。切り合いはなし。

規　模 ： 長軸 N38°E、長さ 5m、幅 1 〜 2.7m を測る。底面は凹凸が著しい。

埋　土 ： 炭化物、土器粒が混じる。粗粒である。

構　造 ： 不整形な落ち込みで、流路的な溝がつながる。

遺　物 ：  第 271 図 1 はかわらけである。

ＳＸ０９（第 242 図、第 268 図　ＰＬ 103）

位　置 ： ⅩⅦＣ− 12
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検　出 ： 中世検出面で井戸 SK1399 の調査終了後、東側に検出を広げたところ黒色土の広がりを検出した。

土砂押し出しによって被覆された窪地部分の可能性もある。

規　模 ： 傾斜方向下方に当たる東側壁は検出されなかったが、平面は長方形と推定される。長軸 N75°W、

残存長（4.5 × 3.5m）、深さ 20cm を測る。

埋　土 ： 淘汰のよい黒色土。

構　造 ： 床面と思われる硬い面はないが、比較的底面が平坦である。

遺物出土状況：かわらけが出土している。

時　期 ： 中世検出面に被覆する土石流がつくった窪みと思われ、中世より新しい時期の所産と考える。

ＳＸ１６（第 244 図　ＰＬ 103）

位　置 ： ⅩⅦＧ− 11

検　出 ： 重機により表土を除去後、礫の頭を確認し、列をなしていた礫を検出した。切り合いなし。

規　模 ： 傾斜方向に東西に並ぶ。長軸 N70°W、長さ 5.5m、幅約 60cm を測る。

構　造 ： 中世遺構とは異なり大きい礫で構成されている。

時　期 ： 遺物はなく、構造等から近世以降の所産か。

ＳＸ１７（第第 244・268 図　ＰＬ 103）

位　置 ： ⅩⅦＧ− 11

検　出 ： 重機により表土剥ぎ中に、径 30cm 大の礫がコの字形に並ぶのを検出した。切り合いはなし。

規　模 ： 東側傾斜面下部方面に開くコの字形を呈する。長軸 N75°W、礫の範囲は 1.4 × 1.4m を測る。

埋　土 ： 黒色土。

構　造 ： 礫は径 30cm ほどのものを南に 4 個、西に 3 個、北に 3 個を並べ数個の礫が被るように検出さ

れている。コの字に囲まれた内部には一部粘土があり、底部としての機能を持たせたものか。掘

り方は明確に検出できない。規模の小さな礫の配列で性格は不明。SX16 とは軸方向が共通して

いる点から何らかの可能性があるか。

遺物出土状況：銭片が出土。

時　期 ： 遺物はなく、構造等から近世以降の所産か。

⑥配石（ＳＨ）

ＳＨ１２（第 246・268 図　ＰＬ 103）

位　置 ： ⅩⅦＨ− 07・08・12・13

検　出 ： 表土を重機で除去し中世第１面を検出中、ⅩⅦＨ地区中央の傾斜部より検出した。角礫を積み上

げた状況で傾斜に沿って帯状に広がる。意図的に礫を並べた様子はない。切り合いはなし。

規　模 ： 長軸 N24°E、長さ 14.5m、幅 4.6m の範囲に人頭大〜拳大の角礫が不規則に集石する。

構　造 ： 傾斜地を平場にするための造作が行われ、傾斜部分に礫を落とし込み補強としたとも考えられる。

遺物出土状況：礫間より青磁片、美濃、中津川、山茶碗、古瀬戸、かわらけ、灰釉、土師器などが混入。

遺　物 ： 第 270 図 47 は中津川の甕の口縁部である。49 は珠洲の頸部、第 280 図 3、5 は鉄製の釘である。

時　期 ： 現水田造成による段にほぼ重なるようにしてあり、水田造成時の段差補強とも考えられる。遺物

は、中世の陶磁器がみられたが、時期は近世以降の水田造成時の所産と考える。

ＳＨ１５（第 243・268 図　ＰＬ 103）

位　置 ： ⅩⅦＩ− 08・09　

検　出 ： 重機により表土を剥ぎ中に礫の頭を確認した。列をなして配置された礫の一群を検出した。切り

合いはなし。
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規　模 ： 長軸 N16°W、長さ 7.7m、幅 3.3m の範囲に礫径 5 〜 20cm の角礫が不規則に集石する。

構　造 ： 東側に現在の道路が並行して走る。当初は、道路敷き跡とも推測したが、並んだ礫の上面が平坦

でなく、水田造成時の段整地の跡とも考えられる。

遺物出土状況：礫間より出土。

遺　物 ： 第 280 図 6 は鉄製の釘である。第 282 図 12 は銭、元豊通寶である。

時　期 ： 検出状況から近世以降と考える。

⑦遺構外遺物

第 271 図 11 はＢ− 02 出土のかわらけである。12 はＢ− 08 かく乱出土の火鉢の底部である。

第 274 図 12 はＧ− 08 出土の天目茶碗後期Ⅱである。18 はＧ− 07 出土の古瀬戸の緑釉小皿である。

６．小　結（中世）

（１）中世の概観

東條遺跡は古墳時代後期（７世紀後半頃）から戦国時代（16 世紀末頃）にかけての複合遺跡である。

遺跡の標高は 366 〜 382 ｍを測り、標高差 16 ｍほどの傾斜地に位置している。土層からは、何回かの

土石流の堆積が観察でき、土石流堆積の間には、土器・石器を含む土層（包含層）が存在している。ここ

では、中世の遺構、遺物等について補足し、幾つかの課題についても触れておきたい。

低地部分の調査

中世の遺構が検出された位置は、主に調査区の XV Ⅱ B・C・G・H 区にあたる。傾斜地として見た場合、

最も高い地点が調査区南側の XV Ⅱ G 区であり、低い地点が C 区となる。さらに細かく見ると C 区 01 か

ら 10 区と西に接する B 区 04・05・09・10 区一帯が調査区の中でも低い土地となり、調査中も湧水が

染み出る状況である。地形の傾斜方向は南西から北東方向にあり、更級川からの氾濫がその方向に流れ、

調査区内を幾度か土砂が覆ったという自然環境が推測される。

この氾濫は遺跡内を縦断しているが、とくに調査区西側では室町時代末から戦国時代頃の方形竪穴建物

の検出面がその後の氾濫で削られていたことも土層観察から考えられた。このため、西側の調査はトレン

チ調査のみとした。

この低地部分であるが、湿潤な土地であったためか、杭・柱といった建築部材の他に、多くの木製品が

出土した。一方で、平石を配した遺構もみつかるなどして、この一帯の遺構の状況は調査時においても、

解釈において困難を極めた。ここでは、この低地部分状況をまとめておきたい。

①調査経過

旧水田層を重機により除去中に、天目茶碗片の出土と平石がまとまって敷かれている配石が検出された。

この層には礫が 30 〜 40% と多く含まれていた。平石の配列は３箇所にみられ、平坦面を上面に丁寧に配

している SH02 と、やや散在傾向を示す SH03・04 とを検出した。配されている礫は厚さ 3cm の平たい

礫である。

SH の調査を進める中で、粗粒砂の堅致な面が帯状に観察された。脇からは、礫が帯状に検出され、検

出面はおびただしい礫が広がる状況となった。これら礫が人為的に配されたかの判断についてはある程度

平坦面を持った礫がフラットに位置することをひとつの着眼とし、集中のあり方、立位、比較的大きな礫

の集まりを残しながら、自然礫との区別をして調査を進めた。

並行して SD12 を検出し調査を進めた。流水性の黄褐色砂礫が埋土の溝である。南側縁辺より、杭の頭

が溝に沿って並ぶことが確認された。埋土の観察により、南側から流れ込む流路が SD12 に合流すること
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を確認した。また、溝底部より 10 × 10 ㎝の角柱の柱材を検出し、その後、周辺にも同様の角柱材が検

出された。

SD12 に沿う杭列の確認と流路の検出をする。杭列は８ｍほどの長さで終わり、30 〜 40 ㎝の礫を溝の

側壁で観察された。検出してきた砂礫は南側上方からの流れ込みと判断した。SD12 としてきた溝は、杭

列に沿った溝で、杭は溝縁辺部の土留めや整地のための施設と推測する。

SD12 の杭は長さ 50 ㎝、幅 10 ㎝、厚さ 1 〜 2 ㎝の材を用いている。杭の傾斜上部側には枝木などの

細木を用いて横に並べ、粘質土で固めて構築されていた。杭列は溝の片側にのみ見られ、反対側の縁辺は、

多くの亜円礫が底部に向かって緩やかな傾斜を持って落ち込んでいた。

SH02・03 調査終了後、サブトレンチを設定し、掘り下げる。トレンチの断面より、黒色腐植土が層を

なす地点を確認し、完形の漆椀、硯等の出土をみた。この堆積は一定範囲に限定されているため住居跡の

床施設などの可能性も推測された。

SD12 の杭列に接して新たに同様な平石を用いた配石（SH06）が検出される。SH02 の下部から砂層が

検出されたが、ここにも平石の配列が上部よりさらに密集した形で検出され、SH02 の配石が作り替えの

可能性も考慮した。

先に住居と仮定した範囲での柱穴等の検出を試みるが、φ 10 ㎝程度の丸材が３本、砂層に掘りこまれ

るピット 10 箇所ほど確認されたものの柱穴と判断できる痕跡は得られない。焼土を伴ったピットが検出

されるが、それより新しい丸材 SK1334 が立つことが確認される。砂層を掘り下げ、黒色腐植土の範囲を

確認し、黒色腐植土の下部層（2 層の黒色腐植土には挟まれた層）は粘土質、また粗粒砂が硬く締まった

堅致面を呈していた。堅致な面は床面と捉えられるかどうか、調査では判断できなかった。

この粘土質層を取り除いた下の層からは桟材や杵のような木製品、銭貨が 20 点近く出土するとともに、

丸材の上端が検出されてくる。堅致な面が存在しない地点は粘質土混じり砂土が礫を伴って検出され、お

びただしい礫を取り除くと礫に押しつぶされ、礫がかぶった状態で曲げ物 SK1317 が埋設されていた。住

居跡に伴うものかどうか判断し難い。

角材、丸材の柱、杭の検出を進め、角材 14 点、丸材 40 点あまりを確認するが、これらを全体として俯瞰し、

建物が建つかどうか検討したものの、柱数が多く、建物を想定するに至らなかった。

時期は遺物の状況から、時期的には 13 世紀後半から 15 世紀と幅広く捉えておきたい。

礎石および掘立柱建物跡

①礎石建物跡

先に記したとおり、中世の調査は土層の堆積と検出された遺構、出土した遺物の状況を検討しながら進

めた。礎石建物跡が検出された層は、青磁、古瀬戸などの陶磁器類を包含する層より上で検出（中世第 1 面）

されるている。特に ST38 の検出では、SX11 と重複し、ST38 が古い。その結果、ST38 の帰属時期は次

の通りとなる。

中世第 1 面検出なので、帰属時期は室町時代中期から戦国時代となる。さらに、SX11 が室町時代末か

ら戦国時代に帰属することから、ST38 のつくられた時期は室町時代中期頃と推測される。

宮本長二郎氏によると、礎石建物について建築史的にみると次のようにまとめられる。

まず、弥生時代から中世まで続く伝統的な掘立柱建物がある。この工法は柱間が不揃いで一定ではない。

わざと不揃いにしている点は特徴的である。中世の豪族クラスではこのタイプの掘立柱建物が一般的であ

る。一方で、大陸から伝わった建築法があり、宮殿や寺社の建築は設計されたもので、礎石や一定の柱間

を持つ。礎石建物は掘建柱建物と比べて、上部構造を考えて設計される。設計がないと建物は建たず、礎
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石は重い構造物に対応し、いわゆる大工（番匠）が設計する。ちなみに、家大工は江戸時代になってから

一般化する。一般の農民は自分で建てた。城下町づくりで集まった大工が、建設が落ち着くと人手があま

り、家大工になってゆく。伝統的な宮大工とは系統を異にした。

中世における礎石建物は、地頭級ではかなりの有力者でないとつくらず、掘立柱建物を利用する。庄屋

クラスが礎石建物を持つのは近世に入って後である。一方で、権力者を想定せず、モニュメンタルな建物

と考えれば、地域住民が大工技術を持つ者に指導を受けて、地域におけるお堂などを建てる、知り合いの

大工と一緒に力を合わせて、建物を建てることも考えられる。地域の地域民の手による建物とも考えられ

る。周辺で多くの柱穴が出ていることは、居住は掘立柱建物であったことを裏付けているのかもしれない。

礎石建物は通常上屋は重い建物である。どのような理由で室町時代中頃になると突然、東條遺跡に礎石

建物が建てられることになるのか。建てたのは有力者か一般庶民なのか、判断は難しく課題として残され

た。

東條遺跡の礎石建物については礎石の大きさに大小があるものの、共通した特徴がある。

ア　更級川を起源とする洪水や土石流が流れる場所で、傾斜地に立地していること。

イ　しっかりした地盤作りがないこと。

東條遺跡における礎石建物跡は、その立地が必ずしも安定した地盤にない。それにもかかわらず、礎石

を置く地盤は、平坦になされているものの地盤を硬化させるなどの作業がなされていないことが、調査で

確認されている。このことは、本遺跡における礎石建物の利用のあり方を考える際のポイントとなろう。

井原今朝男氏によれば、基礎が流されないために礎石を使い、洪水などで上物が流されても、すぐに礎

石基礎によってつくり替えが可能であったため利用されたのではないか。つくり替えられる建物、町家建

築の原型である。との解釈もいただいている。

また、小野正敏氏からは、礎石建物跡の時期について、礎石建物跡が 14 世紀代とすれば一般的でない。

それ以降とすれば、14 世紀代をどのように位置付けるのか。との課題を示された。礎石建物跡の時期は

室町時代中期以降と考えているが、礎石建物跡が登場する以前と以後の明確な画期は現段階では示せえな

かった。

②掘立柱建物跡

今回の調査では、中世に帰属する約 1500 基におよぶ柱穴状の土坑と杭が検出されている。このうち、

掘立柱建物として組める土坑もあると考えられ、発掘作業、整理作業を通して検討したが、明瞭にはでき

なかった。

宮本長二郎氏の指導では、以下の助言をいただき、検討の参考にさせていただいた。

鎌倉幕府が武家の住宅について総柱型を採用し、やがて、総柱型が地方の屋敷へ波及する。規模は、５

間×５間以上の柱間で、柱間６尺５寸が基本である。一般の民家的なものでは、梁間１間型で庇がつく場

合がある。一見して梁間２間に見える場合も、棟持柱をもつ梁間１間型と考えるほうがよい。

組み合わせとしては、総柱型が母屋で、梁間１間型は付属屋が考えられる。

13 ～ 14 世紀頃になると、部屋境の柱が出てくる。また、柱穴が連続的に並ばず、抜けている場合も

出てくる。特に梁間一間型は、柱間が等間隔にならず、柱穴が相対しないこともある。

東條遺跡は傾斜地に建物が造られるが、床は平らにしたとしても、柱の深度は、傾斜と比例して深度が

変化するわけではなく、まちまちである。旧地表面が確認できない場合もあるので、柱深度による分類は

難しく、一概に言えない。

建物の造営尺は 6 世紀末以後、7 世紀代は小尺：0.292 ～ 0.295m、8 世紀代は：0.296 ～ 0.300m、

平安時代は : 0.300 ～ 0.304m、鎌倉時代初期にはピークの 0.305m にまで尺度は伸び続け、以後は縮小
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しつつ、近世には現尺にいたる。

柱間寸法は等寸法ではなく、ばらばらな寸法である。但し、5 寸きざみの差がでる。

桁行はまっすぐにはならない。両側柱は平行にならない。山形にずれたり、外側に膨らんだり、台形、

平行四辺形もあり、一般集落の伝統といってよい。しかし、違っていても技術的には進んでいる。いい加

減ではなく、尺度を持って変えている。低地部分の XV Ⅱ C02・03 付近の柱根を見ると、大型の 4 〜 5

間あるような作業的な建物も考えられる。

掘立柱建物には、大きく二つの系譜があり、一つは弥生 ･ 古墳時代以来の流れをひくものと、もう一つ

は平安時代以降に新しく生まれた流れのものである。古いタイプのものは、柱列がそろっていなかったり、

柱間が一定でなかったりし、この流れは近世初頭まで続いている。新しいタイプのものは、比較的きっち

りと作られており、総柱建物が主流である。10 世紀以降にみられ、おそらく武家層に広く用いられたも

のと考えられている。

③低地部分の柱根について

柱根は丸木柱、角柱、長方形柱がある。観察結果からは、太い樹木から柱に適する部分を計画的に取り

出したものというよりは、丸太の表面を面取りした材が多く見られた。立派な屋敷跡というよりは、小屋

的な簡素な建物が建っていた可能性も考えさせる。また、転用材もみられ、建物を目的に作られた材では

ないことも言えそうである。このことは、その利用者の具体像はすぐさま有力者に結びつくものでないこ

とが考えられる。

このことから、多数の柱穴は何回もの建て替えや簡易な建物利用が想定される。このうち幾つかの柱穴

は片庇的な簡易な建物の痕跡として理解されるべきものも含まれていると考える。そのような状況である

からこそ、多数の柱穴を建物跡として組むことを逆に難しくしている。

井戸跡と方形竪穴建物跡

①井戸跡

検出された井戸跡の時期は鎌倉時代後期から室町時代前期に帰属するものを最古とする。石組み井戸跡

であり、中世における石積み技術の一端を示すものである。この時期の石積み井戸跡事例は例が少なく貴

重事例といえよう。各石組み井戸跡は利用時の上の部分、積み方、底のあり方や出土遺物について記述し

たが、このうち、天場石と考えられる井戸跡もあり、利用時の地表に出ている面（平らな石で入り口部全

体を押さえる必要がある）を確認したことになる。

また、断面観察からは、石の積み方が途中で変わり、積み直しがあったことが伺える事例もあった。

出土遺物については、木製品を含む土器などが廃棄されていた井戸跡と、遺物のほとんどない井戸跡と

に分かれる。井戸跡の祭祀の有無や井戸跡利用時の考え方などが反映したものであろうか。そこには曲げ

物の水溜を設置している例もある。

なお、井戸跡は近接し、同時期利用が考えにくい例があり、何らかの理由によりつくり変えが行われて

いることが考えられる。

②方形竪穴建物跡

この竪穴状の遺構は一辺４m 前後の方形で、壁に石をめぐらし、炉のような焼土だまりを壁側に１箇所

ともなう。めぐらした石は一部途切れ、そこが出入り口部と考えられる。県内では佐久市北山寺遺跡ほか

に幾つかの類例があり、住居や作業小屋的な利用が推測される。同様な例の一つである富士見町砂原遺跡

の事例は、時期が 1500 年代で、東條遺跡のものと類似する。砂原遺跡では穀物蔵とされるもので、あわ

せて、農民の掘立柱建物跡が検出され、屋敷地を構成している。東條遺跡では、穀物蔵としての証拠は得
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られていない。地下倉や竪穴倉か、焼土や炭を伴うのので作業小屋か判断し難い。

上屋構造を考えられるように、柱穴探しを遺構内外で行ったが、検出できなかった。SX02・03 で見ら

れた焼土塊が土壁として利用されていた可能性もある。遺構の性格を考えるために、床面で検出された焼

土・炭分布の土を取り上げて鉄屑等の有無を確認したが、特に記述する結果は得られていない。

木製品

東條遺跡では、井戸跡や低地部分で 5,585 点の木製品を得ている。このうち、407 点を図掲載した。

分類は、「Ｊ」漆器 190 点、「Ｋ」杭 394 点、「Ｔ」火付け具 1,064 点、「Ｓ」箸等 1,359 点、「Ｃ」木屑 1,205

点、「Ｗ」木器類 500 点、「Ｐ」板類 866 点、その他 7 点である。

以上の分類は、次の手順でまとめたものである。

第 1 段階：材の形態での分類（分割材、芯もち材。削り出し、板状のもの）

第 2 段階：材への人為的痕跡での分類（加工のある材、加工のない材・・・自然木）

第 3 段階：器種分類の可否。

加工については、以下の通り。

1 次加工（第 1 段階での材を作りだす加工）

2 次加工（1 次加工材をさらに加工して、形を整えたもの、未製品も含まれる。）

3 次加工（製品として細部調整加工をしたもの）

また、製品については、単体で製品と判断できるもの（下駄・櫛・漆椀など）、未製品、完成品だが欠損品、

製品だが器種不明の木製品、部材に分けた。

製品については、加工があるもの（穴がある、削り込みがあるなど）、加工があるが製品ではなく判断

できないものがある。

このほか、製作工程上の資料として、残材：長さの調節のための切り残りの板材（たとえば、板を柾目

で割って、刀子でカットして折れている板材（残材）は工程上のものとする）。割っただけの板材（素材

から割っただけで手が入っていないもの）などがある。

製品として認識できる木製品は、漆器・櫛・さじ・下駄・絵馬状木製品・曲物・祭祀具（刀形・陽物・琴柱）・

杓子・樹皮製品・栓・鞘（さや）・塔婆・柄・編物・木簡・木釘・建築部材・井戸枠などである。このほか、

用途不明の木製品やその残材、残屑などである。その中から、いくつかについて若干触れておく。なお、

木製品の分類・評価にあたっては、山田昌久氏のご指導を得て進めた。

①多様に利用した曲物

中世の井戸や包含層から直径 10 ～ 20cm の円形曲物の底板（または蓋板）が、破片を含めおよそ 80

点出土した。また、底板を抜いた大形の曲物を水溜として埋設している鎌倉～室町時代の井戸が 2 基検出

されている。さらに、曲物を加工・利用した柄杓や折敷、曲物の底板を再利用した絵馬状木製品や刀形の

祭祀具、曲物の側板材の利用とも考えられる木簡なども確認された。

②同一樹種の用材が使われている櫛

14 世紀代の井戸と包含層から櫛 6 点が出土した。すべて幅広の長方形をした横櫛で、歯が密に詰って

いる櫛と間隔の広い櫛がある。樹種はすべてイスノキである。東海地方以西の四国・九州・沖縄の暖かい

地域に生育する常緑高木であることから、他地域からの流通品として持ち込まれたものと考えられる。

③建築材を切断した残材ほか

木製品のうち製品として判断できない端材や木片があり、建築材を加工する際、不要として切り取られ

た部分と考えられるものもみられた。
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④漆器

漆器は、12 世紀になると、古代国家権力の衰えとともに、各地で工人たちが自立した漆器生産を開始し、

安価な渋下地とよばれる漆器が出現する。塗りも１〜２回、木地もケヤキからブナ・トチなど地元で手に

入れやすい材を利用し、赤色漆が漆絵として使われるようになる。東條遺跡で出土した漆器も渋下地のも

のが多く、大量生産的な安価な普及品といえる。しかし、古代の伝統的な要素を持つ、木地にケヤキを利

用したものや塗膜回数の多い漆器も若干存在している。

⑤その他

ヨコ引き鋸の痕がある積み木状の材が見られた。建築中に長さを調節するために切り落とした端材であ

ろう。施設材の再利用か、施設材の端材を使ったものか。板材については、器種に行き着けないものが多

く、「へぎ板」として括った。

木製品の製作過程を想定し、各段階を追う作業も計画したが、今回そこまでに行っていない。木材が製

品入手材か現地入手材かについては、樹種鑑定資料との再検討が課題として残った。

出土陶磁器類

東條遺跡の中世土器の構成は　①青磁・白磁・青白磁の貿易陶磁器、②古瀬戸陶器、③常滑系の甕類、

④珠洲焼の甕、壺、⑤カワラケ、⑥内耳土器である。

出土資料の全体は接合以前で 10412 点となる。このうち、かわらけ 6744 点、灯明皿 880 点と全体量

の 8 割弱を占める。青磁・白磁の貿易陶磁が 567 点、内耳土器 648 点、古瀬戸 184 点、常滑系（中津川

等含む）346 点、珠洲系（地元産主体）369 点などである。出土地点は XV ⅡＣ地区で出土量の半分近く

を占めていた。

貿易陶磁は青磁が多く、12 世紀〜 13 世紀のものが主である。全体に破片が多いこともあるが、量の

多寡で、地域おける有力者の存在などを考えることは難しいと考える。興味深い資料として、黄釉鉄彩の

盤の破片と小型夜学型器台の破片がある。出土例は少ないものであるが、遺跡を特徴付ける資料とまでは

いえないと考える。

古瀬戸も多様な機種があるが、時期としては古瀬戸前期 35 点、中期 71 点、後期 76 点で、古瀬戸中期

から後期の資料群が多い。資料全般からは、鎌倉時代後期から室町前期に収まる段階と室町後期以降の段

階が考えられる。古瀬戸の詳細は表とし、各器種の時期を概観する。（註１）

天目茶碗 ： 25 点あり、古瀬戸中期 2 点、後期 23 点である。特に後期Ⅱ・Ⅲ期が 12 点と多い。

平　　碗 ： 29 点あり、古瀬戸中期 10 点、後期 19 点である。特に後期Ⅰ・Ⅱ期が 11 点と多い。

緑釉小皿 ： 5 点あり、古瀬戸後期Ⅲ・Ⅳ古期が 4 点である。

折縁小皿・中皿：3 点あり、小皿は古瀬戸後期Ⅲ期で、中皿が古瀬戸中期Ⅱ期である。　

底卸目皿 ： 4 点あり、古瀬戸中期Ⅰ〜Ⅱ期である。 

小　　皿 ： 3 点あり、古瀬戸中期Ⅰ期 1 点、他 2 点は細分できず中期とした。

折縁深皿 ： 11 点あり、古瀬戸前期 1 点、中期 9 点、後期 1 点で、中期が大半を占める。

直縁大皿 ： 2 点あり、古瀬戸後期Ⅰ期〜Ⅱ期 2 点である。

卸目付大皿 ： 2 点あり、古瀬戸後期である。

盤　　類 ： 6 点あり、古瀬戸後期Ⅰ〜Ⅱ期 5 点である。

卸　　皿 ： 27 点あり、古瀬戸前期 4 点、中期 20 点、後期 3 点である。このうち中期Ⅰ期が 9 点と多い。

梅瓶・四耳壺 ：梅瓶は 7 点、うち古瀬戸前期 2 点、中期 5 点である。四耳壺は 7 点、古瀬戸前期である。

瓶　　子 ： 4 点あり、古瀬戸前期Ⅲ〜Ⅳ期である。
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水　　注 ： 3 点あり、古瀬戸前期 1 点、中期 2 点である。

壺 か 瓶 ： 21 点あり、古瀬戸前期 16 点、中期 2 点、後期Ⅰ点である。

仏 花 瓶 ： 1 点あり、古瀬戸中期Ⅰ〜Ⅱ期である。

鉄釉仏花瓶 ： 4 点あり、古瀬戸中期Ⅰ期〜Ⅱ期である。

尊式花瓶 ： 3 点あり、古瀬戸後期である。

花瓶・燭台 ： 花瓶 3 点、燭台 1 点がある。いずれも古瀬戸後期である。

柄付片口 ： 1 点あり、古瀬戸中期である。

双耳小壺 ： 2 点あり、古瀬戸後期Ⅲ〜Ⅳ新期である。

合　　子 ： 1 点あり、古瀬戸中期Ⅰ期である。

小壺か小瓶 ： 4 点あり、古瀬戸中期 2 点、後期 2 点である。

筒型容器 ： １点あり、古瀬戸後期Ⅰ期〜Ⅱ期である。

入　　子 ： １点あり、古瀬戸前期から中期である。

器種名
前期 中期 後期

古瀬戸計
大窯製品

大窯計 合計
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ古 Ⅳ新 3 前 3 後 4 前 4 後

天目類 天目茶碗
1 1 4 6 6

25 25 25 25
7

碗類 平碗

1 4 7 1

29 29 29 29
5 4 1

3
3

小皿類

縁釉小皿
2 2

5

15

5

17

1
折縁小皿 2 2 2
折縁中皿 1 1 1

底卸目皿
1

4 4
3

小皿
1

3 3
2

志野菊皿 1 1 1
内禿皿 1 1 1

盤類

折縁深皿
1 1 2 1

11

21

11

21

1
5

直縁大皿 1 1 2 2
卸目付大皿 1 1 2 2

盤類
5

6 6
1

卸皿 卸皿
1 2 9 3 2 1 1

27 27 27 27
1 6 1

壷瓶類

梅瓶
2 3

7

42

7

42

1
1

四耳壺

2 1

7 7
2

1
1

瓶子
3

4 4
1

水注 1 2 3 3

壺か瓶
4 5 2 1

21 21
7 2

神仏具

仏花瓶（小） 1 1

12

1

12
鉄釉仏花瓶 4 4 4

尊式花瓶 2 1 3 3
花瓶 3 3 3
燭台 1 1 1

鉢類 柄付片口 1 1 1 1 1

小壺・小瓶類

双耳小壺 2 2

7

2

7
合子 1 1 1

小壺か小瓶
1

4 4
2 1

その他
筒形容器 1 1

2
1

2
入子 1 1 1

不明 不明 2 2 2 2 2

総計
2 2 3 11 9 3 0 14 7 12 3

183
1

2 185
35 71 76 1

古瀬戸分類表
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中世の様相

東條遺跡の西に接する、姨捨の棚田に続く道（市道 9485 号線）は鎌倉時代からの古道「一本松街道」

と推定されている（戸倉町誌　1999）。遺跡西側は旧地籍名で「市場」、古名で「八日市場」と呼ばれる

ことから、遺跡が当時の人びとが行きかう場所にあったことを推測させる。道を挟んで遺跡西隣には「斎

の森」の諏訪社があり、もとはムラの出入り口に祀られる「塞の神」に由来する可能性もある。このよう

な土地情報のなか、3 面に及ぶ中世面で発見された遺構・遺物は、今後、地域史を解明するための好資料

といえる。

検出された遺構は、姨捨山側からの土石流堆積層を基盤としているためか、礎石建物跡や石組み井戸、

礫を壁にめぐらせた竪穴状の遺構など、石を利用した遺構が特徴的に認められた。このうち、3 間× 3 間

の礎石立ちの建物跡は 50cm 大の平らな石を利用している。さらに、4 間× 2 間とも考えられる礎石建物

跡もあり、周囲の遺構・遺物出土状況と合わせてその性格について今後も検討が必要である。

中世調査面でも調査区北東の低地部分では、角材や丸太材の柱と杭の列が集中する地点や、柱の跡と考

えられる多数の小さな穴、屋敷跡などが推測される状況である。遺物については、カワラケ、青磁・白磁

の輸入磁器、古瀬戸や常滑などの国産施釉陶器の破片と内耳土器などで、破片の状態がほとんであるが、

あわせて約 1 万点が出土をみた。主な時期は 13 〜 14 世紀頃と 15 〜 16 世紀頃である。また、硯などの

石製品や輸入銅銭も多くみられた。さらに、この遺跡を特徴付ける資料には多様な木製品がある。

一方で、遺跡の環境推移と土地利用についてその歴史的経過をまとめることはできなかった。

全国的に低湿地遺跡の調査事例が増える中で、その立地環境の再検討が行われている。東條遺跡におい

ても地質的な内容が分かりやすく記述するまでには至らなかった。とくに、東條遺跡の立地環境は姨捨山

側からの押し出しがあり、また、千曲川寄りは氾濫原という環境で、押し出しと氾濫の重なりや境が分か

れば、中世における開発実態究明の一助になるものであった。成果の中で、押し出しの時期・方向、繰り

返しの経過などをまとめておくことも課題である。

古地図（註２）をみると、姨捨側から流れる更科川が、遺跡調査区南側で分岐している。分岐点には十

王堂（閻魔様）がある。神社は一般に分水口にあるとされる。神社の前では市が開かれ、「三昧場」とは

死者を葬る場である。中世では、「神社・市場・墓」はセットを組む。この図からは、十王堂・八日市場・

三昧場がセットである。東條遺跡はその中で、どういう位置づけになるか、これらも今後の検討課題である。

立地環境や古地図に見る土地利用のあり方は、一本松街道がここに選ばれた要因を考えさせる。

一本松街道の地盤はどうなっているのか。押し出しのなかで、削り残された高いところが自然に道なっ

たのか、もしくは分水によって道をあえて確保したのかなど、残された課題は多い。

註１）貿易陶磁については人間文化研究機構小野正敏氏に、古瀬戸については愛知学院大学藤澤良祐氏の鑑定、指導をいた

だき整理行った。

註２）2009　「姨捨棚田の文化的景観歴史的調査報告書」千曲市教育委員会による。古地図解読には、国立歴史民俗博物館

井原今朝男氏のご教示を得ている。

（２）木簡について

東條遺跡では、2 点の木簡が確認できた。それらについてまとめておく。なお、釈文記号等は奈良文化

財研究所木簡データベースに準じた。

木簡 1　（蘇民将来符木簡）

木簡は調査区北側の中世検出面から出土した（ⅩⅦ C − 01）。13 世紀後半から 14 世紀と考えられる

杭列を伴う窪地からの出土である。隣接して東側には柱・杭が多数検出されている。
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①釈文

　　　　　　　　　　　    〔家ヵ〕

　　　　「＜蘇民将来子孫人□□」      　　　227 × 28 × 1　032

　　　　「＜☆」

②内容

上端は切り折れ調整により尖り、頭部に切込みがある。下端部は平坦で、木簡中央部と下部に折れが

ある。風化が著しく、肉眼では墨書の判読は難しい。釈読にあたっては、奈良文化財研究所史料調査室

の御教示を得て解読した。

木簡は長さ 22.7cm、幅 2.8cm、厚さ 0.1cm である。頭部切り込みを利用して、紐をつけてつり下げ

たとも考えられる。風化の状態は上半のほうが下半より著しいように観察され、地中に刺してあった可

能性も考えられる。表面に「蘇民将来子孫人（家）□」、裏面に陰陽道でセーマンと呼ばれる「星」が

墨書されている。厄よけのまじないのお札として使われたのであろう。

出土事例は発見当時、山形県から兵庫県まで 46 遺跡 84 点で、長岡京跡右京六条二坊六町（奈良時代）

出土例が最古例である。

長野県において蘇民将来信仰は、現在でも、毎年長野県上田市信濃国分寺の八日堂縁日で頒布される

六角柱をした木製の蘇民将来符が著名である。今回の木簡はこの信仰についての県内最古の事例とな

り、｢ 蘇民将来符 ｣ 木簡自体は県内では初めての出土となった。

(1：2) 5cm 0 

(1：4) 10cm 0 

0 10cm (1：10) 

0 20cm (1：20) 

0 10cm (1：5) 

0 10cm (3：4) 

0 2cm (1：1) 

(1：8) 20cm 0 

(1：6) 10cm 0 

(1：3) 5cm 0 

(1：12) 20cm 0 

(2：3) 5cm 0 

(1：3) 10cm 0 

(1：3000) 10m0

第８図　東條遺跡　木簡
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木簡 2

木簡は調査区中世第 1 検出面で確認された井戸（SK1741）からの出土である。井戸内に投げ込まれた

礫中から発見された。井戸の底までの深度さが 205 ㎝あり、木簡は深さ 173 ㎝の地点で出土した。時期

は室町時代中期から戦国時代である。

①釈文

　　（バン）

　・「　　迷故三×

　 ・　　南　無 ×　　　　（146）×（25）× 3　061

②内容

上部約半分と下部を欠損するが、長さ 146mm、幅 25mm、厚さ 1 〜 3mm が残存し、山形の頭部で左

右に切れ込みがあるものと推定される。表面の切れ込み二段目に板碑にみられる条線が墨書されている。

墨書は墨が抜けた状態で確認でき、裏面の「南無」は表面と比べて不明瞭である。

表面に「梵字（バン）迷故三」、裏面に「南無」が書かれている。「迷故三」は定型文である「迷故三界城」

の一部で、欠損部には「界城」が書かれていたと推測される。意味は「迷うために、凡夫の世界は城をめ

ぐらせる」の意味である。梵字は「大日如来」を表す「バン」と考えられ、現代に引き継がれている四国

八十八箇所巡礼に関係してこの言葉があり、巡礼装束のうち菅笠の表に書かれる文字のひとつに「迷故三

界城」がある。また、「南無」は四国巡礼を考慮にすれば、空海、真言宗関係が考えられ、密教の本尊「大

日如来（南無大日如来）」や空海を表す「南無大師編照金剛」が推測される。同様の文字が書かれた木簡

は愛媛県別府遺跡の「迷故三界城」、香川県浜ノ町遺跡の「迷故三界当」などがあり、いずれも井戸から

の出土である。

（３）烏帽子について

烏帽子は土坑（SK844）から、数 cm 程度の破片となって出土した。破片は最大片でも５cm 前後である。

出土当初は遺物の性格等の判断がつかず、布のような繊維を持つ資料として取上げ、室内作業の中で烏帽

第９図　東條遺跡　烏帽子
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子と判断するに至った。それぞれの破片の接合を試みたが、形状を復元できていない。

資料の表面は黒色を呈し、その下にさらに紙状のものが認められ重なる構造であった。烏帽子と推測す

るに至ったのは、栃木県下古舘遺跡出土烏帽子の報告写真との比較からで、様相が似ていたことによる。

これにより、木胎漆器分析を実施した。

その結果、漆塗膜は４層（c1 〜 c4）からなり、下地層はほとんど見当たらない。塗膜 c1 層は透明褐

色、塗膜 c2 層は炭粉を多少含む不透明褐色、c3 層は透明色、c4 層は炭粉を多少含む不透明褐色を呈する。

下地には、繊維を束ねた布目が見られるが、薄片において繊維自体は空洞であった。なお、分析時の観察

によると、内部には紙を挟んで、漆を直接添付した布で折り返している状況が見られた。繊維自体が空洞

であるため繊維分析は実施していない。折り返し部分は烏帽子の縁の可能性があるが、全体像がつかめな

いため判断しがたい。時期は、鎌倉時代後期から室町時代前期と考えられる。
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７．自然科学分析

岩石石材分析

１．目的

住居跡、土坑、グリッドなどから硬質で緻密な赤色または緑色の岩石が出土した。地山に含まれる礫は

安山岩が主であり、また千曲川の河床礫とも異なることから、化学組成を蛍光Ｘ線分析とＸ線回折分析で

調べ、石材を鑑定した。

・試料２：石斧（SB28　取り上げ No.1）・試料３：緑色岩石（SK138　取り上げ No.1） ・試料４：赤色

岩石（SK138　取り上げ No.3）・試料５：層状赤色岩石（ⅩⅨ B-13）・試料６：赤色岩石（ⅩⅨ A-10）・

試料７：赤色岩石（ⅩⅨ B-11）

２．分析結果

分析試料２：石斧は暗緑色の縞状岩石であり、黒色塊と淡緑色部からなる。化学組成はマグネシウム、

アルミニウム、ケイ素、カリウム、カルシウム、チタン、マンガン、鉄などのピークが明瞭に検出された。

黒色部においてはケイ素が最大 51.57%、鉄が最大約 16.28％、マグネシウムが最大約 18.68％、カルシ

ウムが最大約 6.77％それぞれ検出された。黒色部以外では、ケイ素が最大 61.11％、カルシウムが最大

約 10.85％、カリウムが最大 3.29％、リンが最大 0.98％、イオウが最大約 0.47％、それぞれ検出された。

分析試料３・４：緑色部分はガラス質で均質であるが、白色などの鉱物を伴った層状部がみられた。緑

色部分の代表的な化学組成は、ケイ素が最大約 87.74%、アルミニウムが最大約 8.10％、カリウムが最大

約 4.96％それぞれ含まれていた。X 線回折分析ではいずれも石英（Quartz;SiO2）の顕著なピ―クが複数

検出され、その他では長石類のサニディン（sanidine;(Si3,Al)O8）やカルシウムー鉄酸化物（CaFe4O7）の

ピークも確認された。分析試料５・６・７：これらの赤色岩石は層状白色部あるいは白色部を伴っている。

赤色部の化学組成はケイ素が最大約 96.93％、鉄が最大約 14.8％、アルミニウムが最大約 3.09％、それ

ぞれ含まれる。Ｘ線回折分析ではいずれも石英（Quartz;SiO2）の顕著なピークが複数検出された。なお試

料５と６では赤鉄鉱（Hematite;Fe2O3）のピークが若干みられた。

３．小結

石斧の岩石は、暗緑色の縞状構造が見られ、ケイ素が平均約 53.22％と低いことから、塩基性の変成岩

類である。マグネシウムなどの元素が特徴的に多いことから蛇紋岩類と考える。

緑色あるいは赤色を呈する岩石は蛍光Ｘ線分析によりケイ素が大半を占め、Ｘ線回折分析から石英を主

体としサニディンあるいは赤鉄鉱を含む岩石である。チャートやメノウのように石英主体からなる岩石では

ないため、硬質の頁岩質、あるいは碧玉質の岩石と考えられる。なお緑色岩石では、白色などの鉱物を伴っ

た層状部が見られ、化学組成はチタンや鉄が多く、X 線回折分析では鉄の酸化物が検出されている。赤色岩

石の赤味は非晶質の鉄酸化物起源であると推定される。白色部はケイ素主体であり鉄が少ない部分である。

獣骨鑑定

１．目的

遺跡出土の骨の種類を明らかにする。

２．結果

骨の出土点数は 187 点でそのうち獣骨は 102 点の種名が判明し、4 点の人骨が確認された。結果は第

17 表にまとめる。第８図〜第 10 図は保存状態のよい獣骨写真である。

３．小結

古代の墓壙 SM02 からはウマの臼歯と中手骨あるいは中足骨が出土した。SK1535 からは加工痕のある

シカの角が出土した。また押し出しの堆積物である SD03 からはウシ・ウシ？、ウマ・ウマ？、シカ・シ

カ？、イノシシの骨や歯が出土した。SB03P3 からはウマの踵骨、SB16 からはシカの歯の破片、カマド
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からは焼骨破片が出土。ST06、ST06 下位の溝、SB28 からはウマの臼歯と焼骨片が出土した。 中世井戸

SK2745 からはイヌの四肢骨や肋骨などが見つかっている。誤って井戸に落ちたとも考えられる。SX03

からはサカナの骨が出土した。

全体としてウシ・ウマの骨や歯が多く出土している。遺構に伴わないものや、1 体としてまとまってい

ないため葬られたとは考えにくい。

人骨は古代の SF16 から出土した。焼骨である。

木製品の樹種同定

１．目的

中世（鎌倉〜室町時代）の各遺構から出土した木製品の木材利用を検討するために樹種同定を行った。

樹種同定の結果は第 16 表　木製品一覧表にまとめる。

２．樹種の特徴

同定の結果全 396 試料のうち、針葉樹ではマツ科のモミ属 17 点、ツガ属 18 点、マツ属複維管束亜属

20 点、マツ属 1 点、ヒノキ科のスギ 44 点、ヒノキ 70 点、サワラ 46 点、アスナロ 2 点、ヒノキ属 3 点、

ヒノキ科 8 点、広葉樹ではヤナギ科のヤナギ属 2 点、クルミ科のオニグルミ 2 点、カバノキ科のカバノ

キ属 1 点、ハシバミ属 1 点、クマシデ属 1 点、イヌシデもしくはアサダ 1 点、ブナ科のクリ 65 点、ブ

ナ属 14 点、コナラ属コナラ亜属コナラ節 17 点、ニレ科のケヤキ 20 点、カツラ科のカツラ 2 点、カツ

ラ属 3 点、モクレン科のモクレン属 2 点、マンサク科のマンサク 1 点、イスノキ 7 点、バラ科のモモ 1

点、サクラ属 3 点、ミカン科のキハダ 2 点、ウルシ科のヌルデ 1 点、ミツバウツギ科のミツバウツギ 1 点、

ユキノシタ科のウツギ属 1 点、カエデ科のカエデ属 4 点、ウコギ科のハリギリ 5 点、カキノキ科のカキ

ノキ属 1 点、モクセイ科のトネリコ属 5 点、スイカズラ科のガマズミ属 1 点、広葉樹 1 点、イネ科のマ

ダケ属 1 点、不明 1 点が確認された。

第 16 表に製品ごとの樹種についてまとめた。樹種別にみると、針葉樹ではヒノキが最も多く、曲物の

側板、底板、蓋、つるべ、箸、杓子、折敷、下駄、塔婆、形代、小刀の柄、柱根、薄板状の製品、棒状の

製品などに使用されている。材は木裡直通で大きな材がとれる良材であり、特に保存性が高い。サワラは

曲物の側板、底板、蓋、つるべ、箸、匙、下駄、網かご、塔婆、形代などに使用されており、材はヒノキ

には劣るが、木裡直通、肌目緻密であり、水質によく耐える材である。ヒノキ属は曲物に使用されている。

モミ属は温帯性のモミと考えられ建築材としての柱根や、施設材としての井戸の側板材、根太材、井戸側

加工材としての板材などに使用されている。材は耐久性、保存性は低いが、軽軟なことから加工が容易な

木材である。ツガ属は柱根、井戸の根太材、曲物、箸に使用されている。材は重厚で耐朽性、保存性は中

庸である。切削、加工はあまり容易ではない。マツ属複維管束亜属は柱根、形代などに使用されており、

材は水湿によく耐える。スギは曲物、箸、建築材や土木材として柱根、角柱や角柱状の木製品、厚手の板

状、板状の木製品、杭や杭状の木製品、曲物の側板に使用されている。加工が容易で大きな材がとれる良

材である。広葉樹ではクリが最も多く皿、漆器皿、漆器椀、杭、柱根に使用されており、材は重厚で保存

性がよい。ケヤキは椀、漆器皿、漆器椀、下駄、杭に使用されている。材はやや堅硬で強靭であるといえ

る。コナラ属コナラ亜属コナラ節は漆器皿、漆器椀、柱根、杭などに使用されている。ブナ属は皿、漆器皿、

漆器椀、柱根、杭などに使用されている。材は堅硬、緻密、靭性がある。イスノキはすべて櫛に使用され

ている。温暖帯に分布する常緑広葉樹で材は極めて重硬で強度が強い。加工は困難ではあるが、目が細か

く緻密なことから、細かな加工には適していて、櫛の材としてはツゲに次ぐ良材とされている。サクラ属

は下駄、柱根、杭に使用されており、耐久性、保存性の高い材で、切削、加工の難度は中庸である。ウツ

ギ属は筒状の木製品に使用されており、材は硬い。マダケ属は不明木製品に使用されている。
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マツ科 モミ属 4 1 3 3 1
ツガ属 2 2 1 1 4 1 3
マツ属複維管亜属 3 1
マツ属 1

ヒノキ科 スギ 1 1 3 1 1 1 5 14
ヒノキ 1 1 2 1 3 6 1 21 1 1 1 1 7 5 1
サワラ 1 1 1 3 12 1 1 1 1 1
アスナロ 1 1
ヒノキ属 3
ヒノキ科 1 1 1 1 1 1

ヤナギ科 ヤナギ属 1
クルミ科 オニグルミ 1 1
カバノキ科 カバノキ属
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イスノキ 7
バラ科 モモ 1

サクラ属 1 1 1
ミカン科 キハダ 1 1
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カキノキ科 カキノキ属 1
モクセイ科 トネリコ属 3 1 1
スイカズラ科 ガマズミ属 1
広葉樹 広葉樹 1
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マツ科 モミ属 1 2 1 1 17
ツガ属 1 1 1 1 18
マツ属複維管亜属 3 1 10 1 1 20
マツ属 1

ヒノキ科 スギ 2 1 1 3 2 1 3 2 1 1 44
ヒノキ 1 1 1 1 1 2 1 1 2 1 2 1 2 70
サワラ 1 1 2 7 1 1 1 1 1 1 4 1 1 46
アスナロ 2
ヒノキ属 3
ヒノキ科 1 1 8

ヤナギ科 ヤナギ属 1 2
クルミ科 オニグルミ 2
カバノキ科 カバノキ属 1 1

ハシバミ属 1
クマシデ 1 1
イヌシデ or アサダ 1

ブナ科 クリ 1 65
ブナ属 14
コナラ属コナラ亜属コナラ節 1 17

ニレ科 ケヤキ 20
カツラ科 カツラ 2

カツラ属 3
モクレン科 モクレン属 2
マンサク科 マンサク 1

イスノキ 7
バラ科 モモ 1

サクラ属 3
ミカン科 キハダ 2
ウルシ科 ヌルデ 1
ミツバウツギ科 ミツバウツギ 1
ユキノシタ科 ウツギ 1 1
カエデ科 カエデ属 1 4
ウコギ科 ハリギリ 5
カキノキ科 カキノキ属 1
モクセイ科 トネリコ属 5
スイカズラ科 ガマズミ属 1
広葉樹 広葉樹 1
イネ科 マダケ 1 1
不明 1 1
計 1 1 2 1 6 10 1 3 10 1 1 1 1 2 1 2 3 1 3 3 1 1 4 2 2 8 1 4 2 2 1 1 1 2 1 1 1 1 3 396

第 16 表　東條遺跡製品別樹種一覧

第４節　東條遺跡の調査



− 232 −

３．小結

板状を呈する試料（容器や井戸の施設としての曲物底板・側板・蓋、食事具としての折敷、祭祀具とし

ての形代、木簡、埋葬具としての塔婆、施設材としての井戸の側板材・根太材、厚手の板材、板状の製品、

薄板状の製品）は全て針葉樹を使用している。ヒノキ、サワラ、スギは割裂性が高く、楔を用いた剥ぎ取

り板の製作が容易な樹種が選択されていると推定される。また網かごにもヒノキとサワラを使用していた。

建築部材としての柱根は多種の材を使用していたが、特にクリが多い。また施設材としての杭もクリが

多く、特に護岸用としての杭は全てクリを使用していた。芯持材の柱材の中にはカキノキ属が使用されて

いた。本州にはカキノキ、マメガキ、トキワガキの 3 種類が分布するが、このうちカキノキとマメガキは

中国原産の栽培種とされる。トキワガキは現在の長野県には分布していないことから、今回のカキノキ属

は栽培種のカキノキ・マメガキの可能性があり、本地域で栽培されていた可能性を示唆する。

櫛に使用されているイスノキは長野県内には分布しておらず、他地域からの搬入品か、搬入された木材

により製作されていた可能性もある。履物としての下駄はケヤキ、ハリギリなどを使用している。容器と

しての漆器の椀・皿にはクリ、ケヤキ、コナラ属コナラ亜属コナラ節を多く使用する。

漆器の漆塗膜分析

１．目的

中世の木胎漆器の塗膜材質、構造のを検討を行うために、光学顕微鏡による塗膜構造の観察、赤外分光

器による漆同定、塗膜に混和されている無機成分を調べるためのエネルギー分散型Ｘ線マイクロアナライ

ザーによる分析（文様部分の塗膜を採取できなかったものについては蛍光Ｘ線分析）を行った。

２．分析結果

漆器椀 24 点、漆器皿 14 点、烏帽子 1 点、櫛 1 点、箸 1 点、柄 1 点、板 1 点、不明 1 点、計 44 点を

分析した。

３．小結

漆膜の成分は生漆の成分であるウルシオールの吸収ピークが確認されたことからすべて漆である。ただ

し箸と板からは漆が検出されなかった。漆塗膜の構造は 1 層のものは椀が 7 点、皿が 6 点、櫛が 1 点、2

層のものは椀が 13 点、皿が 7 点、不明なものが 1 点、3 層のものは椀が 1 点、皿が 1 点、柄が 1 点、4

層のものは椀が 3 点、烏帽子が 1 点である。下地層のあるものは椀 23 点、皿 14 点、櫛 1 点、板 1 点、

不明 1 点でいずれも炭粉である。文様の赤色顔料はいずれも水銀朱である。

放射性炭素年代測定

１．目的

遺構の時期および周辺遺構との前後関係を明らかにする。

２．分析結果

得られた 14C 年代は以下のとおりである。また暦年較正年代を計算し、時期を示した。

竪穴状遺構 SX03 床面から出土した炭化物（IAAA-62683）が 390 ± 30yrBP で、室町時代後期から江

戸時代初頭に相当する。竪穴状遺構 SX02・03 埋土から出土した炭化物（IAAA-62684）が 300 ± 30yrBP で、

室町時代後期から江戸時代初期に相当する。ST21 ピット 4 掘り方から出土した炭化物（IAAA-62685）

が 540 ± 30yrBP で、鎌倉時代後期から室町時代前期に相当する。ST21 ピット 9 掘り方から出土した炭

化物（IAAA-62686）が 810 ± 30yrBP で、鎌倉時代中頃に相当する。井戸跡 SK1123 埋土下部から出土

した杭（IAAA-62687）が 660 ± 30yrBP で、鎌倉時代後半に相当する。SK1350 埋土から出土した木片
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（IAAA-62688）が 930 ± 30yrBP で、平安時代後期に相当する。SK1328 埋土から出土した木片（IAAA-

62689）が 550 ± 30yrBP で、鎌倉時代末から室町時代初頭に相当する。SD12 杭列の打ち込み杭（IAAA-

62690）が 630 ± 30yrBP で、鎌倉時代後半に相当する。SD12 杭列の柵材（IAAA-62691）が 640 ±

30yrBP で、鎌倉時代後半に相当する。これらの遺構は鎌倉時代から室町時代ととらえてよい。

ベルト―シの 2 層出土の炭化物が（IAAA-72563）が 680 ± 30yrBP で、鎌倉時代の中頃に相当する。

同 8 層出土の炭化物（IAAA-72564）が 930 ± 30yrBP で、平安時代後期から末に相当する。同 12 層出

土の炭化物（IAAA-72565）が 760 ± 30yrBP で、鎌倉時代前期に相当する。SK2197 の 2 層の炭化物

（IAAA-72566）が 900 ± 30yrBP で、平安時代後期から末に相当する。SK2117 の炭化物（IAAA-72567）

が 1060 ± 30yrBP で、平安時代前期に相当する。SK2122 の炭化物（IAAA-72568）が 600 ± 30yrBP

で、室町時代前期に相当する。ST38 地点 A の炭化物（IAAA-72569）が 870 ± 30yrBP で、平安時代後

期から末に相当する。ST38-No3 の炭化物（IAAA-72570）が 680 ± 30yrBP で、鎌倉時代中期に相当する。

ST37-G トレンチの炭化物（IAAA-72571）が 650 ± 30yrBP で、鎌倉時代後期に相当する。ST37-S6 の

炭化物（IAAA-72572）が 720 ± 30yrBP で、鎌倉時代前期に相当する。SX11 ピット内の炭化物（IAAA-

72573）が 350 ± 30yrBP で、戦国時代に相当する。SK1682 の炭化物（IAAA-72574）が 290 ± 30yrBP で、

江戸時代前期に相当する。SB54 ピット 4 の炭化物（IAAA-72575）が 1260 ± 30yrBP で、古墳時代後

期に相当する。SX15 焼土壁の炭化物（IAAA-72576）が 400 ± 30yrBP で、江戸時代前期に相当する。

SK1992 の炭化物（IAAA-72577）が 880 ± 30yrBP で、平安時代後期から末に相当する。SK772 の柱

材（IAAA-72578）が 580 ± 30yrBP で、室町時代前期に相当する。屋敷 No1 の炭化物（IAAA-72579）

が 600 ± 30yrBP で、室町時代前期に相当する。屋敷 No2 の炭化物（IAAA-72580）が 1070 ± 30yrBP

で、平安時代前期に相当する。SM01 の板材（IAAA-72581）が 960 ± 30yrBP で、平安時代中期に相当

する。SK1396 の柱材（IAAA-72582）が 620 ± 30yrBP で、室町時代前期に相当する。SK1398 の柱材

（IAAA-72583）が 630 ± 30yrBP で、室町時代前期に相当する。SK1741 の果実（IAAA-72584）が 360

± 30yrBP で、江戸時代前期に相当する。SK1372 の柱材（IAAA-72585）が 800 ± 30yrBP で、平安時

代後期から末に相当する。SK1223 の炭化物（IAAA-72586）が　850 ± 30yrBP で、平安時代後期から

末に相当する。SK1194 の炭化物（IAAA-72587）が 680 ± 30yrBP で、鎌倉時代中期に相当する。SD12

の種実（IAAA-72588）が 650 ± 30yrBP で、鎌倉時代後期に相当する。SK2315 の炭化物（IAAA-72589）

が 520 ± 30yrBP で、室町時代中期に相当する。SK2744 の炭化物（IAAA-72590）が 830 ± 30yrBP で、

平安時代後期から末に相当する。SK2745 の炭化物（IAAA-72591）が 490 ± 30yrBP で、室町時代中期

に相当する。SK1814 の炭化物（IAAA-72592）が 660 ± 30yrBP で、鎌倉時代後期に相当する。古代に

属する数値があるが、出土遺物からみて炭化物の流れ込みなども考えられる。

井戸 SK1111 埋土から出土した種実（IAAA-81460）が 640 ± 30yrBP で、13 世紀後半から 14 世紀前

半に相当する。井戸 SK1400 埋土底部付近から出土した種実（IAAA-81461）が 890 ± 30yrBP で、11

世紀後半に相当する。井戸 SK1741 埋土から出土した種実（IAAA-81462）が 350 ± 30yrBP で、16 世

紀後半から 17 世紀前半に相当する。SD24 埋土から出土した種実（IAAA-81463）が 630 ± 30yrBP で、

14 世紀前半に相当する。井戸 SK1679 埋土最下層から出土した炭化物（IAAA-81464）が 169 ± 30yrBP で、

18 世紀後半から 19 世紀に相当する。SK1402 から出土した柱根（IAAA-81465）が 670 ± 30yrBP で、

13 世紀後半から 14 世紀前半に相当する。SK775 から出土した柱根（IAAA-81466）が 620 ± 30yrBP で、

14 世紀前半に相当する。SK1334 から出土した柱根（IAAA-81467）が 680 ± 30yrBP で、13 世紀後半

に相当する。SK1352 から出土した柱根（IAAA-81468）が 620 ± 30yrBP で、14 世紀前半に相当する。

SA2-No3 柱根（IAAA-81469）が 620 ± 30yrBP で、14 世紀前半に相当する。
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３．小結

礎石建物 ST21 ST37 ST38 はその上限と下限より 13 世紀後半から 16 世紀末に建てられた。ST38 の検

出面の年代は 14 世紀代であり、ST21 の年代は 15 世紀前半である。「蘇民将来符木簡」が出土した屋敷

と呼称されるⅩⅦ C02・03 グリッドの検出面は 14 世紀前半にまとまる。付近の柱穴は若干古い。掘立

柱建物跡の可能性がある柱根については 13 世紀から 14 世紀前半の年代が示され、これらは遺物とも整

合性がある。木棺墓は古代の年代が出たが、板材の採取箇所や転用を考えると疑問である。所見どおり近

世としたほうがよい。竪穴状遺構 SX02・03・11・15 の年代は 16 世紀後半である。井戸は SK1123（13

〜 14 世紀）に壊された井戸 SK1400 は比較的古い 11 世紀後半の値を示す。SK1111、SK1814 は 13 世

紀後半から 14 世紀前半の値を示す。井戸 SK1741、SK1741 種実は 16 世紀後半から 17 世紀前半の江戸

時代の値が、井戸 SK1679 は近世の値を示した。いずれも出土遺物との間にはずれがみられる。

第２章　発掘調査の概要
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写真 No. 遺構名
取上げ

№
地区 層位 種名 骨名 部位名 左右

歯
上下

歯種 状態 鑑定コメント

ⅩⅨ B16 Ⅲ層 ウシ 歯 臼歯片 不明 不明 不明 破片

写真 11 SB03 P3 ⅩⅨ B13・B18 ウマ 骨 踵骨 左 完形
関節炎痕跡、長：約
105mm

SK56 ⅩⅨ B12 埋土Ⅰ層 ウシ？ 骨 中足骨？ 不明 破片
ⅩⅨ G05 Ⅴ層 不明 歯 不明 不明 不明 不明 破片
ⅩⅨ B16 Ⅲ層中 ウマ 歯 臼歯片 不明 不明 臼歯 破片 若くない

SD02 ⅩⅨ A09
トレンチ 1 北 埋
土Ⅰ層

不明 骨 不明 不明 破片

SD02 ⅩⅨ A09
トレンチ 1 北 埋
土Ⅰ層

不明 骨 不明 不明 破片

SD03 ⅩⅨ B11
トレンチ 2 内 埋
土Ⅰ層

ウシ 歯 臼歯片 不明 不明 臼歯 破片

SK84 ⅩⅨ B17 埋土 不明 骨 不明 不明 破片 焼骨片
SK90 ⅩⅨ B16 埋土 不明 骨 不明 不明 破片

写真 13 SK90 № 2 ⅩⅨ B16 シカ 骨 上腕骨 右 破片 骨幹遠位部
ⅩⅦ E19 検出面 ウマ 歯 下顎臼歯 左 下 臼歯 破片

ⅩⅦ E 検出面 ウマ 歯 下顎左第三大臼歯 左 下 第 3 大臼歯 完形
若い個体、歯冠長
31.6mm

廃土 ウマ 歯 上顎臼歯 不明 上 不明 破片
廃土 ウマ 歯 上顎左第二小臼歯 左 上 第 2 小臼歯 完形 歯冠はさほど高くない

SB16 ⅩⅦ E19 Ⅰ層 シカ 歯 不明 不明 不明 不明 破片
ST06 ⅩⅨ F01 ウマ 歯 上顎臼歯 不明 上 臼歯 破片 焼骨（高温ではない）

ⅩⅦ E18 検出面 ウマ 歯 上顎切歯 左 上 第２切歯 ほぼ完形 若い個体
ST06　下溝 ⅩⅨ F01 ウマ 歯 上顎右臼歯 右 上 第３大臼歯 完形 若い個体
ST06 石№ 2 の下 ⅩⅨ F01 不明 骨 四肢骨片 不明 破片 焼骨
SB33 № 1 ⅩⅨ A16 不明 骨 不明 不明 破片 焼骨
SB33 № 2 ⅩⅨ A16 シカ 歯 不明 不明 不明 不明 破片
SB33 № 3 ⅩⅨ A16 不明 骨 不明 不明 破片

ⅩⅨ A16 Ⅴ層 ウマ 歯 上顎歯 不明 上 不明 破片
SB27 カマド内 ⅩⅦ E17・E18 不明 骨 不明 不明 破片 焼骨
SB16 カマド内 ⅩⅦ E19 不明 骨 不明 不明 破片 焼骨
SB16 カマド内 ⅩⅦ E19 不明 骨 不明 不明 破片 焼骨
SB16 カマド内 骨№ 7 ⅩⅦ E19 不明 骨 四肢骨片 不明 破片
SB16 ⅩⅦ E19 不明 骨 不明 不明 破片 焼骨
SB29 ⅩⅨ A21・F01 埋土 不明 骨 四肢骨片 不明 破片 焼骨
SB28 ST06 下 溝 ⅩⅨ F01 不明 骨 不明 不明 破片 焼骨

ⅩⅦ E14 検出面 ウマ？ 骨 中手あるいは中足骨 不明 破片 遠位関節
ST13　P20 ⅩⅦ H14 埋土 不明 骨 破片 不明 破片 焼骨
ST18　P2 ⅩⅦ H13 埋土 不明 骨 破片 不明 破片
ST20　P5 ⅩⅦ H13・H14 埋土 不明 骨 破片 不明 破片 焼骨

ⅩⅦ C02 Ⅵ層 ウマ 歯 上顎右第二小臼歯 右 上 第 2 小臼歯 完形
やや歯冠が低い（若
くはない）

写真 9-A ⅩⅦ C03 Ⅵ層 ウマ 骨 指（後肢の基節骨） 不明 完形 最大長 74*mm
北区 不明 骨 破片 不明 破片
ⅩⅦ C02 Ⅵ層 不明 骨 破片 不明 破片 細片
ⅩⅦ C05・10 Ⅴ層 ウマ 骨 寛骨臼部 右？ 破片

ⅩⅦ C10 Ⅴ層　上面 イヌ 骨 大腿骨（骨端欠） 左 破片
骨幹のみ、幅 13.7mm 
厚 12.7mm

ⅩⅦ C10 Ⅴ層　上面 イヌ 骨 脛骨（端欠） 左 破片 骨幹のみ

写真 1 ⅩⅦ C10 イヌ 骨・歯
下顎骨と歯

（骨頭欠）
左 下

C,P4,M1,
M2,M3

ほぼ完形
下顎長 139 ＊ mm 近
遠心径 20.0mm

ⅩⅦ C10 イヌ 骨 脛骨（骨頭欠） 右 破片
写真 2 ⅩⅦ D06 Ⅴ層 イヌ 骨・歯 下顎骨と歯 右 下 P2 ～ M2 完形

ⅩⅦ D06 Ⅴ層 ウマ 骨 寛骨（坐骨） 右 破片

写真 9-B № 3 ⅩⅦ C10 ウマ 骨
指骨（後肢の基節
骨）

不明 完形 最大長 81 ㎜

№ 1 ⅩⅦ D06 Ⅴ層 ウマ 歯 臼歯 左 上 M2 完形 若い個体
№ 2 ⅩⅦ D06 Ⅴ層 ウマ 歯 臼歯 左 上 M1 完形 番号８と同一個体

№ 3 ⅩⅦ D06 Ⅴ層 イヌ 骨 大腿骨 ( 両端欠 ) 左 破片
番号２- １より小さい
個体、幅 11.4mm 厚
11.4mm

ⅩⅦ D06 シカ 歯 切歯 左 下 I2 完形 シカあるいはカモシカ
写真 6 № 6 ⅩⅦ D06 ウマ 骨 上腕骨 ( 両端欠 ) 右 破片

№ 6 シカ 骨 角片 不明 破片 切断痕あり（６点）
写真 3 № 14 ⅩⅦ C10 Ⅴ層 ウマ 骨 肩甲骨 ( 両端欠 ) 右 破片 頚部最小幅 53.8mm

写真 10 № 4 ⅩⅦ D06 ウマ 骨 脛骨（近位部欠） 左 ほぼ完形
ⅩⅦ C08 Ⅵ層 ウマ 歯 臼歯 左 下 M2 完形
ⅩⅦ C04 Ⅵ層 深トレンチ 不明 骨 肩甲骨？ 不明 破片
ⅩⅦ C15 Ⅴ層 不明 骨 四肢骨片 不明 破片 焼骨
ⅩⅦ C10 Ⅴ～Ⅵ層 杭周辺 ウマ 骨 手根骨（右舟状骨） 右 完形
ⅩⅦ C10 Ⅴ～Ⅵ層 杭周辺 ウマ 骨 寛骨 2 つ（坐骨部） 左 破片

写真 12 ⅩⅦ C10 Ⅵ層 SK 下部 ウシ 骨 中足骨 左 ほぼ完形 最大長 213mm
№ 10 ⅩⅦ D06 不明 骨 肋骨 不明 破片 ウシ、ウマではない

第 17 表　東條遺跡　人骨・獣骨一覧表
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写真 No. 遺構名
取上げ

№
地区 層位 種名 骨名 部位名 左右

歯
上下

歯種 状態 鑑定コメント

写真 7 № 18 ⅩⅦ C10 ウマ 骨 中手骨 右 ほぼ完形
近位にカットマーク、
遠位に咬痕、最大長
195mm

ⅩⅦ C10 Ⅵ層　サブトレ ウマ 骨 上腕骨骨幹片 右 破片

ⅩⅦ D06 Ⅴ層　-20cm 不明 骨 不明 不明 破片
焼骨、ウロコ状のキ
ズ有り

ⅩⅦ D06 Ⅵ層 ウマ 歯 臼歯 左 上 M2 完形
SK845 ⅩⅦ C08 不明 骨 不明 破片
SK1123（井戸 3） ⅩⅦ C23 Ⅶ層　下部 サカナ 骨 椎骨 完形
SK846 ⅩⅦ C08 不明 骨 不明 不明 破片

ⅩⅦ C08 ウマ 歯 臼歯 右 上 M3 完形 若い個体

№ 6 ⅩⅦ C01 ウマ 骨 頭蓋骨（側頭骨） 右 破片
下顎窩部、番号 41 と
接合

ⅩⅦ C01 Ⅵ層 不明 骨 頭蓋骨片 不明 破片

EW トレンチ ⅩⅦ C01 Ⅵ層 ウマ 骨
上腕骨骨幹

（両端欠）
左 破片

ⅩⅦ C01 Ⅵ層 ウマ 骨 下顎骨正中部 右 破片 切歯歯槽あり
ⅩⅦ C14 Ⅶ層中　下部 不明 骨 不明 不明 破片
ⅩⅦ C10 Ⅴ層 ウマ？ 骨 肋骨 不明 破片

№ 1 ⅩⅦ C01 ウマ 歯 臼歯 左 上 M1 完形 高齢（歯根形成）
写真 4 № 11 ⅩⅦ D06 ウマ 骨 肩甲骨（両端欠） 左 破片 頚部最小幅 57.2mm

ⅩⅦ C01 Ⅵ層 ウマ 骨 頭蓋骨片（頬骨） 右 破片 頬骨弓 眼窩部
№ 4 ⅩⅦ C01 ウマ 歯 臼歯 右 上 M1 完形 高齢（歯根形成）

№ 16 ⅩⅦ C10 Ⅴ層 ウシ 骨 大腿骨骨頭 左 破片
№ 2 ⅩⅦ C01 ウマ 歯 臼歯 右 上 M2 完形 高齢（歯根形成）
№ 9 ⅩⅦ C01 ウマ 骨 頭蓋骨（側頭骨） 右 破片 番号 29 と接合
№ 5 ⅩⅦ C01 ウマ 骨 頭蓋骨（上顎骨） 右 破片 歯槽部
№ 7 ⅩⅦ C01 不明 骨 不明 不明 破片
№ 8 ⅩⅦ C01 不明 骨 頭蓋骨片 不明 破片

ⅩⅦ C10 Ⅴ～Ⅵ層 イヌ 骨 上腕骨（両端欠） 左 破片 細い
ⅩⅦ C07 黒色土 ウマ 歯 臼歯 右 上 M2 完形 高齢ではない
ⅩⅦ C18 礫内 不明 骨 四肢骨片 不明 破片 焼骨
ⅩⅦ C18 不明 骨 四肢骨片 不明 破片 焼骨

SX02・03 ⅩⅦ B14・B15 サカナ 骨 椎骨片 破片 焼骨

№ 11 ⅩⅦ C01 ウマ 骨 下顎骨正中部 右 破片
切歯歯槽あり（番号
32 とは別個体）

ⅩⅦ C13・14・
18・19

検出面上層黄褐色
土上の黒褐色

不明 骨 四肢骨片 不明 破片

№ 3 ⅩⅦ C01 ウマ？ 骨 頭蓋骨片 不明 破片
Ⅵ層 サカナ？ 骨 頭蓋骨片 不明 破片

№ 10 ⅩⅦ C01 ウマ？ 骨 頭蓋骨片 不明 破片
ベルト ⅩⅦ C02 Ⅵ層 ウマ 歯 切歯 右 上 I2 ほぼ完形 高齢ではない

写真 8 ⅩⅦ C01 Ⅵ層 ウマ 骨 中手骨両端欠 左 破片
全周にわたり多数の
傷あり

ⅩⅦ C10 ウマ 骨 不明 不明 破片

ⅩⅦ D06 Ⅴ層 ウマ 歯 切歯 右 上 I3 完形
咬耗していない若い
個体

ⅩⅦ C01 中世Ⅵ層 ウマ？ 骨 頭蓋骨片 不明 　 破片

ⅩⅦ C01 中世Ⅵ層 ウマ 骨 中手骨 左 破片
69 と同一（臼歯に近
い歯隙部）

キツネ 骨 第３中手骨？ 右 完形
ⅩⅦ C01 中世Ⅵ層 不明 骨 頭蓋骨片 不明 破片

ⅩⅦ C01 中世Ⅵ層 ウマ 骨
頭蓋骨（側頭骨、
頬骨）

左 破片

ウマ 歯 臼歯 右 上 M2 完形

ⅩⅦ C01 ウマ 骨
頭蓋骨（上顎骨、
鼻骨）

右 破片
65 と同一（臼歯に近
い歯隙部）

ⅩⅦ D06 Ⅵ層 不明 骨 不明 不明 破片
№ 6 ⅩⅦ D06 Ⅴ層 不明 骨 四肢骨片 不明 破片
№ 4 ⅩⅦ D06 不明 骨 椎骨椎体 不明 破片

ⅩⅦ C08 Ⅵ層 ウマ 歯 切歯片 不明 不明 不明 破片
写真 5 ⅩⅦ C10 Ⅴ層 ウマ 骨 肩甲骨近位骨幹部 左 破片 頚部最小幅 48.2mm

石列周辺 ⅩⅦ C10 不明 骨 肋骨片 不明 破片 ウマ、ウシではない
ⅩⅦ C14 Ⅴ層 不明 骨 不明 不明 破片

№ 1 ⅩⅦ C15 不明 骨 四肢骨片 不明 破片
SD13 ⅩⅦ C04・C05 不明 骨 四肢骨片 不明 破片 大型獣（ウシかウマ）
テント下 ⅩⅦ D11 中世 不明 骨 不明 不明 破片
SM02 ⅩⅦ C02 ウマ 歯 臼歯 右 下 M1,M2 完形 若い個体 ( 歯冠が長い）

ⅩⅦ C10 ウマ 骨 大腿骨（両端欠） 右 破片
ⅩⅦ C10 ウマ 骨 脛骨（近位部欠） 右 破片
ⅩⅦ C10 ウマ 骨 尺骨（近位半） 右 破片

ウマ 骨 中足骨（遠位端欠） 右 破片
SK899 ⅩⅦ C04 不明 骨 不明 不明 破片

№ 2 ⅩⅦ C15 不明 骨 四肢骨片 不明 破片
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写真 No. 遺構名
取上げ

№
地区 層位 種名 骨名 部位名 左右

歯
上下

歯種 状態 鑑定コメント

SM02 № 1 ⅩⅦ C02 ウマ 骨
中手あるいは中足
骨遠位関節片

不明 破片

SM02 № 2 ⅩⅦ C02 不明 骨 不明 不明 破片
SM02 № 4 ⅩⅦ C02 不明 骨 不明 不明 破片
SM02 ⅩⅦ C02 不明 骨 不明 不明 破片
SM02 № 3 ⅩⅦ C02 不明 骨 不明 不明 破片

ⅩⅦ C08 不明 骨 不明 不明 破片 焼骨
ⅩⅦ B15・D02 検出面 不明 骨 不明 不明 破片

SF05 ⅩⅦ C14 不明 骨 四肢骨片 不明 破片

ⅩⅦ C01 Ⅴ層 シカ          骨 中手骨か中足骨 不明 破片
元々ある溝を生かして、 
カンザシ加工している

SK1535 ⅩⅦ E12 シカ 骨 角 不明 破片 加工痕あり
Z Z ウマ 骨 中足骨骨幹 不明 破片
ⅩⅦ B18 中世第一検出面 不明 骨 関節 不明 破片

№ 4 ⅩⅦ B24 中世第一検出面 不明 骨 四肢骨片 不明 破片
ⅩⅦ B24 中世第一検出面 シカ 骨 角 不明 破片 焼骨
ⅩⅦ G13 中世第一検出面 不明 骨 不明 不明 破片
ⅩⅦ H11 中世第一検出面 不明 骨 四肢骨片 不明 破片

SF16 № 1 ⅩⅦ H07 中世第一検出面 ヒト 骨 大腿骨片 不明 破片 焼骨、粗線やや発達
SF16 № 2 ⅩⅦ H07 中世第一検出面 不明 骨 四肢骨片 不明 破片 焼骨
SF16 № 3 ⅩⅦ H07 中世第一検出面 不明 骨 不明 不明 破片 焼骨

SF16 ⅩⅦ H07 中世第一検出面 ヒト 骨
指骨（中節骨、末
節骨）

不明 破片 焼骨 足と思われる

SF16 ⅩⅦ H07 中世第一検出面 ヒト 歯
臼歯歯根、
切歯歯冠

不明 不明 Ｉ，Ｍ 破片 焼骨

SF16 一括 ⅩⅦ H07 中世第一検出面 ヒト 骨・歯
臼歯歯根、指骨

（中節骨？）
不明 上 Ｍ 破片

焼骨（113 ～ 117 まで
同一遺構）

ST38 1 層 ⅩⅦ地点 B 中世第一検出面 ウシ 骨 指骨（末節骨） 不明 ほぼ完形
SK2136 № 3 ⅩⅦ G07 中世第二検出面 ウマ 歯 臼歯 不明 上 不明 破片
SK2197 ⅩⅦ B24 中世第二検出面 不明 骨 四肢骨片 不明 破片
SK2662 ⅩⅦ H11 中世第二検出面 不明 歯 不明 不明 不明 不明 破片
SK2662 № 1 ⅩⅦ H11 中世第二検出面 不明 歯 臼歯 不明 不明 不明 破片
SK2662 № 2 ⅩⅦ H11 中世第二検出面 ウマ 歯 臼歯 不明 不明 不明 破片
SK2662 № 3 ⅩⅦ H11 中世第二検出面 ウマ 歯 下顎臼歯 右 下 P4 破片
SK2686 № 1 ⅩⅦ H07 中世第二検出面 ウマ 歯 切歯 右 上 I2 ほぼ完形
SK2686 № 2 ⅩⅦ H07 中世第二検出面 不明 歯 不明 不明 不明 不明 破片
SK2686　付近 № 1 ⅩⅦ H07 中世第二検出面 不明 骨 不明 不明 破片 大型獣か
SK2686　付近 № 2 ⅩⅦ H07 中世第二検出面 不明 歯 不明 不明 不明 不明 破片
SK2686　付近 № 3 ⅩⅦ H07 中世第二検出面 ウマ 歯 臼歯 不明 不明 不明 破片
SK2686　付近 № 4 ⅩⅦ H07 中世第二検出面 不明 骨 四肢骨片 不明 破片
SK2686　付近 № 5 ⅩⅦ H07 中世第二検出面 不明 骨 四肢骨片 不明 破片 大型獣

SK2744　井戸 ⅩⅦ G04
中世第二検出面灰
色粘質

イヌ？ 歯 犬歯 右 下 C 完形 全長 31.6

ST38　礎石下
地点 A

（単点）
ⅩⅦ B23・B24 中世第二検出面 キツネ？ 骨 四肢骨片 不明 破片 両端切断、加工痕

SB49 ⅩⅦ J12 古代　カマドⅣ層 不明 骨 不明 不明 破片 焼骨
SB51 ⅩⅦ J25 古代　カマドⅡ層 不明 骨 不明 不明 破片 焼骨
SB67 ⅩⅦ E21・E22 古代　埋土 シカ？ 歯 不明 不明 不明 不明 破片
SB68 カマド付近 ⅩⅦ D25 古代 不明 骨 不明 不明 破片 焼骨
SB70 ⅩⅦ E16 古代　埋土 不明 骨 四肢骨片 不明 破片 焼骨

SB73
ⅩⅦ E17・E22・
E23

古代　埋土 不明 骨 四肢骨片 不明 破片 焼骨

SK2279 ⅩⅦ B24 古代 イノシシ 歯 臼歯 不明 不明 不明 破片
SK2403 ⅩⅦ I10・J06 古代 シカ？ 歯 臼歯 不明 不明 不明 破片
SK2745 ⅩⅦ G09 古代 イヌ 骨 肋骨（14 本＋α） 不明 破損

SK2745 ⅩⅦ G09 古代 イヌ 骨
椎骨２点、左Ⅲ中
足骨

左 破片 椎骨は椎体欠損

SK2745 ⅩⅦ G09 古代 イヌ 骨 脛骨幹（両端欠） 左 破片
SK2745 ⅩⅦ G09 古代 イヌ 骨 腓骨幹（両端欠） 左？ 破片 145-1 と同一個体か
SK2879 ⅩⅦ J02 古代 不明 骨 不明 不明 破片 焼骨
SK3000 ⅩⅦ H12 古代 不明 骨 四肢骨片 不明 破片
SK3051 ⅩⅦ D25 古代 不明 骨 不明 不明 破片 焼骨
SK3051 ⅩⅦ D25 古代 不明 骨 不明 不明 破片 焼骨
SD33 ⅩⅦ I03・I08 古代　埋土 不明 骨 椎骨 不明 完形 小型の動物
調査区北西壁 ⅩⅦ D20 古代 検出面 不明 骨 不明 不明 破片

ⅩⅦ E21 古代 シカ 歯 臼歯 不明 不明 不明 破片
9 区南 古代 ウシ？ 歯 臼歯 不明 不明 不明 破片

SK2879 ⅩⅦ J02 古代 不明 骨 不明 不明 破片 焼骨
SK2879 ⅩⅦ J02 古代 不明 骨 四肢骨片 不明 破片 焼骨
SK2876 ⅩⅦ D20 古代 不明 骨 四肢骨片 不明 破片 焼骨

ⅩⅦ J07-07 古代　サブトレ 不明 骨 四肢骨片 不明 破片 焼骨
SK2849 ⅩⅦ D25 古代面 不明 骨 四肢骨片 不明 破片 小型の動物
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写真１　イヌの左下顎骨外側面
咬耗の少ない若い個体である。

写真２　イヌの右下顎骨外側面

写真３　ウマの右肩甲骨

写真４　ウマの左肩甲骨

写真５　ウマの左肩甲骨

図に示したシャドウ部が出土した部位

第 10 図　東條遺跡出土の獣骨１
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写真６　ウマの右上腕骨

写真７　ウマの中手骨 写真８　ウマの中手骨

写真９　ウマの基節骨　A・B
どちらもほぼ完形で出土している

第 11 図　東條遺跡出土の獣骨２
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写真 10　ウマの左脛骨

写真 12　ウシの中足骨

写真 13　シカの上腕骨写真 11　ウマの左踵骨 関節面が荒れて変形性関
節炎になっている

第 12 図　東條遺跡出土の獣骨３

第２章　発掘調査の概要
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図版№
写真

№
遺構名

取上げ
№

器　種 部　位 残存率
口径

（cm）
底径

（cm）
器高

（cm）
外面色調 備　考

第 181 図  1 PL68 SB01 № 2 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 80% 13.0 5.6 4.5 7.5YR8/1 灰白
第 181 図  2 PL68 SB01 № 3 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 60% 16.2 5.9 5.9 10YR8/2 灰白
第 181 図  3 PL68 SB01 № 6 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 70% 13.0 5.2 4.4 2.5Y8/2 灰白

第 181 図  4 PL68
SB01　
カマド部

№ 8 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 50% <15.0> <7.3> <4.2> 7.5YR7/2 明褐色

第 181 図  5 PL68
SB01　
カマド部

№ 8 黒色土器 A 坏 口縁部～胴部 30% <15.0> ― (4.5) 7.5YR7/3 にぶい橙

第 181 図  6 PL68 SB01 № 1 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 完形 12.8 5.2 3.3 5YR8/3 淡橙
第 181 図  7 PL68 SB01 № 4 黒色土器 B 皿 口縁部～底部 90% 12.4 7.0 2.6 Ｎ 3/ 暗灰

第 181 図  8 PL68
SB01　
カマド部

№ 8 武蔵型甕 口縁部・胴部 30% 20.5 ― ― 7.5YR6/3 にぶい褐

第 181 図  9 SB01 埋土 須恵器甕 A 口縁部 10% <37.0> ― (11.2) 10YR2/3 黒褐
第 181 図 10 PL68 SB03 № 7 非ﾛｸﾛ土師器坏 口縁部～底部 完形 12.6 ― 4.4 7.5YR7/4 にぶい橙
第 181 図 11 SB03 掘り方 非ﾛｸﾛ土師器坏 口縁部～底部 40% <13.0> ― 4.3 5YR6/6 橙
第 181 図 12 PL68 SB03 非ﾛｸﾛ土師器坏 口縁部～底部 50% <13.4> ― 6.1 5YR6/6 橙 ・深い鉢形の坏
第 181 図 13 SB03 埋土 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 30% <14.7> <7.2> 5.2 5YR8/2 灰白
第 181 図 14 SB03 埋土 須恵器坏 A 口縁部～胴部 30% <14.1> ― 3.6 N7/  灰白
第 181 図 15 SB03 埋土 須恵器坏蓋 体部 30% <16.8> ― 2.9 N5/  灰
第 181 図 16 PL68 SB03 № 1 高坏　 口縁部～底部 完形 14.4 8.2 10.1 2.5YR6/6 橙
第 181 図 17 PL68 SB03 № 6 小型甕　 口縁部～底部 完形 10.8 6.8 10.5 5YR6/6 橙 ・バケツ形小型
第 181 図 18 PL68 SB03 № 8・6 長胴甕 口縁部～胴部 20% 14.0 ― (6.1) 5YR6/4 にぶい橙
第 181 図 19 SB03 № 5 長胴甕 胴部～底部 20% ― 9.4 (16.8) 2.5YR5/6 明赤褐
第 181 図 20 PL68 SB03 № 4 長胴甕 胴部～底部 50% ― 8.1 (21.6) 7.5YR7/6 橙
第 181 図 21 PL68 SB03 № 9 長胴甕 胴部～底部 60% ― 5.6 (13.3) 5YR6/6 橙
第 181 図 22 PL68 SB03 埋土 長胴甕 口縁部～胴部 10% <15.8> ― (20.5) 10YR7/3 にぶい黄橙
第 181 図 23 PL68 SB03 № 10 土師器甕　 口縁部～底部 90% <22.2> 7.0 16.8 5YR6/6 橙
第 181 図 24 SB04 埋土 土師器長胴甕 口縁部～胴部 10% <19.0> ― (8.0) 5YR7/6 橙
第 182 図  1 PL68 SB05 № 1 土師器坏 口縁部～底部 50% <11.0> 5.0 3.5 10YR8/2 灰白 ・須恵器模倣の坏

第 182 図  2 PL68
SB05 埋土 1
層

非ロクロ土師器
坏

口縁部～底部 90% <13.0> ― 3.6 5YR5/4 にぶい赤褐

第 182 図  3 SB05 № 2
非ロクロ土師器
坏

口縁部～底部 35% <13.0> ― 3.8 10YR7/4 にぶい黄橙

第 182 図  4 SB06 床面 № 1 土師器甕 口縁部～胴部 10% 21.4 ― (9.4) 5YR8/4 淡橙

第 182 図  5
SB07 床面
直上

土師器長胴甕 胴部～底部 20% ― 5.0 <6.3> 5YR7/6 橙

第 182 図  6 PL68 SB08 № 8 須恵器盤 坏部～脚部 10% ― ― (2.3) 5R4/1 暗赤灰
第 182 図  7 PL68 SB08 № 51 須恵器坏蓋 体部 30% <15.4> ― (3.9) N5/  灰
第 182 図  8 PL68 SB08 № 25 須恵器坏 A 口縁部～底部 ほぼ完形 13.0 6.8 4.5 5P2/1 紫黒

第 182 図  9 PL68
SB09 
P3 埋土

非ﾛｸﾛ土師器坏 C 口縁部～底部 70% 11.5 ― 4.7 5YR6/2 灰褐

第 182 図 10 SB10 № 22 非ﾛｸﾛ土師器坏 口縁部～底部 40% <13.4> ― 4.8 5YR6/6 橙
第 182 図 11 SB10 高坏 坏部～脚部 60% <13.6> <6.7> 8.45 10YR8/4 浅黄橙
第 182 図 12 PL68 SB10 № 19 須恵器坏 A 口縁部～底部 40% <12.8> ― 4.1 5PB6/1 青灰 
第 182 図 13 SB10 検出面 須恵器坏 A 口縁部～底部 40% <12.9> ― 3.25 5GY5/1 ｵﾘｰﾌﾞ灰
第 182 図 14 PL68 SB10 № 11 須恵器坏 A 口縁部～底部 80% 13.5 7.2 4.15 2.5GY5/1 ｵﾘｰﾌﾞ灰
第 182 図 15 PL68 SB10 № 13 須恵器坏 A 口縁部～底部 50% 13.3 4.3 4.2 2.5GY6/1 ｵﾘｰﾌﾞ灰
第 182 図 16 PL68 SB10 № 21 須恵器坏蓋 体部 80% <13.9> ― 2.3 5YR5/6 明赤褐
第 182 図 17 PL68 SB10 № 42 須恵器坏蓋 体部 50% <17.0> ― 3.5 7.5YR6/1  灰
第 182 図 18 PL68 SB10 № 12 須恵器坏 B 口縁部～底部 50% <12.5> <9.4> 4.3 10YR6/1 褐灰
第 182 図 19 PL68 SB10 № 19 須恵器坏 B 口縁部～底部 40% <15.6> <11.2> 6.1 10R5/4 赤褐 ・「×」印有り
第 182 図 20 PL68 SB10 № 18 須恵器円面硯 口縁部～底部 10% <14.0> <19.6> 4.8 5YR4/1 暗紫灰 
第 182 図 21 PL69 SB11 № 6 非ﾛｸﾛ土師器坏 D 口縁部～底部 50% 8.8 ― (5.1) 7.5YR7/1 明褐灰
第 182 図 22 SB11 № 1 非ﾛｸﾛ土師器鉢 口縁部～胴部 10% <12.9> ― (6.0) 7.5YR8/2 灰白
第 182 図 23 SB11 土師器長胴甕 口縁部～胴部 10% <20.8> ― (10.3) 7.5YR7/3 にぶい橙
第 182 図 24 SB12 床面 № 1 高盤 坏部 ほぼ完形 17.6 ― (3.55) 2.5Y6/1 黄灰
第 182 図 25 PL69 SB13 № 2 土師器甕 口縁部～胴部 20% 18.5 ― (7.8) 5YR7/6  橙
第 182 図 26 PL69 SB14 埋土 非ﾛｸﾛ土師器坏 口縁部～底部 50% <10.2> ― 4.6 10YR8/2 灰白
第 182 図 27 PL69 SB14 № 1 非ﾛｸﾛ土師器坏 口縁部～底部 80% 13.8 ― 6.4 7.5YR6/4 にぶい橙
第 182 図 28 PL69 SB14 埋土 須恵器坏 口縁部～底部 70% <10.8> ― 4.0 5Y6/1 灰 
第 182 図 29 SB14 埋土 須恵器坏 口縁部 10% <10.4> ― (2.5) 5Y6/1 灰 
第 182 図 30 PL69 SB14 須恵器坏蓋　 体部 80% 10.8 ― 2.4 N5/ 灰 ・刻目「－」有り
第 182 図 31 PL69 SB14 須恵器鉢 口縁部～胴部 20% <16.8> ― (13.0) 2.5GY4/1 暗ｵﾘｰﾌﾞ灰
第 183 図  1 PL69 SB16 埋土 非ﾛｸﾛ土師器坏 口縁部～底部 60% <12.6> ― 3.7 7.5YR7/3 にぶい橙
第 183 図  2 PL69 SB16 № 16 非ﾛｸﾛ土師器坏 口縁部～底部 ほぼ完形 12.6 ― 5.3 7.5YR7/3 にぶい橙
第 183 図  3 PL69 SB16 埋土 非ﾛｸﾛ土師器坏 口縁部～胴部 20% <16.6> ― (6.2) 2.5YR5/6 明赤褐
第 183 図  4 PL69 SB16 № 2 非ﾛｸﾛ高坏 口縁部～胴部 25% <13.7> ― (5.2) 5YR4/6 赤褐 ・刻み「＜」有り
第 183 図  5 PL69 SB16 № 15 非ﾛｸﾛ鉢 口縁部～底部 50% <11.6> ― 7.5 5YR7/6 橙
第 183 図  6 PL69 SB16 № 7 非ﾛｸﾛ鉢 口縁部～底部 70% <9.2> ― 8.0 5YR7/3 にぶい橙
第 183 図  7 PL69 SB16 № 12 須恵器高坏蓋 体部 40% <14.2> ― (4.5) 10Y6/1 灰
第 183 図  8 SB16 № 7 須恵器坏 口縁部～底部 30% <11.5> ― 3.6 7.5YR7/1 暗褐灰
第 183 図  9 SB16 埋土 土師器甕 口縁部～胴部 10% <13.7> ― (7.6) 2.5YR5/4 にぶい赤褐
第 183 図 10 SB16 № 13 土師器甕 口縁部～胴部 10% <19.0> ― (6.7) 2.5YR6/8 橙
第 183 図 11 SB17 № 14 非ﾛｸﾛ土師器坏 口縁部～底部 80% ― <4.0> (5.1) 5YR7/4  にぶい橙

第 18 表　東條遺跡土器観察表（古代）

第４節　東條遺跡の調査



− 242 −

図版№
写真

№
遺構名

取上げ
№

器　種 部　位 残存率
口径

（cm）
底径

（cm）
器高

（cm）
外面色調 備　考

第 183 図 12 SB17 № 11 非ﾛｸﾛ土師器坏 底部 20% ― ― (3.9) 7.5YR7/4 にぶい橙
第 183 図 13 PL69 SB17 床下 須恵器坏 H 口縁部～底部 25% <10.2> <5.2> 2.7 5PB4/1 暗青灰
第 183 図 14 SB17 № 7 須恵器坏 A 口縁部～底部 30% <12.4> 6.6 4.2 5YR6/6 橙
第 183 図 15 PL69 SB17 № 2・3 須恵器坏 A 口縁部～底部 70% 14. ７ ― 4.3 2.5GY8/1 灰白

第 183 図 16 PL69
SB17 カマ
ド内

№ 12 須恵器坏 B 口縁部～底部 ほぼ完形 11.5 7.2 6.8 5PB5/1 青灰

第 183 図 17 PL69 SB17 № 17 須恵器坏 B 口縁部～底部 40% <14.0> <8.8> 4.0 N7/ 灰白
第 183 図 18 SB17 № 4 須恵器蓋 体部 20% <13.2> ― 2.1 5B4/1 暗青灰
第 183 図 19 SB17 № 13 土師器甕 胴部～底部 20% ― <7.8> (11.8) 10YR7/3 にぶい黄橙
第 183 図 20 PL69 SB18 № 14 非ﾛｸﾛ土師器坏 口縁部～底部 90% 11.3 ― 3.7 5YR7/4  にぶい橙
第 183 図 21 PL69 SB18 埋土 非ﾛｸﾛ土師器坏 口縁部～底部 50% <11.0> ― 5.1 7.5YR7/4 
第 183 図 22 PL69 SB18 埋土 非ﾛｸﾛ土師器坏 口縁部～底部 40% 11.2 ― 3.9 7.5YR7/4 にぶい橙
第 183 図 23 PL69 SB18 埋土 非ﾛｸﾛ土師器坏 口縁部～底部 30% <11.2> ― 4.6 7.5YR7/6 橙
第 183 図 24 PL69 SB18 埋土 非ﾛｸﾛ土師器坏 口縁部～胴部 40% <14.4> ― (4.8) 7.5YR7/4 にぶい橙
第 183 図 25 PL69 SB18 筒型土器 胴部～底部 30% ― 6.1 (7.0) 7.5YR7/3 にぶい橙
第 183 図 26 PL69 SB18 № 17 高坏 坏底部～脚部 60% ― 10.2 (9.0) 10YR7/4 にぶい黄橙
第 183 図 27 PL69 SB18 埋土 高坏 坏部～裾部 50% ― 9.0 10.2 7.5YR7/4 にぶい橙
第 183 図 28 PL69 SB18 № 12 須恵器坏蓋 体部 ほぼ完形 10.1 2.1 3.2 N6/ 灰
第 183 図 29 PL69 SB18 埋土 須恵器坏蓋 体部 70% 10.0 ― 3.2 N5/ 灰
第 183 図 30 PL69 SB18 № 11 須恵器鉢 口縁部～底部 40% 13.5 ― 8.4 10YR4/1 褐灰
第 183 図 31 PL69 SB18 須恵器短頸壷 胴部～底部 90% ― ― (6.5) N5/ 灰
第 183 図 32 PL69 SB18 須恵器短頸壷 胴部～底部 70% ― ― 8.0 N4/ 灰
第 183 図 33 PL69 SB18 № 9 須恵器壷 口縁部～底部 90% <13.7> ― 19.1 N5/ 灰 ・外面板状工具せ叩き締め
第 184 図  1 PL70 SB18 № 3 小型甕 口縁部～底部 90% <10.8> ― 9.9 5YR8/3 淡橙
第 184 図  2 PL70 SB18 № 4 小型甕 口縁部～胴部 30% <13.4> ― (12.5) 5YR7/6 橙
第 184 図  3 PL70 SB18 小型甕 口縁部～底部 50% 16.0 3.8 14.4 5YR5/6 明赤褐
第 184 図  4 PL70 SB18 埋土 土師器長胴甕 口縁部～胴部 30% <20.8> ― (19.5) 10YR8/2 灰白
第 184 図  5 SB18 № 2 土師器長胴甕 口縁部～胴部 30% <19.6> ― (15.3) 10YR7/3 にぶい黄橙
第 184 図  6 PL70 SB18 埋土 土師器長胴甕 口縁部～底部 20% <18.9> <6.0> ― 10YR7/2 にぶい黄橙
第 184 図  7 PL70 SB18 № 16 ﾐｶﾞｷ甕 胴部～底部 20% ― ― ― 7.5YR8/3 浅黄橙
第 184 図  8 PL70 SB18 № 8 土師器甑 口縁部～底部 完形 14.5 3.0 7.8 5YR7/4  にぶい橙 ・一穴式
第 184 図  9 PL70 SB18 土師器甑 口縁部～底部 80% 17.4 5.5 13.1 7.5YR7/3 にぶい橙 ・多孔式
第 184 図 10 PL70 SB18 № 6 土師器甑 口縁部～底部 80% 16.7 ― 11.0 5YR7/3  にぶい橙 ・一穴式
第 184 図 11 PL70 SB18 須恵器甕 胴部 20% ― ― (16.0) 5YR6/1 灰褐
第 184 図 12 PL70 SB18 須恵器横瓶 口縁部～底部 70% 11.4 ― 24.4 10R5/1 赤灰
第 185 図  1 SB19 № 9 須恵器坏 A 口縁部～底部 30% <10.9> ― (4.1) N3/ 暗灰
第 185 図  2 SB19 № 25 須恵器坏 A 口縁部～底部 25% <12.6> ― (4.2) 7.5YR5/4  にぶい褐

第 185 図  3 PL70
SB19 埋土
上層

№ 1 須恵器坏 B 胴部～底部 30% ― 6.0 (4.7) 2.5GY4/1 暗ｵﾘｰﾌﾞ灰

第 185 図  4 SB19 土師器ﾐｶﾞｷ甕 口縁部～胴部 10% <15.8> ― (7.0) 2.5YR6/6 橙
第 185 図  5 SB20 № 8 非ﾛｸﾛ土師器坏 口縁部～底部 25% <12.6> ― 4.3 7.5YR6/1 褐灰
第 185 図  6 PL70 SB20 埋土 須恵器坏 B 口縁部～底部 20% <14.0> <9.6> 3.5 5YR6/4  にぶい橙 
第 185 図  7 SB20 № 10 高坏 坏部～脚部 30% ― ― (4.8) 5YR6/5  にぶい橙
第 185 図  8 SB20 埋土 ﾐｶﾞｷ甕 口縁部～胴部 10% <17.4> ― (11.4) 5YR7/4 にぶい橙
第 185 図  9 SB21 № 10 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 20% <12.2> 4.8 4.0 2.5Y8/3 淡黄
第 185 図 10 PL71 SB21 № 26 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 完形 12.1 15.8 4.2 10YR8/3 浅黄橙
第 185 図 11 PL71 SB21 № 14 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 60% <14.3> 5.7 3.3 5Y8/2 灰白
第 185 図 12 PL71 SB21 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 60% <12.7> 5.0 3.9 7.5YR7/4 にぶい橙
第 185 図 13 PL71 SB21 № 28 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 50% <12.3> 4.7 3.9 5YR7/6 橙
第 185 図 14 PL71 SB21 № 6 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 60% <12.5> 5.0 4.1 7.5YR8/2 灰白
第 185 図 15 PL71 SB21 № 38 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 90% 13.1 5.0 4.7 10YR8/1 灰白
第 185 図 16 PL71 SB21 № 15 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 60% <16.3> 6.8 4.4 7.5YR8/3 浅黄橙
第 185 図 17 SB21 № 24 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 50% <14.5> 5.8 5.3 7.5YR7/4 にぶい橙
第 185 図 18 PL71 SB21 № 4 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 90% <14.0> 5.7 4.3 N7/ 灰白
第 185 図 19 PL71 SB21 № 25 須恵器坏 A 口縁部～底部 完形 13.3 5.3 4.0 N7/ 灰白
第 185 図 20 PL71 SB21 № 32 黒色土器 A 椀 口縁部～底部 25% <15.4> 7.1 4.9 10YR8/3 浅黄橙
第 185 図 21 PL71 SB21 № 35 黒色土器 A 椀 口縁部～底部 ほぼ完形 14.5 6.7 5.5 7.5YR8/4 浅黄橙
第 185 図 22 PL71 SB21 № 15 黒色土器 A 皿 口縁部～底部 60% 13.1 6.5 3.4 10YR8/1 灰白
第 185 図 23 PL71 SB21 埋土 灰釉陶器皿 口縁部～底部 20% <14.5> <7.4> 3.05 5Y6/1 灰
第 185 図 24 PL71 SB21 № 36 土師器小型甕 胴部～底部 60% ― 5.7 (8.2) 10YR5/3 にぶい黄褐

第 185 図 25 PL71
SB21 床面
埋土

№ 15・
34 土師器ｹｽﾞﾘ甕 口縁部～胴部 10% <18.6> ― (13.0) 10YR8/4 浅黄橙

第 185 図 26 PL71
SB21 床面
埋土

№ 10・
16・18・
30

土師器ｹｽﾞﾘ甕 胴部～底部 20% ― ― (16.6) 10YR8/3 浅黄橙

第 185 図 27 PL71 SB22 № 1 須恵器坏蓋 体部 40% <10.6> ― (3.5) N5/ 灰
第 185 図 28 SB22 埋土 須恵器坏 口縁部～底部 30% <10.4> (5.9) 4.0 2.5GY8/1 灰白
第 185 図 29 PL71 SB22 埋土 № 8 須恵器坏 口縁部～底部 60% <12.4> ― 4.9 N6/  灰
第 185 図 30 PL71 SB22 埋土 須恵器坏 A 口縁部～底部 80% <12.2> 8.0 3.8 2.5GR5/1 ｵﾘｰﾌﾞ灰
第 185 図 31 SB22 № 8 甑 胴部～底部 10% ― <3.2> (3.1) 7.5YR1.7/1 黒 ・一穴式
第 185 図 32 SB22 № 6 土師器長胴甕 口縁部～胴部 20% <20.6> ― 12.4 7.5YR8/2 灰白
第 185 図 33 SB22 埋土 須恵器長頸壷 胴部～底部 20% ― 9.0 (7.2) N4/ 灰

第 186 図  1 PL71
SB23 北東
側壁

№ 1 非ﾛｸﾛ土師器坏 口縁部～底部 ほぼ完形 13.2 ― 4.55 10YR8/2 灰白

第 186 図  2 PL71 SB23 № 3 高坏 坏部 80% 15.4 ― (5.4) 10YR8/2 灰白

第２章　発掘調査の概要
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第 186 図  3 PL71 SB23 № 2 須恵器坏蓋 口縁部～底部 ほぼ完形 11.9 5.5 3.95 N5/ 灰 ・印「×」有り
第 186 図  4 SB24 № 2 須恵器坏蓋 体部 25% <12.7> ― 2.8 N5/ 灰
第 186 図  5 PL71 SB24 № 1 須恵器坏 A 口縁部～底部 完形 13.0 7.5 4.1 N3/ 灰 
第 186 図  6 PL71 SB26 № 2 非ﾛｸﾛ土師器坏 口縁部～底部 完形 12.5 ― 4.2 10YR8/2 灰白
第 186 図  7 PL71 SB26 № 4 非ﾛｸﾛ土師器坏 口縁部～底部 完形 11.4 ― 4.1 10YR7/3 にぶい黄橙
第 186 図  8 PL71 SB26 № 7 非ﾛｸﾛ土師器坏 口縁部～底部 70% <11.7> ― 3.7 10YR7/3 にぶい黄橙
第 186 図  9 PL71 SB26 № 3 非ﾛｸﾛ土師器坏 口縁部～底部 ほぼ完形 17.0 ― 5.7 5YR7/3 にぶい橙
第 186 図 10 PL71 SB26 № 1 非ﾛｸﾛ土師器坏 口縁部～底部 完形 12.5 6.4 4.8 5YR7/4 にぶい橙
第 186 図 11 PL71 SB26 № 6 土師器甕 口縁部～底部 90% 12.3 6.2 14.3 10YR7/4 にぶい橙
第 186 図 12 PL71 SB26 № 5 土師器甕 口縁部～底部 ほぼ完形 13.6 7.2 18.3 2.5YR6/6 橙
第 186 図 13 SB28 № 3 須恵器坏 B 胴部～底部 20% ― <9.8> (2.3) 5R4/1 暗赤灰
第 186 図 14 PL72 SB29 № 1 非ﾛｸﾛ土師器坏 口縁部～底部 70% 16.7 7.0 5.5 10YR7/3 にぶい黄橙
第 186 図 15 PL72 SB29 № 6 須恵器坏 H 口縁部～底部 40% <11.0> ― 3.5 N5/ 灰

第 186 図 16 PL72 SB29 埋土
上層 № 4 須恵器坏 A 口縁部～底部 50% 12.8 6.0 3.2 N5/ 灰

第 186 図 17 SB29 床
掘り方 須恵器高坏 口縁部～胴部 20% <10.6> ― (3.7) N5/ 灰

第 186 図 18 SB29 埋土 須恵器鉢 口縁部～胴部 10% <13.7> ― (8.8) N6/ 灰
第 186 図 19 SB29 № 8 土師器長胴甕 口縁部～胴部 10% <18.2> ― (10.0) 5YR6/4 にぶい橙
第 186 図 20 SB29 № 8 土師器長胴甕 口縁部～胴部 10% <20.4> ― (10.7) 7.5YR7/4 にぶい橙
第 186 図 21 PL72 SB29 № 3 土師器長胴甕 口縁部～胴部 30% <18.8> ― (29.6) 7.5YR6/4 にぶい橙
第 186 図 22 SB30 埋土 非ﾛｸﾛ土師器高坏 口縁部～胴部 20% <13.0> ― 4.55 5YR6/3 にぶい橙
第 186 図 23 SB30 埋土 甑 胴部～底部 10% ― 3.3 (5.2) 7.5YR8/2 灰白 ・一穴式
第 186 図 24 SB30 P10 土師器甕 口縁部～胴部 10% <17.4> ― (9.2) 2.5YR5/3 にぶい赤褐
第 186 図 25 SB30 № 2 土師器甕 口縁部～胴部 10% <16.4> ― (8.5) 7.5YR6/4 にぶい橙
第 186 図 26 PL72 SB30 土師器甕 口縁部～胴部 10% 18.0 ― (11.0) 7.5YR7/4 にぶい橙
第 186 図 27 PL72 SB31 須恵器坏 A 口縁部～底部 70% 14.9 6.0 (4.4) 2.5GY6/1 ｵﾘｰﾌﾞ灰

第 186 図 28 SB32 床面
直上

非ﾛｸﾛ土師器短頚
壷

口縁部～胴部 10% <8.4> ― (4.2) N5/ 灰 ・刻書有り

第 186 図 29 PL72 SB32 № 2 鉢 口縁部～底部 75% <8.7> ― 6.2 10YR7/3 にぶい黄橙
第 187 図  1 PL72 SB33 土師器小型甕 口縁部～胴部 20% 12.7 ― (9.6) 7.5YR7/3 にぶい橙
第 187 図  2 PL72 SB35 埋土 非ﾛｸﾛ土師器坏 口縁部～底部 30% <13.2> ― (4.7) 7.5YR7/3 にぶい橙
第 187 図  3 PL72 SB35 № 10 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 70% 14.3 6.2 3.2 7.5YR8/6 浅黄橙
第 187 図  4 SB35 埋土 須恵器坏 A 口縁部～底部 50% <12.0> <5.5> 3.1 2.5GY6/1 ｵﾘｰﾌﾞ灰
第 187 図  5 PL72 SB35 № 2・8 須恵器坏 A 口縁部～底部 ほぼ完形 14.1 6.1 4.2 7.5YR7/3 にぶい橙 ・多孔式
第 187 図  6 SB35 埋土 甑 底部 10% ― <6.9> (3.2) 5YR7/4 にぶい橙
第 187 図  7 PL72 SB35 埋土 ハケ調整甕 口縁部～底部 60% <11.6> <7.5> 12.7 5YR5/2 灰褐 ・砲弾型
第 187 図  8 PL72 SB35 埋土 土師器甕 口縁部～底部 10% <20.8> <5.0> ― 7.5YR6/3 にぶい褐
第 187 図  9 PL72 SB35 埋土 須恵器甕 E 口縁部～胴部 10% <26.5> ― (11.7) 7.5YR6/3 にぶい褐
第 187 図 10 PL72 SB35 埋土 № 1・9 土師器甕 口縁部～底部 70% <17.2> 8.0 19.0 5YR6/4 にぶい橙
第 187 図 11 PL72 SB36 № 3 非ﾛｸﾛ土師器坏 口縁部～底部 80% 14.7 3.0 3.7 10YR7/2 にぶい黄橙
第 187 図 12 PL72 SB36 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 30% <11.8> 5.5 3.9 5YR7/3 にぶい橙 ・墨書有り
第 187 図 13 SB36 № 7 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 30% <13.2> 5.5 4.1 7.5YR7/3 にぶい橙 ・墨書「一」有り
第 187 図 14 PL72 SB36 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 完形 13.0 5.3 4.0 2.5YR8/3 淡黄 ・漆付着
第 187 図 15 SB36 № 4 黒色土器 A 坏 口縁部～胴部 20% <12.0> ― (3.2) 7.5YR7/3 にぶい橙 ・墨書「万」有り
第 187 図 16 PL72 SB36 № 4・9 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 80% 12.4 5.0 3.8 7.5YR7/3 にぶい橙 ・墨書「万」有り　
第 187 図 17 PL72 SB36 № 11 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 20% <12.7> ― (4.0) 10YR8/3 浅黄橙 ・墨書「万」有り
第 187 図 18 SB36 須恵器坏 A 口縁部～底部 20% <14.0> ― (4.0) N7/ 灰白 ・墨書有り
第 187 図 19 SB36 埋土 土師器甕 口縁部～胴部 10% <16.2> ― (8.2) 10YR8/2 灰白
第 187 図 20 SB36 埋土 土師器甕 口縁部～胴部 10% <26.6> ― (7.7) 10YR8/3 浅黄橙 ・砲弾型
第 187 図 21 PL72 SB36 № 36 土師器甕 口縁部～底部 90% 23.4 ― 31.1 7.5YR7/3 にぶい橙 ・砲弾型

第 187 図 22 PL72 SB39 カマ
ド周辺

№ 13・
22

非ﾛｸﾛ土師器坏 口縁部～底部 ほぼ完形 12.2 7.0 3.6 10YR6/2 灰黄褐

第 187 図 23 PL72 SB39 № 24 非ﾛｸﾛ土師器坏 口縁部～底部 完形 10.8 5.7 4.6 7.5YR7/3 にぶい橙
第 187 図 24 SB39 埋土 坏 口縁部～底部 50% 14.1 2.7 5.0 2.5YR6/6 橙
第 187 図 25 PL72 SB39 № 10 非ﾛｸﾛ皿 口縁部～底部 50% 18.1 ― 3.6 5YR6/8 橙
第 187 図 26 PL72 SB39 № 9 須恵器坏 H 口縁部～底部 完形 9.6 3.8 3.6 5B5/1 青灰
第 187 図 27 PL72 SB39 埋土 須恵器坏 口縁部～底部 40% <8.9> 4.2 3.8 2.5Y6/1 黄灰 ・沈線「の」有り
第 187 図 28 PL72 SB39 須恵器坏 B 口縁部～底部 50% <15.7> <9.9> 3.9 N3/ 暗灰
第 187 図 29 PL72 SB39 須恵器無頸壷 口縁部～底部 60% 7.5 5.7 10.3 N6/ 灰
第 187 図 30 SB39 須恵器壷 胴部 10% ― ― (7.9) N6/ 灰
第 187 図 31 SB39 埋土 高坏　 坏部 30% <23.2> ― (3.6) 7.5YR7/4 にぶい橙
第 188 図  1 SB39 № 10 鉢　 口縁部～底部 40% <13.7> ― 10.4 2.5YR6/8 橙
第 188 図  2 PL73 SB39 № 12 小型甕 口縁部～胴部 30% <11.4> ― (9.5) 5YR6/4 にぶい橙
第 188 図  3 PL73 SB39 鉢 口縁部～底部 60% <9.8> ― 10.8 7.5YR6/3 にぶい褐 ・無頸壷様
第 188 図  4 PL73 SB39 甑 口縁部～底部 90% 16.8 3.5 12.5 10YR7/4 にぶい黄橙 ・一穴式
第 188 図  5 PL73 SB39 № 5 甑 口縁部～底部 90% 18.4 7.8 17.6 5YR7/6 橙 ・多孔式
第 188 図  6 PL73 SB39 № 5 土師器長胴甕 口縁部～胴部 60% 22.6 ― (21.1) 10YR6/3 にぶい黄橙
第 188 図  7 PL73 SB39 № 2 土師器長胴甕 口縁部～胴部 70% 20.2 ― (27.2) 10YR7/4 にぶい黄橙
第 188 図  8 PL73 SB39 № 10 土師器甕 口縁部～胴部 50% <33.0> ― (21.0) 10YR6/2 灰黄褐
第 188 図  9 PL73 SB39 № 10・11 土師器甕 口縁部～胴部 70% <23.6> ― (19.2) 7.5YR6/4 にぶい橙
第 188 図 10 PL73 SB39 № 23 土師器甕 口縁部～底部 70% 24.2 7.6 21.2 10YR6/4 にぶい黄橙
第 188 図 11 SB39 № 11・17 土師器甕 口縁部～胴部 30% <22.4> ― 13.2 7.5YR7/3 にぶい橙
第 188 図 12 PL73 SB39 № 10・11 土師器甕 口縁部～胴部 50% <24.6> ― (20.4) 7.5YR7/3 にぶい橙
第 189 図  1 PL74 SB39 埋土 土師器甕 口縁部～底部 30% <26.8> <9.6> <23.0> 7.5YR7/3 にぶい黄橙

第４節　東條遺跡の調査
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第 189 図  2 SB39 埋土 須恵器甕 胴部～底部 30% ― ― (14.4) 5Y6/1 灰
第 189 図  3 PL74 SB40 № 3 非ﾛｸﾛ土師器鉢 口縁部～底部 70% 10.5 4.0 5.7 7.5YR5/4  にぶい褐
第 189 図  4 PL74 SB40 № 2 非ﾛｸﾛ土師器鉢 口縁部～底部 完形 9.6 6.4 6.6 10YR7/2 にぶい黄橙
第 189 図  5 PL74 SB40 № 4 小型甕 口縁部～底部 90% 12.8 5.9 11.8 7.5YR7/4 にぶい橙
第 189 図  6 PL74 SB40 № 1 土師器長胴甕 口縁部～底部 90% 20.7 6.3 28.8 10YR7/3 にぶい黄褐
第 189 図  7 PL74 SB42 № 7 土師器甕 口縁部～底部 70% <17.0> 10.0 38.0 10YR5/3 にぶい黄褐
第 189 図  8 SB44 № 3 高坏　 脚部 40% ― 11.9 (6.5) 5YR6/8 橙
第 189 図  9 PL74 SB44 須恵器坏 B 口縁部～底部 30% <15.2> <11.2> 4.5 10Y4/1 灰
第 189 図 10 SB44 須恵器鉢 口縁部～胴部 20% <14.3> ― (7.2) N5/ 灰

第 189 図 11 PL74 SB44 
カマド右 № 1・2 土師器甕 口縁部～胴部 40% 20.8 ― (15.2) 10YR8/3 浅黄橙

第 189 図 12 PL74 SB44 № 5 土師器甕 口縁部～底部 完形 15.2 5.2 19.3 5YR7/4 にぶい橙

第 189 図 13 PL74 SB44 
カマド左 № 4 土師器甕 口縁部～底部 30% <25.8> ― (21.0) 10YR7/2 にぶい黄橙

第 189 図 14 PL74 SB45 須恵器𤭯 頸部～底部 90% ― ― (10.2) 10YR4/1 褐灰
第 190 図  1 PL74 SB46 № 8 非ﾛｸﾛ土師器坏 口縁部～底部 90% 8.8 4.3 2.9 7.5YR7/3 にぶい橙 ・手づくね様
第 190 図  2 PL74 SB46 № 1 非ﾛｸﾛ土師器坏 口縁部～底部 90% 15.7 7.5 4.6 5YR6/4 にぶい橙
第 190 図  3 SB46 土師器長胴甕 口縁部～胴部 30% <16.6> ― (16.9) 10YR7/3 にぶい黄橙
第 190 図  4 PL74 SB46 № 2 須恵器甕 口縁部～胴部 10% <23.2> ― (10.7) N7/ 灰 ・外面板状工具せ叩き締め
第 190 図  5 SB48 非ﾛｸﾛ土師器鉢 口縁部～底部 40% <14.7> <4.5> (6.1) 10YR8/3 浅黄橙
第 190 図  6 PL74 SB48 埋土 須恵器盤 坏底部～脚部 10% ― ― (2.9) 10Y6/1 灰
第 190 図  7 PL74 SB48 埋土 須恵器坏 B 口縁部～底部 50% <14.2> <10.4> (3.6) N6/ 灰
第 190 図  8 SB48 № 2 長胴甕 口縁部～胴部 20% <15.7> ― (12.9) 10YR7/4 にぶい黄橙　
第 190 図  9 SB49 № 11 非ﾛｸﾛ土師器坏 口縁部～底部 80% 12.2 6.2 4.5 7.5YR7/4 にぶい橙
第 190 図 10 SB49 № 2 非ﾛｸﾛ土師器坏 口縁部～底部 80% <13.3> ― 5.3 10YR6/4 にぶい黄橙
第 190 図 11 PL75 SB49 № 3 非ﾛｸﾛ土師器坏 口縁部～底部 70% <12.5> ― 4.3 5YR6/4 にぶい橙
第 190 図 12 PL75 SB49 № 18 非ﾛｸﾛ土師器坏 口縁部～胴部 50% 13.4 ― (2.7) 5YR6/6 橙
第 190 図 13 PL75 SB49 № 32 須恵器坏？ 口縁部～胴部 10% <23.2> ― (8.6) N3/ 暗灰

第 190 図 14 PL75 SB49 № 6・
10・24 甑　 口縁部～底部 80% <18.2> 6.0 (14.4) 7.5YR7/4 にぶい橙 ・多孔式　

第 190 図 15 PL75 SB49 № 16 小型甕 口縁部～底部 60% <13.6> 6.0 12.7 5YR6/4 にぶい橙
第 190 図 16 PL75 SB49 № 14 小型甕 口縁部～底部 ほぼ完形 14.2 7.3 14.3 7.5YR8/3 浅黄橙
第 190 図 17 PL75 SB49 № 1 土師器長胴甕 口縁部～底部 80% <19.0> 8.8 34.7 5YR6/6 橙
第 190 図 18 SB49 № 1・13 土師器長胴甕 胴部～底部 60% ― 7.5 (32.0) 7.5YR6/4 にぶい橙
第 190 図 19 SB51 非ﾛｸﾛ土師器坏 口縁部～底部 20% 7.9 ― 5.0 5YR5/4 にぶい赤褐
第 190 図 20 SB51 須恵器坏蓋 体部 40% 12.8 ― (3.8) 2.5Y6/1 灰
第 190 図 21 PL75 SB51 埋土 土師器鉢 口縁部～胴部 20% <24.6> ― (9.5) 5YR4/2 灰褐
第 190 図 22 SB51 土師器長胴甕 口縁部～底部 30% 17.2 6.6 ― 5YR6/6 橙
第 190 図 23 PL75 SB51 小型甕 口縁部～胴部 60% 15.5 ― (15.5) 5YR6/4 にぶい橙
第 190 図 24 PL75 SB51 埋土 甑 取手 20% ― ― ― 7.5YR6/3 にぶい褐
第 191 図  1 SB53 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 40% <17.4> <8.8> 6.2 10YR8/3 浅黄橙
第 191 図  2 SB53 埋土 須恵器坏 A 口縁部～底部 30% <12.2> <6.4> 3.5 N7/1 灰白
第 191 図  3 PL75 SB53 № 2 須恵器坏 A 口縁部～底部 40% 12.8 7.5 4.0 5B5/1 青灰
第 191 図  4 SB53 須恵器坏 A 口縁部～底部 30% <13.2> 7.0 3.4 7.5GY5/1 緑灰
第 191 図  5 PL75 SB53 埋土 土師器椀 口縁部～胴部 10% <13.0> ― (2.0) 5YR7/6 橙
第 191 図  6 SB53 埋土 土師器甕 胴部～底部 30% ― (6.2) (11.5) 5YR6/6 橙
第 191 図  7 PL75 SB53 土師器甕 口縁部～胴部 10% <15.4> ― (11.5) 7.5YR7/3 にぶい橙
第 191 図  8 PL75 SB54 № 3 須恵器坏 A 口縁部～底部 80% 12.6 7.0 4.0 5RP5/1 紫灰
第 191 図  9 PL75 SB54 № 6 須恵器坏 A 口縁部～底部 ほぼ完形 12.8 6.0 4.0 7.5Y5/1 灰
第 191 図 10 SB54 埋土 須恵器坏 A 口縁部～底部 40% <12.6> 5.7 3.4 7.5GY6/1 緑灰
第 191 図 11 PL75 SB54 № 10 須恵器坏蓋 体部 90% 12.7 ― 2.7 N5/ 灰
第 191 図 12 SB54 № 4 須恵器坏蓋 体部 20% 17.6 ― 3.8 N5/ 灰
第 191 図 13 PL75 SB54 須恵器坏 B 口縁部～底部 20% <15.2> <10.8> 4.0 N5/ 灰 ・再利用品か？
第 191 図 14 SB54 灰釉陶器壷蓋 体部 10% <5.8> ― 0.9 5Y6/2 ｵﾘｰﾌﾞ灰
第 191 図 15 SB54 須恵器短頸壷蓋？ 体部 20% <8.8> ― (3.2) 10Y7/1 灰白
第 191 図 16 SB54 埋土 土師器椀 底部 10% ― 8.4 (2.0) 5YR7/6 橙
第 191 図 17 SB54 土師器甕 口縁部～胴部 10% <14.6> ― (6.3) 2.5YR5/8 明赤褐
第 191 図 18 PL75 SB54 № 7 土師器甕 口縁部～底部 60% <13.4> 4.6 10.1 5YR7/4 にぶい橙
第 191 図 19 SB55 埋土 非ﾛｸﾛ土師器坏 口縁部～底部 40% <13.9> 6.0 4.0 5YR5/6 明赤褐
第 191 図 20 SB55 № 4 須恵器坏 A 口縁部～底部 50% <13.4> 5.9 4.2 N7/ 灰白
第 191 図 21 SB55 埋土 須恵器坏 A 口縁部～底部 50% <14.0> <7.5> 4.5 N7/ 灰白

第 191 図 22 SB55 
カマド内 № 1 須恵器短頸壷蓋 口縁部 20% <12.0> ― (3.5) 10BG4/1 暗青灰

第 191 図 23 SB56 須恵器坏 A 口縁部～胴部 10% <11.8> ― (3.6) N7/ 灰白 ・墨書有り
第 191 図 24 PL75 SB56 № 4・8 須恵器坏 A 口縁部～底部 70% 12.4 5.5 3.5 N6/ 灰
第 191 図 25 PL75 SB56 黒色土器 B 皿 口縁部～底部 30% <11.8> 6.1 2.4 5Y2/1 黒
第 191 図 26 PL75 SB56 № 5 土師器甕 口縁部～底部 10% <21.8> ― (10.0) 7.5YR7/3 にぶい橙
第 191 図 27 SB56 № 5 土師器甕 口縁部～胴部 10% <22.6> ― (14.5) 7.5YR8/4 浅黄橙
第 191 図 28 SB57 須恵器坏 H 口縁部～底部 20% <13.4> <8.0> (4.0) 2.5YR6/1 黄灰
第 191 図 29 SB58 長胴甕 口縁部～胴部 10% <19.7> ― (4.6) 10YR7/3 にぶい黄橙
第 191 図 30 SB58 長胴甕 口縁部～胴部 20% <17.4> ― (18.9) 7.5YR6/4 にぶい橙
第 191 図 31 SB59 須恵器坏蓋 体部 30% <15.8> ― 2.7 N5/ 灰
第 191 図 32 SB59 埋土 須恵器坏 B 口縁部～底部 30% <15.0> <10.8> 4.9 10YR5/8 黄褐
第 191 図 33 SB59 埋土 須恵器坏 B 口縁部～底部 20% <12.8> <9.8> 3.4 N5/ 灰
第 191 図 34 SB59 埋土 須恵器短頸壷 口縁部～胴部 10% <8.9> ― (5.3) N4/ 灰
第 191 図 35 SB59 № 6 長胴甕 口縁部～胴部 10% <23.2> ― (9.7) 10YR7/2 にぶい黄橙

第２章　発掘調査の概要
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第 191 図 36 SB60 № 1 須恵器坏 A 口縁部～底部 80% 12.7 6.5 3.5 7.5Y5/1 灰白
第 192 図  1 PL75 SB62 非ﾛｸﾛ土師器坏 口縁部～底部 70% <11.3> 4.5 4.2 5YR6/3 にぶい橙
第 192 図  2 SB62 非ﾛｸﾛ土師器坏 口縁部～底部 50% <11.4> ― 3.4 5YR6/3 にぶい橙
第 192 図  3 PL75 SB62 № 2 非ﾛｸﾛ土師器坏 口縁部～底部 40% <14.8> (5.0) (5.3) 5YR7/4 にぶい橙
第 192 図  4 SB62 高坏　 坏部～脚部 30% ― ― (7.4) 5YR7/4 にぶい橙
第 192 図  5 SB62 高坏　 坏部～脚部 30% ― ― (9.4) 5YR7/6 橙
第 192 図  6 SB62 長胴甕 口縁部～胴部 10% <19.4> ― (12.7) 7.5YR7/4 にぶい橙
第 192 図  7 SB63 № 10 非ﾛｸﾛ土師器坏 口縁部～胴部 30% <15.8> ― (5.1) 7.5YR7/3 にぶい橙
第 192 図  8 PL75 SB63 須恵器坏 A 口縁部～底部 90% 12.8 6.0 3.1 N7/ 灰白
第 192 図  9 PL75 SB63 № 1 非ﾛｸﾛ土師器鉢 口縁部～底部 80% <17.5> 8.3 7.1 10YR7/2 にぶい黄橙
第 192 図 10 PL75 SB63 № 7 小型甕 口縁部～胴部 20% <13.4> ― (10.7) 10YR5/3 にぶい黄褐
第 192 図 11 PL76 SB64 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 90% 13.7 7.2 4.7 7.5YR7/4 にぶい橙

第 192 図 12 SB64 № 1・2・
3・16・18 土師器長胴甕 口縁部～胴部 30% <25.2> ― (25.2) 10YR7/4 にぶい黄橙

第 192 図 13 PL76 SB64
№ 5・8・
9・11・
14・16

土師器長胴甕 口縁部～胴部 20% <20.4> ― (29.4) 7.5YR7/3 にぶい橙

第 192 図 14 PL76 SB65 埋土 非ﾛｸﾛ土師器坏 口縁部～底部 40% <14.2> ― (4.6) 7.5YR8/4 浅黄橙
第 192 図 15 SB65 № 1 高坏　 脚部～裾部 50% ― ― (5.9) 7.5YR7/3 にぶい橙
第 192 図 16 SB65 埋土 須恵器坏蓋 体部 30% <13.2> ― (2.3) N4/ 灰
第 192 図 17 PL76 SB65 埋土 須恵器坏 A 口縁部～底部 40% <11.6> <6.0> 3.1 N6/ 灰
第 192 図 18 SB65 埋土 土師器長胴甕 口縁部～底部 20% <21.0> <6.0> ― 10YR6/2 灰黄褐
第 192 図 19 SB66 埋土 非ﾛｸﾛ土師器坏 口縁部～底部 30% <12.0> ― 4.7 7.5YR8/3 浅黄橙
第 192 図 20 PL76 SB66 非ﾛｸﾛ土師器坏 口縁部～底部 70% 13.8 ― 5.5 7.5YR8/3 浅黄橙
第 192 図 21 PL76 SB66 非ﾛｸﾛ土師器坏 口縁部～底部 90% 13.8 5.0 5.5 7.5YR7/3 にぶい橙
第 192 図 22 SB66 埋土 黒色土器 A 椀 底部 10% <7.6> <7.5> (1.5) 7.5YR7/4 にぶい橙
第 192 図 23 PL76 SB66 № 2 須恵器坏蓋 体部 完形 15.7 ― 3.9 2.5Y7/1 灰白
第 192 図 24 SB66 須恵器坏 A 口縁部～底部 30% <14.0> <5.5> 4.0 7.5YR6/4 にぶい橙
第 192 図 25 PL76 SB66 № 5 甑 口縁部～胴部 90% 14.5 ― (14.9) 7.5YR7/6 橙 ・一穴式
第 192 図 26 PL76 SB66 須恵器短頸壷 口縁部～頸部 10% <10.2> ― (4.1) 7.5Y8/1 灰白
第 193 図  1 PL76 SB67 № 3 土師器長胴甕 胴部～底部 30% ― (8.4) (18.4) 5YR5/4 にぶい赤褐
第 193 図  2 SB67 土師器甕　 口縁部～胴部 20% <12.6> ― (9.5) 5YR4/6 赤褐
第 193 図  3 SB68 埋土 須恵器𤭯 胴部 10% ― ― (4.0) 10BG4/1 暗青灰 ・短頸壷？
第 193 図  4 PL76 SB68 № 1・2 小型甕 口縁部～底部 30% <11.6> 5.7 9.3 10YR8/3 浅黄橙
第 193 図  5 SB69 埋土 須恵器坏 A 口縁部～底部 40% <13.0> <6.0> 3.8 N6/ 灰
第 193 図  6 PL76 SB69 羽釜　 口縁部 10% <19.5> ― (4.8) 7.5YR6/4 にぶい橙
第 193 図  7 SB69 土師器甕 口縁部～胴部 10% <20.4> ― (9.3) 5YR6/6 橙

第 193 図  8 PL76 SB70
№ 3・6・
カマド
№ 1

須恵器坏 A 口縁部～底部 50% 11.2 ― 4.0 N5/ 灰 ・刻み「×」有り　

第 193 図  9 PL76 SB70 № 2 須恵器坏 A 口縁部～底部 90% 13.1 6.0 3.9 10YR6/1 褐灰 ・刻み「×」有り
第 193 図 10 SB70 須恵器坏蓋 体部 40% <16.2> ― (1.9) N7/ 灰白
第 193 図 11 PL76 SB70 須恵器坏 B 口縁部～底部 90% 15.9 10.0 4.7 7.5YR8/2 灰白 ・印「×」有り

第 193 図 12 PL76 SB70 № 3・5・
6・7 須恵器長頸壷 口縁部 10% <9.7> ― (11.4) N6/ 灰

第 193 図 13 PL76 SB70 土師器甕 口縁部～底部 80% 10.6 5.2 3.4 5YR7/2 明褐灰
第 193 図 14 SB70 土師器甕 口縁部～胴部 20% <21.0> ― (17.0) 10YR7/3 にぶい黄橙
第 193 図 15 PL76 SB70 № 4 円筒形土器 胴部 25% ― ― (26.4) 5YR6/6 橙
第 193 図 16 SB71 坏 口縁部～胴部 10% <12.7> ― (3.1) 5YR6/6 橙
第 193 図 17 PL76 SB71 № 2 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 70% 13.1 7.0 4.5 10YR6/3 にぶい橙
第 193 図 18 PL76 SB71 P3 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 80% 14.3 4.3 5.0 10YR5/3 にぶい黄橙
第 193 図 19 PL76 SB71 № 2 非ﾛｸﾛ土師器坏 口縁部～底部 25% <9.4> (4.2) 4.8 7.5YR6/4 にぶい橙

第 193 図 20 PL76 SB71 カマド
№ 12 非ﾛｸﾛ土師器坏 口縁部～底部 80% <12.7> ― 4.1 7.5YR7/3 にぶい橙

第 193 図 21 PL76 SB71
№ 9・P2

・カマド
№ 2

高坏 坏部 35% <18.5> ― (4.0) 10YR8/2 灰白

第 193 図 22 PL76 SB71 P2 № 2 高坏 坏部～底部 70% ― 7.2 (7.5) 7.5YR6/6 橙
第 193 図 23 PL76 SB71 甑 底部 10% ― <7.0> (5.3) 7.5YR6/8 橙 ・多孔式
第 193 図 24 SB71 カマド内 № 2 土師器甕 口縁部～胴部 30% <20.0> ― (21.2) 10YR6/3 にぶい黄橙
第 193 図 25 PL76 SB71 土師器甕 胴部 20% ― ― (18.1) 10YR8/1 灰白
第 194 図  1 PL77 SB72 円筒形土器 胴部～底部 60% ― 8.6 (31.5) 5YR5/4 にぶい赤褐
第 194 図  2 PL77 SB72 甑 口縁部～底部 完形 18.0 ― 10.0 10YR7/4 にぶい黄橙 ・多孔式
第 194 図  3 SB73 № 5 坏 口縁部～底部 20% <11.6> ― 4.3 5YR6/6 橙
第 194 図  4 PL77 SB73 № 4 非ﾛｸﾛ土師器坏 口縁部～底部 ほぼ完形 10.5 ― 3.8 10YR7/3 にぶい黄橙
第 194 図  5 PL77 SB73 № 4 非ﾛｸﾛ土師器坏 口縁部～底部 90% 11.8 ― 4.8 7.5YR7/4 にぶい橙
第 194 図  6 PL77 SB73 № 4 非ﾛｸﾛ土師器坏 口縁部～底部 ほぼ完形 11.1 ― 3.25 10YR7/3 にぶい黄橙
第 194 図  7 PL77 SB73 非ﾛｸﾛ土師器坏 口縁部～底部 70% <10.5> 5.6 3.6 10YR8/2 灰白 ・刻み「－」有り
第 194 図  8 PL77 SB73 須恵器坏蓋 ? 口縁部～底部 40% <10.2> <3.6> 3.5 N7/1 灰白 ・坏？
第 194 図  9 PL77 SB73 № 2 土師器長胴甕 口縁部～胴部 20% <16.4> ― (15.8) 5YR6/6 橙
第 194 図 10 PL77 SB73 № 5 土師器甕　 口縁部～底部 40% <12.8> <6.6> 12.6 5YR5/6 明赤褐
第 194 図 11 SB73 № 7 土師器甕　 口縁部～胴部 10% <31.6> ― (17.5) 7.5YR7/4 にぶい橙
第 194 図 12 PL77 SB73 № 1 土師器甕 口縁部～底部 50% <25.8> <8.8> 17.9 5YR7/4 にぶい橙
第 194 図 13 SB74 検出面 須恵器長頸壷 胴部～底部 10% ― <8.0> (3.9) 5PB7/1 明暗灰
第 194 図 14 PL77 SB75 № 2 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 70% 11.8 4.4 4.4 7.5YR7/6 橙
第 194 図 15 PL77 SB75 № 3 黒色土器 A 鉢 口縁部～底部 60% <19.0> 6.0 6.7 7.5YR8/3 浅黄橙 ・坏？
第 194 図 16 PL77 SB75 № 1 須恵器坏 A 口縁部～底部 70% 13.2 5.5 4.0 2.5GY6/1 ｵﾘｰﾌﾞ灰

第４節　東條遺跡の調査
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第 194 図 17 PL77 SB76 № 6 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 90% 12.6 5.5 3.1 7.5YR7/6 橙
第 194 図 18 PL77 SB76 P1 須恵器坏 口縁部～底部 90% 13.8 7.0 4.0 10BG5/1 青灰
第 194 図 19 PL77 SB76 № 5 黒色土器 A 椀 口縁部～底部 60% <15.4> 8.0 6.0 5YR7/8 橙
第 194 図 20 SB76 灰釉陶器壷 口縁部 10% <4.5> ― (3.6) 10Y7/1 灰白
第 194 図 21 SB76 土師器甕 口縁部～胴部 10% <25.0> ― (7.7) 10YR5/4 にぶい黄褐

第 194 図 22 SB77 
カマド直下 須恵器坏 A 口縁部～底部 70% <12.3> 5.8 4.0 10YR4/1 褐灰

第 194 図 23 SB77 P1 土師器甕 口縁部～胴部 10% <22.3> ― (7.6) 5YR7/4 にぶい橙
第 194 図 24 SB77 № 1 土師器甕　 口縁部～胴部 10% <24.5> ― (10.5) 5YR5/4 にぶい赤褐
第 195 図  1 PL77 ST02 須恵器坏 B 胴部～底部 80% ― 8.0 (3.7) 10Y5/1 灰 ・印「×」有り
第 195 図  2 PL77 ST04 土師器椀 口縁部～底部 完形 13.3 7.0 4.7 10YR7/3 にぶい黄橙
第 195 図  3 PL77 ST06 P2 須恵器坏 A 口縁部～底部 50% <13.2> 7.5 3.2 10Y6/1 灰 ・軟質須恵器
第 195 図  4 ST06 P1 須恵器坏 B 口縁部～胴部 50% <12.1> ― (3.3) N4/0  灰
第 195 図  5 ST07 P4 須恵器坏 A 口縁部～底部 50% <12.4> ― (3.8) 10YR5/1 褐灰
第 195 図  6 PL77 ST17 P1 須恵器坏 B 胴部～底部 20% ― (8.0) (3.7) 7.5YR4/2 灰褐
第 195 図  7 PL77 ST18 P1 須恵器坏 A 口縁部～胴部 20% <12.7> ― (4.3) 7.5YR7/2 明褐灰
第 195 図  8 PL77 SK85 灰釉陶器椀 口縁部～底部 完形 13.8 6.3 4.1 5Y6/1 灰 ・墨書「生」有り
第 195 図  9 SK199 非ﾛｸﾛ土師器坏 口縁部～底部 60% <8.3> 5.5 5.4 7.5YR8/2 灰白 ・手づくね様
第 195 図 10 PL77 SK377 須恵器坏 H 口縁部～底部 50% <10.3> ― (3.6) N5/1 灰
第 195 図 11 SK378 小型甕 口縁部～底部 30% <11.0> <5.0> 11.2 7.5YR8/3 浅黄橙
第 195 図 12 PL77 SK579 須恵器蓋？ 口縁部～底部 80% <13.4> ― 4.5 7.5Y6/1 灰
第 195 図 13 PL77 SK615 № 1・5 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 60% <12.6> 5.0 3.9 7.5YR7/4 にぶい橙
第 195 図 14 PL77 SK615 № 2 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 50% 12.6 6.0 3.5 10YR7/3 にぶい黄橙
第 195 図 15 PL77 SK615 № 4 黒色土器 A 椀 口縁部～底部 ほぼ完形 16.0 7.5 6.0 5YR7/4 にぶい橙
第 195 図 16 PL77 SK615 № 12 黒色土器 A 椀 口縁部～底部 40% <17.8> 7.5 5.5 7.5YR6/3 にぶい褐
第 195 図 17 SK627 須恵器坏 A 口縁部～底部 70% <13.0> 5.0 3.5 10GY6/1 緑灰
第 195 図 18 PL77 SK665 須恵器坏 A 口縁部～底部 ほぼ完形 12.3 6.5 3.4 5BG5/1 青灰
第 195 図 19 PL77 SK665 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 ほぼ完形 15.8 6.5 5.1 7.5YR7/3 にぶい橙
第 195 図 20 PL77 SK2902 № 2 須恵器坏 A 口縁部～底部 60% <13.6> <5.2> 4.4 N3/ 暗灰 ・印「－」有り

第 195 図 21 PL77 SK2902 № 1・8・
9 須恵器坏 A 口縁部～底部 70% 13.2 5.8 4.8 N6/ 灰 ・印「×」有り

第 195 図 22 PL77 SK2902 № 3 須恵器坏 A 口縁部～胴部 30% 13.6 ― (3.5) N6/ 灰 ・墨書有り
第 195 図 23 SK2965 土師器坏？ 口縁部～底部 30% <5.0> <3.3> 3.0 7.5YR7/2 明褐灰 ・おちょこ形
第 195 図 24 SK3000 須恵器坏蓋 体部 40% <13.4> ― 3.0 N7/ 灰白
第 195 図 25 SK3000 土師器長胴甕 口縁部～胴部 10% 34.0 ― (7.5) 10YR3/1 黒褐
第 195 図 26 SK3026 非ﾛｸﾛ土師器坏？ 口縁部～底部 20% <11.6> 4.6 3.0 7.5YR7/3 にぶい橙
第 195 図 27 PL78 SQ01 高坏 脚部 30% ― ― (14.4) 5YR7/4 にぶい橙
第 195 図 28 PL78 SQ02 長胴甕 口縁部～胴部 70% <18.0> ― (2.8) 7.5YR6/6 橙
第 195 図 29 PL78 SQ05 № 22 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 ほぼ完形 12.3 5.6 3.6 5YR7/6 橙
第 195 図 30 SQ05 № 9・38 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 40% <13.2> <5.2> 3.4 7.5YR7/4 にぶい橙
第 195 図 31 PL78 SQ05 № 1 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 80% 12.8 5.0 3.8 7.5YR8/3 浅黄橙
第 195 図 32 SQ05 埋土 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 40% <13.2> ― (4.2) 7.5YR7/4 にぶい橙
第 195 図 33 SQ05 埋土 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 50% <12.8> <7.0> 4.4 7.5YR8/4 浅黄橙
第 195 図 34 PL78 SQ05 № 4・35 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 70% 13.8 5.0 5.3 2.5Y7/3 浅黄
第 195 図 35 PL78 SQ05 № 12 須恵器坏 A 口縁部～底部 80% 12.2 6.1 3.2 N7/ 灰白
第 195 図 36 PL78 SQ05 須恵器坏 A 口縁部～底部 50% 12.9 5.1 4.2 N8/ 灰白
第 196 図  1 SQ05 № 11 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 20% <12.8> <5.8> 3.4 7.5YR7/3 にぶい橙
第 196 図  2 SQ05 埋土 須恵器短頸壷 口縁部～胴部 10% <8.8> ― (3.4) Ｎ 3/ 暗灰
第 196 図  3 PL78 SQ05 小型甕 口縁部～底部 80% 12.4 4.3 13.9 5YR6/6 橙
第 196 図  4 PL78 SQ05 埋土 土師器甕 口縁部～胴部 20% <21.8> ― (16.6) 5YR5/6 明赤褐
第 196 図  5 SQ05 № 8 土師器甕 口縁部～胴部 10% <23.8> ― (12.9) 7.5YR7/4 にぶい橙
第 196 図  6 PL78 SQ05 土師器甕 口縁部～底部 20% <18.8> <9.0> 15.2 10YR6/4 にぶい黄橙
第 196 図  7 PL78 SQ05 № 33 土師器甕 口縁部～胴部 30% <19.6> ― (18.6) 7.5YR7/4 にぶい橙
第 196 図  8 SF19 № 14 円筒形土器 胴部 10% ― ― (9.0) 7.5YR7/8 黄橙
第 196 図  9 PL78 SD01 須恵器坏 口縁部～底部 20% <12.9> <5.5> (3.6) N7/ 灰白
第 196 図 10 PL78 SD01 灰釉陶器椀 口縁部～胴部 10% <18.0> ― (2.0) 2.5GY7/1 明ｵﾘｰﾌﾞ灰
第 196 図 11 SD02 埋土 非ﾛｸﾛ土師器坏 口縁部～底部 10% 12.8 4.8 3.9 7.5YR8/3 浅黄橙
第 196 図 12 PL78 SD02 埋土 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 80% 13.1 5.0 3.5 7.5Y7/2 明褐灰
第 196 図 13 PL78 SD02 № 1 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 90% 12.2 6.0 4.2 5YR8/2 灰白
第 196 図 14 PL78 SD02 埋土 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 70% 13.3 5.5 4.4 7.5YR8/3 浅黄橙
第 196 図 15 PL78 SD02 埋土 高坏 坏部～脚部 40% ― 10.6 (10.0) 5YR7/6 橙
第 196 図 16 PL78 SD02 埋土 黒色土器 A 椀 口縁部～底部 60% 16.3 6.9 5.4 7.5YR7/4  にぶい橙
第 196 図 17 PL78 SD02 須恵器坏 A 口縁部～底部 30% <13.6> <5.3> 4.4 N6/ 灰
第 196 図 18 SD02 須恵器坏 A 胴部～底部 40% ― (6.3) (3.7) N8/ 灰白
第 196 図 19 PL78 SD02 埋土 須恵器坏 B 口縁部～底部 ほぼ完形 14.7 9.4 4.1 10Y5/1 灰
第 196 図 20 PL78 SD02 須恵器蓋 体部 50% <17.5> ― 3.5 N5/ 灰
第 196 図 21 SD02 須恵器蓋 体部 30% <18.8> ― 3.8 N7/ 灰白
第 196 図 22 PL78 SD02 埋土 甑 胴部～底部 10% ― 3.6 (5.4) 5YR7/6 橙 ・多孔式
第 196 図 23 PL78 SD02 鉢 口縁部～底部 70% 9.6 4.2 8.0 5YR6/4 にぶい橙
第 196 図 24 SD02 埋土 土師器壷 口縁部～胴部 30% <11.0> ― (5.2) 7.5YR6/4 にぶい橙
第 196 図 25 SD02 鉢 口縁部～胴部 10% <33.0> ― (9.6) 10YR7/4 にぶい黄橙
第 196 図 26 SD02 土師器甕 口縁部～胴部 10% <22.3> ― (8.2) 7.5YR8/4 浅黄橙
第 196 図 27 PL78 SD02 小型甕 口縁部～底部 90% 12.0 6.0 13.4 7.5YR6/2 灰褐
第 197 図  1 PL79 SD02 土師器長胴甕 口縁部～胴部 20% <21.6> ― (11.9) 5YR6/4 にぶい橙
第 197 図  2 PL79 SD02 土師器長胴甕 胴部～底部 30% ― 5.6 (23.5) 10YR6/2 灰黄褐
第 197 図  3 PL79 SD02 土師器長胴甕 口縁部～底部 80% 17.5 7.0 32.7 7.5YR7/6 橙

第２章　発掘調査の概要
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第 197 図  4 PL79 SD02 土師器長胴甕 口縁部～底部 90% <14.5> 6.5 18.0 2.5YR5/6 明赤褐
第 197 図  5 SD02 埋土 須恵器鉢 口縁部～胴部 10% <34.6> ― (8.0) N6/ 灰
第 197 図  6 PL79 SD02 須恵器長頸壷 口縁部～胴部 40% 13.8 ― (28.4) 7.5R3/6 暗赤
第 197 図  7 PL79 SD02 須恵器四耳壷 胴部 10% ― ― (5.5) N5/1 灰
第 197 図  8 PL79 SD02 須恵器甕 口縁部～頸部 10% <35.8> ― (12.0) 5YR2/1 紫黒
第 197 図  9 SD03 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 25% <12.4> <5.3> 3.6 2.5Y8/2 灰白
第 197 図 10 PL79 SD04 埋土 非ﾛｸﾛ土師器坏 口縁部～底部 ほぼ完形 15.6 ― 5.5 5YR6/4 にぶい橙
第 197 図 11 PL79 SD04 非ﾛｸﾛ土師器坏 口縁部～底部 90% 13.1 4.6 4.2 5YR6/8 橙
第 197 図 12 SD04 非ﾛｸﾛ土師器坏 口縁部～底部 40% <13.2> ― 4.5 7.5YR7/4 にぶい橙
第 197 図 13 SD04 高坏 脚部 40% ― <12.8> (10.2) 10YR8/4 浅黄橙
第 197 図 14 SD04 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 20% <12.8> <5.2> 4.0 7.5YR7/6 橙
第 197 図 15 SD04 黒色土器 A 坏 胴部～底部 30% ― <6.2> (4.8) 7.5YR8/4 浅黄橙
第 197 図 16 PL79 SD04 黒色土器 B 皿 口縁部～底部 50% 13.6 6.9 2.9 7.5YR1.7/1 黒
第 197 図 17 PL79 SD04 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 70% 15.7 6.1 5.8 7.5YR8/2 灰白
第 197 図 18 PL79 SD04 須恵器坏 A 口縁部～底部 60% 13.0 6.2 4.0 10G4/1 暗緑灰
第 197 図 19 PL79 SD04 須恵器坏 A 口縁部～胴部 20% <13.6> ― (3.2) 10YR7/1 灰白 ・墨書「　」有り
第 197 図 20 PL79 SD04 須恵器盤 口縁部～坏部 50% 17.0 ― (2.3) N5/ 灰
第 198 図  1 D04 埋土 須恵器蓋 体部 20% <11.4> ― 4.8 N6/ 灰
第 198 図  2 PL79 SD04 須恵器蓋 体部 70% 21.1 ― (3.8) N7/ 灰白
第 198 図  3 PL79 SD04 須恵器蓋 体部 完形 14.1 ― 3.5 10YR4/1 褐灰 ・墨書有り
第 198 図  4 PL79 SD04 須恵器蓋 体部 80% 17.9 ― 2.5 N4/ 灰
第 198 図  5 SD04 埋土 土師器甕 口縁部～胴部 10% <16.8> ― (5.4) 7.5YR8/3 浅黄橙
第 198 図  6 SD04 埋土 長胴甕 口縁部～胴部 10% <21.7> ― (11.3) 7.5YR6/4 にぶい橙
第 198 図  7 SD05 非ﾛｸﾛ土師器坏 胴部～底部 30% ― ― (4.0) 7.5YR8/4 浅黄橙
第 198 図  8 SD05 高坏 坏部 10% <12.6> ― (5.0) 5YR7/6 橙
第 198 図  9 PL79 SD05 長胴甕 口縁部～胴部 10% <20.4> ― (8.3) 7.5YR8/4 浅黄橙
第 198 図 10 SD10 非ﾛｸﾛ土師器坏 口縁部～底部 20% <10.7> ― 4.1 7.5YR6/3 にぶい褐
第 198 図 11 PL79 SD10 手づくねﾐﾆﾁｭｱ土器 口縁部～底部 50% <5.4> 4.0 4.2 2.5YR8/3 淡黄
第 198 図 12 SD10 № 3 土師器甕　 口縁部～胴部 10% <15.7> ― (6.4) 10YR7/3 にぶい黄橙
第 198 図 13 SD10 № 1 土師器甕　 口縁部～胴部 10% <21.5> ― (8.0) 5YR6/8 橙
第 198 図 14 ⅩⅦ E17 非ﾛｸﾛ土師器坏 口縁部～胴部 10% <12.6> ― (5.0) 7.5YR4/1 褐灰 ・刻「♯」有り
第 198 図 15 ⅩⅦ D14 非ﾛｸﾛ土師器坏 口縁部～底部 25% <12.2> 4.0 6.3 10YR7/2 にぶい黄橙
第 198 図 16 ⅩⅦ D19 非ﾛｸﾛ土師器坏 口縁部～底部 80% 14.7 ― 4.9 10YR8/3 浅黄橙
第 198 図 17 ⅩⅦ E25 非ﾛｸﾛ土師器坏 口縁部～底部 40% <20.1> 8.0 7.0 7.5YR7/4 にぶい橙
第 198 図 18 ⅩⅦ E18 須恵器坏 口縁部～底部 25% <11.9> ― 4.2 N6/0 灰
第 198 図 19 ⅩⅨ A11 須恵器蓋 体部 90% 9.0 ― (3.3) N6/1 灰
第 198 図 20 ⅩⅦ E20 須恵器蓋 体部 70% 7.1 ― 2.5 N6/0 灰
第 198 図 21 ⅩⅦ E19 須恵器高坏 坏部 30% <14.0> ― (5.0) N4/0 灰
第 198 図 22 ⅩⅦ A13 須恵器高坏 脚部 10% ― ― (6.2) N6/0 灰
第 198 図 23 ⅩⅦ E22 須恵器短頸壷 胴部～底部 70% ― ― (5.4) 10YR5/1 褐灰 ・刻「♯」有り
第 198 図 24 ⅩⅦ E25 須恵器坏 A 口縁部～底部 25% <11.0> 6.0 4.0 N3/0 暗灰
第 198 図 25 ⅩⅦ E19 須恵器坏 A 口縁部～底部 40% <10.0> <5.0> (5.9) N6/0 灰
第 198 図 26 ⅩⅨ A23 須恵器坏 A 口縁部～底部 90% 13.9 9.8 3.8 N4/0 灰
第 198 図 27 ⅩⅨ A15 須恵器坏 B 蓋 体部 完形 12.5 ― 3.3 10Y5/1 灰
第 198 図 28 ⅩⅦ E25 須恵器坏 B 口縁部～底部 10% <13.7> <10.3> 3.3 N5/0 灰
第 198 図 29 ⅩⅨ A14 須恵器坏 B 口縁部～底部 30% <18.0> <14.6> (3.5) N7/0 灰白
第 198 図 30 ⅩⅦ I18 須恵器盤 口縁部～胴部 20% <27.0> ― (3.0) 10Y6/1 灰
第 198 図 31 ⅩⅦ G05 土師器坏 A 口縁部～胴部 20% <12.4> ― (3.6) 7.5YR7/6 橙 ・墨書有り
第 198 図 32 ⅩⅨ A20 須恵器坏 A 胴部～底部 20% ― 7.0 (3.0) 5YR7/1 明褐灰 ・墨書有り
第 198 図 33 ⅩⅨ A14 須恵器坏 A 口縁部 10% ― ― (2.4) 5R7/1 明赤灰 ・墨書「北」有り
第 198 図 34 ⅩⅨ B18 須恵器坏 A 口縁部～底部 60% <13.0> 5.0 (4.0) 2.5Y7/1 灰白 ・墨書「　」有り
第 198 図 35 ⅩⅨ A14 須恵器坏 A 口縁部～胴部 20% <12.9> ― (3.3) 2.5Y8/1 灰白 ・墨書「　」有り
第 198 図 36 ⅩⅨ B11 須恵器坏 A 口縁部～胴部 10% <13.1> ― (3.6) 5R7/1 明赤灰 ・墨書「　」有り
第 198 図 37 ⅩⅨ C03 須恵器坏 A 口縁部 10% ― ― (2.4) 7.5YR7/1 明褐灰 ・墨書有り
第 198 図 38 ⅩⅦ H19 須恵器坏 A 口縁部 10% ― ― (2.3) 5YR7/1 明褐灰 ・墨書有り
第 198 図 39 ⅩⅨ A14 須恵器坏 A 口縁部～胴部 60% <12.0> 5.0 (3.5) 5YR7/1 明褐灰 ・墨書「得」有り
第 199 図  1 ⅩⅨ A14 黒色土器 A 坏 口縁部～底部 90% 13.0 5.5 4.2 7.5YR7/3 にぶい橙

第 199 図  2 ⅩⅦ G05・
B25 土師器椀 胴部～底部 20% ― 8.0 (3.0) 5YR6/6 橙

第 199 図  3 ⅩⅨ A14 灰釉陶器椀 口縁部～胴部 10% <18.0> ― (3.9) 10YR7/1 灰白
第 199 図  4 ⅩⅦ C10 灰釉陶器椀 底部 10% ― <8.2> （2.5） 2.5Y7/1 灰
第 199 図  5 ⅩⅦ H15 灰釉陶器皿 口縁部～底部 10% <14.1> <6.8> (2.5) 5Y7/1 灰白
第 199 図  6 ⅩⅦ H 灰釉陶器平瓶 取手 10% ― ― ― 7.5Y7/1 灰白
第 199 図  7 ⅩⅨ B11 灰釉陶器耳皿 底部 50% ― 5.0 (1.9) N6/0 灰
第 199 図  8 ⅩⅦ J04 甑 口縁部～底部 40% <16.8> 3.9 11.0 7.5YR8/4 浅黄橙 ・多孔式
第 199 図  9 ⅩⅦ E14 甑 口縁部～胴部 30% <25.4> ― (19.5) 7.5YR8/4 浅黄橙
第 199 図 10 ⅩⅦ E25 土師器甕 口縁部～胴部 20% <21.0> ― (16.0) 7.5YR7/4 にぶい橙
第 199 図 11 ⅩⅦ D14 土師器甕 口縁部～底部 90% 17.4 7.5 29.5 7.5YR7/3 にぶい橙
第 199 図 12 ⅩⅦ D15 須恵器壷 頸部～胴部 30% ― ― (9.6) 5PB6/1 青灰 ・同一個体か？
第 199 図 13 ⅩⅦ D15 須恵器壷 胴部 30% ― ― (12.8) 5PB6/1 青灰 ・同一個体か？
第 199 図 14 ⅩⅦ E24 須恵器壷 口縁部～胴部 20% <14.0> ― (13.9) N6/0 灰
第 199 図 15 ⅩⅨ A11 須恵器こね鉢 底部 10% ― <9.3> (5.2) 5G5/1 緑灰 ・刻み「↑」有り
第 199 図 16 ⅩⅦ G15 土師器こね鉢 底部 10% ― <7.1> (6.1) 5YR5/6 明赤褐
第 199 図 17 ⅩⅨ A20 須恵器坏 B 蓋 体部 20% <14.0> ― (2.6) 7.5YR5/2 灰褐 ・刻「♯」有り
第 199 図 18 ⅩⅦ H13 土師器甕 胴部～底部 10% ― 7.4 (4.4) 7.5YR6/4 にぶい橙 ・刻み有り
第 199 図 19 ﾄﾚﾝﾁ 1～ 2 鉢 口縁部～底部 ほぼ完形 <15.6> 9.0 9.1 7.5YR7/4 にぶい橙

第４節　東條遺跡の調査
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第 269 図  1 PL105 ST13 黄瀬戸　卸皿 口縁～底部 60% <15.8> 4.2 8.0 305.6 2.5 Ｙ 8/2 灰白

第 269 図  2 PL105 ST21 トレンチ一括№ 3
礎石 かわらけ 口縁～底部 60% <8.8> 1.3 <6.7> 41.8 5YR2/6 橙

第 269 図  3 PL105 ST21 かわらけ 口縁～底部 10% <10.9> 2.7 <7.2> 10.8 7.5YR8/3 浅黄橙
第 269 図  4 PL105 ST37　F トレ 青磁碗 A2 類 口縁～胴部 20% <12..8> 3.45 — 22.6 2.5 Ｙ 5/2 暗灰黄
第 269 図  5 PL105 ST38　礎石№ 1 東 中津川　片口鉢Ⅰ類 口縁部 — <32.0> （5.0） — 30.2 2.5YR8/3 淡黄
第 269 図  6 PL105 ST38　地点 A Ⅰ層 かわらけ 口縁～底部 50% 7.4 1.45 6.4 32.6 7.5YR8/3 浅黄橙
第 269 図  7 PL105 ST38　地点 B Ⅰ層 中津川　四耳壷 口縁部 — <14.0> （3.2） — 16.9 5 Ｙ 8/2 灰白
第 269 図  8 ST37　Ⅰ層 黄釉　鉄彩 胴部 10% — （3.5） — 10.5 5Y7/3 浅黄
第 269 図  9 PL105 SD12　埋土Ⅴ層上砂層 中津川以外　甕 口縁部 10% <35.8> （5.9） — 193.0 10R2/2 極暗赤褐
第 269 図 10 PL105 SD22 № 4 すり鉢 胴～底部 30% — 8.2 12.8 1280.3 N2/ 黒
第 269 図 11 PL105 SD12 中津川　甕 胴～底部 10% — （5.0） <22.1> 82.5 7.5 Ｙ 6/1 灰
第 269 図 12 PL105 SD14 珠洲　壷 胴部 10% — （9.3） — 168.2 10Y5/1 灰
第 269 図 13 PL105 SD14 古瀬戸　瓶子 胴～底部 10% — （6.9） 12.0 383.6 —
第 269 図 14 PL105 SD12 杭列構築土内 青磁碗 B1 類 口縁部 10% — （2.2） — 11.9 7.5GY7/1 明緑灰
第 269 図 15 PL105 SD12-1 かわらけ 口縁～底部 50% <7.4> 1.3 <5.8> 24.3 2.5Y8/2 灰白
第 269 図 16 PL105 SD13 白磁　碗 B1 類 胴～底部 10% — （1.6） （6.1） 33.1 N8/ 灰白
第 269 図 17 PL105 SD34 かわらけ 口縁～底部 70% 11.3 2.8 8.3 75.9 7.5YR7/4 にぶい橙
第 269 図 18 PL105 SK790　埋土 古瀬戸　平碗 胴～底部 — — （2.4） 4.8 35.6 7.5Y6/2 灰白
第 269 図 19 PL105 SK804　埋土 青磁碗 A4 類 口縁部 10% <16.6> 4.25 — 13.9 5YR6/2 灰オリーブ
第 269 図 20 PL105 SK968　上部 かわらけ 口縁～底部 50% <10.3> 2.65 <6.0> 37.2 2.5Y8/2 灰白
第 269 図 21 PL105 SK960 火鉢 口縁部 — — 6.9 — 98.1 7.5YR3/1 黒褐
第 269 図 22 PL105 SK844 № 7 かわらけ 口縁～底部 50% <7.8> 1.3 <6.2> 36.9 10YR8/1 灰白
第 269 図 23 PL105 SK1020 青磁碗 A2 類 口縁部 — <16.7> （3.0） — 9.0 5Y6/3 オリーブ黄
第 269 図 24 PL105 SK1030 かわらけ 口縁～底部 45% <10.5> （2.4） <5.6> 24.2 2.5YR8/2 灰白
第 269 図 25 SK2334 鍋 口縁～底部 70% <45.8> 24.6 <31.4> 4750.0 7.5YR6/4 にぶい橙
第 270 図  1 PL105 SK1030 かわらけ 口縁～底部 — <7.7> 1.9 <5.5> 13.8 7.5Y7/1 灰白
第 270 図  2 PL105 SK1030 かわらけ 口縁～底部 80% 6.9 1.9 4.5 26.9 2.5Y7/2 灰白
第 270 図  3 PL105 SK1030 かわらけ 口縁～底部 60% 7.1 1.8 5.0 18.1 N8/ 灰白
第 270 図  4 PL105 SK1030 かわらけ 口縁～底部 90% 7.0 2.2 4.6 31.0 N8/ 灰白
第 270 図  5 PL105 SK1030　ベルト内 かわらけ 口縁～底部 70% 7.3 2.1 5.6 39.7 7.5Y7/1 灰白
第 270 図  6 SK1030 かわらけ 口縁～底部 完形 6.9 2.2 4.6 32.1 7.5Y7/1 灰白
第 270 図  7 SK1082 中津川  片口鉢Ⅰ類 胴～底部 — — （4.3） <12.0> 123.8 2.5Y7/1 灰白
第 270 図  8 PL105 SK1088 かわらけ 口縁～底部 40% <7.4> 1.7 <5.6> 15.4 7.5YR8/3 浅黄橙
第 270 図  9 PL105 SK1123 埋土下層 かわらけ 口縁～底部 30% <7.8> 1.1 <5.5> 16.7 2.5Y7/4 浅黄
第 270 図 10 PL105 SK1123　埋土 かわらけ 口縁～底部 30% <7.8> 1.35 <5.8> 16.1 2.5Y7/2 灰黄
第 270 図 11 PL105 SK1679　掘り方 かわらけ 灯明皿 口縁～底部 25% <12.5> 2.8 <9.5> 41.0 7.5YR7/3 にぶい橙
第 270 図 12 PL105 SK1741 かわらけ 口縁～底部 50% 6.9 1.7 （5.5） 18.7 2.5Y8/2 灰白
第 270 図 13 PL105 SK1741 EW サブトレ かわらけ 口縁～底部 90% 7.0 1.5 5.3 31.5 7.5YR8/2 灰白
第 270 図 14 PL105 SK1741　掘り方 かわらけ 口縁～底部 90% 7.4 1.6 5.5 35.9 2.5Y8/2 灰白
第 270 図 15 PL105 SK1741 かわらけ 口縁～底部 90% 7.8 1.5 5.5 38.0 2.5Y8/2 灰白
第 270 図 16 PL105 SK1030 かわらけ 口縁～底部 完形 9.5 2.1 6.5 68.9 2.5 Ｙ 8/3 浅黄
第 270 図 17 PL105 SK1741 かわらけ 口縁～底部 90% 7.2 1.7 5.3 38.9 2.5Y8/2 灰白
第 270 図 18 PL105 SK1741（3 ～ 5 段目） かわらけ 口縁～底部 40% <7.0> 1.5 <5.0> 17.7 10YR8/2 灰白
第 270 図 19 PL105 SK1741（3 ～ 5 段目） かわらけ 口縁～底部 90% 7.4 1.8 5.5 37.5 10YR8/2 灰白
第 270 図 20 PL105 SK1741（3 ～ 5 段目） かわらけ 口縁～底部 50% <8.0> 2.1 <5.6> 25.1 10YR8/1 灰白
第 270 図 21 PL105 SK1741（5 ～ 8 段目） かわらけ 口縁～底部 50% 7.7 1.6 5.7 29.6 7.5YR8/3 浅黄橙
第 270 図 22 PL105 SK1741 かわらけ 口縁～底部 90% 7.3 1.8 5.5 0.4 10YR8/3 浅黄橙
第 270 図 23 PL105 SK1741 かわらけ 口縁～底部 90% 7.1 1.8 5.7 48.7 2.5YR8/2 灰白
第 270 図 24 PL105 SK1779 かわらけ 口縁～底部 20% — （1.2） <6.6> 12.9 10YR5/2 灰白
第 270 図 25 PL105 SK1663 中津川以外　甕 口縁～胴部 10% <28.6> （4.0） — 85.2 5R4/1 暗赤灰
第 270 図 26 PL105 SK1814 火鉢 口縁部 30% <31.0>（13.7） — 727.4 10YR2/1 黒 ・井戸 299 ～ 318
第 270 図 27 PL105 SK2197　ST38 下 青磁碗 B0 類 口縁～胴部 10% <12.8> （2.9） — 13.0 5GY7/1 明オリーブ灰
第 270 図 28 PL105 SK2081 青磁碗 A1 類 口縁～胴部 10% <14.6> （3.5） — 27.4 10YR6/2 オリーブ灰
第 270 図 29 PL105 SK2120　礎石内 青磁碗 B1 類 口縁～胴部 10% — （3.7） — 10.8 5GY7/1 明オリーブ灰
第 270 図 30 PL105 SK1794 青磁碗 B1 類 胴～底部 10% — （2.5） <5.6> 47.6 10YG6/2 灰黄褐
第 270 図 31 PL105 SK2197　埋土 青磁碗 B1 類 胴～底部 20% — （2.3） <6.0> — 2.5Y6/1 黄灰
第 270 図 32 PL105 SK2331 青磁碗 B1 類 口縁～胴部 10% — （3.2） — 17.7 7.5Y5/2 灰オリーブ
第 270 図 33 PL105 SK2507 かわらけ 口縁～底部 完形 7.8 1.5 5.0 40.7 10YR8/2 灰白
第 270 図 34 PL105 SK2649　Ⅲ層 中津川以外　甕 口縁～胴部 10% <29.2> （5.2） — — 10R4/3 赤褐
第 270 図 35 PL105 SK1000 上のベルト内 かわらけ 口縁～底部 60% <9.8> 2.4 5.0 64.4 10YR8/3 浅黄橙
第 270 図 36 PL105 SK2517 かわらけ 口縁～底部 30% <13.8> 2.6 <8.8> 51.6 7.5YR7/3 にぶい橙
第 270 図 37 PL105 SK2648　フⅡ層 中津川以外　甕 口縁部 10% <28.2> （2.7） — — 2.5YR4/3 にぶい赤褐
第 270 図 38 PL105 SK2648　フⅡ層 中津川　甕 口縁部 10% <43.6> （7.7） — 302.3 7.5YR4/3 褐
第 270 図 39 PL105 SK2651 青磁　A 類皿 胴～底部 10% — （1.5） <5.0> 16.2 2.5Y7/1 灰白
第 270 図 40 PL105 SK2662 古瀬戸　水滴合子 口縁～胴部 20% — （4.9） — 26.0 10YR7/2 にぶい黄橙
第 270 図 41 PL105 SH05　下部Ⅵ層 かわらけ 口縁～底部 20% <8.8> 1.6 — 20.9 7.5YR7/4 にぶい橙
第 270 図 42 PL105 SH05 かわらけ 口縁～底部 90% 11.2 3.2 5.5 98.0 10YR8/1 灰白
第 270 図 43 PL105 SH05 かわらけ 口縁～底部 90% 7.8 1.4 6.3 58.9 10YR8/2 灰白
第 270 図 44 PL105 SH05 かわらけ 口縁～底部 30% <9.0> 3.0 <6.4> 43.1 10YR8/2 灰白
第 270 図 45 PL105 SH06 サブトレ①面礫内 青磁碗 B1 類 口縁部 10% — （2.0） — 9.6 7.5Y6/2 灰オリーブ
第 270 図 46 PL106 SH06 下層黒色土 b 層 白磁　皿Ⅶ類 胴～底部 10% — 1.1 4.0 — 5Y7/2 灰白
第 270 図 47 PL106 SH12 石垣下部灰砂上 中津川　甕 口縁部 10% <47.8> （3.9） — 92.8 2.5Y5/3 黄橙

第 19 表　東條遺跡土器観察表（中世）

第２章　発掘調査の概要
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第 270 図 48 PL106 SH06 下層黒色土 b 層 白磁　皿Ⅶ類 口縁～底部 10% <10.6> （2.1） — 6.3 7.5Y7/2 灰白
第 270 図 49 PL106 SH12　石垣砂礫内 珠洲 頸部 10% — （5.3） — 139.1 7.5Y6/1 灰
第 271 図  1 PL106 SX01 かわらけ 口縁～底部 80% 8.8 1.3 8.0 55.8 7.5YR8/4 浅黄橙
第 271 図  2 PL106 SX03　埋土 天目 胴～底部 10% — 2.1 4.5 52.2 2.5Y8/2 灰白
第 271 図  3 PL106 SX04 中津川　甕 口縁部 10% <46.0> （3.8） — 93.6 5YR5/2 灰褐
第 271 図  4 PL106 SX05 № 1 かわらけ 口縁～底部 50% <8.5> 1.6 6.8 32.3 7.5YR6/6 橙
第 271 図  5 PL106 SX05 № 1 かわらけ 口縁～底部 50% <8.1> 1.7 <6.5> 40.1 7.5YR7/4 にぶい橙
第 271 図  6 PL106 SX13　床面？ かわらけ 口縁～底部 50% <10.8> 2.9 <6.0> 44.1 10YR8/2 灰白
第 271 図  7 PL106 SX15　埋土 かわらけ 口縁～底部 10% <10.0> 3.0 <5.7> 27.4 10YR8/2 灰白
第 271 図  8 PL106 SF06　№ 2 かわらけ 口縁～底部 30% <9.2> 2.4 <5.9> 23.6 5YR8/3 淡橙
第 271 図  9 PL106 SL01　畝埋土砂礫 かわらけ 口縁～底部 60% 8.2 1.5 6.6 44.5 7.5YR8/6 浅黄橙
第 271 図 10 PL106 SL01　畝埋土砂礫 かわらけ 口縁～底部 80% 12.0 3.1 7.7 93.5 5YR8/4 淡橙 ・畑の土
第 271 図 11 ⅩⅦ B02　Ⅳ層 かわらけ 口縁～底部 — <7.5> 1.7 <5.2> 13.0 7.5YR8/2 灰白
第 271 図 12 PL106 ⅩⅦ B08　撹乱 火鉢 底部 — — （2.1） <16.0> 73.1 10YR3/1 黒褐
第 271 図 13 PL106 ⅩⅦ B10　検出 № 1 内耳土器 口縁～底部 40% <32.4> 19.1 <24.6> 1388.6 10YR3/1 黒褐

第 271 図 14 PL106
ⅩⅦ B05　砂礫上層黒
褐色土

すり鉢 口縁部 10% <28.7> （8.3） — 130.8 5Y6/1 灰

第 271 図 15 PL106 ⅩⅦ B14　検出面 内耳土器 口縁～胴部 10% <31.5>（12.2） — 510.5 10YR4/4 褐
第 271 図 16 PL106 ⅩⅦ B15　検出面 内耳土器 口縁～底部 20% <26.5> 17.7 （22.6） 457.7 7.5YR4/3 褐
第 271 図 17 PL106 ⅩⅦ B14 かわらけ 口縁～底部 90% 11.1 3.1 7.0 114.3 10YR8/2 灰白
第 271 図 18 PL106 ⅩⅦ B14 かわらけ 口縁～底部 80% 11.2 2.6 7.2 84.5 7.5YR7/6 橙
第 271 図 19 PL106 ⅩⅦ B14 かわらけ 口縁～底部 90% 10.2 3.0 7.0 119.3 7.5YR8/4 浅黄橙
第 271 図 20 ⅩⅦ B15　検出 かわらけ 口縁～底部 40% <10.9> 4.1 <7.0> 59.0 7.5YR8/2 灰白
第 271 図 21 PL106 ⅩⅦ B15 青磁碗 B1 類 口縁～胴部 10% <16.7> 5.7 — 38.9 2.5GY7/ １明オリーブ灰
第 271 図 22 ⅩⅦ B15　検出 かわらけ 口縁～底部 50% <8.1> 1.6 <5.9> 32.6 7.5YR7/4 にぶい橙

第 271 図 23
ⅩⅦ B17・B18 EW ベル
ト砂礫層（上位）

内耳土器 口縁～胴部 10% <31.6>（11.0） — 138.0 10YR6/4 にぶい黄橙

第 271 図 24 PL106 ⅩⅦ B18　礫層 天目　後期Ⅱ 口縁～胴部 20% <10.8> （5.7） — 30.0 10YR6/2 灰黄褐
第 271 図 25 PL106 ⅩⅦ B18　礫層 天目　後期Ⅱ 口縁～胴部 20% <10.5> （5.8） — 34.3 7.5YR5/6 明褐
第 271 図 26 PL106 ⅩⅦ B20 かわらけ 口縁～底部 50% <10.1> 2.6 <7.1> 63.8 10YR8/2 灰白
第 271 図 27 PL106 ⅩⅦ B20 トレンチ 古瀬戸　折縁深皿 胴～底部 10% — （3.9） <15.0> 41.6 2.5Y7/2 灰黄

第 271 図 28 PL106 ⅩⅦ B20　杭周辺
古瀬戸　鉄釉仏
花瓶

底部 10% — 6.0 — 55.8 2.5Y3/2 黒褐

第 271 図 29 ⅩⅦ B23 かわらけ 口縁～底部 20% <7.2> 1.2 <5.0> 11.5 7.5YR8/3 浅黄橙
第 271 図 30 ⅩⅦ B23 かわらけ 口縁～底部 10% <9.2> 2.1 <6.7> 5.6 7.5YR8/3 浅黄橙
第 271 図 31 ⅩⅦ B23 かわらけ 口縁～底部 40% <8.2> 2.15 <4.0> 19.4 2.5Y8/2 灰白
第 271 図 32 PL106 ⅩⅦ B23 古瀬戸　平碗 口縁～胴部 10% <15.0> （3.6） — 17.0 7.5Y8/1 灰白
第 272 図  1 PL106 ⅩⅦ B23 すり鉢 口縁～底部 30% <24.7> 11.2 14.0 676.4 5Y6/1 灰
第 272 図  2 ⅩⅦ B24 かわらけ 口縁～底部 10% <10.8> 2.15 <6.0> 14.7 5YR6/6 橙
第 272 図  3 ⅩⅦ B24 かわらけ 口縁～底部 50% <10.0> 2.2 <6.8> 29.9 7.5YR7/4 にぶい橙
第 272 図  4 PL106 ⅩⅦ B25 古瀬戸　梅瓶 底部 — — （5.5） 7.0 107.7 5Y7/2 灰白
第 272 図  5 ⅩⅦ C01　Ⅴ層 № 1・2 すり鉢 口縁～胴部 10% <30.8>（11.7） — 395.7 5Y5/1 灰
第 272 図  6 ⅩⅦ C01 青灰色砂上面 かわらけ 口縁～底部 30% <11.4> 3.0 <7.8> 32.2 10YR8/2 灰白
第 272 図  7 PL107 ⅩⅦ C01 Ⅴ層上層 山茶碗　6 型式 胴部 30% — （4.5） <4.4> 66.2 2.5Y7/1 灰白
第 272 図  8 PL107 ⅩⅦ C01　Ⅵ層 青磁碗 A4 類 口縁～胴部 10% — （5.6） — 55.0 10Y6/2 オリーブ灰
第 272 図  9 PL107 ⅩⅦ C01　Ⅵ層 青白磁　小物 口縁～胴部 20% — （3.1） — 3.2 10Y8/1 灰白

第 272 図 10 PL107 ⅩⅦ C01 黄色砂層
中津川　山茶碗
片口鉢Ⅰ類

口縁部 10% <30.0> （5.6） — 94.5 2.5Y7/2 灰黄

第 272 図 11 ⅩⅦ C01　Ⅴ層 かわらけ 胴～底部 20% — （1.2） <7.0> 27.7 10YR7/2 にぶい黄橙
第 272 図 12 ⅩⅦ C01　Ⅵ層 かわらけ 口縁～底部 30% <11.4> 3.1 <7.4> 37.9 10YR7/2 にぶい黄橙
第 272 図 13 PL107 ⅩⅦ C01 Ⅴ層上層 古瀬戸　底卸目皿 口縁～胴部 30% <17.2> （3.7） — 68.7 5GY8/1 灰白
第 272 図 14 PL107 ⅩⅦ C02　Ⅴ層 青磁碗 B1 類 口縁～胴部 10% <17.8> （4.2） — 19.7 7.5Y6/2 灰オリーブ

第 272 図 15 PL107
ⅩⅦ C01 屋敷黒色土①
下層

かわらけ 口縁～底部 80% <8.2> 1.7 6.0 38.5 7.5YR8/2 灰白

第 272 図 16 ⅩⅦ C01 屋敷黒色土② かわらけ 口縁～底部 50% <8.0> 1.5 <6.4> — 5YR8/3 淡橙
第 272 図 17 ⅩⅦ C01 屋敷黒色土② かわらけ 口縁～底部 30% <7.4> 1.4 <6.6> 27.7 2.5Y8/2 灰白
第 272 図 18 PL107 ⅩⅦ C02 NS サブトレⅣ層 青磁碗 B0 類 口縁～底部 20% <13.2> 3.3 3.0 13.4 10GY5/1 緑灰
第 272 図 19 PL107 ⅩⅦ C02　Ⅴ層 青磁碗 B0 類 胴～底部 20% — （2.0） <8.0> 27.1 10GY7/1 明緑灰
第 272 図 20 PL107 ⅩⅦ C02 ベルトⅥ層上面 古瀬戸　卸皿 底部 — — （1.0） <10.0> 39.4 5Y7/1 灰白
第 272 図 21 PL107 ⅩⅦ C02　Ⅵ層 青磁碗 B0 類 口縁～胴部 10% <12.0> （4.1） — 11.2 10YG7/1 明緑灰
第 272 図 22 ⅩⅦ C02 Ⅳ層上の砂質土 青磁碗 B0 類 口縁～胴部 10% — （2.7） — 3.5 5YG7/1 明オリーブ灰
第 272 図 23 PL107 ⅩⅦ C02　Ⅳ層 古瀬戸　卸皿 口縁～胴部 10% <15.6> （3.0） — 16.5 5Y8/2 灰白
第 272 図 24 PL107 ⅩⅦ C02　Ⅳ層 青磁　同安碗 底部 10% — （1.9） 4.7 57.7 7.5Y7/1 灰白 ・同安 12C 後
第 272 図 25 PL107 ⅩⅦ C02・C03 検出 古瀬戸　平碗 胴～底部 — — （5.5） <5.0> 51.6 5YR7/6 橙 ・平碗 14C
第 272 図 26 PL107 ⅩⅦ C03 グリット№ 4 青磁　同安皿 底部 10% — （1.4） <5.0> 25.0 7.5Y7/1 灰白 ・同安 12C 後
第 272 図 27 PL107 ⅩⅦ C03　Ⅶ層 白磁　皿Ⅵ類 胴～底部 10% — （1.5） <4.0> 10.1 5Y7/1 灰白
第 272 図 28 PL107 ⅩⅦ C03 土器№ 31 山茶碗　6 型式 口縁～底部 20% <8.8> 1.7 4.6 40.0 2.5Y7/1 灰白
第 272 図 29 PL107 ⅩⅦ C04 グリット№ 4 珠洲　すり鉢 胴～底部 10% — （3.2） <7.8> 63.8 N4/0 灰 ・古いタイプ卸目ナシ 12C

第 272 図 30 PL107 ⅩⅦ C02 № 11・
12 すり鉢 口縁～底部 40% <27.0> 9.5 12.4 813.9 10YR6/3 にぶい黄橙

第 272 図 31 ⅩⅦ C06　Ⅵ層 青磁碗 B1 類 口縁～胴部 10% — （3.7） — 12.2 5GY7/1 明オリーブ灰
第 272 図 32 PL107 ⅩⅦ C06　Ⅴ層 青磁　A 類皿 底部 10% — （0.9） 4.7 27.8 2.5Y6/2 灰黄
第 272 図 33 ⅩⅦ C06　Ⅴ層 かわらけ 口縁～底部 40% <12.0> 3.1 <8.6> 49.3 7.5YR8/2 灰白
第 272 図 34 PL107 ⅩⅦ C07　Ⅵ層 青磁碗 A2 類 胴～底部 10% — （3.1） 5.2 41.1 5GY5/1 オリーブ灰
第 272 図 35 PL107 ⅩⅦ C08　検出面 尾張　片口鉢Ⅰ類 口縁～胴部 10% <27.6> （6.8） — 84.5 N7/0 灰白

第４節　東條遺跡の調査
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第 272 図 36 PL107 ⅩⅦ C09　礫群内 内耳土器 口縁部 10% <28.8> （4.3） — 47.2 N1.5/6 黒
第 272 図 37 PL107 ⅩⅦ C09　Ⅴ層 珠洲 口縁部 10% <25.6> （4.1） — 22.5 2.5Y7/1 灰白 ・13C 後ロクロ痕あり
第 272 図 38 PL107 ⅩⅦ C10　Ⅳ層 青磁碗 A 類 底部 — — （1.8） 5.8 107.2 5Y6/3 オリーブ黄
第 272 図 39 PL107 ⅩⅦ C10　Ⅵ層 古瀬戸　合子 口縁～胴部 10% — （1.8） — 6.3 5Y7/2 灰白
第 272 図 40 PL107 ⅩⅦ C10　Ⅵ層 白磁　合子 — 10% <5.1> 1.4 <3.8> 3.2 N7/ 灰白
第 273 図  1 PL107 ⅩⅦ C10　Ⅴ層 古瀬戸　折縁小皿 口縁～底部 30% <7.4> 2.3 <3.8> 18.3 2.5Y6/2 灰黄 ・中期様式古い～ 13C 末
第 273 図  2 ⅩⅦ C10　Ⅳ層 かわらけ 口縁～底部 40% 8.0 1.7 — 20.2 7.5YR8/3 浅黄橙
第 273 図  3 PL107 ⅩⅦ C10　Ⅴ層 火鉢 口縁～胴部 10% — （7.4） — 95.5 N5/ 灰
第 273 図  4 PL107 ⅩⅦ C10　Ⅴ層 火鉢 胴部 10% — （6.0） — 68.8 5YR4/4 にぶい赤褐 ・14C 前後
第 273 図  5 ⅩⅦ C11 井戸周辺検出面 青磁　花瓶 頸～胴部 10% — （4.8） — 43.9 7.5GY6/1 緑灰
第 273 図  6 PL107 ⅩⅦ C10 Ⅳ～Ⅴ層 青磁　同安皿 底部 — — （1.1） <5.0> 27.4 5Y8/2 灰白 ・12C 後
第 273 図  7 PL107 ⅩⅦ C10　Ⅵ層 青磁碗 B1 類 口縁～胴部 — — （4.6） — 13.3 7.5Y6/2 灰オリーブ ・龍泉 13C
第 273 図  8 ⅩⅦ C10 Ⅴ層表採 火鉢 口縁～胴部 10% — （6.4） — 98.7 N4/ 灰 ・拓本
第 273 図  9 PL107 ⅩⅦ C10 Ⅴ層表採 火鉢 口縁～胴部 10% — （6.4） — 98.7 N4/ 灰

第 273 図 10 PL107 ⅩⅦ C10 Ⅴ層深堀り 山茶碗　5 型式 底部 10% — （1.8） <6.2> 30.8 7.5Y7/1 灰白
・尾張（南部）13C 中
灯明痕あり

第 273 図 11 ⅩⅦ C10　Ⅵ層 手づくね 口縁～底部 20% <6.9> 1.4 — 9.7 —
第 273 図 12 PL107 ⅩⅦ C11 かわらけ 口縁～底部 90% 7.5 1.6 6.5 52.5 7.5YR8/4 浅黄橙
第 273 図 13 PL107 ⅩⅦ C10　Ⅴ層 把手付小皿 把手 — — （3.0） — 16.6 2.5Y8/1 灰白

第 273 図 14 PL107 ⅩⅦ C10 Ⅴ層深堀り 尾張　片口鉢Ⅰ類 胴～底部 10% — （5.0） <17.0> 159.8 7.5Y6/1 灰
・尾張（南部）13C 中
灯明痕あり

第 273 図 15 ⅩⅦ C10 グリット№ 7 すり鉢 口縁～底部 40% <20.0> 9.5 <10.2> 309.1 7.5Y5/1 灰

第 273 図 16 PL107 ⅩⅦ C10　Ⅴ層 中津川　壷 口縁～胴部 10% <19.0> （9.8） — 225.2 5YR5/4 にぶい赤褐
・中津川で焼かれた 13C
～ 14C

第 273 図 17 PL107 ⅩⅦ C12 黒色粘質土中 かわらけ 口縁～底部 完形 11.8 3.1 8.8 127.3 7.5YR8/3 浅黄橙
・内湾内面削り
13C 新しい方

第 273 図 18 ⅩⅦ C12 黒色土層 かわらけ 口縁～底部 50% <9.9> 1.2 <4.0> 34.5 10YR8/1 灰白
第 273 図 19 PL107 ⅩⅦ C11　検出面 古瀬戸　平碗 口縁部 10% — （3.1） — 12.0 7.5Y7/3 浅黄
第 273 図 20 ⅩⅦ C12 黒色土層 かわらけ 口縁～底部 50% 12.2 2.7 8.0 80.8 7.5YR8/2 灰白
第 273 図 21 ⅩⅦ C12　検出面 かわらけ 口縁～底部 40% <13.0> 3.0 <9.0> 41.0 10YR8/2 灰白
第 273 図 22 PL107 ⅩⅦ C12 かわらけ 口縁～底部 70% 8.4 1.7 6.5 53.2 10YR8/2 灰白
第 273 図 23 PL107 ⅩⅦ C12 青磁碗 B1 類 底部 20% — （1.8） 5.2 58.3 10Y5/2 オリーブ灰

第 273 図 24 PL107 ⅩⅦ C08　検出面
中津川　片口鉢
Ⅰ類

胴～底部 20% — （6.7） <12.0> 204.1 5Y7/1 灰白

第 273 図 25 PL107 ⅩⅦ C07　Ⅵ層 かわらけ 口縁～底部 90% 8.4 1.5 6.3 65.8 7.5YR8/3 浅黄橙
第 273 図 26 PL107 ⅩⅦ C13　Ⅶ層中下部 かわらけ 口縁～底部 60% 8.1 1.6 7.0 43.9 7.5YR8/4 浅黄橙

第 273 図 27 ⅩⅦ C14
土器№ 2
③

内耳土器 口縁部 10% 41.7 10.1 — 336.7 7.5YR1.7/1 黒

第 273 図 28 ⅩⅦ C14
土器№ 2
①

内耳土器 口縁～胴部 40% <30.7>（15.2） — 336.7 5YR2/1 黒褐

第 273 図 29 PL107 ⅩⅦ C13 土器№ 1 中津川　甕 口縁～胴部 10% — （7.1） — 92.8 7.5YR5/2 灰褐
第 273 図 30 ⅩⅦ C14　Ⅳ層 かわらけ 口縁～底部 40% <10.0> 2.5 <7.3> 28.0 7.5YR7/3 にぶい橙
第 273 図 31 PL107 ⅩⅦ C14 Ⅳ層上面 かわらけ 口縁～底部 60% 8.4 1.5 7.0 48.9 7.5YR8/4 浅黄橙
第 273 図 32 PL107 ⅩⅦ C07 検出面・ベルト 天目　後期Ⅱ 口縁部 10% <13.9> （3.6） — 22.5 5YR4/4 にぶい赤褐

第 273 図 33 PL107 ⅩⅦ C14
青磁片
№ 3

青磁碗 A 類 底部 20% — （3.0） — 101.5 10GY7/1 明緑灰

第 273 図 34 PL107
ⅩⅦ C18　セクションベル
ト内礫集中近辺

青磁碗 A2 類 口縁部 10% <18.0> （3.8） — 25.3 7.5Y5/2 灰オリーブ

第 273 図 35 PL107 ⅩⅦ C18 グリット№ 7 青磁碗 A4 類 口縁部 10% <16.0> （4.7） — 27.4 10Y6/2 オリーブ灰 ・龍泉 12C 後～ 13C 前
第 273 図 36 PL107 ⅩⅦ C22 かわらけ 口縁～底部 完形 8.4 1.1 6.5 51.7 7.5YR8/4 浅黄橙
第 273 図 37 PL107 ⅩⅦ C22 かわらけ 口縁～底部 90% 8.2 1.2 6.2 44.7 7.5YR8/4 浅黄橙
第 273 図 38 PL107 ⅩⅦ C25 № 3 かわらけ 口縁～底部 40% <11.0> （3.0） 8.6 53.7 10YR7/3 にぶい黄橙
第 273 図 39 PL107 ⅩⅦ C01 Ⅴ層上層 白磁　皿Ⅸ類 口縁～底部 30% <10.5> （2.0） <7.2> 13.5 10GY7/1 明緑灰
第 273 図 40 PL107 ⅩⅦ C25 かわらけ 口縁～底部 70% 7.6 1.7 5.5 29.6 10YR8/4 浅黄橙
第 274 図  1 ⅩⅦ D06　Ⅳ層 青磁　香炉 胴部 10% — （1.7） — 18.9 5G6/1 緑灰
第 274 図  2 PL108 ⅩⅦ D06 № 9 かわらけ 口縁～底部 50% <11.1> 3.25 <8.0> 58.6 7.5YR8/3 浅黄橙
第 274 図  3 ⅩⅦ D11 土器№ 1 かわらけ 口縁～底部 40% <7.8> 1.6 <5.9> 24.1 10YR8/1 灰白
第 274 図  4 PL108 ⅩⅦ D11 土器№ 2 かわらけ 口縁～底部 60% <10.7> 3.15 <6.9> 82.5 10YR8/3 浅黄橙
第 274 図  5 ⅩⅦ D11 土器№ 3 かわらけ 口縁～底部 50% <7.7> 1.6 <5.5> 22.2 5YR8/4 淡橙
第 274 図  6 PL108 ⅩⅦ F10 古瀬戸　飾台 — — — （4.3） — 53.9 5Y7/3 浅黄
第 274 図  7 PL108 ⅩⅦ G02 礫層（撹乱？） 古瀬戸　水注 胴～底部 — — （5.6） <6.3> 69.2 2.5YR8/1 灰白
第 274 図  8 PL108 ⅩⅦ G03 礫層（撹乱？） 火鉢 口縁部 — <28.8> （4.8） — 74.0 10YR3/1 黒褐

第 274 図  9
ⅩⅦ G02 礫層（撹乱？）
下層

かわらけ 口縁～底部 60% 8.5 2.3 4.9 58.2 2.5Y8/4 淡黄

第 274 図 10 PL108 ⅩⅦ G03･G04　ベルト 山茶碗　5 型式 口縁～底部 10% <8.2> 1.4 <4.7> 6.6 2.5Y8/1 灰白
第 274 図 11 ⅩⅦ G05 かわらけ 胴～底部 50% — （1.25） 4.3 48.6 7.5YR7/6 橙
第 274 図 12 PL108 ⅩⅦ G08 近世？水路横礫 天目　後期Ⅱ 胴～底部 10% — （1.8） <4.0> 14.3 5YR5/4 にぶい赤褐
第 274 図 13 PL108 ⅩⅦ G04　杭付近 尾張　片口鉢Ⅰ類 底部 — — （5.1） <10.2> 77.3 2.5Y7/1 灰白
第 274 図 14 PL108 ⅩⅦ G17 中津川　片口鉢Ⅰ類 胴～底部 — — （6.9） — 165.6 2.5Y7/1 灰白
第 274 図 15 PL108 ⅩⅦ G20 中津川　片口鉢Ⅰ類 胴～底部 — — （4.7） — 224.5 2.5Y7/1 灰白
第 274 図 16 PL108 ⅩⅦ G13 中津川　片口鉢Ⅰ類 口縁～胴部 — <32.0> （6.2） — 56.1 2.5Y7/1 灰白
第 274 図 17 PL108 ⅩⅦ G04 礫層（撹乱？） 古瀬戸　底卸目皿 口縁～胴部 10% <15.0> （3.3） — 23.6 N7/ 灰白

第 274 図 18 PL108
ⅩⅦ G07　サブトレ近
世？水路横礫

古瀬戸　緑釉小皿 口縁～底部 — <10.5> 2.4 <4.5> 26.5 10YR8/1 灰白

第 274 図 19 PL108 ⅩⅦ G17 すり鉢 口縁部 — — （5.5） — 79.3 2.5Y8/1 灰白

第２章　発掘調査の概要
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図版№
写真

№
遺構名

取上げ
№

器　種 部　位 残存率
長　さ
（cm）

幅
（cm）

高　さ
（cm）

重　さ
（ｇ）

外面色調 備考

第 274 図 20 PL108
ⅩⅦ G15　ベルト沿い
トレンチ

白磁皿　Ⅴ類 口縁～胴部 — <18.2> 2.3 — 8.3 2.5GY8/1 灰白

第 274 図 21 PL108 ⅩⅦ G20･H16 黒色土下げ 青磁碗 B1 類 口縁部 — <16.2> 2.4 — 10.8 7.5GY7/1 明緑灰
第 274 図 22 ⅩⅦ G12 かわらけ 口縁～底部 80% <> 1.5 4.9 40.9 5YR7/6 橙
第 274 図 23 PL108 ⅩⅦ G15 黒色土下げ中 かわらけ 口縁～底部 完形 7.6 1.6 5.9 — 5YR7/4 にぶい橙
第 274 図 24 PL108 ⅩⅦ H 区　検出面 珠洲　甕 口縁～胴部 10% <18.5>（13.5） — 438.0 N4/ 灰
第 274 図 25 PL108 ⅩⅦ H 区　検出面 中津川　甕 口縁～胴部 10% — （10.6） — 361.9 10YR5/3 にぶい黄褐
第 274 図 26 PL108 ⅩⅦ H 区 中津川以外 口縁部 10% — （8.1） — 198.6 2.5Y5/2 暗灰黄
第 274 図 27 PL108 ⅩⅦ H 区　検出面 かわらけ 口縁～底部 80% 7.6 1.6 6.0 33.7 7.5YR7/4 にぶい橙
第 274 図 28 PL108 ⅩⅦ H13 灰色粘質土 青白磁　小壷 胴～底部 — — （2.85） — 5.2 10YR8/2 灰白
第 274 図 29 PL108 トレンチ№ 3 － F かわらけ 口縁～底部 完形 7.8 1.5 6.5 63.2 7.5YR7/6 橙
第 274 図 30 PL108 ⅩⅦ H 区　検出面 青磁碗 B1 類 口縁部 — — （2.6） — 12.4 10GY7/1 明緑灰
第 274 図 31 PL108 ⅩⅦ H 西　カベ 青磁碗 A2 類 胴～底部 10% — （2.9） <5.6> 42.6 10Y6/2 オリーブ灰
第 274 図 32 PL108 ｚ 青磁　A 類皿 口縁～底部 20% <11.0> 2.1 <4.9> 29.6 5Y7/1 灰白
第 274 図 33 PL108 ｚ 古瀬戸　平碗 底部 — — <1.65> 4.8 50.6 2.5YR8/2 灰白

第 274 図 34 C 区
青磁　小型夜学
型器台

胴部 10% — （2.8） — 4.1 7.5GY6/1 緑灰

図版№ 写真№ 遺構名 取上げ№ 遺物名称 材　質
長　さ

（mm）
幅

（mm）
高　さ

（mm）
重　さ
（ｇ）

備　考

第 203 図 16 SB39 ミニチュア 土 19.8 11.7 8.1 1.3 
第 203 図 17 SB48 土馬の脚？ 土 28.2 11.0 9.0 2.1 
第 203 図 18 SB54 土器№ 13 棒状土製品 土 39.8 7.2 5.1 1.8 
第 203 図 19 SB55　古代面 № 2 紡錘車 土 31.5 32.0 15.0 18.3 
第 203 図 20 SB55　古代面　埋土 1 層 紡錘車 土 60.0 45.0 34.1 85.8 
第 203 図 21 PL80 SB66　古代面 土器№ 4 紡錘車 土 73.0 72.2 35.0 195.5 
第 203 図 22 SB74　古代面　検出 ミニチュア 土 40.0 40.0 37.0 46.6 
第 203 図 23 ST06 № 1 ミニチュア 土 40.0 39.0 27.0 25.0 
第 203 図 24 PL80 ST06　下溝 紡錘車 土 76.0 74.6 23.0 177.0
第 203 図 26 PL80 SF19 土器№ 1 土馬 土 52.2 29.5 37.4 35.0 ・接合（頭）
第 203 図 26 PL80 SF19 土器№ 2 土馬 土 57.5 27.5 20.5 23.4 ・接合（胴）
第 203 図 27 PL80 SK41 土玉 土 12.8 12.8 11.0 1.6 
第 203 図 28 PL80 SK2649 土玉 土 10.1 9.0 4.0 0.1 
第 203 図 29 PL80 SK250 紡錘車 土 45.0 43.9 27.0 62.7 
第 203 図 30 PL80 SK400　埋土 紡錘車 土 43.3 31.0 21.3 177.4 
第 204 図  1 SD02　トレンチ 3　東端埋土　1 層一括 手づくね 土 45.0 44.5 20.0 23.2 
第 204 図  2 SD02　トレンチ 1　北埋土　1 層中 土鈴 土 44.0 41.0 55.7 55.0 
第 204 図  8 SD03　埋土　1 層一括 ミニチュア 土 32.5 31.0 24.0 16.9 
第 204 図 13 2 区　トレンチ 1 北　表採 紡錘車 土 84.2 40.5 27.9 72.3 ・石器に混入
第 204 図 14 ⅩⅦ E19　Ⅴ層 紡錘車 土 77.4 40.5 29.8 93.9 
第 204 図 15 PL80 ⅩⅦ C06　検出面 土錘 土 39.5 14.9 13.8 7.4 
第 204 図 16 PL80 ⅩⅦ C11　黒色土層 土錘 土 55.2 18.0 17.1 14.7 
第 204 図 17 PL80 ⅩⅦ C12　黒色土層 土錘 土 56.2 17.0 16.6 13.2 
第 204 図 18 PL80 ⅩⅦ C07　Ⅴ層上面 土錘 土 47.0 16.0 14.2 9.1
第 204 図 19 PL80 ⅩⅦ C03　Ⅴ層上部砂層 土錘 土 50.7 15.4 14.9 9.5 
第 204 図 20 7 区　ⅩⅨ B11　Ⅴ層上部砂層 ツツミ形土製品 土 22.8 22.8 29.3 17.2 
第 204 図 21 ⅩⅨ B17 土製円盤 須恵器 42.8 39.4 15.5 24.6 
第 204 図 22 ⅩⅦ J08　仮 1 層 土製円盤 土 35.5 35.0 6.0 7.5 

図版№ 写真№ 遺構名 取上げ№ 遺物名称 材　質
長　さ

（mm）
幅

（mm）
高　さ

（mm）
重　さ
（ｇ）

備　考

第 278 図  3 PL109 中世第 1 検　トレンチ C 土錘 土 46.0 16.0 14.0 8.2 
第 278 図  4 PL109 ⅩⅦ G03 土錘 土 51.0 15.0 14.0 10.5 
第 278 図  5 PL109 SH05 土錘 土 40.0 14.0 14.0 9.2 
第 278 図  6 PL109 ⅩⅦ C07　黒褐下部中世 土錘 土 57.0 14.0 13.0 8.7 

図版№ 写真№ 遺構名 取上げ№ 遺物名称 材　質
長　さ

（mm）
幅

（mm）
高　さ

（mm）
重　さ
（ｇ）

備　考

第 203 図 25 ST07　P9 羽口 土 75.0 65.0 38.0 103.9 
第 204 図  3 SD02 トレンチ 1 と 2 の間　埋土 1 層一括 羽口 土 82.0 85.0 67.0 354.8 
第 204 図  4 SD02 トレンチ 1 と 2 の間　埋土 1 層一括 羽口 土 81.0 69.0 39.0 167.8 
第 204 図  5 SD02　埋土 1 層 羽口 土 74.5 57.2 46.2 128.0 
第 204 図  6 SD02　トレンチ 1 北　埋土 1 層 羽口 土 73.0 52.0 29.0 89.3 
第 204 図  7 SD02　TR1 の北　埋土 1 層 羽口 土 84.8 43.2 45.3 125.5 
第 204 図  9 SD04　TR1 の北　埋土 1 層 羽口 土 83.5 72.5 65.0 262.1 
第 204 図 10 SD04　TR1 の北　埋土 1 層 羽口 土 80.0 72.0 69.0 339.8 
第 204 図 11 SD04　埋土 1 層一括 椀形鍛冶滓 土 74.0 50.0 22.0 66.3 
第 204 図 12 ⅩⅨ B18　Ⅲ層 椀形鍛冶滓 土 79.0 65.0 30.0 142.2 

第 20 表　東條遺跡土製品観察表（古代）

第 21 表　東條遺跡土製品観察表（中世）

第 22 表　東條遺跡羽口炉体観察表（古代）

第４節　東條遺跡の調査
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図版№ 写真№ 遺構名 取上げ№ 遺物名称 材　質 長　さ 幅 高　さ
重　さ
（ｇ）

備　考

第 203 図 25 SH05 土錘 土 41.5 6.5 6.2 9.1 
第 278 図  1 SK1884 羽口 土 47.0 47.0 25.0 40.8 2 点 -1
第 278 図  2 ⅩⅦ G07 № 1 羽口 土 79.1 61.2 29.4 86.7 

図版№ 写真№ 遺構名 取上げ№ 遺物名称 材　質
長　さ
（mm

幅
（mm

高　さ
（mm

重　さ
( ｇ )

備　考

第 200 図  1 SB05 № 15 敲石 安山岩 168.0 90.0 63.0 1200.0 
第 200 図  2 SB05 № 5 石錘 安山岩 122.0 88.0 28.3 331.6 
第 200 図  3 SB08 石器№ 1 砥石 凝灰岩 108.5 73.0 44.0 450.0 
第 200 図  4 SB09　埋土 1 層 № 2 磨製石包丁 珪質岩 103.0 65.0 8.0 56.8 ・杏仁形で 2 穴式
第 200 図  5 SB10　床 石錘 黒曜石 33.3 14.2 7.8 4.1 
第 200 図  6 SB10-6　埋土（下層） 砕石 黒曜石 27.5 14.5 5.2 1.5 
第 200 図  7 SB10 土器№ 34 磨石 安山岩 29.1 25.5 23.8 23.9 
第 200 図  8 SB10 石器№ 2 磨石 安山岩 120.0 111.0 37.0 623.0 
第 200 図  9 SB10 石器№ 1 凹石 安山岩 111.0 102.0 89.0 715.0 ・多孔質
第 200 図 10 SB10 石器№ 11 砥石 砂岩 120.0 131.0 43.0 1062.0 ・細粒砂岩
第 200 図 11 SB10　カマド 軽石 軽石 76.0 74.0 40.0 48.3 
第 200 図 12 SB10 土器№ 23 石錘 砂岩 98.0 74.5 16.0 174.6 
第 200 図 13 SB16　Ⅰ層 石錘 安山岩 98.5 75.5 30.5 295.4 
第 200 図 14 SB17 S・№ 2 石錘 安山岩 143.0 94.0 37.0 730.0 
第 200 図 15 SB17 S・№ 1 敲石 安山岩 137.0 48.0 32.0 310.0 
第 200 図 16 PL80 SB18　埋土 凹石 安山岩 224.0 181.0 134.0 4450.0 
第 200 図 17 SB19 石器№ 2 凹石 安山岩 88.5 89.0 40.0 420.0 
第 200 図 18 PL80 SB19 石器№ 1 大型凹石 安山岩 231.0 175.0 119.0 5380.0 
第 200 図 19 SB19 石器№ 3 砥石 砂岩 113.0 103.0 32.0 485.0 ・細粒砂岩　表面に削りキズ多数
第 201 図  1 SB21　集石一括 № 7 敲石 砂岩 82.0 28.0 22.0 74.9 
第 201 図  2 SB21 № 6 敲石 安山岩 162.0 83.0 58.0 928.0 ・残存率 1/2
第 201 図  3 SB21　集石一括 № 7- ① 石錘 安山岩 79.0 76.5 32.0 330.0 ・角礫状素材
第 201 図  4 SB21　集石一括 № 7- ⑥ 石錘 砂岩 115.0 51.0 34.0 272.0 ・角礫状素材
第 201 図  5 SB21　集石一括 № 7- ② 石錘 安山岩 121.0 63.5 31.0 389.0 ・角礫状素材
第 201 図  6 SB21　集石一括 № 7- ④ 石錘 安山岩 96.0 69.0 37.0 360.0 ・角礫状素材
第 201 図  7 SB21　集石一括 № 7- ⑤ 石錘 安山岩 129.0 50.5 36.5 257.0 ・角礫状素材
第 201 図  8 SB21　集石一括 № 7- ③ 石錘 安山岩 153.0 75.0 35.0 432.0 ・角礫状素材
第 201 図  9 SB22 S・№ 16 石錐 安山岩 95.5 79.0 28.5 320.0 
第 201 図 10 SB22 S・№ 7 石錘 砂岩 111.0 74.5 22.5 315.0 
第 201 図 11 SB23 S・№ 2 石錘 閃緑岩 114.5 108.0 34.0 645.0 
第 201 図 12 SB23 S・№ 4 石錘 安山岩 141.0 100.0 53.0 918.0 
第 201 図 13 SB23 S・№ 3 石錘 安山岩 123.0 104.0 39.0 715.0 ・川原石
第 201 図 14 SB23 S・№ 1 石錘 安山岩 123.0 106.0 32.5 589.0 ・川原石
第 201 図 15 PL80 SB23 S・№ 6 石錘 安山岩 120.0 109.0 50.0 839.0 ・川原石
第 201 図 16 SB29　P7 敲石 安山岩 146.0 80.0 60.0 1020.0 
第 201 図 17 SB29 № 1 石錘 安山岩 144.0 126.5 32.0 725.0 
第 202 図  1 SB35　埋土 № 4 凹石 安山岩 97.0 80.0 66.0 535.0 
第 202 図  2 SB36　埋土 砥石 凝灰岩 76.0 58.0 21.0 98.3 
第 202 図  3 SB39　埋土 磨石 安山岩 138.0 107.0 51.0 924.0 
第 202 図  4 SB39　埋土 磨石 安山岩 123.0 79.0 29.0 360.0 
第 202 図  5 SB39　埋土 磨石 砂岩 107.0 92.0 43.5 540.0 ・残存率 1/2
第 202 図  6 SB42　埋土上層 紡錘車 滑石 43.0 43.5 20.5 48.0 
第 202 図  7 SB46　北西埋土 敲石 閃緑岩 96.0 41.0 20.0 128.3 
第 202 図  8 SB52　古代埋土 凹石 安山岩 114.0 94.5 39.0 444.3 
第 202 図  9 SB53　古代 № 2 磨石 安山岩 113.0 79.0 71.0 718.3 
第 202 図 10 SB54　古代埋土 磨石 安山岩 64.0 62.0 47.0 249.2 
第 202 図 11 SB54　埋土 砥石 砂岩 65.0 33.0 24.0 82.7 ・中粒砂岩
第 202 図 12 SB58　古代№ 5 № 5 砥石 砂岩 132.0 127.0 78.0 1873.5 
第 202 図 13 SB63　古代掘り方 砥石 凝灰岩 95.0 45.5 25.0 181.8 
第 202 図 14 SB70　古代埋土下 凹石 安山岩 84.5 69.0 36.0 249.1 
第 202 図 15 SB73　P7 古代 磨石 安山岩 137.0 85.5 51.0 716.9 
第 202 図 16 SB73　P7 古代 磨石 安山岩 104.0 78.0 39.0 386.5 
第 202 図 17 SB73　P7 古代 磨石 安山岩 109.0 82.0 30.0 339.4 
第 202 図 18 SK262　埋土 1 層 凹石 安山岩 123.0 100.5 40.0 485.0 
第 202 図 19 PL80 ST11　P2 凹石 安山岩 195.0 185.0 126.0 2350.0 ・旧 SK477　多孔質安山岩
第 202 図 20 SK511 № 1 敲石 安山岩 183.0 92.0 94.0 1280.0 
第 203 図  1 トレンチ 1 の北 SD02　埋土 2 層中 石製紡錘車 滑石 79.0 79.0 29.0 9.4 
第 203 図  2 SD03　埋土 1 層 石鏃 安山岩 19.0 9.7 3.9 0.6 
第 203 図  3 トレンチ 1 の北 SD03　埋土 1 層中 石製紡錘車 凝灰岩 21.0 37.0 11.0 228.0 
第 203 図  4 SD04　埋土 1 層 石鏃 安山岩 25.9 16.0 4.3 1.3 
第 203 図  5 SD04　埋土 1 層 石鏃 チャート 25.5 20.2 3.5 1.6 
第 203 図  6 ⅩⅨ A23　Ⅴ層 石鏃 チャート 23.6 12.5 3.2 0.6 
第 203 図  7 トレンチ 1 の北 扁平片刃石斧 石墨片岩 64.0 47.0 10.0 47.5 
第 203 図  8 ⅩⅨ B06 磨製石包丁 頁岩 37.5 37.5 4.0 7.2 
第 203 図  9 ⅩⅨ A20　Ⅲ層 石製紡錘車 滑石 17.0 28.0 9.0 4.8 

第 23 表　東條遺跡羽口炉体観察表（中世）

第 24 表　東條遺跡石器観察表（古代）

第２章　発掘調査の概要
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図版№ 写真№ 遺構名 取上げ№ 遺物名称 材　質
長　さ

（mm）
幅

（mm）
高　さ

（mm）
重　さ
( ｇ )

備　考

第 203 図 10 ⅩⅦ C14　古代検出面 臼玉 滑石 16.0 12.0 6.5 0.9 
第 203 図 11 ⅩⅨ G04　集中一括 G № 5- ⑦ 磨石 安山岩 99.0 79.0 44.5 414.0 
第 203 図 12 ⅩⅨ A14　Ⅲ層 凹石 安山岩 52.0 46.5 26.0 66.0 
第 203 図 13 ⅩⅦ E18　Ⅴ層 凹石 安山岩 70.0 57.0 39.0 114.5 
第 203 図 14 ⅩⅦ E19　Ⅴ層 凹石 安山岩 68.5 65.0 32.0 186.7 
第 203 図 15 ⅩⅦ E09　検出面 凹石 安山岩 86.0 75.0 48.0 290.3 

図版№ 写真№ 遺構名 取上げ№ 遺物名称 材　質
長　さ

（mm）
幅

（mm）
高　さ

（mm）
重　さ

(g)
備　考

第 275 図  1 SK1886　灰色粘土 凹石 溶岩 147.0 164.5 112.0 1743.7 
第 275 図  2 SK2131 軽石 軽石 73.0 64.0 39.0 58.8 
第 275 図  3 SK2770 砥石 凝灰岩 148.0 57.0 46.0 351.8 
第 275 図  4 PL109 SK2758 硯 砂泥互層岩 80.0 65.0 14.0 124.5 
第 275 図  5 PL109 ⅩⅦ G07 硯 砂泥互層岩 64.0 31.0 7.0 19.6 
第 275 図  6 SK1666 軽石 軽石 50.0 44.0 42.0 19.7 
第 275 図  7 PL109 SK1667　埋土 凹石 溶岩 117.0 106.5 70.0 586.0 
第 275 図  8 SK1735 臼 安山岩 165.0 58.5 51.0 281.1 
第 275 図  9 SK1741　（井戸） 臼 安山岩 264.5 139.0 73.0 2386.9 
第 275 図 10 SK1814 砥石 安山岩 246.0 89.0 74.0 2125.3 
第 275 図 11 PL109 SK1936 臼 安山岩 288.0 163.5 104.0 5118.1 ・残存率 1/2
第 275 図 12 SK2744 凹石 溶岩 180.0 132.0 85.0 1620.1 
第 275 図 13 SK2744　（井戸） 凹石 溶岩 79.0 72.0 58.0 327.3 
第 275 図 14 SK2745　古代井戸側礫内 凹石 溶岩 182.0 98.0 109.0 987.5 
第 275 図 15 SH13　№ 1 砥石 凝灰岩 94.0 40.0 40.0 185.5 
第 275 図 16 SH13 № 1 砥石 砂岩 102.0 86.0 49.5 393.6 
第 276 図  1 ⅩⅦ G04 凹石 安山岩 104.0 92.5 35.0 480.2 ・凹み有り
第 276 図  2 PL109 SK1680　北の礫 凹石 安山岩 149.5 105.5 90.0 1763.2 
第 276 図  3 ⅩⅦ B24 砥石 凝灰岩 136.0 43.0 37.0 301.8 
第 276 図  4 ⅩⅦ G21 砥石 凝灰岩 88.0 32.0 31.5 92.0 
第 276 図  5 ⅩⅦ G07 凹石 安山岩 91.0 85.5 48.0 462.6 
第 276 図  6 ⅩⅦ G24　調査区外 凹石 溶岩 88.0 86.5 58.0 487.5 
第 276 図  7 PL109 ⅩⅦ G11 硯（完形） 砂泥互層岩 49.0 30.0 5.5 15.9 
第 276 図  8 PL109 ⅩⅦ G04 № 3 硯（完形） 砂泥互層岩 75.0 36.5 10.0 46.6 
第 276 図  9 PL109 ⅩⅦ H16・G20 硯 砂泥互層岩 85.0 51.0 15.0 58.8 
第 276 図 10 PL109 ⅩⅦ C25 № 1 硯 砂泥互層岩 142.0 92.0 21.0 458.0 
第 276 図 11 ⅩⅦ G12　№ 1 管玉 緑色凝灰岩 23.0 10.0 10.0 3.8 
第 276 図 12 PL109 ⅩⅦ C25 五輪塔 凝灰質砂岩 258.0 259.0 178.0 13500.0 
第 276 図 13 PL109 ST21　黒色土 硯 ( 完形 ) 砂泥互層岩 82.0 73.0 25.0 280.2 
第 276 図 14 ST38　№ 7 トレンチ内 すり石 安山岩 110.0 90.0 32.0 510.0 ・拓本有り
第 276 図 15 SK1288 № 2 砥石 砂岩 219.5 105.0 73.0 2020.0 ・細粒砂岩　接合
第 276 図 16 SK1145 砥石 凝灰岩 86.0 46.0 26.0 144.0 
第 276 図 17 SX03　№ 1 臼 安山岩 219.0 145.0 124.0 4520.0 
第 276 図 18 SX11 № 1 凹石 溶岩 122.0 108.0 76.0 560.0 
第 276 図 19 SX11 凹石 溶岩 68.5 63.0 41.0 148.0 
第 277 図  1 PL109 SH08　6 層下部 硯 砂泥互層岩 105.0 65.0 20.0 174.9 ・模様有り
第 277 図  2 PL109 SD12-2 硯 砂泥互層岩 71.0 63.0 24.0 198.4 
第 277 図  3 SD24 軽石 軽石 95.5 78.5 46.0 93.9 
第 277 図  4 ⅩⅦ B　黒褐色土 軽石 軽石 73.0 61.0 21.0 24.9 
第 277 図  5 PL109 ⅩⅦ B　黄褐色砂礫層 硯 砂泥互層岩 107.0 79.0 21.0 288.3 
第 277 図  6 PL109 ⅩⅦ B　黒褐色土 硯 砂泥互層岩 135.0 99.0 27.0 345.0 
第 277 図  7 ⅩⅦ C01　Ⅵ層 砥石 凝灰岩 67.0 31.5 37.0 76.0 
第 277 図  8 PL109 ⅩⅦ C01　Ⅵ層 硯 砂泥互層岩 59.0 31.0 10.0 17.6 
第 277 図  9 ⅩⅦ C02 砥石 凝灰岩 141.0 38.0 34.0 220.6 
第 277 図 10 ⅩⅦ C02　屋敷 石№ 5 砥石 凝灰岩 100.0 46.5 51.5 350.0 
第 277 図 11 PL109 ⅩⅦ C02　屋敷Ⅲ層？ 臼 安山岩 333.5 185.0 110.0 9100.0 ・残存率 1/2
第 277 図 12 ⅩⅦ C02　Ⅴ層 凹石 溶岩 78.0 67.5 54.0 245.5 
第 277 図 13 PL109 ⅩⅦ C02　Ⅳ層下層　砂礫上面 硯 砂泥互層岩 107.0 88.0 18.0 316.0 
第 277 図 14 PL109 ⅩⅦ C02　屋敷№ 2 硯 砂岩 120.0 70.0 18.0 212.6 
第 277 図 15 ⅩⅦ C03　Ⅴ層 砥石 凝灰岩 93.0 37.0 28.0 143.2 ・4 面使用
第 277 図 16 ⅩⅦ C03　Ⅵ層 砥石 凝灰岩 49.0 42.0 11.0 30.1 
第 277 図 17 ⅩⅦ C07　Ⅴ層 砥石 凝灰岩 44.0 33.0 3.5 7.6 
第 277 図 18 ⅩⅦ C10　Ⅵ層 砥石 凝灰岩 88.0 34.0 40.0 136.5 
第 277 図 19 ⅩⅦ C10　Ⅵ層 砥石 凝灰岩 92.0 32.0 11.0 51.3 
第 277 図 20 PL109 ⅩⅦ C10　Ⅳ層 硯 砂泥互層岩 70.0 50.0 19.0 118.6 
第 277 図 21 ⅩⅦ C10　Ⅳ層 凹石 溶岩 70.0 65.0 52.0 208.5 
第 277 図 22 ⅩⅦ D06　Ⅵ層下部 凹石 溶岩 108.5 84.0 73.0 332.0 ・残存率 1/2
第 277 図 23 ⅩⅦ D11 石№ 1 凹石 溶岩 144.0 130.0 106.0 1350.0 
第 277 図 24 ⅩⅦ H13　Ⅵ層上面 臼玉 滑石 11.5 11.0 6.5 1.1 

第 25 表　東條遺跡石器観察表（中世）

第４節　東條遺跡の調査
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図版№ 写真№ 遺構名 取上げ№ 遺物名称 材　質
長　さ

（mm）
幅

（mm）
高　さ

（mm）
重　さ
（ｇ）

備　考

第 205 図  1 SB21 № 1 金具 銅 16.0 14.0 2.0 1.6 
第 205 図  2 SB21 № 1 金具 銅 15.0 13.0 1.0 0.6 
第 205 図  3 SB35　埋土 帯金具 銅 30.0 24.0 10.0 4.7 
第 205 図  4 SB39　埋土 № 162 耳環 鉄＋メッキ 28.0 26.0 7.0 18.0 
第 205 図  5 SB54 刀子 鉄 57.3 17.5 10.7 9.4 
第 205 図  5 SB54 刀子 鉄 33.3 3.0 9.7 4.4 
第 205 図  6 SB54 № 12 鎌 鉄 37.8 24.8 16.9 16.0 
第 205 図  6 SB54 № 12 鎌 鉄 152.3 42.5 20.0 110.7 
第 205 図  7 SB53 釘 鉄 25.0 13.8 13.1 3.2 
第 205 図  7 SB53 釘 鉄 55.2 14.2 17.7 10.7 
第 205 図  8 SB52 № 1 鏃？ 鉄 59.4 19.7 15.3 17.0 
第 205 図  8 SB52 № 1 鏃？ 鉄 16.9 11.1 10.8 2.1 
第 205 図  8 SB52 № 1 鏃？ 鉄 21.5 12.3 11.8 4.2 
第 205 図  8 SB52 № 1 鏃？ 鉄 30.0 11.9 10.9 3.8 
第 205 図  9 SB76 № 1 釣り針？ 鉄 32.0 14.0 13.2 4.7 
第 205 図  9 SB76 № 1 釣り針？ 鉄 25.5 13.0 11.0 4.0 
第 205 図  9 SB76 № 1 釣り針？ 鉄 23.5 10.0 10.0 2.6 
第 205 図  9 SB76 № 1 釣り針？ 鉄 42.5 13.6 10.3 7.0 
第 205 図  9 SB76 № 1 釣り針？ 鉄 26.2 12.8 11.5 4.7 
第 205 図  9 SB76 № 1 釣り針？ 鉄 42.0 12.0 11.5 5.6 
第 205 図 10 SB67　埋土 銀環 鉄＋メッキ 29.0 27.0 6.0 15.2 
第 205 図 11 SB78　古代 P3 内 刀子 鉄 39.2 15.4 10.4 4.0 
第 205 図 11 SB78　古代 P3 内 刀子 鉄 36.8 14.7 11.3 5.5 
第 205 図 11 SB78　古代 P3 内 刀子 鉄 36.5 11.5 8.5 3.1 
第 205 図 12 ST06　下溝埋土 鉄斧 鉄 127.0 73.0 47.0 443.0 
第 205 図 13 SD02　埋土Ⅰ層　TR4・3 の間 耳環 鉄 26.0 24.0 6.0 8.4 
第 205 図 14 ⅩⅦ H06 № 1 耳環 鉄＋メッキ 20.0 18.0 7.0 7.5 
第 205 図 15 ⅩⅦ D25　古代検出面 耳環 鉄 28.0 25.0 5.0 10.3 
第 205 図 16 ⅩⅨ B25　Ⅴ層埋土 B・№ 1- ② 楔？ 鉄 82.0 17.0 50.0 32.1 ・解読

図版№ 写真№ 遺構名 取上げ№ 遺物名称 材　質
長　さ

（mm）
幅

（mm）
高　さ

（mm）
重　さ
（ｇ）

備　考

第 279 図  1 SK2014 刀子 鉄 18.8 16.1 11.0 3.2 
第 279 図  1 SK2014 刀子 鉄 47.0 19.9 16.8 11.5 
第 279 図  1 SK2014 刀子 鉄 85.4 30.7 22.7 44.7 
第 279 図  2 SK2216 鉄滓？ 鉄 65.4 63.6 25.6 134.5 
第 279 図  2 SK2216 鉄滓？ 鉄 32.6 16.2 13.5 6.9 
第 279 図  3 SK2329 釘 鉄 67.0 7.0 6.0 11.7 
第 279 図  4 ⅩⅦ G08 釘 鉄 63.0 8.0 8.0 7.3 
第 279 図  5 ⅩⅦ G07 釘 鉄 62.8 8.4 6.3 3.9 
第 279 図  5 ⅩⅦ G07 釘 鉄 38.3 7.3 7.1 2.7 
第 279 図  6 ⅩⅦ C16 鉄製品 鉄 17.0 18.0 5.0 2.0 ・リング状
第 279 図  7 ⅩⅦ H01　礎石 ST37 鉄 48.2 46.5 18.7 41.3 
第 279 図  7 ⅩⅦ H01　礎石 ST37 鉄 33.9 21.3 15.3 7.3 
第 279 図  8 ST38　大型礎石建物検出面 釘 鉄 78.0 15.0 14.0 21.8 
第 279 図  9 ST38　S12 東側 1 層黄褐色土 釘 鉄 75.0 19.0 20.0 37.8 
第 279 図 10 ST38 № 4 釘 鉄 47.1 18.2 16.5 14.5 
第 279 図 10 ST38 № 4 釘 鉄 21.8 19.2 9.5 4.5 
第 279 図 10 ST38 № 4 釘 鉄 25.2 14.6 12.8 5.0 
第 279 図 11 ST38　トレンチ A1 層 釘 鉄 57.0 17.0 13.0 16.8 
第 279 図 12 ST38 № 35 刀子 鉄 47.2 24.5 13.2 9.6 
第 279 図 12 ST38 № 35 刀子 鉄 29.8 21.4 10.5 4.5 
第 279 図 13 SK2177 鉄板 鉄 69.9 34.7 21.7 45.3 
第 279 図 13 SK2177 鉄板 鉄 32.0 27.2 14.5 11.6 
第 279 図 14 SK2311 刀子 鉄 135.0 30.0 14.0 63.9 
第 279 図 15 SK1778 № 3 棒状 鉄 535.0 23.0 21.0 203.0 ・3 種類に分別
第 279 図 16 SK2744　井戸内部 金具 鉄 66.0 29.0 13.0 15.6 
第 279 図 17 SK2315　井戸 № 4 板状 鉄 137.0 59.0 8.0 177.4 
第 279 図 18 PL110 SK2315　井戸 № 1 刀子 鉄 300.0 29.1 9.7 101.1 
第 280 図  1 ⅩⅦ H11　SL1　砂礫畝埋土 釘 鉄 69.0 12.0 12.0 13.7 
第 280 図  2 SX13 内　礫層 刀子 鉄 64.0 27.0 23.0 34.7 
第 280 図  3 SH12　プレハブ側斜面 釘 鉄 75.0 16.0 15.0 25.1 
第 280 図  4 SH13 № 2 釘 鉄 62.0 18.0 15.0 16.2 
第 280 図  5 SH12 釘 鉄 61.4 21.0 17.6 23.5 
第 280 図  5 SH12 釘 鉄 18.5 11.9 9.7 2.5 
第 280 図  6 SH15　黒色礫埋め戻し 釘 鉄 50.0 5.0 4.0 3.0 
第 280 図  7 ⅩⅦ G03 釘 鉄 58.0 8.0 8.0 7.5 
第 280 図  8 ⅩⅦ G12 釘 鉄 82.0 18.0 14.0 27.1 
第 280 図  9 ⅩⅦ G11 釘 鉄 65.0 12.0 12.0 9.2 
第 280 図 10 ⅩⅦ H01 釘 鉄 76.0 15.0 13.0 21.1 
第 280 図 11 ⅩⅦ D21 釘 鉄 81.5 16.6 15.0 22.9 

第 26 表　東條遺跡金属観察表（古代）

第 27 表　東條遺跡金属観察表（中世）

第２章　発掘調査の概要
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図版№ 写真№ 遺構名 取上げ№ 遺物名称 材　質 長　さ 幅 高　さ
重　さ
（ｇ）

備　考

第 280 図 11 ⅩⅦ D21 釘 鉄 29.4 12.1 8.8 4.0 
第 280 図 12 ⅩⅦ H02 釘 鉄 122.0 10.0 9.0 18.8 
第 280 図 13 ⅩⅦ H01 № 3 釘 鉄 142.0 15.0 17.0 25.8 
第 280 図 14 中世第１検出面 № 95 釘 鉄 17.4 12.0 10.1 4.4 
第 280 図 14 中世第１検出面 № 95 釘 鉄 27.4 14.4 11.1 4.6 
第 280 図 14 中世第１検出面 № 95 釘 鉄 18.3 9.0 8.7 1.2 
第 280 図 15 ⅩⅦ H01 № 3・4 刀子 鉄 172.5 33.0 32.2 161.5 
第 280 図 15 ⅩⅦ H01 № 3・4 刀子 鉄 28.2 20.8 11.6 8.0 
第 280 図 16 ⅩⅦ C21 № 1 刀子？ 鉄 51.0 20.0 9.0 17.9 
第 280 図 17 ⅩⅦ H16　黒色土下げ 刀子 鉄 84.7 28.6 16.5 34.8 
第 280 図 17 ⅩⅦ H16　黒色土下げ 刀子 鉄 39.0 23.7 13.2 12.6 
第 280 図 17 ⅩⅦ H16　黒色土下げ 刀子 鉄 26.1 24.5 11.7 6.6 
第 280 図 18 ⅩⅦ H11 鎌 鉄 100.0 39.2 30.4 93.6 
第 280 図 18 ⅩⅦ H11 鎌 鉄 52.5 29.5 13.9 22.3 
第 280 図 19 ⅩⅦ B25 鎌 鉄 69.0 31.0 10.0 34.4 
第 280 図 20 SX11　ベルト内 鎌 鉄 39.8 29.6 11.8 12.5 
第 280 図 20 SX11　ベルト内 鎌 鉄 32.8 21.6 12.8 6.5 
第 280 図 20 SX11　ベルト内 鎌 鉄 14.4 11.5 9.9 1.7 
第 280 図 21 ⅩⅦ G12 はばき 銅 22.0 21.0 10.0 12.2 
第 280 図 22 ⅩⅦ G08 № 1 金具 鉄 38.0 11.0 6.0 3.2 
第 281 図  1 ⅩⅦ B18 楔 鉄 73.0 17.0 11.0 53.6 
第 281 図  2 ⅩⅦ G12 金具 鉄 43.0 35.4 19.8 31.0 
第 281 図  2 ⅩⅦ G12 金具 鉄 49.0 39.4 17.2 28.4 
第 281 図  3 ⅩⅦ H17　砂礫層 鉄板 鉄 37.9 27.0 12.4 10.4 
第 281 図  3 ⅩⅦ H17　砂礫層 鉄板 鉄 94.2 77.3 34.4 245.2 
第 281 図  4 ⅩⅦ G20 鉄滓 鉄 72.0 52.0 28.0 126.7 
第 281 図  5 SK767 釘 鉄 63.0 6.0 5.0 3.8 
第 281 図  6 ⅩⅦ B14　検出面 銅鏃 青銅 72.0 6.0 6.0 12.8 
第 281 図  7 ⅩⅦ C03　Ⅴ層 鉄製品 鉄 75.0 6.0 6.0 3.8 
第 281 図  8 ⅩⅦ C18 № 1 釘 鉄 58.0 13.0 13.0 19.4 
第 281 図  9 ⅩⅦ C02　Ⅴ層 釘 鉄 57.0 4.0 5.0 2.1 
第 281 図 10 ⅩⅦ C03　Ⅴ層 釘 鉄 114.0 6.0 5.0 10.5 
第 281 図 11 ⅩⅦ B10　Ⅴ層 短刀 鉄 242.0 25.0 7.0 70.2 
第 281 図 12 ⅩⅦ I06 鏃？ 鉄 56.0 21.0 18.0 26.3 
第 281 図 13 ⅩⅦ C02　Ⅱ～Ⅲ層 鎌？ 鉄 85.0 20.0 7.0 27.0 
第 281 図 14 PL109 ⅩⅦ B23　東西ベルト西トレ 鉄斧 鉄 182.5 69.4 47.0 673.4 
第 281 図 14 PL109 ⅩⅦ B23　東西ベルト西トレ 鉄斧 鉄 21.3 18.7 10.2 4.9 
第 281 図 15 ⅩⅦ C23 鎹 鉄 66.5 42.8 29.9 55.8 
第 281 図 15 ⅩⅦ C23 鎹 鉄 42.9 37.7 28.4 49.7 

図版№ 写真№ 遺構名 取上げ№ 遺物名称 材　質 残存率 銭貨名称 詳　細
第 282 図  1 PL110 SK1878 銭貨 銅銭 完形 至道元寳
第 282 図  2 PL110 SK1970 銭貨 銅銭 完形 政和通寶
第 282 図  3 PL110 SK2215 銭貨 銅銭 完形 元祐通寶
第 282 図  4 PL110 ⅩⅦ C16 銭貨 銅銭 完形 元祐通寶
第 282 図  5 PL110 ⅩⅦ G05 銭貨 銅銭 完形 開元通寶
第 282 図  6 PL110 ⅩⅦ G07 銭貨 銅銭 完形 咸淳元寶
第 282 図  7 PL110 ⅩⅦ G07 銭貨（裏面） 銅銭 完形 咸淳元寶
第 282 図  8 PL110 ⅩⅦ G12 銭貨 銅銭 一部欠損 治平元寶
第 282 図  9 PL110 ST37 銭貨 銅銭 完形 景祐元寳 ②塩野篆書
第 282 図 10 PL110 ST37 № 7 銭貨 銅銭 完形 元豊通寳
第 282 図 11 PL110 SK1826 № 6 銭貨 銅銭 完形 皇宋通寶
第 282 図 12 PL110 SH15 銭貨 銅銭 完形 元豊通寳
第 282 図 13 PL110 ⅩⅦ B18 銭貨 銅銭 完形 治平元寶
第 282 図 14 PL110 ⅩⅦ B19 № 1 銭貨 銅銭 完形 景徳元寶
第 282 図 15 PL110 ⅩⅦ B22 № 1 銭貨 銅銭 完形 祥符元寶
第 282 図 16 PL110 ⅩⅦ B23 銭貨 銅銭 完形 開元通寳
第 282 図 17 PL110 ⅩⅦ B23 銭貨（裏面） 銅銭 完形 開元通寳
第 282 図 18 PL110 ⅩⅦ B23 № 3 銭貨 銅銭 完形 聖宋元寶
第 282 図 19 PL110 ⅩⅦ B24 № 3 銭貨 銅銭 完形 政和通寳
第 282 図 20 PL110 ⅩⅦ G07 № 4 銭貨 銅銭 完形 唐国通寶
第 282 図 21 PL110 ⅩⅦ G07 銭貨 銅銭 完形 熈寧元寶
第 282 図 22 PL110 ⅩⅦ G11 銭貨 銅銭 完形 天聖元寶
第 282 図 23 PL110 ⅩⅦ G11 銭貨 銅銭 完形 元豊通寳
第 282 図 24 PL110 ⅩⅦ G12 銭貨 銅銭 完形 祥符通寳
第 282 図 25 PL110 ⅩⅦ G16 銭貨 銅銭 完形 皇宋通寶 ⑤塩野篆書
第 282 図 26 PL110 ⅩⅦ H01 № 2 銭貨 銅銭 完形 開元通寶
第 282 図 27 PL110 ⅩⅦ H01 № 1 銭貨 銅銭 完形 紹聖元寳
第 282 図 28 PL110 ⅩⅦ H02 № 1 銭貨 銅銭 完形 淳化元寳 （宋 990）
第 283 図  1 PL110 SK1001　検出面 銭貨 銅銭 完形 開元通寶 （裏有り）
第 283 図  2 PL110 SK1001　検出面 銭貨（裏面） 銅銭 完形 開元通寶 （裏有り）

第 28 表　東條遺跡銭貨観察表（中世）

第４節　東條遺跡の調査
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図版№ 写真№ 遺構名 取上げ№ 遺物名称 材　質 残存率 銭貨名称 詳　細
第 283 図  3 PL110 SH05 № 1 銭貨 銅銭 完形 至道元寶 ③塩野草書
第 283 図  4 PL110 SH05 銭貨 銅銭 完形 嘉祐通寶
第 283 図  5 PL110 SH05 № 2 銭貨 銅銭 完形 熈寧元寶
第 283 図  6 PL110 SH05 № 2 銭貨 銅銭 完形 熈寧元寶 ⑤大里篆書
第 283 図  7 PL110 SH05 № 2 銭貨 銅銭 完形 大観通寶
第 283 図  8 PL110 SH06　6 層下層 銭貨 銅銭 完形 祥符元寶
第 283 図  9 PL110 SH06 銭貨 銅銭 完形 天聖元寶
第 283 図 10 PL110 SH06　6 層下層 銭貨 銅銭 完形 元豊通寶 ③塩野篆書
第 283 図 11 PL110 SX05 銭貨 銅銭 完形 皇宋通寶
第 283 図 12 PL110 SX12 № 1 銭貨 銅銭 完形 永楽通寳
第 283 図 13 PL110 SD12　Ⅳ層礫砂層 銭貨 銅銭 完形 開元通寶
第 283 図 14 PL110 SD12　Ⅳ層礫砂層 銭貨 銅銭 完形 熈寧元寶
第 283 図 15 PL110 SD12　Ⅳ層礫砂層 銭貨 銅銭 完形 元祐通寶
第 283 図 16 PL110 SD12　Ⅳ層礫砂層 銭貨 銅銭 完形 咸淳元寶
第 283 図 17 PL110 SD12　Ⅳ層礫砂層 銭貨（裏面） 銅銭 完形 咸淳元寶
第 283 図 18 PL110 SD13 銭貨 銅銭 完形 景祐元寶
第 283 図 19 PL110 SD13 銭貨 銅銭 完形 治平元寶
第 283 図 20 PL110 ⅩⅥ W22 銭貨 銅銭 完形 景徳元寶 (1004)
第 283 図 21 PL110 ⅩⅥ W23　砂層 銭貨 銅銭 完形 開元通寳 (621)
第 283 図 22 PL110 ⅩⅦ B05　砂礫層 銭貨 銅銭 完形 元豊通寶
第 283 図 23 PL110 ⅩⅦ B05　砂礫中 銭貨 銅銭 完形 聖宋元寶
第 283 図 24 PL110 ⅩⅦ B15　黒色土 銭貨 銅銭 完形 政和通寶
第 283 図 25 PL110 ⅩⅦ C01　Ⅴ層 銭貨 銅銭 完形 祥符元寶
第 283 図 26 PL110 ⅩⅦ C01 銭貨 銅銭 完形 皇宋通寶
第 283 図 27 PL110 ⅩⅦ C01　Ⅵ層 銭貨 銅銭 完形 聖宋元寶
第 283 図 28 PL110 ⅩⅦ C02　Ⅵ層 銭貨 銅銭 完形 開元通寶 （裏有り）
第 283 図 29 PL110 ⅩⅦ C02　Ⅵ層 銭貨（裏面） 銅銭 完形 開元通寶 （裏有り）
第 283 図 30 PL110 ⅩⅦ C02　Ⅳ層砂礫 銭貨 銅銭 完形 咸平元寶
第 283 図 31 PL110 ⅩⅦ C02　屋敷 № 20 銭貨 銅銭 完形 元祐通寶
第 283 図 32 PL110 ⅩⅦ C02 WE サブトレ 砂層上面 銭貨 銅銭 完形 元符通寶
第 283 図 33 PL110 ⅩⅦ C06　礫群上面 銭貨 銅銭 完形 元豊通寶
第 283 図 34 PL110 ⅩⅦ C06 № 5 銭貨 銅銭 完形 元祐通寶
第 284 図 1 PL110 ⅩⅦ C06 № 5 銭貨 銅銭 完形 紹聖元寶
第 284 図 2 PL110 ⅩⅦ C07　 Ⅳ層上面 銭貨 銅銭 完形 開元通寳
第 284 図 3 PL110 ⅩⅦ C07　Ⅳ層 銭貨 銅銭 完形 皇宋通寶
第 284 図 4 PL110 ⅩⅦ C07　 Ⅳ層上面 銭貨 銅銭 完形 治平元寳
第 284 図 5 PL110 ⅩⅦ C07　Ⅴ層上面 銭貨 銅銭 完形 元豊通寶
第 284 図 6 PL110 ⅩⅦ C07 　Ⅳ層上面 銭貨 銅銭 完形 元祐通寳
第 284 図 7 PL110 ⅩⅦ C07　Ⅴ層上面 銭貨 銅銭 完形 元符通寶
第 284 図 8 PL110 ⅩⅦ C07 　Ⅳ層上面 銭貨 銅銭 完形 政和通寳 ④塩野篆書
第 284 図 9 PL110 ⅩⅦ C09　Ⅴ層 銭貨 銅銭 完形 皇宋通寶
第 284 図 10 PL110 ⅩⅦ C09　Ⅴ層 銭貨 銅銭 完形 紹聖元寶
第 284 図 11 PL110 ⅩⅦ C10　Ⅴ層 銭貨 銅銭 完形 元祐通寶
第 284 図 12 PL110 ⅩⅦ C11 井戸 4 石組み検出面 銭貨 銅銭 完形 熈寧元寶
第 284 図 13 PL110 ⅩⅦ C11　黒色土 銭貨 銅銭 完形 元豊通寶
第 284 図 14 PL110 ⅩⅦ C12 銭貨 銅銭 完形 太平通寶
第 284 図 15 PL110 ⅩⅦ C15 № 1 銭貨 銅銭 完形 治平通寶
第 284 図 16 PL110 ⅩⅦ C21 № 1 銭貨 銅銭 完形 開元通寳
第 284 図 17 PL110 ⅩⅦ C21 № 1 銭貨（裏面） 銅銭 完形 開元通寳
第 284 図 18 PL110 ⅩⅦ C24 銭貨 銅銭 完形 淳熈元寶
第 284 図 19 PL110 ⅩⅦ C 区 銭貨 銅銭 完形 景徳元寶
第 284 図 20 PL110 ⅩⅦ D06　Ⅳ層 銭貨 銅銭 完形 天禧通寶
第 284 図 21 PL110 ⅩⅦ D11　Ⅱ層 銭貨 銅銭 完形 元豊通寶
第 284 図 22 PL110 ⅩⅦ G03 № 4 銭貨 銅銭 完形 嘉祐元寶
第 284 図 23 PL110 ⅩⅦ G03　中世検出 銭貨 銅銭 完形 聖宋元寶
第 284 図 24 PL110 ⅩⅦ G03　サブトレ 銭貨 銅銭 完形 嘉定通寳
第 284 図 25 PL110 ⅩⅦ G07・G12　中世検出 銭貨 銅銭 完形 洪武通寳
第 284 図 26 PL110 ⅩⅦ G 区 銭貨 銅銭 完形 紹聖元寳
第 284 図 27 PL110 ⅩⅦ H13　Ⅵ層検出面 銭貨 銅銭 完形 洪武通寳 （1368)
第 284 図 28 PL110 ⅩⅦ H13　Ⅵ層検出面 銭貨（裏面） 銅銭 完形 洪武通寳 （1368)
第 284 図 29 PL110 ⅩⅦ C　撹乱 銭貨 銅銭 完形 乹元重寶 ( 唐 759)
第 284 図 30 PL110 表採 銭貨 銅銭 一部欠損 聖宋元寶
第 284 図 31 PL110 表採 銭貨 銅銭 一部欠損 宣和通寳

図版№ 写真№ 遺構名 分類群 遺物名称 器種等 出土層位
長さ口径
（cm）

幅底径
（cm）

厚さ器高
（cm）

樹　種 形態の特徴

第 205 図 17 ⅩⅨ B17・B22　SK85 その他 芯持材 丸太材 (29.3) 14.1 10.8 カエデ属 丸材　平底
第 205 図 18 PL80 ⅩⅦ　SK85 施設材 部材 井戸 (31.7) 9.2 2.0 モミ属 井戸枠転用
第 205 図 19 PL80 ⅩⅦ　SK85 施設材 部材 井戸 (30.9) 14.6 2.5 モミ属 井戸枠転用
第 205 図 20 ⅩⅦ H09　SK714 建築部材 柱根 (33.5) 9.3 9.3 オニグルミ 丸木材　

第 29 表　東條遺跡木器観察表（古代）

第２章　発掘調査の概要
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図版№ 写真№ 遺構名 分類群 遺物名称 器種等 出土層位
長さ口径
（cm）

幅底径
（cm）

厚さ器高
（cm）

樹　種 形態の特徴

第 285 図  1 PL111 SK1886( 水溜 ) 施設材 井戸 曲物 47.0 18.0 0.5 ﾋﾉｷ 厚め
第 285 図  2 SK1704 建築部材 芯持ち材 柱根 立位 (34.0) 12.6 11.3 ｸﾘ 角材平底
第 285 図  3 SK1726 建築部材 芯持ち材 柱根 立位 (38.0) 15.2 13.9 ｺﾅﾗ属ｺﾅﾗ節 丸木材鋭角
第 285 図  4 SK1706 建築部材 芯持ち材 柱根 立位 (43.0) 27.0 24.0 ﾓﾓ 角材平底
第 285 図  5 PL111 SK1741 容器 底板 曲物 (11.0) (7.0) 0.5 ﾋﾉｷ 底板側板
第 285 図  6 PL111 SK1741 祭祀具 木簡「迷故三」笹塔婆 Ⅴ層 14.6 2.5 0.3 圭頭状
第 285 図  7 SK1844 服飾具 履物 下駄 (17.5) 9.4 1.2 ｹﾔｷ 連歯下駄
第 285 図  8 SK2315 容器 底板 曲物 掘方 (18.4) (7.2) 0.8 ﾋﾉｷ
第 285 図  9 SK2315 容器 底板 曲物 4 層 (8.8) (4.2) 0.3 ｽｷﾞ
第 286 図  1 SK2315 容器 漆製品 底蓋板 23.6 9.6 1.2 ｻﾜﾗ 板材
第 286 図  2 PL111 SK2315 調理加工具 杓子 杓子 Ⅳ層 27.5 6.9 0.6 ﾋﾉｷ
第 286 図  3 SK2315 用途不明品 棒状製品 さいばし状 Ⅱ層 26.0 0.8 0.8 ﾋﾉｷ さいばし状 ( 棒状 )
第 286 図  4 PL111 SK2315 軽量具 木簡 半堀全層③ (23.6) (2.1) 0.2 ｽｷﾞ 薄板状
第 286 図  5 SK2315 用途不明品 屑材 掘方 (6.4) (1.3) 0.9 ﾂｶﾞ属 板状
第 286 図  6 SK2315 容器 漆器 皿 9.3 7.7 1.0 ｶﾂﾗ

第 286 図  7 SK2315 容器 漆器 椀
掘方 8 段
目石

― ― (1.8) ｹﾔｷ

第 286 図  8 SK2315 その他 削片 燃えさし Ⅱ～Ⅳ層 8.7 0.9 0.3 ﾏﾂ属複維管束
亜属 棒状

第 286 図  9 SK2744 工具 刃子漆塗り柄
付き 刃子柄付き 3 層下部 5.4 3.2 1.3 ﾓｸﾚﾝ属

第 286 図 10 SK2744 容器 漆器 椀 埋土 ― <6.0> (1.5) ｶﾂﾗ属 高台付 ( 高い )
第 286 図 11 SK2744 容器 釣瓶 (18.1) (5.4) 1.3 ﾋﾉｷ 板材

第 286 図 12 PL111 SK2744 容器 釣瓶
<16.8>

6.4
<20.8>

20.4
1.8
1.6

ｻﾜﾗ 板材

第 286 図 13 PL111 SK2744 用途不明品 掛け具？ 掛け具？ (8.2) 2.1 2.2 ﾏﾂ属複維管束
亜属 五本木

第 286 図 14 SK2744 容器 側板 曲物 最下層 (14.0) (2.5) 0.3 ﾋﾉｷ科
第 286 図 15 SK2745 容器 側板 曲物 (71.3) (13.3) 0.3 ﾋﾉｷ 薄板状
第 286 図 16 PL111 SK2745 容器 かご (39.0) 13.7 13.5 ﾋﾉｷ 網代状
第 287 図  1 ST12 建築部材 芯持ち材 柱根 (21.8) 12.3 11.5 ｱｽﾅﾛ 角材鈍角
第 287 図  2 SK741 建築部材 芯持ち材 柱根 立位 (44.8) 10.2 10.8 ｸﾘ 角材鋭角
第 287 図  3 SK744 建築部材 芯持ち材 杭 立位 (35.0) 6.0 5.5 ﾏﾝｻｸ 丸木材鋭角
第 287 図  4 ST55（旧 SK748） 建築部材 芯持ち材 柱根 立位 (22.0) 7.6 6.8 ｸﾘ 角材鈍角
第 287 図  5 PL111 SK749 建築部材 分割材 杭状 (59.0) 9.0 3.2 ｽｷﾞ 板材
第 287 図  6 SK760 建築部材 分割材 杭状 (26,0) 2.0 1.5 ｽｷﾞ 角柱材鋭角
第 287 図  7 ST55（旧 SK772） 建築部材 芯持ち材 柱根 立位 (16.3) 13.7 12.7 ｶｷﾉｷ属 丸木材
第 287 図  8 ST55（旧 SK772） 建築部材 分割材 立位 (22.0) 14.9 13.7 ｸﾘ
第 287 図  9 SK758 容器 漆器 椀 埋土 ― <7.8> 1.8 ｸﾘ 高台付
第 287 図 10 SK774 建築部材 芯持ち材 立位 (22.0) 9.0 9.0 ｸﾘ 丸木材鈍角
第 287 図 11 ST55（旧 SK775） 建築部材 芯持ち材 柱根 立位 44.8 9.8 9.8 ｶﾂﾗ属 丸木材鈍角
第 287 図 12 SK777 建築部材 芯持ち材 柱根 立位 (22.0) 12.8 10.5 ｶｴﾃﾞ属 丸木材鈍角平底
第 287 図 13 PL111 SK777 容器 蓋 曲物 12.8 (10.0) 0.6 ﾋﾉｷ
第 288 図  1 SK778 建築部材 芯持ち材 杭 立位 (54.0) 9.7 7.7 ｸﾘ 丸木材平底
第 288 図  2 SK780 建築部材 芯持ち材 杭 立位 (35.1) 4.3 4.0 ｹﾔｷ 丸木材鋭角
第 288 図  3 SK781 容器 漆器 椀蓋 埋土 ― 6.4 (3.8) ｹﾔｷ 高台痕底部楕円
第 288 図  4 ST55（旧 SK782） 建築部材 芯持ち材 柱根 立位 (19.8) 8.0 7.4 ｶｴﾃﾞ属 丸木材鈍角
第 288 図  5 SK785 容器 底板 曲物 (16.4) (10.8) 0.6 ｻﾜﾗ
第 288 図  6 SK786 容器 漆器 椀 埋土 12.8 6.0 2.2 ﾌﾞﾅ属 高台付
第 288 図  7 SK791 用途不明品 板状製品 (11.3) (5.0) 0.7 ｽｷﾞ 板材
第 288 図  8 ST55（旧 SK795） 建築部材 芯持ち材 杭 立位 (45.5) 11.2 8.1 ｸﾘ 丸木材鋭角
第 288 図  9 SK802 建築部材 芯持ち材 柱根 立位 (32.4) 10.5 9.3 ｺﾅﾗ属ｺﾅﾗ節 丸木材鈍角
第 288 図 10 SK803 容器 漆器 椀 埋土 <12.2> <6.8> 3.0 ﾌﾞﾅ属 高台付
第 288 図 11 PL111 SK813 建築部材 分割材 杭 立位 (27.5) 4.2 1.8 ｽｷﾞ 角柱材鋭角
第 288 図 12 PL111 SK814 建築部材 分割材 杭状 立位 (29.0) 1.8 1.8 ｽｷﾞ 角柱材鋭角
第 288 図 13 PL111 SK815 建築部材 分割材 杭状 立位 (26.0) 1.8 1.5 ｽｷﾞ 角柱材鋭角
第 288 図 14 SK821 建築部材 分割材 杭 立位 (22.5) 6.7 5.9 ﾌﾞﾅ属 角材鋭角
第 288 図 15 SK822 建築部材 芯持ち材 柱根 立位 (33.5) 10.3 8.3 ｸﾘ 丸木材鋭角
第 288 図 16 ST55（旧 SK824） 建築部材 芯持ち材 柱根 立位 (26.3) 9.5 9.8 ｸﾘ 丸木材鈍角
第 288 図 17 SK825 建築部材 芯持ち材 柱根 立位 (24.3) 11.8 13.0 ﾇﾙﾃﾞ 丸木材鈍角
第 288 図 18 SK828 建築部材 芯持ち材 柱根 立位 (23.4) 8.7 7.8 ｸﾘ 丸木材鈍角
第 289 図  1 SK829 建築部材 芯持ち材 柱根 立位 (43.7) 8.7 7.2 ｶｴﾃﾞ属 丸木材鋭角
第 289 図  2 PL111 SK844 用途不明品 その他 小刀の柄 埋土 5.5 3.9 0.6 ﾋﾉｷ
第 289 図  3 SK844 容器 側板 曲物 10.8 (3.8) 0.4 ﾋﾉｷ
第 289 図  4 SK844 容器 側板 曲物 (27.7) (4.3) 0.2 ﾋﾉｷ
第 289 図  5 SK844 容器 底板 曲物 Ⅶ層 10.5 (4.4) 0.4 ｻﾜﾗ
第 289 図  6 SK844 容器 側板 曲物 Ⅳ層 (9.8) (4.8) 0.3 ﾋﾉｷ
第 289 図  7 SK844 容器 漆器 椀 埋土 ― <6.6> (2.4) ｺﾅﾗ属ｺﾅﾗ節 高台痕
第 289 図  8 SK844 容器 漆器 皿 埋土 9.2 7.5 1.1 ｸﾘ 底部削り痕
第 289 図  9 SK844 容器 漆器 椀 埋土Ⅲ層 12.4 6.6 3.6 ｺﾅﾗ属ｺﾅﾗ節 高台痕
第 289 図 10 PL111 SK844 服飾具 履物 下駄 Ⅱ層 20.8 9.5 1.4 ハリギリ 連歯下駄
第 289 図 11 SK844 食事具 箸 埋土 17.5 0.5 0.4 はし
第 289 図 12 SK844 食事具 箸 Ⅳ層 (16.7) 0.7 0.4 はし

第 30 表　東條遺跡木器観察表（中世）

第４節　東條遺跡の調査



− 258 −

図版№ 写真№ 遺構名 分類群 遺物名称 器種等 出土層位
長さ口径
（cm）

幅底径
（cm）

厚さ器高
（cm）

樹　種 形態の特徴

第 289 図 13 SK844 食事具 箸 18.0 0.7 0.5 ﾋﾉｷ はし

第 289 図 14 SK844 その他 削片 燃えさし Ⅰ層 9.3 0.5 0.4 ﾏﾂ属複維管束
亜属 棒状

第 289 図 15 PL111 SK844 用途不明品 その他 筒状 Ⅳ層 (5.7) 1.0 0.9 ｳﾂｷﾞ属 筒状
第 289 図 16 PL111 SK844 用途不明品 形代？ 琴柱形 6.5 1.9 0.5 ｻﾜﾗ
第 289 図 17 PL111 SK844 用途不明品 加工材 残材 2.5 4.2 2.1 ｽｷﾞ 積木状
第 289 図 18 SK844 食事具 折敷？ Ⅱ層 (9.3) (4.7) 0.9 ﾋﾉｷ
第 289 図 19 SK844 不明 部材 残材 Ⅳ層 (2.6) 3.4 3.2 ﾋﾉｷ
第 289 図 20 SK875 建築部材 芯持ち材 柱根 立位 (41.3) 5.7 5.2 ﾌﾞﾅ属 丸木材鈍角
第 289 図 21 SK925 建築部材 芯持ち材 柱根 立位 (47.3) 9.6 7.2 ｸﾘ 丸木材鋭角

第 290 図  1 SK880 建築部材 芯持ち材 柱根 立位 (26.2) 8.7 8.3 ﾏﾂ属複維管束
亜属 丸木材鋭角

第 290 図  2 SK887 建築部材 芯持ち材 杭 立位 (28.0) 5.4 5.0 ｸﾘ 丸木材鋭角
第 290 図  3 SK923 建築部材 分割材 柱根 立位 (39.5) 13.3 11.5 ﾂｶﾞ属 角材平底
第 290 図  4 SK934 建築部材 芯持ち材 柱根 立位 (51.0) 11.3 10.8 ﾏﾂ属 丸木材鈍角
第 290 図  5 SK940 建築部材 芯持ち材 柱根 (23.0) 11.8 10.4 ミツバウツギ 丸木材鋭角
第 290 図  6 SK951 容器 漆器 椀 ― ― (5.6) ｸﾘ 高台付
第 290 図  7 PL111 SK963 建築部材 芯持ち材 柱根 立位 (36.0) 14.6 12.2 ﾂｶﾞ属 角材平底
第 290 図  8 SK970 容器 底板 曲物 (8.5) (6.4) 0.4 ﾋﾉｷ
第 290 図  9 PL112 SK1111 用途不明品 棒状製品 加工のある材 (4.8) 2.3 2.2 ｸﾘ 棒状
第 290 図 10 SK974 建築部材 分割材 杭 立位 (52.6) 4.4 3.2 ﾂｶﾞ属 角材
第 290 図 11 PL112 SK1100 建築部材 分割材 柱根 立位 (60.2) 13.0 6.6 ﾋﾉｷ 角材平底
第 290 図 12 SK1145 建築部材 芯持ち材 柱根 立位 (26.0) 7.8 6.7 ﾌﾞﾅ属 丸角材
第 291 図  1 SK1147 建築部材 芯持ち材 柱根 立位 (45.2) 11.0 9.8 ﾋﾉｷ 丸木材平底
第 291 図  2 SK1175 建築部材 芯持ち材 柱根 立位 (61.0) 13.0 12.1 ﾋﾉｷ科 丸木材鈍角
第 291 図  3 SK1178 建築部材 芯持ち材 柱根 立位 (39.8) 12.8 11.8 ｸﾘ 丸木材鋭角
第 291 図  4 SK1192 建築部材 芯持ち材 柱根 立位 (44.0) 14.7 12.0 ﾂｶﾞ属 丸木材平底
第 291 図  5 SK1192 建築部材 芯持ち材 柱根 立位 (26.0) 8.4 6.4 ﾌﾞﾅ属 丸木材鋭角
第 291 図  6 PL112 SK1196 建築部材 分割材 柱根 立位 (39.0) 13.7 13.5 ｸﾘ 角材平底
第 291 図  7 SK1123 工具 柄 下部層 (10.2) 2.9 1.7 ｻﾜﾗ
第 291 図  8 SK1123 工具 刀子鞘 刀子さや (14.6) 2.2 0.7 ｻﾜﾗ
第 291 図  9 SK1123 祭祀具 形代 ( 刀子） 刀子形 下部層 (9.6) (2.4) 0.8 ｻﾜﾗ 刀形
第 291 図 10 SK1123 容器 側板 曲物 28.0 (1.2) ― ﾋﾉｷ
第 291 図 11 SK1123 容器 底板 曲物 下部層 (16.0) (4.0) 0.7 ｻﾜﾗ
第 291 図 12 SK1123 容器 側板 曲物 (37.4) (3.4) 0.3 ﾋﾉｷ
第 291 図 13 SK1123 容器 側板 曲物 中層部① (20.6) (3.2) 0.4 ﾋﾉｷ
第 291 図 14 SK1123 容器 側板 曲物 (56.1) (3.8) 0.8 ｽｷﾞ 板状
第 291 図 15 SK1123 容器 挽物 皿 埋土 2･3 層 9.4 7.4 2.4 ｸり
第 291 図 16 SK1123 容器 白木 皿 埋土 2･3 層 ― 6.8 (0.6) ﾌﾞﾅ属
第 291 図 17 SK1123 容器 白木 皿 9.6 7.2 1.1 ﾌﾞﾅ属
第 292 図  1 SK1123 容器 底板 曲物 下部層 (34.2) (6.4) 1.0 ﾋﾉｷ 板状
第 292 図  2 SK1123 容器 側板 曲物 埋土 4 層 15.2 (3.8) 0.2 ｻﾜﾗ 木札状
第 292 図  3 SK1123 容器 側板 曲物 3 層 (15.2) (3.8) 0.1 ｻﾜﾗ 薄板状
第 292 図  4 SK1123 容器 漆器 椀 13.4 <7.4> 6.6 ｸり 高台付
第 292 図  5 SK1123 容器 漆器 皿 下部層 <8.6> <6.8> 0.9 ｸり
第 292 図  6 SK1123 容器 漆器 皿 埋土 2･3 層 9.2 7.0 1.4 ｸり
第 292 図  7 SK1123 容器 漆器 皿 <9.8> <8.0> 1.2 ｸり
第 292 図  8 SK1123 用途不明品 加工材 折敷？ 埋土Ⅳ層 (9.2) 3.0 0.8 ﾋﾉｷ 板状
第 292 図  9 SK1123 容器 漆器 椀 埋土中層 ― <7.3> (3.4) ｹﾔｷ 高台付
第 292 図 10 SK1123 用途不明品 加工材 折敷？ 埋土中層 3.0 (5.1) 0.8 ﾋﾉｷ科 板状
第 292 図 11 SK1123 食事具 箸 埋土中層 21.5 0.7 0.4 はし
第 292 図 12 SK1123 食事具 箸 埋土中層 20.0 0.7 0.4 はし
第 292 図 13 SK1123 食事具 箸 埋土中層 (23.0) 0.8 0.4 ｽｷﾞ 板状 2
第 292 図 14 SK1123 食事具 箸 埋土中層 19.5 0.8 0.5 ｽｷﾞ はし
第 292 図 15 SK1123 食事具 箸 埋土中層 16.5 0.8 0.5 ｽｷﾞ はし
第 292 図 16 SK1123 食事具 箸 埋土中層 21.0 0.5 0.4 ｽｷﾞ はし 1
第 292 図 17 SK1123 食事具 箸 埋土中層 18.8 0.4 0.4 ｽｷﾞ はし
第 292 図 18 SK1123 食事具 箸 埋土中層 (19.4) 0.7 0.3 ｽｷﾞ はし
第 292 図 19 SK1123 食事具 箸 埋土中層 19.0 0.6 0.5 ｽｷﾞ はし
第 292 図 20 SK1123 食事具 箸 埋土中層 (19.5) 0.9 0.3 ﾂｶﾞ属 はし ( 板状）
第 292 図 21 SK1123 食事具 箸 Ⅲ層 18.0 0.7 0.4 ｽｷﾞ はし
第 292 図 22 SK1123 食事具 箸 下層部 (19.5) 0.5 0.2 ﾋﾉｷ はし 2
第 292 図 23 SK1123 食事具 箸 Ⅲ層 20.0 0.6 0.6 ｽｷﾞ はし
第 292 図 24 SK1123 食事具 箸 Ⅲ層 18.7 0.7 0.6 ｽｷﾞ はし
第 292 図 25 SK1123 食事具 箸 下層部 23.0 0.5 0.6 ｻﾜﾗ はし 2
第 292 図 26 SK1123 食事具 箸 下層部 20.0 0.6 0.6 ｽｷﾞ はし 2
第 292 図 27 SK1123 食事具 箸 下層部 22.0 0.6 0.2 ﾋﾉｷ はし 1( 薄板 )
第 292 図 28 SK1123 食事具 箸 下層部 (18.0) 0.6 0.4 ﾓﾐ属 はし
第 292 図 29 SK1123 用途不明品 棒状製品 不明 下層部 (12.0) 0.6 0.7 ｽｷﾞ はし ( さいばし状 )
第 293 図  1 SK1123 服飾具 履物 下駄 埋土中層 (17.3) (9.8) 1.1 ｵﾆｸﾞﾙﾐ
第 293 図  2 PL112 SK1123 服飾具 櫛 横櫛 4 層 (3.5) 3.5 1.0 ｲｽﾉｷ
第 293 図  3 PL112 SK1123 埋葬具 ･ 葬具 塔婆 埋土中層 (8.6) (4.2) 0.4 ｻﾜﾗ 圭頭状

第 293 図  4 PL112 SK1123 祭祀具 形代？ 不明 埋土Ⅳ層 18.9 1.8 1.2 ﾏﾂ属複維管束
亜属　軸ｻﾜﾗ

第 293 図  5 PL112 SK1123 祭祀具 形代 不明 埋土中層 14.3 4.0 0.5 ｻﾜﾗ

第２章　発掘調査の概要
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図版№ 写真№ 遺構名 分類群 遺物名称 器種等 出土層位
長さ口径
（cm）

幅底径
（cm）

厚さ器高
（cm）

樹　種 形態の特徴

第 293 図  6 PL112 SK1123 祭祀具 形代 不明 下部層 14.1 5.3 0.3 ｻﾜﾗ
第 293 図  7 SK1123 祭祀具 形代 不明 下部層 (13.0) (1.4) 0.3 ﾓﾐ属 薄板状
第 293 図  8 SK1123 祭祀具 形代 不明 中層部① (15.7) (1.6) 0.7 ｻﾜﾗ
第 293 図  9 PL112 SK1123 用途不明品 板状製品 竹とんぼ状 下部層 14.3 2.2 0.4 ｻﾜﾗ

第 293 図 10 PL112 SK1123 その他 削片 燃えさし 下部層 10.8 1.0 0.5 ﾏﾂ属複維管束
亜属 棒状

第 293 図 11 SK1123 その他 削片 燃えさし 下部層 10.3 1..8 2.2 ﾏﾂ属複維管束
亜属 棒状

第 293 図 12 SK1123 用途不明品 棒状製品 不明 下部層 (16.0) 1.1 0.7 ｽｷﾞ 棒状木製品
第 293 図 13 SK1123 用途不明品 屑 残材 中層部① (17.3) 1.4 0.5 ｽｷﾞ 丸半に裂いた残材
第 293 図 14 SK1123 用途不明品 棒状製品 不明 下部層 50.2 (2.4) 1.3 ｽｷﾞ 角柱
第 293 図 15 SK1123 用途不明品 板状製品 不明 埋土Ⅳ層 (6.2) 6.4 0.7 ｻﾜﾗ 板状
第 293 図 16 SK1123 容器 結合補助具 樹皮製品 (2.0) (2.1) (0.8)
第 293 図 17 PL112 SK1123 用途不明品 加工材 残材 中層部 5.7 7.5 2.5 ﾋﾉｷ 積木状
第 293 図 18 SK1123 施設材 井戸 側板材 (9.9) 13.6 0.7 ﾓﾐ属
第 294 図  1 PL112 SK1123 施設材 井戸 根太材 93.2 6.4 4.7 ﾂｶﾞ属 角材
第 294 図  2 PL112 SK1123 施設材 井戸 根太材 92.5 8.5 4.1 ﾂｶﾞ属 板材
第 294 図  3 PL112 SK1123 施設材 井戸 根太材 92.3 7.3 4.4 ﾂｶﾞ属 角材
第 294 図  4 PL112 SK1123 施設材 井戸 根太材 93.6 7.7 3.5 ﾂｶﾞ属 角材
第 295 図  1 SK1199 建築部材 分割材 柱根 立位 (14.3) 14.3 13.6 ｸり 角材平底
第 295 図  2 SK1316 建築部材 芯持ち材 柱根 立位 (39.0) 7.4 6.5 ｸり 丸木材平底
第 295 図  3 SK1320 建築部材 芯持ち材 柱根 立位 (48.8) 9.7 8.8 ﾓﾐ属 丸木材鈍角
第 295 図  4 SK1320 建築部材 杭 立位 (18.0) 2.3 1.5 角材鋭角
第 295 図  5 SK1322 建築部材 分割材 柱根 立位 (25.0) 3.7 1.6 ﾂｶﾞ属 角材平底
第 295 図  6 PL112 SK1317( 水溜 ) 施設材 井戸 曲物 39.0 20.0 0.4 ﾋﾉｷ科 二重の側板
第 295 図  7 PL112 SK1317 日用品 円形木製品 栓？ 2.2 6.6 6.4 ｺﾅﾗ属ｺﾅﾗ節 積木状
第 295 図  8 PL112 SK1317 容器 底板 曲物 埋土 9.0 (4.1) (0.2) ﾋﾉｷ 底板
第 295 図  9 SK1324 建築部材 芯持ち材 柱根 立位 (35.5) 8.9 5.1 ｺﾅﾗ属ｺﾅﾗ節 丸木材鋭角
第 295 図 10 SK1328 建築部材 芯持ち材 柱根 立位 (45.3) 10.7 9.2 ｲﾇｼｴ or ｱｻﾀﾞ 丸木材鋭角
第 295 図 11 PL112 SK1329 建築部材 芯持ち材 柱根 立位 (47.0) 10.4 9.8 ﾓﾐ属 丸木材鋭角
第 295 図 12 SK1331 建築部材 芯持ち材 柱根 立位 (16.0) 8.4 7.4 ﾓｸﾚﾝ属 丸木材平底
第 295 図 13 SK1331 建築部材 芯持ち材 柱根 立位 (35.4) 11.0 9.0 ｶﾂﾗ属 丸木材鈍角
第 295 図 14 SK1337 建築部材 芯持ち材 柱根 立位 (26.8) 8.3 6.9 ｸり 角材鈍角
第 296 図  1 SK1334 建築部材 芯持ち材 柱根 立位 (19.0) 9.0 8.2 ｸり 丸木材平底
第 296 図  2 SK1339 建築部材 芯持ち材 柱根 立位 (69.0) 10.5 8.3 ﾊｼﾊﾞﾐ属 丸木材鋭角
第 296 図  3 SK1340 建築部材 芯持ち材 柱根 立位 (57.5) 10.2 9.0 ｻｸﾗ属 丸木材鈍角
第 296 図  4 SK1343 不明品 棒状 角柱 9.2 (5.7) 3.0 ｽｷﾞ 角柱状
第 296 図  5 SK1346 建築部材 芯持ち材 柱根 立位 (57.5) 8.0 6.0 ｸり 丸木材鈍角
第 296 図  6 PL112 SK1347 建築部材 芯持ち材 柱根 立位 (44.4) 11.3 9.2 ﾓﾐ属 丸木材鈍角
第 296 図  7 PL112 SK1349 建築部材 分割材 柱根 立位 (38.0) 11.8 11.2 ﾊﾘｷﾞﾘ 角材平底
第 296 図  8 SK1349 建築部材 分割材 柱根 立位 (15.3) 6.5 4.5 ﾊﾘｷﾞﾘ 角材平底
第 296 図  9 SK1350 建築部材 分割材 柱根 立位 (25.5) 12.0 8.2 ｺﾅﾗ属ｺﾅﾗ節 角材平底
第 296 図 10 SK1351 建築部材 芯持ち材 柱根 立位 (23.0) 8.0 6.7 ｸり 丸木材平底
第 296 図 11 PL113 SK1355 建築部材 分割材 柱根 立位 (33.3) 15.1 14.5 ｸり 角材平底
第 296 図 12 SK1360 建築部材 芯持ち材 柱根 立位 (24.3) 8.6 7.2 ｸり 丸木材平底
第 297 図  1 SK1356 建築部材 芯持ち材 柱根 立位 (58.5) 16.3 13.2 ﾂｶﾞ属 丸半鈍角
第 297 図  2 PL113 SK1357 建築部材 分割材 柱根 立位 (49.0) 14.0 7.7 ﾋﾉｷ科 角材鈍角
第 297 図  3 SK1363 建築部材 芯持ち材 柱根 立位 (31.0) 8.7 8.3 ｺﾅﾗ属ｺﾅﾗ節 丸木材鈍角
第 297 図  4 SK1364 建築部材 芯持ち材 柱根 立位 (47.0) 12.5 10.0 ｷﾊﾀﾞ 角材鈍角
第 297 図  5 SK1367 建築部材 芯持ち材 柱根 立位 (29.5) 9.8 7.1 ﾋﾉｷ科 丸木材鋭角
第 297 図  6 SK1370 建築部材 芯持ち材 柱根 立位 (59.0) 11.3 10.0 ｱｽﾅﾛ 角材平底
第 297 図  7 SK1375 建築部材 芯持ち材 柱根 立位 (37.0) 12.0 10.2 ｷﾊﾀﾞ 角材鈍角
第 297 図  8 SK1378 建築部材 分割材 柱根 立位 (35.8) 5.0 3.5 ﾓﾐ属 角材鋭角
第 297 図  9 SK1388 建築部材 芯持ち材 杭 立位 (37.0) 7.2 6.9 ﾌﾞﾅ属 丸木材鋭角
第 297 図 10 SK1389 建築部材 芯持ち材 柱根 立位 (20.8) 7.3 6.7 ﾔﾅｷﾞ属 丸木材鈍角

第 297 図 11 PL113 SK1396 建築部材 芯持ち材 柱根 立位 (40.0) 10.0 10.0 ﾏﾂ属複維管束
亜属 丸木材平底

第 297 図 12 SK1402 建築部材 芯持ち材 柱根 立位 (36.0) 15.8 14.0 ﾓﾐ属 やや角材
第 298 図  1 SK1400( 水溜 ) 施設材 井戸 曲物 埋設 46.0 20.0 0.6 ﾋﾉｷ
第 298 図  2 SK1400 服飾具 櫛 横櫛 12.4 3.8 0.9 ｲｽﾉｷ
第 298 図  3 SK1400 施設材 井戸 根太材 68.6 5.5 6.4 ﾓﾐ属 角材
第 298 図  4 SK1400 施設材 井戸 側板材 (29.1) 7.5 0.6 ﾓﾐ属
第 298 図  5 PL113 SK1400 祭祀具 板状製品 絵馬状木製品 12.3 6.6 0.4 ｻﾜﾗ
第 298 図  6 SK1400 用途不明品 加工材 板材 (41.2) 14.9 0.9 ﾓﾐ属 板材
第 298 図  7 SK1400 施設材 井戸 井戸側 (51.8) 13.9 0.7 ﾓﾐ属 板材
第 298 図  8 SK1400 施設材 井戸 根太材 68.8 7.6 4.4 ﾓﾐ属 角材
第 298 図  9 SK1401 建築部材 棒状 立位 (23.2) 7.0 3.3 丸半
第 299 図  1 SK1406 建築部材 分割材 柱根 立位 (45.0) 12.3 7.8 ｸﾘ 角材平底
第 299 図  2 PL113 SK1420 容器 底板 曲物 14.2 13.9 1.0 ｻﾜﾗ 木釘付
第 299 図  3 PL113 SK1420 容器 底板 曲物 11.6 11.5 0.6 ﾋﾉｷ
第 299 図  4 SK1420 容器 底板 曲物 検出面 12.7 (5.9) 1.1 ﾋﾉｷ
第 299 図  5 SK1420 用途不明品 加工材 竹材 (6.3) 1.2 0.2 竹材
第 299 図  6 PL113 SK1605 建築部材 芯持ち材 柱根 立位 (60.0) 11.4 10.8 ｸﾘ 角材平底
第 299 図  7 SK1632 建築部材 芯持ち材 柱根 立位 (55.0) 9.5 8.9 ｺﾅﾗ属ｺﾅﾗ節 丸木材鋭角
第 299 図  8 SA01 建築部材 芯持ち材 杭 (36.5) 3.3 2.3 ｺﾅﾗ属ｺﾅﾗ節 丸木材鋭角

第４節　東條遺跡の調査
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図版№ 写真№ 遺構名 分類群 遺物名称 器種等 出土層位
長さ口径
（cm）

幅底径
（cm）

厚さ器高
（cm）

樹　種 形態の特徴

第 299 図  9 SA02 建築部材 芯持ち材 柱根 (23.8) 8.5 6.4 
ﾏﾂ属複維管束
亜属

丸木材鈍角

第 299 図 10 SA02 建築部材 分割材 杭 (52.5) 5.5 4.0 ｸﾘ 角材鋭角
第 299 図 11 PL113 SA02 建築部材 芯持ち材 杭 (28.8) 4.2 4.1 ﾌﾞﾅ属 丸木材鋭角
第 299 図 12 SA02 建築部材 分割材 杭 (27.0) 5.0 2.9 ｻｸﾗ属 三角板材鋭角
第 299 図 13 SD12 容器 底板 曲物 (11.0) (2.6) 0.8 ｻﾜﾗ
第 299 図 14 SD12( 凹地 ) 容器 漆器 椀 ― ― (3.2) ｹﾔｷ
第 299 図 15 SD12 容器 漆器 椀 埋土 ― <6.6> (2.8) ｹﾔｷ 高台痕
第 299 図 16 SD12( 凹地 ) 糸巻き 部材 かせ？ (17.9) 1.5 0.8 ｽｷﾞ 棒状断面長方形
第 299 図 17 PL113 SD12 用途不明品 薄板状製品 薄板状製品 5.2 (2.2) 0.4 ﾋﾉｷ 円形薄板
第 299 図 18 SD12 用途不明品 棒状製品 棒状 (8.2) 1.2 0.6 ｽｷﾞ 棒状面取り有り
第 300 図  1 PL113 SD12 用途不明品 部材 かせ？ 34.4 1.2 ― ﾋﾉｷ 棒状
第 300 図  2 SD12 施設材 護岸材 杭 (46.0) 5.0 2.8 ｸﾘ 角材鋭角
第 300 図  3 SD12 施設材 護岸材 杭 (51.0) 6.3 3.2 ｸﾘ 板材鋭角
第 300 図  4 PL113 SD12 施設材 護岸材 杭 (59.0) 6.3 1.2 ｸﾘ 板材鋭角
第 300 図  5 SD12 施設材 護岸材 杭 (47.2) 5.1 4.5 ｸﾘ 角材鋭角
第 300 図  6 SD12 施設材 護岸材 杭 (58.0) 7.0 2.0 ｸﾘ 板材鋭角
第 300 図  7 SD12 施設材 護岸材 杭 (41.5) 6.0 4.2 ｸﾘ 三角材鋭角
第 300 図  8 SD12 施設材 護岸材 杭 (67.5) 4.1 3.0 ｸﾘ 角材鋭角
第 300 図  9 SD12 施設材 護岸材 杭 (61.0) 6.0 3.3 ｸﾘ 板材鋭角
第 300 図 10 SD12 施設材 護岸材 杭 (37.2) 5.9 2.3 ｸﾘ 板材鋭角
第 300 図 11 SD12 施設材 護岸材 杭 (53.0) 5.0 4.5 ｸﾘ 丸木材鋭角
第 300 図 12 SD12 施設材 護岸材 杭 (45.5) 7.7 4.3 三角材鋭角
第 300 図 13 SD12 施設材 護岸材 杭 (60.0) 5.5 3.0 ｸﾘ 丸 1/8 鋭角
第 300 図 14 SD12 施設材 護岸材 杭 (53.9) 5.0 3.0 ｸﾘ 三角材鋭角
第 300 図 15 SD12 施設材 護岸材 杭 (70.5) 6.0 4.0 1/4 鋭角
第 301 図  1 SD12 施設材 護岸材 杭 (54.0) 4.9 3.4 角材鋭角
第 301 図  2 SD12 施設材 護岸材 杭 (35.5) 5.2 2.7 板状丸 1/4 鋭角
第 301 図  3 PL113 SD12 施設材 護岸材 杭 (50.3) 3.8 3.4 ｸﾘ 三角材鋭角
第 301 図  4 SD12 施設材 護岸材 杭 (43.3) 4.7 3.5 ｸﾘ 三角材鋭角
第 301 図  5 PL113 SD12 施設材 護岸材 杭 (56.0) 3.7 3,7 ｸﾘ 丸木材鋭角
第 301 図  6 SD12 施設材 護岸材 杭 (55.8) 5.2 4.2 ｸﾘ 三角材鋭角
第 301 図  7 SD12 施設材 護岸材 棒状 (52.0) 4.3 3.0 ｸﾘ 三角材
第 301 図  8 PL113 SD12 施設材 護岸材 杭 (45.0) 6.1 2.1 ｸﾘ 板材鋭角
第 301 図  9 SD12 施設材 護岸材 杭 (40.3) 2.6 2.6 ｸﾘ 丸木材鋭角
第 301 図 10 SD12 施設材 護岸材 杭 (75.5) 7.5 4.8 丸半材鋭角
第 301 図 11 SD12 施設材 護岸材 杭 (60.5) 8.8 4.6 ｸﾘ 角材鋭角

第 301 図 12 PL113 SD12 施設材 護岸材 自然木 (71.2) 2.4 2.4 ﾏﾂ属複維管束
亜属 自然木

第 301 図 13 PL113 SD12 施設材 護岸材 自然木 (55.2) 3.2 3.2 ﾏﾂ属複維管束
亜属 自然木

第 301 図 14 PL113 SD12 施設材 護岸材 自然木 (36.0) 2.4 2.4 ﾏﾂ属複維管束
亜属 自然木

第 301 図 15 SD13 容器 底板 曲物 砂層 8.9 (4.9) 0.6 ﾋﾉｷ
第 301 図 16 SD13 容器 漆器 皿 <8.8> <6.6> 1.2 ﾄﾈﾘｺ属
第 301 図 17 SD13 軽量具 木簡状 砂層 (8.3) (1.9) 0.2 ﾋﾉｷ 薄板状
第 301 図 18 SD13 用途不明品 薄板状製品 16.8 2,2 0.3 ﾋﾉｷ 木札状
第 301 図 19 SD13 用途不明品 棒状製品 加工材 砂層 12.2 2.0 1.3 ｶﾊﾞﾉｷ属 角柱状
第 301 図 20 PL113 SD14 容器 底板 曲物 溝内 10.0 (8.8) 0.7 ｽｷﾞ
第 302 図  1 SD13 服飾具 履物 下駄 砂層 20.6 9.8 1.5 ｹﾔｷ
第 302 図  2 SD22 容器 底板 曲物 (7.4) (4.1) 0.3 ﾋﾉｷ
第 302 図  3 SD24 容器 底板 曲物 8.3 (4.2) 0.5 ﾋﾉｷ
第 302 図  4 屋敷床下ⅩⅦ C01・C02 容器 柄杓 柄 砂上層 (13.9) 2.0 1.4 ﾌﾞﾅ属 棒状先端尖り
第 302 図  5 屋敷ⅩⅦ C02 容器 漆器 皿 黒 1 層 ― 7.6 (0.7) ｺﾅﾗ属ｺﾅﾗ節
第 302 図  6 屋敷ⅩⅦ C05 容器 漆器 皿 黒 2 下層 ― <7.6> (0.8) ｸﾘ
第 302 図  7 屋敷ⅩⅦ C04 容器 漆器 椀 ― <6.0> (1.0) ｹﾔｷ 高台付
第 302 図  8 屋敷下ⅩⅦ C02 容器 漆器 椀 Ⅴ層 ― <6.0> (2.2) ｺﾅﾗ属ｺﾅﾗ節 高台付

第 302 図  9 屋敷ⅩⅦ C01・C02 その他 削片 燃えさし 黒② 10.6 1.3 0.6 ﾏﾂ属複維管束
亜属 棒状

第 302 図 10 屋敷ⅩⅦ C02 食事具 箸 黒② 15.3 0.6 0.5 はし
第 302 図 11 屋敷ⅩⅦ C02 食事具 箸 下層 20.3 0.5 0.3 ｽｷﾞ はし
第 302 図 12 屋敷ⅩⅦ C02 食事具 箸 黒② (18.0) 1.5 0.3 ﾋﾉｷ はし
第 302 図 13 屋敷ⅩⅦ C02 食事具 箸 黒②下層 19.0 0.5 0.6 ﾂｶﾞ属 はし 1
第 302 図 14 屋敷下ⅩⅦ C02 食事具 箸 砂上層 20.0 0.8 0.4 ﾋﾉｷ科 はし 1
第 302 図 15 屋敷ⅩⅦ C02 用途不明品 棒状製品 さいばし状 黒色土 (30.5) 1.0 0.7 ﾋﾉｷ さいばし状 ( 棒状）
第 302 図 16 屋敷ⅩⅦ C02 用途不明品 棒状製品 さいばし状 下層 23.7 0.9 0.6 ﾂｶﾞ属 さいばし状 ( 棒状）
第 302 図 17 屋敷ⅩⅦ C02 用途不明品 棒状製品 不明 下層 (20.5) 0.9 0.5 ﾋﾉｷ さいばし状
第 302 図 18 屋敷ⅩⅦ C01・C02 軽量具 木簡 砂質粘質層 (14.3) 1.9 0.4 ｽｷﾞ 板状
第 302 図 19 PL113 屋敷床下ⅩⅦ C01・C02 用途不明品 板状木製品 不明 砂上層 12.2 1.7 0.4 ｻﾜﾗ 板状

第 302 図 20 屋敷 用途不明品 加工材 板状組合せ
具部材 粘質灰色土 (35.5) 11.6 0.6 ｽｷﾞ

第 302 図 21 屋敷 用途不明品 加工材 板状組合せ
具部材 粘質灰色土 (35.5) 11.6 0.6 ｽｷﾞ

第 302 図 22 PL113 屋敷 用途不明品 加工材 板状組合せ
具部材 粘質灰色土 (35.5) 11.6 0.6 ｽｷﾞ 中央 2 穴で固定

第 303 図  1 ⅩⅦ C01 容器 底板 曲物 砂ﾚｷ 11.0 (7.2) 0.4 ﾋﾉｷ

第２章　発掘調査の概要
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図版№ 写真№ 遺構名 分類群 遺物名称 器種等 出土層位
長さ口径
（cm）

幅底径
（cm）

厚さ器高
（cm）

樹　種 形態の特徴

第 303 図  2 ⅩⅦ C01( ｻﾌﾞﾄﾚ ) 容器 底板 曲物 (7.5) (2.8) 0.7 ﾋﾉｷ属
第 303 図  3 ⅩⅦ C01( 屋敷 ) 容器 底板 曲物 黒①層下 8.6 (4.0) 0.2 ﾋﾉｷ属
第 303 図  4 ⅩⅦ C01 容器 漆器 椀 12.8 6.0 5.9 ｸﾘ 丸底
第 303 図  5 ⅩⅦ C01 容器 漆器 椀 14.5 7.6 6.2 ｸﾘ 高台付
第 303 図  6 PL114 ⅩⅦ C01 服飾具 櫛 横櫛 石組内 (5.6) 4.1 0.6 ｲｽﾉｷ
第 303 図  7 ⅩⅦ C01( 屋敷 ) 服飾具 履物 下駄 下層 (9.0) 7.3 1.3 ｹﾔｷ
第 303 図  8 PL114 ⅩⅦ C01 軽量具 木簡 Ⅴ層 22.7 2.8 0.1 針葉樹 「蘇民将来符」木簡
第 303 図  9 ⅩⅦ C01 用途不明品 加工材 板材 34.2 (4.3) 1.0 ﾓﾐ属 板状

第 303 図 10 PL114 ⅩⅦ C01 その他 削片 燃えさし
Ⅵ層黒色
土上層

9.3 0.7 0.9 ﾏﾂ属複維管束
亜属 棒状

第 303 図 11 ⅩⅦ C01 その他 削片 燃えさし
Ⅵ層黒色
土上層

8.6 0.8 0.9 ﾏﾂ属複維管束
亜属 棒状

第 303 図 12 ⅩⅦ C01 その他 削片 燃えさし
Ⅵ層黒色
土上層

10.3 0.9 0.6 ﾏﾂ属複維管束
亜属 棒状

第 303 図 13 ⅩⅦ C02 容器 底板 曲物 Ⅴ層 (10.9) (4.5) 0.5 ｽｷﾞ
第 303 図 14 ⅩⅦ C02 容器 底板 曲物 Ⅴ層上面 35.2 (20.0) 1.2 ｻﾜﾗ 板状
第 303 図 15 ⅩⅦ C02 容器 側板 曲物 砂質土Ⅵ層 9.0 5.3 0.6 ﾋﾉｷ 底板有り
第 303 図 16 ⅩⅦ C02( 屋敷 ) 容器 側板 曲物 黒② (10.3) (3.6) 0.3 ﾂｶﾞ属
第 303 図 17 ⅩⅦ C02 容器 底板 曲物 Ⅴ層 (7.9) (4.8) 0.6 ﾋﾉｷ
第 303 図 18 PL114 ⅩⅦ C02 容器 底板 曲物 Ⅴ層 5.8 5.2 0.4 ﾋﾉｷ属 小形
第 303 図 19 ⅩⅦ C02 容器 底板 曲物 (7.8) (2.6) 0.5 ﾋﾉｷ
第 303 図 20 ⅩⅦ C02 容器 底板 曲物 Ⅴ層 (8.8) (2.7) 0.4 ﾋﾉｷ
第 304 図  1 ⅩⅦ C02 食事具 折敷 Ⅴ層 27.9 (2.8) 0.7 ﾋﾉｷ 板状
第 304 図  2 ⅩⅦ C02 容器 漆器 椀 黒 2 ― 7.5 (6.0) ﾄﾈﾘｺ属 高台付
第 304 図  3 ⅩⅦ C02 容器 漆器 破片 礫Ⅵ層上 ― ― (2.7) ｹﾔｷ
第 304 図  4 ⅩⅦ C02 容器 漆器 皿 Ⅴ層 <9.8> <7.6> 1.0 ﾄﾈﾘｺ属
第 304 図  5 ⅩⅦ C02 容器 漆器 皿 Ⅴ層 9.8 7.0 1.2 ﾌﾞﾅ属
第 304 図  6 ⅩⅦ C02 容器 漆器 皿 Ⅴ層 <8.4> <6.8> 1.2 ｸﾘ
第 304 図  7 ⅩⅦ C02( ﾍﾞﾙﾄ ) 容器 漆器 椀 Ⅵ層 ― <6.2> (1.2) ﾊﾘｷﾞﾘ 高台付
第 304 図  8 ⅩⅦ C02 容器 漆器 椀 砂層 ― ― (1.6) ｹﾔｷ
第 304 図  9 ⅩⅦ C02 容器 漆器 椀 10.4 6.0 3.0 ｺﾅﾗ属ｺﾅﾗ節 高台付
第 304 図 10 ⅩⅦ C02 食事具 箸 Ⅴ層 12.8 0.7 0.5 ﾋﾉｷ はし
第 304 図 11 ⅩⅦ C02 食事具 箸 Ⅵ層 20.0 0.7 0.7 ｽｷﾞ はし
第 304 図 12 ⅩⅦ C02 用途不明品 棒状製品 さいばし状 Ⅴ層下 (19.0) 1.3 0.8 ﾓﾐ属 さいばし状 ( 棒状 )
第 304 図 13 PL114 ⅩⅦ C02 服飾具 櫛 横櫛 Ⅳ層 (4.9) (3.3) 0.9 ｲｽﾉｷ
第 304 図 14 ⅩⅦ C02 服飾具 履物 下駄 (13.8) (8.5) 1.3 ﾄﾈﾘｺ属
第 304 図 15 PL114 ⅩⅦ C02 服飾具 履物 下駄 (21.2) 9.7 1.4 ｹﾔｷ
第 304 図 16 PL114 ⅩⅦ C02 服飾具 履物 下駄 17.6 8.3 1.5 ｻﾜﾗ
第 304 図 17 ⅩⅦ C02 服飾具 履物 下駄 16.8 (7.6) 1.6 ﾋﾉｷ
第 304 図 18 ⅩⅦ C02( 屋敷 ) 服飾具 履物 下駄 黒色①層下 (5.2) (6.7) (0.8) ｻｸﾗ属 先端部のみ
第 304 図 19 PL114 ⅩⅦ C02 用途不明品 棒状製品 不明 (76.0) 5.8 3.6 ﾓﾐ属 棒状

第 304 図 20 PL114 ⅩⅦ C02 祭祀具 形代 刀子形 Ⅴ層下 12.0 1.7 1.7 ﾏﾂ属複維管束
亜属

第 304 図 21 PL114 ⅩⅦ C02 用途不明品 加工材 へぎ材 Ⅴ層 (6.2) 1.8 0.2 ﾋﾉｷ科 薄板状
第 305 図  1 ⅩⅦ C02 用途不明品 棒状製品 不明 Ⅴ層 28.6 1.9 1.5 ｶｴﾃﾞ属 棒状
第 305 図  2 ⅩⅦ C02 用途不明品 板状製品 Ⅴ層 19.4 7.3 1.0 ｻﾜﾗ 板材
第 305 図  3 PL114 ⅩⅦ C02 用途不明品 加工材 残材 Ⅴ層 6.0 2.8 2.6 ｽｷﾞ 積木状
第 305 図  4 ⅩⅦ C02 用途不明品 加工材 角柱状木製品 Ⅴ層 (5.0) 4.0 4.3 ｸﾏｼﾃﾞ属 六角柱材
第 305 図  5 ⅩⅦ C02 用途不明品 不明 残材 黒色土 (5.1) 8.4 0.5 ｻﾜﾗ
第 305 図  6 ⅩⅦ C03 容器 底板 曲物 (18.1) 7.6 0.4 ｻﾜﾗ 長方形 ( 隅丸 )
第 305 図  7 ⅩⅦ C03 容器 底板 曲物 Ⅴ層 7.9 (3.4) 0.7 ﾋﾉｷ
第 305 図  8 ⅩⅦ C03 容器 側板 たが？ Ⅳ層 (23.8) 2.7 0.4 ﾋﾉｷ 板状
第 305 図  9 ⅩⅦ C03 容器 側板 曲物 (29.7) (5.2) 0.4 ｻﾜﾗ 板状
第 305 図 10 ⅩⅦ C03 食事具 折敷 (32.8) (9.0) 0.6 ﾋﾉｷ 板状
第 305 図 11 PL114 ⅩⅦ C03 食事具 折敷 Ⅳ層 (28.2) 20.2 0.2 ﾋﾉｷ 薄板状
第 305 図 12 PL114 ⅩⅦ C03 食事具 折敷 Ⅳ層 (24.5) 22.6 0.2 ﾋﾉｷ 薄板状

第 305 図 13 ⅩⅦ C03 用途不明品 加工材 折敷 or 櫛
の原材？ Ⅴ層 (3.3) (4.3) 0.6 ﾋﾉｷ 板状縁あり

第 305 図 14 ⅩⅦ C03 容器 漆器 皿 Ⅴ層 8.8 7.2 0.8 ﾌﾞﾅ属
第 305 図 15 ⅩⅦ C03 容器 漆器 椀 ― <6.2> (1.5) ｹﾔｷ 高台付
第 306 図  1 ⅩⅦ C03 容器 漆器 皿 9.4 6.8 1.5 ｸり
第 306 図  2 ⅩⅦ C03 容器 漆器 皿 Ⅴ層 ― <7.5> (1.3) ｺﾅﾗ属ｺﾅﾗ節
第 306 図  3 ⅩⅦ C03 容器 漆器 椀 Ⅴ層 ― <7.8> (4.6) ｸり 高台付
第 306 図  4 PL114 ⅩⅦ C03 食膳具 さじ Ⅴ層 (6.2) 1.2 0.8 ｻﾜﾗ
第 306 図  5 ⅩⅦ C03 服飾具 履物 下駄 Ⅴ層 (3.9) (6.7) (1.0) ｹﾔｷ
第 306 図  6 PL114 ⅩⅦ C03 服飾具 櫛 横櫛 (1.7) 3.5 0.9 ｲｽﾉｷ

第 306 図  7 PL114 ⅩⅦ C03 祭祀具 形代 陽物 (17.0) 2.5 2.5 ﾏﾂ属複維管束
亜属

第 306 図  8 ⅩⅦ C03 服飾具 履物 下駄 Ⅳ層 (15.5) 7.2 1.0 ﾊﾘｷﾞﾘ
第 306 図  9 PL114 ⅩⅦ C03 服飾具 履物 下駄 (21.3) (9.4) 1.6 ｹﾔｷ 連歯下駄
第 306 図 10 PL114 ⅩⅦ C03 埋葬具・葬具 塔婆 8.7 4.8 0.5 ﾋﾉｷ 圭頭状
第 306 図 11 PL114 ⅩⅦ C03 祭祀具 形代 不明 Ⅳ層 (9.2) 1.8 0.3 ｻﾜﾗ 刃形
第 306 図 12 PL114 ⅩⅦ C03 祭祀具 形代 不明 Ⅵ層 11.7 3.4 0.3 ﾂｶﾞ属
第 306 図 13 ⅩⅦ C03 その他 分割材 棒状製品 Ⅴ層 (34.0) 2.6 1.3 板材　鋭角
第 306 図 14 ⅩⅦ C03 その他 分割材 棒状製品 Ⅴ層 (31.2) 3.3 3.2 割材

第４節　東條遺跡の調査
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図版№ 写真№ 遺構名 分類群 遺物名称 器種等 出土層位
長さ口径
（cm）

幅底径
（cm）

厚さ器高
（cm）

樹　種 形態の特徴

第 306 図 15 PL114 ⅩⅦ C03 その他 削片 燃えさし Ⅴ層 11.2 1.2 0.5 ﾏﾂ属複維管束
亜属 棒状

第 306 図 16 PL114 ⅩⅦ C03 その他 削片 燃えさし Ⅴ層 10.8 1.6 0.7 ﾏﾂ属複維管束
亜属 棒状

第 306 図 17 PL114 ⅩⅦ C03 その他 端材 木端 Ⅴ層上 2.5 4.5 2.3 ｻﾜﾗ 木端
第 306 図 18 PL114 ⅩⅦ C03 その他 端材 積木状 Ⅴ層 3.9 2.0 1.2 ｻﾜﾗ
第 306 図 19 ⅩⅦ C04 容器 底板 曲物 Ⅴ層 (12.4) (3.8) 0.6 ｻﾜﾗ
第 306 図 20 PL114 ⅩⅦ C04( 屋敷 ) 祭祀具 形代 舟形 黒② (12.3) (2.1) 0.6 ﾋﾉｷ
第 306 図 21 ⅩⅦ C04 容器 漆器 椀 Ⅵ層 <15.6> ― (4.0) ｹﾔｷ

第 306 図 22 PL114 ⅩⅦ C04 用途不明品 棒状製品 不明 Ⅴ層 (9.5) 1.3 1.3 ﾏﾂ属複維管束
亜属 棒状

第 307 図  1 ⅩⅦ C05 容器 底板 曲物 Ⅴ層～Ⅵ層 (5.3) (5.3) 0.8 ﾋﾉｷ 板状
第 307 図  2 ⅩⅦ C05( 屋敷 ) 容器 底板 曲物 (12.4) (5.2) 0.5 ｻﾜﾗ
第 307 図  3 ⅩⅦ C05 容器 漆器 皿 ― 6.6 (0.9) ｸﾘ
第 307 図  4 PL115 ⅩⅦ C05 祭祀具 形代 不明 Ⅴ層～Ⅵ層 0.7 1.5 1.2 ｻﾜﾗ
第 307 図  5 ⅩⅦ C05 祭祀具 形代 不明 Ⅴ層 (8.5) (3.3) 0.7 ｻﾜﾗ

第 307 図  6 PL115 ⅩⅦ C05 祭祀具 形代 陽物 Ⅴ層 (29.0) 3.1 3.0 ﾏﾂ属複維管束
亜属 棒状

第 307 図  7 PL115 ⅩⅦ C05 その他 分割材 角材 5.5 9.4 4.8 ﾋﾉｷ 角材
第 307 図  8 ⅩⅦ C05 用途不明品 部材 板状製品 (20.7) 4.6 1.3 ｽｷﾞ 板状
第 307 図  9 ⅩⅦ C05 用途不明品 部材 板状製品 (16.7) (2.6) 0.8 ｽｷﾞ 板状
第 307 図 10 ⅩⅦ C05 その他 分割材 棒状製品 Ⅴ層 (38.5) 2.0 0.9 板材
第 307 図 11 ⅩⅦ C06 容器 漆器 皿 Ⅵ層 <8.8> <6.0> 1.2 ｹﾔｷ
第 307 図 12 ⅩⅦ C06 容器 漆器 皿 Ⅵ層 9.0 7.0 1.0 広葉樹
第 307 図 13 ⅩⅦ C06 容器 漆器 椀 Ⅴ層 ― 6.8 (2.2) ｸﾘ 高台痕
第 307 図 14 PL115 ⅩⅦ C06 用途不明品 加工材 圭頭状 Ⅵ層 (5.9) (2.6) 0.8 ｻﾜﾗ 圭頭状
第 307 図 15 ⅩⅦ C07 容器 漆器 椀 炭化物層 <15.6> ― (4.3) ｺﾅﾗ属ｺﾅﾗ節
第 307 図 16 ⅩⅦ C07 容器 漆器 皿 9.6 7.2 1.1 ﾄﾈﾘｺ属
第 307 図 17 ⅩⅦ C07 容器 底板 曲物 (10.4) (6.5) 0.7 ｻﾜﾗ 板状
第 307 図 18 PL115 ⅩⅦ C07 容器 曲物 曲物 Ⅵ層 11.8 6.8 0.7 ﾋﾉｷ
第 307 図 19 ⅩⅦ C07 その他 厚手板状 端材 Ⅵ層 (17.6) (15.3) 3.2 ｽｷﾞ 厚手板状
第 308 図  1 PL115 ⅩⅦ C07 用途不明品 不明 不明 ― ― ― 編物
第 308 図  2 ⅩⅦ C07 その他 分割材 棒状製品 Ⅴ層 (37.5) 3.2 2.4 割材
第 308 図  3 ⅩⅦ C08 容器 底板 曲物 Ⅴ層 7.8 (4.0) 0.6 ｻﾜﾗ
第 308 図  4 ⅩⅦ C10 容器 底板 曲物 Ⅴ層深層 (19.3) (9.1) (1.3) ﾋﾉｷ
第 308 図  5 ⅩⅦ C10 容器 底板 曲物 8.2 7.7 0.6 ﾋﾉｷ
第 308 図  6 ⅩⅦ C10 容器 底板 曲物 (12.3) (4.3) 0.4 ﾋﾉｷ
第 308 図  7 ⅩⅦ C10 容器 底板か蓋 曲物 検出面 (16.3) (8.1) 1.2 ｽｷﾞ
第 308 図  8 ⅩⅦ C10 容器 底板 曲物 (10.6) (3.4) 0.6 ﾋﾉｷ
第 308 図  9 ⅩⅦ C10 容器 漆器 椀 ― 6.6 (5.4) ｸﾘ 高台付
第 308 図 10 ⅩⅦ C10 容器 漆器 椀 ― <6.8> (1.7) ｶﾂﾗ 高台付 ( 低い )
第 308 図 11 PL115 ⅩⅦ C10 工具 柄 Ⅵ層 28.5 3.3 3.4 ｶﾞﾏｽﾞﾐ属
第 308 図 12 ⅩⅦ C10 食事具 箸 Ⅵ層 17.0 0.7 0.4 ｽｷﾞ はし
第 308 図 13 PL115 ⅩⅦ C10 服飾具 櫛 横櫛 Ⅴ層上面 (5.3) (2.3) 0.8 ｲｽﾉｷ
第 309 図  1 ⅩⅦ C10 用途不明品 加工材 角柱状木製品 Ⅴ層 (29.6) 2.4 1.3 ｽｷﾞ 角柱状
第 309 図  2 ⅩⅦ C15 容器 底板 曲物 Ⅴ層 (3.9) (1.7) 0.2 ﾋﾉｷ 小型円板
第 309 図  3 PL115 ⅩⅦ C15 用途不明品 部材 不明 (12.0) 8.1 3.5 ﾔﾅｷﾞ属
第 309 図  4 ⅩⅦ D06 容器 漆器 皿 Ⅵ層 ― 6.8 (1.4) ｹﾔｷ 高台付 ( 輪高台 )

第 309 図  5 ⅩⅦ D06 容器 底板 柄杓曲物 Ⅳ層砂層
上面 6.4 6.0 0.5 ﾋﾉｷ

第 309 図  6 ⅩⅦ D06 容器 底板 曲物 Ⅳ層 (10.0) (3.1) 0.7 ｽｷﾞ
第 309 図  7 ⅩⅦ D06 容器 底板 曲物 検出面 (9.1) (3.4) 9.4 ｻﾜﾗ
第 309 図  8 ⅩⅦ D06 食事具 折敷？ 26.1 (3.3) 0.8 ﾋﾉｷ
第 309 図  9 ⅩⅦ D06 用途不明品 棒状製品 不明 (16.5) 0.8 0.9 ﾂｶﾞ属 さいばし状
第 309 図 10 ⅩⅦ D06 用途不明品 竹製品 不明 Ⅳ層 ･ Ⅴ層 (6.1) 5.0 4.7 ﾏﾀﾞｹ属 竹製品
第 309 図 11 ⅩⅦ D06 用途不明品 棒状製品 (11.1) 1.3 1.3 ｻﾜﾗ
第 309 図 12 ⅩⅦ D06 不明 部材 残材 20.6 (11.0) 0.8 ﾋﾉｷ
第 309 図 13 ⅩⅦ H10 用途不明品 板状製品 14.5 (9.5) 0.2 ｻﾜﾗ 薄板状
第 309 図 14 ⅩⅦ H14 建築部材 分割材 柱根 立位 (31.5) 17.0 12.2 ｽｷﾞ 角材
第 309 図 15 PL115 ⅩⅣ W23 用途不明品 加工材 木釘 砂層 9.4 0.9 0.4 ﾋﾉｷ 先端尖状
第 309 図 16 ⅩⅣ W23 食事具 箸 砂層 25.5 0.7 0.5 ﾋﾉｷ はし
第 309 図 17 ⅩⅣ W23 食事具 箸 砂層 21.5 0.7 0.3 ﾂｶﾞ属 はし

第２章　発掘調査の概要
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（5）　遺跡範囲の確認調査

○ 外西川原遺跡隣接地

１．調査の概要

（１）調査期間

	 平成 14 年 10 月 15 日～ 10 月 18 日

（２）調査面積

	 85.7 ㎡（対象面積 2,950 ㎡）

（３）調査担当

	 寺内貴美子　町田勝則

（４）結　果

a 概況

千曲市遺跡分布図に登載された東中曽根遺跡（89）と外西川原遺跡（119）に挟まれた標高 377m ～

378m の低地部を対象に実施した。今回、東中曽根遺跡の本調査により、東中曽根遺跡と外西川原遺跡は、

ほぼ同一の集落遺跡である可能性が濃厚になったため、両遺跡の中間地に隣接する地籍（用地取得のなさ

れた八幡字外西川原 3626 番地）に試掘トレンチを設定し、調査を行った。

ｂ 基本層序

堆積土層は 4 層で、5 層の砂礫層（2.5YR4/2 円礫 40% 程度で構成）が地山相当と判断された。5 層は

深い所では地表下約−100cm ほどが測られる。1 層表土（10YR4/3）、2 層（10YR5/2 旧水田耕作土）、

3 層（7 層に細分可能な埋没流路由来の砂質土 2.5Y4/2）、4 層（10YR3/1 粘性の強い黒褐色土で部分的

に堆積する）である。

c 結論

当該の地籍は、5 層相当の地山を含め、更級川の土砂堆積物で覆われていることが判明した。4 層は局

所的に堆積する土層であり、5 層上面に一時的に生活面が形成された可能性もあるが、調査時に遺構・遺

物（2.0cm 大の磨滅した土器片が 1 点）は確認できなかった。本調査の必要はないと判断した。

○ 八日市場地籍

１．調査の概要

（１）調査期間

	 平成 14 年 12 月 12 日～ 12 月 16 日

試掘トレンチ全景（東中曽根遺跡より） 堆積土の様子

第２章　発掘調査の概要
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（２）調査面積

	 75 ㎡（対象面積 1,860 ㎡）

（３）調査担当

	 町田勝則

（４）結　果

a 概況

千曲市遺跡分布図に登載された東條遺跡（118）の隣接地を対象に実施した。用地取得のなされた八幡

字八日市場 3702 番地に試掘トレンチを設定し、調査を行った。

ｂ 基本層序

堆積土層は 3 層で、4 層砂礫層（円礫 40% 程度で構成）が地山と判断された。4 層は外西川原地籍の 5

層相当と考えられる。地表下約−110cm ほどが測られる。1 層は表土、2 層（10YR5/6 黄褐色砂質粘土）、

3 層（10YR3/1 黒褐色粘質土）である。

 c 結論

4 層の地山直上に堆積した 3 層黒褐色粘質土が遺物包含層と考えられる。試掘トレンチは、対象地籍の

北と南、その中央に 3 本東西方向に実施した。結果、中央と南側のトレンチは、宅地撤去時のかく乱を受け、

堆積土層は破壊されていた。北側設定のトレンチ内では遺構は確認されなかったが、3 層下部から現代遺

物に混じり、中世遺物（かわらけ等の土器破片 12 点）が出土した。このことから県道姨捨停車場線付近に、

中世遺構の存在する可能性が高いと判断された。用地取得の進んでいない北側や県道の東側での遺構確認

に託し、当該地籍での範囲確認調査を終了した。

○ 北田・蛭坪地籍

１．調査の概要

（１）調査期間

	 平成 13 年 12 月４日～ 12 月 11 日

（２）調査面積

	 北田 270 ㎡・蛭坪 321 ㎡	（対象面積 12,904 ㎡）

（３）調査担当

	 伊藤友久

（４）結　果

a 概況

千曲市遺跡分布図に登載された東條遺跡（118）の隣接地を対象に実施した。用地取得のなされた八幡

調査の様子（更級川方向より） 堆積土の様子

第５節　遺跡範囲の確認調査
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字北田 5548 番地、蛭坪 3909・3910 番地に試掘トレンチを設定し、調査を行った。

ｂ 基本層序

北田地籍（標高 362m）の堆積土層は 3 層で、3 層以下は細粒の砂層（2.5Y4/4）が堆積し、深掘では

現耕土下−500cm 程度までは厚く堆積するものと判断された。1 層は水田耕作土、2 層は 7 つの層に区分

でき、2 つ目と 4 つ目に旧水田耕作土がある。最下層から近世陶磁器の破片が出土したことから、それら

は、近世以降の水田土壌と考えられるか。

蛭坪地籍（標高 362m ～ 364m）の堆積土層は 7 層が確認できた。1 層は水田耕作土、2 層は褐色砂質

土（10YR4/4）、3 層は褐色砂質土（10YR5/1）で旧水田耕作土、近世陶磁器の破片が出土、4 層暗褐色

粘土混細粒砂層（10YR3/4）、5 層黄褐色粘質土（2.5Y5/6）、6 層褐色粘土混細粒砂層（10YR4/6）、7 層

（2.5Y4/2）である。

c 結論

北田地籍の堆積層は、最下層より近世陶磁器の破片が出土したことから、少なくともトレンチ内の堆積

はそれ以降のものと考えてよい。砂質の堆積土であることから、おそらくは千曲川を起源とする洪水等の

氾濫が想定される。蛭坪地籍の 4 層以下の堆積層も、同様に千曲川を起源とする洪水関連の堆積と考えら

れるが、3層水田耕作土中に近世陶磁器の破片が出土していることから、北田の最下層と同一面であるのか、

あるいは近世期の比較的短期間の内に、洪水等の環境に

より堆積が進行して形成されたものなのか。東條遺跡側

の土石流の押し出しは、当該地籍までは及ばず、現県道

長野上田線付近がその末端に当たるものと考えられる。

北田地籍トレンチ全景（千曲川方向より）

蛭坪地籍トレンチ全景（北田地籍方向より）

堆積土の様子

堆積土の様子

第２章　発掘調査の概要
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第 ３ 章 　 発 掘 調 査 の 成 果
　

第 1 節 　 遺 跡 を 取 り 巻 く 環 境

 1 　 自 然 環 境

 2 　 歴 史 環 境

名勝「姨捨の棚田」（夏）
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第３章　発掘調査の成果

第 1 節　遺跡を取り巻く環境

１. 自然環境

（１）地形と地質

長野盆地は、日本列島のほぼ中央部にあり、大河として名高い信濃川（長野県内は千曲川）の中流部に

あたる。盆地は中期更新世に形成された構造盆地で、西縁と東縁に断層群がある。西縁断層群は西上がり

東落ちの性質で、階段状に盆地側が沈み、結果、善光寺地震など内陸部直下型の地震が多発している。沈

んだ盆地部には千曲川や犀川などの河川による多量の土砂が堆積し、広大な千曲川氾濫原に自然堤防や後

背湿地が発達している。ボーリング調査によると、沖積層は 86m、第四系の堆積物は 400m 前後と推定

される。この地域の基盤岩類は、千曲川西側の西部山地は上部中新統の裾花凝灰岩・鮮新統の桑原火山

岩・冠着凝灰角礫岩・聖山火山岩・三峯山火山岩・鮮新統末の篠山火山岩からなる（第 13 図）。その山

麓には中部更新統の古期土石流堆積物、完新統の新期土石流堆積物、扇状地堆積物などが分布する。信濃

川は源流から河口まで、総延長 366.8km あり、長野県川上村の源流から千曲市域までは、約 131km あ

る。千曲市はほぼ中央に千曲川を挟んで、平野と山地が両翼に広がる「羽を伸ばしたチョウ」の形を呈し、

標高 600m 未満の土地が約 6 割を占める。長野県全体でのそれが 1 割程度であることと比較して、極め

て低位の沖積地に位置するといえる。遺跡のある八幡地区は、千曲川の流れが北西方向から大きく北東方

向へ屈曲し、河川勾配が 3.77/1000 から 1.09/1000 へと転換し、急峻な礫床から中流性の砂泥床に大き

く変化する場所にあたる。地形区分上は、標高 360m から 390m 程度の緩やかな傾斜地である山麓部と、

標高 400m から 600m 前後、さらに 600m を越える急峻な山地部が該当する。

山地部は冠着山（1152.2m）、三峯山（1131.3m）、聖山（1447.1m）と続く山列から北方へ高尾山

（1166.4m）、篠山（907.7m）と 1000m 級の山並みが連なり、急な東側斜面を形成している。冠着山西

方の鳥居平から一本松峠にかけては、第三系の冠着凝灰角礫岩で、安山角礫岩や石英安山岩質の凝灰岩を

膠結し、粒径は 5 〜 30cm を中心に 100cm 近いものまでが含まれる。三峯山周辺は、黒色の輝石安山岩

及び凝灰角礫岩からなる三峯火山岩で、聖山を中心として高尾山山塊、篠山の南東斜面から鳥坂峠・薬山

にかけては聖山火山岩がある。聖山火山岩は、下部に黒色緻密な玄武岩質安山岩、上部は板状節理の発

達した複輝石安山岩が目立ち、下位の桑原火山岩や裾花凝灰岩部層を不整合に覆い、高尾山では約 300m

の堆積厚がある。聖山山塊の最下部付近に分布する溶岩は、カリウム - アルゴン年代で 540 万± 30 万年

を得ており、鮮新世前期の活動が推定される。篠山や高尾山の南東山麓、聖高原北斜面の佐野川・中沢川

流域などに分布する桑原火山岩は、黒色緻密なガラス質輝石安山岩で、八幡の梵天山鉱床は桑原火山岩中

にろう石鉱床が胚胎したものである。また八幡郡、大雲寺裏山（霊諍山塊）の石切り場は、石英角閃石普

通輝石ひん岩である。これらの岩質によって形成された山地部の斜面は三峯山山体の崩落による地滑り性

の土石流によって、典型的な押し出し地形を形成している。傾斜は 10°〜 15°を測り、標高 550m の JR

姨捨駅付近から八幡上町の 380m 付近までの広がりをもつ。土石流堆積土は、新第四系に属し、古期と

新期に分けられる。古期姨捨土石流堆積物（炭素年代は 13550 ± 460 年前）は泥主体の基質に三峯火山

岩や桑原火山岩の不淘汰な角礫を多く含む。地滑りにより二次的に移動し、姨捨から八幡峰の傾斜地に分

布、下方は佐野川扇状地まで接する。新規姨捨土石流堆積物（炭素年代は 3250 ± 260 年前）は三峯火

山岩の淘汰の悪い亜角〜亜円礫を多量に含む砂泥土である。千曲高原を開析した谷頭から崩壊し、姨捨駅
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第 13 図　高尾山山系（川西地区）の地質略図（註 1 より転載）
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付近から千曲川氾濫原までを覆う。長楽寺の姨石は、この土石流で移動した凝灰角礫岩の巨岩である。現

在、緩斜面は溜池灌漑による水田化により、階段状に並んだ大小さまざまな棚田となっており、更級川流

域の棚田は「田子の月」として著名である。古期姨捨土石流堆積物上には峯謡坂遺跡、新期姨捨土石流堆

積物上には西中曽根遺跡、東中曽根遺跡、東條遺跡が立地する。

山麓部は、更級川や佐野川などの小河川が北東流し、前述の姨捨土石流台地の末端部分、更新世〜完新

世にかけて形成された崖錐や扇状地からなる。佐野川上流の不動滝より下流域、八幡の郡地区・峯地区・

上町地区などには、裾花凝灰岩部層が分布している。流紋岩〜石英安山岩質の凝灰岩を主体に、火山礫凝

灰岩・凝灰角礫岩・火山角礫岩からなり、一部に砂岩や泥岩、礫岩をはさむ。更級川は大池のくぼ地を源

流とし、佐野川は聖山東方のくぼ地、鍋久保を源流とする。佐野川扇状地は、背後の山地から供給された

粗粒の堆積物からなり、扇頂部（標高 400m）から表面勾配 19/1000 で傾斜し、千曲川の浸食崖付近ま

で続く。現在は、扇頂部付近の果樹栽培と扇央部以下の水田が主な土地利用である。扇状地には湧水があり、

柳清水（八幡七頭・七清水のひとつ）、大ふけ、水別、清水などの小字名も残るが、水田利用の大部分は、

佐野川から引水している。しかしながら佐野川は酸性鉱毒水（多量の二価・三価鉄イオンを含む）である

ことから、水田に沈殿池を造るなど鉱毒対策を施す一方、昭和 44 年以後、千曲川から揚水し、酸性（pH1.8

〜 pH4.6）の緩和を図っている。

（２）気候と植生

標高が低く、沖積地を中心とした地形で、海の影響を受けない内陸性気候の特質がある。ことに千曲川

貫通谷という特殊地形であり、寒暑の差が大きく、少雨（残雪も少ない）、日照時間が短い。気温は冬が

比較的低く、春から夏にかけての気温上昇が著しいのが特徴である。「更埴市消防署資料」（文献 1 より引

用）によると、1 月の最低平均気温（1977 〜 1984 年間の平均値）は、屋代で− 4.5℃、長野では− 5.0℃

を測り、8 月の最高平均気温では、屋代で 31.2℃、長野で 30.2℃を測る。最暖月と最寒月の較差は、最

高気温で約 28℃、最低気温で 27℃もある。日平均気温が 0℃以下になる冬期は 1 月上旬から 2 月中旬ご

ろまでで、25℃以上に上がる盛夏は 7 月下旬から 8 月中旬までである。

また 8 月平均気温での最高と最低の格差は 9.2℃もあり、田植え時期が遅い地域となっている。年平均

降水量は約 950mm で、日本列島全体の平均に対し、約半分程度と、極めて少ない。春から夏にかけて少

なく、梅雨と台風による降水量が全体の 1/2 ほどを占めている。また夏は雷の発生件数が高いことも、一

つの特徴で、桑原左近将監とかみなりの子どもの民話、「桑原桑原＝くわばらくわばら」の口承は、あま

りにも有名である。この他にも天候に関わることわざは数多く、「冠着山に横雲あれば雨」、「冠着曇れば

晴れとなり聖が曇れば雨となる」、「冠着になご（冠雪）三度来れば、雪降る」などは遺跡から間近に見え

る冠着山を題材にした観天望気である。風は盆地特有の乱流が発生しやすく、千曲市域の南高北低の地形

は、ことに日中南風が卓越し、夜間北風が強い特質がある。

内陸性気候の特徴は、植生にも影響を与えて、太平洋側の南方型植物と日本海側の植物群があい接する

地域を生み出している。かつて、冠着山から聖山にかけては、ブナの混在する自然林があったとされ、猿ヶ

馬場峠近くには栗の原生林が現在も残っているようである。『更埴市誌』に記された市域の植物は、木本

植物 301 種、野草（地衣類等除く）664 種、帰化植物 101 種がある。主なものでは、ブナ・トチ・アカ

マツ・ヒノキ・モミ・サワグルミ・クリ・シラカバ・ツノハシバミ・カツラ・コブシ・ホオノキ・シナノ

キ・オオボダイジュ・サワラなどがあげられる。

（３）名勝地

姨捨土石流台地上には西行法師が阿弥陀仏の四十八願にちなんでつけたとされる「四十八枚田」がある。

元禄元年（1688 年）に松尾芭蕉も来遊した長楽寺は、「信濃三十三番札所」十四番の名刹として知られ
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ている。これらは冠着山裾部の棚田と合わせ、平成 11 年 5 月 10 日に国指定名勝地（3,1748.46 ㎡）に

指定されている。

２．歴史環境

（１）周辺の遺跡

東條遺跡ほかが所在する長野盆地南西部の千曲川左岸地域は、旧更級郡に属する。地形的には盆地低地

部の千曲川氾濫原、緩やかな傾斜地である扇状地と姨捨土石流台地と呼ばれた標高 400m 前後の山麓部、

それ以上の急峻な山地部に分かれている。千曲市教育委員会作成（旧更埴市 1988）の遺跡分布図で、川

西地区と呼称された地域（第 14 図・第 31 表）が該当し、その図を参照して、東條遺跡周辺の遺跡につ

いて概観する。

旧石器時代

石器採集地が１ヶ所確認されている。桑原の大田原峠と呼称される地区にある佐野山遺跡（82）である。

ここでは、黒曜石製の縦長剥片の基部に簡単な調整加工を施したナイフ形石器、片面調整の押し切り状石

器などが採集され、旧石器時代後半（約 1300 年前）の遺跡である可能性が示唆されている。

縄文時代

草創期（10000 年ほど前）の遺跡は知られていない。更埴市誌（1994 年）では池尻遺跡採集の石器を

取り上げるが、石器の形態的特徴のみでは、時期判断は難しい。確かな足跡が認められるのは縄文時代も

早期（8000 年ほど前）に入ってからで、ことに押型文土器（楕円文が主体）を中心とした遺跡が顕著である。

地理的に近い治田池遺跡（95）から押型文土器と特殊磨石が採集されている。このように、千曲川に近

い平地部の湿地帯周辺に、人々の足跡を読み取ることもできるが、大部分の遺跡地は標高 700m 代の山

地部にある。東條遺跡の北西部、標高 1166m の高雄山山麓域には、佐野川中上流域で押型文土器と特殊

磨石を採集した横手開拓地遺跡、柄木沢流域で峠遺跡と池尻遺跡がある。峠遺跡は土器破片のみの採集地

であるが、池尻遺跡は楕円押型文土器を中心とする確かな生活痕跡を確認できた遺跡である。池尻遺跡は

前期以降まで、半ば継続的に選地されており、縄文時代初源期の営地として留意しておくべき定点であ

る。池尻より下った標高 470m の崖錐地上には、押型文土器初頭の集落遺跡として知られた鳥林遺跡（68）

がある。中央自動車道の開設に伴い発掘調査が行われたため、集落の概要が半ば推定できている。小竪穴

3 軒、土坑 6 基を調査し、押型文土器（格子目文及び山型文が中心）と石器（石鏃と特殊磨石）が大量に

出土している。また東條遺跡南西部に位置する三峯山山麓、大池灌漑用溜池周辺でも押型文土器採集地が

確認されている。早期も押型文を除くと、明確な集落痕跡は確認できず、断片的な土器破片資料を持って、

考えざるを得ない状況である。押型文土器を採集している佐野山遺跡や古屋敷遺跡から、胎土に多量の繊

維を含む絡条体圧痕文の土器、貝殻条痕の土器などが同じく採集されている。

前期（6000 年ほど前）は、気温の上昇（現在の平均気温より約 2℃高い）と、人々の定住化が促進さ

れた時期である。該期の初頭に位置付けることのできる植物質繊維混入の縄文施文土器は、池尻遺跡や古

屋敷遺跡で採集されており、中葉期は断片的ではあるが、佐野山遺跡で確認されている。半裁竹管による

沈線文を多用した後半期の土器は、池尻遺跡で数多く確認されている。池尻では時期不明瞭な落とし穴状

土坑が検出され、小坂西遺跡（72）では住居跡 1 軒が発掘されている。このように前期段階の当地域は、

早期での遺跡とほぼ同一の遺跡地内に土器片が採集され、新出する遺跡の発見は今のところない。

中期（5000 年ほど前）はいわゆる縄文農耕と呼ばれる食料生産の開始された時期であるが、川西地区

では該期の資料がほとんど発見されていない。更級川右岸の尾根にある坪山 B 遺跡（112）では、ほ場整

備事業に伴う発掘調査で、大溝から中期初頭の土器がまとまって出土したが、生活遺構は確認できなかった。
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0 (1:20,000) 1km

第 14 図　千曲市 川西地区の遺跡の位置（註 1 より転載）
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50 婦人塚古墳 ○ 85-12 真光寺遺跡 ○ ○ 45

51 上平沢遺跡 ○ 85-13 北なめり石遺跡 ○ ○ ○

52 京塚 1 号古墳 ○ 85-14 田畑遺跡 ○ ○

53 京塚 2 号古墳 ○ 85-15 北稲付遺跡 ○ ○ 21

54 坪山古墳 ○ 85-16 社宮司遺跡 ○ ◎ 24

55 吉野塚古墳 ○ 86 赤坂遺跡 ○ ○ ○ ○

56 上人塚古墳 ○ 87 曽根塚古墳 ○

57 丸山古墳 ○ 88 上吉野遺跡 ○ ○

58 糠塚古墳 ○ 89 東中曽根遺跡 ○ ○ ○

59 矢先山下古墳 ○ 90 判官塚古墳 ○

60 矢先山１号古墳 ○ 45 91 稲荷山城跡 ○ 45､108

60 矢先山２号古墳 ○ 45 92 検見塚古墳 ○ ○

61 矢先山経塚 ○ 3､89 93 小坂塚古墳 ○ ○

62 山ノ神古墳 ○ 94 小坂東遺跡 ○ ○ ○ ◎

63 こがの峯古墳 ○ ○ 45 95 治田池遺跡 ○ ○ ○ 45

64 中原南遺跡 ○ 97 町屋敷遺跡 ○ ○

65 中原古墳 ○ 101 山ノ神遺跡 ○ 45

66-1 吹上塚東古墳 ○ ○ 102 柳下遺跡 ○ ○

66-2 吹上塚西古墳 ○ ○ 103 峯遺跡 ○ ○ ○

67 雁塚遺跡 ○ ○ 104 宮川遺跡 ○ ○ ○ ○ ○ ○

68 鳥林遺跡 ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ 66 105 峯謡坂遺跡 ○ ○ ○ ○

69 塚ノ口１号古墳 ○ 106 西中曽根遺跡 ○ ○ ○

69 塚ノ口２号古墳 ○ 107 舞台遺跡 ○ ○ ○ ○ ○

70 宝殿ノ塚古墳 ○ ○ 108 姨捨遺跡 ○ ○ ○

71-1 返町遺跡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 37､45 109 杉ノ木古墳 ○ 90

71-2 後安遺跡 ○ ○ 110 姨捨塚穴〃 ○

71-3 宮沖遺跡 ○ ○ 111 坪山Ａ遺跡 ○ ○ ○

71-4 湯屋遺跡 ○ ○ 112 坪山Ｂ遺跡 ○ ○ ○

71-5 駒清水遺跡 ○ ○ 113 判官塚遺跡 ○ ○ ○

72 小坂西遺跡 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 66 114 丸山遺跡 ○ 23

73 遠見塚古墳 ○ ○ 115 下吉野Ａ遺跡 ○ ○ 23

74 元町遺跡 ○ ○ 45 116 下吉野Ｂ遺跡 ○ ○

75 小坂城跡 ○ 33 117 下吉野Ｃ遺跡 ○ ○ ○ ○ ○ 23

76 塚穴古墳 ○ 45 117-1 下吉野Ｃ-1 遺跡 ◎ 20

77 一本松古墳 ○ ○ 12､45 117-2 下吉野Ｃ-2 遺跡 ◎ ◎ ○ 20

78 湯ノ崎遺跡 ○ 118 東条遺跡 ○ ○ ○

79 東谷古墳 ○ 119 外西川原遺跡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

80 湯ノ崎１号古墳 ○ 120 石原Ａ遺跡 ○ ○

80 湯ノ崎２号古墳 ○ 121 石原Ｂ遺跡 ○ ○

82 佐野山遺跡 ○ ○ ○ ○ ○ 45 123 町裏遺跡 ○ ○

85-1 大伝寺遺跡 ○ ○ ○ 124 堂林遺跡 ○ ○ ○

85-2 成沢遺跡 ○ ○ 127-1 籠田遺跡 ○ ○ 19

85-3 中道遺跡 ○ ○ 129 平田遺跡 ○ ○ 19

85-4 北堀遺跡 ○ ○ 130 久保田遺跡 ○ ○

85-5 御頭免遺跡 ○ ○ 131 元町焼窯跡 ○

85-6 稲付遺跡 ○ ○ ○ 139 篠山遺跡 ○ ○ ○ ○ 45

85-7 青木遺跡 ○ ◎ 8､15 204 西久保瓦窯跡 ○ 20

85-8 外くね遺跡 ○ ○ 205 西久保遺跡 ○ ○ 20

85-9 六反田遺跡 ○ ○ ○ 45 208 寺山遺跡

85-10 横まくり遺跡 ○ ○ ○ ○ 209 白石遺跡 ○ ○

85-11 志川遺跡 ○ ○ ○ ○ ○ 45 213 武水別神社遺跡 ○

よこみぞ遺跡 ○ 214 八幡松田館跡 ○ 108

れんでば遺跡 ○

第 2 工区前半部分の遺跡　　　　　　　
第 2 工区後半部分の遺跡　　　　　　　

第 31 表　千曲市 川西地区の遺跡の年代（註 1 より転載）
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佐野川流域にある真光寺遺跡（85-12）からは、中期後葉と考えられる深鉢形土器の装飾把手破片が採集

され、治田池遺跡からも同時期と考えられる土器片が出土している。池尻遺跡は小規模の竪穴状遺構が検

出され、中期初頭と考えられる土器と打製石斧や磨石の出土があるが、前期からの継続的な選地である。

後期（4000 年ほど前）は、気温の冷涼化（現在の平均気温より 1℃低い）が進み、食料生産様式に変

化が現れる時期である。中期段階に小竪穴状遺構を確認している池尻遺跡から、後期前半の土器破片資料

と仮面土偶の破片が出土している。大池南尾根遺跡では後期初頭から中葉期の土器破片がまとまって採集

されている。東條遺跡の近傍では、標高 400m 台にある石原 A・B 遺跡（120,121）で土器集中区が検出

され、後期中葉から後半のまとまった土器破片が採集されている。

晩期（3000 年ほど前）は、いよいよ稲作農耕へと突入していく段階で、縄文文化終焉の時期にあたる。

川西地区では、桑原の小坂西遺跡、長尾根地区の坪山遺跡から晩期後半の土器破片が採集され、池尻遺跡

では東海地方と関係のある条痕文土器も出土している。しかし後期同様、確かな生活痕跡は認められない。

弥生時代

桑原の反町遺跡（71-1）から中期後半（2000 年ほど前）の土器破片が採集されているほか、治田神社

境内から、該期と考えられる太型蛤刃石斧がまとまって発見されている。千曲川左岸域の川西地区は稲作

開始期の弥生時代になっても、縄文時代と同様に断片的な遺物採集のみに留まっている。これは、縄文遺

跡も同様なことではあるが、当該地域に大規模発掘がいまだに及んでいないこと、集落遺跡の営まれるで

あろう平坦地の大部分が現在も水田耕作されている点によると考えられる。しかし、八幡遺跡群の調査で

ある程度広域に発掘対象となった地区でも、縄文そして弥生時代の生活痕跡がほとんど確認できなかった

ことは、当地域の発展史を考えていく上で、極めて重要な情報である。弥生時代も後期後半（1800 年ほ

ど前）となると、竪穴住居跡や土坑で構成される集落遺跡が確認できる。宮川以南の姨捨土石流台地端部

には、外西川原遺跡（119）、舞台遺跡（107）、東中曽根遺跡（89）、峯謡坂遺跡（105）、西中曽根遺跡（106）

がある。今回の発掘調査でも東中曽根遺跡で竪穴住居跡と掘立柱建物跡、峯謡坂遺跡で土器棺墓、西中曽

根遺跡で土坑を確認している。外西川原遺跡は標高 380m 前後に位置し、後期後半の竪穴住居跡 8 軒が

発掘され、隣接する東中曽根遺跡との関連が窺われる。舞台遺跡は西中曽根遺跡上段の標高 390m に位

置し、竪穴住居跡 7 軒と掘立柱建物跡 1 棟を発掘している。峯謡坂遺跡北側の宮川下流域に宮川遺跡（104）

がある。竪穴住居跡、土坑、井戸跡からなり、後期終末の様相を呈する。このことから、弥生時代の後期

後半から終末期には、姨捨土石流台地端部を中心に、中小規模の集落遺跡が本格的に設営され始めたこと

が理解される。最大の特徴は、八幡遺跡群のある佐野川扇状地上ではなく、あくまでも台地縁辺部に集落

が選地された点であろうか。この傾向は古墳時代にも引き続くものと予想されるが、良好な集落遺跡は確

認できていない。

古墳時代

該期は古墳そのものが築かれる時期であり、川西地区にも小規模な古墳が数多く築造されている。諸所

での古墳造営と相俟ってか、集落遺跡は拡散選地される。これまで集落遺跡の確認できなかった佐野扇状

地にも、志川遺跡（85-11）、横まくり遺跡（85-10）等が設営され、大道遺跡も、この時期の集落遺跡で

ある。宮川以南の土石流台地上では、峯遺跡（103）があり、古墳時代の住居跡 2 軒と土坑 1 基を確認し

ている。また今回の調査で、西中曽根遺跡では住居跡と土坑、東中曽根遺跡と東條遺跡（118）では住居

跡と掘立柱建物跡を確認している。現在当該地域の集落遺跡と古墳の対比は稲荷山元町遺跡（74）と塚

穴古墳群（76）、反町遺跡と吹上塚古墳（66）、志川遺跡と八幡古墳群、外西河原遺跡と姨捨古墳群が予想・

設定されている。集落遺跡と古墳、歴史的要素が充実した段階といえる。川西地区の古墳は北から塚穴古

墳群（7 世紀前半中心）、八稜鏡 2 面を出土した一本松古墳（77）（7 世紀代中心で 9 世紀頃まで追葬か）、

第１節　遺跡を取り巻く環境
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小坂古墳群（6 〜７世紀代）、吹上塚古墳群（5 世紀末ころか）、八幡古墳群（6 世紀代中心か）、姨捨古墳

群（6 から 7 世紀代）がある。

古代以降

当地方は古代には更級郡に属し、犀川以南の川中島から南は筑摩郡の本城村におよぶ地域に該当する。

更級郡衙の比定地は、八幡にある社宮司遺跡（85-16）であり、ほ場整備事業に伴う発掘調査で掘立柱建

物跡 9 棟が確認され、奈良三彩陶器、灰釉陶器、墨書土器、そして豊富な木製品が出土している。坂城更

埴バイパスに伴う発掘調査では住居跡 16 軒、掘立柱建物跡 52 棟、区画的な大溝や漆紙文書、墨書土器

を確認し、郡衙との関連は濃厚である。また国内初の六角木幢（宝幢）が出土している。社宮司の北方に

ある北稲付遺跡（85-15）でも青銅製の帯金具に木簡、墨書土器などが出土し、やはり更級郡衙との関連

が推定されている。今回の調査対象遺跡である峯謡坂遺跡では小規模な集落であるが、灰釉陶器や緑釉陶

器、円面硯の出土があり、一般の農民とは別の階級の居住が推定される。東條遺跡の古代集落は 7 世紀〜

9 世紀頃に営まれ律令国家の盛行期には規模を縮小していく。志川にある青木遺跡（85-11）は、古手の

瓦が採集され、該期の廃寺跡の可能性が示唆されていたが、過去 1 回の調査で該期に相当する遺構は確認

できなかった。これら集落関連の遺跡以外に、大田原には上日向窯跡群があり、3 号窯の灰原から 8 世紀

中ごろと推定される須恵器と瓦が出土し、更級郡内の須恵器生産窯として注目されている。また石原 A 遺

跡では、厳密な時期比定は難しいが、該期の終末頃と考えられる木棺墓が 1 基確認され、横沢遺跡群上ノ

田（78）・平田遺跡（129）などでは火葬墓の検出がある。矢先山（61）は平安時代の経塚として有名で

ある。東條遺跡では土石流による中断の後、13 〜 16 世紀の中世遺構が確認されている。鎌倉・室町幕

府下の地方都市に開かれた門前町、交通の要所として整備された街道を髣髴とさせる遺構群で、漆器や櫛、

下駄、銭などの日用品のほか、「蘇民将来符」木簡や呪符木簡などの出土がある。武水別神社遺跡（213）

は平成 5 年度に調査された遺跡地で、近世と考えられる石列 1 基と中世から近世期の埋蔵銭 39000 枚（こ

の内 20000 枚が寛永通宝）が出土している。

註 1）本節は　長野県埋蔵文化財センター　2006　『一般国道 18 号（坂城更埴バイパス）　埋蔵文化財発掘調査報告書 1

 千曲市内その 1　社宮司遺跡ほか』第２章第 1 節に加筆、修正したものです。
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第 3 章　発掘調査の成果 

第 2 節　遺跡からみた地域の歴史

１. 古代的社会の形成

（１）７世紀前半（古墳時代Ⅴ期）の「さらしな」

①「さらしな」の遺跡（第 15 図）

【時期区分のポイント : 古墳時代終末・7 世紀第 1 〜 2 四半期頃 , 搬入の須恵器坏 H 類・坏蓋 H 類の段階】

該期の食膳具は、陶邑窯産等の搬入須恵器坏類により構成され、いまだ古代型の須恵器坏類が登場し

ない段階である。貯蔵具では須恵器の大甕に加え、瓶類が盛行し、横瓶（1 類タワラ形と 2 類シビン形）、

堤瓶（ツツミ形）、平瓶（ラッパ口形）、𤭯（注口付瓶）などの種類がある。

更級郡内で該期の集落遺跡を検討できる事例はいまだ多くはない。発掘調査により成果の知られた遺跡

に、長野市田中沖遺跡、千曲市桑原遺跡群湯屋遺跡、八幡遺跡群大道遺跡、そして今回の東條遺跡がある。

東條遺跡（第 16 図）は、国道 18 号線地点と上町団地地点の 2 箇所で発掘調査が実施された。上町団

地地点では、6 世紀終末から 7 世紀初頭にかけての竪穴住居跡が確認されているものの、住居跡のまとま

りを捉えるだけの面的調査がない。今回調査対象となった国道 18 号線地点をもとに集落跡の内容を考え

てみると、居住の中心となった竪穴住居跡には、一辺 6 ｍを越える大型例（SB16・SB30 ほか）と、それ

以下の中・小型例（SB49・SB73 ほか）があり、それらで集落が構成されていることが分かる。大型例は

調査対象地内の中央地区に分布し、それの左右の地区（東西方向）に中・小型例の住居跡が分布し、大ま

かに 3 つのまとまり（3 住居跡群）・生活の単位（近接した住居跡の大・小、あるいは中・小の組み合わ

せで構成される住居跡のまとまりを便宜的に呼称）を捉えることができる。注意されるのは中央地区の住

居跡群（生活の単位）で、およそ 40m の範囲内に大型住居跡が 3 軒（SB16・SB29・SB30）と、それぞ

れに一辺 3 ｍ〜 4 ｍほどの小型の住居跡が付随するかのように存在している点である。SB29 には SB18 が、

SB30 には SB26 が、SB16 には SB23 か ? が組めるように観える。このような生活の単位の特殊性は、ひ

とつの集落のみならず地域社会をまとめる階層の竪穴として理解できるのであろうか。それのない大道遺

跡や湯屋遺跡を比較したとき、東條遺跡が当該地域の中核的な集落遺跡であった可能性は高いと考えられ

る。おそらくは古代「小谷郷」を形成する中核的集落遺跡であり、同じ更級郡内にある田中沖遺跡が古代「池

郷」を形成する中核的な集落遺跡と予想されるのと同様に考えることができるか。東條遺跡の中央地区に

位置する SB16 の埋没土内からは、古墳時代前期以後、氏族社会の特別な階層に継承されたと考えられる

小型の珠紋鏡が廃棄され出土している。7 世紀後半（古代Ⅰ期）に至り、生活単位の中に大型住居跡が消

失していくことを考え合わせると、歴史的過程の中で、該期の東條遺跡の集落構造が示す社会的な意義は

大きい。遺跡背後の南斜面には姨捨古墳群が築造される。標高 440m 付近に横穴式石室をもつ判官束古

墳があり、出土遺物から 6 世紀から 7 世紀代にかけて、築造そして追葬が行われたと評価されている。

大道遺跡は、一辺 5 ｍほどの中型の竪穴住居跡（SB03・SB16）と、それ以下の小型住居跡で集落が構

成される。調査区内では住居跡のまとまりは一か所に限られ、東條遺跡のようないくつかの群での構成は

確認できていない。中型例 1 軒と小型例 2 軒から３軒で構成された生活の単位を発掘したものと思われ

るが、遺跡の背後にある八幡古墳群（矢崎山 1,2 号墳・矢崎山下古墳・山ノ神古墳など）の築造を考慮す

れば、大道遺跡の集落規模は、より大きなものと推定される。遺跡は 7 世紀代にほぼ収まるが、住居跡に

重複が見られ、少なくとも二つの時期があると考えられる。佐野川扇状地のほぼ中央に集落が設営される

ことから、八幡遺跡群の中核を担う集落のひとつと考えられる。

第２節　遺跡からみた地域の歴史
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● 8 世紀～9世紀が主体

10世紀～11世紀が主体
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第 15 図　古代更級郡内の主な遺跡の位置
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湯屋遺跡は、佐野川左岸域の桑原遺跡群にある集落遺跡で、発掘調査により 47 軒の竪穴住居跡が確認

されたが、詳細は不明である。遺跡背後の南東斜面には小坂古墳群（塚ノ口古墳・小坂口古墳・遠見塚古

墳など）があり、いずれも 7 世紀代に属する盛土墳と推定され、本遺跡との関連性が強い。また湯屋遺跡

の北東側、湯ノ崎の南斜面、元町遺跡の背後には塚穴古墳や一本松古墳がある。一本松古墳は径 11 ｍの

盛土を持つ円墳で横穴式石室構造、古くに金環 1、土製勾玉 1、直刀 1 が出土し、八稜鏡 2 面（追葬か）

の伝承がある。築造はやはり 7 世紀後半代と推定されている。

②歴史的な背景（国政 ; 大陸文化の受容と国際化）

キーワード：遣隋使（隋滅亡）･ 遣唐使（唐の建国） 　蘇我氏の天皇権力の越権　 聖徳太子一族の滅亡

589 年隋が南朝の陳を滅ぼし、高句麗・百済・新羅は隋の柵封を受ける。598 年頃より高句麗と隋が

政治的な衝突。592 年蘇我馬子、崇峻天皇を殺害させ、推古天皇擁立。聖徳太子は推古天皇の摂政となる。

594 年仏教興隆の詔。600 年遣隋使を派遣、朝鮮半島での倭の立場を確保しようと目論む。604 年冠位

十二階、十七条の憲法制定。607 年法隆寺建立。遣隋使の派遣。小野妹子、南淵清安らは年少にして随行、

612 年には隋が敗退、煬帝が江都で殺害され滅びる。唐の建国。610 年僧曇徴、紙や墨の製法を伝える。

この頃、三教義疏（勝鬘・維摩・法華経）なる。620 年『天皇記』・『国記』の撰録。622 年『天寿国繍帳』

作成される。623 年に新羅の使者が来日、僧の恵日が帰国。留学生の派遣と国交を建言。630 年、遣唐使

の派遣。僧旻、南淵清安・高向玄理らが帰国。この頃に蘇我入鹿は、天皇のみが許される呪術や祭祀、即

位などの権限を越権し、こうした行為が他の豪族にも波及する。643 年入鹿は聖徳太子の皇子、山背大兄

王を斑鳩宮で殺害する。

（２）7 世紀後半（古代Ⅰ期）の「さらしな」

①「さらしな」の遺跡

【時期区分のポイント : 古代Ⅰ期 7 世紀第 3 四半期頃 , 古代型の須恵器坏 A 類・坏蓋 A 類が出現する段階】

古墳時代の食膳具・貯蔵具を基本的に継承するが、消滅していく器もある。貯蔵具では甕 E 類（無頸壷）

や瓶類の堤瓶が消滅する。食膳具では非ロクロ土師器の坏（A 類・B 類）が消失し、古代型の須恵器坏 A

類が登場する。

東條遺跡（第 17 図）は、古墳時代Ⅴ期に地域社会を担う中核的な集落として誕生し、地域をまとめあ

げる階層者が住む集落として機能した可能性が高い。該期に至ると、特別な階層者を思わせるような大型

の竪穴住居跡は消滅してしまうが、一辺５ｍほどの中型例（SB22・SB65）と一辺３ｍほどの小型例（SB31・

SB68）で構成された集落が形成される。住居跡間の距離間隔から、中型例 1 軒程度と小型例 2 軒程度で、

ひとつのまとまりを構成したものと観える。このまとまりが集落を構成する生活の単位、あるいは労働の

単位と考えると、調査区中央地区に一か所、その東西の地区に各一か所が認められることになる。1 軒の

竪穴住居跡の居住に関わる員数やまたその関係性については推定の域を出ないが、1 軒に 2 〜 5 人程度の

員数を想定できるなら、3 軒程度で 10 人前後の居住が可能となり、「房戸」のような生活あるいは労働の

単位を考えることもできる。今回の調査区内では、それが 3 箇所あるので 3 房戸が予想でき、1 房戸が 2

つから 3 つ程度集まって「1 戸」（30 人前後か）を編成していたと仮定すると、ちょうど 1 戸（郷戸）分

の単位を検出したことになる。東條遺跡として周知化された埋蔵文化財包蔵地の範囲内に、この推定を還

元すると、いまだ発掘調査の及んでいない部分も含めた全体の中に 10 〜 15 房戸が予想できることにな

る。つまり東條遺跡は古代籍帳上の 3 〜 5 戸（郷戸）程度で集落が形成されていた仮定上の計算となる。

東條遺跡は小谷郷に所在し、「1 郷」は 50 戸で編成されたとされているので、残り 45 〜 47 戸程度が郷

内には存在したことになる。

第２節　遺跡からみた地域の歴史
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峯謡坂遺跡（第 18 図）は、該期（概ね大化の改新以後）に新設された集落遺跡である。一辺５ｍほど

の中型例 1 軒と一辺４ｍほどの小型例 2 軒前後があり、両者のまとまりを単純に仮定評価すれば、1 房

戸程度を想定できる。遺跡は尾根状に張り出した台地先端部に立地し、周知化された包蔵地範囲での、集

落設営上の好適地を今回は発掘調査している。調査結果を遺跡全体に及ばせても、およそ 4 〜 6 房戸程

度しか推定できない計算となる。つまり峯謡坂遺跡は、仮定上、1 戸（郷戸）ないしは 2 戸（郷戸）程度

の集落規模を考えることができる。「クニを分割して評を設置する」時期であるだけに、更級郡衙の誕生、

その成立前夜を積極的に評価し、これに関わる政治的、社会的な機能を支援する戸（郷戸）を峯謡坂遺跡

には想定したい。本遺跡が古代Ⅰ期に新設されて早くも次の古代Ⅱ期には消失してしまう意味は、本集落

跡の示すそうした性格の一端を暗示しているように思える。

大道遺跡には、該期に所属すると判断できる竪穴住居跡はほとんどない。調査区西側の端で検出した一

辺４ｍ〜３ｍ規模の住居跡（SB11・SB12）にその可能性を考えることができるが、時期決定を行える出

土遺物が貧弱である。それらの住居跡が当該期のものであると仮定すると、集落跡の主体部は今回発掘し

た地籍の西側（調査区外）に展開している可能性がある。調査区内から須恵器坏 A 類が 1 点、坏 B 類が 4 点、

破片資料で出土しているだけで、現状では生産的単位を示す集落跡の全体像はつかめていない。

社宮司遺跡では、集落跡の構造が明瞭につかみきれていない。竪穴住居跡 2 軒（SB05・SB16）と掘立

柱建物跡 4 棟（ST29 ほか）を検出したが、それらの時間的な位置付けは、むしろ古代Ⅰ期の後半ころと

考えられる。該期の前半は溝跡等を中心とした生産域であり、いまだ施設の建設が計画的に進んでいな

い段階と評価でき、報告書では「社宮司Ⅰ期 1 小期」と段階設定している。後半に建設された建物跡を、

681 年飛鳥御浄原律令の制定に近い時期と予想したいが、地域支配拠点に関わるような施設群の可能性を

考えるには、やや不充分な遺構内容である。続く古代Ⅱ期以降の本遺跡内容を加味して考えると、律令社

会の開幕期に地方行政に参画していく施設（遺跡）の萌芽期と理解しておくべきであろう。

②歴史的な背景（国政； 政権の交代と政治改革）

キーワード : 改新の詔　公地公民　班田収受　男女の法　庚午（寅）年籍　東国支配

645 年倭国史に残るクーデター、乙巳の変（大化の改新）が起こる。蘇我入鹿の暗殺に成功した中大兄

皇子と中臣鎌足は、孝徳天皇を立て、新政権を樹立する。大和王権は氏族制度を根幹とする地域社会の統

合体であるが、新政権はそれを中央に集権化させることを、政治目標とし、大化二年（646 年）に改新の

詔、「男女の法」、さらには薄葬令を打ち出す。『日本書紀』に記された詔の四箇条は、１. 子代・部曲・屯

倉・田荘の廃止と封禄の支給、２. 京・畿内国・郡・関塞・駅伝の制、３. 戸籍・計帳、班田収受の法、４. 賦

役の制とされる。「男女の法」は、出生児に対し良民を父方に、賤民は母方に属させた。また新政権は唐

及び朝鮮半島諸国（高句麗・新羅・百済）との対外関係を踏まえつつ、倭国東端の地、東国の開拓、統合

化を進める。このための施策として、人口や田地の調査、武器の徴収などを実施し、淳足の柵（647 年）、

磐舟の柵（648 年）を設置する。ここで重要な点は、武器を徴収し、空閑地に武器庫を設けて保管させた

こと、蝦夷の居住地に近い毛野地方などでは、蝦夷の襲撃に備えるとして武器を所持した本人に貸与した

ことである。「シナノ」の地は、毛野地方と並び蝦夷居住地の周辺域にあたるとも考えられるが、ここ「さ

らしな」の地にあっては鉄製武器の出土は残念ながら少ない。武器を回収し、空間地あるいは郡家への保

管が進められていたのか、集落遺跡はもとより古墳への副葬量の調査が望まれる。652 年難波宮（前期難

波宮 ?）に遷都。658 年には阿部比羅夫が蝦夷、粛慎の征討を開始する。660 年百済が唐に滅ぼされ、や

がて白村江の戦いとなり倭国は大敗する。天智天皇（中大兄皇子即位）は 669 年に近江令を制定し、670

年には初の全国的な戸籍、庚午年籍（永久保存）を作成する。詔に示された賦役の制では、仕丁の出仕単

位を 50 戸とし、その戸より「庸の米」を供出させた。ここに定められた共同体の結合原理が、後の社会

第３章　発掘調査の成果
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第17図　東條遺跡の古代Ⅰ期の集落
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第 18 図　峯謡坂遺跡の古代Ⅰ期の集落
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で「里」に生かされたとされる。実際の集落遺跡で確認される住居跡のまとまりを原点として、集落遺跡

の構造、遺跡間の関係性を摸索していく上に、編戸、ことに 50 戸の単位は手法として重要である。690

年には庚寅年籍が完成し、六年一造、国―評（郡）―里―戸の制が確立する。684 年天武天皇の治世、複

都案に伴い信濃へも使者が派遣されている。

2．古代社会の成立

（１）８世紀前半（古代Ⅱ期）の「さらしな」

①「さらしな」の遺跡

【時期区分のポイント : 古代Ⅱ期 7 世紀第 4 四半期〜 8 世紀第 1 四半期頃 , 須恵器坏 B 類と坏蓋 B 類が

出現する段階】

貯蔵具は 7 世紀終末ころより変化が見られ始め、𤭯や須恵器小壷（A 類丸底）が消滅、新たに甕類（甕 B 類・

C 類）が登場する。食膳具では非ロクロ土師器が該期で完全に消滅し、須恵器坏 A 類さらには坏 BⅠ類（法

量 4 種類）が出揃う。古墳時代の須恵器高坏は消滅し、変わって須恵器の盤が登場してくる。

東條遺跡（第 19 図）では、調査対象地の中央地区に住居跡のまとまりが再び増加し、西地区に 2 軒の

まとまりが、東地区には 4 軒のまとまりが観られるようになる。これらのまとまりは、住居跡の軸が北東

に 20 度ほど傾く一群とほぼ南北軸を取る一群の 2 者に別れ、中央地区のまとまりのひとつが後者に該当

する。時間的な前後関係は、古い住居跡が前者で、新しい住居跡が後者に所属する傾向にあるが厳密では

ない。また古い住居跡は一辺５ｍほどの中型例（SB10・SB19・SB20）と一辺３ｍほどの小型例（SB12・

SB33）で構成されるのに対し、新しいものは一辺４ｍ規模の方形プランを指向する小型住居跡（SB59・

SB62・SB70・SB72・SB74）で統一されているように観える。さらには西地区の端に該期に所属すると

考えられる掘立柱建物跡 3 棟（ST31・ST33・ST35）がまとまりをもって造られ、計画的な施設造営を窺

うことができる。調査区内には 4 つから 5 つ程度の房戸が推定でき、周知化された包蔵地範囲内には 20

〜 25 の房戸（200 〜 250 人程度）、6 〜 7 戸（郷戸）が予想できそうである。集落跡の規模としては古

代Ⅰ期よりも 2 戸（60 人前後）程度増大した仮定上の計算になる。集落規模の増大または再編成が、調

査地の中央地区に確認された正方位を指向する住居跡のまとまりや西地区に建設された掘立柱建物跡群に

現れているとしたら、社宮司遺跡で該期に設営されてくる、やはり正方位指向の住居跡や掘立柱建物跡と、

設計上の計画性や関連性が読み取れるのかもしれない。まさに律令社会における地域集落の構造を読み解

く、ひとつの検討材料を内包するものと考えたい。

峯謡坂遺跡と大道遺跡には、該期の住居跡は検出されず、生産の単位となるような集団は占拠していな

いと考えられる。峯謡坂遺跡は、前時期に新たに形成された一房戸程度の集落であるが、該期に至り、突

如として、それが消失する理由は何か。このことが「クニを分け「評」を設置する」施策に関係し、社宮

司遺跡等の郡衙関連施設の建設に着手、あるいはそれら施設に移転した結果と評価できるなら、歴史的な

意義は極めて大きい。峯謡坂遺跡と同様に大道遺跡も該期に消失する。大道遺跡の南 50 ｍほどには社宮

司遺跡があり、やはり社宮司遺跡等の増設に関わった結果なのだろうか。この２つの遺跡の消失と社宮司

遺跡の増設・再編が時期をほぼ同じくしている点は注意すべき考古学的事象といえる。

社宮司遺跡では、「社宮司Ⅰ期 2 小期」がほぼ該当し、計画的な施設造営が開始される段階である。竪

穴住居跡に加え、計画的とも観える建物群の設営がある。前段階には竪穴住居跡 2 軒（SB05・SB16）と

掘立柱建物跡 4 棟（ST29 ほか）程度が設営されるに留まったが、該期に至ると東西方向の溝跡を 2 本（北

側に SD01、南側に SD84）掘削し、その溝間の空間地、幅にして 50 ｍの区画内（北区と仮称）に、特

異ともいえる樋状の集排水設備をもった一辺６ｍもある大型竪穴住居跡（SB17）と 4 棟の掘立柱建物跡

第３章　発掘調査の成果
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第19図　東條遺跡の古代Ⅱ期の集落
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（ST19・ST30 ほか）が設営される。この区画された北区の南方（南区と呼ぶ）には、3 棟の掘立柱建物

跡（ST08 ほか）が林立し、なかでも東西方向に長軸のある 2 間× 6 間（ST12 床面積 50 ㎡）の長大な建

物跡は、まさに政治的・社会的な機能を考えるに十分な内容をもつ。こうした状況証拠を鑑みれば、該期

において「更級郡家」が、この八幡の地域に造営されたと考えることも、あながち誤りではなさそうである。

政庁機能は、やはり八幡字「郡（こおり）」の地籍周辺に想定できるのか。本遺跡より北へ 500m の位置に、

郡家推定地はある。

②歴史的な背景（国政； 中央集権と律令国家の誕生）

キーワード : 大宝律令　日本と信濃国　平城京　郷里制　班田の確保　浮浪人　出挙　条里制　蓄銭

 叙位令　飢饉・病　国分寺（尼寺）造営

694 年藤原京遷都。701 年大宝律令が制定される。律令が完全な形として成立したこと、倭にかわり

「日本」の国名を正式に定めたこと、行政上の命令や報告は公文書をもって行い、公文書には干支ではな

く年号を用いるなど、今日の国家形成の基礎的な骨格がここに築かれる。702 年岐蘇山道（木曽路）が開

かれ、713 年には吉蘇路が通じている。この頃より「信濃国」の国名が使われたとされる。708 年に武

蔵国より自然銅（和銅）が献上され「和同開珎」を発行、711 年には蓄銭叙位令が発布され貨幣経済の端

緒が開かれる。710 年平城京遷都。715 年国−郡−郷−里制（大宝律令では 50 戸を一里）に改める。同

年南信地域の遠山で地震（『続日本紀』では「遠江地震」と記述）が起こったことが記録される。この頃、

信濃国ほかの百姓を東国（出羽国）に移す。712 年『古事記』、720 年『日本書紀』などの国史ができる。

721 年に信濃国を割き諏訪国（〜 731 年）を置く。律令制の班田収受は、公民に口分田を与え、課役を

課すことで成り立った。口分田の不足等は百万町歩の開墾計画、三世一身の法の施行を経て、全国的な規

模での条里制（一里を六分割し、36 等分を１町）へと進展する。しかしながら 743 年の墾田永年私財法は、

国司に開墾地の占定許可権を認めたことで、貴族や寺社が畿外へ進出する契機をつくったとされる。一方

で本貫を離れる浮浪人が増加し、墾田と出挙の制による統制の拡大、736 年には浮浪人帳の作成に至る。

729 年長屋王の変。733 年に大飢饉、734 年には大地震が勃発、735 年天然痘の流行が記録されている。

740 年藤原広嗣の乱。743 年には国分寺・国分尼寺造営の詔が出され、天平の経典書写事業の開始、743

年大仏造立の詔が発布される。この頃より平城京内では行基による布教活動が活発化する。

（２）８世紀（古代Ⅲ期）の「さらしな」

①「さらしな」の遺跡

【時期区分のポイント : 古代Ⅲ期 8 世紀第 2 四半期頃〜 8 世紀代 , 非ロクロ土師器は消滅し ､ 黒色土器

A 類が登場 ｡ 須恵器に糸切り離し手法が出現し ､ ヘラ切り手法と交代する段階】

奈良時代の貯蔵具は、甕類の分化が進み、該期には D 類（凸帯付四耳壷）が出現する。瓶類の形態変化（A

類から B 類へ）と集約化が急激に進み、これに小壷（B 類平底）が組成する。煮沸具では古墳時代よりの

非ロクロ系長胴甕（A 類ハケ調整）に加えて、ロクロ系の外来器種（武蔵甕）が搬入され、新たにロクロ

丸底の甕（砲弾甕）が登場してくる。数は少ないが、鍋の存在も認められる。食膳具ではロクロ使用の内

面黒色処理した黒色土器（A 類）の坏が登場する。

東條遺跡（第 20 図）では、住居跡数がやや減少する。中央地区にあった住居跡のまとまりは、ほぼ同

数が継続するが、西地区では消滅、東地区でも 2 軒程度に減少する。ただし西地区では、掘立柱建物跡が

7 棟に増加し、居住施設をもたない掘立柱建物跡群のみの空間として整備されてくる。中型規模の竪穴住

居跡（SB70 から SB71 へ）や 3 間× 4 間の掘立柱建物跡（ST35 から ST36 へ）など、いずれも近い位置

への建て替えが想定される点は、社宮司遺跡の建て替えの在り方と同様であり、8 世紀代の集落構造の変

化を考える上で重要である。中央地区は中型程度の住居跡が 2 軒（SB17・SB71）あり、これに小型例が

第２節　遺跡からみた地域の歴史



− 292 −

組み合わさる構成を引き継ぐ。2 〜 3 房戸を推定することができ、遺跡全体では 10 〜 15 房戸、100 〜

150 人、3 〜 5 戸（郷戸）程度が存在した仮定計算となる。しかし設定した該期の時間幅はおよそ 70 年

近くを含んでおり、同時性という意味では集落規模は半減した姿となる。多少大きく見積もったとしても、

2 つ程度の房戸で 60 人前後、周知化された包蔵地全体では 5 〜 12 房戸ほどで、2 〜 4 戸（郷戸）が考

えられるか。また古代Ⅱ期に観られた小型で方形指向の住居跡のまとまりがなくなり、集落編成の変化さ

らには居住者の移動などの要因が予想される。社宮司遺跡における集落構造の変化、施設の改築や増設等

と関連させて考えていく必要がある。この時期、信濃国において、国分寺・国分尼寺の造営が開始された

のであれば、造営への労役もあったろうし、口分田の不足もあり浮浪人が多発、あるいは墾田開発に伴う

集落規模の拡大や分散化、さらには東国支配に向けての移住政策など、政治的・社会的要因も参考にすべ

きである。今後、追究していくべき課題ではあるが、ここ「さらしな」の地における社宮司遺跡や北稲付

遺跡の在り方を看ると、むしろ律令体制の整備と充実に向けて、更級郡内が活況を呈してくる時期のよう

に捉えられる。郡衙機能の整備・拡充に向けて、組織的な地域づくりを推進した結果と考えておきたい。

社宮司遺跡では、「社宮司Ⅰ期 3 小期」に相当し、施設の改築と増設が進む段階。集排水設備を持つ大

型の竪穴住居跡（SB14 へ）や 2 間× 6 間の大形建物（ST11 へ）も改築される。特記すべきは、いずれ

の建物も東側に１m ないしは２m ずらして再構築されていることである。また増設の建物は掘立柱建物

跡を中心とし、竪穴住居跡（SB11）は南区の建物群中に 1 軒のみ設営され、以後、ほぼ同じ位置にて改

築されていく。出土遺物には墨書の土器（「酒か」・「坂主」・「守部」・「中」など）や習書木簡「緘」があ

るほか、奈良二彩や奈良三彩陶器の出土がある。古代Ⅲ期は、律令体制の形成と展開の時期にあたり、様々

な政治的制度が具体化された天平文化の最盛期である。倉や庫といった建物跡を中心とし、特殊な設備を

持つ大型の竪穴住居跡をもった社宮司遺跡、竪穴式の建物と掘立柱建物跡をもつ北稲付遺跡や稲付遺跡、

そして農業生産の単位として集落構成を再編成した東條遺跡など、律令国家を担う地域社会の在り様を考

究していくに極めて重要な遺跡群が捉えられたと評価したい。

ここに歴史上記録された文字資料にして、該期の様子を端的に表現していると思われる史料が 2 つある

ので、以下に示しておく。

『続日本紀』巻二十九に記された更級郡に住む建部大垣の記事は、神護景雲二年五月とあり、まさにこ

の頃、768 年のことである。その読み下し文は以下のようである。

「信濃国更級郡の人　建部大垣　人となり恭順にして　親につかえて孝あり。〜その田租を免じて身を

終えしむ」

しかしその一方で、904 年に選集された『古今和歌集』巻十七のよみ人しらずの和歌にこめられた想い

は、当時の社会情勢を捉まえているようにも感じられる。

「わが心　なぐさめかねつ　更級や　をばすて山に　てる月を見て」

②歴史的な背景（国政； 律令国家の展開）

キーワード : 国司・郡司の退廃　東国支配の徹底・蝦夷の大征討　健児の制　平安京

764 年藤原仲麻呂の乱。唐では安禄山（755 年）の変が起こり、玄宗皇帝が長安を追われる。朝鮮半

島では新羅が内紛状態となり、日本への移民が続出する。桓武天皇の治世は、蝦夷征討と施設等造作に代

表される。780 年伊治公砦麻呂の反乱により、陸奥国府・多賀城が焼失。784 年長岡京に遷都、平城京

と難波宮の複都制を廃止。甲子革命（世の中が改まる年の意味）の年、藤原種継の暗殺事件が起こる。こ

の頃に調庸の粗悪品が納入され、さらには国司・郡司の怠慢がみられたため国が規制を行う。790 年頃、

信濃国府が移転したとされる。774 年〜 789 年に蝦夷の大征討を行い失敗。790 年には駿河・東山道・
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東海道の諸国に革甲二千領を作るように命じ、791 年には東海道・東山道の諸国に兵士・武具の検閲、征

箭を製造させている。794 年坂上田村麻呂（征夷大将軍）の征討により、802 年ついに阿弖流為が降伏、

三十八年戦争に決着をみる。胆沢城・志波城を築く。蝦夷との戦争で、騎馬兵力の戦闘能力の高さが具現

化され、歩兵主力の軍団が廃止される。792 年「郡司子弟」を登用する健児設置令が出され体制化される。

794 年に平安京へ遷都。805 年の徳政の相論により造営の中止・終了となる。

３．古代社会の展開

（１）９世紀前半（古代Ⅳ期）の「さらしな」

①「さらしな」の遺跡

【ポイント : 古代Ⅳ期 9 世紀前半頃 , 高台付の椀や皿が出現し、黒色土器 B 類や灰釉陶器が登場する段階】

平安時代の貯蔵具は、瓶類の形態分化（平瓶、広口瓶、小瓶、瓶、取手付瓶など）が進み、新たな焼き

物（陶器）が出現する。瓶類には大・中・小の法量が併存する。須恵器甕類や壷類は前段階より継承され

た器種構成をなす。煮沸具は概ね継承されるが、ロクロ土師器では武蔵型甕の出土が該期でなくなる。食

膳具は須恵器坏類が消滅してゆき、内外面黒色処理した B 類が登場、黒色土器 A 類は盛行を極める。灰釉・

緑釉の陶器類も組成してくる。

東條遺跡（第 21 図）は、該期の特徴とされる灰釉陶器の出土が少ないことが挙げられる。食膳具の中

心をなすのは黒色土器である。前段階の古代Ⅲ期の集落構成は、中型を中心に小型の住居跡が加わり、そ

れらが 10 ｍ内の至近で 2 〜 3 軒まとまって生活の単位を構成し仮定上の房戸を編成していた。これに対

し該期では 1 〜 2 軒の中型もしくは小型規模（住居跡の構造は主柱穴を持たず、カマドの上部構造も判

然としない例が主体）に近い住居跡が 10 ｍ以上の間隔を隔てて独立して設営されているように観える。

房戸の再編成が進められ、その構成員に何らかの社会的変化（農民の自立性の高まりなど）が起こった結

果なのだろうか。中央地区で確認した中型規模の住居跡（SB52 と SB53）は、唯一同一場所で改築され

ており、次期にいたっても同じ場所にて改築され続ける点は集落構造を考える上で特筆すべき事例である。

本集落を担う特別な階級の成長を考えておきたい。

峯謡坂遺跡（第 22 図）は、該期に至り再び集落形成が始まる。実際にはヘラ切り離し手法の須恵器坏

A 類の消失した段階、８世紀終末段階を少し含む時期である。中型規模の竪穴住居跡が中心となって生活

の単位が編成されている。中型の住居跡はほぼ同一場所で重複しており、時期として複数段階のあること

は確実だが、その判別は厳密には行いきれない。10 ｍ程度の間隔を置いて住居が建築されている点や小

型例が少ない点は、東條遺跡の場合と同様である。住居跡の設営位置のみを俯瞰すれば、発掘区の真中に

ある SB12 を中心に、東と西にそれぞれ住居跡のまとまりがあるように観られる。２軒ないし３軒ほどの

まとまりを房戸と仮定すれば 2 〜 3 単位程度を想定でき、20 人から 30 人規模、1 戸（郷戸）が存在し

ていた計算になる。この戸の中心的な住居施設がどれなのか、SB12 にそれを求めるならば、陰刻花紋の

ある緑釉陶器の椀（第 38 図 34）、あるいは底部に「人（ひとばしら）」に「井」の合わせ字」あるいは「高

床式倉庫の絵か ?」（第 38 図 29）と考えられる印刻のある土師器坏など、特殊な遺物が挙げられる。ま

た遺跡内で特筆できる出土資料として、須恵器円面硯と長頸瓶 D 類（壷 G 類）がある。いずれも該期の

初頭期に位置づけられると考えられるが、残念ながら押し出し状の堆積物中（SD02 内）より出土してい

るため、正確な時期判断は難しい。墨書土器には「岑」がある。緑釉陶器や灰釉陶器類が比較的豊富なこ

とからも、特別な階級による集落の設営、居住（移住）を考えておきたい。

社宮司遺跡は、「社宮司Ⅱ期」と呼称した段階が概ね該当する。該期では古代Ⅱ期・Ⅲ期と続いた集排

水施設をもつ大型住居跡が消失し、これとともに南北方向の溝（SD53）も機能を失う。北区は掘立柱建

第２節　遺跡からみた地域の歴史
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物跡が中心となるものの、前段階に観られた列状の配置は弛緩される。南区には竪穴式の住居跡と掘立

柱建物跡が配置され、南と北の施設設置の在り方に明瞭な違いが現れてくる。南区の中央部には 2 間× 3

間の総柱建物跡（ST28）がしっかりと築かれ、その脇には一辺 4m 規模の竪穴住居跡が南北に対峙して

存在する。特定空間内でのこうした施設造営の在り様は、本遺跡を担う特別な階級の誕生（あるいは発展か）

を考えさせる。該期の後半期には、遺跡内を区画していた東西南北の溝が機能を消失していき、北区と南

区を仕切る南側の東西溝（SD03）のみが残る。この溝内からは付札状木簡や出挙返納帳と考えられる断

片（「十月十一日正税廿束」と記された漆紙文書断片）が出土している。この出挙返納帳反古紙は、本遺

跡が更級郡家と直接関わった証左であるとともに、そこに記された穎稲での返納は、少なくとも律令税制

に基づいた正税出挙の証と考えられる。旧暦 10 月は、今日の 11 月にあたる。11 月初旬には姨捨にも雪

が来る。返納期としては最も遅い時期にあたり、その意味をどのように捉えるか。飢饉ゆえの遅納なのか、

あるいは農民退廃の結果なのであろうか。いずれにせよ、極めて重要な歴史的事実を示す資料として特筆

できる。

北稲付遺跡・稲付遺跡は、佐野川扇状地の中央部北端に位置し、南端の社宮司遺跡と対峙（社宮司から

は北方へ約 1000m）して扇状地の両翼を担う位置関係にある。部分的な調査であり、全体像はまだ解ら

ない。古代Ⅲ期末から該期にかけての遺跡と考えられ、一辺２ｍほどの小型の竪穴建物跡 1 棟と埋没流路、

掘立柱建物跡が存在する。出土遺物には「□三縄」と墨書された付札状の木簡や「春」と書かれた灰釉陶器、

青銅製の帯金具などがある。生産や居住に関わる遺跡というよりは、調査報告書の示唆する「官衙に関連

する施設」の可能性が高い。付符状木簡の出土と現在の地名「稲付」は、歴史的な意味をもつと考えたい。

②歴史的な背景（国政； 律令国家の変質）

キーワード : 源平藤橘の誕生　都「みやこ」と鄙「ひな」　鎮護国家と密教文化　公営田制　有力農民

 の登場

807 年諸国に桑や漆を植えさせる。811 年陸奥・出羽両国百姓の墾田の収公を禁止。蝦夷と隼人も次

第に公民化され、班田農民となっていく。嵯峨天皇は皇子たちに「源朝臣」や「平朝臣」の姓を与える。

この頃より中国風の名「排行」にならい 2 字 4 音を付ける習慣が根づく。学識や能力のある良吏が出現、

公卿が増加する。「藤原氏」登用の比重が高まり、藤原冬嗣が蔵人頭（810 年蔵人所設置）となる。令外

官「検非違使」の設置。官人層の都への集住化が進み、「畿内」・「畿外」から「みやこ」・「ひな」へと概

念が転換していく。最澄そして空海による密教文化が開花し、現世利益と即身成仏、鎮護国家の思想が天

皇から農民までを包みつつ社会に浸透していく。この頃太政官符にて、税の粗悪・違期・未進を是正させ

ている。823 年小野岑守の提案により、大宰府官内に「公営田」制（国衙の正税を用いて調庸を買い上げ

るシステム）が施行される。この制度の基盤は、地域社会の中で次第に力をつけてきた「郡司子弟」らの

有力農民（富豪層）であり、「力田の輩」、「殷富の輩」などと呼ばれた人達である。この頃の荒田の開発は、

有力農民と弱小農民の上下関係により成り立っていたと考えられている。「郡司子弟」は健児の制度化に

より身分化され、一部の有力農民には下級官職を買うような状況さえ生まれたらしい。いわゆる「弓馬の

士」が社会的にも認知され、国家権力に対抗する勢力として増大していったと考えられる。820 年に最澄

は神坂峠に宿院を設けて旅人の難を救ったとされる。823 年科野から都へ初めて貢馬をおくる。834 年

〜 848 年頃、平安京を中心に「群盗」が活躍。842 年承和の変が起こり、藤原良房が台頭。天皇と外戚

関係を結び、太政大臣へと昇進する。このころ盗賊が出没、飢饉がおこる。嘉祥年間（848 年〜 851 年頃）

に加賀郡傍示札が立つ。811 年農民の魚酒慣行を禁止。古代Ⅳ期は、確立したかに見えた律令国家の枠組

みが変質し、地方社会に住まう人々が、自らの手法で生きる術を身につけていく時期である。

第３章　発掘調査の成果
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第 22 図　峯謡坂遺跡の古代Ⅳ期の集落
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（２）９世紀後半（古代Ⅴ期）の「さらしな」

①「さらしな」の遺跡

【ポイント : 古代Ⅴ期 9 世紀後半頃 , 須恵器坏類の消滅と土師器坏 ･ 椀類が登場する段階】

平安時代の貯蔵具は、前段階の古代Ⅳ期の様相を概ね継承するが、煮沸具では古墳時代以降主役を担っ

た非ロクロ系長胴甕（A 類ハケ調整）が消失し、ロクロ調整の砲弾形甕・小甕が残るのみとなる。食膳具

では須恵器坏類に代わり、ロクロ成形の土師器坏・椀・皿などが登場してくる。黒色土器も依然として盛

行し、灰釉や緑釉陶器の組成も続く。

東條遺跡（第 23 図）では、食膳具の土師器がほとんど出土しておらず、該期でも前半までの集落跡と

考えることができる。墨書土器には「万」や「今」がある。遺跡内には、竪穴住居跡が 2 軒と該期の可

能性のある掘立柱建物跡が 6 棟存在する。中央地区にある竪穴住居跡 1 軒（SB54 と SB76 は同一遺構の

可能性が高い）は、一辺７ｍ近くある壁際に石垣状の礎石列を伴う特殊な構造であり、前時期より住居跡

が改築され続けた同一場所にある。礎石列をもつ建物跡は、千曲川の対岸に位置する千曲市五輪堂遺跡で

も発見されており、所属時代も 9 世紀後半代と同様で、そこでは集落内の堂跡を想定している。本遺跡で

も一般の居住施設以外の機能を考える必要があるか。この施設の東側には 2 間× 4 間を中心とした 5 棟

もの掘立柱建物跡が造られ、西地区には 1 軒の住居跡に 1 棟の掘立柱建物跡が組成するように存在する。

調査区外の様子は皆目見当がつかないが、集落の構造的な変化は急激に進展したものと考えられる。東條

遺跡が該期をもって古代集落の終焉を迎えることも、大きな画期の一側面を意味しているように思える。

峯謡坂遺跡（第 24 図）では、中型規模の竪穴住居跡が中心となり、古代Ⅳ期の集落構成をほぼ継承す

る。同一場所での建て替えは、安定した比較的長期間にわたる居住の姿を想定できる。前時期と同様に発

掘区のほぼ真ん中にある SB17（SB12 の北側に隣接して建築される）を中心に東と西に住居跡はまとまっ

ている。やはり２つ程度の単位、房戸を想定でき 20 人程度の規模、1 戸（郷戸）が存在した仮定になるか。

SB17 には灰釉陶器の椀類に加えて赤彩のある土師器坏の出土があり、やはり特殊性がある。集落遺跡全

体の出土遺物は、食器類に占める土師器の割合が高いことから、古代Ⅴ期でも後半に近いものと考えられる。

社宮司遺跡は、「社宮司Ⅲ期」に該当する。竪穴住居跡の改築が観られた南区を中心に新たな展開が進む。

遺跡を南北に分けた南側の東西大溝（SD03）は、南区の私的空間を取り巻くように L 字形に掘削される。

公的空間内の施設は、ほとんどが消失する。南区での居住中心の空間形成（25m 四方）がいっそう図られ、

大型の竪穴住居跡 1 軒（SB01）と中型規模の住居跡 2 軒（SB12 ほか）、これに掘立柱建物跡 1 棟（ST44）

が設営され、「屋敷地」的な配置が出現する。この空間の東には 1 間× 1 間の建物跡が南北に立ち並ぶ。

該期も終末の段階（古代Ⅵ期にもかかる時期か）に至ると、再び南区の空間内で竪穴住居跡の改築が図ら

れる。これについては遺構の所属時期が微妙でもあり、次期（古代Ⅵ期）にて扱う。古代Ⅴ期は、律令体

制の転換期にあたる。このことは農業生産集落として栄えた東條遺跡の解体に端的に表現されているよう

にも看られ、社宮司遺跡や峯謡坂遺跡にみる集落構造の一大変化も同様な事象であると考えられる。改め

て挙げるまでもないが、社宮司遺跡に観る公的実務空間の放棄、私的空間の拡充・整備は、律令支配から

の完全なる脱皮と、新しい価値観の萌芽を表現しているように思える。大溝（SD03）に打ち捨てられた

大量の灰釉陶器類や、少なくない緑釉陶器の出土を見れば、遺跡としての終息感は微塵も感じられない。

食膳具に必要以上に固執し「八千」の文字を書くことも、社会的な変化の一側面として捉えられるか。

②歴史的な背景（国政； 摂関政治の開始と荘園制の成立）

キーワード : 疾病流行　藤原氏　摂政・関白　富豪層　荘園の成立　群盗蜂起　遣唐使廃止　災害

853 年天然痘流行、863 年流行性感冒が京ではやる。神泉苑の御霊会、市民に開放され水門が開かれる。

第３章　発掘調査の成果
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第23図　東條遺跡の古代Ⅴ期の集落
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第 24 図　峯謡坂遺跡の古代Ⅴ期の集落

第２節　遺跡からみた地域の歴史
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859 年京都の石清水に宇佐より八幡宮を勧請する。866 年伴善男、応天門の変にて失脚し、藤原氏による

紀氏、伴氏、夏井氏の排斥が進む。同年千曲市の武水別神社、従二位に叙せられる。藤原良房が清和天皇

の摂政となる。872 年藤原基経右大臣となり、887 年「阿衡事件」が起こる。「天下の政を摂行」し、「万

機の巨細、百官の惣己、皆太政大臣に関わり白し」する政治体制、藤原氏による前期摂関政治の成立が進

む。この頃地方において郡司などの職を私的にゆずることを禁じている。871 年を前後し、京の都で大洪

水、地震が頻発する。887 年に八ヶ岳の大崩落と洪水が起こり、更級・埴科郡域に多大な爪あとを残す。『扶

桑略記』。『日本略記』や『類従三代格』では、888 年とするが、年輪年代値から 887 年の可能性が高い。

894 年遣唐使の廃止。897 年醍醐天皇の即位、「延喜・天暦の治」。889 年「東国強盗首」物部氏永が蜂

起する。この年、高望王は「平」の姓を与えられ上総介となる。895 年頃より坂東富豪層「蹴馬の党」が、

陸路の調庸物を襲い、信濃・上野・甲斐・武蔵を荒しまわったために、相模国足柄坂と上野国碓氷坂（899

年）に関門が設置される。900 年ころ饗宴群飲が禁止される。

４．古代社会の終焉

（１）10 世紀前半（古代Ⅵ期）の「さらしな」

①「さらしな」の遺跡

【ポイント : 古代Ⅵ期 10 世紀前半頃 , 黒色土器 A 類坏の消滅傾向と漬け掛け灰釉陶器の登場段階】

今回の発掘調査では、灰釉陶器（大原 2 号窯産ほか）との良好な伴出関係を把握できていない。在地土

器の様相から区分を行うが、古代Ⅴ期の特徴である須恵器坏類の消滅傾向と、さらには黒色土器坏類の減

少傾向の推移が漸移的であり、絶対的な区分として採用できない難点がある。食膳具に占める土師器坏・

椀類の増加傾向（半数以上）から、古代Ⅵ期の幕開けを捉えておきたい。したがって本書に示す古代Ⅵ期

とは、10 世紀前半でも、その初頭期までを対象としており、概ね黒色土器坏類の消滅まで、9 世紀終末

から 10 世紀第 1 四半期頃を扱う。

峯謡坂遺跡（第 25 図）は、古代Ⅳ期そしてⅤ期と継続した集落形成の後、住居跡の重複関係から該期

に位置づけた住居跡が 2 軒（SB21・SB23）ある。ともに調査区の西側にあり、後世の破壊を受けて部分

的にしか残存していない。食膳具における黒色土器の割合が決して低くないため、古代Ⅴ期の終末とすべ

きなのかもしれない。住居跡のほか、土坑 3 基（SK74・SK76・SK81）も該期に含めて考えたが、集落

跡の全体像は不鮮明である。しかしながら、東條遺跡や社宮司遺跡で該期相当の遺構が希薄となる中、姨

捨土石流台地上の本遺跡地で集落が継続されていく意味は大きいといえる。

社宮司遺跡では、古代Ⅴ期の終末段階（古代Ⅵ期にかかる時期か）に至ると、南区の空間内（25m 四

方の屋敷地内）において竪穴住居跡の改築・再構成が計られる。建物配置を見る限り、移築の位置や建物

の規模・数等に外観上の大きな変化は見られない。住居跡には大型例と中型例があり、大型の竪穴住居跡

（SB02・壁立ち建物と考えられる）は一辺が７ｍもあり、竪穴内には規模の大きな土坑が 3 箇所に設けら

れ、黒色土器と土師器の坏類が大量に廃棄されている。SB01 から SB02 への移築は、住居構造さらには

出土遺物の内容の点において大きな変化を伴っている。この時期、浮浪・逃亡者、群盗が横行したとされ

る。饗宴群飲の禁止が出された記述（類聚三代格）もあり、そのような振る舞いが都では行われていた証

でもある。SB02 の性格を想定するひとつの材料となるか。該期に掘立柱建物跡の大半が消失していく傾

向と絡めて考えると、班田制の変質や崩壊が進み、新たな社会的な秩序（荘園制のような）が育っていた

ように思われる。郡司子弟らを含め、一部の農民層が次第に体力をつけ、有力農民や富豪層などと呼ばれ

る階層に成長していった経緯が、遺跡内の西区（私的空間）に現れていると考えたい。今後、類例を検索

し追究していくべき最重要課題のひとつである。

第３章　発掘調査の成果
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一方で特筆すべき事例として、大型の竪穴住居跡（SB02）の西側 30m ほどの所に地鎮的遺構がある。

斎庭跡と考えられる正方位区画の遺構（一辺 5m）の中心部に猿投産緑釉取手付瓶が埋納され、土師器の

椀や坏が規則的に配置される。在地で使い続けられた黒色土器をまったく使用せず、高級食器である緑釉

陶器と新世界の土師器を用いる。政治的色彩の極めて強い祈涛施設を想定できる。まさに「八ヶ岳の崩落・

仁名の大洪水」（887 年頃）の時期にあたり、この施設の示す歴史的な意義は重要であり、貴重かつ稀有

な考古学的記録であるといえる。

②歴史的な背景（国政； 新秩序と「初期権門体制」）

キーワード : 公民制崩壊（浮浪・逃亡）　班田制の終焉　税体系の変貌　富豪層の台頭　荘園の発達

 承平・天慶の乱　武士の登場　負名体制　「市聖」　志多良神　神社規定　疫病の流行

10 世紀初頭は律令制からの脱却、土地制度をめぐる変革の時代である。律令制は公民制と官僚制によっ

て支えられてきたが、9 世紀後半以後、公民の浮浪・逃亡が増大し、籍帳自体のシステムが瓦解し、地方

行政の麻痺は深刻化する。土地を離れた公民は有力富豪層に囲い込まれ、荒田開発が有力農民と弱小の農

民（あるいは土人・浪人）による新たな上下関係の中で進められていく。公民制の崩壊は調庸制の変質、

財政破綻とともに進んだ。官僚制は「天皇・太政官−国郡司−公民」という律令体制から、「院宮王臣家・

諸司−富豪層−〈非公民〉」という「初期権門体制」へと移行していったと考えられている。該期の様相は、

まさに古代国家の転換期にあたる。901 年右大臣菅原道真は左遷され、左大臣藤原時平が政権を掌握する。

927 年には『延喜式』が完成し神社が規定される。905 年に『古今和歌集』撰進、『土佐日記』、『竹取物語』、

伊勢物語』、『日本霊異記』なる。いわゆる ｢ 国風文化 ｣ の時代が開幕。902 年には延喜の荘園整理令で新

立荘園を禁止し、班田を 12 年に 1 度とし、事実上、最後の班田となる。この頃より頴納から穀納へ転換

が図られる。悪銭での取引を禁止し、銭での流通促進を図った破銭法の施行。914 年三善清行は末法の世

（世俗での農民の落髪・有力農民の官職売買など）を意識し、律令制下の国政改革を「意見封事十二箇条」

として奉上する。907 年唐の滅亡。936 年高麗が朝鮮半島を統一する。938 年空也は「阿弥陀号」を唱

え座禅練行、「市聖」と呼ばれる。この頃、京周辺で羽蟻群飛、大風暴雨、天候不順が続き、群盗が多発

したという。927 年頃、延喜式と和妙類従に信濃の記事が登場する。945 年志多良神の入京（石清水八幡宮）。

平将門が 935 年に常陸掾国香を殺害、938 年には信濃国分寺周辺で戦闘を行い、翌年上野国府にて「新皇」

を名乗る。世に言う「坂東の大乱・天下の大騒動」が起こる。940 年には藤原純友による天慶の乱が勃発

する。平貞盛・藤原秀郷が将門を、小野好古・源経基が純友を討伐し鎮圧。軍記物『将門記』作られ、『後

撰和歌集』の選集が始まる。

（２）10 世紀後半（古代Ⅶ期）の「さらしな」

①「さらしな」の遺跡

【ポイント : 古代Ⅶ期 10 世紀後半頃 , 土師器坏の 2 法量分化と羽釜の登場段階】

平安時代前期も 10 世紀中頃に至ると、貯蔵具に大きな画期が訪れる。須恵器甕類や壷そして瓶類がこ

とごとく消滅していく。灰釉陶器も同様に瓶類や壷が消滅に向かうが、広口瓶と短頸の壷のみが、後半期

まで継続していく。古墳時代の終末より古代にかけて継続してきた煮沸具が一期に解体・消滅する。

峯謡坂遺跡（第 26 図）では 10 世紀後半以降に位置づけられる住居跡 2 軒と土坑 2 基（SK37・SK78）

がある。前時期の 9 世紀終末から 10 世紀初頭の集落構成も、調査対象地内に限れば 2 軒のみの確認であっ

たことから、10 世紀代における集落構造の一端を示すものと考えたい。また調査地の西側にて土壙墓 2

基を確認し、遺構の重複関係から SM05 はⅤ期以降、SM06 はⅥ期以降と判断した。人骨の炭素年代測定

の結果は、SM05 が 1156 ± 40 年（12 世紀）、SM06 が 1536 ± 30 年（16 世紀）の値を示し推定時期

はかなり新しい。古代Ⅶ期以降に属する集落遺跡の墓地として、当地が使用されたものなのか、今回の発

第３章　発掘調査の成果
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掘区内だけでは結論づけられない。古代更級郡内には、10 世紀に至って集落規模が拡大していく坂城町

の上五明条里水田址や長野市南宮遺跡があり、地域社会の歴史的動態は、それら遺跡の調査成果をひいて

検討を進めていく必要がある。今回の事業対象地域から外れるので、これについては別の機会に検討した

いと考える。

社宮司遺跡は、前述した古代Ⅵ期から該期まで、10 世紀代に位置づけられる明確な遺構は厳密には決

定できない。古代Ⅴ期、9 世紀終末から 10 世紀初頭頃で集落が断絶した可能性もある。実際には発掘で

検出した遺構間に重複関係があり、少なくとも古代Ⅵ期以後と推定できる建物跡を幾つか挙げることがで

き、それらを新旧に序列して相対的な年代推移を当てはめている。「社宮司Ⅴ期（10 世紀終末）」とした

遺構がそれに該当する。総柱式の高床式建物跡が東西方向に 2 棟（ST50・ST51）併設して存在する。こ

のほか、井戸跡と観られる土坑が 2 基（SK590・SK454）、さらには井泉状の遺構と見られる土坑（SK870）

も 1 基あるが、検出状況が悪く、出土遺物にも混在が観られ不確定な部分が多い。しかしながら、これら

の遺構は南区（25m 四方）の私的空間内に築かれ、整然とした建物の配置は有力者の屋敷地を彷彿とさ

せるに十分なものがある。

さらには該期の終末（994 ± 30 年 AD）と考えられる木棺墓が 1 基（SK740）あり、屋敷地内の北端

で検出されていることから、想定した高床式建物跡との関連は濃厚である。検出状況から判断して、い

わゆる「屋敷墓」と判断してよいと考えられる。墓への副葬品は、木製の刀形（大と小）各 1 本と弓形 1

本の形代のみである。木棺の作りは粗雑で、武器としての刀と弓を形代に変えて副葬している点に特徴が

ある。さらには棺材が遺骸ごと横転して埋められ、その結果なのであろうか、北枕そして西向き姿勢をとっ

ている。臨終の仏教的作法を具現化した埋葬時の意識的な所作と考えたいが、どうであろう。あるいは何

らかの要因による再埋葬（悪意ある墓荒らしではない）の結果とも解釈できる。本跡の性格究明は、「屋敷墓」

の成立はもとより、新興の有力者層、さらには中世的社会の成立を検討できる極めて重要な考古学的事例

と考えられる。これについては、次期（古代Ⅷ期）にて少し詳しく扱うこととする。

②歴史的な背景（国政； 荘園制と「権門体制」）

キーワード :　安和の変　摂関政治と荘園制　負名体制　農民の抵抗　疫病　

958 年最後の皇朝十二銭「乾元大宝」の鋳造が行われる。960 年宋（北宗）の建国。藤原実朝、関白となり、

源高明が左大臣となる。969 年安和の変。日本略記は「ほとんど天慶の大乱の如し」と説明する。974 年

藤原道綱の母『蜻蛉日記』を記す。985 年恵心僧都源信が『往生要集』を著す。986 年枯買法を定める。

994 年疱瘡の大流行。10 世紀半ば以後、律令制の脱却から摂関政治、院政へと国政は向かう。公民制の

崩壊と官僚制の変質は、地方律令制下にあった地方氏族、郡司あるいは郡司子弟らの階層に大きな影響を

与えた。彼らは受領あるいは院宮王臣家と結託して、地域社会に継続して根ざした。ここに公田と荘園の

対立、荘園制の基礎があると考えられている。国司四等官の上級者が、裁量権を拡大し、「負名体制」を

採用して、次第に国の権力を掌握していった結果が受領と考えられている。やがて「国令」に基づく受領

の横行を田堵百姓らが訴える事件が続出する。988 年「尾張国郡司百姓等解文」では三十一箇条にわたり

訴え、翌年藤原元命は罷免される。994 年には九州より疫病がはやり、全国に蔓延、1000 年前後にも疫

病が多発。藤原道長、998 年納経発願し金峯山の神社に金銅製の経筒を奉納する。

（３）11 世紀（古代Ⅷ期）の「さらしな」

①「さらしな」の遺跡

【ポイント : 古代Ⅷ期 11 世紀代 , 土師器の坏や椀類 ､ 羽釜のみが存続し ､ 黒色土器は椀のみとなり ､ 煮

沸具や貯蔵具は消滅していく段階】

煮沸具は羽釜のみとなり、貯蔵具の大半は消失し、灰釉や緑釉陶器の瓶や壷類が消えていく。食膳具は
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土師器が盛行し、黒色土器は椀類のみが存続する。

社宮司遺跡には、該期に位置づけることのできる明確な遺構はない。10 世紀終末（古代Ⅶ期）に比定

した高床式建物跡（ST50・ST51）の後に、床面積 90 ㎡ほどにもなる建物跡（ST52）を想定したが、出

土遺物に恵まれず時期決定の根拠に欠ける。あくまでも遺構の新旧関係から推定した相対的な位置付け

に過ぎない。同様に井泉状の遺構と見られる土坑（SK696）や井戸跡と考えられる土坑（SK3560）1 基

も該期に推定されるものの叙述するまでには至らない。「社宮司Ⅵ期」が該当する。南区で展開した私的

空間内での改築を想定し、前時期に位置付けた木棺墓（SK740）に再埋葬（改葬）を仮定すれば、副葬

品の弓形木製品（1005 年〜 1015 年 AD）または棺材（底板 1040 年〜 1150 年 AD・天井板 1045 年〜

1155 年 AD）の年代値との整合性は取れるか。木棺墓が 11 世紀に改葬された場合、課題となるのが六

角木幢との関連性である。六角木幢の造立は、笠（ケンポナシ 1020 年 AD）や幢身（エノキ 1025 年・

1035 年 AD）の炭素年代値から 11 世紀前半を推定するが、蕨手や風鐸、風招に製作の粗雑（作り替え）

なものがあり、同様に作り替えの疑われる宝珠（クリ材）の年代値（1070 年から 1160 年）を参考にす

ると、11 世紀から 12 世紀までの間で捉えるべきものである。いずれにせよ、六角木幢造立と木棺墓（改葬）

との時間的な近接性は濃厚である。報告では木棺墓の被葬者は有力農民（富豪層）等、屋敷の初代当主で

あり、木幢は当主の法要に第二世代が建てた供養塔で、それがやがて年忌法要をへて、民間の信仰対象物

へと変わっていったと結論付ける。屋敷の初代とは、古代Ⅶ期の 10 世紀終末から 11 世紀初頭に位置づ

けられる屋敷地の主であり、第二世代とは、古代Ⅷ期の 11 世紀前半に位置づけられる屋敷地の主を指す。

年忌法要明けは、社宮司遺跡にて「社宮司Ⅵ期（11 世紀前半）」とした建物跡が終焉を向かえる時期をあ

て、屋敷の放棄と六角木幢の機能転換が、ほぼ期を同じくした事象と考えられている。

ところで木棺墓の被葬者は、自ら武装した軍事的側面の強い人物だったのだろうか。まだ地方では定着

の少ない木棺墓に埋葬されたこともさることながら、九体阿弥陀の描かれた木幢（笠塔婆）を造立してい

る点などを積極的に評価すれば、屋敷の主人と中央（摂関家あるいは摂関家とつながりのある貴族層）と

の関係は強かったものと考えられる。藤原道長は 1020 年無量寿院に九体の阿弥陀如来像を安置し、頼道

は 1053 年宇治平等院鳳凰堂を建立する。国衙の受領（郎従等）と結びつき、中央への進出を謀った人物

なのか、むしろ受領一族や郎従一族そのものを考えてみるべきなのかも知れない。残念ながら考古学的証

拠は何も得られていない。1069 年延久の荘園整理令で設置された記録荘園券契所の調査で、1072 年石

清水八幡宮領 34 の内の 13 の荘園が停止となったが、そこに信濃国小谷庄の記録はない。この時点では

まだ当該地域の耕田は八幡宮領とはなっていないと判断できる。延久の荘園整理は、藤原摂関家に大きな

影響を与えた。石清水家文書によれば、1158 年 12 月の宮宣旨に信濃国小谷庄が初見でき、12 世紀半ば

までには小谷庄荘園が成立していたと考えられる。おそらくは白河院政期（1086 年以降）になって神社

領として新立された荘園なのであろう。つまり木棺墓の被葬者は荘園成立前夜の更級郡公領に係る人物で

あり、その出自には在地性あるいは外来性の 2 面を考える必要もあるが、郡司層相当の人物であり、俗に

「田堵」あるいは「大名田堵」などと呼ばれた有力者層よりも上位の階級を考えるべきかも知れない。11

世紀国衙領の減少は極限に達し、このころ、「別名」や「保」が成立していたとされる。別名は、荒廃田

の開発を国衙が許可し、生産権を与え、納税義務を賦課させる仕組みである。社宮司遺跡の周辺地に、そ

れが成立し、名や保内の農民層を支配する仕組みが出来上がっていた可能性は十分あるが、荘園整理の進

む中で、いわば摂関政治の衰退とともに社宮司遺跡で屋敷地が断絶する意味を考えておく必要がある。

荘園整理令の 20 年余り後には、更級郡小谷郷域にある開発領地は石清水八幡宮（領家）に寄進され荘

園となる。既知のように武水別神社は八幡社でもある。その成立は京都岩清水への八幡神の勧請後、差ほ

ど時期を経ない 9 世紀の半ば、従二位に叙せられた頃と考えられる。更級郡家が古来より密接に関わりの
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あった武水別神社へ、その本家筋ともなった京都石清水八幡宮へ領地を寄進することは、それほど不思議

なことではないのかもしれない。郡衙の解体さらには摂関勢力の衰退とともに田地を寄進し、摂関家から

八幡宮への転換が、自らが開拓した領地の保護を求め、あるいは自らの地盤を保持していくための手段で

あったとも考えられる。その結果が小谷庄荘園の成立なのであろうか。荘園の成立以後、領地寄進の立役

者は、開発領主として地域に根ざし、君臨していったと考えたい。荘園を直接管理する領主（荘官）、預

所または預所代の屋敷地は、おそらくは武水別神社（八幡宮）の神社地内に築かれていたと推定したい。

東條遺跡には残念ながら該期の様子を示す遺構と遺物がない。しかし武水別神社の存在と小谷庄荘園の

成立は、当該の遺跡地周辺に埋もれた遺跡の存在を暗示する。

②歴史的な背景（国政 ; 摂関政治の盛行と衰退、院政の開始）

キーワード : 摂関政治　末法の世　院政開始　荘園整理令と記録荘園券契所設置　北面の武士　

一条天皇の治世、左大臣藤原道長は 1016 年摂政となる。『御堂関白記』。1001 年『枕草子』、1004 年『紫

式部日記』なる。1006 年興福寺僧による強訴が起こる。1008 年凶作により信濃国の正税出挙数を 3 年

間減少することを許可する。この頃より『源氏物語』。1017 年藤原頼通が摂政、1019 年関白となる。こ

の年に刀伊の入寇がある。1020 年道長が無量寿院（法成寺）を建立し、9 体の阿弥陀如来像を安置する。

1028 年平忠常の乱、源頼信による鎮圧。1031 年頃、『上野国交代実録帳』がなる。1051 年〜 1062 年

前九年の役。1052 年末法到来（源信は 1017 年と考えていた）、浄土信仰が盛んになる。1053 年頼道、

宇治平等院鳳凰堂を建立。1058 年平安京内裏焼失。菅原孝標の女、『更級日記』。11 世紀前半、「夷をも

つて夷を征する」政策が始まり、東国支配の拡充が進む。1063 年鶴岡八幡宮の建立。1068 年後三条天

皇即位、大江匡房の登用。1069 年延久の荘園整理令で記録荘園券契所を設置する。1083 年後三年の役

が始まり、源義家が清原武衡を討伐し平定。1072 年に即位した白河天皇は、1086 年譲位し院制（親政

期）が始まる。院政期には院の財源確保のために荘園を集め、寺社や神社の名で新立するようになる。荘

園の開発と寄進により、都と地方を結ぶ交通が開け、各地の交通の要所に「津や宿・市」が作られてい

く。1087 年頃より藤原宗忠が『中右記』を、源師時が『長秋記』を記す。1090 年頃北面の武士を設置。

1099 年関白師道が死亡し、摂関家の空白。白河上皇の力が増強される。

５．中世的社会の形成

（１）12 世紀（中世Ⅰ期）の「さらしな」

①「さらしな」の遺跡

【ポイント : 中世Ⅰ期 12 世紀 , 古代型の食器は 12 世紀前半でほぼ消滅し ､ 輸入陶磁器の碗に常滑 ･ 珠

洲の甕や壷が中心を占め ､ 中世型の食器への過渡的な段階】

食膳具はロクロ土師器や足高高台が消滅していき、手づくね、柱状高台に変わる。煮沸具は羽釜から把

手付羽釜へ主体が移る。灰釉陶器（大原 10 号窯）は山茶碗へ移行し、白磁、龍泉窯青磁が登場する。

社宮司遺跡には、該期に位置づけることのできる明確な遺構はないが、調査地内の遺構の新旧関係から

該期以降と推定される東西・南北方向の溝跡がある。溝跡の性格は判断されていないが、屋地に係る施設

の可能性もある。ただし溝以外の遺構は発見されておらず、東西流路（SD03）の埋没土上層から農具の「コ

ロバシ」（炭素年代測定の結果から 11 世紀後半から 12 世紀を推定）が出土した点を評価し、耕作地の可

能性が指摘されている。12 世紀半ば頃までには小谷庄荘園が成立してくるので、社宮司遺跡を含めた周

辺の耕作地は、該期に荘園化した可能性もある。六角木幢は 1052 年の末法到来前後、すなわち 11 世紀

前半頃に造立され、宝珠や垂飾の作り替え、さらには炭素年代測定の結果から 12 世紀前後までの存立が
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考えられている。まさに小谷庄荘園の成立期にあたり、社宮司遺跡の屋敷地に築かれた墓と係る建造物で

あったにしても、屋敷の廃絶とともに廃棄されずに、その後も存立したものと思われる。調査報告書の想

定では、木幢の用途が変わり、田地に立つ庶民の信仰対象物へと変化したことを仮定している。『吾妻鏡』

には、1189 年に奥六郡の覇者、藤原清衡が白河から外浜まで、金色の阿弥陀如来を描いた町石卒塔婆を

造立したとの記事がある。善光寺式の阿弥陀三尊像が各地で製作され始めるのは 1195 年以降のことであ

る。阿弥陀如来の描かれた六角木幢、12 世紀には地域・民衆と深く係わっていたものと考えたい。木幢

の最終的な姿は、長野市松代町に現在もなお立つ石造笠塔婆（鎌倉時代作）と同じ状況ではなかったかと

考える。それの歴史的、今日的評価こそが、木幢の終焉を考えるひとつのヒントとなろう。

東條遺跡には残念ながら該期のものと確実に判断できる遺構はない。おそらくは 13 世紀の建物跡群の

設営時期がどこまで遡りうるかということに係ると思われる。武水別神社の存在と小谷庄荘園の成立は、

本遺跡地周辺に、まだ埋もれた遺跡のあることを示唆している。荘園の発達による交通網の整備は、各地

に津や宿、市を形成する。市はもともと河原の市屋で品物が売買された形態である。更級川を挟んで「西

川原」の地籍名が残り、ことに県道姨捨停車場線以北から更級川までの調査地は「八日市場」の地籍名が

あり、武水別神社門前近傍における市の有力候補地であったが、残念ながら現代の撹乱を受けており発掘

調査では遺構が確認できなかった。「八日市場」地籍名は近世以降とされるが、「八日市場」から「西川原」

一帯の河原地に中世の定期市の開かれた可能性は十分ある。今後の調査に期待したい。

②信濃国の動向

キーワード 鎌倉幕府の成立　木曽義仲　善光寺　信濃守護（比企氏）　信濃武士（村上氏・村山氏・

 栗田氏・笠原氏・中野氏ほか）

笠原頼直が村山義直を襲撃、1180 年木曽義仲が挙兵する。義仲、麻績御厨、会田御厨を襲撃。平氏方

の笠原頼直が源氏方の村山義直・栗田範覚と市原（長野市市村か ?）にて戦う。翌年義仲は横田河原の戦

いで越後平氏（城資職）を破り、1183 年平維盛に義仲軍は倶利伽羅峠で大勝する。その後、京都にて後

白河法皇を幽閉し征夷大将軍となる。1184 年義仲は源範頼に追われ近江粟津で戦死する。鎌倉幕府の有

力な御家人に更級郡の村上氏がある。村上氏は 1184 年頃に幕府の御家人となり、以後頼朝の側近として

活躍したとされる。1190 年村上経業と頼時は、頼朝に伴って石清水八幡宮に参詣。1191 年の幕府の大

火で村上の邸宅も類焼したとされる。1192 年（建久 2 年）村上経業は、後白河法皇より中務権大輔に任

じられている。1179（治承 3 年）善光寺が焼失。頼朝は信濃国目代や御家人に勧上上人に協力して善光

寺の復興に努めるよう厳命。竣工期は定かではないが、1196 年に頼朝が参詣したとの記録から、それま

でには完成したものと考えられる。その時、頼朝に随行したのが小笠原長清・村山義直・望月重隆・海野

幸氏・村上義国である。1199 年（正治元年）に頼朝が死去すると、村上氏の勢力は次第に後退していく。

頼朝の死後、2 代頼家は呪近衆を 5 人おいて独裁政治を進めたが、その中に高井郡出身の中野五郎の名が

ある。また 5 人衆の比企三郎と比企弥三郎は、信濃守護となった比企能員の子である。

③歴史的な背景（国政 ; 院政と武士の台頭・源平合戦）

キーワード : 院政　大飢饉　念仏　保元・平治の乱　平氏台頭と滅亡　源氏の台頭　荘園公領制　

南都・北嶺（興福寺・延暦寺）の悪僧が京にたびたび出没する。強訴の多発。京武者や検非違使が活躍。

1106 年京の大火、田楽が流行する。1108 年源義親の追討宣旨が因幡守平正盛（伊勢平氏）に与えられ

追討、政治の舞台は河内源氏から伊勢平氏へと移る。為義以後、源氏の内紛状況は続き、1155 年源義賢

は源義平の手により秩父で滅ぼされる。摂関政治の衰退、藤原忠実の失墜。1113 年「京中騒動」が起こ

る。1113 年（長承 3 年）と 1135 〜 41（保延年間）に大飢饉が起こる。1117 年京の大火。浄土経の普及。

第２節　遺跡からみた地域の歴史
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法然・栄西・重源の活躍。『往生拾因』にて専修称名念仏を永観が説く。1124 年良忍の「融通念仏」。一

人の念仏と衆人の念仏が融合する必要があると説く。この頃、平泉中尊寺金色堂が建立される。1129 年

鳥羽上皇が即位。1156 年保元の乱、武力を用いての本格的な政権争いの開始。平氏は播磨（清盛）・安芸（経

盛）・常陸（頼盛）・淡路（教盛）の 4 カ国を授かる。平氏勢力の増大。1159 年平治の乱。平氏の治業国

は全国の 1/6 程度にまで増大。清盛は平家一門の繁栄を願い 1164 年厳島神社に法華経 32 巻を納める（『平

家納経』）。瀬戸内海沿岸の道を整備。1177 年京の大火。鹿ケ谷の事件が起こり、西光は斬首。1179 年

善光寺焼失（1187 年頼朝が再興を命ずる）。この頃『梁塵秘抄』なる。1180 年高倉天皇退位し、安徳天

皇即位。以仁王の乱失敗に終わる。平氏の南都焼き討ち。源頼朝追討の宣旨。石橋山の戦い。1180 年木

曽義仲の挙兵。1183 年平維盛に倶利伽羅峠で大勝するが、翌年に近江粟津で戦死。1182 年頃、養和の

飢饉。源頼朝が公文所・問注所を設置。1185 年平家、屋島にて大敗、壇ノ浦にて滅亡。源頼朝は、侍所（和

田義盛が別当）、公文所、問注所を設置し、1185 年諸国に守護（警備検察・大番役）を、公領・荘園に地

頭（土地の管理・年貢徴収・検断）を置いて反別五升の兵糧米を貸す。北陸そして信濃支配の目的で比企

一族（能員）を信濃守護・目代とする。鎌倉御家人（頼朝の下文により成立・所領を安堵される）の中心

は、「大名」であり東国の有力豪族たちであった。幕府の許可なく、御家人の任官を禁止。1189 年奥州合戦。

1192 年頼朝、征夷大将軍となる。1195 年善光寺式の阿弥陀三尊像、各地で製作が始まる。1198 年『選

択本願念仏集』を法然が著す。1199 年頼朝逝去。源頼家が 2 代将軍となり 13 人合議制始まる。

６．中世社会の成立

（１）13 世紀（中世Ⅱ期）の「さらしな」

①「さらしな」の遺跡

【ポイント : 中世Ⅱ期 13 世紀 , 在地生産と観られる食器は消滅していき ､ 輸入陶磁器の碗や山茶碗 ､ 須

恵器系の擂鉢 ､ 古瀬戸の壷やこね鉢などが中心を占め ､ 中世型への過渡期が終わる段階】

食膳具はロクロや手づくねによる土師器の皿や山茶碗が残り、こね鉢や擂鉢などが登場する。把手付羽

釜は消失していく。白磁、龍泉窯青磁の碗・皿類は引き続き使用される。

東條遺跡（第 27 図）では、中世第 2 検出面が該期もしくは次期の 14 世紀に該当すると考えられる。

東條遺跡（中世面）の開始期にあたる。13 世紀の中頃、幕府は鎌倉に屋地を定め、町屋などの散在を禁

じた。おそらく武水別神社門前の開発は、この頃に進展したものと推定される。姨捨山麓の一本松峠より

武水別神社までの道路（街道）を整備し、道路沿線に仮設的な掘立柱建物を建設、不定期な市が開かれた

と考えたい。中世第 2 検出面で捉えた柱穴群の中に、13 世紀でも古い段階の掘立柱建物跡を予想したい

が、調査結果として決定できる資料に欠ける。調査区内の南地区と北地区では地形上の高低差があり、北

地区が− 2m から− 5m も低い。低湿地とまではいかないまでも、湿地性の強い北地区に排水の地業が行

われた可能性はある。市の痕跡は、前述のように撹乱のため確認できていないが、更級川右岸域の「八日

市場」あるいは「内西河原」地籍一帯に存在したものと考えたい。1253 年の撫民の法令は百姓を保護し

た。しかし諸国を浮浪・遍歴する輩（「道々の輩」あるいは「遊手浮食の輩」などと呼ばれる）が、神社

門前のいわゆる「仏神の地」・「無縁の地」に寄宿し、交易活動を行っていった時代でもある。東條遺跡に

町屋が設営され、「遊手浮食の輩」が寄宿し始める時期も、該期もしくは 14 世紀頃であったと推定したい。

遺構の連続性から、詳細は該期を含め次期にて扱う。

②信濃国の動向

キーワード；  信濃守護（薩摩氏・北条氏）　信濃武士（村上氏・泉氏・小坂氏・仁科氏など）

 銭の流通（宗銭の流入）　交通の発達（街道整備）　都市と農村　踊念仏（一遍）

第３章　発掘調査の成果
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1203 年比企能員が北条氏に討たれる。比企氏とともに惟宗（島津）忠久も失脚。1213 年信濃国の住人、

泉小次郎親平は北条義時の打倒を企て失敗に終わる。1221 年仁科次郎盛遠は後鳥羽上皇より西面の武士

に取り立てられるが、幕府の許可（1185 年以降）を得ずに任官したことにより所領を没収される。島津

忠久は承久の乱の勲功により、再び信濃国太田庄の地頭となる。乱後、幕府は薩摩氏を信濃国坂木の地頭

職（新補地頭）に任じ、1333 年（建武 2 年）村上信貞により滅ぼされるまでの間、地頭職を務める。屋

代郷は屋代仲盛（村上経業の子）以後に地頭職、船山郷は北条基時が 1303 年頃より地頭職を務める。船

山郷に関しては地頭の一部を更級郡小坂の諏訪（小坂）時光も受け持つ。信濃国守護は北条（名越）朝勝

が務め、信濃国府近くに留守所が置かれ、目代が駐在したと思われる。13 世紀末頃にはすでに守護所が

埴科郡船山郷に存在した可能性がある。交通網の掌握は国政の要件であり、街道のみならず千曲川水運の

整備を行い、年貢・官物をはじめとする物資の運送が進められたと考えられる。また 12 世紀後半、国内

には宋銭が大量に輸入されて「私鋳銭」の流通を禁じる一方、13 世紀には銭が市や宿で使用され、田畠・

家地などの売買、年貢の納入などが進展していったとされる。この頃の東国武士は、荒野を開拓して館（屋

敷）を構え、「開発領主」として幕府より「一所懸命の地」を安堵されていた。1265 年幕府は鎌倉に屋

地を定め、散在などの町屋を禁じる。この頃に町屋の整備が図られる。農村は自給自足的な生活を基盤とし、

いまだ農工商の分業は未発達であった。1279 年一遍は信濃国伴野庄で踊念仏を始める。1280 年弘安の役。

蒙古襲来以後、異国警固を進めると守護が国衙の機能を吸収していくようになる。1282 年北条時宗が円

覚寺を建立。1285 年霜月騒動の際、佐久の伴野氏が失脚する。1296 年には鶴岡八幡宮が焼失。1299 年

『一遍上人絵伝』が完成する。

③歴史的な背景（国政； 幕府の成立と院政、貨幣経済の発達）

キーワード； 幕府政治と院政開始　御家人　守護・地頭　執権政治（北条氏の台頭）　武士団の形成　

 貨幣経済　土地売買　幕府法の成立　撫民の法　宗教活動の活発化　承久の乱　蒙古襲来

 南宋　得宗制

1200 年梶原景時の追放。1203 年比企能員の乱にて比企氏滅亡。実朝が将軍となり、北条時政が執権、

頼家は修善寺に幽閉後、1204 年時政により殺害される。1205 年北条時政が畠山重忠を討ち、他氏の排

斥が進む。1194 年栄西の「達磨宗」、1207 年法然の「念仏宗」を停止する。1205 年興福寺奉状で法然

は流罪、親鸞も配流となる。親鸞、東国での布教活動を開始する。1203 年運慶・快慶の東大寺南大門の

仁王像。1205 年藤原定家『新古今和歌集』選進。1211 年頃より、幕府は諸国に「大田文」を作成させる。

1212 年鴨長明『方丈記』なる。1213 年泉小次郎親平の乱。和田合戦で和田義盛敗死。1219 年源実朝は

頼家の次男（公暁）に暗殺される。執権は評定の合議を取り仕切る役目として成長。1225 年評定所を設置。

西国の有力武士を院（後鳥羽上皇）が西面の武士として組織化。1218・19 年京都で大火が起こる。慈円

の『愚管抄』。1219 年鎌倉の大火。1221 年承久の乱。後鳥羽上皇と北条義時の戦い。1224 年頃、親鸞『教

行信証』を著す。1231 年寛喜の大飢饉。1233 年には京都で猿楽が流行る。1253 年撫民の法、1254 年

質人の法にて百姓を保護（抵抗権と居住権）する。1232 年御成敗式目 51 カ条成る。「武家の習い、民間

の法」を重視。1244 年道元が永平寺を開く。1246 年善光寺の供養。1249 年引付衆の設置。北条時頼が

専制政治を開始。時頼、宋より蘭渓道隆を招き、鎌倉に建長寺を築く。日蓮の布教活動再開。1256 年頃、

鎌倉で暴風や地震、諸国でも発生。1259 年正嘉の飢饉・疫病流行る。1264 年時宗が将軍となり、正村

が執権となり連署。越訴機関を新設し、金沢実時、安達泰盛が引付頭人となる。1260 年日蓮は時頼に『立

正安国論』を献上。1271 年日蓮、佐渡に配流。1269 年モンゴル・高麗の使、対馬に至る。1272 年二月

騒動にて名越時章と北条義時が討たれ、評定衆の筆頭一門が排除される。同年後嵯峨法皇死去、後深草天
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皇（持明院統）と亀山天皇（大覚寺統）に皇統の分裂が始まる。1275 年紀伊国阿低河荘百姓らの言上書。

1273 年一向が宇佐八幡宮で 48 夜の踊念仏を、1279 年一遍が信濃国伴野で踊念仏を始める。蒙古襲来。

1274 年文永の役。元史は蒙古軍の撤退を神風ではなく「官軍整わず矢つきる」とする。異国警固番役の

開始。1280 年弘安の役。1282 年北条時宗が円覚寺を建立する。得宗による惣領制支配。安達泰盛「弘

安の改革」。1285 年霜月騒動。安達泰盛一族、平頼綱（得宗御内人）に滅ぼされ、関東の御家人の多く

が滅ぶ。北条氏、28 ケ国の守護を独占する。1293 年『蒙古襲来絵詞』。1296 年鶴岡八幡宮焼失。1297

年永仁の徳政令。1299 年『一遍上人絵伝』完成する。

（２）14 世紀（中世Ⅲ期）の「さらしな」

①「さらしな」の遺跡

【ポイント : 中世Ⅲ期 14 世紀 , 在地産の食器の消滅に加え ､ 山茶碗が消失 ､ 輸入陶磁器の碗や珠洲の擂

鉢 ､ 古瀬戸の碗や皿などが中心を占める段階】

山茶碗は消滅し、白磁、青磁（龍泉窯）の碗・皿類、古瀬戸の碗・皿類などが盛行する。

東條遺跡（第 27 図）では、中世第 2 検出面が前時期を含めて該当する。武水別神社の門前は、13 世

紀頃より道路（一本松街道の前身）の整備とともに、次第に開発されていったと推定され、ことに該期で

は河原の市、さらにそれの発展した常設的そして定期的な市が開設されていた可能性が高い。加えて「遊

手浮食の輩」が道路沿いに寄宿し、売買・交易活動を進めたことも十分予想される。発掘調査地内の南地

区と北地区ともに石積み井戸を単位として掘立柱建物が設営されていたと考えられるが、調査所見は建物

跡の推定に至らず、集落構造には積極的に踏み込めていない。あくまで想定の域を出ないが、一案として

私見を提示しておきたい。南地区のⅩⅦ B 区及びⅩⅦ G 区に確認された柱穴群を、石組井戸跡（SK2744・

SK2745・SK1886）を単位として造られた、ほぼ南北に軸を持つ長屋的な建物跡（STa を想定）の柱穴

と考えてみたい。井戸跡 1 つに対して個別の間仕切り空間を持つ建物構造と捉えてはどうだろうか。門

前に向けての道路にほぼ平行する建物群とみるわけである。これの東側は空間地になっており、広場な

いしは畠跡が存在していた可能性があり、さらにその東には、井戸跡（SK2686）を単位とした建物跡が

2 棟（南北棟・東西棟）存在した可能性がある。南北棟に STc、東西棟に STb を想定したい。これには

農民層（いわゆる「地百姓」?）の建物跡を推定できるのか。北地区のⅩⅦ C 区には、井戸跡（SK844・

SK1111・SK1123・SK1400）を単位として建物跡が設営されていた可能性がある。ことに井戸跡（SK1123・

SK1400）は方形板組・曲げ物を伴う本遺跡の中では特殊な構造であり、これの北側にある柱穴の配列も

庇付きの建物構造（STe を想定）を推定することのできる要素を持っている。またこれの北側には木棺墓

が 1 基確認されていることも見逃せない要素である。館ないしは御堂のような特殊な建物跡を考えてはど

うだろうか。さらに北側に確認された SH11 や SK1299 などには石積み墓跡等の機能を追究してみてもよ

いのではないだろうか。14 世紀前半、南北朝期までには、本遺跡の第 2 検出面の建物跡群は建設されて

いたと考えたい。武水別神社東方の千曲川渡河点の対岸には、守護所の置かれた埴科郡船山郷がある。筑摩・

麻績方面より武水別神社門前に通じた道が、千曲川より守護所へ向かう経路として使われていた可能性は

十分予想できる。想像逞しくすれば、この道沿いの山腹に発達した棚田の起源が、「遊手浮食の輩」など

に給された「給面田畠」のような田地であるようにも思える。該期の生産経済は、農村がいまだ自給自足

的な生活基盤にあり、農工商の職業分離は未分化であったと捉えられている。その半面、都では「土倉」

が現れ、河内交野五座商人（石清水神人の資格）の閉籠事件など、守護に反して生産・流通機構の自主的

な運営を守る主張が始まったなどとされている。非農業の民である供御人や神人なども広域経済活動を担

い、一部には「悪党」となって統幕（南朝）に参画したともいわれている。二毛作の開始や農業経営の集

約化が進み、商品生産の請負など、生産機構が複雑化していく方向が醸成された時代でもある。
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第 27 図　東條遺跡中世第２検出面の集落
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②信濃国の動向

キーワード； 守護所（船山郷・平芝） 　守護（小笠原氏・諏訪氏・上杉氏・斯波氏）と国人・信濃武士

 （市河氏・保科氏・四宮氏・諏訪氏・高梨氏）　 宗良親王

中世の前半期は、主要な道沿いの要地に「市町」（市場在家・新市・土倉など）が発達したとされる。

広島県の草戸千軒町遺跡では、「草市」記術の木簡が出土し、「草市」の存在やその盛行がわかる。輸送は

主に陸路（馬借や車借）と海上（舟運）が発達したとされるが、信濃国においては、考古学的資料として、

それを裏付けることは今のところできない。船山郷は信濃国守護北条基時が地頭職を務め、地頭の一部と

して諏訪（小坂）時光もいた。諏訪時光は神氏（更級郡小坂氏）の出とされる。幕府滅亡後、小坂氏は雑

訴決断所の一員として東山道を担当する立場となる。この頃の国人（地頭荘官級の武士）は、「識」（支配

所領の地域）を持ち、守護との主従関係により台頭する者もあり、反面、在地の土豪や荘官が「悪党」と

して成長していく場合もあったとされる。北条氏排斥の進む中、1334 年頃には信濃国守護として小笠原

貞宗が任命され、船山郷の地頭職を引き継ぐ。この時点ですでに船山郷には守護所が設置されている。足

利尊氏・直義は後醍醐天皇に反したとき、東山道沿いでは信濃勢小笠原貞宗・市河孫十郎・村上信貞らが

戦勝する。1333 年信濃国大法寺三重塔建立。1335 年中先代の乱。北条時行（高時の子）が信濃で挙兵し、

足利直義を破る。守護小笠原氏と市河氏（高井郡）は、北条側の保科弥三郎（高井郡）、四宮左衛門太郎（更

級郡）と、千曲川を挟んで八幡河原・篠井小四宮河原・埴科郡福井河原等で戦う。この後、北条時行を足

利尊氏・直義らが追討し時行は敗走。この時、諏訪頼重が自害する。信濃の北条残党（坂木地頭であった

薩摩氏ほか）は、守護小笠原氏により敗退。さらに 1336 年清滝城の戦い（保科氏・閑屋氏の可能性が高い）、

牧城（香坂氏）にて村上信貞による追撃が進む。足利尊氏は光明天皇を京都（北朝）で擁立し、年号は建

武のまま、後醍醐天皇は吉野（金峯山）に逃れ、年号を延元として吉野朝（南朝）が始まる。信濃武士は、

小笠原貞宗・村上信貞が北朝方となる。1313 年善光寺焼失。1316 年京に「土倉」の記述がある。1342

年河内交野五座商人（石清水神人の資格）の閉籠事件が起こる。守護に反し生産・流通機構の自主的な運

営を守る主張が始まる。非農業の民である供御人や神人は、広域経済活動を担い、一部は「悪党」となっ

て統幕（南朝）に参画していった。南北朝の内乱期には、惣荘一揆（「惣百姓申状」）などの訴訟問題が激

化する。農民は荘園領主の民として地頭に抵抗、税免除ばかりか領主（代官）の交代も要求した。時には

逃散を実行する。この頃には、農業経営の集約化が一段と進み、商品生産の請負など、生産機構が複雑化

していく。農民の権利意識や利益の追求が醸成。観応の擾乱起こり、関東管領や奥州管領の戦闘、全国的

な内乱状態となる。このころ直義は信濃守護小笠原政長を罷免し、諏訪直頼を守護に任命。直頼は船山守

護所に放火するが、翌年、直義が尊氏に敗れると小笠原政長が復職する。その後、上杉朝房（鎌倉公方足

利基氏の管領）が守護職となる。信濃国は幕府直轄ではなく、鎌倉公方の管轄にあった。上杉の後に幕府

重鎮の斯波義将・義種が守護職となり、現地には二宮氏康が守護代として職務に当たった。幕府は守護所

を直属の支配地とし、斯波氏（南朝方につく）により守護所を移転させる。貞治の政変で斯波氏は失脚。

1355 年宗良親王が信濃諏訪祝と戦う。1374 年には吉野へ逃れる。信濃武士、正月の弓始めの射手とし

て活躍する（小笠原・屋代・村上）。1370 年信濃国善光寺焼ける。村上・小笠原・高梨氏、善光寺で挙兵。

斯波義種と合戦する。村上氏、平芝にて守護所を攻める。この時点では、信濃守護所は水内郡平芝にあり、

これより以前に守護所は移転したものと考えられる。善光寺には信濃国府の支庁（後庁）が設置されてお

り、善光寺周辺に守護所を設置したほうが、政治・経済的に有利であったと考えられている。1387 年漆

田原の戦い。斯波守護・二宮守護代と小笠原長基・高梨朝高・村上頼国・島津国忠らの合戦。二宮氏泰（種

氏の父）は北陸道から糸魚川に入り、市河頼房（糸魚川周辺）に迎えられ、高梨氏を攻める。善光寺横山

第３章　発掘調査の成果
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城の戦い。二宮氏泰と村上頼国が対戦し、生仁城の戦いで村上は敗戦する。幕府は守護職を斯波氏より小

笠原氏に移すが、信濃国人層の反発を受ける。大塔合戦（仮称「信濃南北戦争」）。信濃国人層（村上満信、

平賀・伴野・望月、海野・会田・大葦・田沢、高梨、井上の諸氏）と信濃守護（小笠原長秀、片桐、飯田、

藤澤、市河の諸氏）の戦い。1398 年小笠原長秀（長基の子）が信濃守護となる。1400 年小笠原氏は横

田城に陣取り、塩崎城、四之宮の戦い、大塔古要害攻防の後、守護小笠原長秀は京都に退散。

③歴史的な背景（国政；南北朝合一と院政の終焉、商業の発達）

キーワード； 幕府政治の継承　足利氏台頭　建武新政　御家人制・惣領制の衰退　悪党　半済令　

 観応の擾乱　南北朝争乱　荘園制の崩壊と守護領国制　商業・交通の発達　日元貿易　

 院政の終焉

1308 年瀬戸内海の海賊が蜂起。1311 年北条貞時没し、高時（9 歳）継承するも幕府の空洞化は進行する。

1313 年善光寺焼失。1317 年文保の和談の後、後醍醐天皇が即位、後宇多法皇の院政始まる。1321 年正

中の変後、日野資朝は佐渡にて殺害される。建長寺船。1325 年石山寺縁起なるか。この頃に夢窓疎石活躍、

吉田兼好『徒然草』記す。1331 年元弘の乱。後醍醐天皇隠岐に配流、日野俊基は相模国にて殺害される。

1331 年楠木正成が挙兵、足利高氏（33 年尊氏と改名）、新田義貞が挙兵する。1333 年尊氏が六波羅を

おとし、新田義貞が鎌倉を攻略する。北条高時、仲時（探題）、英時（鎮西探題）の敗死。鎌倉幕府の滅亡。

後醍醐天皇の建武新制。天皇主導の新政が始まる。戦乱後、護良親王（後醍醐天皇の子）は征夷大将軍に

任命、武士への所領問題・恩賞問題がしこりとして残る。1335 年中先代の乱。足利尊氏・直義は後醍醐

天皇と戦闘、京を追われ九州にて巻き返す。西園寺公宗の謀反。北条時行（高時の子）が信濃で挙兵し足

利直義を破る。この時、護良親王は直義により斬殺される。足利尊氏と直義は北条時行を追討。1338 年

尊氏は征夷大将軍となる。尊氏は光明天皇をたて「建武式目条々」を制定、室町幕府を開く。後醍醐天

皇は吉野（金峯山）に逃れ、年号を延元として吉野朝（南朝）が始まる。北畠顕家（鎮守府将軍）の敗

死。しかし兄弟の亀裂から 1350 年観応の擾乱が起こる。関東管領や奥州管領を巻き込み、全国的な内乱

状態に入る。足利直義一門は失脚、斯波、細川、畠山氏の台頭。1339 年北畠親房『神皇正統記』を著す。

1351 年足利尊氏は南朝方に帰順し、三種の神器は南朝方へ移る。1360 年代貴族・寺社・本所の所領安

堵が進む（「御判御教書」）。1368 年半済令は、さらに武家領と在地領主領の整備体制化を図る。1369 年

鎌倉大仏、風で倒壊。1370 年善光寺焼ける。このころ世阿弥が活躍。1378 年足利義満、花御所・室町

殿に移る。1381 年洪武帝、日本国王と将軍の非礼を責める。1392 年義満は南朝方に和睦。幕府勢力に

よる南朝の解消、南北朝の合一。南朝後亀山天皇より後小松天皇へ神器が戻り、天皇が即位、院政は終わ

る。幕府は公家を伝奏と称し幕府への官吏化を図り、王朝権力を支配するようになる。将軍義満（北山殿）

は 1394 年太政大臣となり、直後に将軍職を義持に譲り出家。

７．中世社会の展開

（１）15 世紀（中世Ⅳ期）の「さらしな」

①「さらしな」の遺跡

【ポイント : 中世Ⅳ期 15 世紀 , 新たに内耳鍋や火鉢などが登場し ､ 中世型の食器を形成する段階】

内耳鍋や火鉢、風呂・釜などの器種が登場し、白磁、青磁に青花（中国産染付）の碗・皿類が加わる。

東條遺跡（第 28 図）は中世第 1 検出面の時期がほぼ該当する。発掘調査地内の南地区と北地区ともに

石積み井戸を単位として掘立柱建物が設営される点は、前時期とほぼ同様であるが、掘立柱建物跡に加え

て新たに方形の積石竪穴遺構が造られてくる点に該期の特徴がある。中世第 2 検出面同様、調査所見には

第２節　遺跡からみた地域の歴史
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建物跡の推定がないため、集落構造には深く踏み込めない部分もあるが、やはり一案として推定される遺

構群の私見を提示することにしたい。南地区のⅩⅦ B 区及びⅩⅦ G 区に確認された柱穴群が、石組井戸

跡（SK1679・SK1678・SK1814）を単位として造られた、南北軸方向の建物跡（STi を想定）の柱穴跡

と推定したい。井戸跡 1 基に明確な 1 軒を対応できない難点はある。さらに竪穴構造で積み石を壁際に

持つ建物跡が新たに登場し、掘立柱建物跡よりもむしろ礎石立建物跡が中心となっている。ⅩⅦ B 区で確

認した礎石立建物跡（ST38）などは、井戸跡（SK1679）と対応するのか否か、さらには方形積石竪穴建

物跡（SX11）と一体となる遺構なのか否か、重要な検討事項であるが、残念ながら今回の調査では判断

がついていない。方形積石竪穴建物跡は、掘立柱建物跡よりも西側（門前の道路推定地）方向に主に構築

されている点は、何らかの機能性を示すものなのだろうか。集落の構造は、少なくとも礎石立建物跡と方

形積石竪穴建物跡が中心に設営されていると整理できる。

②信濃国の動向

キーワード；大文字一揆　信濃武士（村上氏・倉科氏・市河氏）　幕府料国　小笠原内紛

14 世紀南北朝期〜 15 世紀頃は、一般民衆の散在意義が高揚し、土一揆の発生、地縁・惣村組織の発展（結

合）とともに、生産力の向上や技術開発、社会的分業が進んだ時代とされる。都市と農村の分化が進展し、

商業のみならず、農業と工業が分離されていく。広島県草戸千軒町遺跡では「鍛冶・鋳物氏・塗師」など

の手工業者の存在が明確化し、町並みが形成されていたことが発掘調査により確認され、「都市集落」の

発達を見ることができる。また中国陶磁器、備前・常滑・瀬戸などの焼き物が数多く出土し、地域間の流

通が比較的遠隔地まで及んでいたことが分っている。室町幕府下の支配構造は、守護職の相伝化、在地領

主の嫡子相続制、所領の一円化として理解されている。1400 年小笠原長秀、信濃守護として入部。村上

満信らの大文字一揆により敗北。1401 年斯波氏が守護となる。1402 年信濃国を幕府料国（守護をおか

ずに幕府直轄）とする。船山郷は守護領から幕府の料所（将軍領）となり、倉科氏と市河氏が直接運営を

預かる。政治の中心は千曲川右岸域にあったものと考えられる。1417 年上杉禅秀の乱の後、農民層の分

解、惣領制の解体など、東国の社会構造に変質が起こる。1440 年結城合戦を契機に、小笠原政康の信濃

国統制が進む。更級郡の塩崎城・桑原・四之宮をめぐり、小笠原政康と村上頼清が争う。しかし政康の死

後、小笠原家は 3 つに内紛し、信濃は戦乱状況となる。

③歴史的な背景（国政；幕府政治の展開と海外貿易、守護大名と一揆）

キーワード； 室町幕府　守護大名　日明貿易　応仁の乱　徳政一揆と国一揆　惣村組織の発達

 農工分離と分業の発達　地域間交易　都市機能の拡充

1394 年将軍足利義持の時代となる。1398 年三管領・四職。1403 年足利義満、明使に「日本国王」

の書を託す。翌年明使より「日本国王之」、永楽勘合符を受ける。1407 年義満、朝鮮に使を派遣する。

1416 年上杉禅秀の乱が勃発し、将軍と鎌倉公方の対立が表面化。幕府は越後守護（上杉房方）、駿河守護（今

川範政）、信濃守護（小笠原政康）を持氏方に派遣、武蔵守護上杉氏憲（前管領）、足利義詞（義持の弟）

方の敗戦となる。この時、上杉氏憲方の東国武士（甲斐・常陸・東北の豪族層）を「京都扶持衆」として

軍事的に組織した。後の 1438 年永享の乱では、上杉憲実方として活躍。1423 年義持、義量に将軍職を譲る。

2 年で病死し、出家していた義円が還俗して義教となる。1428 年正長の土一揆を契機に、大徳政一揆（1441

年嘉吉の一揆・1457 年山城の一揆など）が始まる。民衆の力の増大による年貢減免闘争。義教は評定衆

ほかを整備し、幕府組織の建て直しを図る。1432 年明との貿易再開。1438 年永享の乱が起こり、鎌倉

公方足利持氏敗死。1439 年上杉憲実、足利学校を再興する。1440 年結城合戦。1441 年嘉吉の乱により

将軍義教の失脚。義教は赤松満祐により殺害される。赤松氏や細川氏など、幕府に反旗する守護層の下国
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第 28 図　東條遺跡中世第１検出面の集落
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が起こるようになる。1452 年足利成氏（持氏の子）、下総国古河（古河公方）に移る。この頃、各地で大雨・

洪水が多発。1467 年応仁の乱。1485 年山城の国一揆、1488 年加賀の一向一揆が起こる。

８．中世社会の終焉

（１）16 世紀（中世Ⅴ期）の「さらしな」

①「さらしな」の遺跡

【ポイント : 中世Ⅴ期 16 世紀 , 内耳鍋と輸入陶磁器の碗や大窯の甕が中心を占める段階】

前段階に登場した火鉢や風呂・釜が衰退し、白磁や青花の碗・皿類が引き続き使用される。珠洲は消滅

し、古瀬戸より大窯へと移る。該期の終末には内耳鍋から焙烙へと変化する。

東條遺跡（第 28 図）は中世第 1 検出面の時期が該当する。方形の積石竪穴建物跡の SX03 と SX04 に

明瞭な重複関係があり、確実に新旧がある。また出土遺物には内耳鍋も少なからず存在している。しかし

ながら 15 世紀代の遺構と時期的な区別が明確にできないため、集落構造に関しては、両時期を合わせ中

世Ⅳ期にて記述した。

②信濃国の動向

キーワード； 川中島の戦い（武田氏・上杉氏）　信濃武士（屋代氏・桑原氏・塩崎氏・小田切氏・仁科氏など）

 守護（小笠原氏）の信濃撤退　検地　信濃武士の移封　信濃支配（武田氏・織田氏・豊臣

 氏・徳川氏）

16 世紀の信濃史は武田氏と上杉氏の勢力争い、いわゆる川中島合戦の時代といっても過言ではない。

以下、簡単に経過をまとめる。1553 年武田晴信の先方（8 つの部隊）が更級郡八幡にて村上・上杉連合

軍と最初の戦闘となる。葛尾城の於曽源八郎が戦死。晴信は刈屋城まで退却し、武田軍は青柳城・麻績城・

大岡城を守備、篠ノ井布施にて再び上杉軍と対戦する。この時、上杉軍は青柳城へ放火、虚空蔵山城を攻略。

武田軍は荒砥城と麻績城に放火し撤退。1542 年武田晴信、諏訪頼重を討つ。1543 年長窪城の大井光台（貞

隆）を破り、望月一族を滅ぼす。志賀城の笠原清繁も敗戦。1545 年晴信、高遠城の攻略（今川・北条の援軍）、

諏訪頼継の敗戦。1548 年上田原の戦いにて村上義清と対戦し大敗。この時、村上氏は諏訪大社下社に放火。

塩尻峠の戦い。1550 年晴信、林城を攻略し、野々宮の戦いにて小笠原長時大敗する。同年いわゆる「戸石崩」

にて村上義清に敗戦。1553 年晴信は刈屋原城（太田長門守）を攻略し、虚空蔵山城に放火、猿ケ馬場峠

をへて佐野城（更級郡と筑摩郡を隔てる猿ケ馬場峠の直下にあり川中島を一望）に入る。桑原氏・塩崎氏、

香坂氏・屋代氏等の帰順を受ける。更級郡域の支配なる。長野市綱島付近で武田と上杉の第 2 回戦闘が起

こる。1557 年晴信は葛山城を攻略。第 3 回戦闘が起こる。晴信は足利義輝の仲裁で影虎と和睦し「信濃

守護」に補任される。1558 年上杉影虎の上洛、翌年上杉憲政より関東管領職を受ける。1561 年（永禄

4 年）第 4 回戦闘が起こる。この戦いを一般に「川中島の合戦」と呼ぶ。武田信繁、山本勘助の戦死。海

津城の築城。上杉政虎（輝虎）の「血染めの感状」。1562 年上杉輝虎、更級郡八幡宮にて武田氏・北条

氏の撃退と信濃平定を願文する。同年越後に善光寺建立、門前町が形成される。1564 年江馬輝盛・三木

良頼（飛騨桜洞城主）の救援のため上杉輝虎が川中島へ出陣するが戦闘に至らず終息。1573 年武田信玄（晴

信）、下伊那にて死亡。1578 年上杉謙信（輝虎）病死する。1582 年武田氏滅亡。織田信長、武田の支配

領地を国割り、信濃四郡（高井・水内・更級・埴科）を森勝三長可に拝領する。森氏は海津城に入るが、

本能寺の変にて上洛。上杉景勝、信濃に侵入し川中島周辺地を平定、旧武田氏臣下（清水三河守ら）に所

領を知行。村上景国を海津城代とし、屋代秀正を副将とした。板屋佐渡守光胤に更級郡桑原御料所を宛が

い、猿ケ馬場の龍王城を清野左衛門尉に守らせる。屋代秀正に塩崎・八幡を、村上庄内に坂木を、上杉氏

第３章　発掘調査の成果
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が知行する。麻績城にて小笠原貞慶と交戦し大勝。1584 年秀正、景勝に叛き海津城を退去、徳川家康に

服す。この時、城主村上景国は罷免となる。景勝、麻績城・青柳城を攻略し、稲荷山に築城、八幡宮祠官

松田民部助、保科豊後守、小田切左馬助を在城とする。さらに仁科盛直に八幡宮領を与え、祭礼等を行わ

せる。1598 年豊臣秀吉、上杉景勝を会津に移封。これに従い信濃武士（特に北信地方に領地を持つ芋川

氏・平林氏・島津氏・岩井氏など）も東国へ移る。この時、八幡宮祠官松田（仁科）盛直も会津へ移封と

なっている。伊勢国より田丸中務大輔直昌が海津城に移り知行。1600 年徳川家康、川中島（約 14 万石）

を森忠政に知行させ、忠政は海津城に入る。

③歴史的な背景（国政；戦国大名と織豊政権　封建制の成立　西欧文化流入）

キーワード； 戦国大名の台頭（下克上）　領国制の展開　室町幕府滅亡と織豊政権　太閤検地　金貨の

  鋳造　日明貿易　鉄砲とキリスト教伝来　西欧（南蛮）文化の流入

中世社会の大きな転機である応仁の乱は、1477 年諸将（畠山氏・土岐氏・大内氏）の帰国により終結

を迎える。加賀にて守護富樫政親が一揆にて自害して間もない 1495 年、北条早雲（伊勢氏）が小田原城

を攻める。早雲は家訓 21 か条を策定し領国の支配を強化していく。今川氏や大内氏、伊達氏や浅井氏等

の戦国大名が台頭。1505 年選銭令。三浦の乱にて釜山浦を攻略、1536 年天文法華の乱。1543 年種子島

に鉄砲伝来（ポルトガル人）し、1549 年鹿児島にキリスト教が伝わる。1558 年川中島の合戦（上杉謙信・

武田信玄）。1560 年桶狭間（今川義元）の戦い。1570 年姉川の戦い、1573 年室町幕府滅亡（足利義昭

の追放）。1575 年長篠の戦い。信長は近江に安土城を築き、市・座の整備（楽市楽座）、諸国の関を撤廃

する。1582 年信長、本能寺にて没。同年豊臣秀吉は山城国にて検地を始める（太閤検地の開始、1590

年には全国的な検地）。1583 年賎ケ岳の戦い（柴田勝家）、小牧・長久手の戦いの後、1585 年秀吉、関

白となる。秀吉は、戦国大名（長宗我部氏・島津氏・北条氏）を抑え、1590 年京に入る。1588 年刀狩令。

1582 年ローマ法王に使節派遣（天正遣欧使節）。1592 年〜 1598 年文禄・慶長の役にて朝鮮出兵。天正

年間に大判・小判等の鋳造があり、慶長年間には丁銀等の銀貨鋳造が行われる。1600 年関が原の戦い。

徳川家康、征夷大将軍となり江戸幕府を開く。1614 年大阪冬の陣、1615 年大阪夏の陣にて豊臣氏の滅亡。

同年武家諸法度、禁中並公家諸法度の制定。徳川政権と幕藩体制の樹立。

引用・参考文献

※本章に記述した歴史的な背景は、主に以下の文献を参考にまとめたものです。

1975 年　黒田俊雄ほか『岩波講座　日本歴史５　中世 1』岩波書店

1975 年　浅香年木ほか『岩波講座　日本歴史６　中世 2』岩波書店

1975 年　網野善彦ほか『岩波講座　日本歴史７　中世 3』岩波書店

1975 年　石井　進ほか『岩波講座　日本歴史８　中世 4』岩波書店

1988 年　吉田　隆『体系　日本の歴史３　古代国家の歩み』小学館

1988 年　棚橋光男『体系　日本の歴史４　王朝の社会』小学館

1988 年　五味文彦『体系　日本の歴史５　鎌倉と京』小学館

1992 年　瀧音能之編『律令国家の展開過程』

2002 年　佐藤　信編『日本の時代史４　律令国家と天平文化』吉川弘文館

2002 年　吉川真司編『日本の時代史５　平安京』吉川弘文館

2002 年　加藤友康編『日本の時代史 6　摂関政治と王朝文化』吉川弘文館
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第 4 章　成果の活用と展望

第 1 節　成果の公開、報告と展示

１. 公開の必要性

文化財保護法（昭和 25 年法律第 240 号）は、文化財の所有者のみならずその他の関係者に対し、文化

財を「公共のために大切に保存」し、「できるだけこれを公開する等その文化的活用に努める」（第四条２

項）ことを謳う。なぜなら文化財は「わが国の歴史・文化等の正しい理解のために欠くことのできないも

の」であり、「将来の文化の向上発展の基礎をなすもの」（第三条）だからである。この極めて重要な使命

の根源こそが、文化財のもつ「本質的な価値」そのものである。

柳田國男は『郷土生活の研究』の中で、「自分たちの生活の過去に向かって、何らの知識欲も抱かず、

また証拠のない解説に満足して、もうそれ以上の発見を念じない」人や社会を憂い、悲惨な歴史は「人間

の無知、知っておらねばならぬことを知らなかった結果」（P15, 柳田 1967）であると評し、「郷土研究」

の必要性を説いた。同書の中で、大藤時彦は「将来の計画をたてるには過去に対する正確なる知識」が必

要であり、それにより「無用の錯誤を避けることができ、現代の矛盾の由ってきたるべき原因を明らか」

にし、「この世の中をより良くするための方策を考えることができる」（P251, 柳田 1967 の解説）とする。

まさに文化財のもつ「本質的価値」を追究し、それを正しく伝え、郷土文化の質的向上に資する行為が、

平和で豊かな国土を維持し、ひいては「世界文化の進歩に貢献」（第一条）することに繋がるのである。

柳田國男 1967 年『郷土生活の研究』筑摩叢書 79。

２. 公開の手法

文化財（ここでは埋蔵文化財のことを指す）の保存には、現状保存と記録保存の二者がある。行政的判

断である記録保存の措置は、「発掘調査」という考古学的手法により執り行われる。文化庁は、「発掘調査」

を発掘作業と整理等作業、報告書の刊行の 3 つに分け、それぞれが連続した作業であると説明する（P7,

文化庁 2004）。その上で発掘調査現場（註 1）の積極的公開を義務づけ、調査成果の国民への還元を促す。

「住民が地域の歴史への興味関心と埋蔵文化財行政に対する理解を深める」ために「現地説明会等による

発掘調査現場の公開」（P18, 文化庁 2007）が必要であり、また一方で「発掘調査は行政の施策として行

われるものであるから、その成果は国民・地域住民に還元される必要」（P12, 文化庁 2007）もあり、現

地説明会のみならず「講演会、シンポジウム、展示会」などを行うものとする。つまり一般的な手法とし

て、文化財の公開には報告と展示の二つがある。

註 1）発掘調査現場とは発掘作業を行っている場所を指すのが一般的であり、ここでの使用もその意味であると考えられる。

しかしながら、埋蔵文化財の保存と活用が、これからの埋蔵文化財行政の視点（P3, 文化庁 2007）として位置づけら

れるのであれば、「発掘調査」を構成する連続した 3 つの過程に於いて、適宜、積極的な公開を行うことが望ましいと

判断される。

文化庁 2004 年「1 記録保存のための発掘調査に関する基本的事項」『行政目的で行う埋蔵文化財の調査についての標

準（報告）』埋蔵文化財発掘調査体制等の整備充実に関する調査研究委員会

文化庁 2007 年「1. 埋蔵文化財行政に求められる保存と活用のあり方」「3. 保存と活用を進めるための具体的施策」『埋

蔵文化財の保存と活用標準（報告）』埋蔵文化財発掘調査体制等の整備充実に関する調査研究委員会

第１節　成果の公開、報告と展示
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３. 公開の実践

（１）発掘作業及び整理等作業時の公開

長野県埋蔵文化財センタ−（以下、当センタ−とする）の業務には、「埋蔵文化財保護思想の普及に関

する事業」（第 15 条 , 註 2）がある。記録保存の対象となった埋蔵文化財の公開は、この条項に基づき実

施される。具体的には、発掘作業や整理等作業をホームページで公開するとともに、遺跡の「現地説明会」（1

項）や「公開展示（速報展）」（2 項）を積極的に開催

し、さらには発掘調査の「成果の発表（報告会）」（2 項）

や「講座（講演会）」（3 項）などを行っている。国道

18 号坂城更埴バイパス線関連の発掘調査に於いても、

発掘作業を通じて、それらの業務を適宜行ってきた。

主な経過は本書の第 1 章第 2 節 2（4）発掘の公開に

記してある。整理等作業を通じても、発掘作業と同様

に公開の業務を進めてきており、その主なものには以

下がある。

註 2）長野県埋蔵文化財センタ− 1998 年「第 15 条　第 3 章埋蔵文化財調査技術の指導等に関する事務」長野県埋蔵文化

財センタ−業務運営規定

（２）報告書刊行時の公開

文化庁は「発掘調査」を連続した 3 つの業務に分けて考える。これまで当センタ−が実施してきた一連

の公開事業も、その最終的な総括は、やはり 3 つ目に挙げられた発掘調査報告書の刊行にある。記録保存

の対象となった遺跡の「歴史的価値」を地域住民に直接還元する目的に於いて、遺跡の所在する地域（こ

こでは千曲市）で、その地域の博物館や公民館等（森将軍塚古墳館及び長野県立歴史館、八幡公民館等）

を利用して、成果の報告会や展示会を行うことは公開の望ましいあり方である。平成 23 年度の報告書刊

行に伴い、平成 12 年度より開始された国道 18 号線（坂城更埴バイパス）改築事業に伴う埋蔵文化財発

掘調査の総括的報告会を、以下のように実施した。

開催年月日 報告の内容 報告会・展示会の名称及び場所

 2008 年 ４ 月 ５ 日 
発掘からみえる中世の社会

～礎石・木簡そして土馬～

信州ふれあい歴史講座

於 : 長野県立歴史館

 2009 年 ６ 月 ６ 日 
祈りの造形

～六角木幢を考える～

信州ふれあい歴史講座

於 : 長野県立歴史館

 2011 年 ３ 月 19 日 
中世の街道と門前集落

～千曲市東條遺跡～

県埋蔵文化財センタ－遺跡調査速報展

於 : 長野県立歴史館

 2011 年 ７ 月 10 日 
中世の街道と門前集落

～千曲市東條遺跡～

県埋蔵文化財センタ－遺跡調査速報展

於 : 長野県伊那文化会館

開催年月日 講演・展示の内容 講演会・展示会の場所

 2011 年 ９ 月 １ 日 
  ～ 10 月 10 日 

企画展　六角宝幢に祈りをささげた人々

～八幡地区の古代から中世～

森将軍塚古墳館

( 千 曲 市 )

 2011 年 ９ 月 10 日 
 講演会　六角宝幢の造立とその後

～国道 18 号線関連遺跡の発掘調査～

長野県立歴史館

( 千 曲 市 )
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４. 公開の概要（報告書刊行時の概要）

平成 23 年 9 月 10 日の総括的報告会では、調査成果からみた地域史（古代・中世史）について発表した。

ここでは国内唯一とされた「六角木幢」（県宝名称「六角宝幢」）の造立に絡めた古代社会に関わる部分の

骨格を示しておく。

（１）古代更級郡と古代集落、更級郡衙の成立と解体過程の地域史

①古墳社会の終焉（7 世紀前半）

・聖徳太子や遣隋使が活躍した頃、八幡の地域では幾つかの農業集落が誕生し、それらを統括する中核

的な村として東條遺跡がある。遺跡近傍には姨捨古墳群が築かれ、氏族制社会における地域支配の実態を

追究できる素材を提供することができた。

②古代的社会の形成 （7 世紀後半）

・大化の改新は地域社会にも大きな影響を与えた。東條遺跡では氏族の長を想定させる大型の竪穴住居

跡は認められなくなり、姨捨の台地上に峯謡坂遺跡が登場する。クニを分けて「評」を設置する政治的改

革の一端が八幡の地域で実行された可能性があり、「更級評家」の存否、東山道支道の開道など、地域支

配の変質を追究できる素材を提示できた。

③古代社会の成立 1 （8 世紀前半）

・大宝律令の施行、平城京に遷都、「信濃国」が呼称される。古代国家の仕組みづくりは地域へ及び、

計画的な集落編成と「更級郡家」が成立する。峯謡坂遺跡で集落が消失する一方で、東條遺跡に正方位指

向の企画的な住居群が構築され、社宮司遺跡では 2 間× 6 間の長大な掘立柱建物が築かれる。古代国家

における地域支配の実態と地域での古代社会の成立を追究できる好素材を提供できた。

④古代社会の成立 2 （8 世紀代）

・国分寺・国分尼寺の設置、平安京遷都、「信濃国府」が移転する。八幡の地域では、「郡衙関連施設」

と想定される稲付遺跡や北稲付遺跡が新たに登場。社宮司遺跡では樋状施設を持つ特殊な竪穴住居や長大

な掘立柱建物などが改築され、東條遺跡でも住居群の改築が進む。墨書土器や木簡などを出土する前 2 者

と、それを持たない東條集落では明らかな機能差、役割の違いがみられる。更級郡内には南宮遺跡や上五

明条里水田址などの農業集落が新設され、峯謡坂でも再び集落が設営される。「更級郡衙」の増強と郡を

支える農業集落の明確化等、古代社会の実態を追究できる素材を提供できた。

⑤古代社会の展開 1 （9 世紀前半）

・都で藤原氏が台頭し、密教文化が開花した頃、租税の未進や違期などが表面化する。社宮司遺跡では

公的実務空間から竪穴住居と数棟の掘立柱建物による私的な空間が区別・抽出されてくる。私的な空間構

成の点では、峯謡坂遺跡や東條遺跡でも、集落内の竪穴住居のまとまり単位が一定程度の間隔をおいて独

立して建設されるようになる。ことに峯謡坂に於いては、そうした単位の中心となる住居から印刻花紋の

緑釉陶器や印刻のある土師器など特殊な遺物が出土する。律令国家における地域支配の蔭に、有力者（有

力農民）層の出現を示す資料を提供することができた。

⑥古代社会の展開 2 （9 世紀後半）

・藤原氏による摂関政治が常態化する中、京都石清水に八幡宮が勧請される。社宮司遺跡では掘立柱建

物群を中心とした公的空間が消失し、私的空間が継続する。東條遺跡や篠ノ井遺跡群では居住域が急速に

終息し、農業集落の移転が想定される。この頃、八幡の武水別神社は従二位に叙せられ、仁名年間には八ヶ

岳崩落・千曲川の氾濫が起こる。社宮司遺跡の地鎮的遺構は極めて政治色の強い祭祀行為である。更級郡

衙に関わる遺跡群の変化は、「更級郡家」の衰退と新たな地域支配層（富豪層・郡司子弟）の成長を暗示し、

律令国家の変質を地域史から捉えることのできる重要な素材を提供できた。
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⑦古代社会の終焉１（10 世紀前半）

・藤原氏を頂点とする権門体制は、新たな土地

制度を築いていく。律令制から初期荘園制への

移行期、最後の班田と荘園整理が進む。このこ

ろ地方で承平・天慶の乱が起こる。社宮司遺跡

では私的空間内に饗宴群飲を示唆する大量食器

が出土し、有力層による公民（浮浪・逃亡）の

囲い込み、さらには荒田の開発（姨捨土石流台

地の開拓）が見えつつある。土地の私的所有は

「荘園」の寄進により保護され、有力層は「負名」

または荘園の「下司」として権門体制に取り込

まれていったと考えられる。新秩序が形成され

る中、地域社会の動態を検討できる材料を提供

できた。

⑧古代社会の終焉２（10 世紀後半）

・峯謡坂遺跡では竪穴住居 2 軒の単位が継続

し、土壙墓 2 基がある。社宮司遺跡の私的空間

では、竪穴住居から高床住居に建築構造が変わ

り、井戸や井泉状の施設、屋敷地が形成される。

屋敷当主の墓とみられる木棺墓が 1 基のみ構築

され、木製の刀形及び弓形の形代が副葬される。

住居構造の変化や新たな埋葬形態は、屋敷地への新文化の流入を伺わせるとともに、当主の出自を問える

要素である。地方氏族と新興勢力、地域社会での支配構造の転換を追究できる材料を提供できた。

⑨古代社会の終焉３（11 世紀）

・「望月の歌」の主人、藤原道長の世となり、無量寿院の九体阿弥陀、さらには平等院鳳凰堂が完成する。

後三年の役を経て、後半期には白河天皇の院政が始まる。院政期の新立荘園は地域間交通を活発にした。

峯謡坂の集落は終焉を迎え、社宮司遺跡では屋敷地内の高床住居が改築、前代につくられた木棺墓の近傍

に九体阿弥陀を描いた六角木幢が造立される。その後の屋敷地消失は、荘園公領制に伴う支配者層の転換

に起因する可能性がある。小谷郷域の荘園支配は、摂関家等有力貴族から石清水八幡宮家へと向かい、中

世「小谷庄荘園」が成立したと考えられる。この時期に至り、六角木幢は民間信仰の宝塔へと機能転換を

はかるものの、神社勢力の拡大と平氏政権が樹立される渦中で解体されたと想像される。古代律令社会か

ら中世社会への転換を思考できる題材を提供できた。

⑩中世的社会の形成から中世社会の成立（12 世紀～ 14 世紀）

・保元・平治の乱にて平氏台頭するも、壇ノ浦をへて源氏の世となる。木曾義仲は八幡の八幡宮で戦勝

祈願し横田川原の戦いで勝利する。この頃の記録に六角木幢はみつからない。

・鎌倉幕府が成立し、体制下で各地に地頭を設置するが、小谷庄は地頭不設置の荘園とみられる。この頃、

一本松街道の前身と考えられる道が栄え、更級川と宮川沿いの社地の河原に市が開設された可能性は高い

が、農業生産集落の存在はつかめていない。13 世紀の後半から 14 世紀までには道の南側に東條遺跡中

世第 2 検出面集落（町屋の形成）がつくられる。集落の機能はやや不明確だが、交通の発達と農工商人（「浮

手浮食の輩」）の往来・寄宿、「給免田」の成立などを追究できる素材を提供できたと考える。
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第 2 節　成果の利活用、まちづくり

１. 文化立国（文化立県）をめざして

平成 7 年文化政策審議会は、文化を次のようにまとめた。「文化は、国民一人一人にとって、人として

生きるあかしであり、生きがいであるとともに、一国にとってはそのよって立つ最も重要な存立基盤の一

つ」（註 1）である。高度経済成長を遂げた戦後の日本は、今日「精神的な豊かさ」や「生きる喜び」を

尊重する文化振興の時代へと移り、地方分権の推進によって、そのことを地域の中で実現させる地方文化

再生の時代へと向かいつつある。文化政策審議会は、こうした動向を踏まえて新たなる国家形成、「文化

立国」を目指した施策を提示した。その骨子は 6 つにまとめられる。1 芸術創造活動の活性化、2 伝統文

化の継承と発展、3 地域文化・生活文化の振興、4 文化を支える人材の養成と確保、5 文化による国家貢

献と文化の発信、6 文化発信のための基盤整備である。

もとより文化財は、「歴史・文化等の正しい理解のために欠くことのできないもの」であり、「将来の文

化の向上発展の基礎をなすもの」（文化財保護法第三条）と位置づけられており、「文化立国」形成を担う

重要な素材と考えられる。平成 19 年文化審議会企画調査会は、このような文化財の、保存と活用をより

いっそう推進するための方策を呈示した。その骨子は、①文化財を総合的に把握すること、②社会全体で

文化財を継承していくことである（註 2）。この 2 つの施策方針は、各々に「必要性」と「対応の方向性」

でまとめられ、具体的な方策として提言された。

①文化財を総合的に把握する

　○関連する文化財とその周辺環境を一体としてとらえるための方策

　　文化財の総合的な把握と保存・活用により地域の歴史・文化を保護する枠組みづくり

　・地方公共団体による「歴史文化基本構想」の策定

　　「関連文化財群」と「歴史保存活用区域」の設定、保存・活用の体制整備

　・「歴史文化基本構想」に対する支援

　○文化財の保存・活用を適正化するための方策

　　国指定文化財を総合的に保存・活用する

　・文化類型ごとの保存・活用の方針の明確化

　・保存活用（管理）計画の策定の促進

　・文化財に関する情報の的確な把握

②社会全体で文化財を継承していく

　○文化財に対する親しみを深めるための方策

　○文化財保護にかかわる人材を確保するための方策

　○文化財保護に対する支援を充実させるための方策

註 1）平成 7 年文化政策審議会（文化庁長官の諮問機関）提言。「新しい文化立国をめざして - 文化振興のための当面の重

点施策について」

註 2）平成 19 年『文化審議会文化財分化会企画調査会報告書』

2. 歴史文化基本構想と地域活性化

地域の文化財を周辺環境も含めて総合的に把握し、その保存・活用を図り、地域の魅力の増進、地域ア

イデンティティの創出等、歴史・文化の薫り高い地域づくりを推進する基本的な考え方が「歴史文化基本
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構想」であり、具体的な施策方針が地方公共団体に求めらる（P9. 註 2）。基本構想では、種々の文化財を

歴史的あるいは地域的な関連性に於いて「関連文化財群」として捉え、それの集中する地域について、周

辺環境と一体化させた文化的空間づくり、「歴史文化保存活用区域」の設定を位置づける。この区域の特

質は、文化的な環境の保護にあり、あくまで「人々の心を豊かにする文化的な空間の創出」（P11）にあり、

「歴史的風致」の理念を目指すところにある。文化的な空間づくりは、都市計画法下でのまちづくりマスター

プランや景観法下での景観保全計画の策定などと連動することで、より効果的に行い得る。国道 18 号坂

城更埴バイパス改築事業に伴う埋蔵文化財の記録保存の措置は、本書第 3 章にて総括したように、古代社

会の成立より中世社会の終焉まで、実に 1000 年間に亘る間断のない地域史を再構築した。ことに稲荷山

より八幡、姨捨の地域に於いての埋蔵文化財の持つ歴史的な意義は大きく、その成果の活用は今後さらに

期待されるところである。平成 23 年 5 月と 9 月に報告書完了（本書）に伴う成果報告会を地元の千曲市

で開催し、当該地域に於ける文化的活用の一案を示した（註 3）。ここでは、そうした活用の理念に従い、

地域に於ける「歴史文化基本構想」さらには「歴史まちづくり」の構築に向け、現状で捉えうる構成要素

を提示し、「文化立県」の一翼を担う千曲市域の、魅力的で活力ある「まちづくり」への題材にしたいと思う。

註 3）5 月 15 日 2011 年度長野県考古学会総会報告会「中世の街道と門前集落」於 : 長野県立歴史館

 9 月 10 日森将軍塚古墳館企画展講演会「六角宝幢の造立とその後」於 : 長野県立歴史館

「歴史・文化的風致」を構成すると考えられる主な要素

①継承すべき主な自然環境

　・冠着山・三峯山、姨捨土石流台地（奇岩群含む）、弁財池の湧水、更級川・佐野川・千曲川、佐野川

　　扇状地、動植物群（森林域・棚田域・河川域）など

　・ため池（大池・治田池）、桜清水、棚田・四十八枚田、扇状地上の水田、武水別神社社叢など

　※【日本の棚田百選】（H11, 25ha，農林水産省選定）

　※【姨捨（田毎の月）】（H11,5.10，名勝）

　※【姨捨の棚田）】（H22.2.22，重要文化的景観）

　※【武水別神社社叢】（S40.2.15，長野県天然記念物）

　※【姨捨長楽寺桂ノ木】（H6.3.31，千曲市天然記念物）

　○自然環境を活用する施設

　・聖高原樺平保養地、大池（市民の森・自然の家・キャンプ場）、姨捨サービスエリア、姨捨駅、公園

　　（姨捨・月見畑・句碑）、姨捨観光会館、千曲川サイクリングロードなどの施設群

　○自然環境を守り育む施策と活用へのロゴ

　・県立自然公園、名勝地、文化的景観、天然記念物、各種調査報告書、各種保存会など

　・善光寺平の夜景、日本三大車窓、姨捨十三景、田毎の月など

②継承すべき主な歴史環境

　○古代を中心としたもの

　・古代集落（大道遺跡・峯謡坂遺跡・東條遺跡・湯屋遺跡・下吉野遺跡など）、郡衙推定地、官衙関連

　　遺跡（北稲付遺跡・稲付遺跡・社宮司遺跡・青木遺跡など） 

　・経塚・火葬墓（矢崎山経塚・堂城山経塚・小丸山経塚、上ノ田遺跡・平田遺跡など）

　・古代の道（東山道支道推定地）と条里（八幡条里的遺構推定地）、荘園（小谷庄）

　・寺社（青木廃寺・武水別神社（八幡宮）・笹焼神社 ? など）

　※【木造六角宝幢】社宮司遺跡（H23.3.31，長野県宝）
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　・文書ほか（建部大垣、続日本紀・古今和歌集・中右記・石清水家文書等の関連記事）

　○中世を中心としたもの

　・中世門前集落（東條遺跡など）

　・中世以降の道（猿ケ馬場峠・一本松街道など）

　・寺社（長楽寺・大雲寺など）

　・文書ほか（木曾義仲・諏訪時光、大文字一揆など）

　○近世以降を中心としたもの

　・城郭・宿場（稲荷山城跡・桑原宿・稲荷山宿、松林家住宅・関家武家住宅など）

　・道（北国西街道（善光寺道））　

　※【龍洞院架道橋】（H18.10.18，登録有形文化財）

　※【滝沢川橋梁】（H18.10.18，登録有形文化財）

　※【荏沢川石堰提】（H21.1.18，登録有形文化財）

　・寺社ほか（斎の森神社、松田家住宅、芭蕉翁面影塚等の句碑、霊静山石仏群など）

　※【松田家住宅主屋】（H16.11.22，長野県宝）

　※【武水別神社神主松田家館跡】（H18.4.20，長野県史跡）

　※【木造愛染明王坐像】長雲寺（M39.4.14，重要文化財）

　・文書ほか（上杉家文書・真田家文書・松田家文書、信濃奇勝録・更科紀行・善光寺名所図会、

　　上杉輝虎・真田信之・松尾芭蕉など）

　○歴史環境を活用する施設

　・県宝松田家住宅主屋や登録文化財の荏沢川石堰堤などが保存されているが、これらの活用を推進し 

 ていくための付帯施設はまだ整っていない。

　○歴史環境を守る施策と活用へのロゴ

　・重要文化財、登録文化財、県宝（県指定文化財） 、県史跡、各種の調査報告書など

　・更級郡衙、国内唯一の六角木幢（宝幢）、木曾義仲や上杉輝虎の願い、一本松街道と武水別神社

　　（お八幡さん）、松尾芭蕉と更科紀行、善光寺道と桑原・稲荷山の宿、姨捨十三景、田毎の月と旅人

③継承すべき主な民俗環境ほか

　○衣食住に関わるもの

　・服飾習俗、飲食習俗（武水別神社うずら餅）、居住習俗（水利慣行、坂のある町（【須永恵一の絵】）

　○生産・生業に関わるもの

　・農耕（棚田農業）、漁労（千曲川つけば漁）、食品（みそ・醤油）、リンゴ（八幡中原の国光の原木）

　○口頭伝承に関わるもの

　・伝説、昔話（雑宝蔵経・姨捨伝説）

　○信仰に関わるもの

　・祭祀（大頭祭・神楽）、法会、祖霊信仰、田の神信仰等

　※【頭人行事】武水別神社の頭人行事（大頭祭）（S46.11.11, 選択無形民俗文化財）

　※【伎楽面】武水別神社（S53.3.24, 千曲市有形文化財）

　※【金銅六角釣燈篭】武水別神社（S48.3.15, 千曲市有形文化財）

　※【銅製釣燈篭】武水別神社（S45.4.13, 長野県宝）

　○年中行事等に関わるもの

　・誕生、育児、年祝い、婚姻、葬送、正月、節分、節句、盆等　【治田神社の茅の輪】
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　○民俗環境を活用する施設

　・選択文化財の頭人行事を行うための斎の森神社、武水別神社、笹焼神社等、関連施設群は、今の

　　ところ保全されている。

　○民俗環境を守る施策と活用へのロゴ

　・選択無形文化財、県宝（県指定文化財） 、各種の調査報告書、各種保存会など

　・大頭祭、棚田の田植え、棚田オーナー制度、つけ場漁

3. 歴史・文化的まちづくりにむけて（第 29 図）

A. 重要文化的景観（姨捨棚田）をゆく

姨捨棚田を取り巻く景観形成については、平成 20 年に報告された文化的景観に関する保存計画書第 2

章第 5 節（P47 〜 P54）及び第 3 章（P56 〜 P66）に的確にまとめられている（註 4）。ことに第 2 章第

5 節での文化的景観の保全に関する提言は、文化的なまちづくり形成に関する理念が適切に表現されてお

り、当該地域でのまちづくりプランにとって拠り所となる指針である。三峯山を頂点に県立公園縁辺部ま

での森林地帯は、大自然を満喫できる憩いの空間である。大池より下り、八幡の名水（桜清水）の湧く地

を過ぎて、水の流れに導かれる景観は、やがて人と自然とが織りなす文化的な空間へと至る。集落と棚田

は細く曲がりくねった坂道そして水路により連なり、高所から低所へ、低所から高所へと、人々の生への

躍動がひしひしと感じられ、元気の出る空間がそこにある。現在、高速交通網の整備が進み、中央自動車

道長野線と JR 篠ノ井線が長野と松本を短時間で結び、そこを往来するすべての人々の目に、大河・千曲

川と広大な善光寺平、そして眼下に広がる棚田が飛び込んでくる。姨捨サービスエリア（スマート IC）や

姨捨駅（スイッチバック方式で明治 33 年開駅）からの遠望はまさに絶景であり、「夜景百選」をも堪能

できる視座にある。これもまた今日的な意味での生の躍動を体感できる空間形成のひとつであろう。棚田

周辺を散策すれば、姨石や姪石などの奇岩群が現れ、姨捨土石流台地誕生の歴史を目の当りに大自然の強

大な力を痛感する。姨捨の棚田周辺は人知れた月の名所である。芭蕉を始め数々の歌人が訪れ、あるいは

想いを馳せて歌詠みをした場所であり、今日なお俳句（「おばすて観月祭」）が読み継がれている。句碑の

並ぶ長楽寺一体は、まさに文学的な、知的感性を豊かにする空間である。とともに歌川広重の描く「田毎

月」（たごとのつき）から『善光寺名所図絵』、さらには須永恵一の絵画、現代写真に至るまで芸術的な心

性までも広げてくれる空間である。棚田には水口分けした用水に水が留まることなく流れ下る。棚田は更

級川に沿い、また更級川には一本松街道が寄り添い、門前の集落を経て武水別神社へと至る。

B. 選択無形民俗文化財（頭人行事）を味わう

一本松街道は中世物流の動脈であり、武水別神社に近い八日市場地籍周辺には、中世の市が開設されて

いた可能性が高い。今回の発掘調査で、東條遺跡（中世面）を確認したことで、これまで不鮮明であった

中世社会の一端が見出され、当該地域の中世形成期を考える上で極めて重要な成果となった。今後、遺跡

調査地とそこに隣接する斎の森神社、一本松街道を一体のものとして体感できる工夫が求められてこよう。

武水別神社は諏訪大社と肩を並べ古代には従二位に叙せられた神格を持つ。「お八幡さん」と呼ばれて親

しまれ、暮れの 12 月 10 日から 14 日までの間、頭人行事が執り行われる。およそ 400 年間、絶えるこ

となく続けられてきた稀有な民俗行事である。斎の森神社より出でて街道を下り、武水別神社、さらには

笹焼神社へと「お練り」は続く。祭礼を行うべき神聖な空間であり、今日では交通安全祈願、誕生や年祝

い、厄払いなどの宗教的行為が武水別神社で行われている。祭りでの出店は欠かせないが、境内で売られ

る「うずら餅」は名物のひとつであり、11 月初旬には商工会議所主催で「大菊花展」が催され、数千鉢

の大輪が境内を包む。
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C. 長野県史跡（松田家館跡）を訪ねる

平成 21 年千曲市は前年の保存計画書の歴史的評価の部分を補足する目的で歴史的調査報告書を作成し

た（註 5）。これにより土石流台地裾部に展開する古代以降の生活史、人々の営みの歴史がクローズアッ

プされ、文化的景観を構成する重要な柱が、またひとつ整理された。その端緒となったのが国道 18 号線

の改築事業に伴う埋蔵文化財の発掘調査の成果（記録保存の措置）である。仮称、坂城更埴バイパスは、

姨捨土石流台地裾部を横断して長野と上田を結ぶ高規格道路である。現国道の慢性的な交通渋滞を緩和す

る目的で進められた本事業は、これまで開発の少なかった当該地域に新たな風を吹き込んだ。日常生活の

利便性は飛躍的に向上し活力は再起したといえる。発掘調査は低地部にかけて広域にわたって実施され、

古代社会から中世社会まで 1000 年間の地域史を語る膨大な資料が蓄積された。その結果が既刊の 2 冊（註

6）及び本書である。聖高原に端を発する佐野川により形成された扇状地には、古くから更級郡衙や東山

道支道の所在が推定されており、これに関連すると考えられる北稲付遺跡や社宮司遺跡などが知られる。

古代信濃国で最も多い 9 郷を抱えた郡の中心地が、ここには存在するのである。ことに社宮司遺跡は、こ

の郡衙が解体する 9 世紀後半から 10 世紀に、遺跡の構造的な変化が観られ、小谷庄荘園の成立とも相俟っ

て、律令社会から封建社会への転換を語ることのできる重要な遺跡であることが解ってきた。遺跡の終焉

期に築かれた方形区画の屋敷地、九体阿弥陀の描かれた六角木幢（宝幢）造立後の行方は、一本松街道と

武水別神社門前に形成された東條遺跡（中世面）の集落を垣間見たとき、武水別神社西方にある方形土塁

を持った松田家館跡の時間的な遡及問題に行き当たる。今のところ、発掘調査で中世前期に迫る確証は得

られていないが、今後の考古学的追究には目が離せない。松田家館跡は宮司松田家の住宅主屋と合わせ、

それぞれ長野県史跡、長野県宝の指定を受け公開されている。一歩その中に踏み込むと歴史の重みを肌で

感じる空間が広がり、一見の価値がある。佐野川扇状地に分布する遺跡（註 7. 八幡遺跡群を中心とする）は、

決して単独で評価されるものではなく、すべてが一体化して初めて大きな歴史的意味を持つ。歴史の流れ

を歩き訪ねて体感できる極めて知的な空間を創出する工夫が求められている。

D. 歴史的風致（善光寺道と桑原・稲荷山宿）を楽しむ

「歴史的風致」とは、「地域におけるその固有の歴史及び伝統を反映した人々の活動とその活動が行われ

る歴史上価値の高い建造物及びその周辺の市街地とが一体となって形成してきた良好な市街地の環境」（第

一条　平成 20 年法律第 40 号）をいう。これの維持向上のための施策を通して、「個性豊かな地域社会の

実現」と「都市の健全な発展及び文化の向上」が図られる。当該地域は近世に至り物流の大動脈が佐野川

に沿う北国西街道、いわゆる「善光寺道」に移る。街道は稲荷山宿を経て、篠ノ井追分で北国街道（北国

往還）と合流し善光寺へと至る。稲荷山宿は江戸時代に西街道随一の宿場（家屋約 500 軒）として栄え、

明治時代には生糸や絹織物を扱う商都でもあった。町割りには新町（荒町）・五日町（中町）・横町（中町）・

柳町（八日町）があり、横町（現在の稲荷山郵便局あたり）に今も枡形が残る。街道沿いの建造物は消滅

しつつあるが、街路はよく残り、一歩小路に入ると漆喰やなまこ壁の蔵がある。ガン封じで知られた長雲

寺には重要文化財の愛染明王坐像もあり、ふる里漫画館（近藤日出造の作品）や蔵し館（松林家住宅修復）

等を拠点に、近世の宿場街路を散策し、近代の蔵などを楽しむ空間がここにはある。しかし見所はそれば

かりではない。稲荷山宿を南西方向に佐野川を遡れば、松代藩の宿場町、桑原宿（間宿）がある。緩やか

な坂道に寄り添う街並みは、稲荷山宿では味わうことのできない、街道のもうひとつの風情である。こう

し戸を持つ旧家のたたずまいを通り過ぎるとき、数百年の時の流れは消えさる。本陣跡や番所跡、伴月楼

記念館（関家武家住宅）などは活用の拠点として大事にすべき場所であろう。「善光寺道」を北にそれて

畠中を歩けば、延喜式内社として知られた治田神社がある。お宮は桑原宿近くと稲荷山宿近くにあり、そ

れぞれ上の宮と下の宮と呼ばれている。上の宮周辺にはリンゴ果樹園（中原地区は国光の原木が生き続け
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る）が広がり、下の宮は治田池に接し桜の名所として写真コンテストなどが催される。現在を生きる人々

の営みとともに、憩い、癒しの空間が共生する。街道と宿場町を核として形成された歴史的な風致は、生

活文化の発展とともに現代的視点で維持し向上させていくことが重要な課題である。

註 4）2008 年『姨捨棚田の文化的景観保存計画書』千曲市教育委員会

註 5）2009 年『姨捨棚田の文化的景観歴史的調査報告書』千曲市教育委員会

註 6）2006 年『一般国道 18 号（坂城更埴バイパス）埋蔵文化財発掘調査報告書 1 −千曲市内その 1 − 社宮司遺跡ほか』

長野県埋蔵文化財センター

 2010 年『一般国道 18 号（坂城更埴バイパス）建設事業埋蔵文化財発掘調査報告書 2 −千曲市内その 2 − 社宮司遺

跡六角木幢保存修復編』長野県埋蔵文化財センター

註 7）2008 年『長野県千曲市遺跡分布図』千曲市教育委員会

註 8）千曲市総合計画は 2007 年（平成 19 年）より 2016 年（平成 28 年）までの 10 ヵ年で進められる長期計画であり、「基

本構想」・「基本計画」、「実施計画」により構成される。千曲市の「まちづくりの基本理念」は、「共生」、「交流」、「協

働」のまちづくりで、6 つの基本目標がある。

 基本目標 1.　支え合い、元気に暮らすまち

 基本目標 2.　ふるさと自慢を未来に継ぐまち

 基本目標 3.　市民が憩い、心穏やかに暮らせるまち

 基本目標 4.　のびのびと社会にはばたく人が育つまち

 基本目標 5.　千曲の魅力が交流と活力をはぐくむまち

 基本目標 6.　信頼と連携で力を合わせる市民主体のまち
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第 29 図　「歴史・文化的風致」を構成すると考えられる主な要素と空間

第４章　成果の活用と展望
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所
ふ り が な

収遺跡名 所
ふ り が な

在地
コード

北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因
市町村 遺跡番号

峯
みねうたいざかいせき

謡坂遺跡
長
な が の け ん ち く ま し

野県千曲市

八
やわたあざうたいざか

幡字謡坂

20216

105 36°30′45″ 138°5′44″

20030708
～ 20031010

20040413
～ 20040817

20061010
～ 20061025

5,190 ㎡

一般国道 18 号

（坂城更埴バイ

パス）建設に

伴う発掘調査

西
に し な か そ ね い せ き

中曽根遺跡
長
な が の け ん ち く ま し

野県千曲市

八
や わ た あ ざ に し な か そ ね

幡字西中曽根
106 36°30′41″ 138°5′52″

20020422
～ 20020918

20040629
～ 20040817

4,401 ㎡

東
ひがしなかそねいせき

中曽根遺跡
長
な が の け ん ち く ま し

野県千曲市

八
やわたあざひがしなかそね

幡字東中曽根
89 36°30′49″ 138°5′ 57″ 20020422

～ 20021216 5,146 ㎡

東
ひがしじょういせき

條遺跡
長
な が の け ん ち く ま し

野県千曲市

八
やわたあざひがしじょう

幡字東條
118 36°30′38″ 138°6′16″

20020422
～ 20021125

20030414
～ 20030725

20050801
～ 20051209

20060403
～ 20061215

20070402
～ 20071130

15,666 ㎡

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

峯謡坂遺跡
集落跡

墓跡

古墳時代終末～

平安時代前半

竪穴住居跡 26、掘立柱建物跡 1、

土坑 237、墓 6、溝跡 2、集石 4、

遺物集中 1、焼土跡 1、性格不明

遺構 14

弥生時代の土器・石器、　古代の

土師器・須恵器・灰釉陶器・緑釉

陶器、鉄製品　

弥生前期と後期の土器棺、9 世

紀前後の須恵器壷 G 類・円面

硯、鉄製鍬先など

西中曽根遺跡
集落跡

墓跡

古墳時代前期末

～中期初頭

竪穴住居跡 5、掘立柱建物跡 2、

土坑 45、溝跡 3
古墳時代前期～中期の土器・石器

小型丸底土器・球胴甕、有稜高

坏など

東中曽根遺跡 集落跡

弥生時代後期

後半～終末

古墳時代前期

前半

竪穴住居跡 13、掘立柱建物跡 4、

土坑 135、溝跡 7

弥生時代後期の土器・石器、古墳

時代前期の土器

弥生後期の赤彩大形壷、櫛描文

の甕、磨製石包丁など

東條遺跡 集落跡

古墳時代後期～

平安時代中期

鎌倉時代後期～

室町時代中期

竪穴住居跡 75、掘立柱建物跡

51、溝跡 31、柵列 3、墓 3、方

形竪穴建物跡 15、焼土跡 14、遺

物集中 5、敷石遺構 17、土坑

2670

古墳時代後期の土器・石器、古代

の土師器・須恵器・灰釉陶器・緑

釉陶器、石器、鉄製品、木製品、

中世の陶磁器・石製品・漆器類・

木製品・鉄製品

古墳時代の珠紋鏡・初期須恵器

坏、8 世紀から 9 世紀の墨書土

器・円面硯・漆紙様付着物、13

世紀から16世紀の青磁・漆器椀、

皿、櫛・呪符木簡・烏帽子など

要約

　峯謡坂遺跡は、三峯山の土石流堆積物上に立地し、眼下に八幡遺跡群を望む。古墳時代終末に集落形成がなされ、奈良時代の空白
期を経て、奈良末から平安時代に再び集落が形成され 10 世紀まで存続する。開墾用と観られる鉄製鍬先を持ち、かつ豊富な緑釉陶器
を保有した生産集落である。西中曽根遺跡・東中曽根遺跡・東條遺跡は、いずれも姨捨土石流堆積物上に立地する。田ごと観音で知
られる四十八枚田の眼下に西中曽根遺跡と東中曽根遺跡はあり、弥生時代後期終末と古墳時代前期末～中期初頭の集落である。弥生
後期の居住域は東中曽根遺跡に中心があり、1 軒の大型住居跡と 2 ～ 3 軒の中・小型住居跡、掘立柱建物跡で単位が形成される。古
墳中期初頭の居住域は西中曽根遺跡に中心があり、中・小型の住居跡 2 ～ 3 軒で集落の単位が形成される。名勝「姨捨の棚田」の眼
下に位置するのは東條遺跡であり、広域にわたり古墳時代終末から平安時代までの集落が営まれる。当地域の拠点となる農業生産集
落であり、古墳後期終末には大型竪穴住居跡 1 軒と中・小型の住居跡 2 ～ 3 軒の単位が 3 ～ 4 つ組み合わさって、ひとつの生産集落
を構成する。奈良時代以降、ことに更級郡衙の整備が進む時期に至ると、東條遺跡の住居跡数は減少し、集落規模を縮小して 9 世紀
末まで存続する。その後に 300 年の空白期を経て、中世前期に再び集落形成がなされる。鎌倉時代の集落は掘立柱建物跡と井戸跡を
中心に町屋的な形成がなされ、武水別神社の門前、一本松街道脇に集落が発達する。室町時代には集落構造が変化し、礎石建物跡や
石組の井戸、方形竪穴建物跡、さらには石敷きの道路状施設などが作られる。漆器の椀・皿類や輸入陶磁器、渡来銭などが豊富に出
土し、呪符木簡 ( 蘇民将来符など ) の出土もある。有力者の屋敷地が形成され、門前の集落が整備される。
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